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 海士の未来を創る、
新たな挑戦
大江和彦（海士町長）

活動報告 ❶

不動産再生から
観光地づくりを
考える
その背景と課題
中野文彦（JTBF）

「不動産再生からの
観光地づくり」の
ケーススタディ

第29回
たびとしょCafe
「紙だから
こその魅力
～旅好き女性を
引き付ける
旅行雑誌とは～」
を開催
中山優子（昭文社）

文：仲 七重（JTBF）
ゲスト

巻頭言

特集 1

特集 2

欧州で最も
サスティナブルな島の
シンボルHotel GSHの挑戦
～ボーンホルム島の
持続可能な社会の実現に
つなげる仕掛けを読み解く～
川原 晋（東京都立大学）

特集 3

❶「創造的職人宿場町」
兵庫県丹波篠山市福住
㈱Local PR Plan
中野文彦（JTBF）
❷「生活と観光の両立
～地域への共感を生み出す
空き家活用～」
山梨県富士吉田市 合同会社OULO
門脇茉海（JTBF）
❸「世界に発信する用宗の
まちづくり」
静岡県静岡市駿河区用宗
㈱CSA不動産・㈱CSAtravel
山本奏音（JTBF）
❹「島の未来を創るホテル」
島根県海士町
㈱海士
中野文彦（JTBF）

対談
「不動産再生による
観光地づくり」を
どう見るか
まちづくりと
サービス
マーケティング
の視点から
川原 晋（東京都立大学）
内田 純一（小樽商科大学）

特集 4

視座

不動産再生から観光地づくりを考える
その可能性と課題
中野文彦（JTBF）

報告：JTBF

活動報告 ❷
第32回
旅行動向
シンポジウムを
開催

連載
観光を学ぶということ
第16回
東洋大学 
国際観光学部国際観光学科

内田ゼミ
内田 彩（東洋大学）

わたしの1冊
第28回
『となりの
アルゴリズム』
篠田裕之 著
光文社
佐藤勘三郎（ホテル佐勘）
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　観
光
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
に
注
目
が
集
ま
る
な
か

で
、
地
元
企
業
が
中
心
に
な
り
、
持
続
的
な
地
域
の
活
性
化

と
い
う
「
公
的
な
視
点
」
を
も
ち
つ
つ
、
空
き
家
や
空
き
空

間
と
い
っ
た
地
域
の
不
動
産
を
再
生
し
、
地
域
の
魅
力
を
際

立
た
せ
、あ
た
ら
し
い
事
業（
観
光
サ
ー
ビ
ス
）を
生
み
出
し
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
事
例
が
増
え
て
い
る
。

　こ
う
し
た
事
例
に
お
い
て
は
、
不
動
産
を
再
生
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、他
の
地
域
に
は
な
い
特
色
を
活
か
し
た
空
間
や
、

消
費
に
つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
観
光

客
の
み
な
ら
ず
、
住
民
や
事
業
者
す
ら
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し

て
捉
え
、
事
業
を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　本
特
集
で
は
、4
つ
の
地
域
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、

不
動
産
の
再
生
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
観
光
地

づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
き
た
の
か
、
ま
た
今
後
の

可
能
性
や
克
服
す
る
べ
き
課
題
と
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
。



巻頭言

　
海
士
町
は
、1
8
0
の
島
々
か
ら
な
る
隠
岐
諸
島
の
４
つ
の
有
人
島
の
一
つ
、中
ノ
島
に

あ
り
ま
す
。1
島
1
町
、人
口
約
2
3
0
0
人
の
小
さ
な
島
で
す
。

　
海
士
町
を
象
徴
す
る
言
葉
、島
ら
し
い
生
き
方
や
魅
力
、個
性
を
堂
々
と
表
現
す
る
言
葉

で
あ
る「
な
い
も
の
は
な
い（
便
利
な
も
の
は
な
く
て
も
よ
い
、生
き
て
い
く
た
め
の
大
事

な
こ
と
は
、す
べ
て
こ
の
島
に
詰
ま
っ
て
い
る
）」を
合
言
葉
に
、今
あ
る
資
源
を
活
か
し
た

「
し
ご
と
づ
く
り
」、若
者
と
の
交
流
に
よ
る「
ま
ち
づ
く
り
」、教
育
の
魅
力
化
に
よ
る「
ひ

と
づ
く
り
」に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。

　
成
功
事
例
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、私
た
ち
は「
挑
戦
事
例
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
海
士
町
の
挑
戦
の
一
つ
が
、2
0
2
1
年
7
月
、隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
の
拠
点
機
能
と
宿
泊
機
能
を
兼
ね
る
複
合
施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た「E

n
tô

（
読
み
：
エ
ン
ト
ウ
）」で
す
。島
唯
一
の
ホ
テ
ル
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、

海
士
町
の
魅
力
・
価
値
観
・
暮
ら
し
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
た
だ
く
施
設
、島
全
体
を
楽
し

む
拠
点
を
目
指
し
ま
し
た
。「E

n
tô

」の
オ
ー
プ
ン
に
よ
っ
て
、コ
ロ
ナ
禍
で
大
打
撃
を
受

け
た
島
内
観
光
産
業
も
、少
し
ず
つ
活
気
づ
く
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「E
ntô

」の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、ホ
テ
ル
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。島
の
1
0
0
年
後
を
つ
く
る
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、島
ま
る
ご
と
観
光
の
入
口
と

し
て
、人
の
循
環
、経
済
の
循
環
の
拠
点
と
し
て
、世
界
と
つ
な
が
る
交
流
の
拠
点
と
し
て
、

海
士
町
の
未
来
そ
の
も
の
を
創
る
挑
戦
が
、こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、「
み
ん
な
で
し
ゃ
ば
る（
引
っ
張
る
）」「
承
前
啓
後（
昔
か
ら
の
も
の
を
受

け
継
い
で
、未
来
を
切
り
拓
く
）」の
精
神
で
、挑
戦
し
続
け
る
海
士
町
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

大江和彦
（海士町長）

1959年海士町生まれ、海士町育ち。島根県立隠岐島前高校
を卒業後、大阪の専門学校で建築を学び、民間企業を経て、
海士町役場に入庁。産業創出課長時代には、地方経済の振
興に尽力する人を選ぶ「地域産業おこしに燃える人」の第3
期メンバーに選ばれる。2018年、「自立・挑戦・交流×継承・

団結～心ひとつに！みんなでしゃばる島づくり～」を町政経営の指針に掲げ、
海士町長に就任。2021年から全国の若者を島に引き寄せる「還流おこしプ
ロジェクト」、副業を可能とする公務員の働き方改革「半官半Ｘ」を政策の全
面に打ち出し、さらなる地域振興に奮闘中。

海士の未来を創る、
新たな挑戦

第256号 February 20231



不
動
産
再
生
か
ら

観
光
地
づ
く
り
を
考
え
る

そ
の
背
景
と
課
題

「
不
動
産
再
生
か
ら
の
観
光
地
づ
く
り
」の

ケ
ーススタ
ディ

欧
州
で
最
も

サスティナ
ブル
な
島
の
シン
ボル

H
otel G

SH

の
挑
戦

対
談「
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
」を
ど
う
見
る
か

ま
ち
づ
く
り
と

サ
ービスマー
ケ
ティン
グの
視
点
か
ら

〜
ボ
ーン
ホルム
島
の
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
る

　仕
掛
け
を
読
み
解
く
〜

不動産再生から
観光地づくりを考える

機関誌

目次

第 号256

不
動
産
再
生
か
ら
観
光
地
づ
く
り
を
考
え
る

そ
の
可
能
性
と
課
題

ゲスト
中山優子
（株式会社昭文社
メディア企画編集部 
『ことりっぷ』編集長） 

文：仲 七重
(公益財団法人日本交通公社
観光文化振興部 企画室 研究員)

「紙だからこその
魅力
～旅好き女性を
引き付ける
旅行雑誌とは～」
を開催

第29回
たびとしょCafe
活動報告❶

観光を学ぶということ

わたしの1冊

第16回

連載

連載

第28回

内田 彩
（東洋大学 国際観光学部
国際観光学科 准教授）

大江和彦
(海士町長)

佐藤勘三郎
（株式会社ホテル佐勘 
代表取締役社長）

『となりの
アルゴリズム』
篠田裕之 著
株式会社光文社

東洋大学
国際観光学部国際観光学科

過去と現在の
対話を通して
観光の未来を紐解く
‐観光を研究する
楽しさを伝えたい‐

内田ゼミ

  海士の未来を創る、
新たな挑戦

【巻頭言】

特集

中
野
文
彦（
公
益
財
団
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究
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活
性
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推
進
室
長
／
上
席
主
任
研
究
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【
1
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創
造
的
職
人
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場
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兵
庫
県
丹
波
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山
市
福
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株
式
会
社Local PR Plan

中
野
文
彦（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
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観
光
政
策
研
究
部 

活
性
化
推
進
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員
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【
2
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生
活
と
観
光
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地
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み
出
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き
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活
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〜
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梨
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公
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観
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研
究
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ネ
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主
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研
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【
3
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に
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す
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宗
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宗
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会
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動
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式
会
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4
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島
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未
来
を
創
る
ホ
テル
」

島
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隠
岐
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株
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会
社
海
士
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1

不
動
産
再
生
か
ら

観
光
地
づ
く
り
を
考
え
る

そ
の
背
景
と
課
題

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
政
策
研
究
部

活
性
化
推
進
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員
　

中
野
文
彦

魅
力
を
高
め
る
統
一
性
の
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト

や
デ
ザ
イ
ン
に
対
す
る
検
討
も
重
要
に
な

る
。

　
三
つ
目
に
は
、
誰
を
対
象
に
観
光
地
づ
く

り
を
進
め
る
か
で
あ
る
。
従
来
の
観
光
地
づ

く
り
に
お
い
て
は
、
地
域
の
魅
力
あ
る
資
源

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
磨
く
こ
と
に
取

組
ん
で
き
た
が
、
こ
の
場
合
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

は
あ
く
ま
で
観
光
客
が
対
象
で
あ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。

　
一
方
で
、
地
域
産
業
の
強
化
や
起
業
を
目

指
す
の
で
あ
れ
ば
、
近
隣
を
含
め
た
住
民
、

フ
ァ
ン
や
リ
ピ
ー
タ
ー
を
ど
の
よ
う
に
獲
得

す
る
か
、
あ
る
い
は
関
係
人
口
や
移
住
者
等

も
視
野
に
入
れ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
や
、
そ

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
っ
た
観
光
地
づ
く
り
も

必
要
に
な
る
。

　
2
0
1
9
年
末
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
（
以
下
、
コ
ロ

ナ
禍
）
に
よ
っ
て
、
観
光
面
に
お
い
て
は
、

訪
日
外
国
人
市
場
の
喪
失
、
国
内
旅
行
の
大

幅
な
減
少
に
よ
り
、
多
く
の
観
光
産
業
が
苦

境
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、

行
動
制
限
の
中
で
も
観
光
へ
の
希
求
は
減
る

こ
と
は
な
く
、
国
や
都
道
府
県
に
よ
るG

o 

T
o

ト
ラ
ベ
ル
や
各
種
旅
行
支
援
を
通
じ
て
、

日
本
人
の
宿
泊
者
数
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
様
相

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
2
0
2
1
年
6

月
に
策
定
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
基
本
方
針
2
0
2
1（
内
閣
官
房
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
内
閣
府
地

方
創
生
推
進
事
務
局
）」
で
は
、
交
流
人
口

の
減
少
、
自
治
体
や
企
業
等
に
よ
る
地
方
創

生
施
策
の
停
滞
の
一
方
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
新
し
い
働
き
方

の
浸
透
と
と
も
に
、
地
方
へ
の
移
住
、
就
業
、

企
業
移
転
と
い
っ
た
「
地
方
へ
の
ひ
と
・
し

ご
と
の
流
れ
に
つ
な
が
る
萌
芽
」
が
見
ら
れ

る
と
し
、
新
た
な
地
方
創
生
の
基
本
方
針
と

し
て
、①
地
域
の
将
来
を
「
我
が
事
」
と
し
て

捉
え
、
地
域
が
自
ら
の
特
色
や
状
況
を
踏
ま

え
て
自
主
的
・
主
体
的
に
取
組
め
る
よ
う
に

す
る
、②
都
会
か
ら
地
方
へ
の
新
た
な
ひ
と

や
し
ご
と
の
流
れ
を
生
み
だ
す
、
の
2
点
を

打
ち
出
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
地
方
創
生
の
方
向
性
は
、
こ
れ

か
ら
の
観
光
地
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
他
地
域
と
の
差
別
化
や
競
争
力

の
向
上
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
就
業
・
移

住
・
定
住
を
見
据
え
た
観
光
地
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
章
以
降
で
は
、
不
動
産
再
生
に
よ
る
観

光
地
づ
く
り
に
つ
い
て
４
つ
の
地
域
を
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
特
に
、

不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
の
経

緯
、
前
述
の
課
題
に
対
す
る
取
組
を
中
心
に

ど
の
よ
う
に
不
動
産
を
再
生
し
、
地
域
と
し

て
の
観
光
地
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
る
の
か

を
整
理
し
な
が
ら
、
今
後
の
観
光
地
づ
く
り

の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
不
動
産
再
生
が
進
展
す
る
中
で
、
い
く
つ

か
の
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
図
❷
）。

　
一
つ
目
に
は
、
地
域
の
「
不
動
産
」
の
再
生

に
際
し
て
、
ハ
ー
ド
面
や
事
業
・
サ
ー
ビ
ス

を
ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
か
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
不
動
産
の
再
生
が
盛
ん
に
な
り
、

様
々
な
地
域
で
進
展
す
る
中
で
、
そ
の
地
域

特
有
の
、
他
の
地
域
と
の
差
別
化
が
可
能
な

再
生
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
点
に

あ
る
。
ま
た
、
地
域
の
課
題
解
決
と
と
も
に
、

継
続
可
能
な
事
業
と
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。

　
二
つ
目
に
は
、
不
動
産
再
生
の
地
域
へ
の

波
及
で
あ
る
。
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地

づ
く
り
、
特
に
地
元
企
業
が
中
心
に
な
っ
て

取
組
む
も
の
は
、
地
域
の
中
で
一
つ
の
成
功

事
例
を
創
出
す
る
意
義
は
高
い
も
の
の
、
地

域
内
の
面
的
な
展
開
、
あ
る
い
は
複
数
事
業

者
等
に
よ
る
展
開
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
の
で
あ
る
。こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
は
、

地
域
内
の
住
民
、
事
業
者
、
行
政
等
が
共
有

す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に
不
動

産
再
生
に
関
わ
っ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
域
と
し
て
の

の
「
古
民
家
ス
テ
イ
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
集
落
丸
山
は
、
2
0
0
9
年
に
は
12
戸
の

民
家
の
う
ち
7
戸
が
空
き
家
、
残
る
5
戸
に

19
名
が
暮
ら
す
、
い
わ
ゆ
る
「
限
界
集
落
」
と

な
っ
て
い
た
。2
0
0
8
年
、当
時
篠
山
市（
現

丹
波
篠
山
市
）
の
副
市
長
で
あ
っ
た
金
野
幸

雄
氏
を
中
心
に
、
住
民
参
加
型
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
集
落
の
未
来
を
築
く

た
め
に
古
民
家
を
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
す

る
方
針
を
定
め
た
。
ま
た
、「
集
落
の
住
民
が

宿
泊
客
を
迎
え
な
け
れ
ば
、
丸
山
の
魅
力
は

伝
わ
ら
な
い
」
と
し
て
、
住
民
主
体
の
運
営

に
向
け
た
合
意
形
成
が
な
さ
れ
た
。
運
営
に

当
た
っ
て
は
、
自
治
会
を
N
P
O
法
人
と
し

た
上
で
、
N
P
O
法
人
集
落
丸
山
と
一
般
社

団
法
人
ノ
オ
ト
が
L
L
P
（
有
限
責
任
事
業

組
合
）
丸
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
ん
だ
。
そ

の
結
果
、「
集
落
丸
山
」
を
通
し
た
交
流
人
口

の
増
加
か
ら
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
関
係
人
口
、
そ
し
て
U
タ
ー
ン

や
移
住
者
へ
と
つ
な
が
り
、
さ
ら
な
る
空
き

家
の
再
生
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
長
崎
県
小
値
賀
町
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ぢ

か
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
を
中
心

に
、
行
政
・
地
元
住
民
・
事
業
者
が
連
携
す

る
形
で
、
町
有
財
産
で
あ
っ
た
大
型
古
民
家

『
旧
藤
松
邸
』
を
2
0
1
1
年
に
地
産
地
消
古

民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
再
生
・
開
業
す
る

と
と
も
に
、
町
内
に
点
在
す
る
6
棟
の
古
民

家
を
宿
泊
施
設
と
し
て
再
生
し
、「
古
民
家

ス
テ
イ
」
と
い
う
小
値
賀
町
の
古
民
家
で
の

宿
泊
や
、
島
の
生
活
に
触
れ
る
滞
在
型
観
光

商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
事
業
化
し
て
い

る
。
古
民
家
ス
テ
イ
は
、
東
洋
文
化
研
究
者

ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
氏
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で

整
備
さ
れ
た
が
、
古
き
良
き
日
本
の
美
し
さ

を
残
し
な
が
ら
も
、
現
代
人
に
と
っ
て
快
適

な
宿
泊
、
体
験
を
提
供
す
る
こ
と
を
掲
げ
て

い
る
。
そ
の
運
営
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ぢ
か
ア

イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
か
ら
2
0
0
9

年
に
分
離
・
設
立
さ
れ
た
「
株
式
会
社
小
値

賀
観
光
ま
ち
づ
く
り
公
社
」
が
担
っ
て
い
る

（
2
0
1
6
年
に
N
P
O
法
人
お
ぢ
か
ア
イ

ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
に
再
統
合
）。
古

民
家
ス
テ
イ
は
、
小
値
賀
町
に
新
た
な
雇
用
、

収
入
の
場
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
地
元
産

品
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
に
貢
献

し
て
い
る
。
ま
た
、
U
タ
ー
ン
や
移
住
者
の

拡
大
に
も
つ
な
が
る
な
ど
、
小
値
賀
町
の
地

域
経
済
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
は
、
2
0
1
5
年
か
ら
本

格
化
し
た
「
地
方
創
生
政
策
」、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
2
0
1
6
年
に
策
定
さ
れ
た
「
明
日
の

日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て

掲
げ
ら
れ
た
「
観
光
は
成
長
戦
略
の
柱
、
地

方
創
生
の
切
り
札
」
と
い
っ
た
方
向
性
に
合

致
し
、
ま
た
2
0
1
6
年
に
は
2
0
0
0
万

人
を
超
え
、
2
0
1
8
年
に
は
3
0
0
0
万

人
に
達
し
た
訪
日
外
国
人
の
増
加
の
動
き
と

も
相
ま
っ
て
、
地
方
部
で
の
不
動
産
再
生
に

よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
期
待
を
抱
か
せ
た
。

　
特
に
、
2
0
0
8
年
にA

irb
n
b

（
エ
ア

ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
）
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
と
と

も
に
我
が
国
で
も
広
ま
り
始
め
た
民
泊
は
、

2
0
1
3
年
12
月
に
国
家
戦
略
特
別
区
域
法

に
基
づ
く
旅
館
業
法
特
例
に
よ
る
「
特
区
民

泊
」、
住
宅
宿
泊
事
業
法
（
民
泊
新
法
）
が

2
0
1
8
年
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

古
民
家
や
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
事
業
の

動
き
は
全
国
に
拡
大
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
に
残
る
古
民
家
等
を
文
化
財

と
し
て
捉
え
、
保
存
し
な
が
ら
継
承
す
る
こ

と
を
目
的
に
、内
閣
府
で
は
2
0
1
6
年「
歴

史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
を
設
置
し
た
。
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
で
は
、
従
来
は
現
在
の
基
準
に
適

さ
な
い
と
さ
れ
て
き
た
伝
統
工
法
に
よ
る
建

造
物
を
、
地
方
公
共
団
体
の
独
自
条
例
指
定

に
よ
る
基
準
の
緩
和
や
、
住
居
か
ら
宿
泊
施

設
や
飲
食
施
設
へ
の
活
用
要
件
の
緩
和
（
用

途
変
更
等
）
を
容
易
に
し
、
2
0
1
8
年
の

改
正
旅
館
業
法
施
行
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る

分
散
型
ホ
テ
ル
の
法
的
な
基
準
が
整
え
ら
れ

る
等
、
空
き
家
等
の
不
動
産
再
生
の
法
的
整

備
が
進
め
ら
れ
た
。

　
同
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、2
0
2
0
年

ま
で
に
少
な
く
と
も
2
0
0
の
地
域
が
地
域
の

特
色
を
活
か
し
な
が
ら
、古
民
家
等
の
不
動
産

再
生
に
取
組
み
、地
域
を
再
生
・
活
性
化
す
る
動

き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
図
❶
）。ま
た
、

前
述
の
集
落
丸
山
の
事
例
に
深
く
関
わ
っ
た
一
般

社
団
法
人
ノ
オ
ト（
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
）は
、

丹
波
篠
山
市
を
拠
点
に
、古
民
家
再
生
と
ま
ち

づ
く
り
の
取
組
を「
N
I
P
P
O
N
I
A
」と
し
て

全
国
の
約
30
地
域
に
展
開
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
方
創
生
の
流
れ
の
中
で
、
民
間

事
業
へ
の
金
融
支
援
制
度
も
進
展
し
た
。

2
0
1
3
年
に
企
業
再
生
支
援
機
構
が
改
組

し
た
株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構

（
R
E
V
I
C
）
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
資
す
る
事
業
活
動
の
支
援
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
支
援
機
関
と
し
て
、
観
光
事
業

に
つ
い
て
も
、
地
方
銀
行
等
と
連
携
し
た
観

光
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
等
を
通
し
て
、
不

動
産
再
生
等
に
お
け
る
資
金
調
達
を
担
い
、

地
方
の
金
融
機
関
に
お
い
て
も
地
域
再
生
事

業
へ
の
投
融
資
の
事
例
が
拡
大
し
て
い
る

（
表
❶
）。

　
近
年
の
観
光
地
づ
く
り
は
、
地
方
創
生
の

流
れ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
活
性

化
へ
の
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
観
光
と
は
、
観

光
客
向
け
の
宿
泊
や
飲
食
、
土
産
品
等
の
物

販
事
業
の
活
性
化
の
み
な
ら
ず
、
農
林
漁
業

や
製
造
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
内
の
産
業

の
経
済
面
で
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
観
光
で

あ
り
、
人
口
減
少
の
緩
和
に
つ
な
が
る
就
業

や
移
住
を
促
す
観
光
を
も
意
味
す
る
。

　
こ
う
し
た
視
点
で
観
光
地
づ
く
り
の
現

場
、
特
に
観
光
資
源
に
乏
し
い
地
域
で
の
取

組
を
見
た
と
き
に
、
地
元
民
間
企
業
が
主
導

し
て
、
地
域
の
不
動
産
を
再
生
し
、
新
し
い

観
光
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
事
例
、
す
な
わ

ち
「
不
動
産
再
生
か
ら
の
観
光
地
づ
く
り
」

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
不
動
産
再
生
と
は
、
地
域
の
空
き
家
・
老
朽

化
し
た
施
設
を
、
地
元
民
間
企
業
等
が
住
民
や

観
光
客
に
と
っ
て
の
サ
ー
ビ
ス
施
設
と
し
て
再

生
・
経
営
す
る
事
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例

は
、
近
年
の
古
民
家
等
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ブ
ー
ム
の
中
で
多
く
生
ま
れ
て
い
る
が
、
ほ
と

ん
ど
が
一
施
設
の
再
生
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
い
く
つ
か
の
事
例
で
は
、
複
数
の
不

動
産
再
生
が
地
域
内
に
広
が
り
、
地
域
や
近
隣

の
住
民
と
と
も
に
観
光
客
も
集
ま
り
賑
わ
う

空
間
、
施
設
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
集
積
が
生
ま
れ
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
事
例
は
、複
数
の
地
元
事
業
者
、

あ
る
い
は
移
住
者
や
外
部
事
業
者
が
同
時

期
、
あ
る
い
は
経
年
的
に
不
動
産
に
投
資
・

再
生
す
る
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
住
民
の

生
活
等
を
伝
え
る
場
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
す

る
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
仕
組
み

が
あ
る
、
と
い
っ
た
共
通
点
が
あ
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
事
例
は
、
民
間
主
導
で
あ
り
な
が

ら
、
一
体
感
の
あ
る
空
間
や
サ
ー
ビ
ス
が
地

域
に
生
ま
れ
、
観
光
客
、
あ
る
い
は
住
民
や

近
隣
の
人
が
集
ま
り
、
思
い
思
い
に
過
ご
し

な
が
ら
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
の
産

品
を
楽
し
む
（
消
費
す
る
）
観
光
が
生
ま
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
は
、

2
0
1
0
年
代
後
半
か
ら
注
目
さ
れ
始
め
て

い
る
。

　
そ
の
代
表
例
と
し
て
は
、
兵
庫
県
丹
波
篠

山
市
の
「
集
落
丸
山
」、
長
崎
県
小
値
賀
町

2
．不
動
産
再
生
に
よ
る

観
光
地
づ
く
り
の
萌
芽

3
．不
動
産
再
生
の
進
展

1
．不
動
産
再
生
か
ら
の

観
光
地
づ
く
り
の
視
点

不動産再生から観光地づくりを考える その背景と課題1

4



1

不
動
産
再
生
か
ら

観
光
地
づ
く
り
を
考
え
る

そ
の
背
景
と
課
題

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
政
策
研
究
部

活
性
化
推
進
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員
　

中
野
文
彦

魅
力
を
高
め
る
統
一
性
の
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト

や
デ
ザ
イ
ン
に
対
す
る
検
討
も
重
要
に
な

る
。

　
三
つ
目
に
は
、
誰
を
対
象
に
観
光
地
づ
く

り
を
進
め
る
か
で
あ
る
。
従
来
の
観
光
地
づ

く
り
に
お
い
て
は
、
地
域
の
魅
力
あ
る
資
源

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
磨
く
こ
と
に
取

組
ん
で
き
た
が
、
こ
の
場
合
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

は
あ
く
ま
で
観
光
客
が
対
象
で
あ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。

　
一
方
で
、
地
域
産
業
の
強
化
や
起
業
を
目

指
す
の
で
あ
れ
ば
、
近
隣
を
含
め
た
住
民
、

フ
ァ
ン
や
リ
ピ
ー
タ
ー
を
ど
の
よ
う
に
獲
得

す
る
か
、
あ
る
い
は
関
係
人
口
や
移
住
者
等

も
視
野
に
入
れ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
や
、
そ

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
っ
た
観
光
地
づ
く
り
も

必
要
に
な
る
。

　
2
0
1
9
年
末
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
（
以
下
、
コ
ロ

ナ
禍
）
に
よ
っ
て
、
観
光
面
に
お
い
て
は
、

訪
日
外
国
人
市
場
の
喪
失
、
国
内
旅
行
の
大

幅
な
減
少
に
よ
り
、
多
く
の
観
光
産
業
が
苦

境
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、

行
動
制
限
の
中
で
も
観
光
へ
の
希
求
は
減
る

こ
と
は
な
く
、
国
や
都
道
府
県
に
よ
るG

o 

T
o

ト
ラ
ベ
ル
や
各
種
旅
行
支
援
を
通
じ
て
、

日
本
人
の
宿
泊
者
数
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
様
相

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
2
0
2
1
年
6

月
に
策
定
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
基
本
方
針
2
0
2
1（
内
閣
官
房
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
内
閣
府
地

方
創
生
推
進
事
務
局
）」
で
は
、
交
流
人
口

の
減
少
、
自
治
体
や
企
業
等
に
よ
る
地
方
創

生
施
策
の
停
滞
の
一
方
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
新
し
い
働
き
方

の
浸
透
と
と
も
に
、
地
方
へ
の
移
住
、
就
業
、

企
業
移
転
と
い
っ
た
「
地
方
へ
の
ひ
と
・
し

ご
と
の
流
れ
に
つ
な
が
る
萌
芽
」
が
見
ら
れ

る
と
し
、
新
た
な
地
方
創
生
の
基
本
方
針
と

し
て
、①
地
域
の
将
来
を
「
我
が
事
」
と
し
て

捉
え
、
地
域
が
自
ら
の
特
色
や
状
況
を
踏
ま

え
て
自
主
的
・
主
体
的
に
取
組
め
る
よ
う
に

す
る
、②
都
会
か
ら
地
方
へ
の
新
た
な
ひ
と

や
し
ご
と
の
流
れ
を
生
み
だ
す
、
の
2
点
を

打
ち
出
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
地
方
創
生
の
方
向
性
は
、
こ
れ

か
ら
の
観
光
地
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
他
地
域
と
の
差
別
化
や
競
争
力

の
向
上
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
就
業
・
移

住
・
定
住
を
見
据
え
た
観
光
地
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
章
以
降
で
は
、
不
動
産
再
生
に
よ
る
観

光
地
づ
く
り
に
つ
い
て
４
つ
の
地
域
を
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
特
に
、

不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
の
経

緯
、
前
述
の
課
題
に
対
す
る
取
組
を
中
心
に

ど
の
よ
う
に
不
動
産
を
再
生
し
、
地
域
と
し

て
の
観
光
地
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
る
の
か

を
整
理
し
な
が
ら
、
今
後
の
観
光
地
づ
く
り

の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
不
動
産
再
生
が
進
展
す
る
中
で
、
い
く
つ

か
の
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
図
❷
）。

　
一
つ
目
に
は
、
地
域
の
「
不
動
産
」
の
再
生

に
際
し
て
、
ハ
ー
ド
面
や
事
業
・
サ
ー
ビ
ス

を
ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
か
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
不
動
産
の
再
生
が
盛
ん
に
な
り
、

様
々
な
地
域
で
進
展
す
る
中
で
、
そ
の
地
域

特
有
の
、
他
の
地
域
と
の
差
別
化
が
可
能
な

再
生
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
点
に

あ
る
。
ま
た
、
地
域
の
課
題
解
決
と
と
も
に
、

継
続
可
能
な
事
業
と
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。

　
二
つ
目
に
は
、
不
動
産
再
生
の
地
域
へ
の

波
及
で
あ
る
。
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地

づ
く
り
、
特
に
地
元
企
業
が
中
心
に
な
っ
て

取
組
む
も
の
は
、
地
域
の
中
で
一
つ
の
成
功

事
例
を
創
出
す
る
意
義
は
高
い
も
の
の
、
地

域
内
の
面
的
な
展
開
、
あ
る
い
は
複
数
事
業

者
等
に
よ
る
展
開
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
の
で
あ
る
。こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
は
、

地
域
内
の
住
民
、
事
業
者
、
行
政
等
が
共
有

す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に
不
動

産
再
生
に
関
わ
っ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
域
と
し
て
の

の
「
古
民
家
ス
テ
イ
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
集
落
丸
山
は
、
2
0
0
9
年
に
は
12
戸
の

民
家
の
う
ち
7
戸
が
空
き
家
、
残
る
5
戸
に

19
名
が
暮
ら
す
、
い
わ
ゆ
る
「
限
界
集
落
」
と

な
っ
て
い
た
。2
0
0
8
年
、当
時
篠
山
市（
現

丹
波
篠
山
市
）
の
副
市
長
で
あ
っ
た
金
野
幸

雄
氏
を
中
心
に
、
住
民
参
加
型
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
集
落
の
未
来
を
築
く

た
め
に
古
民
家
を
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
す

る
方
針
を
定
め
た
。
ま
た
、「
集
落
の
住
民
が

宿
泊
客
を
迎
え
な
け
れ
ば
、
丸
山
の
魅
力
は

伝
わ
ら
な
い
」
と
し
て
、
住
民
主
体
の
運
営

に
向
け
た
合
意
形
成
が
な
さ
れ
た
。
運
営
に

当
た
っ
て
は
、
自
治
会
を
N
P
O
法
人
と
し

た
上
で
、
N
P
O
法
人
集
落
丸
山
と
一
般
社

団
法
人
ノ
オ
ト
が
L
L
P
（
有
限
責
任
事
業

組
合
）
丸
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
ん
だ
。
そ

の
結
果
、「
集
落
丸
山
」
を
通
し
た
交
流
人
口

の
増
加
か
ら
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
関
係
人
口
、
そ
し
て
U
タ
ー
ン

や
移
住
者
へ
と
つ
な
が
り
、
さ
ら
な
る
空
き

家
の
再
生
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
長
崎
県
小
値
賀
町
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ぢ

か
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
を
中
心

に
、
行
政
・
地
元
住
民
・
事
業
者
が
連
携
す

る
形
で
、
町
有
財
産
で
あ
っ
た
大
型
古
民
家

『
旧
藤
松
邸
』
を
2
0
1
1
年
に
地
産
地
消
古

民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
再
生
・
開
業
す
る

と
と
も
に
、
町
内
に
点
在
す
る
6
棟
の
古
民

家
を
宿
泊
施
設
と
し
て
再
生
し
、「
古
民
家

ス
テ
イ
」
と
い
う
小
値
賀
町
の
古
民
家
で
の

宿
泊
や
、
島
の
生
活
に
触
れ
る
滞
在
型
観
光

商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
事
業
化
し
て
い

る
。
古
民
家
ス
テ
イ
は
、
東
洋
文
化
研
究
者

ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
氏
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で

整
備
さ
れ
た
が
、
古
き
良
き
日
本
の
美
し
さ

を
残
し
な
が
ら
も
、
現
代
人
に
と
っ
て
快
適

な
宿
泊
、
体
験
を
提
供
す
る
こ
と
を
掲
げ
て

い
る
。
そ
の
運
営
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ぢ
か
ア

イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
か
ら
2
0
0
9

年
に
分
離
・
設
立
さ
れ
た
「
株
式
会
社
小
値

賀
観
光
ま
ち
づ
く
り
公
社
」
が
担
っ
て
い
る

（
2
0
1
6
年
に
N
P
O
法
人
お
ぢ
か
ア
イ

ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
に
再
統
合
）。
古

民
家
ス
テ
イ
は
、
小
値
賀
町
に
新
た
な
雇
用
、

収
入
の
場
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
地
元
産

品
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
に
貢
献

し
て
い
る
。
ま
た
、
U
タ
ー
ン
や
移
住
者
の

拡
大
に
も
つ
な
が
る
な
ど
、
小
値
賀
町
の
地

域
経
済
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
は
、
2
0
1
5
年
か
ら
本

格
化
し
た
「
地
方
創
生
政
策
」、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
2
0
1
6
年
に
策
定
さ
れ
た
「
明
日
の

日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て

掲
げ
ら
れ
た
「
観
光
は
成
長
戦
略
の
柱
、
地

方
創
生
の
切
り
札
」
と
い
っ
た
方
向
性
に
合

致
し
、
ま
た
2
0
1
6
年
に
は
2
0
0
0
万

人
を
超
え
、
2
0
1
8
年
に
は
3
0
0
0
万

人
に
達
し
た
訪
日
外
国
人
の
増
加
の
動
き
と

も
相
ま
っ
て
、
地
方
部
で
の
不
動
産
再
生
に

よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
期
待
を
抱
か
せ
た
。

　
特
に
、
2
0
0
8
年
にA

irb
n
b

（
エ
ア

ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
）
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
と
と

も
に
我
が
国
で
も
広
ま
り
始
め
た
民
泊
は
、

2
0
1
3
年
12
月
に
国
家
戦
略
特
別
区
域
法

に
基
づ
く
旅
館
業
法
特
例
に
よ
る
「
特
区
民

泊
」、
住
宅
宿
泊
事
業
法
（
民
泊
新
法
）
が

2
0
1
8
年
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

古
民
家
や
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
事
業
の

動
き
は
全
国
に
拡
大
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
に
残
る
古
民
家
等
を
文
化
財

と
し
て
捉
え
、
保
存
し
な
が
ら
継
承
す
る
こ

と
を
目
的
に
、内
閣
府
で
は
2
0
1
6
年「
歴

史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
を
設
置
し
た
。
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
で
は
、
従
来
は
現
在
の
基
準
に
適

さ
な
い
と
さ
れ
て
き
た
伝
統
工
法
に
よ
る
建

造
物
を
、
地
方
公
共
団
体
の
独
自
条
例
指
定

に
よ
る
基
準
の
緩
和
や
、
住
居
か
ら
宿
泊
施

設
や
飲
食
施
設
へ
の
活
用
要
件
の
緩
和
（
用

途
変
更
等
）
を
容
易
に
し
、
2
0
1
8
年
の

改
正
旅
館
業
法
施
行
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る

分
散
型
ホ
テ
ル
の
法
的
な
基
準
が
整
え
ら
れ

る
等
、
空
き
家
等
の
不
動
産
再
生
の
法
的
整

備
が
進
め
ら
れ
た
。

　
同
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、2
0
2
0
年

ま
で
に
少
な
く
と
も
2
0
0
の
地
域
が
地
域
の

特
色
を
活
か
し
な
が
ら
、古
民
家
等
の
不
動
産

再
生
に
取
組
み
、地
域
を
再
生
・
活
性
化
す
る
動

き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
図
❶
）。ま
た
、

前
述
の
集
落
丸
山
の
事
例
に
深
く
関
わ
っ
た
一
般

社
団
法
人
ノ
オ
ト（
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
）は
、

丹
波
篠
山
市
を
拠
点
に
、古
民
家
再
生
と
ま
ち

づ
く
り
の
取
組
を「
N
I
P
P
O
N
I
A
」と
し
て

全
国
の
約
30
地
域
に
展
開
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
方
創
生
の
流
れ
の
中
で
、
民
間

事
業
へ
の
金
融
支
援
制
度
も
進
展
し
た
。

2
0
1
3
年
に
企
業
再
生
支
援
機
構
が
改
組

し
た
株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構

（
R
E
V
I
C
）
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
資
す
る
事
業
活
動
の
支
援
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
支
援
機
関
と
し
て
、
観
光
事
業

に
つ
い
て
も
、
地
方
銀
行
等
と
連
携
し
た
観

光
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
等
を
通
し
て
、
不

動
産
再
生
等
に
お
け
る
資
金
調
達
を
担
い
、

地
方
の
金
融
機
関
に
お
い
て
も
地
域
再
生
事

業
へ
の
投
融
資
の
事
例
が
拡
大
し
て
い
る

（
表
❶
）。

　
近
年
の
観
光
地
づ
く
り
は
、
地
方
創
生
の

流
れ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
活
性

化
へ
の
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
観
光
と
は
、
観

光
客
向
け
の
宿
泊
や
飲
食
、
土
産
品
等
の
物

販
事
業
の
活
性
化
の
み
な
ら
ず
、
農
林
漁
業

や
製
造
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
内
の
産
業

の
経
済
面
で
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
観
光
で

あ
り
、
人
口
減
少
の
緩
和
に
つ
な
が
る
就
業

や
移
住
を
促
す
観
光
を
も
意
味
す
る
。

　
こ
う
し
た
視
点
で
観
光
地
づ
く
り
の
現

場
、
特
に
観
光
資
源
に
乏
し
い
地
域
で
の
取

組
を
見
た
と
き
に
、
地
元
民
間
企
業
が
主
導

し
て
、
地
域
の
不
動
産
を
再
生
し
、
新
し
い

観
光
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
事
例
、
す
な
わ

ち
「
不
動
産
再
生
か
ら
の
観
光
地
づ
く
り
」

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
不
動
産
再
生
と
は
、
地
域
の
空
き
家
・
老
朽

化
し
た
施
設
を
、
地
元
民
間
企
業
等
が
住
民
や

観
光
客
に
と
っ
て
の
サ
ー
ビ
ス
施
設
と
し
て
再

生
・
経
営
す
る
事
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例

は
、
近
年
の
古
民
家
等
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ブ
ー
ム
の
中
で
多
く
生
ま
れ
て
い
る
が
、
ほ
と

ん
ど
が
一
施
設
の
再
生
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
い
く
つ
か
の
事
例
で
は
、
複
数
の
不

動
産
再
生
が
地
域
内
に
広
が
り
、
地
域
や
近
隣

の
住
民
と
と
も
に
観
光
客
も
集
ま
り
賑
わ
う

空
間
、
施
設
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
集
積
が
生
ま
れ
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
事
例
は
、複
数
の
地
元
事
業
者
、

あ
る
い
は
移
住
者
や
外
部
事
業
者
が
同
時

期
、
あ
る
い
は
経
年
的
に
不
動
産
に
投
資
・

再
生
す
る
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
住
民
の

生
活
等
を
伝
え
る
場
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
す

る
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
仕
組
み

が
あ
る
、
と
い
っ
た
共
通
点
が
あ
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
事
例
は
、
民
間
主
導
で
あ
り
な
が

ら
、
一
体
感
の
あ
る
空
間
や
サ
ー
ビ
ス
が
地

域
に
生
ま
れ
、
観
光
客
、
あ
る
い
は
住
民
や

近
隣
の
人
が
集
ま
り
、
思
い
思
い
に
過
ご
し

な
が
ら
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
の
産

品
を
楽
し
む
（
消
費
す
る
）
観
光
が
生
ま
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
は
、

2
0
1
0
年
代
後
半
か
ら
注
目
さ
れ
始
め
て

い
る
。

　
そ
の
代
表
例
と
し
て
は
、
兵
庫
県
丹
波
篠

山
市
の
「
集
落
丸
山
」、
長
崎
県
小
値
賀
町

2
．不
動
産
再
生
に
よ
る

観
光
地
づ
く
り
の
萌
芽

3
．不
動
産
再
生
の
進
展

1
．不
動
産
再
生
か
ら
の

観
光
地
づ
く
り
の
視
点

不動産再生から観光地づくりを考える その背景と課題1
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図 2 不動産再生による観光地づくりへのステップと課題設定

表 1 観光産業向けファンド例

魅
力
を
高
め
る
統
一
性
の
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト

や
デ
ザ
イ
ン
に
対
す
る
検
討
も
重
要
に
な

る
。

　
三
つ
目
に
は
、
誰
を
対
象
に
観
光
地
づ
く

り
を
進
め
る
か
で
あ
る
。
従
来
の
観
光
地
づ

く
り
に
お
い
て
は
、
地
域
の
魅
力
あ
る
資
源

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
磨
く
こ
と
に
取

組
ん
で
き
た
が
、
こ
の
場
合
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

は
あ
く
ま
で
観
光
客
が
対
象
で
あ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。

　
一
方
で
、
地
域
産
業
の
強
化
や
起
業
を
目

指
す
の
で
あ
れ
ば
、
近
隣
を
含
め
た
住
民
、

フ
ァ
ン
や
リ
ピ
ー
タ
ー
を
ど
の
よ
う
に
獲
得

す
る
か
、
あ
る
い
は
関
係
人
口
や
移
住
者
等

も
視
野
に
入
れ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
や
、
そ

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
っ
た
観
光
地
づ
く
り
も

必
要
に
な
る
。

　
2
0
1
9
年
末
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
（
以
下
、
コ
ロ

ナ
禍
）
に
よ
っ
て
、
観
光
面
に
お
い
て
は
、

訪
日
外
国
人
市
場
の
喪
失
、
国
内
旅
行
の
大

幅
な
減
少
に
よ
り
、
多
く
の
観
光
産
業
が
苦

境
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、

行
動
制
限
の
中
で
も
観
光
へ
の
希
求
は
減
る

こ
と
は
な
く
、
国
や
都
道
府
県
に
よ
るG

o 

T
o

ト
ラ
ベ
ル
や
各
種
旅
行
支
援
を
通
じ
て
、

日
本
人
の
宿
泊
者
数
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
様
相

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
2
0
2
1
年
6

月
に
策
定
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
基
本
方
針
2
0
2
1（
内
閣
官
房
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
内
閣
府
地

方
創
生
推
進
事
務
局
）」
で
は
、
交
流
人
口

の
減
少
、
自
治
体
や
企
業
等
に
よ
る
地
方
創

生
施
策
の
停
滞
の
一
方
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
新
し
い
働
き
方

の
浸
透
と
と
も
に
、
地
方
へ
の
移
住
、
就
業
、

企
業
移
転
と
い
っ
た
「
地
方
へ
の
ひ
と
・
し

ご
と
の
流
れ
に
つ
な
が
る
萌
芽
」
が
見
ら
れ

る
と
し
、
新
た
な
地
方
創
生
の
基
本
方
針
と

し
て
、①
地
域
の
将
来
を
「
我
が
事
」
と
し
て

捉
え
、
地
域
が
自
ら
の
特
色
や
状
況
を
踏
ま

え
て
自
主
的
・
主
体
的
に
取
組
め
る
よ
う
に

す
る
、②
都
会
か
ら
地
方
へ
の
新
た
な
ひ
と

や
し
ご
と
の
流
れ
を
生
み
だ
す
、
の
2
点
を

打
ち
出
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
地
方
創
生
の
方
向
性
は
、
こ
れ

か
ら
の
観
光
地
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
他
地
域
と
の
差
別
化
や
競
争
力

の
向
上
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
就
業
・
移

住
・
定
住
を
見
据
え
た
観
光
地
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
章
以
降
で
は
、
不
動
産
再
生
に
よ
る
観

光
地
づ
く
り
に
つ
い
て
４
つ
の
地
域
を
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
特
に
、

不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
の
経

緯
、
前
述
の
課
題
に
対
す
る
取
組
を
中
心
に

ど
の
よ
う
に
不
動
産
を
再
生
し
、
地
域
と
し

て
の
観
光
地
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
る
の
か

を
整
理
し
な
が
ら
、
今
後
の
観
光
地
づ
く
り

の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
不
動
産
再
生
が
進
展
す
る
中
で
、
い
く
つ

か
の
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
図
❷
）。

　
一
つ
目
に
は
、
地
域
の
「
不
動
産
」
の
再
生

に
際
し
て
、
ハ
ー
ド
面
や
事
業
・
サ
ー
ビ
ス

を
ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
か
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
不
動
産
の
再
生
が
盛
ん
に
な
り
、

様
々
な
地
域
で
進
展
す
る
中
で
、
そ
の
地
域

特
有
の
、
他
の
地
域
と
の
差
別
化
が
可
能
な

再
生
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
点
に

あ
る
。
ま
た
、
地
域
の
課
題
解
決
と
と
も
に
、

継
続
可
能
な
事
業
と
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。

　
二
つ
目
に
は
、
不
動
産
再
生
の
地
域
へ
の

波
及
で
あ
る
。
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地

づ
く
り
、
特
に
地
元
企
業
が
中
心
に
な
っ
て

取
組
む
も
の
は
、
地
域
の
中
で
一
つ
の
成
功

事
例
を
創
出
す
る
意
義
は
高
い
も
の
の
、
地

域
内
の
面
的
な
展
開
、
あ
る
い
は
複
数
事
業

者
等
に
よ
る
展
開
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
の
で
あ
る
。こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
は
、

地
域
内
の
住
民
、
事
業
者
、
行
政
等
が
共
有

す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に
不
動

産
再
生
に
関
わ
っ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
域
と
し
て
の

の
「
古
民
家
ス
テ
イ
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
集
落
丸
山
は
、
2
0
0
9
年
に
は
12
戸
の

民
家
の
う
ち
7
戸
が
空
き
家
、
残
る
5
戸
に

19
名
が
暮
ら
す
、
い
わ
ゆ
る
「
限
界
集
落
」
と

な
っ
て
い
た
。2
0
0
8
年
、当
時
篠
山
市（
現

丹
波
篠
山
市
）
の
副
市
長
で
あ
っ
た
金
野
幸

雄
氏
を
中
心
に
、
住
民
参
加
型
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
集
落
の
未
来
を
築
く

た
め
に
古
民
家
を
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
す

る
方
針
を
定
め
た
。
ま
た
、「
集
落
の
住
民
が

宿
泊
客
を
迎
え
な
け
れ
ば
、
丸
山
の
魅
力
は

伝
わ
ら
な
い
」
と
し
て
、
住
民
主
体
の
運
営

に
向
け
た
合
意
形
成
が
な
さ
れ
た
。
運
営
に

当
た
っ
て
は
、
自
治
会
を
N
P
O
法
人
と
し

た
上
で
、
N
P
O
法
人
集
落
丸
山
と
一
般
社

団
法
人
ノ
オ
ト
が
L
L
P
（
有
限
責
任
事
業

組
合
）
丸
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
ん
だ
。
そ

の
結
果
、「
集
落
丸
山
」
を
通
し
た
交
流
人
口

の
増
加
か
ら
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
関
係
人
口
、
そ
し
て
U
タ
ー
ン

や
移
住
者
へ
と
つ
な
が
り
、
さ
ら
な
る
空
き

家
の
再
生
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
長
崎
県
小
値
賀
町
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ぢ

か
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
を
中
心

に
、
行
政
・
地
元
住
民
・
事
業
者
が
連
携
す

る
形
で
、
町
有
財
産
で
あ
っ
た
大
型
古
民
家

『
旧
藤
松
邸
』
を
2
0
1
1
年
に
地
産
地
消
古

民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
再
生
・
開
業
す
る

と
と
も
に
、
町
内
に
点
在
す
る
6
棟
の
古
民

家
を
宿
泊
施
設
と
し
て
再
生
し
、「
古
民
家

ス
テ
イ
」
と
い
う
小
値
賀
町
の
古
民
家
で
の

宿
泊
や
、
島
の
生
活
に
触
れ
る
滞
在
型
観
光

商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
事
業
化
し
て
い

る
。
古
民
家
ス
テ
イ
は
、
東
洋
文
化
研
究
者

ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
氏
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で

整
備
さ
れ
た
が
、
古
き
良
き
日
本
の
美
し
さ

を
残
し
な
が
ら
も
、
現
代
人
に
と
っ
て
快
適

な
宿
泊
、
体
験
を
提
供
す
る
こ
と
を
掲
げ
て

い
る
。
そ
の
運
営
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ぢ
か
ア

イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
か
ら
2
0
0
9

年
に
分
離
・
設
立
さ
れ
た
「
株
式
会
社
小
値

賀
観
光
ま
ち
づ
く
り
公
社
」
が
担
っ
て
い
る

（
2
0
1
6
年
に
N
P
O
法
人
お
ぢ
か
ア
イ

ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
に
再
統
合
）。
古

民
家
ス
テ
イ
は
、
小
値
賀
町
に
新
た
な
雇
用
、

収
入
の
場
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
地
元
産

品
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
に
貢
献

し
て
い
る
。
ま
た
、
U
タ
ー
ン
や
移
住
者
の

拡
大
に
も
つ
な
が
る
な
ど
、
小
値
賀
町
の
地

域
経
済
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
は
、
2
0
1
5
年
か
ら
本

格
化
し
た
「
地
方
創
生
政
策
」、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
2
0
1
6
年
に
策
定
さ
れ
た
「
明
日
の

日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て

掲
げ
ら
れ
た
「
観
光
は
成
長
戦
略
の
柱
、
地

方
創
生
の
切
り
札
」
と
い
っ
た
方
向
性
に
合

致
し
、
ま
た
2
0
1
6
年
に
は
2
0
0
0
万

人
を
超
え
、
2
0
1
8
年
に
は
3
0
0
0
万

人
に
達
し
た
訪
日
外
国
人
の
増
加
の
動
き
と

も
相
ま
っ
て
、
地
方
部
で
の
不
動
産
再
生
に

よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
期
待
を
抱
か
せ
た
。

　
特
に
、
2
0
0
8
年
にA

irb
n
b

（
エ
ア

ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
）
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
と
と

も
に
我
が
国
で
も
広
ま
り
始
め
た
民
泊
は
、

2
0
1
3
年
12
月
に
国
家
戦
略
特
別
区
域
法

に
基
づ
く
旅
館
業
法
特
例
に
よ
る
「
特
区
民

泊
」、
住
宅
宿
泊
事
業
法
（
民
泊
新
法
）
が

2
0
1
8
年
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

古
民
家
や
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
事
業
の

動
き
は
全
国
に
拡
大
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
に
残
る
古
民
家
等
を
文
化
財

と
し
て
捉
え
、
保
存
し
な
が
ら
継
承
す
る
こ

と
を
目
的
に
、内
閣
府
で
は
2
0
1
6
年「
歴

史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
を
設
置
し
た
。
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
で
は
、
従
来
は
現
在
の
基
準
に
適

さ
な
い
と
さ
れ
て
き
た
伝
統
工
法
に
よ
る
建

造
物
を
、
地
方
公
共
団
体
の
独
自
条
例
指
定

に
よ
る
基
準
の
緩
和
や
、
住
居
か
ら
宿
泊
施

設
や
飲
食
施
設
へ
の
活
用
要
件
の
緩
和
（
用

途
変
更
等
）
を
容
易
に
し
、
2
0
1
8
年
の

改
正
旅
館
業
法
施
行
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る

分
散
型
ホ
テ
ル
の
法
的
な
基
準
が
整
え
ら
れ

る
等
、
空
き
家
等
の
不
動
産
再
生
の
法
的
整

備
が
進
め
ら
れ
た
。

　
同
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、2
0
2
0
年

ま
で
に
少
な
く
と
も
2
0
0
の
地
域
が
地
域
の

特
色
を
活
か
し
な
が
ら
、古
民
家
等
の
不
動
産

再
生
に
取
組
み
、地
域
を
再
生
・
活
性
化
す
る
動

き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
図
❶
）。ま
た
、

前
述
の
集
落
丸
山
の
事
例
に
深
く
関
わ
っ
た
一
般

社
団
法
人
ノ
オ
ト（
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
）は
、

丹
波
篠
山
市
を
拠
点
に
、古
民
家
再
生
と
ま
ち

づ
く
り
の
取
組
を「
N
I
P
P
O
N
I
A
」と
し
て

全
国
の
約
30
地
域
に
展
開
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
方
創
生
の
流
れ
の
中
で
、
民
間

事
業
へ
の
金
融
支
援
制
度
も
進
展
し
た
。

2
0
1
3
年
に
企
業
再
生
支
援
機
構
が
改
組

し
た
株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構

（
R
E
V
I
C
）
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
資
す
る
事
業
活
動
の
支
援
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
支
援
機
関
と
し
て
、
観
光
事
業

に
つ
い
て
も
、
地
方
銀
行
等
と
連
携
し
た
観

光
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
等
を
通
し
て
、
不

動
産
再
生
等
に
お
け
る
資
金
調
達
を
担
い
、

地
方
の
金
融
機
関
に
お
い
て
も
地
域
再
生
事

業
へ
の
投
融
資
の
事
例
が
拡
大
し
て
い
る

（
表
❶
）。

　
近
年
の
観
光
地
づ
く
り
は
、
地
方
創
生
の

流
れ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
活
性

化
へ
の
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
観
光
と
は
、
観

光
客
向
け
の
宿
泊
や
飲
食
、
土
産
品
等
の
物

販
事
業
の
活
性
化
の
み
な
ら
ず
、
農
林
漁
業

や
製
造
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
内
の
産
業

の
経
済
面
で
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
観
光
で

あ
り
、
人
口
減
少
の
緩
和
に
つ
な
が
る
就
業

や
移
住
を
促
す
観
光
を
も
意
味
す
る
。

　
こ
う
し
た
視
点
で
観
光
地
づ
く
り
の
現

場
、
特
に
観
光
資
源
に
乏
し
い
地
域
で
の
取

組
を
見
た
と
き
に
、
地
元
民
間
企
業
が
主
導

し
て
、
地
域
の
不
動
産
を
再
生
し
、
新
し
い

観
光
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
事
例
、
す
な
わ

ち
「
不
動
産
再
生
か
ら
の
観
光
地
づ
く
り
」

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
不
動
産
再
生
と
は
、
地
域
の
空
き
家
・
老
朽

化
し
た
施
設
を
、
地
元
民
間
企
業
等
が
住
民
や

観
光
客
に
と
っ
て
の
サ
ー
ビ
ス
施
設
と
し
て
再

生
・
経
営
す
る
事
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例

は
、
近
年
の
古
民
家
等
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ブ
ー
ム
の
中
で
多
く
生
ま
れ
て
い
る
が
、
ほ
と

ん
ど
が
一
施
設
の
再
生
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
い
く
つ
か
の
事
例
で
は
、
複
数
の
不

動
産
再
生
が
地
域
内
に
広
が
り
、
地
域
や
近
隣

の
住
民
と
と
も
に
観
光
客
も
集
ま
り
賑
わ
う

空
間
、
施
設
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
集
積
が
生
ま
れ
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
事
例
は
、複
数
の
地
元
事
業
者
、

あ
る
い
は
移
住
者
や
外
部
事
業
者
が
同
時

期
、
あ
る
い
は
経
年
的
に
不
動
産
に
投
資
・

再
生
す
る
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
住
民
の

生
活
等
を
伝
え
る
場
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
す

る
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
仕
組
み

が
あ
る
、
と
い
っ
た
共
通
点
が
あ
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
事
例
は
、
民
間
主
導
で
あ
り
な
が

ら
、
一
体
感
の
あ
る
空
間
や
サ
ー
ビ
ス
が
地

域
に
生
ま
れ
、
観
光
客
、
あ
る
い
は
住
民
や

近
隣
の
人
が
集
ま
り
、
思
い
思
い
に
過
ご
し

な
が
ら
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
の
産

品
を
楽
し
む
（
消
費
す
る
）
観
光
が
生
ま
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
は
、

2
0
1
0
年
代
後
半
か
ら
注
目
さ
れ
始
め
て

い
る
。

　
そ
の
代
表
例
と
し
て
は
、
兵
庫
県
丹
波
篠

山
市
の
「
集
落
丸
山
」、
長
崎
県
小
値
賀
町

観光活性化マザーファンド投資事業有限責任組合
観光遺産産業化投資事業有限責任組合
かながわ観光活性化投資事業有限責任組合
千葉・江戸優り佐原観光活性化投資事業有限責任組合
ALL信州観光活性化投資事業有限責任組合
しずおか観光活性化投資事業有限責任組合
ふくい観光活性化投資事業有限責任組合
やまと観光活性化投資事業有限責任組合
わかやま地域活性化投資事業有限責任組合
高知県観光活性化投資事業有限責任組合
九州観光活性化投資事業有限責任組合
佐賀観光活性化投資事業有限責任組合第１号 

全国ファンド

関東地域ファンド

中部地域ファンド

北陸地域ファンド

四国地域ファンド

九州・沖縄地域ファンド

近畿地域ファンド

52億円
30億円
10億円
5億円
12億円
13億円
３億円
1.5億円
10億円
３億円
34億円
５億円

 

2014年4月1日
2019年6月19日
2016年3月31日
2015年9月30日
2015年3月31日
2015年3月31日
2015年8月5日
2015年3月1日
2014年1月24日
2015年10月26日
2015年10月1日
2015年7月6日

受付終了
受付中
受付終了
解散済み
解散済み
解散済み
解散済み
解散済み

持分譲渡済み
解散済み
解散済み
解散済み

地域 ファンド名 ファンド金額 設立日 受付状況

○事業の強化、
サービス創出のデザイン

○地域内の合意形成、体制
づくり
○統一的なコンセプトや
デザインの検討

○観光客からの評価・支持
○住民や地域産業からの評価・支持
○関係人口・移住者からの評価・支持

魅力ある地域の形成
（観光地づくり）

○人々が集まり、
　賑わう空間、
　サービスの集積
○事業再生、
　起業機会の創出

不動産の再生

○魅力の創出と、
　競争力のある施設、
　サービスの
　創出

地域の課題解決・
可能性

○地域の自然、
　歴史・文化、
　地理特性
○地域の産業
　（農林漁業、製造業）

観光地
づくりへの
ステップ

観光地
づくりへの
課題

地域の活性化

○宿泊客・観光客の
　来訪・消費の促進
○ファン、リピーターの
　獲得
○関係人口の増大
○移住者の増大

4
．不
動
産
再
生
に
よ
る

観
光
地
づ
く
り
の
課
題

5
．コ
ロ
ナ
禍
を
経
た

不
動
産
再
生
に
よ
る

観
光
地
づ
く
り
の

可
能
性

出典：株式会社地域経済活性化支援機構（REVIC）HPより

出典：観光庁「歴史的資源を活用した観光まちづくり推進調査業務ナレッジ集（2022年）」

筆者作成

不動産再生から観光地づくりを考える その背景と課題1

図 1 全国で展開する歴史的資源を活用した観光まちづくりの取組

北海道

東北

関東
信越・北陸

中部関西

四国

中国

九州・沖縄

 ６件 … 新潟市南区、長岡市、村上市、上越市、南魚沼市、佐渡市
 ６件 … 高岡市（山町筋、金屋町）、南砺市（井波、相倉・菅沼）、射水市（小杉、内川）
 ７件 … 七尾市、小松市、輪島市三井町、加賀市（東谷地区、山中温泉）、羽咋郡志賀町、鳳珠郡能登町
1 4件  … 長野市（七瀬、戸隠）、松本市、小諸市、伊那市、飯山市、茅野市、佐久市（臼田、内山）、
   東御市海野宿、諏訪郡下諏訪町御田町、木曽郡南木曽町、東筑摩郡朝日村、下高井郡山ノ内町

信越・北陸 件
新 潟 県 ／
富 山 県 ／
石 川 県 ／
長 野 県 ／

33

 ５件 … 大津市中央、彦根市本町、長浜市、米原市、犬上郡多賀町一円
 ７件 … 京都市東山区、福知山市、舞鶴市（字浜、平野屋）、綾部市、南丹市美山、与謝郡伊根町
 ２件 … 富田林市寺内町、豊能郡能勢町
 10件 … 神戸市北野町、豊岡市中央町、丹波篠山市（福住、西町等、丸山）、養父市大屋町大杉、
   朝来市竹田、淡路市、三田市、神崎郡福崎町
 ９件 … 奈良市（城戸町、紀寺町）、五條市五條新町、宇陀市、生駒郡（斑鳩町、安堵町）、
   磯城郡田原本町、宇陀郡曽爾村、高市郡明日香村
 ６件 … 有田市、田辺市、有田郡（湯浅町、広川町）、伊都郡九度山町、東牟婁郡串本町

関西 件
滋賀県／
京都府／
大阪府／
兵庫県／

奈良県／

和歌山県／

39

 ３件 … 小浜市小浜西組、南条郡南越前町、三方上中郡若狭町
 ８件 … 岐阜市、高山市・下二之町大新町、美濃市本住町・美濃町、恵那市、飛騨市古川、
   下呂市金山町、郡上市、大野郡白川村萩町
 ４件 … 静岡市用宗、三島市、掛川市、伊豆市
 ３件 … 名古屋市有松、岡崎市本宿町、豊田市
 ３件 … 伊賀市（川北、上野）、亀山市

中部 件
福 井 県 ／
岐 阜 県 ／

静 岡 県 ／
愛 知 県 ／
三 重 県 ／

21

 １件 … 古河市
 ２件 … 栃木市嘉右衛門町、那須郡那珂川町
 ４件 … 桐生市桐生新町、富岡市、甘楽郡甘楽町、
   吾妻郡中之条町
 ２件 … 川越市、比企郡小川町
 ８件 … 佐倉市新町通り、流山市、南房総市、
   香取市佐原、長生郡睦沢町、
   印旛郡酒々井町、香取郡多古町、
   夷隅郡大多喜町
 １件 … 台東区
 ３件 … 鎌倉市、小田原市板橋、足柄下郡湯河原町
 ４件 … 北杜市、甲州市、南巨摩郡身延町、
   北都留郡小菅村

関東 件
茨 城 県 ／
栃 木 県 ／
群 馬 県 ／

埼 玉 県 ／
千 葉 県 ／

東 京 都 ／
神奈川県／
山 梨 県 ／

25

件
 4件 … 函館市（西部、豊川町）、石狩市、二海郡八雲町

北海道
北 海 道 ／

4

 ３件 … 弘前市、黒石市、つがる市
 １件 … 西磐井郡平泉町
 ２件 … 柴田郡村田町、柴田群柴田町
 ４件 … 大館市、湯沢市、由利本荘市、潟上市
 ２件 … 鶴岡市、西置賜郡白鷹町
 ６件 … 白河市、喜多方市小田村、二本松市、伊達郡桑折町、
   耶麻郡西会津町、大沼郡会津美里町

東北 件
青 森 県 ／
岩 手 県 ／
宮 城 県 ／
秋 田 県 ／
山 形 県 ／
福 島 県 ／

18

 ２件 … 倉吉市打吹玉川、八頭郡八頭町
 ８件 … 松江市美保関町、出雲市（平田町、鷺浦、大社町、大津町）、大田市温泉津、
   邑智郡邑南町日貫地区、鹿足郡津和野町
 ６件 … 倉敷市倉敷川畔、津山市城東、高梁市吹屋、真庭市勝山地区、
   苫田郡鏡野町、小田郡矢掛町
 ７件 … 広島市湯来町、呉市豊町御手洗地区、竹原市竹原地区、尾道市、
   福山市（鞆の浦2件）、庄原市

中国 件
鳥 取 県 ／
島 根 県 ／

岡 山 県 ／

広 島 県 ／

23

 ３件 … 美馬市脇町南町、三好市東祖谷村落合、名西郡神山町
 ４件 … 高松市西植田地区、丸亀市塩飽本島町笠島、
   三豊市、綾歌郡宇多津町
 ３件 … 宇和島市、大洲市、喜多郡内子町
 １件 … 高岡郡佐川町

四国 件
徳 島 県 ／
香 川 県 ／

愛 媛 県 ／
高 知 県 ／

11

 ６件 … 北九州市門司港、八女市福島、行橋市、
   太宰府市宰府、うきは市（浮羽町、吉井町）
 ３件 … 鹿島市肥前浜宿、小城市（2件）
 ４件 … 雲仙市、北松浦郡小値賀町、平戸市、壱岐市
 ２件 … 人吉市、上益城郡甲佐町
 １件 … 国東市
 ２件 … 日南市飫肥、児湯郡新富町
 ６件 … 鹿屋市、出水市、薩摩川内市甑島、
   南さつま市加世田麓、奄美市、大島郡和泊町
 ４件 … 石垣市、国頭郡本部町（備瀬、北里）、
   島尻郡伊是名村

九州・沖縄 件
福 岡 県 ／

佐 賀 県 ／
長 崎 県 ／
熊 本 県 ／
大 分 県 ／
宮 崎 県 ／
鹿児島県／

沖 縄 県 ／

28

6



図 2 不動産再生による観光地づくりへのステップと課題設定

表 1 観光産業向けファンド例

魅
力
を
高
め
る
統
一
性
の
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト

や
デ
ザ
イ
ン
に
対
す
る
検
討
も
重
要
に
な

る
。

　
三
つ
目
に
は
、
誰
を
対
象
に
観
光
地
づ
く

り
を
進
め
る
か
で
あ
る
。
従
来
の
観
光
地
づ

く
り
に
お
い
て
は
、
地
域
の
魅
力
あ
る
資
源

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
磨
く
こ
と
に
取

組
ん
で
き
た
が
、
こ
の
場
合
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

は
あ
く
ま
で
観
光
客
が
対
象
で
あ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。

　
一
方
で
、
地
域
産
業
の
強
化
や
起
業
を
目

指
す
の
で
あ
れ
ば
、
近
隣
を
含
め
た
住
民
、

フ
ァ
ン
や
リ
ピ
ー
タ
ー
を
ど
の
よ
う
に
獲
得

す
る
か
、
あ
る
い
は
関
係
人
口
や
移
住
者
等

も
視
野
に
入
れ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
や
、
そ

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
っ
た
観
光
地
づ
く
り
も

必
要
に
な
る
。

　
2
0
1
9
年
末
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
（
以
下
、
コ
ロ

ナ
禍
）
に
よ
っ
て
、
観
光
面
に
お
い
て
は
、

訪
日
外
国
人
市
場
の
喪
失
、
国
内
旅
行
の
大

幅
な
減
少
に
よ
り
、
多
く
の
観
光
産
業
が
苦

境
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、

行
動
制
限
の
中
で
も
観
光
へ
の
希
求
は
減
る

こ
と
は
な
く
、
国
や
都
道
府
県
に
よ
るG

o 

T
o

ト
ラ
ベ
ル
や
各
種
旅
行
支
援
を
通
じ
て
、

日
本
人
の
宿
泊
者
数
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
様
相

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
2
0
2
1
年
6

月
に
策
定
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
基
本
方
針
2
0
2
1（
内
閣
官
房
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
内
閣
府
地

方
創
生
推
進
事
務
局
）」
で
は
、
交
流
人
口

の
減
少
、
自
治
体
や
企
業
等
に
よ
る
地
方
創

生
施
策
の
停
滞
の
一
方
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
新
し
い
働
き
方

の
浸
透
と
と
も
に
、
地
方
へ
の
移
住
、
就
業
、

企
業
移
転
と
い
っ
た
「
地
方
へ
の
ひ
と
・
し

ご
と
の
流
れ
に
つ
な
が
る
萌
芽
」
が
見
ら
れ

る
と
し
、
新
た
な
地
方
創
生
の
基
本
方
針
と

し
て
、①
地
域
の
将
来
を
「
我
が
事
」
と
し
て

捉
え
、
地
域
が
自
ら
の
特
色
や
状
況
を
踏
ま

え
て
自
主
的
・
主
体
的
に
取
組
め
る
よ
う
に

す
る
、②
都
会
か
ら
地
方
へ
の
新
た
な
ひ
と

や
し
ご
と
の
流
れ
を
生
み
だ
す
、
の
2
点
を

打
ち
出
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
地
方
創
生
の
方
向
性
は
、
こ
れ

か
ら
の
観
光
地
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
他
地
域
と
の
差
別
化
や
競
争
力

の
向
上
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
就
業
・
移

住
・
定
住
を
見
据
え
た
観
光
地
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
章
以
降
で
は
、
不
動
産
再
生
に
よ
る
観

光
地
づ
く
り
に
つ
い
て
４
つ
の
地
域
を
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
特
に
、

不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
の
経

緯
、
前
述
の
課
題
に
対
す
る
取
組
を
中
心
に

ど
の
よ
う
に
不
動
産
を
再
生
し
、
地
域
と
し

て
の
観
光
地
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
る
の
か

を
整
理
し
な
が
ら
、
今
後
の
観
光
地
づ
く
り

の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
不
動
産
再
生
が
進
展
す
る
中
で
、
い
く
つ

か
の
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
図
❷
）。

　
一
つ
目
に
は
、
地
域
の
「
不
動
産
」
の
再
生

に
際
し
て
、
ハ
ー
ド
面
や
事
業
・
サ
ー
ビ
ス

を
ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
か
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
不
動
産
の
再
生
が
盛
ん
に
な
り
、

様
々
な
地
域
で
進
展
す
る
中
で
、
そ
の
地
域

特
有
の
、
他
の
地
域
と
の
差
別
化
が
可
能
な

再
生
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
点
に

あ
る
。
ま
た
、
地
域
の
課
題
解
決
と
と
も
に
、

継
続
可
能
な
事
業
と
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。

　
二
つ
目
に
は
、
不
動
産
再
生
の
地
域
へ
の

波
及
で
あ
る
。
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地

づ
く
り
、
特
に
地
元
企
業
が
中
心
に
な
っ
て

取
組
む
も
の
は
、
地
域
の
中
で
一
つ
の
成
功

事
例
を
創
出
す
る
意
義
は
高
い
も
の
の
、
地

域
内
の
面
的
な
展
開
、
あ
る
い
は
複
数
事
業

者
等
に
よ
る
展
開
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
の
で
あ
る
。こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
は
、

地
域
内
の
住
民
、
事
業
者
、
行
政
等
が
共
有

す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に
不
動

産
再
生
に
関
わ
っ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
域
と
し
て
の

の
「
古
民
家
ス
テ
イ
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
集
落
丸
山
は
、
2
0
0
9
年
に
は
12
戸
の

民
家
の
う
ち
7
戸
が
空
き
家
、
残
る
5
戸
に

19
名
が
暮
ら
す
、
い
わ
ゆ
る
「
限
界
集
落
」
と

な
っ
て
い
た
。2
0
0
8
年
、当
時
篠
山
市（
現

丹
波
篠
山
市
）
の
副
市
長
で
あ
っ
た
金
野
幸

雄
氏
を
中
心
に
、
住
民
参
加
型
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
集
落
の
未
来
を
築
く

た
め
に
古
民
家
を
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
す

る
方
針
を
定
め
た
。
ま
た
、「
集
落
の
住
民
が

宿
泊
客
を
迎
え
な
け
れ
ば
、
丸
山
の
魅
力
は

伝
わ
ら
な
い
」
と
し
て
、
住
民
主
体
の
運
営

に
向
け
た
合
意
形
成
が
な
さ
れ
た
。
運
営
に

当
た
っ
て
は
、
自
治
会
を
N
P
O
法
人
と
し

た
上
で
、
N
P
O
法
人
集
落
丸
山
と
一
般
社

団
法
人
ノ
オ
ト
が
L
L
P
（
有
限
責
任
事
業

組
合
）
丸
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
ん
だ
。
そ

の
結
果
、「
集
落
丸
山
」
を
通
し
た
交
流
人
口

の
増
加
か
ら
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
関
係
人
口
、
そ
し
て
U
タ
ー
ン

や
移
住
者
へ
と
つ
な
が
り
、
さ
ら
な
る
空
き

家
の
再
生
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
長
崎
県
小
値
賀
町
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ぢ

か
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
を
中
心

に
、
行
政
・
地
元
住
民
・
事
業
者
が
連
携
す

る
形
で
、
町
有
財
産
で
あ
っ
た
大
型
古
民
家

『
旧
藤
松
邸
』
を
2
0
1
1
年
に
地
産
地
消
古

民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
再
生
・
開
業
す
る

と
と
も
に
、
町
内
に
点
在
す
る
6
棟
の
古
民

家
を
宿
泊
施
設
と
し
て
再
生
し
、「
古
民
家

ス
テ
イ
」
と
い
う
小
値
賀
町
の
古
民
家
で
の

宿
泊
や
、
島
の
生
活
に
触
れ
る
滞
在
型
観
光

商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
事
業
化
し
て
い

る
。
古
民
家
ス
テ
イ
は
、
東
洋
文
化
研
究
者

ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
氏
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で

整
備
さ
れ
た
が
、
古
き
良
き
日
本
の
美
し
さ

を
残
し
な
が
ら
も
、
現
代
人
に
と
っ
て
快
適

な
宿
泊
、
体
験
を
提
供
す
る
こ
と
を
掲
げ
て

い
る
。
そ
の
運
営
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ぢ
か
ア

イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
か
ら
2
0
0
9

年
に
分
離
・
設
立
さ
れ
た
「
株
式
会
社
小
値

賀
観
光
ま
ち
づ
く
り
公
社
」
が
担
っ
て
い
る

（
2
0
1
6
年
に
N
P
O
法
人
お
ぢ
か
ア
イ

ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
に
再
統
合
）。
古

民
家
ス
テ
イ
は
、
小
値
賀
町
に
新
た
な
雇
用
、

収
入
の
場
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
地
元
産

品
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
に
貢
献

し
て
い
る
。
ま
た
、
U
タ
ー
ン
や
移
住
者
の

拡
大
に
も
つ
な
が
る
な
ど
、
小
値
賀
町
の
地

域
経
済
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
は
、
2
0
1
5
年
か
ら
本

格
化
し
た
「
地
方
創
生
政
策
」、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
2
0
1
6
年
に
策
定
さ
れ
た
「
明
日
の

日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て

掲
げ
ら
れ
た
「
観
光
は
成
長
戦
略
の
柱
、
地

方
創
生
の
切
り
札
」
と
い
っ
た
方
向
性
に
合

致
し
、
ま
た
2
0
1
6
年
に
は
2
0
0
0
万

人
を
超
え
、
2
0
1
8
年
に
は
3
0
0
0
万

人
に
達
し
た
訪
日
外
国
人
の
増
加
の
動
き
と

も
相
ま
っ
て
、
地
方
部
で
の
不
動
産
再
生
に

よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
期
待
を
抱
か
せ
た
。

　
特
に
、
2
0
0
8
年
にA

irb
n
b

（
エ
ア

ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
）
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
と
と

も
に
我
が
国
で
も
広
ま
り
始
め
た
民
泊
は
、

2
0
1
3
年
12
月
に
国
家
戦
略
特
別
区
域
法

に
基
づ
く
旅
館
業
法
特
例
に
よ
る
「
特
区
民

泊
」、
住
宅
宿
泊
事
業
法
（
民
泊
新
法
）
が

2
0
1
8
年
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

古
民
家
や
空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
事
業
の

動
き
は
全
国
に
拡
大
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
に
残
る
古
民
家
等
を
文
化
財

と
し
て
捉
え
、
保
存
し
な
が
ら
継
承
す
る
こ

と
を
目
的
に
、内
閣
府
で
は
2
0
1
6
年「
歴

史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
を
設
置
し
た
。
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
で
は
、
従
来
は
現
在
の
基
準
に
適

さ
な
い
と
さ
れ
て
き
た
伝
統
工
法
に
よ
る
建

造
物
を
、
地
方
公
共
団
体
の
独
自
条
例
指
定

に
よ
る
基
準
の
緩
和
や
、
住
居
か
ら
宿
泊
施

設
や
飲
食
施
設
へ
の
活
用
要
件
の
緩
和
（
用

途
変
更
等
）
を
容
易
に
し
、
2
0
1
8
年
の

改
正
旅
館
業
法
施
行
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る

分
散
型
ホ
テ
ル
の
法
的
な
基
準
が
整
え
ら
れ

る
等
、
空
き
家
等
の
不
動
産
再
生
の
法
的
整

備
が
進
め
ら
れ
た
。

　
同
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、2
0
2
0
年

ま
で
に
少
な
く
と
も
2
0
0
の
地
域
が
地
域
の

特
色
を
活
か
し
な
が
ら
、古
民
家
等
の
不
動
産

再
生
に
取
組
み
、地
域
を
再
生
・
活
性
化
す
る
動

き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
図
❶
）。ま
た
、

前
述
の
集
落
丸
山
の
事
例
に
深
く
関
わ
っ
た
一
般

社
団
法
人
ノ
オ
ト（
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
）は
、

丹
波
篠
山
市
を
拠
点
に
、古
民
家
再
生
と
ま
ち

づ
く
り
の
取
組
を「
N
I
P
P
O
N
I
A
」と
し
て

全
国
の
約
30
地
域
に
展
開
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
方
創
生
の
流
れ
の
中
で
、
民
間

事
業
へ
の
金
融
支
援
制
度
も
進
展
し
た
。

2
0
1
3
年
に
企
業
再
生
支
援
機
構
が
改
組

し
た
株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構

（
R
E
V
I
C
）
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
資
す
る
事
業
活
動
の
支
援
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
支
援
機
関
と
し
て
、
観
光
事
業

に
つ
い
て
も
、
地
方
銀
行
等
と
連
携
し
た
観

光
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
等
を
通
し
て
、
不

動
産
再
生
等
に
お
け
る
資
金
調
達
を
担
い
、

地
方
の
金
融
機
関
に
お
い
て
も
地
域
再
生
事

業
へ
の
投
融
資
の
事
例
が
拡
大
し
て
い
る

（
表
❶
）。

　
近
年
の
観
光
地
づ
く
り
は
、
地
方
創
生
の

流
れ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
活
性

化
へ
の
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
観
光
と
は
、
観

光
客
向
け
の
宿
泊
や
飲
食
、
土
産
品
等
の
物

販
事
業
の
活
性
化
の
み
な
ら
ず
、
農
林
漁
業

や
製
造
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
内
の
産
業

の
経
済
面
で
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
観
光
で

あ
り
、
人
口
減
少
の
緩
和
に
つ
な
が
る
就
業

や
移
住
を
促
す
観
光
を
も
意
味
す
る
。

　
こ
う
し
た
視
点
で
観
光
地
づ
く
り
の
現

場
、
特
に
観
光
資
源
に
乏
し
い
地
域
で
の
取

組
を
見
た
と
き
に
、
地
元
民
間
企
業
が
主
導

し
て
、
地
域
の
不
動
産
を
再
生
し
、
新
し
い

観
光
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
事
例
、
す
な
わ

ち
「
不
動
産
再
生
か
ら
の
観
光
地
づ
く
り
」

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
不
動
産
再
生
と
は
、
地
域
の
空
き
家
・
老
朽

化
し
た
施
設
を
、
地
元
民
間
企
業
等
が
住
民
や

観
光
客
に
と
っ
て
の
サ
ー
ビ
ス
施
設
と
し
て
再

生
・
経
営
す
る
事
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例

は
、
近
年
の
古
民
家
等
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ブ
ー
ム
の
中
で
多
く
生
ま
れ
て
い
る
が
、
ほ
と

ん
ど
が
一
施
設
の
再
生
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
い
く
つ
か
の
事
例
で
は
、
複
数
の
不

動
産
再
生
が
地
域
内
に
広
が
り
、
地
域
や
近
隣

の
住
民
と
と
も
に
観
光
客
も
集
ま
り
賑
わ
う

空
間
、
施
設
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
集
積
が
生
ま
れ
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
事
例
は
、複
数
の
地
元
事
業
者
、

あ
る
い
は
移
住
者
や
外
部
事
業
者
が
同
時

期
、
あ
る
い
は
経
年
的
に
不
動
産
に
投
資
・

再
生
す
る
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
住
民
の

生
活
等
を
伝
え
る
場
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
す

る
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
仕
組
み

が
あ
る
、
と
い
っ
た
共
通
点
が
あ
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
事
例
は
、
民
間
主
導
で
あ
り
な
が

ら
、
一
体
感
の
あ
る
空
間
や
サ
ー
ビ
ス
が
地

域
に
生
ま
れ
、
観
光
客
、
あ
る
い
は
住
民
や

近
隣
の
人
が
集
ま
り
、
思
い
思
い
に
過
ご
し

な
が
ら
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
の
産

品
を
楽
し
む
（
消
費
す
る
）
観
光
が
生
ま
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
は
、

2
0
1
0
年
代
後
半
か
ら
注
目
さ
れ
始
め
て

い
る
。

　
そ
の
代
表
例
と
し
て
は
、
兵
庫
県
丹
波
篠

山
市
の
「
集
落
丸
山
」、
長
崎
県
小
値
賀
町

観光活性化マザーファンド投資事業有限責任組合
観光遺産産業化投資事業有限責任組合
かながわ観光活性化投資事業有限責任組合
千葉・江戸優り佐原観光活性化投資事業有限責任組合
ALL信州観光活性化投資事業有限責任組合
しずおか観光活性化投資事業有限責任組合
ふくい観光活性化投資事業有限責任組合
やまと観光活性化投資事業有限責任組合
わかやま地域活性化投資事業有限責任組合
高知県観光活性化投資事業有限責任組合
九州観光活性化投資事業有限責任組合
佐賀観光活性化投資事業有限責任組合第１号 

全国ファンド

関東地域ファンド

中部地域ファンド

北陸地域ファンド

四国地域ファンド

九州・沖縄地域ファンド

近畿地域ファンド

52億円
30億円
10億円
5億円
12億円
13億円
３億円
1.5億円
10億円
３億円
34億円
５億円

 

2014年4月1日
2019年6月19日
2016年3月31日
2015年9月30日
2015年3月31日
2015年3月31日
2015年8月5日
2015年3月1日
2014年1月24日
2015年10月26日
2015年10月1日
2015年7月6日

受付終了
受付中
受付終了
解散済み
解散済み
解散済み
解散済み
解散済み

持分譲渡済み
解散済み
解散済み
解散済み

地域 ファンド名 ファンド金額 設立日 受付状況

○事業の強化、
サービス創出のデザイン

○地域内の合意形成、体制
づくり
○統一的なコンセプトや
デザインの検討

○観光客からの評価・支持
○住民や地域産業からの評価・支持
○関係人口・移住者からの評価・支持

魅力ある地域の形成
（観光地づくり）

○人々が集まり、
　賑わう空間、
　サービスの集積
○事業再生、
　起業機会の創出

不動産の再生

○魅力の創出と、
　競争力のある施設、
　サービスの
　創出

地域の課題解決・
可能性

○地域の自然、
　歴史・文化、
　地理特性
○地域の産業
　（農林漁業、製造業）

観光地
づくりへの
ステップ

観光地
づくりへの
課題

地域の活性化

○宿泊客・観光客の
　来訪・消費の促進
○ファン、リピーターの
　獲得
○関係人口の増大
○移住者の増大

4
．不
動
産
再
生
に
よ
る

観
光
地
づ
く
り
の
課
題

5
．コ
ロ
ナ
禍
を
経
た

不
動
産
再
生
に
よ
る

観
光
地
づ
く
り
の

可
能
性

出典：株式会社地域経済活性化支援機構（REVIC）HPより

出典：観光庁「歴史的資源を活用した観光まちづくり推進調査業務ナレッジ集（2022年）」

筆者作成

不動産再生から観光地づくりを考える その背景と課題1

図 1 全国で展開する歴史的資源を活用した観光まちづくりの取組

北海道

東北

関東
信越・北陸

中部関西

四国

中国

九州・沖縄

 ６件 … 新潟市南区、長岡市、村上市、上越市、南魚沼市、佐渡市
 ６件 … 高岡市（山町筋、金屋町）、南砺市（井波、相倉・菅沼）、射水市（小杉、内川）
 ７件 … 七尾市、小松市、輪島市三井町、加賀市（東谷地区、山中温泉）、羽咋郡志賀町、鳳珠郡能登町
1 4件  … 長野市（七瀬、戸隠）、松本市、小諸市、伊那市、飯山市、茅野市、佐久市（臼田、内山）、
   東御市海野宿、諏訪郡下諏訪町御田町、木曽郡南木曽町、東筑摩郡朝日村、下高井郡山ノ内町

信越・北陸 件
新 潟 県 ／
富 山 県 ／
石 川 県 ／
長 野 県 ／

33

 ５件 … 大津市中央、彦根市本町、長浜市、米原市、犬上郡多賀町一円
 ７件 … 京都市東山区、福知山市、舞鶴市（字浜、平野屋）、綾部市、南丹市美山、与謝郡伊根町
 ２件 … 富田林市寺内町、豊能郡能勢町
 10件 … 神戸市北野町、豊岡市中央町、丹波篠山市（福住、西町等、丸山）、養父市大屋町大杉、
   朝来市竹田、淡路市、三田市、神崎郡福崎町
 ９件 … 奈良市（城戸町、紀寺町）、五條市五條新町、宇陀市、生駒郡（斑鳩町、安堵町）、
   磯城郡田原本町、宇陀郡曽爾村、高市郡明日香村
 ６件 … 有田市、田辺市、有田郡（湯浅町、広川町）、伊都郡九度山町、東牟婁郡串本町

関西 件
滋賀県／
京都府／
大阪府／
兵庫県／

奈良県／

和歌山県／

39

 ３件 … 小浜市小浜西組、南条郡南越前町、三方上中郡若狭町
 ８件 … 岐阜市、高山市・下二之町大新町、美濃市本住町・美濃町、恵那市、飛騨市古川、
   下呂市金山町、郡上市、大野郡白川村萩町
 ４件 … 静岡市用宗、三島市、掛川市、伊豆市
 ３件 … 名古屋市有松、岡崎市本宿町、豊田市
 ３件 … 伊賀市（川北、上野）、亀山市

中部 件
福 井 県 ／
岐 阜 県 ／

静 岡 県 ／
愛 知 県 ／
三 重 県 ／

21

 １件 … 古河市
 ２件 … 栃木市嘉右衛門町、那須郡那珂川町
 ４件 … 桐生市桐生新町、富岡市、甘楽郡甘楽町、
   吾妻郡中之条町
 ２件 … 川越市、比企郡小川町
 ８件 … 佐倉市新町通り、流山市、南房総市、
   香取市佐原、長生郡睦沢町、
   印旛郡酒々井町、香取郡多古町、
   夷隅郡大多喜町
 １件 … 台東区
 ３件 … 鎌倉市、小田原市板橋、足柄下郡湯河原町
 ４件 … 北杜市、甲州市、南巨摩郡身延町、
   北都留郡小菅村

関東 件
茨 城 県 ／
栃 木 県 ／
群 馬 県 ／

埼 玉 県 ／
千 葉 県 ／

東 京 都 ／
神奈川県／
山 梨 県 ／

25

件
 4件 … 函館市（西部、豊川町）、石狩市、二海郡八雲町

北海道
北 海 道 ／

4

 ３件 … 弘前市、黒石市、つがる市
 １件 … 西磐井郡平泉町
 ２件 … 柴田郡村田町、柴田群柴田町
 ４件 … 大館市、湯沢市、由利本荘市、潟上市
 ２件 … 鶴岡市、西置賜郡白鷹町
 ６件 … 白河市、喜多方市小田村、二本松市、伊達郡桑折町、
   耶麻郡西会津町、大沼郡会津美里町

東北 件
青 森 県 ／
岩 手 県 ／
宮 城 県 ／
秋 田 県 ／
山 形 県 ／
福 島 県 ／

18

 ２件 … 倉吉市打吹玉川、八頭郡八頭町
 ８件 … 松江市美保関町、出雲市（平田町、鷺浦、大社町、大津町）、大田市温泉津、
   邑智郡邑南町日貫地区、鹿足郡津和野町
 ６件 … 倉敷市倉敷川畔、津山市城東、高梁市吹屋、真庭市勝山地区、
   苫田郡鏡野町、小田郡矢掛町
 ７件 … 広島市湯来町、呉市豊町御手洗地区、竹原市竹原地区、尾道市、
   福山市（鞆の浦2件）、庄原市

中国 件
鳥 取 県 ／
島 根 県 ／

岡 山 県 ／

広 島 県 ／

23

 ３件 … 美馬市脇町南町、三好市東祖谷村落合、名西郡神山町
 ４件 … 高松市西植田地区、丸亀市塩飽本島町笠島、
   三豊市、綾歌郡宇多津町
 ３件 … 宇和島市、大洲市、喜多郡内子町
 １件 … 高岡郡佐川町

四国 件
徳 島 県 ／
香 川 県 ／

愛 媛 県 ／
高 知 県 ／

11

 ６件 … 北九州市門司港、八女市福島、行橋市、
   太宰府市宰府、うきは市（浮羽町、吉井町）
 ３件 … 鹿島市肥前浜宿、小城市（2件）
 ４件 … 雲仙市、北松浦郡小値賀町、平戸市、壱岐市
 ２件 … 人吉市、上益城郡甲佐町
 １件 … 国東市
 ２件 … 日南市飫肥、児湯郡新富町
 ６件 … 鹿屋市、出水市、薩摩川内市甑島、
   南さつま市加世田麓、奄美市、大島郡和泊町
 ４件 … 石垣市、国頭郡本部町（備瀬、北里）、
   島尻郡伊是名村

九州・沖縄 件
福 岡 県 ／

佐 賀 県 ／
長 崎 県 ／
熊 本 県 ／
大 分 県 ／
宮 崎 県 ／
鹿児島県／

沖 縄 県 ／

28
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福住の町並み

創造的職人宿場町 福住
出典　株式会社Local PR Plan　資料より

か
。
そ
れ
ら
を
職
人
、
住
民
、
そ
し
て
時
に

は
福
住
を
好
き
に
な
っ
て
訪
れ
る
方
と
一
つ

一
つ
共
創
し
て
い
く
こ
と
を
通
し
て
、ビ
ジ
ョ

ン
の
共
有
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
に
は
、
福
住
の
ま
ち

づ
く
り
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
誰
な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
決
し
て
観
光
客
で
は
な
い
。
第
一

に
は
、
福
住
に
稼
ぐ
場
を
生
み
出
す
職
人
で

あ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
望
む
住
民
が
未
来

を
託
せ
る
移
住
者
な
の
で
あ
る
。ま
ず
、職
人
、

生
産
者
、
住
民
の
幸
せ
を
追
求
す
る
こ
と
が

福
住
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
底
に
あ
る
。

で
は
、
福
住
に
と
っ
て
の
観
光
地
づ
く
り
と
は

何
か
。
観
光
客
の
消
費
は
地
域
の
重
要
な

キ
ャ
ッ
シ
ュ
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
。
し
か
し
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
は
、
福
住
の
職

人
、住
民
の
幸
福
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。

　
福
住
の
生
み
出
す
プ
ロ
ダ
ク
ト
や
サ
ー
ビ

ス
は
、
あ
く
ま
で
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
が

ベ
ー
ス
に
あ
る
。
職
人
が
納
得
し
て
提
供
す

る
2
5
0
0
円
の
ラ
ン
チ
、
1
万
5
0
0
0

円
の
作
品
に
共
感
す
る
顧
客
（
観
光
客
）
を

惹
き
つ
け
る
こ
と
が
重
要
、
と
語
る
。「
こ

の
福
住
を
大
事
に
思
っ
て
く
れ
る
方
に
来
て

ほ
し
い
」「
人
に
伝
え
た
く
な
い
、
私
だ
け

の
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
安
達
氏
は
語

る
。L

o
cal P

R
 P
lan

の
目
標
は
ま
ち
に

外
資（
人
材
・
資
産
）を
流
入
さ
せ
る
こ
と（
エ

リ
ア
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）、
エ
リ
ア
内
企
業
の

外
資
獲
得
を
支
援
す
る
こ
と
（
エ
リ
ア
ア
ウ

ト
バ
ウ
ン
ド
）、
エ
リ
ア
内
の
価
値
を
再
定

義
、
事
業
化
す
る
こ
と
（
エ
リ
ア
Ｐ
Ｒ 

P
lan

）
を
掲
げ
る
。
福
住
の
観
光
地
づ
く
り

と
は
、
移
住
す
る
職
人
が
生
み
出
す
価
値
を
、

そ
の
価
値
を
適
切
に
伝
え
、
そ
こ
に
共
感
す

る
観
光
客
を
生
み
出
す
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
福
住
に
は
2
0
1
8
年
に
「
福
住
宿
場
町

ホ
テ
ルN

IP
P
O
N
IA

」
が
開
業
し
、
福
住

に
よ
り
長
く
滞
在
す
る
顧
客
も
確
実
に
増
え

て
い
る
。
こ
う
し
た
ホ
テ
ル
は
「
ま
ち
の
個

店
に
お
客
様
を
送
り
出
す
装
置
」
で
あ
り
、

宿
泊
・
滞
在
を
通
し
て
、
お
客
様
を
も
て
な

す
宿
場
町
の
街
並
み
の
中
で
職
人
・
生
産
者

が
生
み
出
す
こ
こ
に
し
か
な
い
サ
ー
ビ
ス
・

作
品
と
の
つ
な
が
り
や
体
験
を
生
み
出
す
観

光
地
づ
く
り
が
、「
創
造
的
職
人
宿
場
町
」

に
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
く
の
か
。
福
住

の
今
後
に
引
き
続
き
注
目
し
て
い
き
た
い
。

（
取
材
・
文
：
観
光
政
策
研
究
部

上
席
主
任
研
究
員 

中
野
文
彦
）

と
の
交
流
・
連
携
を
、
イ
ベ
ン
ト
等
と
通
し

て
行
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、移
住
者
と
空
き
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、

改
修
等
の
支
援
も
継
続
し
、
こ
う
し
た
活
動

を
通
じ
て
、「
2
0
1
6
年
ご
ろ
か
ら
『
職

人
を
呼
ぶ
町
』
と
い
っ
た
町
全
体
の
ビ
ジ
ョ

ン
が
ぼ
ん
や
り
と
見
え
始
め
た
」
と
安
達
氏

は
語
る
。
こ
こ
で
い
う
「
職
人
」
と
は
、
ア
ー

ト
、
ク
ラ
フ
ト
、
料
理
人
、
農
家
等
、
自
ら

生
産
す
る
と
と
も
に
、「
稼
ぐ
技
術
と
マ
イ

ン
ド
、
将
来
性
を
持
っ
た
人
材
」
で
あ
る
。

こ
う
し
た
移
住
者
が
、
福
住
を
舞
台
に
新
し

開
業
す
る
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
開
業
し
た

店
舗
は
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、ブ
ル
ワ
リ
ー
、

コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
レ
ザ
ー
工
房
、
自
転

車
工
房
、
有
機
農
法
の
農
園
、
パ
ン
工
房
、

吹
き
ガ
ラ
ス
工
房
、
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ

ン
、
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
、
自
然
素
材
に
よ

る
自
然
療
法
サ
ロ
ン
、染
め
物
工
房
、ス
ピ
ー

カ
ー
工
房
、
薪
ス
ト
ー
ブ
工
房
、
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
、
古
民
家
ホ
テ
ル
、
社
レ
ジ
デ
ン
ス
な

ど
、
非
常
に
多
彩
で
あ
る
。
中
に
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
全
国
に
フ
ァ
ン
を
持

つ
企
業
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
変
化
は
わ
ず
か
10
年
ほ
ど
の
間

に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

変
化
に
ず
っ
と
関
わ
っ
て
き
た
の
が
、
安
達

鷹
矢
氏
（
現
：
株
式
会
社Local P

R
 P
lan

代
表
取
締
役
）
で
あ
る
。

　
2
0
1
2
年
に
4
組
8
人
が
福
住
に
移
住

し
て
き
た
。
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
に
福
住
の
空

き
家
、
古
民
家
を
再
生
し
、
吹
き
ガ
ラ
ス
工

房
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
、
日
本
酒
B
A
R
を
開
業
し
た
の
が
、

福
住
の
不
動
産
再
生
の
最
初
で
あ
る
。
こ
れ

は
意
図
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
後
の

福
住
の
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
と
な
っ
た
。

　
I
T
企
業
を
退
社
し
、
2
0
1
1
年
に
福

住
に
移
住
し
た
安
達
氏
は
、
丹
波
篠
山
市
を

拠
点
に
古
民
家
再
生
に
取
組
む
一
般
社
団
法

人
N
O
T
E
に
所
属
し
て
、
移
住
者
と
空
き

家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り
組
み
、
福
住
の
古

民
家
再
生
に
関
わ
っ
た
。そ
の
後
、一
度
フ
リ
ー

と
な
っ
て
有
馬
温
泉
で
の
宿
の
運
営
修
業
や
、

前
職
を
活
か
し
た
E
C
や
P
R
に
よ
る
地
域

活
性
化
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
2
0
1
3
年

に
は
個
人
事
業
と
し
て
、
福
住
で
日
本
酒
Ｂ

Ａ
Ｒ
を
開
業
、
2
0
1
7
年
に
株
式
会
社

Local P
R
 P
lan

を
設
立
。
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
、

セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
を
開
始
し
た
。

　
移
住
者
が
増
え
始
め
た
2
0
1
6
年
に

は
、
地
域
の
事
業
者
と
と
も
に
、
移
住
者
と

住
民
の
交
流
の
場
を
意
図
し
た
「
住
吉
神
社

B
E
E
R
 T
E
R
R
A
C
E

」、
ま
ち
全
体
で
お
も

て
な
し
を
す
る
「
福
住
の
町
並
み
の
中
で
の

結
婚
式
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
手
掛
け
る
。
ま

た
、
2
軒
目
の
ブ
ル
ワ
リ
ー
が
開
業
し
た
の

を
き
っ
か
け
に
、
2
0
2
0
年
に
は
「
福
住

B
E
E
R
 S
T
R
E
E
T

」、
同
年
に
は
地
域
の
10

事
業
者
が
連
携
し
た
ゴ
ミ
・
ゼ
ロ
運
動

「FU
K
U
S
U
M
I Z
E
R
O
 C
iR
C
LE

」
を
実
施

す
る
等
、
移
住
・
開
業
者
間
の
、
ま
た
住
民

　
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
福
住
は
、
篠
山
城
下

町
か
ら
京
都
に
向
か
う
街
道
の
宿
場
町
。
人

口
約
1
3
0
0
人
、
6
0
0
世
帯
ほ
ど
で
、

宿
場
と
農
村
が
連
続
す
る
全
国
で
も
珍
し
い

街
並
み
を
有
す
る
地
域
で
あ
る
。
2
0
0
1

年
に
兵
庫
県
に
よ
る
景
観
形
成
地
区
指
定
調

査
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
住
民
参
加
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
」
な
ど
を
通
し
て
、

2
0
1
2
年
12
月
に
は
国
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
篠
山
城
下

町
か
ら
車
で
30
分
の
距
離
に
あ
り
な
が
ら
、

観
光
客
は
ほ
と
ん
ど
訪
れ
な
い
、
静
か
な
町

で
あ
っ
た
。

　
そ
の
静
か
な
宿
場
町
で
は
、現
在
、

移
住
者
が
1
0
0
人
を
超
え
、
空
き

家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
35
軒

（
2
0
2
2
年
11
月
現
在
）
ほ
ど
が

2
．幸
福
な
生
産
者
が

集
ま
る
ま
ち
を
目
指
す

事
業
者
と
し
て
の

取
り
組
み

離
に
あ
り
な
が
ら
、
工
房
等
が
広
く
と
れ
る

古
民
家
が
あ
る
こ
と
、
開
業
に
要
す
る
費
用

が
安
価
で
済
む
こ
と
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能

し
て
い
る
。
将
来
的
に
、「
福
住
地
域
不
動

産
（
仮
）」
と
い
う
構
想
も
あ
る
。
こ
う
し
た

マ
ッ
チ
ン
グ
の
際
に
重
視
す
る
の
は
、「
福

住
が
残
し
て
き
た
町
並
み
、
古
民
家
を
大
事

に
で
き
る
か
」、
さ
ら
に
「
福
住
で
ど
ん
な

価
値
を
生
み
出
せ
る
の
か
」「
3
年
、
無
収

入
で
も
事
業
を
維
持
で
き
る
か
」
な
ど
、
ビ

ジ
ョ
ン
を
共
有
で
き
る
こ
と
。
事
業
を
起
こ

す
技
術
、
マ
イ
ン
ド
、
将
来
性
が
あ
る
移
住

者
を
「
適
切
な
移
住
者
」
と
し
て
積
極
的
な

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
、
福
住
の
ビ
ジ
ョ
ン
の

浸
透
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。「
創
造

的
職
人
宿
場
町
」
と
は
誰
の
た
め
の
ビ
ジ
ョ

ン
か
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
何
に
取
組
む
の

中
さ
せ
る
こ
と

で
、
福
住
の
職
人

が
作
品
づ
く
り
に

集
中
で
き
る
環
境

を
整
え
る
。「
職

人
の
幸
福
と
は
自

分
の
作
品
を
ど
こ

ま
で
追
求
で
き
る

か
」
で
あ
り
、「
利

益
/
時
間
（
時
間

単
価
）
×
業
務
時

間
×
満
足
度
・
納

得
度
＝
仕
事
の
幸

福
度
」、
と
考
え
て
い
る
。

　
3
つ
目
は
、
高
付
加
価
値
の
食
や
サ
ー
ビ

ス
体
験
を
創
る
「
人
材
育
成
」
で
あ
る
。
地

産
地
消
の
生
産
者
の
想
い
、
そ
れ
を
受
け
た

料
理
人
や
、
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
に
盛
ら
れ
た

調
理
、
サ
ー
ビ
ス
や
ガ
イ
ド
の
す
べ
て
を
含

め
て
「
美
食
体
験
」、
食
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
受
け
入
れ
・
活
動
支
援
や
食
に
ま
つ

わ
る
地
域
活
動
を
通
し
て
、
美
食
体
験
を
生

み
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
住
民
に
対
し
て
も
、
自
治
会
や
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
と
の
連
携
を
通
し
て
、
移

住
者
と
の
交
流
の
場
を
積
極
的
に
設
け
て
い

る
。
実
際
の
住
民
の
反
応
は
「
20
％
が
応
援

し
て
く
れ
る
し
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
く
れ

る
。
60
％
は
静
観
、
富
裕
層
。
20
％
は
反
対

意
見
の
住
民
も
い
る
」
の
で
あ
る
が
、
福
住
に

い
ろ
い
ろ
な
若
い
人
が
来
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
、
か
つ
て
の
宿
場
町
の
賑
わ
い
を
取
り

戻
し
て
い
く
姿
を
見
て
、
応
援
や
時
に
は
と

も
に
楽
し
む
等
、
変
化
す
る
福
住
に
対
し
て
、

地
域
の
未
来
の
姿
を
描
く
声
も
聞
か
れ
る
。

　
さ
ら
に
、地
域
と
の
信
頼
関
係
が
築
か
れ
、

空
き
家
活
用
の
相
談
に
乗
る
、
時
に
は
活
用

の
た
め
に
預
か
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
。
安

達
氏
は
2
0
2
0
年
か
ら
兵
庫
県
「
戦
略
的

移
住
推
進
事
業
」
の
「
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
と
し
て
も
活
動
す
る
が
、
地
域
で
偶

発
的
、
突
発
的
に
発
生
す
る
空
き
家
を
、
適

切
な
移
住
（
開
業
）
希
望
者
と
マ
ッ
チ
ン
グ

地
方
創
生
、観
光
地
づ
く
り
の
中
で
、

不
動
産
の
再
生
に
よ
っ
て
、何
を
生
み
出
し
て
き
た
の
か
。

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
の
過
程
、

今
後
の
可
能
性
や
克
服
す
る
べ
き
課
題
に
つ
い
て
、

４
つ
の
地
域
の
事
例
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

2
「
不
動
産
再
生
か
ら
の
観
光
地
づ
く
り
」の

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

い
価
値
を
生
み
出
し
、
来
訪
者
に
よ
る
現
地

で
の
消
費
、地
産
地
消
に
よ
る
地
域
内
循
環
、

Ｅ
Ｃ
な
ど
を
通
し
た
外
部
へ
の
販
売
を
生
み

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
住
に
こ
れ
ま
で
に

な
か
っ
た
産
業
が
継
続
・
拡
大
し
、
福
住
の

空
き
家
が「
稼
ぐ
場
」と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
く
の
で
あ
る
。

　「
福
住
に
は
、
職
人
を
刺
激
す
る
空
間
が

あ
る
」
と
安
達
氏
は
語
る
。
伝
建
地
区
で
も

あ
る
福
住
に
は
統
一
感
の
あ
る
町
並
み
、
農

村
と
町
並
み
の
景
観
、
生
産
と
暮
ら
し
の
調

和
と
い
っ
た
日
本
の
伝
統
的
な
美
学
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
伝
統
的
に
農
業
等
の
生
産
地
で

も
あ
る
気
風
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
京
阪
神

と
い
う
都
市
部
か
ら
1
時
間
程
度
と
い
う
距

性
を
広
げ
、
職
人
を
志
す
人
々
を
惹
き
つ
け

る
要
素
と
な
っ
た
。

　
最
近
で
は
、
生
産
に
集
中
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
企
図
し
、「
福
住
事
業
組
合 G

reen 

O
rchestra

」
と
し
て
、
3
つ
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
1
つ
目
は
、
福
住
の
食
、
料
理
、
ク
ラ
フ

ト
ア
ー
ト
を
つ
な
ぐ
「
高
付
加
価
値
コ
ン
テ

ン
ツ
創
造
機
能
」。
食
の
イ
ベ
ン
ト
や
研
修

等
を
通
し
て
、
職
人
間
の
交
流
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。
職
人

に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、「
人
と
の
程
よ
い
交

流
に
よ
っ
て
、
作
品
が
磨
か
れ
て
い
く
こ
と
」

で
あ
り
、
同
じ
空
間
に
住
ま
う
職
人
同
士
が

地
産
地
消
、
料
理
と
器
、
店
舗
や
イ
ベ
ン
ト

等
の
演
出
に
取
組
む
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
2
つ
目
に
は
事
業
者
と
し
て
求
め
ら
れ
る

総
務
・
経
理
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
を

I
C
T
で
支
援
す
る
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
機
能

で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
デ
ザ

イ
ン
、
ブ
ラ
ン
ド
構
築
と
い
っ
た
事
業
支
援
、

雇
用
促
進
や
資
金
調
達
、
各
種
書
類
作
成
等
、

事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を
集

「
創
造
的
職
人
宿
場
町
」

兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
福
住

株
式
会
社Local P

R
 P
lan

1

ケース
スタディ

1
．観
光
地
で
は
な
い

「
創
造
的
職
人
宿
場
町
」

「不動産再生からの観光地づくり」のケーススタディ…12

8
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か
。
そ
れ
ら
を
職
人
、
住
民
、
そ
し
て
時
に

は
福
住
を
好
き
に
な
っ
て
訪
れ
る
方
と
一
つ

一
つ
共
創
し
て
い
く
こ
と
を
通
し
て
、ビ
ジ
ョ

ン
の
共
有
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
に
は
、
福
住
の
ま
ち

づ
く
り
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
誰
な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
決
し
て
観
光
客
で
は
な
い
。
第
一

に
は
、
福
住
に
稼
ぐ
場
を
生
み
出
す
職
人
で

あ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
望
む
住
民
が
未
来

を
託
せ
る
移
住
者
な
の
で
あ
る
。ま
ず
、職
人
、

生
産
者
、
住
民
の
幸
せ
を
追
求
す
る
こ
と
が

福
住
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
底
に
あ
る
。

で
は
、
福
住
に
と
っ
て
の
観
光
地
づ
く
り
と
は

何
か
。
観
光
客
の
消
費
は
地
域
の
重
要
な

キ
ャ
ッ
シ
ュ
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
。
し
か
し
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
は
、
福
住
の
職

人
、住
民
の
幸
福
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。

　
福
住
の
生
み
出
す
プ
ロ
ダ
ク
ト
や
サ
ー
ビ

ス
は
、
あ
く
ま
で
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
が

ベ
ー
ス
に
あ
る
。
職
人
が
納
得
し
て
提
供
す

る
2
5
0
0
円
の
ラ
ン
チ
、
1
万
5
0
0
0

円
の
作
品
に
共
感
す
る
顧
客
（
観
光
客
）
を

惹
き
つ
け
る
こ
と
が
重
要
、
と
語
る
。「
こ

の
福
住
を
大
事
に
思
っ
て
く
れ
る
方
に
来
て

ほ
し
い
」「
人
に
伝
え
た
く
な
い
、
私
だ
け

の
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
安
達
氏
は
語

る
。L

o
cal P

R
 P
lan

の
目
標
は
ま
ち
に

外
資（
人
材
・
資
産
）を
流
入
さ
せ
る
こ
と（
エ

リ
ア
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）、
エ
リ
ア
内
企
業
の

外
資
獲
得
を
支
援
す
る
こ
と
（
エ
リ
ア
ア
ウ

ト
バ
ウ
ン
ド
）、
エ
リ
ア
内
の
価
値
を
再
定

義
、
事
業
化
す
る
こ
と
（
エ
リ
ア
Ｐ
Ｒ 

P
lan

）
を
掲
げ
る
。
福
住
の
観
光
地
づ
く
り

と
は
、
移
住
す
る
職
人
が
生
み
出
す
価
値
を
、

そ
の
価
値
を
適
切
に
伝
え
、
そ
こ
に
共
感
す

る
観
光
客
を
生
み
出
す
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
福
住
に
は
2
0
1
8
年
に
「
福
住
宿
場
町

ホ
テ
ルN

IP
P
O
N
IA

」
が
開
業
し
、
福
住

に
よ
り
長
く
滞
在
す
る
顧
客
も
確
実
に
増
え

て
い
る
。
こ
う
し
た
ホ
テ
ル
は
「
ま
ち
の
個

店
に
お
客
様
を
送
り
出
す
装
置
」
で
あ
り
、

宿
泊
・
滞
在
を
通
し
て
、
お
客
様
を
も
て
な

す
宿
場
町
の
街
並
み
の
中
で
職
人
・
生
産
者

が
生
み
出
す
こ
こ
に
し
か
な
い
サ
ー
ビ
ス
・

作
品
と
の
つ
な
が
り
や
体
験
を
生
み
出
す
観

光
地
づ
く
り
が
、「
創
造
的
職
人
宿
場
町
」

に
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
く
の
か
。
福
住

の
今
後
に
引
き
続
き
注
目
し
て
い
き
た
い
。

（
取
材
・
文
：
観
光
政
策
研
究
部

上
席
主
任
研
究
員 

中
野
文
彦
）

と
の
交
流
・
連
携
を
、
イ
ベ
ン
ト
等
と
通
し

て
行
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、移
住
者
と
空
き
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、

改
修
等
の
支
援
も
継
続
し
、
こ
う
し
た
活
動

を
通
じ
て
、「
2
0
1
6
年
ご
ろ
か
ら
『
職

人
を
呼
ぶ
町
』
と
い
っ
た
町
全
体
の
ビ
ジ
ョ

ン
が
ぼ
ん
や
り
と
見
え
始
め
た
」
と
安
達
氏

は
語
る
。
こ
こ
で
い
う
「
職
人
」
と
は
、
ア
ー

ト
、
ク
ラ
フ
ト
、
料
理
人
、
農
家
等
、
自
ら

生
産
す
る
と
と
も
に
、「
稼
ぐ
技
術
と
マ
イ

ン
ド
、
将
来
性
を
持
っ
た
人
材
」
で
あ
る
。

こ
う
し
た
移
住
者
が
、
福
住
を
舞
台
に
新
し

開
業
す
る
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
開
業
し
た

店
舗
は
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、ブ
ル
ワ
リ
ー
、

コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
レ
ザ
ー
工
房
、
自
転

車
工
房
、
有
機
農
法
の
農
園
、
パ
ン
工
房
、

吹
き
ガ
ラ
ス
工
房
、
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ

ン
、
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
、
自
然
素
材
に
よ

る
自
然
療
法
サ
ロ
ン
、染
め
物
工
房
、ス
ピ
ー

カ
ー
工
房
、
薪
ス
ト
ー
ブ
工
房
、
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
、
古
民
家
ホ
テ
ル
、
社
レ
ジ
デ
ン
ス
な

ど
、
非
常
に
多
彩
で
あ
る
。
中
に
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
全
国
に
フ
ァ
ン
を
持

つ
企
業
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
変
化
は
わ
ず
か
10
年
ほ
ど
の
間

に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

変
化
に
ず
っ
と
関
わ
っ
て
き
た
の
が
、
安
達

鷹
矢
氏
（
現
：
株
式
会
社Local P

R
 P
lan

代
表
取
締
役
）
で
あ
る
。

　
2
0
1
2
年
に
4
組
8
人
が
福
住
に
移
住

し
て
き
た
。
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
に
福
住
の
空

き
家
、
古
民
家
を
再
生
し
、
吹
き
ガ
ラ
ス
工

房
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
、
日
本
酒
B
A
R
を
開
業
し
た
の
が
、

福
住
の
不
動
産
再
生
の
最
初
で
あ
る
。
こ
れ

は
意
図
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
後
の

福
住
の
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
と
な
っ
た
。

　
I
T
企
業
を
退
社
し
、
2
0
1
1
年
に
福

住
に
移
住
し
た
安
達
氏
は
、
丹
波
篠
山
市
を

拠
点
に
古
民
家
再
生
に
取
組
む
一
般
社
団
法

人
N
O
T
E
に
所
属
し
て
、
移
住
者
と
空
き

家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り
組
み
、
福
住
の
古

民
家
再
生
に
関
わ
っ
た
。そ
の
後
、一
度
フ
リ
ー

と
な
っ
て
有
馬
温
泉
で
の
宿
の
運
営
修
業
や
、

前
職
を
活
か
し
た
E
C
や
P
R
に
よ
る
地
域

活
性
化
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
2
0
1
3
年

に
は
個
人
事
業
と
し
て
、
福
住
で
日
本
酒
Ｂ

Ａ
Ｒ
を
開
業
、
2
0
1
7
年
に
株
式
会
社

Local P
R
 P
lan

を
設
立
。
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
、

セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
を
開
始
し
た
。

　
移
住
者
が
増
え
始
め
た
2
0
1
6
年
に

は
、
地
域
の
事
業
者
と
と
も
に
、
移
住
者
と

住
民
の
交
流
の
場
を
意
図
し
た
「
住
吉
神
社

B
E
E
R
 T
E
R
R
A
C
E

」、
ま
ち
全
体
で
お
も

て
な
し
を
す
る
「
福
住
の
町
並
み
の
中
で
の

結
婚
式
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
手
掛
け
る
。
ま

た
、
2
軒
目
の
ブ
ル
ワ
リ
ー
が
開
業
し
た
の

を
き
っ
か
け
に
、
2
0
2
0
年
に
は
「
福
住

B
E
E
R
 S
T
R
E
E
T

」、
同
年
に
は
地
域
の
10

事
業
者
が
連
携
し
た
ゴ
ミ
・
ゼ
ロ
運
動

「FU
K
U
S
U
M
I Z
E
R
O
 C
iR
C
LE

」
を
実
施

す
る
等
、
移
住
・
開
業
者
間
の
、
ま
た
住
民

　
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
福
住
は
、
篠
山
城
下

町
か
ら
京
都
に
向
か
う
街
道
の
宿
場
町
。
人

口
約
1
3
0
0
人
、
6
0
0
世
帯
ほ
ど
で
、

宿
場
と
農
村
が
連
続
す
る
全
国
で
も
珍
し
い

街
並
み
を
有
す
る
地
域
で
あ
る
。
2
0
0
1

年
に
兵
庫
県
に
よ
る
景
観
形
成
地
区
指
定
調

査
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
住
民
参
加
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
」
な
ど
を
通
し
て
、

2
0
1
2
年
12
月
に
は
国
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
篠
山
城
下

町
か
ら
車
で
30
分
の
距
離
に
あ
り
な
が
ら
、

観
光
客
は
ほ
と
ん
ど
訪
れ
な
い
、
静
か
な
町

で
あ
っ
た
。

　
そ
の
静
か
な
宿
場
町
で
は
、現
在
、

移
住
者
が
1
0
0
人
を
超
え
、
空
き

家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
35
軒

（
2
0
2
2
年
11
月
現
在
）
ほ
ど
が

2
．幸
福
な
生
産
者
が

集
ま
る
ま
ち
を
目
指
す

事
業
者
と
し
て
の

取
り
組
み

離
に
あ
り
な
が
ら
、
工
房
等
が
広
く
と
れ
る

古
民
家
が
あ
る
こ
と
、
開
業
に
要
す
る
費
用

が
安
価
で
済
む
こ
と
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能

し
て
い
る
。
将
来
的
に
、「
福
住
地
域
不
動

産
（
仮
）」
と
い
う
構
想
も
あ
る
。
こ
う
し
た

マ
ッ
チ
ン
グ
の
際
に
重
視
す
る
の
は
、「
福

住
が
残
し
て
き
た
町
並
み
、
古
民
家
を
大
事

に
で
き
る
か
」、
さ
ら
に
「
福
住
で
ど
ん
な

価
値
を
生
み
出
せ
る
の
か
」「
3
年
、
無
収

入
で
も
事
業
を
維
持
で
き
る
か
」
な
ど
、
ビ

ジ
ョ
ン
を
共
有
で
き
る
こ
と
。
事
業
を
起
こ

す
技
術
、
マ
イ
ン
ド
、
将
来
性
が
あ
る
移
住

者
を
「
適
切
な
移
住
者
」
と
し
て
積
極
的
な

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
、
福
住
の
ビ
ジ
ョ
ン
の

浸
透
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。「
創
造

的
職
人
宿
場
町
」
と
は
誰
の
た
め
の
ビ
ジ
ョ

ン
か
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
何
に
取
組
む
の

中
さ
せ
る
こ
と

で
、
福
住
の
職
人

が
作
品
づ
く
り
に

集
中
で
き
る
環
境

を
整
え
る
。「
職

人
の
幸
福
と
は
自

分
の
作
品
を
ど
こ

ま
で
追
求
で
き
る

か
」
で
あ
り
、「
利

益
/
時
間
（
時
間

単
価
）
×
業
務
時

間
×
満
足
度
・
納

得
度
＝
仕
事
の
幸

福
度
」、
と
考
え
て
い
る
。

　
3
つ
目
は
、
高
付
加
価
値
の
食
や
サ
ー
ビ

ス
体
験
を
創
る
「
人
材
育
成
」
で
あ
る
。
地

産
地
消
の
生
産
者
の
想
い
、
そ
れ
を
受
け
た

料
理
人
や
、
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
に
盛
ら
れ
た

調
理
、
サ
ー
ビ
ス
や
ガ
イ
ド
の
す
べ
て
を
含

め
て
「
美
食
体
験
」、
食
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
受
け
入
れ
・
活
動
支
援
や
食
に
ま
つ

わ
る
地
域
活
動
を
通
し
て
、
美
食
体
験
を
生

み
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
住
民
に
対
し
て
も
、
自
治
会
や
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
と
の
連
携
を
通
し
て
、
移

住
者
と
の
交
流
の
場
を
積
極
的
に
設
け
て
い

る
。
実
際
の
住
民
の
反
応
は
「
20
％
が
応
援

し
て
く
れ
る
し
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
く
れ

る
。
60
％
は
静
観
、
富
裕
層
。
20
％
は
反
対

意
見
の
住
民
も
い
る
」
の
で
あ
る
が
、
福
住
に

い
ろ
い
ろ
な
若
い
人
が
来
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
、
か
つ
て
の
宿
場
町
の
賑
わ
い
を
取
り

戻
し
て
い
く
姿
を
見
て
、
応
援
や
時
に
は
と

も
に
楽
し
む
等
、
変
化
す
る
福
住
に
対
し
て
、

地
域
の
未
来
の
姿
を
描
く
声
も
聞
か
れ
る
。

　
さ
ら
に
、地
域
と
の
信
頼
関
係
が
築
か
れ
、

空
き
家
活
用
の
相
談
に
乗
る
、
時
に
は
活
用

の
た
め
に
預
か
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
。
安

達
氏
は
2
0
2
0
年
か
ら
兵
庫
県
「
戦
略
的

移
住
推
進
事
業
」
の
「
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
と
し
て
も
活
動
す
る
が
、
地
域
で
偶

発
的
、
突
発
的
に
発
生
す
る
空
き
家
を
、
適

切
な
移
住
（
開
業
）
希
望
者
と
マ
ッ
チ
ン
グ

地
方
創
生
、観
光
地
づ
く
り
の
中
で
、

不
動
産
の
再
生
に
よ
っ
て
、何
を
生
み
出
し
て
き
た
の
か
。

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
の
過
程
、

今
後
の
可
能
性
や
克
服
す
る
べ
き
課
題
に
つ
い
て
、

４
つ
の
地
域
の
事
例
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

2
「
不
動
産
再
生
か
ら
の
観
光
地
づ
く
り
」の

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

い
価
値
を
生
み
出
し
、
来
訪
者
に
よ
る
現
地

で
の
消
費
、地
産
地
消
に
よ
る
地
域
内
循
環
、

Ｅ
Ｃ
な
ど
を
通
し
た
外
部
へ
の
販
売
を
生
み

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
住
に
こ
れ
ま
で
に

な
か
っ
た
産
業
が
継
続
・
拡
大
し
、
福
住
の

空
き
家
が「
稼
ぐ
場
」と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
く
の
で
あ
る
。

　「
福
住
に
は
、
職
人
を
刺
激
す
る
空
間
が

あ
る
」
と
安
達
氏
は
語
る
。
伝
建
地
区
で
も

あ
る
福
住
に
は
統
一
感
の
あ
る
町
並
み
、
農

村
と
町
並
み
の
景
観
、
生
産
と
暮
ら
し
の
調

和
と
い
っ
た
日
本
の
伝
統
的
な
美
学
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
伝
統
的
に
農
業
等
の
生
産
地
で

も
あ
る
気
風
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
京
阪
神

と
い
う
都
市
部
か
ら
1
時
間
程
度
と
い
う
距

性
を
広
げ
、
職
人
を
志
す
人
々
を
惹
き
つ
け

る
要
素
と
な
っ
た
。

　
最
近
で
は
、
生
産
に
集
中
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
企
図
し
、「
福
住
事
業
組
合 G

reen 

O
rchestra

」
と
し
て
、
3
つ
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
1
つ
目
は
、
福
住
の
食
、
料
理
、
ク
ラ
フ

ト
ア
ー
ト
を
つ
な
ぐ
「
高
付
加
価
値
コ
ン
テ

ン
ツ
創
造
機
能
」。
食
の
イ
ベ
ン
ト
や
研
修

等
を
通
し
て
、
職
人
間
の
交
流
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。
職
人

に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、「
人
と
の
程
よ
い
交

流
に
よ
っ
て
、
作
品
が
磨
か
れ
て
い
く
こ
と
」

で
あ
り
、
同
じ
空
間
に
住
ま
う
職
人
同
士
が

地
産
地
消
、
料
理
と
器
、
店
舗
や
イ
ベ
ン
ト

等
の
演
出
に
取
組
む
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
2
つ
目
に
は
事
業
者
と
し
て
求
め
ら
れ
る

総
務
・
経
理
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
を

I
C
T
で
支
援
す
る
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
機
能

で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
デ
ザ

イ
ン
、
ブ
ラ
ン
ド
構
築
と
い
っ
た
事
業
支
援
、

雇
用
促
進
や
資
金
調
達
、
各
種
書
類
作
成
等
、

事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を
集

「
創
造
的
職
人
宿
場
町
」

兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
福
住

株
式
会
社Local P

R
 P
lan

1

ケース
スタディ

1
．観
光
地
で
は
な
い

「
創
造
的
職
人
宿
場
町
」

「不動産再生からの観光地づくり」のケーススタディ…12
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か
。
そ
れ
ら
を
職
人
、
住
民
、
そ
し
て
時
に

は
福
住
を
好
き
に
な
っ
て
訪
れ
る
方
と
一
つ

一
つ
共
創
し
て
い
く
こ
と
を
通
し
て
、ビ
ジ
ョ

ン
の
共
有
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
に
は
、
福
住
の
ま
ち

づ
く
り
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
誰
な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
決
し
て
観
光
客
で
は
な
い
。
第
一

に
は
、
福
住
に
稼
ぐ
場
を
生
み
出
す
職
人
で

あ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
望
む
住
民
が
未
来

を
託
せ
る
移
住
者
な
の
で
あ
る
。ま
ず
、職
人
、

生
産
者
、
住
民
の
幸
せ
を
追
求
す
る
こ
と
が

福
住
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
底
に
あ
る
。

で
は
、
福
住
に
と
っ
て
の
観
光
地
づ
く
り
と
は

何
か
。
観
光
客
の
消
費
は
地
域
の
重
要
な

キ
ャ
ッ
シ
ュ
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
。
し
か
し
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
は
、
福
住
の
職

人
、住
民
の
幸
福
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。

　
福
住
の
生
み
出
す
プ
ロ
ダ
ク
ト
や
サ
ー
ビ

ス
は
、
あ
く
ま
で
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
が

ベ
ー
ス
に
あ
る
。
職
人
が
納
得
し
て
提
供
す

る
2
5
0
0
円
の
ラ
ン
チ
、
1
万
5
0
0
0

円
の
作
品
に
共
感
す
る
顧
客
（
観
光
客
）
を

惹
き
つ
け
る
こ
と
が
重
要
、
と
語
る
。「
こ

の
福
住
を
大
事
に
思
っ
て
く
れ
る
方
に
来
て

ほ
し
い
」「
人
に
伝
え
た
く
な
い
、
私
だ
け

の
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
安
達
氏
は
語

る
。L

o
cal P

R
 P
lan

の
目
標
は
ま
ち
に

外
資（
人
材
・
資
産
）を
流
入
さ
せ
る
こ
と（
エ

リ
ア
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）、
エ
リ
ア
内
企
業
の

外
資
獲
得
を
支
援
す
る
こ
と
（
エ
リ
ア
ア
ウ

ト
バ
ウ
ン
ド
）、
エ
リ
ア
内
の
価
値
を
再
定

義
、
事
業
化
す
る
こ
と
（
エ
リ
ア
Ｐ
Ｒ 

P
lan

）
を
掲
げ
る
。
福
住
の
観
光
地
づ
く
り

と
は
、
移
住
す
る
職
人
が
生
み
出
す
価
値
を
、

そ
の
価
値
を
適
切
に
伝
え
、
そ
こ
に
共
感
す

る
観
光
客
を
生
み
出
す
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
福
住
に
は
2
0
1
8
年
に
「
福
住
宿
場
町

ホ
テ
ルN

IP
P
O
N
IA

」
が
開
業
し
、
福
住

に
よ
り
長
く
滞
在
す
る
顧
客
も
確
実
に
増
え

て
い
る
。
こ
う
し
た
ホ
テ
ル
は
「
ま
ち
の
個

店
に
お
客
様
を
送
り
出
す
装
置
」
で
あ
り
、

宿
泊
・
滞
在
を
通
し
て
、
お
客
様
を
も
て
な

す
宿
場
町
の
街
並
み
の
中
で
職
人
・
生
産
者

が
生
み
出
す
こ
こ
に
し
か
な
い
サ
ー
ビ
ス
・

作
品
と
の
つ
な
が
り
や
体
験
を
生
み
出
す
観

光
地
づ
く
り
が
、「
創
造
的
職
人
宿
場
町
」

に
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
く
の
か
。
福
住

の
今
後
に
引
き
続
き
注
目
し
て
い
き
た
い
。

（
取
材
・
文
：
観
光
政
策
研
究
部

上
席
主
任
研
究
員 

中
野
文
彦
）

と
の
交
流
・
連
携
を
、
イ
ベ
ン
ト
等
と
通
し

て
行
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、移
住
者
と
空
き
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、

改
修
等
の
支
援
も
継
続
し
、
こ
う
し
た
活
動

を
通
じ
て
、「
2
0
1
6
年
ご
ろ
か
ら
『
職

人
を
呼
ぶ
町
』
と
い
っ
た
町
全
体
の
ビ
ジ
ョ

ン
が
ぼ
ん
や
り
と
見
え
始
め
た
」
と
安
達
氏

は
語
る
。
こ
こ
で
い
う
「
職
人
」
と
は
、
ア
ー

ト
、
ク
ラ
フ
ト
、
料
理
人
、
農
家
等
、
自
ら

生
産
す
る
と
と
も
に
、「
稼
ぐ
技
術
と
マ
イ

ン
ド
、
将
来
性
を
持
っ
た
人
材
」
で
あ
る
。

こ
う
し
た
移
住
者
が
、
福
住
を
舞
台
に
新
し

開
業
す
る
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
開
業
し
た

店
舗
は
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、ブ
ル
ワ
リ
ー
、

コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
レ
ザ
ー
工
房
、
自
転

車
工
房
、
有
機
農
法
の
農
園
、
パ
ン
工
房
、

吹
き
ガ
ラ
ス
工
房
、
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ

ン
、
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
、
自
然
素
材
に
よ

る
自
然
療
法
サ
ロ
ン
、染
め
物
工
房
、ス
ピ
ー

カ
ー
工
房
、
薪
ス
ト
ー
ブ
工
房
、
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
、
古
民
家
ホ
テ
ル
、
社
レ
ジ
デ
ン
ス
な

ど
、
非
常
に
多
彩
で
あ
る
。
中
に
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
全
国
に
フ
ァ
ン
を
持

つ
企
業
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
変
化
は
わ
ず
か
10
年
ほ
ど
の
間

に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

変
化
に
ず
っ
と
関
わ
っ
て
き
た
の
が
、
安
達

鷹
矢
氏
（
現
：
株
式
会
社Local P

R
 P
lan

代
表
取
締
役
）
で
あ
る
。

　
2
0
1
2
年
に
4
組
8
人
が
福
住
に
移
住

し
て
き
た
。
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
に
福
住
の
空

き
家
、
古
民
家
を
再
生
し
、
吹
き
ガ
ラ
ス
工

房
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
、
日
本
酒
B
A
R
を
開
業
し
た
の
が
、

福
住
の
不
動
産
再
生
の
最
初
で
あ
る
。
こ
れ

は
意
図
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
後
の

福
住
の
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
と
な
っ
た
。

　
I
T
企
業
を
退
社
し
、
2
0
1
1
年
に
福

住
に
移
住
し
た
安
達
氏
は
、
丹
波
篠
山
市
を

拠
点
に
古
民
家
再
生
に
取
組
む
一
般
社
団
法

人
N
O
T
E
に
所
属
し
て
、
移
住
者
と
空
き

家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り
組
み
、
福
住
の
古

民
家
再
生
に
関
わ
っ
た
。そ
の
後
、一
度
フ
リ
ー

と
な
っ
て
有
馬
温
泉
で
の
宿
の
運
営
修
業
や
、

前
職
を
活
か
し
た
E
C
や
P
R
に
よ
る
地
域

活
性
化
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
2
0
1
3
年

に
は
個
人
事
業
と
し
て
、
福
住
で
日
本
酒
Ｂ

Ａ
Ｒ
を
開
業
、
2
0
1
7
年
に
株
式
会
社

Local P
R
 P
lan

を
設
立
。
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
、

セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
を
開
始
し
た
。

　
移
住
者
が
増
え
始
め
た
2
0
1
6
年
に

は
、
地
域
の
事
業
者
と
と
も
に
、
移
住
者
と

住
民
の
交
流
の
場
を
意
図
し
た
「
住
吉
神
社

B
E
E
R
 T
E
R
R
A
C
E

」、
ま
ち
全
体
で
お
も

て
な
し
を
す
る
「
福
住
の
町
並
み
の
中
で
の

結
婚
式
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
手
掛
け
る
。
ま

た
、
2
軒
目
の
ブ
ル
ワ
リ
ー
が
開
業
し
た
の

を
き
っ
か
け
に
、
2
0
2
0
年
に
は
「
福
住

B
E
E
R
 S
T
R
E
E
T

」、
同
年
に
は
地
域
の
10

事
業
者
が
連
携
し
た
ゴ
ミ
・
ゼ
ロ
運
動

「FU
K
U
S
U
M
I Z
E
R
O
 C
iR
C
LE

」
を
実
施

す
る
等
、
移
住
・
開
業
者
間
の
、
ま
た
住
民

　
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
福
住
は
、
篠
山
城
下

町
か
ら
京
都
に
向
か
う
街
道
の
宿
場
町
。
人

口
約
1
3
0
0
人
、
6
0
0
世
帯
ほ
ど
で
、

宿
場
と
農
村
が
連
続
す
る
全
国
で
も
珍
し
い

街
並
み
を
有
す
る
地
域
で
あ
る
。
2
0
0
1

年
に
兵
庫
県
に
よ
る
景
観
形
成
地
区
指
定
調

査
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
住
民
参
加
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
」
な
ど
を
通
し
て
、

2
0
1
2
年
12
月
に
は
国
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
篠
山
城
下

町
か
ら
車
で
30
分
の
距
離
に
あ
り
な
が
ら
、

観
光
客
は
ほ
と
ん
ど
訪
れ
な
い
、
静
か
な
町

で
あ
っ
た
。

　
そ
の
静
か
な
宿
場
町
で
は
、現
在
、

移
住
者
が
1
0
0
人
を
超
え
、
空
き

家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
35
軒

（
2
0
2
2
年
11
月
現
在
）
ほ
ど
が

3
．「
福
住
事
業
組
合
」

に
よ
る
職
人
の
た
め
の

環
境
づ
く
り

4
．福
住
に
と
っ
て
の

観
光
地
づ
く
り

離
に
あ
り
な
が
ら
、
工
房
等
が
広
く
と
れ
る

古
民
家
が
あ
る
こ
と
、
開
業
に
要
す
る
費
用

が
安
価
で
済
む
こ
と
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能

し
て
い
る
。
将
来
的
に
、「
福
住
地
域
不
動

産
（
仮
）」
と
い
う
構
想
も
あ
る
。
こ
う
し
た

マ
ッ
チ
ン
グ
の
際
に
重
視
す
る
の
は
、「
福

住
が
残
し
て
き
た
町
並
み
、
古
民
家
を
大
事

に
で
き
る
か
」、
さ
ら
に
「
福
住
で
ど
ん
な

価
値
を
生
み
出
せ
る
の
か
」「
3
年
、
無
収

入
で
も
事
業
を
維
持
で
き
る
か
」
な
ど
、
ビ

ジ
ョ
ン
を
共
有
で
き
る
こ
と
。
事
業
を
起
こ

す
技
術
、
マ
イ
ン
ド
、
将
来
性
が
あ
る
移
住

者
を
「
適
切
な
移
住
者
」
と
し
て
積
極
的
な

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
、
福
住
の
ビ
ジ
ョ
ン
の

浸
透
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。「
創
造

的
職
人
宿
場
町
」
と
は
誰
の
た
め
の
ビ
ジ
ョ

ン
か
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
何
に
取
組
む
の

中
さ
せ
る
こ
と

で
、
福
住
の
職
人

が
作
品
づ
く
り
に

集
中
で
き
る
環
境

を
整
え
る
。「
職

人
の
幸
福
と
は
自

分
の
作
品
を
ど
こ

ま
で
追
求
で
き
る

か
」
で
あ
り
、「
利

益
/
時
間
（
時
間

単
価
）
×
業
務
時

間
×
満
足
度
・
納

得
度
＝
仕
事
の
幸

福
度
」、
と
考
え
て
い
る
。

　
3
つ
目
は
、
高
付
加
価
値
の
食
や
サ
ー
ビ

ス
体
験
を
創
る
「
人
材
育
成
」
で
あ
る
。
地

産
地
消
の
生
産
者
の
想
い
、
そ
れ
を
受
け
た

料
理
人
や
、
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
に
盛
ら
れ
た

調
理
、
サ
ー
ビ
ス
や
ガ
イ
ド
の
す
べ
て
を
含

め
て
「
美
食
体
験
」、
食
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
受
け
入
れ
・
活
動
支
援
や
食
に
ま
つ

わ
る
地
域
活
動
を
通
し
て
、
美
食
体
験
を
生

み
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
住
民
に
対
し
て
も
、
自
治
会
や
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
と
の
連
携
を
通
し
て
、
移

住
者
と
の
交
流
の
場
を
積
極
的
に
設
け
て
い

る
。
実
際
の
住
民
の
反
応
は
「
20
％
が
応
援

し
て
く
れ
る
し
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
く
れ

る
。
60
％
は
静
観
、
富
裕
層
。
20
％
は
反
対

意
見
の
住
民
も
い
る
」
の
で
あ
る
が
、
福
住
に

い
ろ
い
ろ
な
若
い
人
が
来
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
、
か
つ
て
の
宿
場
町
の
賑
わ
い
を
取
り

戻
し
て
い
く
姿
を
見
て
、
応
援
や
時
に
は
と

も
に
楽
し
む
等
、
変
化
す
る
福
住
に
対
し
て
、

地
域
の
未
来
の
姿
を
描
く
声
も
聞
か
れ
る
。

　
さ
ら
に
、地
域
と
の
信
頼
関
係
が
築
か
れ
、

空
き
家
活
用
の
相
談
に
乗
る
、
時
に
は
活
用

の
た
め
に
預
か
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
。
安

達
氏
は
2
0
2
0
年
か
ら
兵
庫
県
「
戦
略
的

移
住
推
進
事
業
」
の
「
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
と
し
て
も
活
動
す
る
が
、
地
域
で
偶

発
的
、
突
発
的
に
発
生
す
る
空
き
家
を
、
適

切
な
移
住
（
開
業
）
希
望
者
と
マ
ッ
チ
ン
グ

い
価
値
を
生
み
出
し
、
来
訪
者
に
よ
る
現
地

で
の
消
費
、地
産
地
消
に
よ
る
地
域
内
循
環
、

Ｅ
Ｃ
な
ど
を
通
し
た
外
部
へ
の
販
売
を
生
み

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
住
に
こ
れ
ま
で
に

な
か
っ
た
産
業
が
継
続
・
拡
大
し
、
福
住
の

空
き
家
が「
稼
ぐ
場
」と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
く
の
で
あ
る
。

　「
福
住
に
は
、
職
人
を
刺
激
す
る
空
間
が

あ
る
」
と
安
達
氏
は
語
る
。
伝
建
地
区
で
も

あ
る
福
住
に
は
統
一
感
の
あ
る
町
並
み
、
農

村
と
町
並
み
の
景
観
、
生
産
と
暮
ら
し
の
調

和
と
い
っ
た
日
本
の
伝
統
的
な
美
学
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
伝
統
的
に
農
業
等
の
生
産
地
で

も
あ
る
気
風
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
京
阪
神

と
い
う
都
市
部
か
ら
1
時
間
程
度
と
い
う
距

性
を
広
げ
、
職
人
を
志
す
人
々
を
惹
き
つ
け

る
要
素
と
な
っ
た
。

　
最
近
で
は
、
生
産
に
集
中
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
企
図
し
、「
福
住
事
業
組
合 G
reen 

O
rchestra

」
と
し
て
、
3
つ
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
1
つ
目
は
、
福
住
の
食
、
料
理
、
ク
ラ
フ

ト
ア
ー
ト
を
つ
な
ぐ
「
高
付
加
価
値
コ
ン
テ

ン
ツ
創
造
機
能
」。
食
の
イ
ベ
ン
ト
や
研
修

等
を
通
し
て
、
職
人
間
の
交
流
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。
職
人

に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、「
人
と
の
程
よ
い
交

流
に
よ
っ
て
、
作
品
が
磨
か
れ
て
い
く
こ
と
」

で
あ
り
、
同
じ
空
間
に
住
ま
う
職
人
同
士
が

地
産
地
消
、
料
理
と
器
、
店
舗
や
イ
ベ
ン
ト

等
の
演
出
に
取
組
む
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
2
つ
目
に
は
事
業
者
と
し
て
求
め
ら
れ
る

総
務
・
経
理
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
を

I
C
T
で
支
援
す
る
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
機
能

で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
デ
ザ

イ
ン
、
ブ
ラ
ン
ド
構
築
と
い
っ
た
事
業
支
援
、

雇
用
促
進
や
資
金
調
達
、
各
種
書
類
作
成
等
、

事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を
集

●兵庫県丹波篠山市福住プロフィール
人口…………約1,300人
面積…………（伝統的建造物群保存地区）約25.2ha（東西約3,260m、南北約460m）
●株式会社Local PR Planプロフィール
設立…………2017年7月
所在地………〒669-2513 兵庫県丹波篠山市福住1355
事業内容……地域の個性を基軸にしたPR事業計画と実行、
　　　　　地域総合計画（エリアマネジメント「宿場町福住」「里山集落後川」）
○取材協力／株式会社Local PR Plan 代表取締役・安達鷹矢氏

天然酵母パ
ン屋なりとパ
ン（地元の食
材をふんだん
に用いたラン
チを提供。左
写真の右側は
安達氏）

「不動産再生からの観光地づくり」のケーススタディ…12
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福住宿場町
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か
。
そ
れ
ら
を
職
人
、
住
民
、
そ
し
て
時
に

は
福
住
を
好
き
に
な
っ
て
訪
れ
る
方
と
一
つ

一
つ
共
創
し
て
い
く
こ
と
を
通
し
て
、ビ
ジ
ョ

ン
の
共
有
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
に
は
、
福
住
の
ま
ち

づ
く
り
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
誰
な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
決
し
て
観
光
客
で
は
な
い
。
第
一

に
は
、
福
住
に
稼
ぐ
場
を
生
み
出
す
職
人
で

あ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
望
む
住
民
が
未
来

を
託
せ
る
移
住
者
な
の
で
あ
る
。ま
ず
、職
人
、

生
産
者
、
住
民
の
幸
せ
を
追
求
す
る
こ
と
が

福
住
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
底
に
あ
る
。

で
は
、
福
住
に
と
っ
て
の
観
光
地
づ
く
り
と
は

何
か
。
観
光
客
の
消
費
は
地
域
の
重
要
な

キ
ャ
ッ
シ
ュ
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
。
し
か
し
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
は
、
福
住
の
職

人
、住
民
の
幸
福
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。

　
福
住
の
生
み
出
す
プ
ロ
ダ
ク
ト
や
サ
ー
ビ

ス
は
、
あ
く
ま
で
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
が

ベ
ー
ス
に
あ
る
。
職
人
が
納
得
し
て
提
供
す

る
2
5
0
0
円
の
ラ
ン
チ
、
1
万
5
0
0
0

円
の
作
品
に
共
感
す
る
顧
客
（
観
光
客
）
を

惹
き
つ
け
る
こ
と
が
重
要
、
と
語
る
。「
こ

の
福
住
を
大
事
に
思
っ
て
く
れ
る
方
に
来
て

ほ
し
い
」「
人
に
伝
え
た
く
な
い
、
私
だ
け

の
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
安
達
氏
は
語

る
。L

o
cal P

R
 P
lan

の
目
標
は
ま
ち
に

外
資（
人
材
・
資
産
）を
流
入
さ
せ
る
こ
と（
エ

リ
ア
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）、
エ
リ
ア
内
企
業
の

外
資
獲
得
を
支
援
す
る
こ
と
（
エ
リ
ア
ア
ウ

ト
バ
ウ
ン
ド
）、
エ
リ
ア
内
の
価
値
を
再
定

義
、
事
業
化
す
る
こ
と
（
エ
リ
ア
Ｐ
Ｒ 

P
lan

）
を
掲
げ
る
。
福
住
の
観
光
地
づ
く
り

と
は
、
移
住
す
る
職
人
が
生
み
出
す
価
値
を
、

そ
の
価
値
を
適
切
に
伝
え
、
そ
こ
に
共
感
す

る
観
光
客
を
生
み
出
す
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
福
住
に
は
2
0
1
8
年
に
「
福
住
宿
場
町

ホ
テ
ルN

IP
P
O
N
IA

」
が
開
業
し
、
福
住

に
よ
り
長
く
滞
在
す
る
顧
客
も
確
実
に
増
え

て
い
る
。
こ
う
し
た
ホ
テ
ル
は
「
ま
ち
の
個

店
に
お
客
様
を
送
り
出
す
装
置
」
で
あ
り
、

宿
泊
・
滞
在
を
通
し
て
、
お
客
様
を
も
て
な

す
宿
場
町
の
街
並
み
の
中
で
職
人
・
生
産
者

が
生
み
出
す
こ
こ
に
し
か
な
い
サ
ー
ビ
ス
・

作
品
と
の
つ
な
が
り
や
体
験
を
生
み
出
す
観

光
地
づ
く
り
が
、「
創
造
的
職
人
宿
場
町
」

に
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
く
の
か
。
福
住

の
今
後
に
引
き
続
き
注
目
し
て
い
き
た
い
。

（
取
材
・
文
：
観
光
政
策
研
究
部

上
席
主
任
研
究
員 

中
野
文
彦
）

と
の
交
流
・
連
携
を
、
イ
ベ
ン
ト
等
と
通
し

て
行
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、移
住
者
と
空
き
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、

改
修
等
の
支
援
も
継
続
し
、
こ
う
し
た
活
動

を
通
じ
て
、「
2
0
1
6
年
ご
ろ
か
ら
『
職

人
を
呼
ぶ
町
』
と
い
っ
た
町
全
体
の
ビ
ジ
ョ

ン
が
ぼ
ん
や
り
と
見
え
始
め
た
」
と
安
達
氏

は
語
る
。
こ
こ
で
い
う
「
職
人
」
と
は
、
ア
ー

ト
、
ク
ラ
フ
ト
、
料
理
人
、
農
家
等
、
自
ら

生
産
す
る
と
と
も
に
、「
稼
ぐ
技
術
と
マ
イ

ン
ド
、
将
来
性
を
持
っ
た
人
材
」
で
あ
る
。

こ
う
し
た
移
住
者
が
、
福
住
を
舞
台
に
新
し

開
業
す
る
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
開
業
し
た

店
舗
は
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、ブ
ル
ワ
リ
ー
、

コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
レ
ザ
ー
工
房
、
自
転

車
工
房
、
有
機
農
法
の
農
園
、
パ
ン
工
房
、

吹
き
ガ
ラ
ス
工
房
、
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ

ン
、
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
、
自
然
素
材
に
よ

る
自
然
療
法
サ
ロ
ン
、染
め
物
工
房
、ス
ピ
ー

カ
ー
工
房
、
薪
ス
ト
ー
ブ
工
房
、
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
、
古
民
家
ホ
テ
ル
、
社
レ
ジ
デ
ン
ス
な

ど
、
非
常
に
多
彩
で
あ
る
。
中
に
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
全
国
に
フ
ァ
ン
を
持

つ
企
業
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
変
化
は
わ
ず
か
10
年
ほ
ど
の
間

に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

変
化
に
ず
っ
と
関
わ
っ
て
き
た
の
が
、
安
達

鷹
矢
氏
（
現
：
株
式
会
社Local P

R
 P
lan

代
表
取
締
役
）
で
あ
る
。

　
2
0
1
2
年
に
4
組
8
人
が
福
住
に
移
住

し
て
き
た
。
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
に
福
住
の
空

き
家
、
古
民
家
を
再
生
し
、
吹
き
ガ
ラ
ス
工

房
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
、
日
本
酒
B
A
R
を
開
業
し
た
の
が
、

福
住
の
不
動
産
再
生
の
最
初
で
あ
る
。
こ
れ

は
意
図
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
後
の

福
住
の
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
と
な
っ
た
。

　
I
T
企
業
を
退
社
し
、
2
0
1
1
年
に
福

住
に
移
住
し
た
安
達
氏
は
、
丹
波
篠
山
市
を

拠
点
に
古
民
家
再
生
に
取
組
む
一
般
社
団
法

人
N
O
T
E
に
所
属
し
て
、
移
住
者
と
空
き

家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り
組
み
、
福
住
の
古

民
家
再
生
に
関
わ
っ
た
。そ
の
後
、一
度
フ
リ
ー

と
な
っ
て
有
馬
温
泉
で
の
宿
の
運
営
修
業
や
、

前
職
を
活
か
し
た
E
C
や
P
R
に
よ
る
地
域

活
性
化
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
2
0
1
3
年

に
は
個
人
事
業
と
し
て
、
福
住
で
日
本
酒
Ｂ

Ａ
Ｒ
を
開
業
、
2
0
1
7
年
に
株
式
会
社

Local P
R
 P
lan

を
設
立
。
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
、

セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
を
開
始
し
た
。

　
移
住
者
が
増
え
始
め
た
2
0
1
6
年
に

は
、
地
域
の
事
業
者
と
と
も
に
、
移
住
者
と

住
民
の
交
流
の
場
を
意
図
し
た
「
住
吉
神
社

B
E
E
R
 T
E
R
R
A
C
E

」、
ま
ち
全
体
で
お
も

て
な
し
を
す
る
「
福
住
の
町
並
み
の
中
で
の

結
婚
式
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
手
掛
け
る
。
ま

た
、
2
軒
目
の
ブ
ル
ワ
リ
ー
が
開
業
し
た
の

を
き
っ
か
け
に
、
2
0
2
0
年
に
は
「
福
住

B
E
E
R
 S
T
R
E
E
T

」、
同
年
に
は
地
域
の
10

事
業
者
が
連
携
し
た
ゴ
ミ
・
ゼ
ロ
運
動

「FU
K
U
S
U
M
I Z
E
R
O
 C
iR
C
LE

」
を
実
施

す
る
等
、
移
住
・
開
業
者
間
の
、
ま
た
住
民

　
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
福
住
は
、
篠
山
城
下

町
か
ら
京
都
に
向
か
う
街
道
の
宿
場
町
。
人

口
約
1
3
0
0
人
、
6
0
0
世
帯
ほ
ど
で
、

宿
場
と
農
村
が
連
続
す
る
全
国
で
も
珍
し
い

街
並
み
を
有
す
る
地
域
で
あ
る
。
2
0
0
1

年
に
兵
庫
県
に
よ
る
景
観
形
成
地
区
指
定
調

査
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
住
民
参
加
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
」
な
ど
を
通
し
て
、

2
0
1
2
年
12
月
に
は
国
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
篠
山
城
下

町
か
ら
車
で
30
分
の
距
離
に
あ
り
な
が
ら
、

観
光
客
は
ほ
と
ん
ど
訪
れ
な
い
、
静
か
な
町

で
あ
っ
た
。

　
そ
の
静
か
な
宿
場
町
で
は
、現
在
、

移
住
者
が
1
0
0
人
を
超
え
、
空
き

家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
35
軒

（
2
0
2
2
年
11
月
現
在
）
ほ
ど
が

3
．「
福
住
事
業
組
合
」

に
よ
る
職
人
の
た
め
の

環
境
づ
く
り

4
．福
住
に
と
っ
て
の

観
光
地
づ
く
り

離
に
あ
り
な
が
ら
、
工
房
等
が
広
く
と
れ
る

古
民
家
が
あ
る
こ
と
、
開
業
に
要
す
る
費
用

が
安
価
で
済
む
こ
と
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能

し
て
い
る
。
将
来
的
に
、「
福
住
地
域
不
動

産
（
仮
）」
と
い
う
構
想
も
あ
る
。
こ
う
し
た

マ
ッ
チ
ン
グ
の
際
に
重
視
す
る
の
は
、「
福

住
が
残
し
て
き
た
町
並
み
、
古
民
家
を
大
事

に
で
き
る
か
」、
さ
ら
に
「
福
住
で
ど
ん
な

価
値
を
生
み
出
せ
る
の
か
」「
3
年
、
無
収

入
で
も
事
業
を
維
持
で
き
る
か
」
な
ど
、
ビ

ジ
ョ
ン
を
共
有
で
き
る
こ
と
。
事
業
を
起
こ

す
技
術
、
マ
イ
ン
ド
、
将
来
性
が
あ
る
移
住

者
を
「
適
切
な
移
住
者
」
と
し
て
積
極
的
な

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
、
福
住
の
ビ
ジ
ョ
ン
の

浸
透
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。「
創
造

的
職
人
宿
場
町
」
と
は
誰
の
た
め
の
ビ
ジ
ョ

ン
か
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
何
に
取
組
む
の

中
さ
せ
る
こ
と

で
、
福
住
の
職
人

が
作
品
づ
く
り
に

集
中
で
き
る
環
境

を
整
え
る
。「
職

人
の
幸
福
と
は
自

分
の
作
品
を
ど
こ

ま
で
追
求
で
き
る

か
」
で
あ
り
、「
利

益
/
時
間
（
時
間

単
価
）
×
業
務
時

間
×
満
足
度
・
納

得
度
＝
仕
事
の
幸

福
度
」、
と
考
え
て
い
る
。

　
3
つ
目
は
、
高
付
加
価
値
の
食
や
サ
ー
ビ

ス
体
験
を
創
る
「
人
材
育
成
」
で
あ
る
。
地

産
地
消
の
生
産
者
の
想
い
、
そ
れ
を
受
け
た

料
理
人
や
、
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
に
盛
ら
れ
た

調
理
、
サ
ー
ビ
ス
や
ガ
イ
ド
の
す
べ
て
を
含

め
て
「
美
食
体
験
」、
食
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
受
け
入
れ
・
活
動
支
援
や
食
に
ま
つ

わ
る
地
域
活
動
を
通
し
て
、
美
食
体
験
を
生

み
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
住
民
に
対
し
て
も
、
自
治
会
や
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
と
の
連
携
を
通
し
て
、
移

住
者
と
の
交
流
の
場
を
積
極
的
に
設
け
て
い

る
。
実
際
の
住
民
の
反
応
は
「
20
％
が
応
援

し
て
く
れ
る
し
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
く
れ

る
。
60
％
は
静
観
、
富
裕
層
。
20
％
は
反
対

意
見
の
住
民
も
い
る
」
の
で
あ
る
が
、
福
住
に

い
ろ
い
ろ
な
若
い
人
が
来
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
、
か
つ
て
の
宿
場
町
の
賑
わ
い
を
取
り

戻
し
て
い
く
姿
を
見
て
、
応
援
や
時
に
は
と

も
に
楽
し
む
等
、
変
化
す
る
福
住
に
対
し
て
、

地
域
の
未
来
の
姿
を
描
く
声
も
聞
か
れ
る
。

　
さ
ら
に
、地
域
と
の
信
頼
関
係
が
築
か
れ
、

空
き
家
活
用
の
相
談
に
乗
る
、
時
に
は
活
用

の
た
め
に
預
か
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
。
安

達
氏
は
2
0
2
0
年
か
ら
兵
庫
県
「
戦
略
的

移
住
推
進
事
業
」
の
「
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
と
し
て
も
活
動
す
る
が
、
地
域
で
偶

発
的
、
突
発
的
に
発
生
す
る
空
き
家
を
、
適

切
な
移
住
（
開
業
）
希
望
者
と
マ
ッ
チ
ン
グ

い
価
値
を
生
み
出
し
、
来
訪
者
に
よ
る
現
地

で
の
消
費
、地
産
地
消
に
よ
る
地
域
内
循
環
、

Ｅ
Ｃ
な
ど
を
通
し
た
外
部
へ
の
販
売
を
生
み

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
住
に
こ
れ
ま
で
に

な
か
っ
た
産
業
が
継
続
・
拡
大
し
、
福
住
の

空
き
家
が「
稼
ぐ
場
」と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
く
の
で
あ
る
。

　「
福
住
に
は
、
職
人
を
刺
激
す
る
空
間
が

あ
る
」
と
安
達
氏
は
語
る
。
伝
建
地
区
で
も

あ
る
福
住
に
は
統
一
感
の
あ
る
町
並
み
、
農

村
と
町
並
み
の
景
観
、
生
産
と
暮
ら
し
の
調

和
と
い
っ
た
日
本
の
伝
統
的
な
美
学
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
伝
統
的
に
農
業
等
の
生
産
地
で

も
あ
る
気
風
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
京
阪
神

と
い
う
都
市
部
か
ら
1
時
間
程
度
と
い
う
距

性
を
広
げ
、
職
人
を
志
す
人
々
を
惹
き
つ
け

る
要
素
と
な
っ
た
。

　
最
近
で
は
、
生
産
に
集
中
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
企
図
し
、「
福
住
事
業
組
合 G

reen 

O
rchestra

」
と
し
て
、
3
つ
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
1
つ
目
は
、
福
住
の
食
、
料
理
、
ク
ラ
フ

ト
ア
ー
ト
を
つ
な
ぐ
「
高
付
加
価
値
コ
ン
テ

ン
ツ
創
造
機
能
」。
食
の
イ
ベ
ン
ト
や
研
修

等
を
通
し
て
、
職
人
間
の
交
流
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。
職
人

に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、「
人
と
の
程
よ
い
交

流
に
よ
っ
て
、
作
品
が
磨
か
れ
て
い
く
こ
と
」

で
あ
り
、
同
じ
空
間
に
住
ま
う
職
人
同
士
が

地
産
地
消
、
料
理
と
器
、
店
舗
や
イ
ベ
ン
ト

等
の
演
出
に
取
組
む
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
2
つ
目
に
は
事
業
者
と
し
て
求
め
ら
れ
る

総
務
・
経
理
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
を

I
C
T
で
支
援
す
る
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
機
能

で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
デ
ザ

イ
ン
、
ブ
ラ
ン
ド
構
築
と
い
っ
た
事
業
支
援
、

雇
用
促
進
や
資
金
調
達
、
各
種
書
類
作
成
等
、

事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を
集

●兵庫県丹波篠山市福住プロフィール
人口…………約1,300人
面積…………（伝統的建造物群保存地区）約25.2ha（東西約3,260m、南北約460m）
●株式会社Local PR Planプロフィール
設立…………2017年7月
所在地………〒669-2513 兵庫県丹波篠山市福住1355
事業内容……地域の個性を基軸にしたPR事業計画と実行、
　　　　　地域総合計画（エリアマネジメント「宿場町福住」「里山集落後川」）
○取材協力／株式会社Local PR Plan 代表取締役・安達鷹矢氏

天然酵母パ
ン屋なりとパ
ン（地元の食
材をふんだん
に用いたラン
チを提供。左
写真の右側は
安達氏）
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「
生
活
と
観
光
の
両
立

〜
地
域への
共
感
を
生
み
出
す
空
き
家
活
用
〜
」

山
梨
県
富
士
吉
田
市

2

ケース
スタディ

分
た
ち
の
意
思
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
ず
、
外
の
人
に
「
こ
の
ま
ち
い
い

な
」
と
共
感
し
て
も
ら
う
土
俵
に
す
ら
立
つ

こ
と
は
で
き
な
い
。
一
般
的
に
は
『
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
』と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
と
思
う
が
、

地
域
の
中
に
あ
っ
て
は
『
意
思
表
示
』
と
言

え
る
と
思
う
」。

富
士
吉
田
に
集
ま
る

人
た
ち

　富
士
吉
田
市
に
は
、
そ
の
時
々
に
必
要
な

人
材
が
移
住
し
て
き
て
い
る
印
象
が
あ
る
と

言
う
。
約
10
年
前
の
第
一
次
移
住
者
と
言
わ

れ
る
赤
松
氏
の
世
代
は
、
富
士
吉
田
と
い
う

ま
ち
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
い
う
思
い
で

や
っ
て
き
た
人
た
ち
。
そ
こ
で
ま
ち
の
雰
囲

気
や
信
頼
関
係
が
で
き
る
と
、
行
政
案
件
を

進
め
る
う
え
で
も
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
ス
キ

ル
を
持
っ
た
人
材
が
必
要
と
な
っ
て
、
デ
ザ

イ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
が
で
き
る
人
材
が

集
ま
っ
た
。
最
近
で
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
影

響
も
あ
り
、
I
T
系
人
材
が
増
え
て
い
る
。

　な
ぜ
、
富
士
吉
田
市
で
は
移
住
者
が
活
躍

で
き
る
の
か
。
富
士
吉
田
市
の
人
口
は
約
4

万
8
0
0
0
人
。
こ
の
適
度
な
コ
ン
パ
ク
ト
さ

ゆ
え
に
、
市
長
や
部
長
ク
ラ
ス
の
市
職
員
と

も
距
離
が
近
く
、
自
分
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
市

の
ト
ッ
プ
に
伝
え
ら
れ
る
風
通
し
の
良
さ
が

あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
若
手
に
任
せ
る
度
量
が

あ
る
こ
と
も
特
長
で
、
お
互
い
に
信
頼
関
係

が
あ
れ
ば
、
実
現
す
る
た
め
に
事
業
化
の
相

談
に
乗
っ
て
も
ら
え
た
り
、
補
助
金
の
情
報

を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
も
多
い
。
こ
う
し

た「
や
れ
る
環
境
」が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
多
く

の
若
手
が
ど
ん
ど
ん
集
ま
っ
て
き
て
い
る
。
ま

ち
づ
く
り
は
行
政
と
の
連
携
が
不
可
欠
だ
が
、

そ
れ
が
富
士
吉
田
市
に
は
あ
る
の
だ
。

　観
光
客
も
移
住
者
も
増
え
て
い
る
富
士
吉

田
市
に
あ
っ
て
、
赤
松
氏
は
両
者
の
関
係
を

「
地
域
と
の
関
係
性
の
強
さ
を
軸
と
し
た
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
」
と
表
現
す
る
。「
富
士
吉

田
に
来
て
も
ら
い
た
い
の
は
、
富
士
吉
田
と

い
う
ま
ち
の
本
質
に
共
感
し
て
く
れ
る
人
。

観
光
客
か
移
住
者
か
と
い
う
分
類
で
は
な

く
、
ま
ち
と
の
関
係
性
の
濃
度
に
よ
っ
て
、

一
見
的
な
観
光
客
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
、
移
住

者
ま
で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
と

捉
え
て
い
る
。
最
初
の
き
っ
か
け
は
観
光

だ
っ
た
と
し
て
も
、
何
度
も
足
を
運
び
、
地

元
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね

る
う
ち
に
、
自
分
と
ま
ち
と
の
関
係
性
が
変

わ
る
こ
と
が
あ
る
。そ
う
し
た
人
の
中
か
ら
、

一
緒
に
ま
ち
の
未
来
を
考
え
ら
れ
る
仲
間
が

生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
」。

　赤
松
氏
は
2
0
2
2
年
4
月
に
合
同
会
社

O
U
L
O

を
設
立
し
た
。「
ま
ち
に
対
し
て
市

民
一
人
ひ
と
り
が
異
な
る
思
い
を
持
っ
て
い

る
。O

U
L
O

は
そ
う
し
た
生
活
者
の
思
い

を
拾
い
上
げ
、
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
プ
ロ

と
連
携
し
な
が
ら
、
課
題
を
解
決
し
て
い
く

と
い
う
役
割
を
果
た
し
た
い
。
最
初
か
ら
専

門
家
に
任
せ
て
し
ま
う
と
、
自
分
の
専
門
分

野
の
狭
い
領
域
で
し
か
解
決
方
法
が
考
え
ら

れ
な
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、

O
U
L
O

が
彼
ら
を〝
つ
な
ぐ
〞役
割
を
担
え

た
ら
と
考
え
て
い
る
」。

　地
域
か
ら
相
談
ご
と
が
な
く
な
る
そ
の
日

ま
で
、
地
域
の
相
談
ご
と
を
解
決
す
る
た
め

に
奔
走
す
る
。

（
取
材
・
文
：
観
光
政
策
研
究
部

副
主
任
研
究
員

　門
脇
茉
海
）

　生
活
と
観
光
の
両
立
、
住
民
生
活
に
配
慮
し

た
観
光
振
興
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
久
し

い
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
文
脈
で
も
、

V
isitor

（
観

光

客
）、Industry

（
産

業
）、

C
om
m
unity

（
地
域
住
民
）、En

vironm
en
t

（
環
境
）の
全
て
を
重
視
す
る「V

IC
E

モ
デ
ル
」

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
持
続
可
能
な
観
光
振
興

に
お
い
て
、
地
域
住
民
の
満
足
度
は
不
可
欠
の

要
素
で
あ
る
。

　富
士
吉
田
を
は
じ
め
郡
内
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
富
士
山
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
日

本
を
代
表
す
る
観
光
資
源
で
も
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
富
士
山
は
富
士
吉
田
観
光
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
難
し
く
さ
せ
る
と
い
う
側
面
も

併
せ
持
つ
。
富
士
山
の
類
ま
れ
な
る
存
在
感

の
大
き
さ
や
特
異
な
美
し
さ
が
、〝
イ
ン
ス

タ
で
見
た
き
れ
い
な
写
真
が
撮
れ
れ
ば
そ
れ

で
満
足
〞と
い
う
レ
ベ
ル
の
観
光
客
を
も
惹

き
つ
け
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
そ
の
結
果
、
商

店
街
に
人
が
あ
ふ
れ
て
住
民
が
日
常
の
買
い

物
を
し
に
く
く
な
っ
た
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
が
文
化
の
違
い
や
マ
ナ
ー
へ
の
理
解
不
足

か
ら
道
路
に
は
み
出
し
て
撮
影
し
て
し
ま
っ

た
り
、
な
ど
、
市
民
生
活
を
実
際
に
損
ね
て

い
る
現
状
が
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
観
光
客

が
訪
れ
続
け
る
と
い
う
状
況
は
、
必
ず
し
も

住
民
本
位
で
は
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
も
惹
き
つ

け
、
雑
多
な
状
況
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い

う
。「
富
士
吉
田
も
観
光
で
成
り
立
っ
て
い

る
ま
ち
だ
が
、
生
活
と
観
光
を
い
か
に
両
立

さ
せ
て
い
く
か
が
課
題
」。

必
要
な
の
は

ま
ち
へ
の
共
感

　富
士
吉
田
は
、
隣
接
す
る
富
士
河
口
湖
町

や
山
中
湖
村
と
は
異
な
り
、
観
光
地
と
し
て

大
規
模
な
開
発
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
。
以
前
は
、
富
士
吉
田
市
を
訪
れ
る
観

光
客
と
い
え
ば
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
入
園

者
と
富
士
山
五
合
目
の
見
学
者
を
指
し
て
お

り
、
ま
ち
な
か
を
訪
れ
る
観
光
客
は
あ
ま
り

い
な
か
っ
た
。
織
物
生
産
も
O
E
M
生
産
が

中
心
で
あ
り
、
富
士
吉
田
の
名
が
織
物
産
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た

た
め
、
地
元
製
品
を
購
入
で
き
る
シ
ョ
ッ
プ

も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
富
士
吉
田
は
あ
く

ま
で
生
活
の
町
で
あ
り
、
市
民
が
利
用
す
る

日
常
使
い
の
店
が
多
い
た
め
、
河
口
湖
や
山

中
湖
の
住
民
が
買
い
物
に
訪
れ
る
よ
う
な
場

所
だ
っ
た
。

　そ
ん
な
富
士
吉
田
が
目
指
し
て
い
る
の
は

「
富
士
吉
田
の
日
常
を
外
の
人
に
も
感
じ
て

も
ら
う
」
観
光
だ
。
元
々
が
生
活
の
町
で
あ

り
、
狭
い
路
地
が
延
び
る
よ
う
な
ま
ち
の
た

め
、
大
型
施
設
を
新
設
し
て
観
光
バ
ス
を
た

く
さ
ん
受
け
入
れ
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
で
き

な
い
。「
富
士
吉
田
で
は
全
国
展
開
の
チ
ェ
ー

ン
店
の
進
出
も
中
心
市
街
地
に
は
そ
こ
ま
で

目
立
っ
て
お
ら
ず
、
昔
な
が
ら
の
個
性
あ
る

ま
ち
な
み
が
キ
ー
プ
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
を

魅
力
と
捉
え
伝
え
る
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
」。

　赤
松
氏
が
富
士
吉
田
の
ま
ち
づ
く
り
の
お

手
本
と
し
て
挙
げ
た
の
が
黒
磯
（
栃
木
県
那

須
塩
原
市
）、
善
光
寺
（
長
野
県
長
野
市
）、

真
鶴
（
神
奈
川
県
真
鶴
町
）
と
い
っ
た
ま
ち
。

「
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
市
場
に
受
け
る
も
の

に
あ
わ
せ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

の
や
り
た
い
ス
タ
イ
ル
を
貫
い
て
、
結
果
的

に
そ
こ
に
共
感
す
る
人
た
ち
に
来
て
も
ら
え

れ
ば
良
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
だ
と
感
じ
て
い

る
。
そ
う
し
た
ス
タ
ン
ス
を
持
つ
あ
る
事
業

者
が
先
陣
を
切
っ
て
取
り
組
み
始
め
た
と
こ

ろ
、
そ
の
姿
に
共
感
す
る
若
手
が
次
々
に
集

ま
っ
て
新
た
な
店
が
増
え
て
い
る
。
一
つ
の

取
り
組
み
が
い
い
形
で
ま
ち
に
波
及
し
て
お

り
、
い
い
ま
ち
に
育
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
富
士
吉
田
も〝
富
士
吉
田
の
こ
ん
な
と

こ
ろ
が
好
き
〞〝
こ
ん
な
富
士
吉
田
に
し
た
い
〞

と
い
う
思
い
に
共
感
し
て
く
れ
る
人
が
訪
れ

る
場
所
に
育
て
て
い
き
た
い
」。

　魅
力
的
な
富
士
山
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
富

士
山
が
見
え
れ
ば
そ
れ
で
満
足
し
て
し
ま
う

観
光
客
、
富
士
山
し
か
目
指
し
て
い
な
い
観

光
客
は
ま
だ
ま
だ
多
い
。「
本
当
の
富
士
吉

田
、
富
士
吉
田
の
本
質
的
な
部
分
を
観
光
客

に
も
体
験
し
て
も
ら
う
に
は
、
観
光
体
験
の

導
線
設
計
や
情
報
発
信
の
仕
方
を
工
夫
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

不
動
産
を
通
し
て

地
域
の
意
思
を

発
信
す
る

　不
動
産
は
観
光
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
せ
る
だ
ろ
う
か
。

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
1
年
目
か
ら
空
き
家

の
再
生
に
取
り
組
み
、
富
士
吉
田
市
内
で
い

く
つ
も
の
空
き
家
再
生
を
手
掛
け
た
赤
松
氏

は
、「
不
動
産
の
活
用
に
お
い
て
は
、
何
か

し
ら
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
こ
と
が
欠
か
せ

な
い
」
と
話
す
。

「
初
め
て
の
空
き
家
再
生
は
、
自
分
自
身
が
使

い
た
い
と
思
え
る
物
件
を
市
内
で
探
す
と
こ

ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
最
初
に
手
掛
け
た

の
は
下
吉
田
に
あ
る
築
約
80
年
の
六
軒
長
屋

で
、
元
々
は
1
階
が
立
ち
飲
み
屋
さ
ん
、
2

階
が
立
ち
飲
み
屋
さ
ん
店
主
の
居
室
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
建
物
だ
っ
た
。
織
物
取
引
が

行
わ
れ
た
市
と
そ
こ
で
得
た
収
入
を
持
っ
て

楽
し
ん
だ
繁
華
街
と
い
う
下
吉
田
ら
し
さ
を

今
に
伝
え
る
物
件
で
あ
る
こ
と
が
惹
か
れ
た

富
士
山
信
仰
と

織
物
の
ま
ち

　山
梨
県
の
南
東
部
、
富
士
山
の
北
麓
に
位

置
し
、
郡
内
地
域
と
呼
ば
れ
る
富
士
吉
田
市

は
、
海
抜
約
7
5
0
m
の
高
地
に
市
街
地
が

広
が
る
。
吉
田
口
登
山
道
の
起
点
の
ま
ち
と

し
て
富
士
山
信
仰
と
深
い
関
わ
り
を
有
す
る

と
と
も
に
、「
郡
内
織
物
」
と
呼
ば
れ
る
織

物
産
地
と
し
て
も
長
い
歴
史
と
高
い
技
術
力

を
持
つ
。
東
京
都
心
部
か
ら
1
0
0
㎞
圏
内

に
あ
り
、
新
宿
駅
か
ら
は
特
急
で
約
1
時
間

半
。
近
年
は
、
郡
内
織
物
を
テ
ー
マ
と
し
た

産
業
観
光
や
体
験
型
観
光
、
ナ
イ
ト
タ
イ
ム

エ
コ
ノ
ミ
ー
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
観

光
振
興
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　2
0
2
2
年
4
月
に
合
同
会
社O

U
L
O

を
立
ち
上
げ
た
赤
松
智
志
氏
は
、
空
き
家
再

生
、
移
住
促
進
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
学
生
時
代
よ
り
10
年
以
上
に

わ
た
っ
て
富
士
吉
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
回
は
、
赤
松
氏
の
経
験

や
視
点
を
通
し
て
、
富
士
吉
田
市
に
お
け
る

観
光
と
生
活
の
両
立
、
そ
の
中
で
の
不
動
産

の
役
割
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

赤
松
氏
と

富
士
吉
田
市
と
の

出
会
い

　赤
松
氏
と
富
士
吉
田
市
の
出
会
い
は
今
か

ら
約
11
年
前
、
大
学
2
年
生
の
時
に
さ
か
の

ぼ
る
。所
属
し
て
い
た
ゼ
ミ
の
活
動
と
し
て
、

上
吉
田
に
あ
る
御
師
の
ま
ち
の
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ

た
。
最
初
は
ゼ
ミ
生
と
し
て
の
調
査
研
究
の

た
め
に
2
〜
3
ヶ
月
に
1
回
の
頻
度
で
来
市

し
て
い
た
が
、
友
人
が
で
き
た
り
若
手
の
市

職
員
と
仲
良
く
な
る
な
ど
、
富
士
吉
田
で
の

交
友
関
係
が
広
ま
る
に
つ
れ
て
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
も
毎
週
の
よ
う
に
遊
び
に
来
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　そ
う
し
た
日
々
を
過
ご
す
中
、「
自
分
が

好
き
な
富
士
吉
田
の
た
め
に
も
っ
と
何
か
し

た
い
」と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

と
は
い
え
、
大
学
の
ゼ
ミ
を
通
し
て
得
ら
れ

る
知
識
や
経
験
だ
け
で
は
、
地
元
に
求
め
ら

れ
る
人
材
に
は
な
れ
な
い
と
感
じ
た
赤
松
氏

は
、
大
学
を
1
年
間
休
学
し
て
日
本
各
地
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
る
会
社

で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
修
業
に
出

た
。　修

業
を
終
え
た
1
年
後
、
復
学
し
て
ゼ
ミ

生
と
し
て
再
度
富
士
吉
田
に
関
わ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
制
度
が
始
ま
る
こ
と
に
な
り
、
在
学
中
か

ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
を
始
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。

生
活
と
観
光
の
両
立

　1
年
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
期
間
中
、

日
本
各
地
で
の
実
践
を
通
し
て
地
域
と
向
き

合
う
姿
勢
や
ス
キ
ル
を
学
ん
だ
赤
松
氏
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
生
活
者
目
線
で
ま
ち
の

あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
」と
話
す
。
市
民
の
暮

ら
し
や
す
さ
で
あ
っ
た
り
、
ま
ち
に
対
す
る

愛
着
や
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
と
い
っ

た
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
、
大

き
な
経
済
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
は
最
優
先

事
項
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
ま

ち
に
関
わ
る
人
の
多
様
化
が
進
み
、
何
を
望

ま
し
い
姿
と
す
る
か
が
人
に
よ
っ
て
大
き
く

異
な
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
ま
ち
づ
く
り

は
以
前
と
比
べ
て
難
し
く
な
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
は
、
観
光
の
場
面
で
も
起
こ
っ
て
い
る
。

　赤
松
氏
は
、「
旅
に
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
欠
か
せ
な
い
」
と
話
す
。「
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
と
、

ま
ち
の
記
憶
が
よ
り
特
別
な
も
の
に
な
り
、

ま
ち
に
対
す
る
愛
着
も
増
し
て
い
く
。
人
に

会
い
に
行
く
と
い
う
の
は
旅
の
根
源
的
な
面

白
さ
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
ブ
ー
ム
化
せ
ず

に
残
り
続
け
て
い
る
」。
人
と
の
出
会
い
は

偶
発
的
な
も
の
で
あ
り
、
あ
ら
か
じ
め
計
画

や
想
定
が
で
き
な
い
観
光
の
ス
タ
イ
ル
。
生

き
た
も
の
だ
か
ら
こ
そ
素
晴
ら
し
い
。「
様

様
な
も
の
が
お
膳
立
て
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る

〝
観
光
地
〞化
は
し
た
く
な
い
」。

　こ
の
建
物
を
通
し
て
赤
松
氏
が
大
家
さ
ん

と
出
会
い
、
富
士
吉
田
と
の
関
係
を
深
め
て

い
っ
た
の
と
同
じ
く
、HO

S
T
E
L
 S
A
R
U
Y
A

を
訪
れ
る
人
た
ち
は
、
こ
こ
で
の
経
験
を
通
し

て
富
士
吉
田
の
暮
ら
し
や
人
の
あ
た
た
か
さ
に

触
れ
て
い
る
の
だ
。

　観
光
地
に
お
け
る
不
動
産
は
、
そ
こ
で
の

滞
在
を
通
し
て
、
地
域
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
視

覚
的
・
体
験
的
・
立
体
的
に
伝
え
る
こ
と
の

で
き
る
絶
好
の
情
報
発
信
装
置
で
あ
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に

は
、
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
設
定
に
加
え
て
、

そ
れ
を
他
者
に
伝
え
る
デ
ザ
イ
ン
の
発
想
が

欠
か
せ
な
い
。「
デ
ザ
イ
ン
は
目
的
達
成
の

た
め
の
手
段
。
デ
ザ
イ
ン
が
な
け
れ
ば
、
自

理
由
の
一
つ
。
そ
し
て
、
富
士
吉
田
に
来
て

初
め
て
ゼ
ロ
か
ら
地
道
に
信
頼
関
係
を
築
き
、

そ
の
後
も
良
き
応
援
者
に
な
っ
て
く
れ
た
大

家
さ
ん
と
の
思
い
出
が
そ
の
建
物
に
は
詰

ま
っ
て
い
る
」。
現
在
こ
の
建
物
は
「
ハ
モ
ニ

カ
横
丁
」
と
呼
ば
れ
、
短
期
滞
在
者
向
け
の

シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　ハ
モ
ニ
カ
横
丁
の
隣
に
あ
る「H

O
S
T
E
L
 

S
A
R
U
Y
A

」も
、
同
じ
大
家
さ
ん
か
ら
紹
介

し
て
も
ら
っ
た
物
件
だ
。
場
所
は
本
町
二
丁

目
交
差
点
の
南
西
角
。
日
本
橋
か
ら
富
士
山

頂
ま
で
通
じ
る
富
士
山
道
が
南
へ
と
進
路
を

変
え
、
富
士
山
の
真
正
面
へ
と
延
び
て
い
く
ま

さ
に
そ
の
場
所
に
あ
る
。
2
階
に
は
個
室
と
ド

ミ
ト
リ
ー
形
式
の
部
屋
が
配
置
さ
れ
、
1
階

部
分
に
は
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
、
洗
面
所
、
自
炊

の
で
き
る
台
所
の
他
、
広
い
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
。
シ
ン
プ
ル
で
清
潔
な
内
装
で
あ
り

な
が
ら
、
木
材
を
多
用
し
、
古
い
道
具
と
新
し

い
道
具
が
混
在
す
る
空
間
に
は
、
こ
の
場
所
に

積
み
重
な
っ
た
時
間
や
生
活
の
手
触
り
が
感

じ
ら
れ
る
。
決
し
て
背
伸
び
し
て
い
な
い〝
等

身
大
の
暮
ら
し
〞と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

宿
泊
客
に
限
ら
ず
、
地
元
の
人
も
含
め
様
々

な
人
が
こ
こ
を
利
用
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
過

ご
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
建
物
が
人
と
人

と
の
出
会
い
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
し
て

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

千
葉
県
柏
市
出
身
。
合
同
会
社OULO

代
表
、
か
え
る
舎
副
代
表
、
ふ
じ
よ
し

だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
理
事
。
学
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

経
て
、
富
士
吉
田
市
に
根
を
張
る
。

HOSTEL SARUYA

の
共
同
創
業
や
、

N
P
O
法
人
か
え
る
舎
の
共
同
設
立
を

経
験
し
、
2
0
2
1
年
ま
で
は
3
年
間

ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
も
従
事
。
2
0
2
2
年

4
月
に
合
同
会
社OULO

と
し
て
独
立

し
、
地
域
の
相
談
ご
と
を
形
に
し
て
い
く

日
々
を
送
る
。

赤
松
智
志
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

「不動産再生からの観光地づくり」のケーススタディ…22

1
．

2
．

3
．

4
．

5
．
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「
生
活
と
観
光
の
両
立

〜
地
域への
共
感
を
生
み
出
す
空
き
家
活
用
〜
」

山
梨
県
富
士
吉
田
市

2

ケース
スタディ

分
た
ち
の
意
思
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
ず
、
外
の
人
に
「
こ
の
ま
ち
い
い

な
」
と
共
感
し
て
も
ら
う
土
俵
に
す
ら
立
つ

こ
と
は
で
き
な
い
。
一
般
的
に
は
『
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
』と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
と
思
う
が
、

地
域
の
中
に
あ
っ
て
は
『
意
思
表
示
』
と
言

え
る
と
思
う
」。

富
士
吉
田
に
集
ま
る

人
た
ち

　富
士
吉
田
市
に
は
、
そ
の
時
々
に
必
要
な

人
材
が
移
住
し
て
き
て
い
る
印
象
が
あ
る
と

言
う
。
約
10
年
前
の
第
一
次
移
住
者
と
言
わ

れ
る
赤
松
氏
の
世
代
は
、
富
士
吉
田
と
い
う

ま
ち
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
い
う
思
い
で

や
っ
て
き
た
人
た
ち
。
そ
こ
で
ま
ち
の
雰
囲

気
や
信
頼
関
係
が
で
き
る
と
、
行
政
案
件
を

進
め
る
う
え
で
も
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
ス
キ

ル
を
持
っ
た
人
材
が
必
要
と
な
っ
て
、
デ
ザ

イ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
が
で
き
る
人
材
が

集
ま
っ
た
。
最
近
で
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
影

響
も
あ
り
、
I
T
系
人
材
が
増
え
て
い
る
。

　な
ぜ
、
富
士
吉
田
市
で
は
移
住
者
が
活
躍

で
き
る
の
か
。
富
士
吉
田
市
の
人
口
は
約
4

万
8
0
0
0
人
。
こ
の
適
度
な
コ
ン
パ
ク
ト
さ

ゆ
え
に
、
市
長
や
部
長
ク
ラ
ス
の
市
職
員
と

も
距
離
が
近
く
、
自
分
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
市

の
ト
ッ
プ
に
伝
え
ら
れ
る
風
通
し
の
良
さ
が

あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
若
手
に
任
せ
る
度
量
が

あ
る
こ
と
も
特
長
で
、
お
互
い
に
信
頼
関
係

が
あ
れ
ば
、
実
現
す
る
た
め
に
事
業
化
の
相

談
に
乗
っ
て
も
ら
え
た
り
、
補
助
金
の
情
報

を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
も
多
い
。
こ
う
し

た「
や
れ
る
環
境
」が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
多
く

の
若
手
が
ど
ん
ど
ん
集
ま
っ
て
き
て
い
る
。
ま

ち
づ
く
り
は
行
政
と
の
連
携
が
不
可
欠
だ
が
、

そ
れ
が
富
士
吉
田
市
に
は
あ
る
の
だ
。

　観
光
客
も
移
住
者
も
増
え
て
い
る
富
士
吉

田
市
に
あ
っ
て
、
赤
松
氏
は
両
者
の
関
係
を

「
地
域
と
の
関
係
性
の
強
さ
を
軸
と
し
た
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
」
と
表
現
す
る
。「
富
士
吉

田
に
来
て
も
ら
い
た
い
の
は
、
富
士
吉
田
と

い
う
ま
ち
の
本
質
に
共
感
し
て
く
れ
る
人
。

観
光
客
か
移
住
者
か
と
い
う
分
類
で
は
な

く
、
ま
ち
と
の
関
係
性
の
濃
度
に
よ
っ
て
、

一
見
的
な
観
光
客
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
、
移
住

者
ま
で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
と

捉
え
て
い
る
。
最
初
の
き
っ
か
け
は
観
光

だ
っ
た
と
し
て
も
、
何
度
も
足
を
運
び
、
地

元
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね

る
う
ち
に
、
自
分
と
ま
ち
と
の
関
係
性
が
変

わ
る
こ
と
が
あ
る
。そ
う
し
た
人
の
中
か
ら
、

一
緒
に
ま
ち
の
未
来
を
考
え
ら
れ
る
仲
間
が

生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
」。

　赤
松
氏
は
2
0
2
2
年
4
月
に
合
同
会
社

O
U
L
O

を
設
立
し
た
。「
ま
ち
に
対
し
て
市

民
一
人
ひ
と
り
が
異
な
る
思
い
を
持
っ
て
い

る
。O

U
L
O

は
そ
う
し
た
生
活
者
の
思
い

を
拾
い
上
げ
、
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
プ
ロ

と
連
携
し
な
が
ら
、
課
題
を
解
決
し
て
い
く

と
い
う
役
割
を
果
た
し
た
い
。
最
初
か
ら
専

門
家
に
任
せ
て
し
ま
う
と
、
自
分
の
専
門
分

野
の
狭
い
領
域
で
し
か
解
決
方
法
が
考
え
ら

れ
な
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、

O
U
L
O

が
彼
ら
を〝
つ
な
ぐ
〞役
割
を
担
え

た
ら
と
考
え
て
い
る
」。

　地
域
か
ら
相
談
ご
と
が
な
く
な
る
そ
の
日

ま
で
、
地
域
の
相
談
ご
と
を
解
決
す
る
た
め

に
奔
走
す
る
。

（
取
材
・
文
：
観
光
政
策
研
究
部

副
主
任
研
究
員

　門
脇
茉
海
）

　生
活
と
観
光
の
両
立
、
住
民
生
活
に
配
慮
し

た
観
光
振
興
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
久
し

い
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
文
脈
で
も
、

V
isitor

（
観

光

客
）、Industry

（
産

業
）、

C
om
m
unity

（
地
域
住
民
）、En

vironm
en
t

（
環
境
）の
全
て
を
重
視
す
る「V

IC
E

モ
デ
ル
」

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
持
続
可
能
な
観
光
振
興

に
お
い
て
、
地
域
住
民
の
満
足
度
は
不
可
欠
の

要
素
で
あ
る
。

　富
士
吉
田
を
は
じ
め
郡
内
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
富
士
山
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
日

本
を
代
表
す
る
観
光
資
源
で
も
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
富
士
山
は
富
士
吉
田
観
光
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
難
し
く
さ
せ
る
と
い
う
側
面
も

併
せ
持
つ
。
富
士
山
の
類
ま
れ
な
る
存
在
感

の
大
き
さ
や
特
異
な
美
し
さ
が
、〝
イ
ン
ス

タ
で
見
た
き
れ
い
な
写
真
が
撮
れ
れ
ば
そ
れ

で
満
足
〞と
い
う
レ
ベ
ル
の
観
光
客
を
も
惹

き
つ
け
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
そ
の
結
果
、
商

店
街
に
人
が
あ
ふ
れ
て
住
民
が
日
常
の
買
い

物
を
し
に
く
く
な
っ
た
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
が
文
化
の
違
い
や
マ
ナ
ー
へ
の
理
解
不
足

か
ら
道
路
に
は
み
出
し
て
撮
影
し
て
し
ま
っ

た
り
、
な
ど
、
市
民
生
活
を
実
際
に
損
ね
て

い
る
現
状
が
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
観
光
客

が
訪
れ
続
け
る
と
い
う
状
況
は
、
必
ず
し
も

住
民
本
位
で
は
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
も
惹
き
つ

け
、
雑
多
な
状
況
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い

う
。「
富
士
吉
田
も
観
光
で
成
り
立
っ
て
い

る
ま
ち
だ
が
、
生
活
と
観
光
を
い
か
に
両
立

さ
せ
て
い
く
か
が
課
題
」。

必
要
な
の
は

ま
ち
へ
の
共
感

　富
士
吉
田
は
、
隣
接
す
る
富
士
河
口
湖
町

や
山
中
湖
村
と
は
異
な
り
、
観
光
地
と
し
て

大
規
模
な
開
発
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
。
以
前
は
、
富
士
吉
田
市
を
訪
れ
る
観

光
客
と
い
え
ば
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
入
園

者
と
富
士
山
五
合
目
の
見
学
者
を
指
し
て
お

り
、
ま
ち
な
か
を
訪
れ
る
観
光
客
は
あ
ま
り

い
な
か
っ
た
。
織
物
生
産
も
O
E
M
生
産
が

中
心
で
あ
り
、
富
士
吉
田
の
名
が
織
物
産
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た

た
め
、
地
元
製
品
を
購
入
で
き
る
シ
ョ
ッ
プ

も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
富
士
吉
田
は
あ
く

ま
で
生
活
の
町
で
あ
り
、
市
民
が
利
用
す
る

日
常
使
い
の
店
が
多
い
た
め
、
河
口
湖
や
山

中
湖
の
住
民
が
買
い
物
に
訪
れ
る
よ
う
な
場

所
だ
っ
た
。

　そ
ん
な
富
士
吉
田
が
目
指
し
て
い
る
の
は

「
富
士
吉
田
の
日
常
を
外
の
人
に
も
感
じ
て

も
ら
う
」
観
光
だ
。
元
々
が
生
活
の
町
で
あ

り
、
狭
い
路
地
が
延
び
る
よ
う
な
ま
ち
の
た

め
、
大
型
施
設
を
新
設
し
て
観
光
バ
ス
を
た

く
さ
ん
受
け
入
れ
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
で
き

な
い
。「
富
士
吉
田
で
は
全
国
展
開
の
チ
ェ
ー

ン
店
の
進
出
も
中
心
市
街
地
に
は
そ
こ
ま
で

目
立
っ
て
お
ら
ず
、
昔
な
が
ら
の
個
性
あ
る

ま
ち
な
み
が
キ
ー
プ
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
を

魅
力
と
捉
え
伝
え
る
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
」。

　赤
松
氏
が
富
士
吉
田
の
ま
ち
づ
く
り
の
お

手
本
と
し
て
挙
げ
た
の
が
黒
磯
（
栃
木
県
那

須
塩
原
市
）、
善
光
寺
（
長
野
県
長
野
市
）、

真
鶴
（
神
奈
川
県
真
鶴
町
）
と
い
っ
た
ま
ち
。

「
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
市
場
に
受
け
る
も
の

に
あ
わ
せ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

の
や
り
た
い
ス
タ
イ
ル
を
貫
い
て
、
結
果
的

に
そ
こ
に
共
感
す
る
人
た
ち
に
来
て
も
ら
え

れ
ば
良
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
だ
と
感
じ
て
い

る
。
そ
う
し
た
ス
タ
ン
ス
を
持
つ
あ
る
事
業

者
が
先
陣
を
切
っ
て
取
り
組
み
始
め
た
と
こ

ろ
、
そ
の
姿
に
共
感
す
る
若
手
が
次
々
に
集

ま
っ
て
新
た
な
店
が
増
え
て
い
る
。
一
つ
の

取
り
組
み
が
い
い
形
で
ま
ち
に
波
及
し
て
お

り
、
い
い
ま
ち
に
育
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
富
士
吉
田
も〝
富
士
吉
田
の
こ
ん
な
と

こ
ろ
が
好
き
〞〝
こ
ん
な
富
士
吉
田
に
し
た
い
〞

と
い
う
思
い
に
共
感
し
て
く
れ
る
人
が
訪
れ

る
場
所
に
育
て
て
い
き
た
い
」。

　魅
力
的
な
富
士
山
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
富

士
山
が
見
え
れ
ば
そ
れ
で
満
足
し
て
し
ま
う

観
光
客
、
富
士
山
し
か
目
指
し
て
い
な
い
観

光
客
は
ま
だ
ま
だ
多
い
。「
本
当
の
富
士
吉

田
、
富
士
吉
田
の
本
質
的
な
部
分
を
観
光
客

に
も
体
験
し
て
も
ら
う
に
は
、
観
光
体
験
の

導
線
設
計
や
情
報
発
信
の
仕
方
を
工
夫
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

不
動
産
を
通
し
て

地
域
の
意
思
を

発
信
す
る

　不
動
産
は
観
光
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
せ
る
だ
ろ
う
か
。

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
1
年
目
か
ら
空
き
家

の
再
生
に
取
り
組
み
、
富
士
吉
田
市
内
で
い

く
つ
も
の
空
き
家
再
生
を
手
掛
け
た
赤
松
氏

は
、「
不
動
産
の
活
用
に
お
い
て
は
、
何
か

し
ら
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
こ
と
が
欠
か
せ

な
い
」
と
話
す
。

「
初
め
て
の
空
き
家
再
生
は
、
自
分
自
身
が
使

い
た
い
と
思
え
る
物
件
を
市
内
で
探
す
と
こ

ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
最
初
に
手
掛
け
た

の
は
下
吉
田
に
あ
る
築
約
80
年
の
六
軒
長
屋

で
、
元
々
は
1
階
が
立
ち
飲
み
屋
さ
ん
、
2

階
が
立
ち
飲
み
屋
さ
ん
店
主
の
居
室
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
建
物
だ
っ
た
。
織
物
取
引
が

行
わ
れ
た
市
と
そ
こ
で
得
た
収
入
を
持
っ
て

楽
し
ん
だ
繁
華
街
と
い
う
下
吉
田
ら
し
さ
を

今
に
伝
え
る
物
件
で
あ
る
こ
と
が
惹
か
れ
た

富
士
山
信
仰
と

織
物
の
ま
ち

　山
梨
県
の
南
東
部
、
富
士
山
の
北
麓
に
位

置
し
、
郡
内
地
域
と
呼
ば
れ
る
富
士
吉
田
市

は
、
海
抜
約
7
5
0
m
の
高
地
に
市
街
地
が

広
が
る
。
吉
田
口
登
山
道
の
起
点
の
ま
ち
と

し
て
富
士
山
信
仰
と
深
い
関
わ
り
を
有
す
る

と
と
も
に
、「
郡
内
織
物
」
と
呼
ば
れ
る
織

物
産
地
と
し
て
も
長
い
歴
史
と
高
い
技
術
力

を
持
つ
。
東
京
都
心
部
か
ら
1
0
0
㎞
圏
内

に
あ
り
、
新
宿
駅
か
ら
は
特
急
で
約
1
時
間

半
。
近
年
は
、
郡
内
織
物
を
テ
ー
マ
と
し
た

産
業
観
光
や
体
験
型
観
光
、
ナ
イ
ト
タ
イ
ム

エ
コ
ノ
ミ
ー
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
観

光
振
興
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　2
0
2
2
年
4
月
に
合
同
会
社O

U
L
O

を
立
ち
上
げ
た
赤
松
智
志
氏
は
、
空
き
家
再

生
、
移
住
促
進
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
学
生
時
代
よ
り
10
年
以
上
に

わ
た
っ
て
富
士
吉
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
回
は
、
赤
松
氏
の
経
験

や
視
点
を
通
し
て
、
富
士
吉
田
市
に
お
け
る

観
光
と
生
活
の
両
立
、
そ
の
中
で
の
不
動
産

の
役
割
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

赤
松
氏
と

富
士
吉
田
市
と
の

出
会
い

　赤
松
氏
と
富
士
吉
田
市
の
出
会
い
は
今
か

ら
約
11
年
前
、
大
学
2
年
生
の
時
に
さ
か
の

ぼ
る
。所
属
し
て
い
た
ゼ
ミ
の
活
動
と
し
て
、

上
吉
田
に
あ
る
御
師
の
ま
ち
の
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ

た
。
最
初
は
ゼ
ミ
生
と
し
て
の
調
査
研
究
の

た
め
に
2
〜
3
ヶ
月
に
1
回
の
頻
度
で
来
市

し
て
い
た
が
、
友
人
が
で
き
た
り
若
手
の
市

職
員
と
仲
良
く
な
る
な
ど
、
富
士
吉
田
で
の

交
友
関
係
が
広
ま
る
に
つ
れ
て
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
も
毎
週
の
よ
う
に
遊
び
に
来
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　そ
う
し
た
日
々
を
過
ご
す
中
、「
自
分
が

好
き
な
富
士
吉
田
の
た
め
に
も
っ
と
何
か
し

た
い
」と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

と
は
い
え
、
大
学
の
ゼ
ミ
を
通
し
て
得
ら
れ

る
知
識
や
経
験
だ
け
で
は
、
地
元
に
求
め
ら

れ
る
人
材
に
は
な
れ
な
い
と
感
じ
た
赤
松
氏

は
、
大
学
を
1
年
間
休
学
し
て
日
本
各
地
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
る
会
社

で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
修
業
に
出

た
。　修

業
を
終
え
た
1
年
後
、
復
学
し
て
ゼ
ミ

生
と
し
て
再
度
富
士
吉
田
に
関
わ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
制
度
が
始
ま
る
こ
と
に
な
り
、
在
学
中
か

ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
を
始
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。

生
活
と
観
光
の
両
立

　1
年
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
期
間
中
、

日
本
各
地
で
の
実
践
を
通
し
て
地
域
と
向
き

合
う
姿
勢
や
ス
キ
ル
を
学
ん
だ
赤
松
氏
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
生
活
者
目
線
で
ま
ち
の

あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
」と
話
す
。
市
民
の
暮

ら
し
や
す
さ
で
あ
っ
た
り
、
ま
ち
に
対
す
る

愛
着
や
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
と
い
っ

た
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
、
大

き
な
経
済
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
は
最
優
先

事
項
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
ま

ち
に
関
わ
る
人
の
多
様
化
が
進
み
、
何
を
望

ま
し
い
姿
と
す
る
か
が
人
に
よ
っ
て
大
き
く

異
な
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
ま
ち
づ
く
り

は
以
前
と
比
べ
て
難
し
く
な
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
は
、
観
光
の
場
面
で
も
起
こ
っ
て
い
る
。

　赤
松
氏
は
、「
旅
に
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
欠
か
せ
な
い
」
と
話
す
。「
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
と
、

ま
ち
の
記
憶
が
よ
り
特
別
な
も
の
に
な
り
、

ま
ち
に
対
す
る
愛
着
も
増
し
て
い
く
。
人
に

会
い
に
行
く
と
い
う
の
は
旅
の
根
源
的
な
面

白
さ
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
ブ
ー
ム
化
せ
ず

に
残
り
続
け
て
い
る
」。
人
と
の
出
会
い
は

偶
発
的
な
も
の
で
あ
り
、
あ
ら
か
じ
め
計
画

や
想
定
が
で
き
な
い
観
光
の
ス
タ
イ
ル
。
生

き
た
も
の
だ
か
ら
こ
そ
素
晴
ら
し
い
。「
様

様
な
も
の
が
お
膳
立
て
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る

〝
観
光
地
〞化
は
し
た
く
な
い
」。

　こ
の
建
物
を
通
し
て
赤
松
氏
が
大
家
さ
ん

と
出
会
い
、
富
士
吉
田
と
の
関
係
を
深
め
て

い
っ
た
の
と
同
じ
く
、HO

S
T
E
L
 S
A
R
U
Y
A

を
訪
れ
る
人
た
ち
は
、
こ
こ
で
の
経
験
を
通
し

て
富
士
吉
田
の
暮
ら
し
や
人
の
あ
た
た
か
さ
に

触
れ
て
い
る
の
だ
。

　観
光
地
に
お
け
る
不
動
産
は
、
そ
こ
で
の

滞
在
を
通
し
て
、
地
域
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
視

覚
的
・
体
験
的
・
立
体
的
に
伝
え
る
こ
と
の

で
き
る
絶
好
の
情
報
発
信
装
置
で
あ
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に

は
、
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
設
定
に
加
え
て
、

そ
れ
を
他
者
に
伝
え
る
デ
ザ
イ
ン
の
発
想
が

欠
か
せ
な
い
。「
デ
ザ
イ
ン
は
目
的
達
成
の

た
め
の
手
段
。
デ
ザ
イ
ン
が
な
け
れ
ば
、
自

理
由
の
一
つ
。
そ
し
て
、
富
士
吉
田
に
来
て

初
め
て
ゼ
ロ
か
ら
地
道
に
信
頼
関
係
を
築
き
、

そ
の
後
も
良
き
応
援
者
に
な
っ
て
く
れ
た
大

家
さ
ん
と
の
思
い
出
が
そ
の
建
物
に
は
詰

ま
っ
て
い
る
」。
現
在
こ
の
建
物
は
「
ハ
モ
ニ

カ
横
丁
」
と
呼
ば
れ
、
短
期
滞
在
者
向
け
の

シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　ハ
モ
ニ
カ
横
丁
の
隣
に
あ
る「H

O
S
T
E
L
 

S
A
R
U
Y
A

」も
、
同
じ
大
家
さ
ん
か
ら
紹
介

し
て
も
ら
っ
た
物
件
だ
。
場
所
は
本
町
二
丁

目
交
差
点
の
南
西
角
。
日
本
橋
か
ら
富
士
山

頂
ま
で
通
じ
る
富
士
山
道
が
南
へ
と
進
路
を

変
え
、
富
士
山
の
真
正
面
へ
と
延
び
て
い
く
ま

さ
に
そ
の
場
所
に
あ
る
。
2
階
に
は
個
室
と
ド

ミ
ト
リ
ー
形
式
の
部
屋
が
配
置
さ
れ
、
1
階

部
分
に
は
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
、
洗
面
所
、
自
炊

の
で
き
る
台
所
の
他
、
広
い
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
。
シ
ン
プ
ル
で
清
潔
な
内
装
で
あ
り

な
が
ら
、
木
材
を
多
用
し
、
古
い
道
具
と
新
し

い
道
具
が
混
在
す
る
空
間
に
は
、
こ
の
場
所
に

積
み
重
な
っ
た
時
間
や
生
活
の
手
触
り
が
感

じ
ら
れ
る
。
決
し
て
背
伸
び
し
て
い
な
い〝
等

身
大
の
暮
ら
し
〞と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

宿
泊
客
に
限
ら
ず
、
地
元
の
人
も
含
め
様
々

な
人
が
こ
こ
を
利
用
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
過

ご
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
建
物
が
人
と
人

と
の
出
会
い
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
し
て

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

千
葉
県
柏
市
出
身
。
合
同
会
社OULO

代
表
、
か
え
る
舎
副
代
表
、
ふ
じ
よ
し

だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
理
事
。
学
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

経
て
、
富
士
吉
田
市
に
根
を
張
る
。

HOSTEL SARUYA

の
共
同
創
業
や
、

N
P
O
法
人
か
え
る
舎
の
共
同
設
立
を

経
験
し
、
2
0
2
1
年
ま
で
は
3
年
間

ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
も
従
事
。
2
0
2
2
年

4
月
に
合
同
会
社OULO

と
し
て
独
立

し
、
地
域
の
相
談
ご
と
を
形
に
し
て
い
く

日
々
を
送
る
。

赤
松
智
志
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

「不動産再生からの観光地づくり」のケーススタディ…22
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．
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HOSTEL SARUYAの外観

分
た
ち
の
意
思
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
ず
、
外
の
人
に
「
こ
の
ま
ち
い
い

な
」
と
共
感
し
て
も
ら
う
土
俵
に
す
ら
立
つ

こ
と
は
で
き
な
い
。
一
般
的
に
は
『
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
』と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
と
思
う
が
、

地
域
の
中
に
あ
っ
て
は
『
意
思
表
示
』
と
言

え
る
と
思
う
」。

富
士
吉
田
に
集
ま
る

人
た
ち

　富
士
吉
田
市
に
は
、
そ
の
時
々
に
必
要
な

人
材
が
移
住
し
て
き
て
い
る
印
象
が
あ
る
と

言
う
。
約
10
年
前
の
第
一
次
移
住
者
と
言
わ

れ
る
赤
松
氏
の
世
代
は
、
富
士
吉
田
と
い
う

ま
ち
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
い
う
思
い
で

や
っ
て
き
た
人
た
ち
。
そ
こ
で
ま
ち
の
雰
囲

気
や
信
頼
関
係
が
で
き
る
と
、
行
政
案
件
を

進
め
る
う
え
で
も
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
ス
キ

ル
を
持
っ
た
人
材
が
必
要
と
な
っ
て
、
デ
ザ

イ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
が
で
き
る
人
材
が

集
ま
っ
た
。
最
近
で
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
影

響
も
あ
り
、
I
T
系
人
材
が
増
え
て
い
る
。

　な
ぜ
、
富
士
吉
田
市
で
は
移
住
者
が
活
躍

で
き
る
の
か
。
富
士
吉
田
市
の
人
口
は
約
4

万
8
0
0
0
人
。
こ
の
適
度
な
コ
ン
パ
ク
ト
さ

ゆ
え
に
、
市
長
や
部
長
ク
ラ
ス
の
市
職
員
と

も
距
離
が
近
く
、
自
分
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
市

の
ト
ッ
プ
に
伝
え
ら
れ
る
風
通
し
の
良
さ
が

あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
若
手
に
任
せ
る
度
量
が

あ
る
こ
と
も
特
長
で
、
お
互
い
に
信
頼
関
係

が
あ
れ
ば
、
実
現
す
る
た
め
に
事
業
化
の
相

談
に
乗
っ
て
も
ら
え
た
り
、
補
助
金
の
情
報

を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
も
多
い
。
こ
う
し

た「
や
れ
る
環
境
」が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
多
く

の
若
手
が
ど
ん
ど
ん
集
ま
っ
て
き
て
い
る
。
ま

ち
づ
く
り
は
行
政
と
の
連
携
が
不
可
欠
だ
が
、

そ
れ
が
富
士
吉
田
市
に
は
あ
る
の
だ
。

　観
光
客
も
移
住
者
も
増
え
て
い
る
富
士
吉

田
市
に
あ
っ
て
、
赤
松
氏
は
両
者
の
関
係
を

「
地
域
と
の
関
係
性
の
強
さ
を
軸
と
し
た
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
」
と
表
現
す
る
。「
富
士
吉

田
に
来
て
も
ら
い
た
い
の
は
、
富
士
吉
田
と

い
う
ま
ち
の
本
質
に
共
感
し
て
く
れ
る
人
。

観
光
客
か
移
住
者
か
と
い
う
分
類
で
は
な

く
、
ま
ち
と
の
関
係
性
の
濃
度
に
よ
っ
て
、

一
見
的
な
観
光
客
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
、
移
住

者
ま
で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
と

捉
え
て
い
る
。
最
初
の
き
っ
か
け
は
観
光

だ
っ
た
と
し
て
も
、
何
度
も
足
を
運
び
、
地

元
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね

る
う
ち
に
、
自
分
と
ま
ち
と
の
関
係
性
が
変

わ
る
こ
と
が
あ
る
。そ
う
し
た
人
の
中
か
ら
、

一
緒
に
ま
ち
の
未
来
を
考
え
ら
れ
る
仲
間
が

生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
」。

　赤
松
氏
は
2
0
2
2
年
4
月
に
合
同
会
社

O
U
L
O

を
設
立
し
た
。「
ま
ち
に
対
し
て
市

民
一
人
ひ
と
り
が
異
な
る
思
い
を
持
っ
て
い

る
。O

U
L
O

は
そ
う
し
た
生
活
者
の
思
い

を
拾
い
上
げ
、
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
プ
ロ

と
連
携
し
な
が
ら
、
課
題
を
解
決
し
て
い
く

と
い
う
役
割
を
果
た
し
た
い
。
最
初
か
ら
専

門
家
に
任
せ
て
し
ま
う
と
、
自
分
の
専
門
分

野
の
狭
い
領
域
で
し
か
解
決
方
法
が
考
え
ら

れ
な
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、

O
U
L
O

が
彼
ら
を〝
つ
な
ぐ
〞役
割
を
担
え

た
ら
と
考
え
て
い
る
」。

　地
域
か
ら
相
談
ご
と
が
な
く
な
る
そ
の
日

ま
で
、
地
域
の
相
談
ご
と
を
解
決
す
る
た
め

に
奔
走
す
る
。

（
取
材
・
文
：
観
光
政
策
研
究
部

副
主
任
研
究
員

　門
脇
茉
海
）

　生
活
と
観
光
の
両
立
、
住
民
生
活
に
配
慮
し

た
観
光
振
興
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
久
し

い
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
文
脈
で
も
、

V
isitor

（
観

光

客
）、Industry

（
産

業
）、

C
om
m
unity

（
地
域
住
民
）、En

vironm
en
t

（
環
境
）の
全
て
を
重
視
す
る「V

IC
E

モ
デ
ル
」

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
持
続
可
能
な
観
光
振
興

に
お
い
て
、
地
域
住
民
の
満
足
度
は
不
可
欠
の

要
素
で
あ
る
。

　富
士
吉
田
を
は
じ
め
郡
内
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
富
士
山
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
日

本
を
代
表
す
る
観
光
資
源
で
も
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
富
士
山
は
富
士
吉
田
観
光
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
難
し
く
さ
せ
る
と
い
う
側
面
も

併
せ
持
つ
。
富
士
山
の
類
ま
れ
な
る
存
在
感

の
大
き
さ
や
特
異
な
美
し
さ
が
、〝
イ
ン
ス

タ
で
見
た
き
れ
い
な
写
真
が
撮
れ
れ
ば
そ
れ

で
満
足
〞と
い
う
レ
ベ
ル
の
観
光
客
を
も
惹

き
つ
け
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
そ
の
結
果
、
商

店
街
に
人
が
あ
ふ
れ
て
住
民
が
日
常
の
買
い

物
を
し
に
く
く
な
っ
た
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
が
文
化
の
違
い
や
マ
ナ
ー
へ
の
理
解
不
足

か
ら
道
路
に
は
み
出
し
て
撮
影
し
て
し
ま
っ

た
り
、
な
ど
、
市
民
生
活
を
実
際
に
損
ね
て

い
る
現
状
が
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
観
光
客

が
訪
れ
続
け
る
と
い
う
状
況
は
、
必
ず
し
も

住
民
本
位
で
は
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
も
惹
き
つ

け
、
雑
多
な
状
況
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い

う
。「
富
士
吉
田
も
観
光
で
成
り
立
っ
て
い

る
ま
ち
だ
が
、
生
活
と
観
光
を
い
か
に
両
立

さ
せ
て
い
く
か
が
課
題
」。

必
要
な
の
は

ま
ち
へ
の
共
感

　富
士
吉
田
は
、
隣
接
す
る
富
士
河
口
湖
町

や
山
中
湖
村
と
は
異
な
り
、
観
光
地
と
し
て

大
規
模
な
開
発
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
。
以
前
は
、
富
士
吉
田
市
を
訪
れ
る
観

光
客
と
い
え
ば
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
入
園

者
と
富
士
山
五
合
目
の
見
学
者
を
指
し
て
お

り
、
ま
ち
な
か
を
訪
れ
る
観
光
客
は
あ
ま
り

い
な
か
っ
た
。
織
物
生
産
も
O
E
M
生
産
が

中
心
で
あ
り
、
富
士
吉
田
の
名
が
織
物
産
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た

た
め
、
地
元
製
品
を
購
入
で
き
る
シ
ョ
ッ
プ

も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
富
士
吉
田
は
あ
く

ま
で
生
活
の
町
で
あ
り
、
市
民
が
利
用
す
る

日
常
使
い
の
店
が
多
い
た
め
、
河
口
湖
や
山

中
湖
の
住
民
が
買
い
物
に
訪
れ
る
よ
う
な
場

所
だ
っ
た
。

　そ
ん
な
富
士
吉
田
が
目
指
し
て
い
る
の
は

「
富
士
吉
田
の
日
常
を
外
の
人
に
も
感
じ
て

も
ら
う
」
観
光
だ
。
元
々
が
生
活
の
町
で
あ

り
、
狭
い
路
地
が
延
び
る
よ
う
な
ま
ち
の
た

め
、
大
型
施
設
を
新
設
し
て
観
光
バ
ス
を
た

く
さ
ん
受
け
入
れ
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
で
き

な
い
。「
富
士
吉
田
で
は
全
国
展
開
の
チ
ェ
ー

ン
店
の
進
出
も
中
心
市
街
地
に
は
そ
こ
ま
で

目
立
っ
て
お
ら
ず
、
昔
な
が
ら
の
個
性
あ
る

ま
ち
な
み
が
キ
ー
プ
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
を

魅
力
と
捉
え
伝
え
る
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
」。

　赤
松
氏
が
富
士
吉
田
の
ま
ち
づ
く
り
の
お

手
本
と
し
て
挙
げ
た
の
が
黒
磯
（
栃
木
県
那

須
塩
原
市
）、
善
光
寺
（
長
野
県
長
野
市
）、

真
鶴
（
神
奈
川
県
真
鶴
町
）
と
い
っ
た
ま
ち
。

「
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
市
場
に
受
け
る
も
の

に
あ
わ
せ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

の
や
り
た
い
ス
タ
イ
ル
を
貫
い
て
、
結
果
的

に
そ
こ
に
共
感
す
る
人
た
ち
に
来
て
も
ら
え

れ
ば
良
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
だ
と
感
じ
て
い

る
。
そ
う
し
た
ス
タ
ン
ス
を
持
つ
あ
る
事
業

者
が
先
陣
を
切
っ
て
取
り
組
み
始
め
た
と
こ

ろ
、
そ
の
姿
に
共
感
す
る
若
手
が
次
々
に
集

ま
っ
て
新
た
な
店
が
増
え
て
い
る
。
一
つ
の

取
り
組
み
が
い
い
形
で
ま
ち
に
波
及
し
て
お

り
、
い
い
ま
ち
に
育
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
富
士
吉
田
も〝
富
士
吉
田
の
こ
ん
な
と

こ
ろ
が
好
き
〞〝
こ
ん
な
富
士
吉
田
に
し
た
い
〞

と
い
う
思
い
に
共
感
し
て
く
れ
る
人
が
訪
れ

る
場
所
に
育
て
て
い
き
た
い
」。

　魅
力
的
な
富
士
山
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
富

士
山
が
見
え
れ
ば
そ
れ
で
満
足
し
て
し
ま
う

観
光
客
、
富
士
山
し
か
目
指
し
て
い
な
い
観

光
客
は
ま
だ
ま
だ
多
い
。「
本
当
の
富
士
吉

田
、
富
士
吉
田
の
本
質
的
な
部
分
を
観
光
客

に
も
体
験
し
て
も
ら
う
に
は
、
観
光
体
験
の

導
線
設
計
や
情
報
発
信
の
仕
方
を
工
夫
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

不
動
産
を
通
し
て

地
域
の
意
思
を

発
信
す
る

　不
動
産
は
観
光
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
せ
る
だ
ろ
う
か
。

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
1
年
目
か
ら
空
き
家

の
再
生
に
取
り
組
み
、
富
士
吉
田
市
内
で
い

く
つ
も
の
空
き
家
再
生
を
手
掛
け
た
赤
松
氏

は
、「
不
動
産
の
活
用
に
お
い
て
は
、
何
か

し
ら
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
こ
と
が
欠
か
せ

な
い
」
と
話
す
。

「
初
め
て
の
空
き
家
再
生
は
、
自
分
自
身
が
使

い
た
い
と
思
え
る
物
件
を
市
内
で
探
す
と
こ

ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
最
初
に
手
掛
け
た

の
は
下
吉
田
に
あ
る
築
約
80
年
の
六
軒
長
屋

で
、
元
々
は
1
階
が
立
ち
飲
み
屋
さ
ん
、
2

階
が
立
ち
飲
み
屋
さ
ん
店
主
の
居
室
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
建
物
だ
っ
た
。
織
物
取
引
が

行
わ
れ
た
市
と
そ
こ
で
得
た
収
入
を
持
っ
て

楽
し
ん
だ
繁
華
街
と
い
う
下
吉
田
ら
し
さ
を

今
に
伝
え
る
物
件
で
あ
る
こ
と
が
惹
か
れ
た

富
士
山
信
仰
と

織
物
の
ま
ち

　山
梨
県
の
南
東
部
、
富
士
山
の
北
麓
に
位

置
し
、
郡
内
地
域
と
呼
ば
れ
る
富
士
吉
田
市

は
、
海
抜
約
7
5
0
m
の
高
地
に
市
街
地
が

広
が
る
。
吉
田
口
登
山
道
の
起
点
の
ま
ち
と

し
て
富
士
山
信
仰
と
深
い
関
わ
り
を
有
す
る

と
と
も
に
、「
郡
内
織
物
」
と
呼
ば
れ
る
織

物
産
地
と
し
て
も
長
い
歴
史
と
高
い
技
術
力

を
持
つ
。
東
京
都
心
部
か
ら
1
0
0
㎞
圏
内

に
あ
り
、
新
宿
駅
か
ら
は
特
急
で
約
1
時
間

半
。
近
年
は
、
郡
内
織
物
を
テ
ー
マ
と
し
た

産
業
観
光
や
体
験
型
観
光
、
ナ
イ
ト
タ
イ
ム

エ
コ
ノ
ミ
ー
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
観

光
振
興
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　2
0
2
2
年
4
月
に
合
同
会
社O

U
L
O

を
立
ち
上
げ
た
赤
松
智
志
氏
は
、
空
き
家
再

生
、
移
住
促
進
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
学
生
時
代
よ
り
10
年
以
上
に

わ
た
っ
て
富
士
吉
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
回
は
、
赤
松
氏
の
経
験

や
視
点
を
通
し
て
、
富
士
吉
田
市
に
お
け
る

観
光
と
生
活
の
両
立
、
そ
の
中
で
の
不
動
産

の
役
割
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

赤
松
氏
と

富
士
吉
田
市
と
の

出
会
い

　赤
松
氏
と
富
士
吉
田
市
の
出
会
い
は
今
か

ら
約
11
年
前
、
大
学
2
年
生
の
時
に
さ
か
の

ぼ
る
。所
属
し
て
い
た
ゼ
ミ
の
活
動
と
し
て
、

上
吉
田
に
あ
る
御
師
の
ま
ち
の
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ

た
。
最
初
は
ゼ
ミ
生
と
し
て
の
調
査
研
究
の

た
め
に
2
〜
3
ヶ
月
に
1
回
の
頻
度
で
来
市

し
て
い
た
が
、
友
人
が
で
き
た
り
若
手
の
市

職
員
と
仲
良
く
な
る
な
ど
、
富
士
吉
田
で
の

交
友
関
係
が
広
ま
る
に
つ
れ
て
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
も
毎
週
の
よ
う
に
遊
び
に
来
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　そ
う
し
た
日
々
を
過
ご
す
中
、「
自
分
が

好
き
な
富
士
吉
田
の
た
め
に
も
っ
と
何
か
し

た
い
」と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

と
は
い
え
、
大
学
の
ゼ
ミ
を
通
し
て
得
ら
れ

る
知
識
や
経
験
だ
け
で
は
、
地
元
に
求
め
ら

れ
る
人
材
に
は
な
れ
な
い
と
感
じ
た
赤
松
氏

は
、
大
学
を
1
年
間
休
学
し
て
日
本
各
地
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
る
会
社

で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
修
業
に
出

た
。　修

業
を
終
え
た
1
年
後
、
復
学
し
て
ゼ
ミ

生
と
し
て
再
度
富
士
吉
田
に
関
わ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
制
度
が
始
ま
る
こ
と
に
な
り
、
在
学
中
か

ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
を
始
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。

生
活
と
観
光
の
両
立

　1
年
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
期
間
中
、

日
本
各
地
で
の
実
践
を
通
し
て
地
域
と
向
き

合
う
姿
勢
や
ス
キ
ル
を
学
ん
だ
赤
松
氏
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
生
活
者
目
線
で
ま
ち
の

あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
」と
話
す
。
市
民
の
暮

ら
し
や
す
さ
で
あ
っ
た
り
、
ま
ち
に
対
す
る

愛
着
や
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
と
い
っ

た
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
、
大

き
な
経
済
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
は
最
優
先

事
項
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
ま

ち
に
関
わ
る
人
の
多
様
化
が
進
み
、
何
を
望

ま
し
い
姿
と
す
る
か
が
人
に
よ
っ
て
大
き
く

異
な
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
ま
ち
づ
く
り

は
以
前
と
比
べ
て
難
し
く
な
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
は
、
観
光
の
場
面
で
も
起
こ
っ
て
い
る
。

　赤
松
氏
は
、「
旅
に
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
欠
か
せ
な
い
」
と
話
す
。「
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
と
、

ま
ち
の
記
憶
が
よ
り
特
別
な
も
の
に
な
り
、

ま
ち
に
対
す
る
愛
着
も
増
し
て
い
く
。
人
に

会
い
に
行
く
と
い
う
の
は
旅
の
根
源
的
な
面

白
さ
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
ブ
ー
ム
化
せ
ず

に
残
り
続
け
て
い
る
」。
人
と
の
出
会
い
は

偶
発
的
な
も
の
で
あ
り
、
あ
ら
か
じ
め
計
画

や
想
定
が
で
き
な
い
観
光
の
ス
タ
イ
ル
。
生

き
た
も
の
だ
か
ら
こ
そ
素
晴
ら
し
い
。「
様

様
な
も
の
が
お
膳
立
て
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る

〝
観
光
地
〞化
は
し
た
く
な
い
」。

　こ
の
建
物
を
通
し
て
赤
松
氏
が
大
家
さ
ん

と
出
会
い
、
富
士
吉
田
と
の
関
係
を
深
め
て

い
っ
た
の
と
同
じ
く
、HO

S
T
E
L
 S
A
R
U
Y
A

を
訪
れ
る
人
た
ち
は
、
こ
こ
で
の
経
験
を
通
し

て
富
士
吉
田
の
暮
ら
し
や
人
の
あ
た
た
か
さ
に

触
れ
て
い
る
の
だ
。

　観
光
地
に
お
け
る
不
動
産
は
、
そ
こ
で
の

滞
在
を
通
し
て
、
地
域
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
視

覚
的
・
体
験
的
・
立
体
的
に
伝
え
る
こ
と
の

で
き
る
絶
好
の
情
報
発
信
装
置
で
あ
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に

は
、
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
設
定
に
加
え
て
、

そ
れ
を
他
者
に
伝
え
る
デ
ザ
イ
ン
の
発
想
が

欠
か
せ
な
い
。「
デ
ザ
イ
ン
は
目
的
達
成
の

た
め
の
手
段
。
デ
ザ
イ
ン
が
な
け
れ
ば
、
自

理
由
の
一
つ
。
そ
し
て
、
富
士
吉
田
に
来
て

初
め
て
ゼ
ロ
か
ら
地
道
に
信
頼
関
係
を
築
き
、

そ
の
後
も
良
き
応
援
者
に
な
っ
て
く
れ
た
大

家
さ
ん
と
の
思
い
出
が
そ
の
建
物
に
は
詰

ま
っ
て
い
る
」。
現
在
こ
の
建
物
は
「
ハ
モ
ニ

カ
横
丁
」
と
呼
ば
れ
、
短
期
滞
在
者
向
け
の

シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　ハ
モ
ニ
カ
横
丁
の
隣
に
あ
る「H

O
S
T
E
L
 

S
A
R
U
Y
A

」も
、
同
じ
大
家
さ
ん
か
ら
紹
介

し
て
も
ら
っ
た
物
件
だ
。
場
所
は
本
町
二
丁

目
交
差
点
の
南
西
角
。
日
本
橋
か
ら
富
士
山

頂
ま
で
通
じ
る
富
士
山
道
が
南
へ
と
進
路
を

変
え
、
富
士
山
の
真
正
面
へ
と
延
び
て
い
く
ま

さ
に
そ
の
場
所
に
あ
る
。
2
階
に
は
個
室
と
ド

ミ
ト
リ
ー
形
式
の
部
屋
が
配
置
さ
れ
、
1
階

部
分
に
は
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
、
洗
面
所
、
自
炊

の
で
き
る
台
所
の
他
、
広
い
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
。
シ
ン
プ
ル
で
清
潔
な
内
装
で
あ
り

な
が
ら
、
木
材
を
多
用
し
、
古
い
道
具
と
新
し

い
道
具
が
混
在
す
る
空
間
に
は
、
こ
の
場
所
に

積
み
重
な
っ
た
時
間
や
生
活
の
手
触
り
が
感

じ
ら
れ
る
。
決
し
て
背
伸
び
し
て
い
な
い〝
等

身
大
の
暮
ら
し
〞と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

宿
泊
客
に
限
ら
ず
、
地
元
の
人
も
含
め
様
々

な
人
が
こ
こ
を
利
用
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
過

ご
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
建
物
が
人
と
人

と
の
出
会
い
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
し
て

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

●山梨県富士吉田市プロフィール
人口………………47,289人（2023年1月現在）
面積………………121.740 ㎢
年間延入込客数…3,426,299人※
※出典：令和3年山梨県観光入込客統計調査報告書
○取材協力／合同会社OULO 代表・赤松智志氏
所在地…〒403-0009 山梨県富士吉田市富士見1-1-5 

 富士山を真正面に臨む本町二丁目交差点

誰かの家にいるような気分になる食器棚 表情豊かな梁

人気のコロッケ屋さんで買ったお惣菜朝食はグラノーラが準備されている
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HOSTEL SARUYAの外観

分
た
ち
の
意
思
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
ず
、
外
の
人
に
「
こ
の
ま
ち
い
い

な
」
と
共
感
し
て
も
ら
う
土
俵
に
す
ら
立
つ

こ
と
は
で
き
な
い
。
一
般
的
に
は
『
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
』と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
と
思
う
が
、

地
域
の
中
に
あ
っ
て
は
『
意
思
表
示
』
と
言

え
る
と
思
う
」。

富
士
吉
田
に
集
ま
る

人
た
ち

　富
士
吉
田
市
に
は
、
そ
の
時
々
に
必
要
な

人
材
が
移
住
し
て
き
て
い
る
印
象
が
あ
る
と

言
う
。
約
10
年
前
の
第
一
次
移
住
者
と
言
わ

れ
る
赤
松
氏
の
世
代
は
、
富
士
吉
田
と
い
う

ま
ち
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
い
う
思
い
で

や
っ
て
き
た
人
た
ち
。
そ
こ
で
ま
ち
の
雰
囲

気
や
信
頼
関
係
が
で
き
る
と
、
行
政
案
件
を

進
め
る
う
え
で
も
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
ス
キ

ル
を
持
っ
た
人
材
が
必
要
と
な
っ
て
、
デ
ザ

イ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
が
で
き
る
人
材
が

集
ま
っ
た
。
最
近
で
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
影

響
も
あ
り
、
I
T
系
人
材
が
増
え
て
い
る
。

　な
ぜ
、
富
士
吉
田
市
で
は
移
住
者
が
活
躍

で
き
る
の
か
。
富
士
吉
田
市
の
人
口
は
約
4

万
8
0
0
0
人
。
こ
の
適
度
な
コ
ン
パ
ク
ト
さ

ゆ
え
に
、
市
長
や
部
長
ク
ラ
ス
の
市
職
員
と

も
距
離
が
近
く
、
自
分
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
市

の
ト
ッ
プ
に
伝
え
ら
れ
る
風
通
し
の
良
さ
が

あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
若
手
に
任
せ
る
度
量
が

あ
る
こ
と
も
特
長
で
、
お
互
い
に
信
頼
関
係

が
あ
れ
ば
、
実
現
す
る
た
め
に
事
業
化
の
相

談
に
乗
っ
て
も
ら
え
た
り
、
補
助
金
の
情
報

を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
も
多
い
。
こ
う
し

た「
や
れ
る
環
境
」が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
多
く

の
若
手
が
ど
ん
ど
ん
集
ま
っ
て
き
て
い
る
。
ま

ち
づ
く
り
は
行
政
と
の
連
携
が
不
可
欠
だ
が
、

そ
れ
が
富
士
吉
田
市
に
は
あ
る
の
だ
。

　観
光
客
も
移
住
者
も
増
え
て
い
る
富
士
吉

田
市
に
あ
っ
て
、
赤
松
氏
は
両
者
の
関
係
を

「
地
域
と
の
関
係
性
の
強
さ
を
軸
と
し
た
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
」
と
表
現
す
る
。「
富
士
吉

田
に
来
て
も
ら
い
た
い
の
は
、
富
士
吉
田
と

い
う
ま
ち
の
本
質
に
共
感
し
て
く
れ
る
人
。

観
光
客
か
移
住
者
か
と
い
う
分
類
で
は
な

く
、
ま
ち
と
の
関
係
性
の
濃
度
に
よ
っ
て
、

一
見
的
な
観
光
客
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
、
移
住

者
ま
で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
と

捉
え
て
い
る
。
最
初
の
き
っ
か
け
は
観
光

だ
っ
た
と
し
て
も
、
何
度
も
足
を
運
び
、
地

元
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね

る
う
ち
に
、
自
分
と
ま
ち
と
の
関
係
性
が
変

わ
る
こ
と
が
あ
る
。そ
う
し
た
人
の
中
か
ら
、

一
緒
に
ま
ち
の
未
来
を
考
え
ら
れ
る
仲
間
が

生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
」。

　赤
松
氏
は
2
0
2
2
年
4
月
に
合
同
会
社

O
U
L
O

を
設
立
し
た
。「
ま
ち
に
対
し
て
市

民
一
人
ひ
と
り
が
異
な
る
思
い
を
持
っ
て
い

る
。O

U
L
O

は
そ
う
し
た
生
活
者
の
思
い

を
拾
い
上
げ
、
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
プ
ロ

と
連
携
し
な
が
ら
、
課
題
を
解
決
し
て
い
く

と
い
う
役
割
を
果
た
し
た
い
。
最
初
か
ら
専

門
家
に
任
せ
て
し
ま
う
と
、
自
分
の
専
門
分

野
の
狭
い
領
域
で
し
か
解
決
方
法
が
考
え
ら

れ
な
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、

O
U
L
O

が
彼
ら
を〝
つ
な
ぐ
〞役
割
を
担
え

た
ら
と
考
え
て
い
る
」。

　地
域
か
ら
相
談
ご
と
が
な
く
な
る
そ
の
日

ま
で
、
地
域
の
相
談
ご
と
を
解
決
す
る
た
め

に
奔
走
す
る
。

（
取
材
・
文
：
観
光
政
策
研
究
部

副
主
任
研
究
員

　門
脇
茉
海
）

　生
活
と
観
光
の
両
立
、
住
民
生
活
に
配
慮
し

た
観
光
振
興
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
久
し

い
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
文
脈
で
も
、

V
isitor

（
観

光

客
）、Industry

（
産

業
）、

C
om
m
unity

（
地
域
住
民
）、En

vironm
en
t

（
環
境
）の
全
て
を
重
視
す
る「V

IC
E

モ
デ
ル
」

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
持
続
可
能
な
観
光
振
興

に
お
い
て
、
地
域
住
民
の
満
足
度
は
不
可
欠
の

要
素
で
あ
る
。

　富
士
吉
田
を
は
じ
め
郡
内
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
富
士
山
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
日

本
を
代
表
す
る
観
光
資
源
で
も
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
富
士
山
は
富
士
吉
田
観
光
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
難
し
く
さ
せ
る
と
い
う
側
面
も

併
せ
持
つ
。
富
士
山
の
類
ま
れ
な
る
存
在
感

の
大
き
さ
や
特
異
な
美
し
さ
が
、〝
イ
ン
ス

タ
で
見
た
き
れ
い
な
写
真
が
撮
れ
れ
ば
そ
れ

で
満
足
〞と
い
う
レ
ベ
ル
の
観
光
客
を
も
惹

き
つ
け
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
そ
の
結
果
、
商

店
街
に
人
が
あ
ふ
れ
て
住
民
が
日
常
の
買
い

物
を
し
に
く
く
な
っ
た
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
が
文
化
の
違
い
や
マ
ナ
ー
へ
の
理
解
不
足

か
ら
道
路
に
は
み
出
し
て
撮
影
し
て
し
ま
っ

た
り
、
な
ど
、
市
民
生
活
を
実
際
に
損
ね
て

い
る
現
状
が
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
観
光
客

が
訪
れ
続
け
る
と
い
う
状
況
は
、
必
ず
し
も

住
民
本
位
で
は
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
も
惹
き
つ

け
、
雑
多
な
状
況
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い

う
。「
富
士
吉
田
も
観
光
で
成
り
立
っ
て
い

る
ま
ち
だ
が
、
生
活
と
観
光
を
い
か
に
両
立

さ
せ
て
い
く
か
が
課
題
」。

必
要
な
の
は

ま
ち
へ
の
共
感

　富
士
吉
田
は
、
隣
接
す
る
富
士
河
口
湖
町

や
山
中
湖
村
と
は
異
な
り
、
観
光
地
と
し
て

大
規
模
な
開
発
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
。
以
前
は
、
富
士
吉
田
市
を
訪
れ
る
観

光
客
と
い
え
ば
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
入
園

者
と
富
士
山
五
合
目
の
見
学
者
を
指
し
て
お

り
、
ま
ち
な
か
を
訪
れ
る
観
光
客
は
あ
ま
り

い
な
か
っ
た
。
織
物
生
産
も
O
E
M
生
産
が

中
心
で
あ
り
、
富
士
吉
田
の
名
が
織
物
産
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た

た
め
、
地
元
製
品
を
購
入
で
き
る
シ
ョ
ッ
プ

も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
富
士
吉
田
は
あ
く

ま
で
生
活
の
町
で
あ
り
、
市
民
が
利
用
す
る

日
常
使
い
の
店
が
多
い
た
め
、
河
口
湖
や
山

中
湖
の
住
民
が
買
い
物
に
訪
れ
る
よ
う
な
場

所
だ
っ
た
。

　そ
ん
な
富
士
吉
田
が
目
指
し
て
い
る
の
は

「
富
士
吉
田
の
日
常
を
外
の
人
に
も
感
じ
て

も
ら
う
」
観
光
だ
。
元
々
が
生
活
の
町
で
あ

り
、
狭
い
路
地
が
延
び
る
よ
う
な
ま
ち
の
た

め
、
大
型
施
設
を
新
設
し
て
観
光
バ
ス
を
た

く
さ
ん
受
け
入
れ
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
で
き

な
い
。「
富
士
吉
田
で
は
全
国
展
開
の
チ
ェ
ー

ン
店
の
進
出
も
中
心
市
街
地
に
は
そ
こ
ま
で

目
立
っ
て
お
ら
ず
、
昔
な
が
ら
の
個
性
あ
る

ま
ち
な
み
が
キ
ー
プ
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
を

魅
力
と
捉
え
伝
え
る
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
」。

　赤
松
氏
が
富
士
吉
田
の
ま
ち
づ
く
り
の
お

手
本
と
し
て
挙
げ
た
の
が
黒
磯
（
栃
木
県
那

須
塩
原
市
）、
善
光
寺
（
長
野
県
長
野
市
）、

真
鶴
（
神
奈
川
県
真
鶴
町
）
と
い
っ
た
ま
ち
。

「
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
市
場
に
受
け
る
も
の

に
あ
わ
せ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

の
や
り
た
い
ス
タ
イ
ル
を
貫
い
て
、
結
果
的

に
そ
こ
に
共
感
す
る
人
た
ち
に
来
て
も
ら
え

れ
ば
良
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
だ
と
感
じ
て
い

る
。
そ
う
し
た
ス
タ
ン
ス
を
持
つ
あ
る
事
業

者
が
先
陣
を
切
っ
て
取
り
組
み
始
め
た
と
こ

ろ
、
そ
の
姿
に
共
感
す
る
若
手
が
次
々
に
集

ま
っ
て
新
た
な
店
が
増
え
て
い
る
。
一
つ
の

取
り
組
み
が
い
い
形
で
ま
ち
に
波
及
し
て
お

り
、
い
い
ま
ち
に
育
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
富
士
吉
田
も〝
富
士
吉
田
の
こ
ん
な
と

こ
ろ
が
好
き
〞〝
こ
ん
な
富
士
吉
田
に
し
た
い
〞

と
い
う
思
い
に
共
感
し
て
く
れ
る
人
が
訪
れ

る
場
所
に
育
て
て
い
き
た
い
」。

　魅
力
的
な
富
士
山
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
富

士
山
が
見
え
れ
ば
そ
れ
で
満
足
し
て
し
ま
う

観
光
客
、
富
士
山
し
か
目
指
し
て
い
な
い
観

光
客
は
ま
だ
ま
だ
多
い
。「
本
当
の
富
士
吉

田
、
富
士
吉
田
の
本
質
的
な
部
分
を
観
光
客

に
も
体
験
し
て
も
ら
う
に
は
、
観
光
体
験
の

導
線
設
計
や
情
報
発
信
の
仕
方
を
工
夫
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

不
動
産
を
通
し
て

地
域
の
意
思
を

発
信
す
る

　不
動
産
は
観
光
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
せ
る
だ
ろ
う
か
。

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
1
年
目
か
ら
空
き
家

の
再
生
に
取
り
組
み
、
富
士
吉
田
市
内
で
い

く
つ
も
の
空
き
家
再
生
を
手
掛
け
た
赤
松
氏

は
、「
不
動
産
の
活
用
に
お
い
て
は
、
何
か

し
ら
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
こ
と
が
欠
か
せ

な
い
」
と
話
す
。

「
初
め
て
の
空
き
家
再
生
は
、
自
分
自
身
が
使

い
た
い
と
思
え
る
物
件
を
市
内
で
探
す
と
こ

ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
最
初
に
手
掛
け
た

の
は
下
吉
田
に
あ
る
築
約
80
年
の
六
軒
長
屋

で
、
元
々
は
1
階
が
立
ち
飲
み
屋
さ
ん
、
2

階
が
立
ち
飲
み
屋
さ
ん
店
主
の
居
室
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
建
物
だ
っ
た
。
織
物
取
引
が

行
わ
れ
た
市
と
そ
こ
で
得
た
収
入
を
持
っ
て

楽
し
ん
だ
繁
華
街
と
い
う
下
吉
田
ら
し
さ
を

今
に
伝
え
る
物
件
で
あ
る
こ
と
が
惹
か
れ
た

富
士
山
信
仰
と

織
物
の
ま
ち

　山
梨
県
の
南
東
部
、
富
士
山
の
北
麓
に
位

置
し
、
郡
内
地
域
と
呼
ば
れ
る
富
士
吉
田
市

は
、
海
抜
約
7
5
0
m
の
高
地
に
市
街
地
が

広
が
る
。
吉
田
口
登
山
道
の
起
点
の
ま
ち
と

し
て
富
士
山
信
仰
と
深
い
関
わ
り
を
有
す
る

と
と
も
に
、「
郡
内
織
物
」
と
呼
ば
れ
る
織

物
産
地
と
し
て
も
長
い
歴
史
と
高
い
技
術
力

を
持
つ
。
東
京
都
心
部
か
ら
1
0
0
㎞
圏
内

に
あ
り
、
新
宿
駅
か
ら
は
特
急
で
約
1
時
間

半
。
近
年
は
、
郡
内
織
物
を
テ
ー
マ
と
し
た

産
業
観
光
や
体
験
型
観
光
、
ナ
イ
ト
タ
イ
ム

エ
コ
ノ
ミ
ー
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
観

光
振
興
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　2
0
2
2
年
4
月
に
合
同
会
社O

U
L
O

を
立
ち
上
げ
た
赤
松
智
志
氏
は
、
空
き
家
再

生
、
移
住
促
進
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
学
生
時
代
よ
り
10
年
以
上
に

わ
た
っ
て
富
士
吉
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
回
は
、
赤
松
氏
の
経
験

や
視
点
を
通
し
て
、
富
士
吉
田
市
に
お
け
る

観
光
と
生
活
の
両
立
、
そ
の
中
で
の
不
動
産

の
役
割
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

赤
松
氏
と

富
士
吉
田
市
と
の

出
会
い

　赤
松
氏
と
富
士
吉
田
市
の
出
会
い
は
今
か

ら
約
11
年
前
、
大
学
2
年
生
の
時
に
さ
か
の

ぼ
る
。所
属
し
て
い
た
ゼ
ミ
の
活
動
と
し
て
、

上
吉
田
に
あ
る
御
師
の
ま
ち
の
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ

た
。
最
初
は
ゼ
ミ
生
と
し
て
の
調
査
研
究
の

た
め
に
2
〜
3
ヶ
月
に
1
回
の
頻
度
で
来
市

し
て
い
た
が
、
友
人
が
で
き
た
り
若
手
の
市

職
員
と
仲
良
く
な
る
な
ど
、
富
士
吉
田
で
の

交
友
関
係
が
広
ま
る
に
つ
れ
て
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
も
毎
週
の
よ
う
に
遊
び
に
来
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　そ
う
し
た
日
々
を
過
ご
す
中
、「
自
分
が

好
き
な
富
士
吉
田
の
た
め
に
も
っ
と
何
か
し

た
い
」と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

と
は
い
え
、
大
学
の
ゼ
ミ
を
通
し
て
得
ら
れ

る
知
識
や
経
験
だ
け
で
は
、
地
元
に
求
め
ら

れ
る
人
材
に
は
な
れ
な
い
と
感
じ
た
赤
松
氏

は
、
大
学
を
1
年
間
休
学
し
て
日
本
各
地
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
る
会
社

で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
修
業
に
出

た
。　修

業
を
終
え
た
1
年
後
、
復
学
し
て
ゼ
ミ

生
と
し
て
再
度
富
士
吉
田
に
関
わ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
制
度
が
始
ま
る
こ
と
に
な
り
、
在
学
中
か

ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
を
始
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。

生
活
と
観
光
の
両
立

　1
年
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
期
間
中
、

日
本
各
地
で
の
実
践
を
通
し
て
地
域
と
向
き

合
う
姿
勢
や
ス
キ
ル
を
学
ん
だ
赤
松
氏
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
生
活
者
目
線
で
ま
ち
の

あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
」と
話
す
。
市
民
の
暮

ら
し
や
す
さ
で
あ
っ
た
り
、
ま
ち
に
対
す
る

愛
着
や
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
と
い
っ

た
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
、
大

き
な
経
済
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
は
最
優
先

事
項
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
ま

ち
に
関
わ
る
人
の
多
様
化
が
進
み
、
何
を
望

ま
し
い
姿
と
す
る
か
が
人
に
よ
っ
て
大
き
く

異
な
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
ま
ち
づ
く
り

は
以
前
と
比
べ
て
難
し
く
な
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
は
、
観
光
の
場
面
で
も
起
こ
っ
て
い
る
。

　赤
松
氏
は
、「
旅
に
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
欠
か
せ
な
い
」
と
話
す
。「
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
と
、

ま
ち
の
記
憶
が
よ
り
特
別
な
も
の
に
な
り
、

ま
ち
に
対
す
る
愛
着
も
増
し
て
い
く
。
人
に

会
い
に
行
く
と
い
う
の
は
旅
の
根
源
的
な
面

白
さ
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
ブ
ー
ム
化
せ
ず

に
残
り
続
け
て
い
る
」。
人
と
の
出
会
い
は

偶
発
的
な
も
の
で
あ
り
、
あ
ら
か
じ
め
計
画

や
想
定
が
で
き
な
い
観
光
の
ス
タ
イ
ル
。
生

き
た
も
の
だ
か
ら
こ
そ
素
晴
ら
し
い
。「
様

様
な
も
の
が
お
膳
立
て
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る

〝
観
光
地
〞化
は
し
た
く
な
い
」。

　こ
の
建
物
を
通
し
て
赤
松
氏
が
大
家
さ
ん

と
出
会
い
、
富
士
吉
田
と
の
関
係
を
深
め
て

い
っ
た
の
と
同
じ
く
、HO

S
T
E
L
 S
A
R
U
Y
A

を
訪
れ
る
人
た
ち
は
、
こ
こ
で
の
経
験
を
通
し

て
富
士
吉
田
の
暮
ら
し
や
人
の
あ
た
た
か
さ
に

触
れ
て
い
る
の
だ
。

　観
光
地
に
お
け
る
不
動
産
は
、
そ
こ
で
の

滞
在
を
通
し
て
、
地
域
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
視

覚
的
・
体
験
的
・
立
体
的
に
伝
え
る
こ
と
の

で
き
る
絶
好
の
情
報
発
信
装
置
で
あ
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に

は
、
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
設
定
に
加
え
て
、

そ
れ
を
他
者
に
伝
え
る
デ
ザ
イ
ン
の
発
想
が

欠
か
せ
な
い
。「
デ
ザ
イ
ン
は
目
的
達
成
の

た
め
の
手
段
。
デ
ザ
イ
ン
が
な
け
れ
ば
、
自

理
由
の
一
つ
。
そ
し
て
、
富
士
吉
田
に
来
て

初
め
て
ゼ
ロ
か
ら
地
道
に
信
頼
関
係
を
築
き
、

そ
の
後
も
良
き
応
援
者
に
な
っ
て
く
れ
た
大

家
さ
ん
と
の
思
い
出
が
そ
の
建
物
に
は
詰

ま
っ
て
い
る
」。
現
在
こ
の
建
物
は
「
ハ
モ
ニ

カ
横
丁
」
と
呼
ば
れ
、
短
期
滞
在
者
向
け
の

シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　ハ
モ
ニ
カ
横
丁
の
隣
に
あ
る「H

O
S
T
E
L
 

S
A
R
U
Y
A

」も
、
同
じ
大
家
さ
ん
か
ら
紹
介

し
て
も
ら
っ
た
物
件
だ
。
場
所
は
本
町
二
丁

目
交
差
点
の
南
西
角
。
日
本
橋
か
ら
富
士
山

頂
ま
で
通
じ
る
富
士
山
道
が
南
へ
と
進
路
を

変
え
、
富
士
山
の
真
正
面
へ
と
延
び
て
い
く
ま

さ
に
そ
の
場
所
に
あ
る
。
2
階
に
は
個
室
と
ド

ミ
ト
リ
ー
形
式
の
部
屋
が
配
置
さ
れ
、
1
階

部
分
に
は
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
、
洗
面
所
、
自
炊

の
で
き
る
台
所
の
他
、
広
い
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
。
シ
ン
プ
ル
で
清
潔
な
内
装
で
あ
り

な
が
ら
、
木
材
を
多
用
し
、
古
い
道
具
と
新
し

い
道
具
が
混
在
す
る
空
間
に
は
、
こ
の
場
所
に

積
み
重
な
っ
た
時
間
や
生
活
の
手
触
り
が
感

じ
ら
れ
る
。
決
し
て
背
伸
び
し
て
い
な
い〝
等

身
大
の
暮
ら
し
〞と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

宿
泊
客
に
限
ら
ず
、
地
元
の
人
も
含
め
様
々

な
人
が
こ
こ
を
利
用
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
過

ご
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
建
物
が
人
と
人

と
の
出
会
い
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
し
て

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

●山梨県富士吉田市プロフィール
人口………………47,289人（2023年1月現在）
面積………………121.740 ㎢
年間延入込客数…3,426,299人※
※出典：令和3年山梨県観光入込客統計調査報告書
○取材協力／合同会社OULO 代表・赤松智志氏
所在地…〒403-0009 山梨県富士吉田市富士見1-1-5 

 富士山を真正面に臨む本町二丁目交差点

誰かの家にいるような気分になる食器棚 表情豊かな梁

人気のコロッケ屋さんで買ったお惣菜朝食はグラノーラが準備されている
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一棟貸しの宿「日本色」と
宿泊客の送迎に用いるトゥクトゥク

た
、
ビ
ー
ル
の
醸
造
・
販
売
を
行
う
会
社
で
あ

る
。
2
0
1
7
年
に
静
岡
市
葵
区
で
ク
ラ
フ
ト

ビ
ア
バ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
、
2
0
1
9
年
に
は

用
宗
み
な
と
温
泉
内
に
ブ
ル
ワ
リ
ー
を
構
え

る
。
2
0
2
2
年
7
月
に
は
用
宗
み
な
と
温
泉

の
向
か
い
に「
ブ
ル
ワ
リ
ー
に
泊
ま
れ
る
」を
コ

ン
セ
プ
ト
に
し
た
直
営
ホ
テ
ル
を
オ
ー
プ
ン
し

た
。
W
C
B
は
現
在
47
都
道
府
県
に
取
扱
店
が

あ
る
人
気
の
ブ
ル
ワ
リ
ー
で
、
W
C
B
の
ビ
ー

ル
を
求
め
て
用
宗
を
訪
れ
る
人
も
多
い
。
温
泉

に
質
の
高
い
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が
加
わ
る
こ
と

で
、
用
宗
な
ら
で
は
の
価
値
が
生

み
出
さ
れ
た
。

　小
島
氏
は
、
用
宗
で
は
今
後

も
必
要
な
施
設
は
増
や
し
て
い

く
し
、
外
部
企
業
の
進
出
も
促

し
た
い
と
話
す
。「
日
本
色
」

は
棟
数
を
増
や
す
予
定
で
、
ま

たH
U
T
 P
A
R
K

用
宗
の
第
2

期
工
事
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　一
方
で
、
た
だ
店
舗
や
施
設

を
増
や
す
だ
け
で
は
な
く
、「
日

本
色
」
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
も

同
時
に
行
っ
て
い
く
。
現
在
は
用
宗
の
中
だ

け
で
展
開
し
て
い
る
が
、
県
内
の
他
の
地
域
、

ま
た
海
外
に
も
進
出
す
る
こ
と
で
、「
日
本
色
」

ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
や
知
名
度
を
高
め
、
用
宗

の
価
値
向
上
に
も
つ
な
げ
て
い
く
考
え
だ
。

　こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る

C
S
A
不
動
産
・
C
S
Atravel

だ
が
、
当

初
は
周
囲
の
賛
同
が
得
ら
れ
ず
、
銀
行
等
か

ら
の
融
資
も
思
う
よ
う
に
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
。
自
治
体
と
の
連
携
等
も
今
後
は
進
め
て

い
き
た
い
と
し
て
い
る
が
、
用
宗
で
の
今
後

の
更
な
る
展
開
や
「
日
本
色
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化

が
、
新
た
に
事
業
を
開
始
す
る
ハ
ー
ド
ル
の

引
き
下
げ
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　C
S
A
不
動
産
・
C
S
Atravel

は
、「〝
こ

こ
で
し
か
で
き
な
い
、
こ
の
場
だ
か
ら
こ
そ
〞

の
事
業
に
取
り
組
み
、
エ
リ
ア
価
値
を
高
め

る
」
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
場
所

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
行
い
エ
リ
ア
の
価
値
が
高
ま
れ
ば
、
そ
こ

は
世
界
中
の
人
が
行
き
た
い
と
思
う
町
に
な

る
。
そ
の
た
め
彼
ら
は
用
宗
を
世
界
的
な
観

光
都
市
に
す
る
と
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　小
島
氏
は
事
業
を
行
う
と
き
、
明
確
な
計

画
づ
く
り
や
コ
ン
セ
プ
ト
を
定
め
て
い
な

い
。「
初
期
の
考
え
で
進
み
続
け
る
の
は
楽

な
面
も
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
縛
ら
れ
ず
、

常
に
次
は
何
が
必
要
か
を
考
え
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
の

こ
と
で
あ
る
。
用
宗
の
場
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
活
か
し
、
世
界
中
の
人
が
行
き
た
い
と
思

う
エ
リ
ア
ブ
ラ
ン
ド
を
創
出
す
る
C
S
A
不

動
産
・
C
S
Atravel

の
取
り
組
み
は
、
こ

れ
か
ら
も
進
化
を
続
け
て
い
く
。

（
取
材
・
文
：
観
光
政
策
研
究
部

研
究
員

　山
本
奏
音
）

「
み
な
と
横
丁
」
を
オ
ー
プ
ン
。
40
年
前
か

ら
地
元
で
親
し
ま
れ
て
き
た
古
い
横
丁
の
建

物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
地
元
住
民
だ
け

で
な
く
観
光
客
も
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で

き
る
施
設
と
し
た
。
地
元
で
海
産
物
の
加
工

販
売
を
手
掛
け
る
店
が
開
い
た
海
鮮
の
店

等
、
地
元
に
根
差
し
た
店
が
入
る
一
方
、
用

宗
の
外
か
ら
も
テ
ナ
ン
ト
が
入
居
し
て
お

り
、
空
き
は
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　2
0
1
8
年
12
月
に
は
、
10
年
間
使
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
マ
グ
ロ
の
加
工
場
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
漁
港
に
「
用
宗
み
な
と
温

泉
」を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

用
宗
は
漁
港
や
ビ
ー
チ

が
あ
る
こ
と
か
ら
海
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
冬

の
訴
求
力
が
低
い
と
考

え
ら
れ
た
た
め
、
そ
こ

を
補
う
た
め
に
温
泉
施

設
を
開
発
し
た
。
地
下

1
0
0
0
m
の
深
さ
か

ら
天
然
温
泉
を
汲
み
上

げ
る
等
、
温
泉
の
質
に

も
拘
り
、
そ
の
結
果
投

資
総
額
は
4
億
円
と

な
っ
た
。
夜
24
時
ま
で

営
業
す
る
、「
日
本
色
」

の
宿
泊
客
は
自
由
に
利

手
し
た
。
そ
の
際
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
設

定
し
た
の
は
旅
慣
れ
た
外
国
人
富
裕
層
で
あ

る
。
は
じ
め
か
ら
高
稼
働
率
を
達
成
す
る
の

は
難
し
く
、
低
価
格
帯
で
は
地
域
経
済
へ
の

影
響
が
少
な
す
ぎ
る
と
考
え
る
と
、
高
単
価

客
向
け
の
宿
泊
施
設
と
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
っ
た
。
旅
慣
れ
た
外
国
人
に
は
、
そ
の
地

域
の
個
性
や
生
活
文
化
を
感
じ
ら
れ
る
宿
泊

施
設
に
魅
力
を
感
じ
る
人
が
多
い
。
彼
ら
は

ま
さ
に
用
宗
の
顧
客
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と

い
う
こ
と
で
、「
旅
慣
れ
た
外
国
人
富
裕
層
」

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
設
定
し
、
彼
ら
が
満

足
で
き
る
宿
泊
施
設
を
つ
く
る
こ
と
と
し
た
。

実
際
に
、
知
り
合
い
の
外
国
人
に
用
宗
を
体

験
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
調
査
も
行
っ
た
。

　用
宗
は
、
こ
の

10
年
間
で
古
民
家

が
20
棟
ほ
ど
解
体

さ
れ
る
と
い
っ
た

状
況
に
あ
っ
た
。

古
民
家
は
こ
の
用

宗
の
景
観
を
構
成

し
て
い
る
重
要
な

要
素
の
一
つ
で
あ

り
、
古
民
家
の
解

体
は
重
要
な
資
源

が
次
々
に
失
わ
れ

る
こ
と
を
意
味
す

る
。
そ
こ
で
、
ち
ょ
う
ど
売
り
に
出
さ
れ
て
い

た
古
民
家
を
買
い
取
り
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
2
0
1
7
年
7
月
に
3
棟
で
一
棟
貸

し
の
宿「
日
本
色
」の
事
業
を
開
始
し
た
。
現

在
は
棟
数
を
増
や
し
、
8
棟
で
運
営
を
行
っ

て
い
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
、
地
元
の
お
母

さ
ん
の
朝
食
、
非
日
常
を
演
出
す
る
仕
掛
け

と
し
て
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
か
ら
各
棟
ま
で
は

ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク（
写
真
）で
送
迎
す
る
等
、
細

か
な
工
夫
も
影
響
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
も

稼
働
率
は
上
昇
を
続
け
て
い
る
。

　C
S
A
不
動
産
・
C
S
Atravel

は

2
0
1
7
年
の「
日
本
色
」開
業
以
降
、
多
数
の

施
設
の
開
業
・
運
営
に
関
わ
っ
て
き
た
。「
日
本

色
」開
業
と
同
じ
2
0
1
7
年
7
月
に
は
、
居

酒
屋
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
建
物
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
て
本
格
ジ
ェ
ラ
ー
ト
店「LA

 

P
A
LE
T
T
E

」を
オ
ー
プ
ン
。
地
元
の
厳
選
食

材
を
使
っ
た
無
着
色
無
香
料
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を

販
売
し
て
お
り
、
休
日
に
は
店
の
外
に
ま
で
列

が
伸
び
て
い
る
と
い
う
。
ジ
ェ
ラ
ー
ト
は
企
画
・

仕
入
れ
・
製
造
を
全
て
C
S
Atravel

が
手

掛
け
て
い
る
。

　2
0
1
8
年
5
月
に
は
複
合
商
業
施
設

　静
岡
駅
か
ら
J
R
東
海
道
線
で
2
駅
。
都

会
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
駅
か
ら
出
る
と
ど
こ
か
懐
か
し
く
美

し
い
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。静
か
な
海
岸
、

生
活
の
感
じ
ら
れ
る
家
々
と
路
地
、
小
さ
な

漁
港
と
そ
の
向
こ
う
に
見
え
る
富
士
山
。
そ

ん
な
静
岡
市
駿
河
区
用
宗
で
は
、
近
年
観
光

客
向
け
の
施
設
が
急
速
に
増
え
て
い
る
。
そ

の
開
発
の
流
れ
を
最
初
に
つ
く
っ
た
の
は
、

C
S
A
不
動
産
と
い
う
不
動
産
会
社
だ
。

C
S
A
不
動
産
は
も
と
も
と
静
岡
駅
周
辺
で

オ
フ
ィ
ス
や
テ
ナ
ン
ト
向
け
の
賃
貸
業
務
を

行
う
会
社
だ
っ
た
が
、2
0
1
6
年
11
月
に
、

宿
泊
施
設
・
温
浴
施
設
・
飲
食
施
設
の
企
画

運
営
を
行
う
た
め
に
C
S
Atravel

を
設

立
し
た
。
そ
し
て
2
0
1
7
年
7
月
以
降
、

宿
泊
施
設
、
温
泉
、
飲
食
店
等
様
々
な
施
設

を
用
宗
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
少
子
高
齢

化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
た
用
宗
の
町
は
、

観
光
客
や
地
元
の
人
々
が
集
い
ゆ
っ
く
り
と

し
た
時
間
を
過
ご
す
、
賑
わ
い
の
あ
る
町
へ

と
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
最
中
だ
。

　C
S
A
不
動
産
が
用
宗
で
観
光
地
づ
く
り

を
始
め
た
理
由
は
、
端
的
に
言
え
ば
「
用
宗

に
可
能
性
を
見
出
し
た
か
ら
」
で
あ
る
。

　も
と
も
と
、
C
S
A
不
動
産
の
代
表
取
締

役
社
長
の
小
島
氏
は
静
岡
市
内
の
事
業
用
不

動
産
の
仲
介
を
行
う
中
で
、
商
店
街
が
縮
小

し
町
の
規
模
が
小
さ
く
な
っ
て
い
く
静
岡
市

の
現
状
に
危
機
感
を
覚
え
て
い
た
。
20
年
ほ

ど
前
は
多
く
の
地
元
客
が
静
岡
市
を
訪
れ
て

い
た
が
、
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
地
元
消
費

者
が
減
少
し
、
ま
た
ネ
ッ
ト
通
販
等
の
普
及

に
よ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
町
を
訪
れ
る
必
要
性
も

低
く
な
っ
た
。

　そ
の
よ
う
な
町
中
を
再
び
活
性
化
す
る
た

め
に
は
観
光
客
の
掘
り
起
こ
し
が
必
要
で
あ

る
。
静
岡
県
に
は
伊
豆
、
富
士
山
、
浜
名
湖

等
様
々
な
観
光
拠
点
が
あ
る
が
、
静
岡
市
は

そ
れ
ら
を
観
光
で
巡
る
際
の
拠
点
と
な
り
得

る
。
し
か
し
今
ま
で
静
岡
市
に
は
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
は
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
旅
慣
れ
た
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
個
人
客
が
喜
ぶ
よ
う
な
宿
泊

施
設
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
そ
う
し
た
客

層
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
。
静
岡
市
で
そ
う
し
た
客
層
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
宿
泊
施
設
が
で
き
な
い
か
、
と
考

え
た
と
き
に
出
会
っ
た
の
が
用
宗
だ
っ
た
。

　用
宗
は
、
駅
前
を
通
る
用
宗
街
道
が
も
と

も
と
は
幹
線
道
路
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
が
、

バ
イ
パ
ス
が
設
置
さ
れ
て
以
降
は
賑
わ
い
が

4
．自
ら
事
業
運
営
を

行
う
C
S
Atravel 

2
．地
域
の
不
動
産
会
社
が

見
つ
け
た

用
宗
の
可
能
性

3
．一
棟
貸
し
の
宿「
日
本
色
」

か
ら
始
ま
っ
た

用
宗
の
観
光
地
づ
く
り

1
．誰
か
に
伝
え
た
く

な
る
小
さ
な
港
ま
ち

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
等
、
観
光
客
が
利
用

し
や
す
い
工
夫
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
観
光

客
だ
け
で
な
く
多
く
の
地
元
住
民
も
利
用
す

る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　2
0
2
0
年
12
月
に
は
複
合
商
業
施
設

「H
U
T
 P
A
R
K

用
宗
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

「
月
イ
チ
行
け
る
リ
ゾ
ー
ト
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
多
く
の
店
舗
を
誘
致
し
て
い
る
が
、
こ
の

建
物
は
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
物
件
で
は
な
く
新

築
で
あ
る
。
漁
村
に
は
舟
小
屋
、
漁
具
小
屋

等
様
々
な
小
屋
が
存
在
す
る
が
、
施
設
の
デ

ザ
イ
ン
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
小
屋
の
要
素
を

し
て
い
た
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
が
用
宗

で
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
移
転
し

た
り
、
用
宗
の
駅
前
に
店
舗
を
構
え
て
い
た

レ
ス
ト
ラ
ン
が
蔵
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て

移
転
し
た
り
と
、
町
中
に
新
た
な
賑
わ
い
が

生
ま
れ
て
い
る
。

　賑
わ
い
を
生
ん
で
い
る
も
う
一
つ
の
事
例
と

し
て
、W

est C
oast B

rew
ing

（
W
C
B
）

が
あ
る
。
W
C
B
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
を
日
本
で
も
造
り
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
建
築
家
の
デ
レ
ッ
ク
・
バ
ス
ト
ン
が
設
立
し

失
わ
れ
、
開
発
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
現
在
で
も
、
狭
い
路
地
、
住
民
の
集
ま

る
町
角
、
小
さ
な
漁
港
等
、
昔
な
が
ら
の
港

町
の
生
活
を
感
じ
ら
れ
る
町
並
み
が
広
が
っ

て
い
る
。
も
と
も
と
海
外
旅
行
好
き
で
多
く

の
地
域
を
訪
れ
た
経
験
の
あ
る
小
島
氏
は
、

「
こ
の
町
自
体
が
魅
力
的
な
観
光
資
源
の
よ
う

だ
と
思
っ
た
」
と
語
る
。
日
常
と
非
日
常
を

感
じ
ら
れ
る
も
の
が
歩
い
て
回
れ
る
範
囲
に

集
ま
っ
て
い
る
こ
の
用
宗
は
、
そ
の
地
域
の

良
さ
を
活
か
し
て
人
を
呼
び
込
め
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
と
小
島
氏
は
感
じ
、

観
光
地
づ
く
り
に
着
手
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　用
宗
で
観
光
地
づ
く
り
を
行
う
に
あ
た
っ

て
、
小
島
氏
は
ま
ず
宿
泊
施
設
の
開
発
に
着

「
世
界
に
発
信
す
る
用
宗
の
ま
ち
づ
く
り
」

静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
用
宗

株
式
会
社
C
S
A
不
動
産・株
式
会
社
C
S
Atravel
3

ケース
スタディ

取
り
入
れ
た
。「
新
築
で
あ
っ
て
も
将
来
の
用

宗
の
資
産
に
な
る
、
用
宗
ら
し
さ
を
感
じ
ら

れ
る
デ
ザ
イ
ン
」
を
目
指
し
て
建
て
ら
れ
た

建
物
は
、
用
宗
の
景
観
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

　み
な
と
横
丁
とH

U
T
 P
A
R
K

用
宗
に
は

テ
ナ
ン
ト
を
誘
致
し
て
い
る
が
、
前
述
の
そ
れ

以
外
の
施
設
は
C
S
A
不
動
産
・

C
S
Atravel

が
全
て
自
社
事
業
と
し
て
運

営
を
行
っ
て
い
る
。
建
物
の
賃
貸
業
や
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
留
ま
ら
ず
、
用
宗
を
観
光
地
と

し
て
活
性
化
す
る
た
め
に
事
業
運
営
に
ま
で
携

わ
る
C
S
A
不
動
産
の
ス
タ
イ
ル
は
、
な
か
な

か
他
に
例
を
見
な
い
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　C
S
Atravel

が
自
社
事
業
を
行
い
用

宗
の
活
性
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
用
宗
で
事

業
を
行
い
た
い
と
い
う
外
部
企
業
の
参
入
が

相
次
い
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は

30
以
上
の
店
舗
が
用
宗
で
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
み
な
と
横
丁
やH

U
T
 P
A
R
K

用
宗
に

入
居
す
る
ケ
ー
ス
は
も
ち
ろ
ん
多
い
が
、
他

に
も
も
と
も
と
静
岡
市
の
別
の
地
域
で
営
業

「不動産再生からの観光地づくり」のケーススタディ…32

も
ち
む
ね

16



一棟貸しの宿「日本色」と
宿泊客の送迎に用いるトゥクトゥク

た
、
ビ
ー
ル
の
醸
造
・
販
売
を
行
う
会
社
で
あ

る
。
2
0
1
7
年
に
静
岡
市
葵
区
で
ク
ラ
フ
ト

ビ
ア
バ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
、
2
0
1
9
年
に
は

用
宗
み
な
と
温
泉
内
に
ブ
ル
ワ
リ
ー
を
構
え

る
。
2
0
2
2
年
7
月
に
は
用
宗
み
な
と
温
泉

の
向
か
い
に「
ブ
ル
ワ
リ
ー
に
泊
ま
れ
る
」を
コ

ン
セ
プ
ト
に
し
た
直
営
ホ
テ
ル
を
オ
ー
プ
ン
し

た
。
W
C
B
は
現
在
47
都
道
府
県
に
取
扱
店
が

あ
る
人
気
の
ブ
ル
ワ
リ
ー
で
、
W
C
B
の
ビ
ー

ル
を
求
め
て
用
宗
を
訪
れ
る
人
も
多
い
。
温
泉

に
質
の
高
い
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が
加
わ
る
こ
と

で
、
用
宗
な
ら
で
は
の
価
値
が
生

み
出
さ
れ
た
。

　小
島
氏
は
、
用
宗
で
は
今
後

も
必
要
な
施
設
は
増
や
し
て
い

く
し
、
外
部
企
業
の
進
出
も
促

し
た
い
と
話
す
。「
日
本
色
」

は
棟
数
を
増
や
す
予
定
で
、
ま

たH
U
T
 P
A
R
K

用
宗
の
第
2

期
工
事
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　一
方
で
、
た
だ
店
舗
や
施
設

を
増
や
す
だ
け
で
は
な
く
、「
日

本
色
」
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
も

同
時
に
行
っ
て
い
く
。
現
在
は
用
宗
の
中
だ

け
で
展
開
し
て
い
る
が
、
県
内
の
他
の
地
域
、

ま
た
海
外
に
も
進
出
す
る
こ
と
で
、「
日
本
色
」

ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
や
知
名
度
を
高
め
、
用
宗

の
価
値
向
上
に
も
つ
な
げ
て
い
く
考
え
だ
。

　こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る

C
S
A
不
動
産
・
C
S
Atravel

だ
が
、
当

初
は
周
囲
の
賛
同
が
得
ら
れ
ず
、
銀
行
等
か

ら
の
融
資
も
思
う
よ
う
に
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
。
自
治
体
と
の
連
携
等
も
今
後
は
進
め
て

い
き
た
い
と
し
て
い
る
が
、
用
宗
で
の
今
後

の
更
な
る
展
開
や
「
日
本
色
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化

が
、
新
た
に
事
業
を
開
始
す
る
ハ
ー
ド
ル
の

引
き
下
げ
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　C
S
A
不
動
産
・
C
S
Atravel

は
、「〝
こ

こ
で
し
か
で
き
な
い
、
こ
の
場
だ
か
ら
こ
そ
〞

の
事
業
に
取
り
組
み
、
エ
リ
ア
価
値
を
高
め

る
」
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
場
所

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
行
い
エ
リ
ア
の
価
値
が
高
ま
れ
ば
、
そ
こ

は
世
界
中
の
人
が
行
き
た
い
と
思
う
町
に
な

る
。
そ
の
た
め
彼
ら
は
用
宗
を
世
界
的
な
観

光
都
市
に
す
る
と
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　小
島
氏
は
事
業
を
行
う
と
き
、
明
確
な
計

画
づ
く
り
や
コ
ン
セ
プ
ト
を
定
め
て
い
な

い
。「
初
期
の
考
え
で
進
み
続
け
る
の
は
楽

な
面
も
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
縛
ら
れ
ず
、

常
に
次
は
何
が
必
要
か
を
考
え
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
の

こ
と
で
あ
る
。
用
宗
の
場
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
活
か
し
、
世
界
中
の
人
が
行
き
た
い
と
思

う
エ
リ
ア
ブ
ラ
ン
ド
を
創
出
す
る
C
S
A
不

動
産
・
C
S
Atravel

の
取
り
組
み
は
、
こ

れ
か
ら
も
進
化
を
続
け
て
い
く
。

（
取
材
・
文
：
観
光
政
策
研
究
部

研
究
員

　山
本
奏
音
）

「
み
な
と
横
丁
」
を
オ
ー
プ
ン
。
40
年
前
か

ら
地
元
で
親
し
ま
れ
て
き
た
古
い
横
丁
の
建

物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
地
元
住
民
だ
け

で
な
く
観
光
客
も
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で

き
る
施
設
と
し
た
。
地
元
で
海
産
物
の
加
工

販
売
を
手
掛
け
る
店
が
開
い
た
海
鮮
の
店

等
、
地
元
に
根
差
し
た
店
が
入
る
一
方
、
用

宗
の
外
か
ら
も
テ
ナ
ン
ト
が
入
居
し
て
お

り
、
空
き
は
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　2
0
1
8
年
12
月
に
は
、
10
年
間
使
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
マ
グ
ロ
の
加
工
場
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
漁
港
に
「
用
宗
み
な
と
温

泉
」を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

用
宗
は
漁
港
や
ビ
ー
チ

が
あ
る
こ
と
か
ら
海
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
冬

の
訴
求
力
が
低
い
と
考

え
ら
れ
た
た
め
、
そ
こ

を
補
う
た
め
に
温
泉
施

設
を
開
発
し
た
。
地
下

1
0
0
0
m
の
深
さ
か

ら
天
然
温
泉
を
汲
み
上

げ
る
等
、
温
泉
の
質
に

も
拘
り
、
そ
の
結
果
投

資
総
額
は
4
億
円
と

な
っ
た
。
夜
24
時
ま
で

営
業
す
る
、「
日
本
色
」

の
宿
泊
客
は
自
由
に
利

手
し
た
。
そ
の
際
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
設

定
し
た
の
は
旅
慣
れ
た
外
国
人
富
裕
層
で
あ

る
。
は
じ
め
か
ら
高
稼
働
率
を
達
成
す
る
の

は
難
し
く
、
低
価
格
帯
で
は
地
域
経
済
へ
の

影
響
が
少
な
す
ぎ
る
と
考
え
る
と
、
高
単
価

客
向
け
の
宿
泊
施
設
と
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
っ
た
。
旅
慣
れ
た
外
国
人
に
は
、
そ
の
地

域
の
個
性
や
生
活
文
化
を
感
じ
ら
れ
る
宿
泊

施
設
に
魅
力
を
感
じ
る
人
が
多
い
。
彼
ら
は

ま
さ
に
用
宗
の
顧
客
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と

い
う
こ
と
で
、「
旅
慣
れ
た
外
国
人
富
裕
層
」

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
設
定
し
、
彼
ら
が
満

足
で
き
る
宿
泊
施
設
を
つ
く
る
こ
と
と
し
た
。

実
際
に
、
知
り
合
い
の
外
国
人
に
用
宗
を
体

験
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
調
査
も
行
っ
た
。

　用
宗
は
、
こ
の

10
年
間
で
古
民
家

が
20
棟
ほ
ど
解
体

さ
れ
る
と
い
っ
た

状
況
に
あ
っ
た
。

古
民
家
は
こ
の
用

宗
の
景
観
を
構
成

し
て
い
る
重
要
な

要
素
の
一
つ
で
あ

り
、
古
民
家
の
解

体
は
重
要
な
資
源

が
次
々
に
失
わ
れ

る
こ
と
を
意
味
す

る
。
そ
こ
で
、
ち
ょ
う
ど
売
り
に
出
さ
れ
て
い

た
古
民
家
を
買
い
取
り
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
2
0
1
7
年
7
月
に
3
棟
で
一
棟
貸

し
の
宿「
日
本
色
」の
事
業
を
開
始
し
た
。
現

在
は
棟
数
を
増
や
し
、
8
棟
で
運
営
を
行
っ

て
い
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
、
地
元
の
お
母

さ
ん
の
朝
食
、
非
日
常
を
演
出
す
る
仕
掛
け

と
し
て
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
か
ら
各
棟
ま
で
は

ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク（
写
真
）で
送
迎
す
る
等
、
細

か
な
工
夫
も
影
響
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
も

稼
働
率
は
上
昇
を
続
け
て
い
る
。

　C
S
A
不
動
産
・
C
S
Atravel

は

2
0
1
7
年
の「
日
本
色
」開
業
以
降
、
多
数
の

施
設
の
開
業
・
運
営
に
関
わ
っ
て
き
た
。「
日
本

色
」開
業
と
同
じ
2
0
1
7
年
7
月
に
は
、
居

酒
屋
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
建
物
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
て
本
格
ジ
ェ
ラ
ー
ト
店「LA

 

P
A
LE
T
T
E

」を
オ
ー
プ
ン
。
地
元
の
厳
選
食

材
を
使
っ
た
無
着
色
無
香
料
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を

販
売
し
て
お
り
、
休
日
に
は
店
の
外
に
ま
で
列

が
伸
び
て
い
る
と
い
う
。
ジ
ェ
ラ
ー
ト
は
企
画
・

仕
入
れ
・
製
造
を
全
て
C
S
Atravel

が
手

掛
け
て
い
る
。

　2
0
1
8
年
5
月
に
は
複
合
商
業
施
設

　静
岡
駅
か
ら
J
R
東
海
道
線
で
2
駅
。
都

会
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
駅
か
ら
出
る
と
ど
こ
か
懐
か
し
く
美

し
い
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。静
か
な
海
岸
、

生
活
の
感
じ
ら
れ
る
家
々
と
路
地
、
小
さ
な

漁
港
と
そ
の
向
こ
う
に
見
え
る
富
士
山
。
そ

ん
な
静
岡
市
駿
河
区
用
宗
で
は
、
近
年
観
光

客
向
け
の
施
設
が
急
速
に
増
え
て
い
る
。
そ

の
開
発
の
流
れ
を
最
初
に
つ
く
っ
た
の
は
、

C
S
A
不
動
産
と
い
う
不
動
産
会
社
だ
。

C
S
A
不
動
産
は
も
と
も
と
静
岡
駅
周
辺
で

オ
フ
ィ
ス
や
テ
ナ
ン
ト
向
け
の
賃
貸
業
務
を

行
う
会
社
だ
っ
た
が
、2
0
1
6
年
11
月
に
、

宿
泊
施
設
・
温
浴
施
設
・
飲
食
施
設
の
企
画

運
営
を
行
う
た
め
に
C
S
Atravel

を
設

立
し
た
。
そ
し
て
2
0
1
7
年
7
月
以
降
、

宿
泊
施
設
、
温
泉
、
飲
食
店
等
様
々
な
施
設

を
用
宗
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
少
子
高
齢

化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
た
用
宗
の
町
は
、

観
光
客
や
地
元
の
人
々
が
集
い
ゆ
っ
く
り
と

し
た
時
間
を
過
ご
す
、
賑
わ
い
の
あ
る
町
へ

と
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
最
中
だ
。

　C
S
A
不
動
産
が
用
宗
で
観
光
地
づ
く
り

を
始
め
た
理
由
は
、
端
的
に
言
え
ば
「
用
宗

に
可
能
性
を
見
出
し
た
か
ら
」
で
あ
る
。

　も
と
も
と
、
C
S
A
不
動
産
の
代
表
取
締

役
社
長
の
小
島
氏
は
静
岡
市
内
の
事
業
用
不

動
産
の
仲
介
を
行
う
中
で
、
商
店
街
が
縮
小

し
町
の
規
模
が
小
さ
く
な
っ
て
い
く
静
岡
市

の
現
状
に
危
機
感
を
覚
え
て
い
た
。
20
年
ほ

ど
前
は
多
く
の
地
元
客
が
静
岡
市
を
訪
れ
て

い
た
が
、
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
地
元
消
費

者
が
減
少
し
、
ま
た
ネ
ッ
ト
通
販
等
の
普
及

に
よ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
町
を
訪
れ
る
必
要
性
も

低
く
な
っ
た
。

　そ
の
よ
う
な
町
中
を
再
び
活
性
化
す
る
た

め
に
は
観
光
客
の
掘
り
起
こ
し
が
必
要
で
あ

る
。
静
岡
県
に
は
伊
豆
、
富
士
山
、
浜
名
湖

等
様
々
な
観
光
拠
点
が
あ
る
が
、
静
岡
市
は

そ
れ
ら
を
観
光
で
巡
る
際
の
拠
点
と
な
り
得

る
。
し
か
し
今
ま
で
静
岡
市
に
は
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
は
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
旅
慣
れ
た
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
個
人
客
が
喜
ぶ
よ
う
な
宿
泊

施
設
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
そ
う
し
た
客

層
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
。
静
岡
市
で
そ
う
し
た
客
層
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
宿
泊
施
設
が
で
き
な
い
か
、
と
考

え
た
と
き
に
出
会
っ
た
の
が
用
宗
だ
っ
た
。

　用
宗
は
、
駅
前
を
通
る
用
宗
街
道
が
も
と

も
と
は
幹
線
道
路
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
が
、

バ
イ
パ
ス
が
設
置
さ
れ
て
以
降
は
賑
わ
い
が

4
．自
ら
事
業
運
営
を

行
う
C
S
Atravel 

2
．地
域
の
不
動
産
会
社
が

見
つ
け
た

用
宗
の
可
能
性

3
．一
棟
貸
し
の
宿「
日
本
色
」

か
ら
始
ま
っ
た

用
宗
の
観
光
地
づ
く
り

1
．誰
か
に
伝
え
た
く

な
る
小
さ
な
港
ま
ち

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
等
、
観
光
客
が
利
用

し
や
す
い
工
夫
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
観
光

客
だ
け
で
な
く
多
く
の
地
元
住
民
も
利
用
す

る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　2
0
2
0
年
12
月
に
は
複
合
商
業
施
設

「H
U
T
 P
A
R
K

用
宗
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

「
月
イ
チ
行
け
る
リ
ゾ
ー
ト
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
多
く
の
店
舗
を
誘
致
し
て
い
る
が
、
こ
の

建
物
は
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
物
件
で
は
な
く
新

築
で
あ
る
。
漁
村
に
は
舟
小
屋
、
漁
具
小
屋

等
様
々
な
小
屋
が
存
在
す
る
が
、
施
設
の
デ

ザ
イ
ン
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
小
屋
の
要
素
を

し
て
い
た
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
が
用
宗

で
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
移
転
し

た
り
、
用
宗
の
駅
前
に
店
舗
を
構
え
て
い
た

レ
ス
ト
ラ
ン
が
蔵
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て

移
転
し
た
り
と
、
町
中
に
新
た
な
賑
わ
い
が

生
ま
れ
て
い
る
。

　賑
わ
い
を
生
ん
で
い
る
も
う
一
つ
の
事
例
と

し
て
、W

est C
oast B

rew
ing

（
W
C
B
）

が
あ
る
。
W
C
B
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
を
日
本
で
も
造
り
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
建
築
家
の
デ
レ
ッ
ク
・
バ
ス
ト
ン
が
設
立
し

失
わ
れ
、
開
発
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
現
在
で
も
、
狭
い
路
地
、
住
民
の
集
ま

る
町
角
、
小
さ
な
漁
港
等
、
昔
な
が
ら
の
港

町
の
生
活
を
感
じ
ら
れ
る
町
並
み
が
広
が
っ

て
い
る
。
も
と
も
と
海
外
旅
行
好
き
で
多
く

の
地
域
を
訪
れ
た
経
験
の
あ
る
小
島
氏
は
、

「
こ
の
町
自
体
が
魅
力
的
な
観
光
資
源
の
よ
う

だ
と
思
っ
た
」
と
語
る
。
日
常
と
非
日
常
を

感
じ
ら
れ
る
も
の
が
歩
い
て
回
れ
る
範
囲
に

集
ま
っ
て
い
る
こ
の
用
宗
は
、
そ
の
地
域
の

良
さ
を
活
か
し
て
人
を
呼
び
込
め
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
と
小
島
氏
は
感
じ
、

観
光
地
づ
く
り
に
着
手
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　用
宗
で
観
光
地
づ
く
り
を
行
う
に
あ
た
っ

て
、
小
島
氏
は
ま
ず
宿
泊
施
設
の
開
発
に
着

「
世
界
に
発
信
す
る
用
宗
の
ま
ち
づ
く
り
」

静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
用
宗

株
式
会
社
C
S
A
不
動
産・株
式
会
社
C
S
Atravel

3

ケース
スタディ

取
り
入
れ
た
。「
新
築
で
あ
っ
て
も
将
来
の
用

宗
の
資
産
に
な
る
、
用
宗
ら
し
さ
を
感
じ
ら

れ
る
デ
ザ
イ
ン
」
を
目
指
し
て
建
て
ら
れ
た

建
物
は
、
用
宗
の
景
観
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

　み
な
と
横
丁
とH

U
T
 P
A
R
K

用
宗
に
は

テ
ナ
ン
ト
を
誘
致
し
て
い
る
が
、
前
述
の
そ
れ

以
外
の
施
設
は
C
S
A
不
動
産
・

C
S
Atravel

が
全
て
自
社
事
業
と
し
て
運

営
を
行
っ
て
い
る
。
建
物
の
賃
貸
業
や
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
留
ま
ら
ず
、
用
宗
を
観
光
地
と

し
て
活
性
化
す
る
た
め
に
事
業
運
営
に
ま
で
携

わ
る
C
S
A
不
動
産
の
ス
タ
イ
ル
は
、
な
か
な

か
他
に
例
を
見
な
い
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　C
S
Atravel

が
自
社
事
業
を
行
い
用

宗
の
活
性
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
用
宗
で
事

業
を
行
い
た
い
と
い
う
外
部
企
業
の
参
入
が

相
次
い
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は

30
以
上
の
店
舗
が
用
宗
で
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
み
な
と
横
丁
やH

U
T
 P
A
R
K

用
宗
に

入
居
す
る
ケ
ー
ス
は
も
ち
ろ
ん
多
い
が
、
他

に
も
も
と
も
と
静
岡
市
の
別
の
地
域
で
営
業

「不動産再生からの観光地づくり」のケーススタディ…32

も
ち
む
ね

第256号 February 202317



図 1 用宗における事業者進出

出典：CSA不動産・CSAtravel資料より

THE VILLA & BARREL LOUNGE
（West Coast Brewingが運営するホテル）

用宗みなと温泉のテラス席

HUT PARK用宗

た
、
ビ
ー
ル
の
醸
造
・
販
売
を
行
う
会
社
で
あ

る
。
2
0
1
7
年
に
静
岡
市
葵
区
で
ク
ラ
フ
ト

ビ
ア
バ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
、
2
0
1
9
年
に
は

用
宗
み
な
と
温
泉
内
に
ブ
ル
ワ
リ
ー
を
構
え

る
。
2
0
2
2
年
7
月
に
は
用
宗
み
な
と
温
泉

の
向
か
い
に「
ブ
ル
ワ
リ
ー
に
泊
ま
れ
る
」を
コ

ン
セ
プ
ト
に
し
た
直
営
ホ
テ
ル
を
オ
ー
プ
ン
し

た
。
W
C
B
は
現
在
47
都
道
府
県
に
取
扱
店
が

あ
る
人
気
の
ブ
ル
ワ
リ
ー
で
、
W
C
B
の
ビ
ー

ル
を
求
め
て
用
宗
を
訪
れ
る
人
も
多
い
。
温
泉

に
質
の
高
い
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が
加
わ
る
こ
と

で
、
用
宗
な
ら
で
は
の
価
値
が
生

み
出
さ
れ
た
。

　小
島
氏
は
、
用
宗
で
は
今
後

も
必
要
な
施
設
は
増
や
し
て
い

く
し
、
外
部
企
業
の
進
出
も
促

し
た
い
と
話
す
。「
日
本
色
」

は
棟
数
を
増
や
す
予
定
で
、
ま

たH
U
T
 P
A
R
K

用
宗
の
第
2

期
工
事
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　一
方
で
、
た
だ
店
舗
や
施
設

を
増
や
す
だ
け
で
は
な
く
、「
日

本
色
」
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
も

同
時
に
行
っ
て
い
く
。
現
在
は
用
宗
の
中
だ

け
で
展
開
し
て
い
る
が
、
県
内
の
他
の
地
域
、

ま
た
海
外
に
も
進
出
す
る
こ
と
で
、「
日
本
色
」

ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
や
知
名
度
を
高
め
、
用
宗

の
価
値
向
上
に
も
つ
な
げ
て
い
く
考
え
だ
。

　こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る

C
S
A
不
動
産
・
C
S
Atravel

だ
が
、
当

初
は
周
囲
の
賛
同
が
得
ら
れ
ず
、
銀
行
等
か

ら
の
融
資
も
思
う
よ
う
に
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
。
自
治
体
と
の
連
携
等
も
今
後
は
進
め
て

い
き
た
い
と
し
て
い
る
が
、
用
宗
で
の
今
後

の
更
な
る
展
開
や
「
日
本
色
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化

が
、
新
た
に
事
業
を
開
始
す
る
ハ
ー
ド
ル
の

引
き
下
げ
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　C
S
A
不
動
産
・
C
S
Atravel

は
、「〝
こ

こ
で
し
か
で
き
な
い
、
こ
の
場
だ
か
ら
こ
そ
〞

の
事
業
に
取
り
組
み
、
エ
リ
ア
価
値
を
高
め

る
」
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
場
所

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
行
い
エ
リ
ア
の
価
値
が
高
ま
れ
ば
、
そ
こ

は
世
界
中
の
人
が
行
き
た
い
と
思
う
町
に
な

る
。
そ
の
た
め
彼
ら
は
用
宗
を
世
界
的
な
観

光
都
市
に
す
る
と
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　小
島
氏
は
事
業
を
行
う
と
き
、
明
確
な
計

画
づ
く
り
や
コ
ン
セ
プ
ト
を
定
め
て
い
な

い
。「
初
期
の
考
え
で
進
み
続
け
る
の
は
楽

な
面
も
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
縛
ら
れ
ず
、

常
に
次
は
何
が
必
要
か
を
考
え
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
の

こ
と
で
あ
る
。
用
宗
の
場
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
活
か
し
、
世
界
中
の
人
が
行
き
た
い
と
思

う
エ
リ
ア
ブ
ラ
ン
ド
を
創
出
す
る
C
S
A
不

動
産
・
C
S
Atravel

の
取
り
組
み
は
、
こ

れ
か
ら
も
進
化
を
続
け
て
い
く
。

（
取
材
・
文
：
観
光
政
策
研
究
部

研
究
員

　山
本
奏
音
）

「
み
な
と
横
丁
」
を
オ
ー
プ
ン
。
40
年
前
か

ら
地
元
で
親
し
ま
れ
て
き
た
古
い
横
丁
の
建

物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
地
元
住
民
だ
け

で
な
く
観
光
客
も
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で

き
る
施
設
と
し
た
。
地
元
で
海
産
物
の
加
工

販
売
を
手
掛
け
る
店
が
開
い
た
海
鮮
の
店

等
、
地
元
に
根
差
し
た
店
が
入
る
一
方
、
用

宗
の
外
か
ら
も
テ
ナ
ン
ト
が
入
居
し
て
お

り
、
空
き
は
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　2
0
1
8
年
12
月
に
は
、
10
年
間
使
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
マ
グ
ロ
の
加
工
場
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
漁
港
に
「
用
宗
み
な
と
温

泉
」を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

用
宗
は
漁
港
や
ビ
ー
チ

が
あ
る
こ
と
か
ら
海
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
冬

の
訴
求
力
が
低
い
と
考

え
ら
れ
た
た
め
、
そ
こ

を
補
う
た
め
に
温
泉
施

設
を
開
発
し
た
。
地
下

1
0
0
0
m
の
深
さ
か

ら
天
然
温
泉
を
汲
み
上

げ
る
等
、
温
泉
の
質
に

も
拘
り
、
そ
の
結
果
投

資
総
額
は
4
億
円
と

な
っ
た
。
夜
24
時
ま
で

営
業
す
る
、「
日
本
色
」

の
宿
泊
客
は
自
由
に
利

手
し
た
。
そ
の
際
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
設

定
し
た
の
は
旅
慣
れ
た
外
国
人
富
裕
層
で
あ

る
。
は
じ
め
か
ら
高
稼
働
率
を
達
成
す
る
の

は
難
し
く
、
低
価
格
帯
で
は
地
域
経
済
へ
の

影
響
が
少
な
す
ぎ
る
と
考
え
る
と
、
高
単
価

客
向
け
の
宿
泊
施
設
と
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
っ
た
。
旅
慣
れ
た
外
国
人
に
は
、
そ
の
地

域
の
個
性
や
生
活
文
化
を
感
じ
ら
れ
る
宿
泊

施
設
に
魅
力
を
感
じ
る
人
が
多
い
。
彼
ら
は

ま
さ
に
用
宗
の
顧
客
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と

い
う
こ
と
で
、「
旅
慣
れ
た
外
国
人
富
裕
層
」

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
設
定
し
、
彼
ら
が
満

足
で
き
る
宿
泊
施
設
を
つ
く
る
こ
と
と
し
た
。

実
際
に
、
知
り
合
い
の
外
国
人
に
用
宗
を
体

験
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
調
査
も
行
っ
た
。

　用
宗
は
、
こ
の

10
年
間
で
古
民
家

が
20
棟
ほ
ど
解
体

さ
れ
る
と
い
っ
た

状
況
に
あ
っ
た
。

古
民
家
は
こ
の
用

宗
の
景
観
を
構
成

し
て
い
る
重
要
な

要
素
の
一
つ
で
あ

り
、
古
民
家
の
解

体
は
重
要
な
資
源

が
次
々
に
失
わ
れ

る
こ
と
を
意
味
す

る
。
そ
こ
で
、
ち
ょ
う
ど
売
り
に
出
さ
れ
て
い

た
古
民
家
を
買
い
取
り
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
2
0
1
7
年
7
月
に
3
棟
で
一
棟
貸

し
の
宿「
日
本
色
」の
事
業
を
開
始
し
た
。
現

在
は
棟
数
を
増
や
し
、
8
棟
で
運
営
を
行
っ

て
い
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
、
地
元
の
お
母

さ
ん
の
朝
食
、
非
日
常
を
演
出
す
る
仕
掛
け

と
し
て
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
か
ら
各
棟
ま
で
は

ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク（
写
真
）で
送
迎
す
る
等
、
細

か
な
工
夫
も
影
響
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
も

稼
働
率
は
上
昇
を
続
け
て
い
る
。

　C
S
A
不
動
産
・
C
S
Atravel

は

2
0
1
7
年
の「
日
本
色
」開
業
以
降
、
多
数
の

施
設
の
開
業
・
運
営
に
関
わ
っ
て
き
た
。「
日
本

色
」開
業
と
同
じ
2
0
1
7
年
7
月
に
は
、
居

酒
屋
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
建
物
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
て
本
格
ジ
ェ
ラ
ー
ト
店「LA

 

P
A
LE
T
T
E

」を
オ
ー
プ
ン
。
地
元
の
厳
選
食

材
を
使
っ
た
無
着
色
無
香
料
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を

販
売
し
て
お
り
、
休
日
に
は
店
の
外
に
ま
で
列

が
伸
び
て
い
る
と
い
う
。
ジ
ェ
ラ
ー
ト
は
企
画
・

仕
入
れ
・
製
造
を
全
て
C
S
Atravel

が
手

掛
け
て
い
る
。

　2
0
1
8
年
5
月
に
は
複
合
商
業
施
設

　静
岡
駅
か
ら
J
R
東
海
道
線
で
2
駅
。
都

会
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
駅
か
ら
出
る
と
ど
こ
か
懐
か
し
く
美

し
い
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。静
か
な
海
岸
、

生
活
の
感
じ
ら
れ
る
家
々
と
路
地
、
小
さ
な

漁
港
と
そ
の
向
こ
う
に
見
え
る
富
士
山
。
そ

ん
な
静
岡
市
駿
河
区
用
宗
で
は
、
近
年
観
光

客
向
け
の
施
設
が
急
速
に
増
え
て
い
る
。
そ

の
開
発
の
流
れ
を
最
初
に
つ
く
っ
た
の
は
、

C
S
A
不
動
産
と
い
う
不
動
産
会
社
だ
。

C
S
A
不
動
産
は
も
と
も
と
静
岡
駅
周
辺
で

オ
フ
ィ
ス
や
テ
ナ
ン
ト
向
け
の
賃
貸
業
務
を

行
う
会
社
だ
っ
た
が
、2
0
1
6
年
11
月
に
、

宿
泊
施
設
・
温
浴
施
設
・
飲
食
施
設
の
企
画

運
営
を
行
う
た
め
に
C
S
Atravel

を
設

立
し
た
。
そ
し
て
2
0
1
7
年
7
月
以
降
、

宿
泊
施
設
、
温
泉
、
飲
食
店
等
様
々
な
施
設

を
用
宗
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
少
子
高
齢

化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
た
用
宗
の
町
は
、

観
光
客
や
地
元
の
人
々
が
集
い
ゆ
っ
く
り
と

し
た
時
間
を
過
ご
す
、
賑
わ
い
の
あ
る
町
へ

と
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
最
中
だ
。

　C
S
A
不
動
産
が
用
宗
で
観
光
地
づ
く
り

を
始
め
た
理
由
は
、
端
的
に
言
え
ば
「
用
宗

に
可
能
性
を
見
出
し
た
か
ら
」
で
あ
る
。

　も
と
も
と
、
C
S
A
不
動
産
の
代
表
取
締

役
社
長
の
小
島
氏
は
静
岡
市
内
の
事
業
用
不

動
産
の
仲
介
を
行
う
中
で
、
商
店
街
が
縮
小

し
町
の
規
模
が
小
さ
く
な
っ
て
い
く
静
岡
市

の
現
状
に
危
機
感
を
覚
え
て
い
た
。
20
年
ほ

ど
前
は
多
く
の
地
元
客
が
静
岡
市
を
訪
れ
て

い
た
が
、
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
地
元
消
費

者
が
減
少
し
、
ま
た
ネ
ッ
ト
通
販
等
の
普
及

に
よ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
町
を
訪
れ
る
必
要
性
も

低
く
な
っ
た
。

　そ
の
よ
う
な
町
中
を
再
び
活
性
化
す
る
た

め
に
は
観
光
客
の
掘
り
起
こ
し
が
必
要
で
あ

る
。
静
岡
県
に
は
伊
豆
、
富
士
山
、
浜
名
湖

等
様
々
な
観
光
拠
点
が
あ
る
が
、
静
岡
市
は

そ
れ
ら
を
観
光
で
巡
る
際
の
拠
点
と
な
り
得

る
。
し
か
し
今
ま
で
静
岡
市
に
は
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
は
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
旅
慣
れ
た
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
個
人
客
が
喜
ぶ
よ
う
な
宿
泊

施
設
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
そ
う
し
た
客

層
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
。
静
岡
市
で
そ
う
し
た
客
層
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
宿
泊
施
設
が
で
き
な
い
か
、
と
考

え
た
と
き
に
出
会
っ
た
の
が
用
宗
だ
っ
た
。

　用
宗
は
、
駅
前
を
通
る
用
宗
街
道
が
も
と

も
と
は
幹
線
道
路
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
が
、

バ
イ
パ
ス
が
設
置
さ
れ
て
以
降
は
賑
わ
い
が

6
．世
界
中
の
人
が

行
き
た
い
と

思
う「
用
宗
」へ

5
．事
業
を
行
い
た
い
町
に

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
等
、
観
光
客
が
利
用

し
や
す
い
工
夫
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
観
光

客
だ
け
で
な
く
多
く
の
地
元
住
民
も
利
用
す

る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　2
0
2
0
年
12
月
に
は
複
合
商
業
施
設

「H
U
T
 P
A
R
K

用
宗
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

「
月
イ
チ
行
け
る
リ
ゾ
ー
ト
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
多
く
の
店
舗
を
誘
致
し
て
い
る
が
、
こ
の

建
物
は
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
物
件
で
は
な
く
新

築
で
あ
る
。
漁
村
に
は
舟
小
屋
、
漁
具
小
屋

等
様
々
な
小
屋
が
存
在
す
る
が
、
施
設
の
デ

ザ
イ
ン
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
小
屋
の
要
素
を

し
て
い
た
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
が
用
宗

で
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
移
転
し

た
り
、
用
宗
の
駅
前
に
店
舗
を
構
え
て
い
た

レ
ス
ト
ラ
ン
が
蔵
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て

移
転
し
た
り
と
、
町
中
に
新
た
な
賑
わ
い
が

生
ま
れ
て
い
る
。

　賑
わ
い
を
生
ん
で
い
る
も
う
一
つ
の
事
例
と

し
て
、W

est C
oast B

rew
ing

（
W
C
B
）

が
あ
る
。
W
C
B
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
を
日
本
で
も
造
り
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
建
築
家
の
デ
レ
ッ
ク
・
バ
ス
ト
ン
が
設
立
し

●静岡県静岡市駿河区用宗プロフィール
人口………3,825人（2020年国勢調査）
面積………4.06 ㎢
●株式会社CSA不動産の概要
代表者……代表取締役社長・小島孝仁
設立………2010年4月
所在地……〒420-0857 静岡県静岡市葵区御幸町3番地の21ペガサート2階
事業内容…不動産仲介事業、建築事業、企画事業、プロモーション事業、
　　　　　貸会議室・シェアオフィス運営事業、貸ビル事業、小売・飲食事業
●株式会社CSAtravelの概要
代表者……代表取締役社長・小島孝仁
設立………2016年11月
所在地……〒420-0857 静岡県静岡市葵区御幸町3番地の21ペガサート2階

失
わ
れ
、
開
発
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
現
在
で
も
、
狭
い
路
地
、
住
民
の
集
ま

る
町
角
、
小
さ
な
漁
港
等
、
昔
な
が
ら
の
港

町
の
生
活
を
感
じ
ら
れ
る
町
並
み
が
広
が
っ

て
い
る
。
も
と
も
と
海
外
旅
行
好
き
で
多
く

の
地
域
を
訪
れ
た
経
験
の
あ
る
小
島
氏
は
、

「
こ
の
町
自
体
が
魅
力
的
な
観
光
資
源
の
よ
う

だ
と
思
っ
た
」
と
語
る
。
日
常
と
非
日
常
を

感
じ
ら
れ
る
も
の
が
歩
い
て
回
れ
る
範
囲
に

集
ま
っ
て
い
る
こ
の
用
宗
は
、
そ
の
地
域
の

良
さ
を
活
か
し
て
人
を
呼
び
込
め
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
と
小
島
氏
は
感
じ
、

観
光
地
づ
く
り
に
着
手
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　用
宗
で
観
光
地
づ
く
り
を
行
う
に
あ
た
っ

て
、
小
島
氏
は
ま
ず
宿
泊
施
設
の
開
発
に
着

᐀ 㥐

ࢫࢱ࣮ࢽࣙ �

取
り
入
れ
た
。「
新
築
で
あ
っ
て
も
将
来
の
用

宗
の
資
産
に
な
る
、
用
宗
ら
し
さ
を
感
じ
ら

れ
る
デ
ザ
イ
ン
」
を
目
指
し
て
建
て
ら
れ
た

建
物
は
、
用
宗
の
景
観
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

　み
な
と
横
丁
とH

U
T
 P
A
R
K

用
宗
に
は

テ
ナ
ン
ト
を
誘
致
し
て
い
る
が
、
前
述
の
そ
れ

以
外
の
施
設
は
C
S
A
不
動
産
・

C
S
Atravel

が
全
て
自
社
事
業
と
し
て
運

営
を
行
っ
て
い
る
。
建
物
の
賃
貸
業
や
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
留
ま
ら
ず
、
用
宗
を
観
光
地
と

し
て
活
性
化
す
る
た
め
に
事
業
運
営
に
ま
で
携

わ
る
C
S
A
不
動
産
の
ス
タ
イ
ル
は
、
な
か
な

か
他
に
例
を
見
な
い
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　C
S
Atravel

が
自
社
事
業
を
行
い
用

宗
の
活
性
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
用
宗
で
事

業
を
行
い
た
い
と
い
う
外
部
企
業
の
参
入
が

相
次
い
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は

30
以
上
の
店
舗
が
用
宗
で
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
み
な
と
横
丁
やH

U
T
 P
A
R
K

用
宗
に

入
居
す
る
ケ
ー
ス
は
も
ち
ろ
ん
多
い
が
、
他

に
も
も
と
も
と
静
岡
市
の
別
の
地
域
で
営
業

「不動産再生からの観光地づくり」のケーススタディ…32
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図 1 用宗における事業者進出

出典：CSA不動産・CSAtravel資料より

THE VILLA & BARREL LOUNGE
（West Coast Brewingが運営するホテル）

用宗みなと温泉のテラス席

HUT PARK用宗

た
、
ビ
ー
ル
の
醸
造
・
販
売
を
行
う
会
社
で
あ

る
。
2
0
1
7
年
に
静
岡
市
葵
区
で
ク
ラ
フ
ト

ビ
ア
バ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
、
2
0
1
9
年
に
は

用
宗
み
な
と
温
泉
内
に
ブ
ル
ワ
リ
ー
を
構
え

る
。
2
0
2
2
年
7
月
に
は
用
宗
み
な
と
温
泉

の
向
か
い
に「
ブ
ル
ワ
リ
ー
に
泊
ま
れ
る
」を
コ

ン
セ
プ
ト
に
し
た
直
営
ホ
テ
ル
を
オ
ー
プ
ン
し

た
。
W
C
B
は
現
在
47
都
道
府
県
に
取
扱
店
が

あ
る
人
気
の
ブ
ル
ワ
リ
ー
で
、
W
C
B
の
ビ
ー

ル
を
求
め
て
用
宗
を
訪
れ
る
人
も
多
い
。
温
泉

に
質
の
高
い
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が
加
わ
る
こ
と

で
、
用
宗
な
ら
で
は
の
価
値
が
生

み
出
さ
れ
た
。

　小
島
氏
は
、
用
宗
で
は
今
後

も
必
要
な
施
設
は
増
や
し
て
い

く
し
、
外
部
企
業
の
進
出
も
促

し
た
い
と
話
す
。「
日
本
色
」

は
棟
数
を
増
や
す
予
定
で
、
ま

たH
U
T
 P
A
R
K

用
宗
の
第
2

期
工
事
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　一
方
で
、
た
だ
店
舗
や
施
設

を
増
や
す
だ
け
で
は
な
く
、「
日

本
色
」
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
も

同
時
に
行
っ
て
い
く
。
現
在
は
用
宗
の
中
だ

け
で
展
開
し
て
い
る
が
、
県
内
の
他
の
地
域
、

ま
た
海
外
に
も
進
出
す
る
こ
と
で
、「
日
本
色
」

ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
や
知
名
度
を
高
め
、
用
宗

の
価
値
向
上
に
も
つ
な
げ
て
い
く
考
え
だ
。

　こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る

C
S
A
不
動
産
・
C
S
Atravel

だ
が
、
当

初
は
周
囲
の
賛
同
が
得
ら
れ
ず
、
銀
行
等
か

ら
の
融
資
も
思
う
よ
う
に
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
。
自
治
体
と
の
連
携
等
も
今
後
は
進
め
て

い
き
た
い
と
し
て
い
る
が
、
用
宗
で
の
今
後

の
更
な
る
展
開
や
「
日
本
色
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化

が
、
新
た
に
事
業
を
開
始
す
る
ハ
ー
ド
ル
の

引
き
下
げ
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　C
S
A
不
動
産
・
C
S
Atravel

は
、「〝
こ

こ
で
し
か
で
き
な
い
、
こ
の
場
だ
か
ら
こ
そ
〞

の
事
業
に
取
り
組
み
、
エ
リ
ア
価
値
を
高
め

る
」
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
場
所

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
行
い
エ
リ
ア
の
価
値
が
高
ま
れ
ば
、
そ
こ

は
世
界
中
の
人
が
行
き
た
い
と
思
う
町
に
な

る
。
そ
の
た
め
彼
ら
は
用
宗
を
世
界
的
な
観

光
都
市
に
す
る
と
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　小
島
氏
は
事
業
を
行
う
と
き
、
明
確
な
計

画
づ
く
り
や
コ
ン
セ
プ
ト
を
定
め
て
い
な

い
。「
初
期
の
考
え
で
進
み
続
け
る
の
は
楽

な
面
も
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
縛
ら
れ
ず
、

常
に
次
は
何
が
必
要
か
を
考
え
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
の

こ
と
で
あ
る
。
用
宗
の
場
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
活
か
し
、
世
界
中
の
人
が
行
き
た
い
と
思

う
エ
リ
ア
ブ
ラ
ン
ド
を
創
出
す
る
C
S
A
不

動
産
・
C
S
Atravel

の
取
り
組
み
は
、
こ

れ
か
ら
も
進
化
を
続
け
て
い
く
。

（
取
材
・
文
：
観
光
政
策
研
究
部

研
究
員

　山
本
奏
音
）

「
み
な
と
横
丁
」
を
オ
ー
プ
ン
。
40
年
前
か

ら
地
元
で
親
し
ま
れ
て
き
た
古
い
横
丁
の
建

物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
地
元
住
民
だ
け

で
な
く
観
光
客
も
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で

き
る
施
設
と
し
た
。
地
元
で
海
産
物
の
加
工

販
売
を
手
掛
け
る
店
が
開
い
た
海
鮮
の
店

等
、
地
元
に
根
差
し
た
店
が
入
る
一
方
、
用

宗
の
外
か
ら
も
テ
ナ
ン
ト
が
入
居
し
て
お

り
、
空
き
は
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　2
0
1
8
年
12
月
に
は
、
10
年
間
使
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
マ
グ
ロ
の
加
工
場
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
漁
港
に
「
用
宗
み
な
と
温

泉
」を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

用
宗
は
漁
港
や
ビ
ー
チ

が
あ
る
こ
と
か
ら
海
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
冬

の
訴
求
力
が
低
い
と
考

え
ら
れ
た
た
め
、
そ
こ

を
補
う
た
め
に
温
泉
施

設
を
開
発
し
た
。
地
下

1
0
0
0
m
の
深
さ
か

ら
天
然
温
泉
を
汲
み
上

げ
る
等
、
温
泉
の
質
に

も
拘
り
、
そ
の
結
果
投

資
総
額
は
4
億
円
と

な
っ
た
。
夜
24
時
ま
で

営
業
す
る
、「
日
本
色
」

の
宿
泊
客
は
自
由
に
利

手
し
た
。
そ
の
際
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
設

定
し
た
の
は
旅
慣
れ
た
外
国
人
富
裕
層
で
あ

る
。
は
じ
め
か
ら
高
稼
働
率
を
達
成
す
る
の

は
難
し
く
、
低
価
格
帯
で
は
地
域
経
済
へ
の

影
響
が
少
な
す
ぎ
る
と
考
え
る
と
、
高
単
価

客
向
け
の
宿
泊
施
設
と
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
っ
た
。
旅
慣
れ
た
外
国
人
に
は
、
そ
の
地

域
の
個
性
や
生
活
文
化
を
感
じ
ら
れ
る
宿
泊

施
設
に
魅
力
を
感
じ
る
人
が
多
い
。
彼
ら
は

ま
さ
に
用
宗
の
顧
客
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と

い
う
こ
と
で
、「
旅
慣
れ
た
外
国
人
富
裕
層
」

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
設
定
し
、
彼
ら
が
満

足
で
き
る
宿
泊
施
設
を
つ
く
る
こ
と
と
し
た
。

実
際
に
、
知
り
合
い
の
外
国
人
に
用
宗
を
体

験
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
調
査
も
行
っ
た
。

　用
宗
は
、
こ
の

10
年
間
で
古
民
家

が
20
棟
ほ
ど
解
体

さ
れ
る
と
い
っ
た

状
況
に
あ
っ
た
。

古
民
家
は
こ
の
用

宗
の
景
観
を
構
成

し
て
い
る
重
要
な

要
素
の
一
つ
で
あ

り
、
古
民
家
の
解

体
は
重
要
な
資
源

が
次
々
に
失
わ
れ

る
こ
と
を
意
味
す

る
。
そ
こ
で
、
ち
ょ
う
ど
売
り
に
出
さ
れ
て
い

た
古
民
家
を
買
い
取
り
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
2
0
1
7
年
7
月
に
3
棟
で
一
棟
貸

し
の
宿「
日
本
色
」の
事
業
を
開
始
し
た
。
現

在
は
棟
数
を
増
や
し
、
8
棟
で
運
営
を
行
っ

て
い
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
、
地
元
の
お
母

さ
ん
の
朝
食
、
非
日
常
を
演
出
す
る
仕
掛
け

と
し
て
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
か
ら
各
棟
ま
で
は

ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク（
写
真
）で
送
迎
す
る
等
、
細

か
な
工
夫
も
影
響
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
も

稼
働
率
は
上
昇
を
続
け
て
い
る
。

　C
S
A
不
動
産
・
C
S
Atravel

は

2
0
1
7
年
の「
日
本
色
」開
業
以
降
、
多
数
の

施
設
の
開
業
・
運
営
に
関
わ
っ
て
き
た
。「
日
本

色
」開
業
と
同
じ
2
0
1
7
年
7
月
に
は
、
居

酒
屋
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
建
物
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
て
本
格
ジ
ェ
ラ
ー
ト
店「LA

 

P
A
LE
T
T
E

」を
オ
ー
プ
ン
。
地
元
の
厳
選
食

材
を
使
っ
た
無
着
色
無
香
料
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を

販
売
し
て
お
り
、
休
日
に
は
店
の
外
に
ま
で
列

が
伸
び
て
い
る
と
い
う
。
ジ
ェ
ラ
ー
ト
は
企
画
・

仕
入
れ
・
製
造
を
全
て
C
S
Atravel

が
手

掛
け
て
い
る
。

　2
0
1
8
年
5
月
に
は
複
合
商
業
施
設

　静
岡
駅
か
ら
J
R
東
海
道
線
で
2
駅
。
都

会
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
駅
か
ら
出
る
と
ど
こ
か
懐
か
し
く
美

し
い
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。静
か
な
海
岸
、

生
活
の
感
じ
ら
れ
る
家
々
と
路
地
、
小
さ
な

漁
港
と
そ
の
向
こ
う
に
見
え
る
富
士
山
。
そ

ん
な
静
岡
市
駿
河
区
用
宗
で
は
、
近
年
観
光

客
向
け
の
施
設
が
急
速
に
増
え
て
い
る
。
そ

の
開
発
の
流
れ
を
最
初
に
つ
く
っ
た
の
は
、

C
S
A
不
動
産
と
い
う
不
動
産
会
社
だ
。

C
S
A
不
動
産
は
も
と
も
と
静
岡
駅
周
辺
で

オ
フ
ィ
ス
や
テ
ナ
ン
ト
向
け
の
賃
貸
業
務
を

行
う
会
社
だ
っ
た
が
、2
0
1
6
年
11
月
に
、

宿
泊
施
設
・
温
浴
施
設
・
飲
食
施
設
の
企
画

運
営
を
行
う
た
め
に
C
S
Atravel

を
設

立
し
た
。
そ
し
て
2
0
1
7
年
7
月
以
降
、

宿
泊
施
設
、
温
泉
、
飲
食
店
等
様
々
な
施
設

を
用
宗
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
少
子
高
齢

化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
た
用
宗
の
町
は
、

観
光
客
や
地
元
の
人
々
が
集
い
ゆ
っ
く
り
と

し
た
時
間
を
過
ご
す
、
賑
わ
い
の
あ
る
町
へ

と
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
最
中
だ
。

　C
S
A
不
動
産
が
用
宗
で
観
光
地
づ
く
り

を
始
め
た
理
由
は
、
端
的
に
言
え
ば
「
用
宗

に
可
能
性
を
見
出
し
た
か
ら
」
で
あ
る
。

　も
と
も
と
、
C
S
A
不
動
産
の
代
表
取
締

役
社
長
の
小
島
氏
は
静
岡
市
内
の
事
業
用
不

動
産
の
仲
介
を
行
う
中
で
、
商
店
街
が
縮
小

し
町
の
規
模
が
小
さ
く
な
っ
て
い
く
静
岡
市

の
現
状
に
危
機
感
を
覚
え
て
い
た
。
20
年
ほ

ど
前
は
多
く
の
地
元
客
が
静
岡
市
を
訪
れ
て

い
た
が
、
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
地
元
消
費

者
が
減
少
し
、
ま
た
ネ
ッ
ト
通
販
等
の
普
及

に
よ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
町
を
訪
れ
る
必
要
性
も

低
く
な
っ
た
。

　そ
の
よ
う
な
町
中
を
再
び
活
性
化
す
る
た

め
に
は
観
光
客
の
掘
り
起
こ
し
が
必
要
で
あ

る
。
静
岡
県
に
は
伊
豆
、
富
士
山
、
浜
名
湖

等
様
々
な
観
光
拠
点
が
あ
る
が
、
静
岡
市
は

そ
れ
ら
を
観
光
で
巡
る
際
の
拠
点
と
な
り
得

る
。
し
か
し
今
ま
で
静
岡
市
に
は
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
は
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
旅
慣
れ
た
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
個
人
客
が
喜
ぶ
よ
う
な
宿
泊

施
設
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
そ
う
し
た
客

層
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
。
静
岡
市
で
そ
う
し
た
客
層
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
宿
泊
施
設
が
で
き
な
い
か
、
と
考

え
た
と
き
に
出
会
っ
た
の
が
用
宗
だ
っ
た
。

　用
宗
は
、
駅
前
を
通
る
用
宗
街
道
が
も
と

も
と
は
幹
線
道
路
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
が
、

バ
イ
パ
ス
が
設
置
さ
れ
て
以
降
は
賑
わ
い
が

6
．世
界
中
の
人
が

行
き
た
い
と

思
う「
用
宗
」へ

5
．事
業
を
行
い
た
い
町
に

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
等
、
観
光
客
が
利
用

し
や
す
い
工
夫
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
観
光

客
だ
け
で
な
く
多
く
の
地
元
住
民
も
利
用
す

る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　2
0
2
0
年
12
月
に
は
複
合
商
業
施
設

「H
U
T
 P
A
R
K

用
宗
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

「
月
イ
チ
行
け
る
リ
ゾ
ー
ト
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
多
く
の
店
舗
を
誘
致
し
て
い
る
が
、
こ
の

建
物
は
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
物
件
で
は
な
く
新

築
で
あ
る
。
漁
村
に
は
舟
小
屋
、
漁
具
小
屋

等
様
々
な
小
屋
が
存
在
す
る
が
、
施
設
の
デ

ザ
イ
ン
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
小
屋
の
要
素
を

し
て
い
た
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
が
用
宗

で
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
移
転
し

た
り
、
用
宗
の
駅
前
に
店
舗
を
構
え
て
い
た

レ
ス
ト
ラ
ン
が
蔵
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て

移
転
し
た
り
と
、
町
中
に
新
た
な
賑
わ
い
が

生
ま
れ
て
い
る
。

　賑
わ
い
を
生
ん
で
い
る
も
う
一
つ
の
事
例
と

し
て
、W

est C
oast B

rew
ing

（
W
C
B
）

が
あ
る
。
W
C
B
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
を
日
本
で
も
造
り
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
建
築
家
の
デ
レ
ッ
ク
・
バ
ス
ト
ン
が
設
立
し

●静岡県静岡市駿河区用宗プロフィール
人口………3,825人（2020年国勢調査）
面積………4.06 ㎢
●株式会社CSA不動産の概要
代表者……代表取締役社長・小島孝仁
設立………2010年4月
所在地……〒420-0857 静岡県静岡市葵区御幸町3番地の21ペガサート2階
事業内容…不動産仲介事業、建築事業、企画事業、プロモーション事業、
　　　　　貸会議室・シェアオフィス運営事業、貸ビル事業、小売・飲食事業
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設立………2016年11月
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失
わ
れ
、
開
発
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
現
在
で
も
、
狭
い
路
地
、
住
民
の
集
ま

る
町
角
、
小
さ
な
漁
港
等
、
昔
な
が
ら
の
港

町
の
生
活
を
感
じ
ら
れ
る
町
並
み
が
広
が
っ

て
い
る
。
も
と
も
と
海
外
旅
行
好
き
で
多
く

の
地
域
を
訪
れ
た
経
験
の
あ
る
小
島
氏
は
、

「
こ
の
町
自
体
が
魅
力
的
な
観
光
資
源
の
よ
う

だ
と
思
っ
た
」
と
語
る
。
日
常
と
非
日
常
を

感
じ
ら
れ
る
も
の
が
歩
い
て
回
れ
る
範
囲
に

集
ま
っ
て
い
る
こ
の
用
宗
は
、
そ
の
地
域
の

良
さ
を
活
か
し
て
人
を
呼
び
込
め
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
と
小
島
氏
は
感
じ
、

観
光
地
づ
く
り
に
着
手
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　用
宗
で
観
光
地
づ
く
り
を
行
う
に
あ
た
っ

て
、
小
島
氏
は
ま
ず
宿
泊
施
設
の
開
発
に
着

᐀ 㥐

ࢫࢱ࣮ࢽࣙ �

取
り
入
れ
た
。「
新
築
で
あ
っ
て
も
将
来
の
用

宗
の
資
産
に
な
る
、
用
宗
ら
し
さ
を
感
じ
ら

れ
る
デ
ザ
イ
ン
」
を
目
指
し
て
建
て
ら
れ
た

建
物
は
、
用
宗
の
景
観
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

　み
な
と
横
丁
とH

U
T
 P
A
R
K

用
宗
に
は

テ
ナ
ン
ト
を
誘
致
し
て
い
る
が
、
前
述
の
そ
れ

以
外
の
施
設
は
C
S
A
不
動
産
・

C
S
Atravel

が
全
て
自
社
事
業
と
し
て
運

営
を
行
っ
て
い
る
。
建
物
の
賃
貸
業
や
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
留
ま
ら
ず
、
用
宗
を
観
光
地
と

し
て
活
性
化
す
る
た
め
に
事
業
運
営
に
ま
で
携

わ
る
C
S
A
不
動
産
の
ス
タ
イ
ル
は
、
な
か
な

か
他
に
例
を
見
な
い
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　C
S
Atravel

が
自
社
事
業
を
行
い
用

宗
の
活
性
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
用
宗
で
事

業
を
行
い
た
い
と
い
う
外
部
企
業
の
参
入
が

相
次
い
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は

30
以
上
の
店
舗
が
用
宗
で
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
み
な
と
横
丁
やH

U
T
 P
A
R
K

用
宗
に

入
居
す
る
ケ
ー
ス
は
も
ち
ろ
ん
多
い
が
、
他

に
も
も
と
も
と
静
岡
市
の
別
の
地
域
で
営
業

「不動産再生からの観光地づくり」のケーススタディ…32
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「
島
の
未
来
を
創
る
ホ
テル
」

島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町

株
式
会
社
海
士

4

ケース
スタディ

写真2 「Entô」のGeo Room。全面が大きくガラス張りで、菱浦港を望むことができる

写真1「Entô」の全景（左が新築の別館「Entô Annex NEST」、
右が本館「Entô BASE」）

ン
グ
に
あ
た
っ
て
は
、
8
割
ほ
ど
の
ス
タ
ッ

フ
が
新
し
く
加
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
、
全
国

に
対
し
て
「E

n
tô

」
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
募

集
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の

若
年
層
に
と
っ
て
の
就
職
は
流
動
性
が
高
い

世
界
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
ス
タ
ッ
フ
が

「E
n
tô

」
で
働
く
こ
と
を
通
し
て
夢
を
持
ち
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
こ
と
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
海
士
町
自
体
も

多
様
な
働
き
方
を
促
す
た
め
に
、観
光
、教
育
、

産
業
、
行
政
な
ど
の
分
野
で
、
よ
り
早
い
意

思
決
定
と
よ
り
強
い
連
携
を
行
う
「
攻
め
」
の

政
策
を
担
う
事
業
会
社
と
し
て
、A
M
A
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役
は

海
士
町
長
）
を
設
立
し
、
島
の
未
来
を
創
る

た
め
の
地
域
振
興
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

資
金
援
助
や
事
業
ア
ド
バ
イ
ス
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
海
士
町
複
業
協

同
組
合
を
設
立
し
、
複
業
を
含
め
た
多
様
な

働
き
方
を
支
援
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
働

き
方
の
デ
ザ
イ
ン
」
は
、
U
・
I
タ
ー
ン
の
人

材
の
還
流
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。「E

n
tô

」に
お
い
て
も
、
移
住
・

定
住
人
口
だ
け
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
人

が
入
れ
替
わ
っ
て
い
く
関
係
人
口
、
人
材
の

還
流
を
創
り
だ
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

実
際
に
、
1
年
か
け
て
3
つ
の
宿
泊
施
設
で

働
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
「T

O
U
C
A

（
と
う
か
）」
に

も
参
加
し
、
順
次
拡
大
す
る
予
定
で
あ
り
、

宿
泊
施
設
だ
け
で
な
く
、
D
M
O
や
大
学
等

と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　な
ぜ
、
大
き
な
リ
ス
ク
を
負
っ
て
も
踏
み

込
め
た
の
か
。
そ
れ
は
町
も
、
町
民
も
、
株

式
会
社
海
士
も
島
の
未
来
に
対
し
て
高
い
危

機
意
識
を
共
有
し
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
中

で
、
反
対
意
見
も
当
然
あ
る
が
、
当
時
の
町

長
は
じ
め
リ
ー
ダ
ー
が
全
責
任
を
負
っ
て
取

り
組
む
と
決
め
た
こ
と
が
大
き
い
。「
任
せ

る
」
と
言
っ
て
か
ら
、
町
長
も
商
工
会
会
長

も
、
ま
っ
た
く
口
を
は
さ
ん
で
い
な
い
。「
何

を
言
わ
れ
て
も
止
ま
る
な
」
と
い
う
指
示
は

非
常
に
貴
重
な
こ
と
で
、安
心
感
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
海
士
町
は
、
こ
の
20
年
間
継
続
し
て

社
会
資
本
に
投
資
を
し
続
け
て
き
た
。
こ
れ

は
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
の
連
続
で
も
あ
り
、
人

材
育
成
の
場
に
も
な
っ
て
き
た
。青
山
氏
も
、

決
断
の
際
に
頼
る
の
は
先
輩
方
の
思
考
を
辿

る
こ
と
で
あ
り
、
後
押
し
・
叱
咤
激
励
で
あ

る
と
語
る
。
こ
う
し
て
蓄
積
し
て
き
た
社
会

資
本
、人
材
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、思
い
切
っ

た
決
断
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
交
流
は「
つ

な
が
り
を
作
り
続
け
る
手
段
」
で
あ
り
、
島

外
と
の
つ
な
が
り
か
ら
様
々
な
支
援
が
あ
っ

た
こ
と
も
、
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。「
ま

だ
道
半
ば
で
あ
る
が
、期
待
し
て
く
れ
る
人
、

紹
介
し
て
く
れ
る
人
が
世
界
中
に
い
る
」
と

青
山
氏
は
語
る
。
そ
れ
が
結
果
的
に
島
の
人

材
育
成
に
も
つ
な
が
る
。

　オ
ー
プ
ニ
ン
グ
時
の
注
目
か
ら
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
進
み
、こ
れ
か
ら
は
リ
ピ
ー
タ
ー
、

口
コ
ミ
に
よ
る
集
客
効
果
が
重
要
に
な
る
。

「E
n
tô

」
を
通
し
て
こ
れ
か
ら
の
海
士
町
が
、

島
民
が
、
訪
れ
る
人
、
関
係
す
る
人
、
移
住

す
る
人
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の

か
、
挑
戦
が
続
く
。

（
取
材
・
文
：
観
光
政
策
研
究
部

上
席
主
任
研
究
員

　中
野
文
彦
）

　宿
泊
施
設
と
し
て
の「E

n
tô

」は
暮
ら
し
に

溶
け
込
み
な
が
ら
も
常
に
新
し
い
世
界
と
つ

な
が
る
機
能
を
持
つ
。
客
室
数
を
減
ら
し
、
新

築
の
別
館「E

n
tô A
n
n
ex N

E
S
T

」と
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ
本
館「E

n
tô 

B
A
S
E

」を
合
わ
せ
全
36
室（
定
員
77
名
）で
、

す
べ
て
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト
。「E

ntô 

A
nnex N

E
S
T

」は
眼
前
に
広
が
る
島
前
カ

ル
デ
ラ
、
行
き
交
う
船
の
姿
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
島
の
風
、
音
、
日
の
光
に
溶
け
込

む
よ
う
に
、
全
面
を
大
胆
な
ガ
ラ
ス
張
り
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
ジ
オ
施
設
で
あ
る「G

eo 

R
oom
 “
D
iscover”

」は
、
海
士
町
の
本
物

の
魅
力
に
触
れ
る
予
習
の
場
と
し
て
、
海
士

町
の
大
地
と
文
化
、
歴
史
を
表
現
す
る
展
示

と
と
も
に
、
島
民
も
利
用
で
き
る
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
施
設
、
図
書
館
も
整
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

宿
泊
客
向
け
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
数
多
く

用
意
さ
れ
て
い
る
。
併
設
さ
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン

「E
n
tô D

in
in
g

」で
は
、
島
で
採
れ
た
野
菜

や
魚
、
季
節
の
果
物
、
隠
岐
牛
が
並
ぶ
だ
け
で

な
く
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
生
産
者
の
思
い
や
産

地
を
ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
伝
え
て
く
れ
る
等
、

島
の
自
然
、
食
、
歴
史
、
そ
し
て
人
の
魅
力
を

伝
え
る
仕
掛
け
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　株
式
会
社
海
士
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
青

山
氏
は「
島
の
人
と
宿
泊
客
が
交
わ
る
導
線
、

場
づ
く
り
、
島
の
人
も
行
き
た
く
な
る
環
境

B
&
B
宿
泊
施
設
の
運
営
等
）
の
設
立
等
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　そ
う
し
た
中
、
島
唯
一
の
ホ
テ
ル
「
マ
リ

ン
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
海
士
」の
老
朽
化
が
進
み
、

建
て
替
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
廃
業
し
て
島

の
宿
泊
施
設
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
減
ら
す
の

か
の
議
論
が
起
こ
っ
た
。

　マ
リ
ン
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
海
士
は
、
1
9
7
1

年
開
業
の
国
民
宿
舎「
緑
水
園
」か
ら

1
9
9
4
年
に
増
築
し「
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
ホ
テ

ル
海
士
」に
改
名
し
た
も
の
で
、
海
士
町
の
島

の
玄
関
口「
菱
浦
港
」を
望
む
高
台
に
位
置
し
、

訪
れ
る
フ
ェ
リ
ー
が
最
初
に
目
に
す
る
島
の
シ

ン
ボ
ル
で
も
あ
っ
た
。
町
が
所
有
し
、
第
三
セ

ク
タ
ー
で
あ
る
株
式
会
社
海
士
が
運
営
を

担
っ
て
き
た
。

　島
根
県
に
よ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠
点
施
設

建
設
構
想
も
同
時
期
に
持
ち
上
が
り
、「
島

の
玄
関
口
に
あ
る
ホ
テ
ル
を
も
っ
と
魅
力
的

に
し
た
い
」
と
い
う
島
の
思
い
を
合
わ
せ
た

複
合
施
設
と
す
る
方
向
で
、
2
0
1
7
年
か

ら
計
画
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　一
方
、
町
で
の
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ど

の
よ
う
に
投
資
す
る
か
で
あ
っ
た
。「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
見
据
え
た
付
加
価
値
の
あ
る
高

単
価
型
の
ホ
テ
ル
に
」「
量
で
は
な
く
質
の

高
い
島
の
観
光
を
」
と
い
う
意
見
と
、「
本

当
に
高
単
価
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
も
ら
え
る

の
か
」「
ど
の
程
度
の
稼
働
率
が
見
込
め
る

の
か
」「
公
共
投
資
と
し
て
の
意
義
が
本
当

に
あ
る
の
か
、
現
在
の
延
長
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
」
等
、
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
議
論
を
受
け

な
が
ら
、町
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
決
断
を
し
、

観
光
協
会
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な

が
ら
2
年
の
議
論
を
経
て
計
画
が
動
き
だ
し

た
。
し
か
し
、
建
設
費
用
の
調
達
や
事
業
計

画
策
定
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
か
っ
た
。
金

融
機
関
か
ら
の
融
資
も
、
直
前
で
成
立
に
至

ら
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
や
事
業
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
も
、
再
生
案
件
、
高
単
価
設
定
の

ホ
テ
ル
事
例
は
少
な
く
、
十
分
な
分
析
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
運
営
面
に
し

て
も
、
島
外
の
宿
泊
事
業
者
へ
の
委
託
が
選

択
肢
に
上
が
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　し
か
し
、
理
念
に
共
感
し
て
く
れ
る
専
門

家
と
出
会
い
、
協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
や
、

町
長
を
は
じ
め
、
リ
ー
ダ
ー
の
「
オ
ー
ナ
ー

シ
ッ
プ
は
手
放
さ
な
い
」「
外
の
人
は
な
か

な
か
リ
ス
ク
を
取
ら
な
い
。
生
ま
れ
る
リ
ス

ク
は
自
ら
負
う
」
と
い
っ
た
言
葉
で
後
押
し

を
受
け
、
株
式
会
社
海
士
が
運
営
主
体
と
な

り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。

 

「
な
い
も
の
は
な
い
」
と
は
、
あ
る
も
の
を

活
か
す
こ
と
で
あ
る
。E

n
tô

は
、
島
全
体

の
観
光
を
活
か
す
こ
と
を
目
指
し
た
。「
海

士
町
に
と
っ
て
のE

n
tô

と
は
何
か
」

「E
n
tô

に
よ
っ
て
島
の
ブ
ラ
ン
ド
を
ど
う
表

現
し
、伝
え
る
か
」「
島
の
民
宿
と
の
関
係
は
」

等
、島
全
体
と
し
て
の
視
点
を
も
っ
て
考
え
、

点
の
活
用
で
は
な
く
、
地
域
全
体
で
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
き
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
な
が

ら
民
間
か
ら
の
投
資
も
進
ん
で
い
く
こ
と
を

目
指
し
た
。
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
地
域

で
は
な
く
と
も
、
エ
リ
ア
的
な
取
り
組
み
や

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
人
の
賑
わ
い
を

生
み
だ
す
こ
と
を
目
指
し
た
。

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
は「
島
民
と
町
と
の
親
和
性
が

高
い
未
開
拓
の
来
島
者
」で
あ
り
、
来
島
者
と

し
て
求
め
る
の
は
、
探
求
心
や
知
的
好
奇
心
が

強
く
、
社
会
的
課
題
解
決
へ
の
参
画
意
識
が
強

く
、
合
理
的
だ
が
気
前
の
良
い
バ
ッ
ク
パ
ッ

カ
ー
気
質
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
と
し
て
い
る
。

　島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
は
、
隠
岐
諸
島
の

一
つ
、
面
積
33
・
52
㎢
の
中
ノ
島
に
あ
り
、
境

港
あ
る
い
は
七
類
港
か
ら
高
速
船
で
約
1
時

間
、
フ
ェ
リ
ー
で
2
時
間
〜
2
時
間
30
分
の

距
離
に
あ
る
、
1
島
1
町
の
離
島
の
町
で
あ

る
。
対
馬
暖
流
の
影
響
を
受
け
る
豊
か
な
海

と
、
豊
富
な
湧
水
に
恵
ま
れ
、
縄
文
時
代
か

ら
定
住
の
足
跡
が
残
り
、
奈
良
時
代
に
は
御

食
つ
國
の
一
つ
と
し
て
、「
干
し
ア
ワ
ビ
」が
朝

廷
に
献
上
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ

て
い
る
。
ま
た
、
遠
流（
お
ん
る
）の
地
と
し

て
も
知
ら
れ
、
遣
唐
副
使
や
文
人
と
し
て
も

知
ら
れ
る
小
野
篁
、
承
久
の
乱
に
敗
れ
た
後

鳥
羽
上
皇
等
の
配
流
の
地
、
北
前
船
の
寄
港

地
と
し
て
、
歴
史
の
舞
台
と
な
っ
た
島
で
あ

る（
2
0
2
1
年
は
後
鳥
羽
上
皇
が
海
士
に
お

遷
り
に
な
っ
て
8
0
0
年
を
迎
え
た
）。
ま
た
、

日
本
海
の
波
風
が
つ
く
り
出
し
た
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
地
形
は
景
勝
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、

北
と
南
の
種
が
共
存
す
る
特
異
な
生
物
相
が

残
さ
れ
て
お
り
、
大
山
隠
岐
国
立
公
園
、
さ

ら
に
2
0
1
3
年
に
は
隠
岐
諸
島
全
体
が「
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
」に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　一
方
、
海
士
町
に
お
い
て
は
、
1
9
5
0

年
（
昭
和
25
年
）
に
は
約
7
0
0
0
人
を
数

え
た
人
口
は
現
在
で
は
約
2
3
0
0
人
と
急

速
に
減
少
し
た
。
高
校
卒
業
後
に
は
ほ
と
ん

ど
が
島
外
へ
移
動
す
る
た
め
、
20
〜
30
代
の

人
口
が
極
め
て
少
な
く
、
高
齢
化
率
も
41
％

と
、
超
高
齢
化
社
会
で
あ
り
、
観
光
を
含
め

た
島
の
産
業
も
、担
い
手
、後
継
者
の
不
足
等
、

町
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。

　こ
う
し
た
中
、
海
士
町
は
「
な
い
も
の
は

な
い
（
便
利
な
も
の
は
な
く
て
も
よ
い
、
生

き
て
い
く
た
め
の
大
事
な
こ
と
は
、
す
べ
て

こ
の
島
に
詰
ま
っ
て
い
る
）」
を
合
言
葉
に
、

今
あ
る
資
源
を
活
か
す
こ
と
に
よ
る
産
業
振

興
（
稼
ぐ
）
に
早
く
か
ら
力
を
入
れ
続
け
た
。

特
に
、「
今
あ
る
資
源
の
価
値
が
下
が
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る

か
ら
価
値
の
あ
る
産
業
が
衰
退
し
て
い
る
」

と
の
視
点
か
ら
、
今
あ
る
資
源
を
活
か
し
た

「
し
ご
と
づ
く
り
」、
若
者
と
の
交
流
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」、教
育
の
魅
力
化
に
よ
る「
ひ

と
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、「
島
留
学
」「
大

人
の
島
留
学
（
年
間
60
人
ほ
ど
の
中
長
期
滞

在
）」「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」「
移
住
促
進
」

等
、
島
外
人
材
と
の
積
極
的
な
交
流
や
協
働

を
通
し
て
、
U
タ
ー
ン
を
含
む
地
元
住
民
と

I
タ
ー
ン
者
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
そ
う
し
た
挑
戦
に
よ
っ
て
、
17

年
（
2
0
0
4
年
か
ら
2
0
2
0
年
）
で
移

住
者
7
7
9
人
（
5
5
8
世
帯
）、
定
着
率

46
％
に
な
り
、
現
在
で
は
移
住
者
が
人
口
の

2
割
を
占
め
る
等
、全
国
的
で
も
数
少
な
い
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
町
と
し
て

注
目
を
集
め
た
。

　し
か
し
、
産
業
を
担
う
人
材
の
不
足
、
農

林
水
産
業
の
後
継
者
不
足
、
文
化
や
歴
史
、

島
の
風
土
を
受
け
継
ぐ
人
材
の
不
足
等
、
ま

だ
ま
だ
課
題
は
多
く
残
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
り
、
さ
ら
な
る
地
域
振
興
に
挑
戦
し
続

け
て
い
る
の
が
海
士
町
で
あ
る
。
そ
う
し
た

中
海
士
町
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た

2
0
2
1
年
7
月
に
、
海
士
町
と
し
て
は
過

去
最
大
の
22
億
円
を
か
け
た
「
隠
岐
ユ
ネ
ス

コ
世
界
泊
ま
れ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
、
拠
点
施
設

E
n
tô

（
エ
ン
ト
ウ
）」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　海
士
町
は
離
島
に
あ
り
、
そ
の
観
光
は
滞

在
・
宿
泊
が
主
と
な
る
。
一
般
社
団
法
人
海

士
町
観
光
協
会
を
中
心
に
、
宿
泊
施
設
の
魅

力
を
高
め
、
滞
在
し
て
も
ら
っ
て
消
費
単
価

を
高
め
る
た
め
に
、
島
の
民
宿
の
魅
力
を
高

め
る
「
島
宿
」
へ
の
取
り
組
み
、
高
齢
化
し

た
民
宿
の
経
営
を
支
え
る
た
め
の
「
株
式
会

社
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」（
民
宿
・
ホ
テ
ル
の

リ
ネ
ン
類
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
場
運
営
会

社
。
旅
行
ツ
ア
ー
の
企
画
・
造
成
、
島
内
の

民
宿
・
ホ
テ
ル
の
サ
ポ
ー
ト
、
古
民
家
改
修

2
．玄
関
口
の
ホ
テ
ル
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
議
論

か
ら
生
ま
れ
た

「E
ntô

（
エ
ン
ト
ウ
）」

3
．「
な
い
も
の
は
な
い
」を

詰
め
込
ん
だ

「E
ntô

（
エ
ン
ト
ウ
）」

1
．島
民
も
移
住
者
も

挑
戦
し
続
け
る
島

屋
か
ら
埋
ま
り
、
客
室
単
価
が
伸
び
た
こ
と

が
、
会
社
の
業
績
を
引
き
上
げ
て
い
る
。

　一
方
で
、「E

n
tô

」
だ
け
が
利
益
を
あ
げ

る
の
で
は
意
味
が
な
い
」と
青
山
氏
は
語
る
。

海
士
町
の
観
光
で
重
要
な
こ
と
は
、
地
域
の

魅
力
を
い
か
に
つ
な
げ
て
島
全
体
の
魅
力
と

し
て
売
っ
て
い
く
か
で
あ
り
、E

n
tô

だ
け

で
は
な
く
、
島
の
農
漁
業
、
民
宿
、
ガ
イ
ド
、

飲
食
店
、
パ
ン
屋
・
お
菓
子
屋
等
、
あ
ら
ゆ

る
産
業
に
好
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
使
命
で

あ
る
。
開
業
か
ら
一
年
半
、「E

n
tô

」
の
経

営
を
通
し
て
、
全
て
実
現
で
き
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
こ
の
島
に
来
て
満
足

し
や
す
い
の
は
、
視
察
や
取
材
に
来
て
い
る

人
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
観
光
協
会
、
あ
る

い
は
「E

n
tô

」
ス
タ
ッ
フ
が
ア
テ
ン
ド
し
、

島
民
の
方
か
ら
も
声
を
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
「
島
の
人
と
と
も
に
歩
く
」
観
光

を
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

旧
来
の
ガ
イ
ド
と
は
少
し
違
い
、
希
望
す
る

ゲ
ス
ト
皆
に
そ
れ
を
提
供
す
る
。
望
め
ば
一

緒
に
歩
け
る
し
、
想
定
し
て
い
な
い
偶
発
も

生
ま
れ
る
。
そ
う
し
た
島
の
観
光
を
生
み
出

す
こ
と
が
、次
の
ス
テ
ッ
プ
の
一
つ
で
あ
る
。

　ま
た
、「E

n
tô

」
は
雇
用
の
場
で
あ
る
と
と

も
に
、
人
材
育
成
の
場
で
あ
る
こ
と
も
意
識

さ
れ
て
い
る
。
開
業
し
て
1
年
半
に
な
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
営
業
縮
小
を
経
た
オ
ー
プ
ニ

を
建
築
の
力
で
実
現
で
き
た
」
と
語
る
。
ま

た
、
同
時
に
「E

n
tô

」
の
実
現
に
は
2
つ
の

意
味
が
あ
り
、
一
つ
目
は
、「
海
士
町
の
自

然
や
歴
史
・
文
化
、
島
民
と
の
交
流
は
、
海

士
町
の
資
源
で
あ
り
、
高
い
満
足
要
因
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
触
れ
て
も
ら
う
、

島
に
来
て
も
ら
う
た
め
の
誘
引
要
因
に
は
な

り
づ
ら
い
。
そ
こ
で
、
島
の
魅
力
を
誘
引
要

因
と
し
て
伝
え
る
た
め
に
、
不
動
産
・
ハ
ー

ド
の
力
が
必
要
だ
っ
た
」。
二
つ
目
に
は
、

「
ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
通
し
て
、
自
分
た
ち

が
海
士
町
の
魅
力
を
再
発
見
し
た
。
海
士
町

の
魅
力
の
切
り
取
り
方
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
風
景
の

町
中
で
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て

気
づ
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　海
士
町
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
隠
岐

に
は
な
い
高
単
価
の
宿
泊
施
設
へ
の
挑
戦
で

あ
っ
た
が
「
高
い
注
目
度
、
多
く
の
支
援
を

い
た
だ
い
て
良
い
ス
タ
ー
ト
が
で
き
た
。
今

の
と
こ
ろ
、
事
業
計
画
を
遥
か
に
上
回
る
数

字
が
出
て
い
る
」
と
、
確
か
な
手
ご
た
え
を

つ
か
ん
で
い
る
。
客
室
稼
働
率
も
想
定
以
上

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
高
価
格
帯
の
部
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「
島
の
未
来
を
創
る
ホ
テル
」

島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町

株
式
会
社
海
士

4

ケース
スタディ

写真2 「Entô」のGeo Room。全面が大きくガラス張りで、菱浦港を望むことができる

写真1「Entô」の全景（左が新築の別館「Entô Annex NEST」、
右が本館「Entô BASE」）

ン
グ
に
あ
た
っ
て
は
、
8
割
ほ
ど
の
ス
タ
ッ

フ
が
新
し
く
加
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
、
全
国

に
対
し
て
「E

n
tô

」
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
募

集
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の

若
年
層
に
と
っ
て
の
就
職
は
流
動
性
が
高
い

世
界
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
ス
タ
ッ
フ
が

「E
n
tô

」
で
働
く
こ
と
を
通
し
て
夢
を
持
ち
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
こ
と
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
海
士
町
自
体
も

多
様
な
働
き
方
を
促
す
た
め
に
、観
光
、教
育
、

産
業
、
行
政
な
ど
の
分
野
で
、
よ
り
早
い
意

思
決
定
と
よ
り
強
い
連
携
を
行
う
「
攻
め
」
の

政
策
を
担
う
事
業
会
社
と
し
て
、A
M
A
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役
は

海
士
町
長
）
を
設
立
し
、
島
の
未
来
を
創
る

た
め
の
地
域
振
興
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

資
金
援
助
や
事
業
ア
ド
バ
イ
ス
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
海
士
町
複
業
協

同
組
合
を
設
立
し
、
複
業
を
含
め
た
多
様
な

働
き
方
を
支
援
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
働

き
方
の
デ
ザ
イ
ン
」
は
、
U
・
I
タ
ー
ン
の
人

材
の
還
流
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。「E

n
tô

」に
お
い
て
も
、
移
住
・

定
住
人
口
だ
け
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
人

が
入
れ
替
わ
っ
て
い
く
関
係
人
口
、
人
材
の

還
流
を
創
り
だ
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

実
際
に
、
1
年
か
け
て
3
つ
の
宿
泊
施
設
で

働
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
「T

O
U
C
A

（
と
う
か
）」
に

も
参
加
し
、
順
次
拡
大
す
る
予
定
で
あ
り
、

宿
泊
施
設
だ
け
で
な
く
、
D
M
O
や
大
学
等

と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　な
ぜ
、
大
き
な
リ
ス
ク
を
負
っ
て
も
踏
み

込
め
た
の
か
。
そ
れ
は
町
も
、
町
民
も
、
株

式
会
社
海
士
も
島
の
未
来
に
対
し
て
高
い
危

機
意
識
を
共
有
し
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
中

で
、
反
対
意
見
も
当
然
あ
る
が
、
当
時
の
町

長
は
じ
め
リ
ー
ダ
ー
が
全
責
任
を
負
っ
て
取

り
組
む
と
決
め
た
こ
と
が
大
き
い
。「
任
せ

る
」
と
言
っ
て
か
ら
、
町
長
も
商
工
会
会
長

も
、
ま
っ
た
く
口
を
は
さ
ん
で
い
な
い
。「
何

を
言
わ
れ
て
も
止
ま
る
な
」
と
い
う
指
示
は

非
常
に
貴
重
な
こ
と
で
、安
心
感
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
海
士
町
は
、
こ
の
20
年
間
継
続
し
て

社
会
資
本
に
投
資
を
し
続
け
て
き
た
。
こ
れ

は
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
の
連
続
で
も
あ
り
、
人

材
育
成
の
場
に
も
な
っ
て
き
た
。青
山
氏
も
、

決
断
の
際
に
頼
る
の
は
先
輩
方
の
思
考
を
辿

る
こ
と
で
あ
り
、
後
押
し
・
叱
咤
激
励
で
あ

る
と
語
る
。
こ
う
し
て
蓄
積
し
て
き
た
社
会

資
本
、人
材
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、思
い
切
っ

た
決
断
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
交
流
は「
つ

な
が
り
を
作
り
続
け
る
手
段
」
で
あ
り
、
島

外
と
の
つ
な
が
り
か
ら
様
々
な
支
援
が
あ
っ

た
こ
と
も
、
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。「
ま

だ
道
半
ば
で
あ
る
が
、期
待
し
て
く
れ
る
人
、

紹
介
し
て
く
れ
る
人
が
世
界
中
に
い
る
」
と

青
山
氏
は
語
る
。
そ
れ
が
結
果
的
に
島
の
人

材
育
成
に
も
つ
な
が
る
。

　オ
ー
プ
ニ
ン
グ
時
の
注
目
か
ら
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
進
み
、こ
れ
か
ら
は
リ
ピ
ー
タ
ー
、

口
コ
ミ
に
よ
る
集
客
効
果
が
重
要
に
な
る
。

「E
n
tô

」
を
通
し
て
こ
れ
か
ら
の
海
士
町
が
、

島
民
が
、
訪
れ
る
人
、
関
係
す
る
人
、
移
住

す
る
人
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の

か
、
挑
戦
が
続
く
。

（
取
材
・
文
：
観
光
政
策
研
究
部

上
席
主
任
研
究
員

　中
野
文
彦
）

　宿
泊
施
設
と
し
て
の「E

n
tô

」は
暮
ら
し
に

溶
け
込
み
な
が
ら
も
常
に
新
し
い
世
界
と
つ

な
が
る
機
能
を
持
つ
。
客
室
数
を
減
ら
し
、
新

築
の
別
館「E

n
tô A
n
n
ex N

E
S
T

」と
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ
本
館「E

n
tô 

B
A
S
E

」を
合
わ
せ
全
36
室（
定
員
77
名
）で
、

す
べ
て
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト
。「E

ntô 

A
nnex N

E
S
T

」は
眼
前
に
広
が
る
島
前
カ

ル
デ
ラ
、
行
き
交
う
船
の
姿
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
島
の
風
、
音
、
日
の
光
に
溶
け
込

む
よ
う
に
、
全
面
を
大
胆
な
ガ
ラ
ス
張
り
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
ジ
オ
施
設
で
あ
る「G

eo 

R
oom
 “
D
iscover”

」は
、
海
士
町
の
本
物

の
魅
力
に
触
れ
る
予
習
の
場
と
し
て
、
海
士

町
の
大
地
と
文
化
、
歴
史
を
表
現
す
る
展
示

と
と
も
に
、
島
民
も
利
用
で
き
る
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
施
設
、
図
書
館
も
整
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

宿
泊
客
向
け
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
数
多
く

用
意
さ
れ
て
い
る
。
併
設
さ
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン

「E
n
tô D

in
in
g

」で
は
、
島
で
採
れ
た
野
菜

や
魚
、
季
節
の
果
物
、
隠
岐
牛
が
並
ぶ
だ
け
で

な
く
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
生
産
者
の
思
い
や
産

地
を
ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
伝
え
て
く
れ
る
等
、

島
の
自
然
、
食
、
歴
史
、
そ
し
て
人
の
魅
力
を

伝
え
る
仕
掛
け
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　株
式
会
社
海
士
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
青

山
氏
は「
島
の
人
と
宿
泊
客
が
交
わ
る
導
線
、

場
づ
く
り
、
島
の
人
も
行
き
た
く
な
る
環
境

B
&
B
宿
泊
施
設
の
運
営
等
）
の
設
立
等
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　そ
う
し
た
中
、
島
唯
一
の
ホ
テ
ル
「
マ
リ

ン
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
海
士
」の
老
朽
化
が
進
み
、

建
て
替
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
廃
業
し
て
島

の
宿
泊
施
設
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
減
ら
す
の

か
の
議
論
が
起
こ
っ
た
。

　マ
リ
ン
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
海
士
は
、
1
9
7
1

年
開
業
の
国
民
宿
舎「
緑
水
園
」か
ら

1
9
9
4
年
に
増
築
し「
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
ホ
テ

ル
海
士
」に
改
名
し
た
も
の
で
、
海
士
町
の
島

の
玄
関
口「
菱
浦
港
」を
望
む
高
台
に
位
置
し
、

訪
れ
る
フ
ェ
リ
ー
が
最
初
に
目
に
す
る
島
の
シ

ン
ボ
ル
で
も
あ
っ
た
。
町
が
所
有
し
、
第
三
セ

ク
タ
ー
で
あ
る
株
式
会
社
海
士
が
運
営
を

担
っ
て
き
た
。

　島
根
県
に
よ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠
点
施
設

建
設
構
想
も
同
時
期
に
持
ち
上
が
り
、「
島

の
玄
関
口
に
あ
る
ホ
テ
ル
を
も
っ
と
魅
力
的

に
し
た
い
」
と
い
う
島
の
思
い
を
合
わ
せ
た

複
合
施
設
と
す
る
方
向
で
、
2
0
1
7
年
か

ら
計
画
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　一
方
、
町
で
の
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ど

の
よ
う
に
投
資
す
る
か
で
あ
っ
た
。「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
見
据
え
た
付
加
価
値
の
あ
る
高

単
価
型
の
ホ
テ
ル
に
」「
量
で
は
な
く
質
の

高
い
島
の
観
光
を
」
と
い
う
意
見
と
、「
本

当
に
高
単
価
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
も
ら
え
る

の
か
」「
ど
の
程
度
の
稼
働
率
が
見
込
め
る

の
か
」「
公
共
投
資
と
し
て
の
意
義
が
本
当

に
あ
る
の
か
、
現
在
の
延
長
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
」
等
、
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
議
論
を
受
け

な
が
ら
、町
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
決
断
を
し
、

観
光
協
会
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な

が
ら
2
年
の
議
論
を
経
て
計
画
が
動
き
だ
し

た
。
し
か
し
、
建
設
費
用
の
調
達
や
事
業
計

画
策
定
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
か
っ
た
。
金

融
機
関
か
ら
の
融
資
も
、
直
前
で
成
立
に
至

ら
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
や
事
業
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
も
、
再
生
案
件
、
高
単
価
設
定
の

ホ
テ
ル
事
例
は
少
な
く
、
十
分
な
分
析
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
運
営
面
に
し

て
も
、
島
外
の
宿
泊
事
業
者
へ
の
委
託
が
選

択
肢
に
上
が
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　し
か
し
、
理
念
に
共
感
し
て
く
れ
る
専
門

家
と
出
会
い
、
協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
や
、

町
長
を
は
じ
め
、
リ
ー
ダ
ー
の
「
オ
ー
ナ
ー

シ
ッ
プ
は
手
放
さ
な
い
」「
外
の
人
は
な
か

な
か
リ
ス
ク
を
取
ら
な
い
。
生
ま
れ
る
リ
ス

ク
は
自
ら
負
う
」
と
い
っ
た
言
葉
で
後
押
し

を
受
け
、
株
式
会
社
海
士
が
運
営
主
体
と
な

り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。

 

「
な
い
も
の
は
な
い
」
と
は
、
あ
る
も
の
を

活
か
す
こ
と
で
あ
る
。E

n
tô

は
、
島
全
体

の
観
光
を
活
か
す
こ
と
を
目
指
し
た
。「
海

士
町
に
と
っ
て
のE

n
tô

と
は
何
か
」

「E
n
tô

に
よ
っ
て
島
の
ブ
ラ
ン
ド
を
ど
う
表

現
し
、伝
え
る
か
」「
島
の
民
宿
と
の
関
係
は
」

等
、島
全
体
と
し
て
の
視
点
を
も
っ
て
考
え
、

点
の
活
用
で
は
な
く
、
地
域
全
体
で
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
き
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
な
が

ら
民
間
か
ら
の
投
資
も
進
ん
で
い
く
こ
と
を

目
指
し
た
。
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
地
域

で
は
な
く
と
も
、
エ
リ
ア
的
な
取
り
組
み
や

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
人
の
賑
わ
い
を

生
み
だ
す
こ
と
を
目
指
し
た
。

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
は「
島
民
と
町
と
の
親
和
性
が

高
い
未
開
拓
の
来
島
者
」で
あ
り
、
来
島
者
と

し
て
求
め
る
の
は
、
探
求
心
や
知
的
好
奇
心
が

強
く
、
社
会
的
課
題
解
決
へ
の
参
画
意
識
が
強

く
、
合
理
的
だ
が
気
前
の
良
い
バ
ッ
ク
パ
ッ

カ
ー
気
質
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
と
し
て
い
る
。

　島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
は
、
隠
岐
諸
島
の

一
つ
、
面
積
33
・
52
㎢
の
中
ノ
島
に
あ
り
、
境

港
あ
る
い
は
七
類
港
か
ら
高
速
船
で
約
1
時

間
、
フ
ェ
リ
ー
で
2
時
間
〜
2
時
間
30
分
の

距
離
に
あ
る
、
1
島
1
町
の
離
島
の
町
で
あ

る
。
対
馬
暖
流
の
影
響
を
受
け
る
豊
か
な
海

と
、
豊
富
な
湧
水
に
恵
ま
れ
、
縄
文
時
代
か

ら
定
住
の
足
跡
が
残
り
、
奈
良
時
代
に
は
御

食
つ
國
の
一
つ
と
し
て
、「
干
し
ア
ワ
ビ
」が
朝

廷
に
献
上
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ

て
い
る
。
ま
た
、
遠
流（
お
ん
る
）の
地
と
し

て
も
知
ら
れ
、
遣
唐
副
使
や
文
人
と
し
て
も

知
ら
れ
る
小
野
篁
、
承
久
の
乱
に
敗
れ
た
後

鳥
羽
上
皇
等
の
配
流
の
地
、
北
前
船
の
寄
港

地
と
し
て
、
歴
史
の
舞
台
と
な
っ
た
島
で
あ

る（
2
0
2
1
年
は
後
鳥
羽
上
皇
が
海
士
に
お

遷
り
に
な
っ
て
8
0
0
年
を
迎
え
た
）。
ま
た
、

日
本
海
の
波
風
が
つ
く
り
出
し
た
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
地
形
は
景
勝
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、

北
と
南
の
種
が
共
存
す
る
特
異
な
生
物
相
が

残
さ
れ
て
お
り
、
大
山
隠
岐
国
立
公
園
、
さ

ら
に
2
0
1
3
年
に
は
隠
岐
諸
島
全
体
が「
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
」に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　一
方
、
海
士
町
に
お
い
て
は
、
1
9
5
0

年
（
昭
和
25
年
）
に
は
約
7
0
0
0
人
を
数

え
た
人
口
は
現
在
で
は
約
2
3
0
0
人
と
急

速
に
減
少
し
た
。
高
校
卒
業
後
に
は
ほ
と
ん

ど
が
島
外
へ
移
動
す
る
た
め
、
20
〜
30
代
の

人
口
が
極
め
て
少
な
く
、
高
齢
化
率
も
41
％

と
、
超
高
齢
化
社
会
で
あ
り
、
観
光
を
含
め

た
島
の
産
業
も
、担
い
手
、後
継
者
の
不
足
等
、

町
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。

　こ
う
し
た
中
、
海
士
町
は
「
な
い
も
の
は

な
い
（
便
利
な
も
の
は
な
く
て
も
よ
い
、
生

き
て
い
く
た
め
の
大
事
な
こ
と
は
、
す
べ
て

こ
の
島
に
詰
ま
っ
て
い
る
）」
を
合
言
葉
に
、

今
あ
る
資
源
を
活
か
す
こ
と
に
よ
る
産
業
振

興
（
稼
ぐ
）
に
早
く
か
ら
力
を
入
れ
続
け
た
。

特
に
、「
今
あ
る
資
源
の
価
値
が
下
が
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る

か
ら
価
値
の
あ
る
産
業
が
衰
退
し
て
い
る
」

と
の
視
点
か
ら
、
今
あ
る
資
源
を
活
か
し
た

「
し
ご
と
づ
く
り
」、
若
者
と
の
交
流
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」、教
育
の
魅
力
化
に
よ
る「
ひ

と
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、「
島
留
学
」「
大

人
の
島
留
学
（
年
間
60
人
ほ
ど
の
中
長
期
滞

在
）」「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」「
移
住
促
進
」

等
、
島
外
人
材
と
の
積
極
的
な
交
流
や
協
働

を
通
し
て
、
U
タ
ー
ン
を
含
む
地
元
住
民
と

I
タ
ー
ン
者
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
そ
う
し
た
挑
戦
に
よ
っ
て
、
17

年
（
2
0
0
4
年
か
ら
2
0
2
0
年
）
で
移

住
者
7
7
9
人
（
5
5
8
世
帯
）、
定
着
率

46
％
に
な
り
、
現
在
で
は
移
住
者
が
人
口
の

2
割
を
占
め
る
等
、全
国
的
で
も
数
少
な
い
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
町
と
し
て

注
目
を
集
め
た
。

　し
か
し
、
産
業
を
担
う
人
材
の
不
足
、
農

林
水
産
業
の
後
継
者
不
足
、
文
化
や
歴
史
、

島
の
風
土
を
受
け
継
ぐ
人
材
の
不
足
等
、
ま

だ
ま
だ
課
題
は
多
く
残
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
り
、
さ
ら
な
る
地
域
振
興
に
挑
戦
し
続

け
て
い
る
の
が
海
士
町
で
あ
る
。
そ
う
し
た

中
海
士
町
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た

2
0
2
1
年
7
月
に
、
海
士
町
と
し
て
は
過

去
最
大
の
22
億
円
を
か
け
た
「
隠
岐
ユ
ネ
ス

コ
世
界
泊
ま
れ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
、
拠
点
施
設

E
n
tô

（
エ
ン
ト
ウ
）」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　海
士
町
は
離
島
に
あ
り
、
そ
の
観
光
は
滞

在
・
宿
泊
が
主
と
な
る
。
一
般
社
団
法
人
海

士
町
観
光
協
会
を
中
心
に
、
宿
泊
施
設
の
魅

力
を
高
め
、
滞
在
し
て
も
ら
っ
て
消
費
単
価

を
高
め
る
た
め
に
、
島
の
民
宿
の
魅
力
を
高

め
る
「
島
宿
」
へ
の
取
り
組
み
、
高
齢
化
し

た
民
宿
の
経
営
を
支
え
る
た
め
の
「
株
式
会

社
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」（
民
宿
・
ホ
テ
ル
の

リ
ネ
ン
類
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
場
運
営
会

社
。
旅
行
ツ
ア
ー
の
企
画
・
造
成
、
島
内
の

民
宿
・
ホ
テ
ル
の
サ
ポ
ー
ト
、
古
民
家
改
修

2
．玄
関
口
の
ホ
テ
ル
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
議
論

か
ら
生
ま
れ
た

「E
ntô

（
エ
ン
ト
ウ
）」

3
．「
な
い
も
の
は
な
い
」を

詰
め
込
ん
だ

「E
ntô

（
エ
ン
ト
ウ
）」

1
．島
民
も
移
住
者
も

挑
戦
し
続
け
る
島

屋
か
ら
埋
ま
り
、
客
室
単
価
が
伸
び
た
こ
と

が
、
会
社
の
業
績
を
引
き
上
げ
て
い
る
。

　一
方
で
、「E

n
tô

」
だ
け
が
利
益
を
あ
げ

る
の
で
は
意
味
が
な
い
」と
青
山
氏
は
語
る
。

海
士
町
の
観
光
で
重
要
な
こ
と
は
、
地
域
の

魅
力
を
い
か
に
つ
な
げ
て
島
全
体
の
魅
力
と

し
て
売
っ
て
い
く
か
で
あ
り
、E

n
tô

だ
け

で
は
な
く
、
島
の
農
漁
業
、
民
宿
、
ガ
イ
ド
、

飲
食
店
、
パ
ン
屋
・
お
菓
子
屋
等
、
あ
ら
ゆ

る
産
業
に
好
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
使
命
で

あ
る
。
開
業
か
ら
一
年
半
、「E

n
tô

」
の
経

営
を
通
し
て
、
全
て
実
現
で
き
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
こ
の
島
に
来
て
満
足

し
や
す
い
の
は
、
視
察
や
取
材
に
来
て
い
る

人
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
観
光
協
会
、
あ
る

い
は
「E

n
tô

」
ス
タ
ッ
フ
が
ア
テ
ン
ド
し
、

島
民
の
方
か
ら
も
声
を
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
「
島
の
人
と
と
も
に
歩
く
」
観
光

を
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

旧
来
の
ガ
イ
ド
と
は
少
し
違
い
、
希
望
す
る

ゲ
ス
ト
皆
に
そ
れ
を
提
供
す
る
。
望
め
ば
一

緒
に
歩
け
る
し
、
想
定
し
て
い
な
い
偶
発
も

生
ま
れ
る
。
そ
う
し
た
島
の
観
光
を
生
み
出

す
こ
と
が
、次
の
ス
テ
ッ
プ
の
一
つ
で
あ
る
。

　ま
た
、「E

n
tô

」
は
雇
用
の
場
で
あ
る
と
と

も
に
、
人
材
育
成
の
場
で
あ
る
こ
と
も
意
識

さ
れ
て
い
る
。
開
業
し
て
1
年
半
に
な
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
営
業
縮
小
を
経
た
オ
ー
プ
ニ

を
建
築
の
力
で
実
現
で
き
た
」
と
語
る
。
ま

た
、
同
時
に
「E

n
tô

」
の
実
現
に
は
2
つ
の

意
味
が
あ
り
、
一
つ
目
は
、「
海
士
町
の
自

然
や
歴
史
・
文
化
、
島
民
と
の
交
流
は
、
海

士
町
の
資
源
で
あ
り
、
高
い
満
足
要
因
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
触
れ
て
も
ら
う
、

島
に
来
て
も
ら
う
た
め
の
誘
引
要
因
に
は
な

り
づ
ら
い
。
そ
こ
で
、
島
の
魅
力
を
誘
引
要

因
と
し
て
伝
え
る
た
め
に
、
不
動
産
・
ハ
ー

ド
の
力
が
必
要
だ
っ
た
」。
二
つ
目
に
は
、

「
ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
通
し
て
、
自
分
た
ち

が
海
士
町
の
魅
力
を
再
発
見
し
た
。
海
士
町

の
魅
力
の
切
り
取
り
方
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
風
景
の

町
中
で
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て

気
づ
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　海
士
町
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
隠
岐

に
は
な
い
高
単
価
の
宿
泊
施
設
へ
の
挑
戦
で

あ
っ
た
が
「
高
い
注
目
度
、
多
く
の
支
援
を

い
た
だ
い
て
良
い
ス
タ
ー
ト
が
で
き
た
。
今

の
と
こ
ろ
、
事
業
計
画
を
遥
か
に
上
回
る
数

字
が
出
て
い
る
」
と
、
確
か
な
手
ご
た
え
を

つ
か
ん
で
い
る
。
客
室
稼
働
率
も
想
定
以
上

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
高
価
格
帯
の
部
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ン
グ
に
あ
た
っ
て
は
、
8
割
ほ
ど
の
ス
タ
ッ

フ
が
新
し
く
加
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
、
全
国

に
対
し
て
「E

n
tô

」
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
募

集
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の

若
年
層
に
と
っ
て
の
就
職
は
流
動
性
が
高
い

世
界
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
ス
タ
ッ
フ
が

「E
n
tô

」
で
働
く
こ
と
を
通
し
て
夢
を
持
ち
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
こ
と
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
海
士
町
自
体
も

多
様
な
働
き
方
を
促
す
た
め
に
、観
光
、教
育
、

産
業
、
行
政
な
ど
の
分
野
で
、
よ
り
早
い
意

思
決
定
と
よ
り
強
い
連
携
を
行
う
「
攻
め
」
の

政
策
を
担
う
事
業
会
社
と
し
て
、A
M
A
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役
は

海
士
町
長
）
を
設
立
し
、
島
の
未
来
を
創
る

た
め
の
地
域
振
興
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

資
金
援
助
や
事
業
ア
ド
バ
イ
ス
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
海
士
町
複
業
協

同
組
合
を
設
立
し
、
複
業
を
含
め
た
多
様
な

働
き
方
を
支
援
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
働

き
方
の
デ
ザ
イ
ン
」
は
、
U
・
I
タ
ー
ン
の
人

材
の
還
流
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。「E

n
tô

」に
お
い
て
も
、
移
住
・

定
住
人
口
だ
け
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
人

が
入
れ
替
わ
っ
て
い
く
関
係
人
口
、
人
材
の

還
流
を
創
り
だ
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

実
際
に
、
1
年
か
け
て
3
つ
の
宿
泊
施
設
で

働
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
「T

O
U
C
A

（
と
う
か
）」
に

も
参
加
し
、
順
次
拡
大
す
る
予
定
で
あ
り
、

宿
泊
施
設
だ
け
で
な
く
、
D
M
O
や
大
学
等

と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　な
ぜ
、
大
き
な
リ
ス
ク
を
負
っ
て
も
踏
み

込
め
た
の
か
。
そ
れ
は
町
も
、
町
民
も
、
株

式
会
社
海
士
も
島
の
未
来
に
対
し
て
高
い
危

機
意
識
を
共
有
し
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
中

で
、
反
対
意
見
も
当
然
あ
る
が
、
当
時
の
町

長
は
じ
め
リ
ー
ダ
ー
が
全
責
任
を
負
っ
て
取

り
組
む
と
決
め
た
こ
と
が
大
き
い
。「
任
せ

る
」
と
言
っ
て
か
ら
、
町
長
も
商
工
会
会
長

も
、
ま
っ
た
く
口
を
は
さ
ん
で
い
な
い
。「
何

を
言
わ
れ
て
も
止
ま
る
な
」
と
い
う
指
示
は

非
常
に
貴
重
な
こ
と
で
、安
心
感
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
海
士
町
は
、
こ
の
20
年
間
継
続
し
て

社
会
資
本
に
投
資
を
し
続
け
て
き
た
。
こ
れ

は
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
の
連
続
で
も
あ
り
、
人

材
育
成
の
場
に
も
な
っ
て
き
た
。青
山
氏
も
、

決
断
の
際
に
頼
る
の
は
先
輩
方
の
思
考
を
辿

る
こ
と
で
あ
り
、
後
押
し
・
叱
咤
激
励
で
あ

る
と
語
る
。
こ
う
し
て
蓄
積
し
て
き
た
社
会

資
本
、人
材
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、思
い
切
っ

た
決
断
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
交
流
は「
つ

な
が
り
を
作
り
続
け
る
手
段
」
で
あ
り
、
島

外
と
の
つ
な
が
り
か
ら
様
々
な
支
援
が
あ
っ

た
こ
と
も
、
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。「
ま

だ
道
半
ば
で
あ
る
が
、期
待
し
て
く
れ
る
人
、

紹
介
し
て
く
れ
る
人
が
世
界
中
に
い
る
」
と

青
山
氏
は
語
る
。
そ
れ
が
結
果
的
に
島
の
人

材
育
成
に
も
つ
な
が
る
。

　オ
ー
プ
ニ
ン
グ
時
の
注
目
か
ら
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
進
み
、こ
れ
か
ら
は
リ
ピ
ー
タ
ー
、

口
コ
ミ
に
よ
る
集
客
効
果
が
重
要
に
な
る
。

「E
n
tô

」
を
通
し
て
こ
れ
か
ら
の
海
士
町
が
、

島
民
が
、
訪
れ
る
人
、
関
係
す
る
人
、
移
住

す
る
人
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の

か
、
挑
戦
が
続
く
。

（
取
材
・
文
：
観
光
政
策
研
究
部

上
席
主
任
研
究
員

　中
野
文
彦
）

　宿
泊
施
設
と
し
て
の「E

n
tô

」は
暮
ら
し
に

溶
け
込
み
な
が
ら
も
常
に
新
し
い
世
界
と
つ

な
が
る
機
能
を
持
つ
。
客
室
数
を
減
ら
し
、
新

築
の
別
館「E

n
tô A
n
n
ex N

E
S
T

」と
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ
本
館「E

n
tô 

B
A
S
E

」を
合
わ
せ
全
36
室（
定
員
77
名
）で
、

す
べ
て
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト
。「E

ntô 

A
nnex N

E
S
T

」は
眼
前
に
広
が
る
島
前
カ

ル
デ
ラ
、
行
き
交
う
船
の
姿
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
島
の
風
、
音
、
日
の
光
に
溶
け
込

む
よ
う
に
、
全
面
を
大
胆
な
ガ
ラ
ス
張
り
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
ジ
オ
施
設
で
あ
る「G

eo 

R
oom
 “
D
iscover”

」は
、
海
士
町
の
本
物

の
魅
力
に
触
れ
る
予
習
の
場
と
し
て
、
海
士

町
の
大
地
と
文
化
、
歴
史
を
表
現
す
る
展
示

と
と
も
に
、
島
民
も
利
用
で
き
る
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
施
設
、
図
書
館
も
整
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

宿
泊
客
向
け
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
数
多
く

用
意
さ
れ
て
い
る
。
併
設
さ
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン

「E
n
tô D

in
in
g

」で
は
、
島
で
採
れ
た
野
菜

や
魚
、
季
節
の
果
物
、
隠
岐
牛
が
並
ぶ
だ
け
で

な
く
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
生
産
者
の
思
い
や
産

地
を
ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
伝
え
て
く
れ
る
等
、

島
の
自
然
、
食
、
歴
史
、
そ
し
て
人
の
魅
力
を

伝
え
る
仕
掛
け
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　株
式
会
社
海
士
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
青

山
氏
は「
島
の
人
と
宿
泊
客
が
交
わ
る
導
線
、

場
づ
く
り
、
島
の
人
も
行
き
た
く
な
る
環
境

B
&
B
宿
泊
施
設
の
運
営
等
）
の
設
立
等
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　そ
う
し
た
中
、
島
唯
一
の
ホ
テ
ル
「
マ
リ

ン
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
海
士
」の
老
朽
化
が
進
み
、

建
て
替
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
廃
業
し
て
島

の
宿
泊
施
設
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
減
ら
す
の

か
の
議
論
が
起
こ
っ
た
。

　マ
リ
ン
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
海
士
は
、
1
9
7
1

年
開
業
の
国
民
宿
舎「
緑
水
園
」か
ら

1
9
9
4
年
に
増
築
し「
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
ホ
テ

ル
海
士
」に
改
名
し
た
も
の
で
、
海
士
町
の
島

の
玄
関
口「
菱
浦
港
」を
望
む
高
台
に
位
置
し
、

訪
れ
る
フ
ェ
リ
ー
が
最
初
に
目
に
す
る
島
の
シ

ン
ボ
ル
で
も
あ
っ
た
。
町
が
所
有
し
、
第
三
セ

ク
タ
ー
で
あ
る
株
式
会
社
海
士
が
運
営
を

担
っ
て
き
た
。

　島
根
県
に
よ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠
点
施
設

建
設
構
想
も
同
時
期
に
持
ち
上
が
り
、「
島

の
玄
関
口
に
あ
る
ホ
テ
ル
を
も
っ
と
魅
力
的

に
し
た
い
」
と
い
う
島
の
思
い
を
合
わ
せ
た

複
合
施
設
と
す
る
方
向
で
、
2
0
1
7
年
か

ら
計
画
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　一
方
、
町
で
の
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ど

の
よ
う
に
投
資
す
る
か
で
あ
っ
た
。「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
見
据
え
た
付
加
価
値
の
あ
る
高

単
価
型
の
ホ
テ
ル
に
」「
量
で
は
な
く
質
の

高
い
島
の
観
光
を
」
と
い
う
意
見
と
、「
本

当
に
高
単
価
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
も
ら
え
る

の
か
」「
ど
の
程
度
の
稼
働
率
が
見
込
め
る

の
か
」「
公
共
投
資
と
し
て
の
意
義
が
本
当

に
あ
る
の
か
、
現
在
の
延
長
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
」
等
、
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
議
論
を
受
け

な
が
ら
、町
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
決
断
を
し
、

観
光
協
会
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な

が
ら
2
年
の
議
論
を
経
て
計
画
が
動
き
だ
し

た
。
し
か
し
、
建
設
費
用
の
調
達
や
事
業
計

画
策
定
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
か
っ
た
。
金

融
機
関
か
ら
の
融
資
も
、
直
前
で
成
立
に
至

ら
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
や
事
業
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
も
、
再
生
案
件
、
高
単
価
設
定
の

ホ
テ
ル
事
例
は
少
な
く
、
十
分
な
分
析
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
運
営
面
に
し

て
も
、
島
外
の
宿
泊
事
業
者
へ
の
委
託
が
選

択
肢
に
上
が
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　し
か
し
、
理
念
に
共
感
し
て
く
れ
る
専
門

家
と
出
会
い
、
協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
や
、

町
長
を
は
じ
め
、
リ
ー
ダ
ー
の
「
オ
ー
ナ
ー

シ
ッ
プ
は
手
放
さ
な
い
」「
外
の
人
は
な
か

な
か
リ
ス
ク
を
取
ら
な
い
。
生
ま
れ
る
リ
ス

ク
は
自
ら
負
う
」
と
い
っ
た
言
葉
で
後
押
し

を
受
け
、
株
式
会
社
海
士
が
運
営
主
体
と
な

り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。

 

「
な
い
も
の
は
な
い
」
と
は
、
あ
る
も
の
を

活
か
す
こ
と
で
あ
る
。E

n
tô

は
、
島
全
体

の
観
光
を
活
か
す
こ
と
を
目
指
し
た
。「
海

士
町
に
と
っ
て
のE

n
tô

と
は
何
か
」

「E
n
tô

に
よ
っ
て
島
の
ブ
ラ
ン
ド
を
ど
う
表

現
し
、伝
え
る
か
」「
島
の
民
宿
と
の
関
係
は
」

等
、島
全
体
と
し
て
の
視
点
を
も
っ
て
考
え
、

点
の
活
用
で
は
な
く
、
地
域
全
体
で
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
き
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
な
が

ら
民
間
か
ら
の
投
資
も
進
ん
で
い
く
こ
と
を

目
指
し
た
。
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
地
域

で
は
な
く
と
も
、
エ
リ
ア
的
な
取
り
組
み
や

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
人
の
賑
わ
い
を

生
み
だ
す
こ
と
を
目
指
し
た
。

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
は「
島
民
と
町
と
の
親
和
性
が

高
い
未
開
拓
の
来
島
者
」で
あ
り
、
来
島
者
と

し
て
求
め
る
の
は
、
探
求
心
や
知
的
好
奇
心
が

強
く
、
社
会
的
課
題
解
決
へ
の
参
画
意
識
が
強

く
、
合
理
的
だ
が
気
前
の
良
い
バ
ッ
ク
パ
ッ

カ
ー
気
質
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
と
し
て
い
る
。

　島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
は
、
隠
岐
諸
島
の

一
つ
、
面
積
33
・
52
㎢
の
中
ノ
島
に
あ
り
、
境

港
あ
る
い
は
七
類
港
か
ら
高
速
船
で
約
1
時

間
、
フ
ェ
リ
ー
で
2
時
間
〜
2
時
間
30
分
の

距
離
に
あ
る
、
1
島
1
町
の
離
島
の
町
で
あ

る
。
対
馬
暖
流
の
影
響
を
受
け
る
豊
か
な
海

と
、
豊
富
な
湧
水
に
恵
ま
れ
、
縄
文
時
代
か

ら
定
住
の
足
跡
が
残
り
、
奈
良
時
代
に
は
御

食
つ
國
の
一
つ
と
し
て
、「
干
し
ア
ワ
ビ
」が
朝

廷
に
献
上
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ

て
い
る
。
ま
た
、
遠
流（
お
ん
る
）の
地
と
し

て
も
知
ら
れ
、
遣
唐
副
使
や
文
人
と
し
て
も

知
ら
れ
る
小
野
篁
、
承
久
の
乱
に
敗
れ
た
後

鳥
羽
上
皇
等
の
配
流
の
地
、
北
前
船
の
寄
港

地
と
し
て
、
歴
史
の
舞
台
と
な
っ
た
島
で
あ

る（
2
0
2
1
年
は
後
鳥
羽
上
皇
が
海
士
に
お

遷
り
に
な
っ
て
8
0
0
年
を
迎
え
た
）。
ま
た
、

日
本
海
の
波
風
が
つ
く
り
出
し
た
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
地
形
は
景
勝
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、

北
と
南
の
種
が
共
存
す
る
特
異
な
生
物
相
が

残
さ
れ
て
お
り
、
大
山
隠
岐
国
立
公
園
、
さ

ら
に
2
0
1
3
年
に
は
隠
岐
諸
島
全
体
が「
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
」に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　一
方
、
海
士
町
に
お
い
て
は
、
1
9
5
0

年
（
昭
和
25
年
）
に
は
約
7
0
0
0
人
を
数

え
た
人
口
は
現
在
で
は
約
2
3
0
0
人
と
急

速
に
減
少
し
た
。
高
校
卒
業
後
に
は
ほ
と
ん

ど
が
島
外
へ
移
動
す
る
た
め
、
20
〜
30
代
の

人
口
が
極
め
て
少
な
く
、
高
齢
化
率
も
41
％

と
、
超
高
齢
化
社
会
で
あ
り
、
観
光
を
含
め

た
島
の
産
業
も
、担
い
手
、後
継
者
の
不
足
等
、

町
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。

　こ
う
し
た
中
、
海
士
町
は
「
な
い
も
の
は

な
い
（
便
利
な
も
の
は
な
く
て
も
よ
い
、
生

き
て
い
く
た
め
の
大
事
な
こ
と
は
、
す
べ
て

こ
の
島
に
詰
ま
っ
て
い
る
）」
を
合
言
葉
に
、

今
あ
る
資
源
を
活
か
す
こ
と
に
よ
る
産
業
振

興
（
稼
ぐ
）
に
早
く
か
ら
力
を
入
れ
続
け
た
。

特
に
、「
今
あ
る
資
源
の
価
値
が
下
が
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る

か
ら
価
値
の
あ
る
産
業
が
衰
退
し
て
い
る
」

と
の
視
点
か
ら
、
今
あ
る
資
源
を
活
か
し
た

「
し
ご
と
づ
く
り
」、
若
者
と
の
交
流
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」、教
育
の
魅
力
化
に
よ
る「
ひ

と
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、「
島
留
学
」「
大

人
の
島
留
学
（
年
間
60
人
ほ
ど
の
中
長
期
滞

在
）」「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」「
移
住
促
進
」

等
、
島
外
人
材
と
の
積
極
的
な
交
流
や
協
働

を
通
し
て
、
U
タ
ー
ン
を
含
む
地
元
住
民
と

I
タ
ー
ン
者
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
そ
う
し
た
挑
戦
に
よ
っ
て
、
17

年
（
2
0
0
4
年
か
ら
2
0
2
0
年
）
で
移

住
者
7
7
9
人
（
5
5
8
世
帯
）、
定
着
率

46
％
に
な
り
、
現
在
で
は
移
住
者
が
人
口
の

2
割
を
占
め
る
等
、全
国
的
で
も
数
少
な
い
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
町
と
し
て

注
目
を
集
め
た
。

　し
か
し
、
産
業
を
担
う
人
材
の
不
足
、
農

林
水
産
業
の
後
継
者
不
足
、
文
化
や
歴
史
、

島
の
風
土
を
受
け
継
ぐ
人
材
の
不
足
等
、
ま

だ
ま
だ
課
題
は
多
く
残
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
り
、
さ
ら
な
る
地
域
振
興
に
挑
戦
し
続

け
て
い
る
の
が
海
士
町
で
あ
る
。
そ
う
し
た

中
海
士
町
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た

2
0
2
1
年
7
月
に
、
海
士
町
と
し
て
は
過

去
最
大
の
22
億
円
を
か
け
た
「
隠
岐
ユ
ネ
ス

コ
世
界
泊
ま
れ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
、
拠
点
施
設

E
n
tô

（
エ
ン
ト
ウ
）」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　海
士
町
は
離
島
に
あ
り
、
そ
の
観
光
は
滞

在
・
宿
泊
が
主
と
な
る
。
一
般
社
団
法
人
海

士
町
観
光
協
会
を
中
心
に
、
宿
泊
施
設
の
魅

力
を
高
め
、
滞
在
し
て
も
ら
っ
て
消
費
単
価

を
高
め
る
た
め
に
、
島
の
民
宿
の
魅
力
を
高

め
る
「
島
宿
」
へ
の
取
り
組
み
、
高
齢
化
し

た
民
宿
の
経
営
を
支
え
る
た
め
の
「
株
式
会

社
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」（
民
宿
・
ホ
テ
ル
の

リ
ネ
ン
類
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
場
運
営
会

社
。
旅
行
ツ
ア
ー
の
企
画
・
造
成
、
島
内
の

民
宿
・
ホ
テ
ル
の
サ
ポ
ー
ト
、
古
民
家
改
修

4
．「E

ntô

（
エ
ン
ト
ウ
）」と

と
も
に
描
く

海
士
の
未
来

屋
か
ら
埋
ま
り
、
客
室
単
価
が
伸
び
た
こ
と

が
、
会
社
の
業
績
を
引
き
上
げ
て
い
る
。

　一
方
で
、「E

n
tô

」
だ
け
が
利
益
を
あ
げ

る
の
で
は
意
味
が
な
い
」と
青
山
氏
は
語
る
。

海
士
町
の
観
光
で
重
要
な
こ
と
は
、
地
域
の

魅
力
を
い
か
に
つ
な
げ
て
島
全
体
の
魅
力
と

し
て
売
っ
て
い
く
か
で
あ
り
、E

n
tô

だ
け

で
は
な
く
、
島
の
農
漁
業
、
民
宿
、
ガ
イ
ド
、

飲
食
店
、
パ
ン
屋
・
お
菓
子
屋
等
、
あ
ら
ゆ

る
産
業
に
好
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
使
命
で

あ
る
。
開
業
か
ら
一
年
半
、「E

n
tô

」
の
経

営
を
通
し
て
、
全
て
実
現
で
き
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
こ
の
島
に
来
て
満
足

し
や
す
い
の
は
、
視
察
や
取
材
に
来
て
い
る

人
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
観
光
協
会
、
あ
る

い
は
「E

n
tô

」
ス
タ
ッ
フ
が
ア
テ
ン
ド
し
、

島
民
の
方
か
ら
も
声
を
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
「
島
の
人
と
と
も
に
歩
く
」
観
光

を
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

旧
来
の
ガ
イ
ド
と
は
少
し
違
い
、
希
望
す
る

ゲ
ス
ト
皆
に
そ
れ
を
提
供
す
る
。
望
め
ば
一

緒
に
歩
け
る
し
、
想
定
し
て
い
な
い
偶
発
も

生
ま
れ
る
。
そ
う
し
た
島
の
観
光
を
生
み
出

す
こ
と
が
、次
の
ス
テ
ッ
プ
の
一
つ
で
あ
る
。

　ま
た
、「E

n
tô

」
は
雇
用
の
場
で
あ
る
と
と

も
に
、
人
材
育
成
の
場
で
あ
る
こ
と
も
意
識

さ
れ
て
い
る
。
開
業
し
て
1
年
半
に
な
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
営
業
縮
小
を
経
た
オ
ー
プ
ニ

を
建
築
の
力
で
実
現
で
き
た
」
と
語
る
。
ま

た
、
同
時
に
「E

n
tô

」
の
実
現
に
は
2
つ
の

意
味
が
あ
り
、
一
つ
目
は
、「
海
士
町
の
自

然
や
歴
史
・
文
化
、
島
民
と
の
交
流
は
、
海

士
町
の
資
源
で
あ
り
、
高
い
満
足
要
因
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
触
れ
て
も
ら
う
、

島
に
来
て
も
ら
う
た
め
の
誘
引
要
因
に
は
な

り
づ
ら
い
。
そ
こ
で
、
島
の
魅
力
を
誘
引
要

因
と
し
て
伝
え
る
た
め
に
、
不
動
産
・
ハ
ー

ド
の
力
が
必
要
だ
っ
た
」。
二
つ
目
に
は
、

「
ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
通
し
て
、
自
分
た
ち

が
海
士
町
の
魅
力
を
再
発
見
し
た
。
海
士
町

の
魅
力
の
切
り
取
り
方
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
風
景
の

町
中
で
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て

気
づ
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　海
士
町
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
隠
岐

に
は
な
い
高
単
価
の
宿
泊
施
設
へ
の
挑
戦
で

あ
っ
た
が
「
高
い
注
目
度
、
多
く
の
支
援
を

い
た
だ
い
て
良
い
ス
タ
ー
ト
が
で
き
た
。
今

の
と
こ
ろ
、
事
業
計
画
を
遥
か
に
上
回
る
数

字
が
出
て
い
る
」
と
、
確
か
な
手
ご
た
え
を

つ
か
ん
で
い
る
。
客
室
稼
働
率
も
想
定
以
上

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
高
価
格
帯
の
部

●島根県海士町プロフィール
人口………2,273人（2022年住民基本台帳より）
面積………33.52㎢、周囲89.1㎞
●株式会社海士プロフィール
設立………1992年8月
所在地……〒684-0404 島根県隠岐郡海士町福井1375－1 Entô
事業内容…泊まれるジオ施設「Entô」、レストラン「船渡来流（セントラル）亭」、 
　　　　　売店「島じゃ常識商店」、海中展望船「あまんぼう」他
体制………職員28名。他、アルバイトやインターンが在籍。（2022年10月時点）
●Entô概要
敷地面積…約5,666.21㎡、本館5階建／別館3階建
客室数……本館18室／別館18室
開業年月…2021年7月
事業主……株式会社海士（Entôは漢字で「遠島」の意）
○取材協力／株式会社海士 代表取締役・青山敦士氏

「不動産再生からの観光地づくり」のケーススタディ…42
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写真3 Geo Room “Discover”① 写真4 Geo Room “Discover”③

写真5 島の野菜を用いた一品。
スタッフが一つ一つ説明してくれる

写真6 島の朝ごはん

ン
グ
に
あ
た
っ
て
は
、
8
割
ほ
ど
の
ス
タ
ッ

フ
が
新
し
く
加
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
、
全
国

に
対
し
て
「E

n
tô

」
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
募

集
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の

若
年
層
に
と
っ
て
の
就
職
は
流
動
性
が
高
い

世
界
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
ス
タ
ッ
フ
が

「E
n
tô

」
で
働
く
こ
と
を
通
し
て
夢
を
持
ち
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
こ
と
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
海
士
町
自
体
も

多
様
な
働
き
方
を
促
す
た
め
に
、観
光
、教
育
、

産
業
、
行
政
な
ど
の
分
野
で
、
よ
り
早
い
意

思
決
定
と
よ
り
強
い
連
携
を
行
う
「
攻
め
」
の

政
策
を
担
う
事
業
会
社
と
し
て
、A
M
A
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役
は

海
士
町
長
）
を
設
立
し
、
島
の
未
来
を
創
る

た
め
の
地
域
振
興
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

資
金
援
助
や
事
業
ア
ド
バ
イ
ス
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
海
士
町
複
業
協

同
組
合
を
設
立
し
、
複
業
を
含
め
た
多
様
な

働
き
方
を
支
援
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
働

き
方
の
デ
ザ
イ
ン
」
は
、
U
・
I
タ
ー
ン
の
人

材
の
還
流
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。「E

n
tô

」に
お
い
て
も
、
移
住
・

定
住
人
口
だ
け
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
人

が
入
れ
替
わ
っ
て
い
く
関
係
人
口
、
人
材
の

還
流
を
創
り
だ
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

実
際
に
、
1
年
か
け
て
3
つ
の
宿
泊
施
設
で

働
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
「T

O
U
C
A

（
と
う
か
）」
に

も
参
加
し
、
順
次
拡
大
す
る
予
定
で
あ
り
、

宿
泊
施
設
だ
け
で
な
く
、
D
M
O
や
大
学
等

と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　な
ぜ
、
大
き
な
リ
ス
ク
を
負
っ
て
も
踏
み

込
め
た
の
か
。
そ
れ
は
町
も
、
町
民
も
、
株

式
会
社
海
士
も
島
の
未
来
に
対
し
て
高
い
危

機
意
識
を
共
有
し
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
中

で
、
反
対
意
見
も
当
然
あ
る
が
、
当
時
の
町

長
は
じ
め
リ
ー
ダ
ー
が
全
責
任
を
負
っ
て
取

り
組
む
と
決
め
た
こ
と
が
大
き
い
。「
任
せ

る
」
と
言
っ
て
か
ら
、
町
長
も
商
工
会
会
長

も
、
ま
っ
た
く
口
を
は
さ
ん
で
い
な
い
。「
何

を
言
わ
れ
て
も
止
ま
る
な
」
と
い
う
指
示
は

非
常
に
貴
重
な
こ
と
で
、安
心
感
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
海
士
町
は
、
こ
の
20
年
間
継
続
し
て

社
会
資
本
に
投
資
を
し
続
け
て
き
た
。
こ
れ

は
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
の
連
続
で
も
あ
り
、
人

材
育
成
の
場
に
も
な
っ
て
き
た
。青
山
氏
も
、

決
断
の
際
に
頼
る
の
は
先
輩
方
の
思
考
を
辿

る
こ
と
で
あ
り
、
後
押
し
・
叱
咤
激
励
で
あ

る
と
語
る
。
こ
う
し
て
蓄
積
し
て
き
た
社
会

資
本
、人
材
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、思
い
切
っ

た
決
断
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
交
流
は「
つ

な
が
り
を
作
り
続
け
る
手
段
」
で
あ
り
、
島

外
と
の
つ
な
が
り
か
ら
様
々
な
支
援
が
あ
っ

た
こ
と
も
、
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。「
ま

だ
道
半
ば
で
あ
る
が
、期
待
し
て
く
れ
る
人
、

紹
介
し
て
く
れ
る
人
が
世
界
中
に
い
る
」
と

青
山
氏
は
語
る
。
そ
れ
が
結
果
的
に
島
の
人

材
育
成
に
も
つ
な
が
る
。

　オ
ー
プ
ニ
ン
グ
時
の
注
目
か
ら
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
進
み
、こ
れ
か
ら
は
リ
ピ
ー
タ
ー
、

口
コ
ミ
に
よ
る
集
客
効
果
が
重
要
に
な
る
。

「E
n
tô

」
を
通
し
て
こ
れ
か
ら
の
海
士
町
が
、

島
民
が
、
訪
れ
る
人
、
関
係
す
る
人
、
移
住

す
る
人
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の

か
、
挑
戦
が
続
く
。

（
取
材
・
文
：
観
光
政
策
研
究
部

上
席
主
任
研
究
員

　中
野
文
彦
）

　宿
泊
施
設
と
し
て
の「E

n
tô

」は
暮
ら
し
に

溶
け
込
み
な
が
ら
も
常
に
新
し
い
世
界
と
つ

な
が
る
機
能
を
持
つ
。
客
室
数
を
減
ら
し
、
新

築
の
別
館「E

n
tô A
n
n
ex N

E
S
T

」と
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ
本
館「E

n
tô 

B
A
S
E

」を
合
わ
せ
全
36
室（
定
員
77
名
）で
、

す
べ
て
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト
。「E

ntô 

A
nnex N

E
S
T

」は
眼
前
に
広
が
る
島
前
カ

ル
デ
ラ
、
行
き
交
う
船
の
姿
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
島
の
風
、
音
、
日
の
光
に
溶
け
込

む
よ
う
に
、
全
面
を
大
胆
な
ガ
ラ
ス
張
り
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
ジ
オ
施
設
で
あ
る「G

eo 

R
oom
 “
D
iscover”

」は
、
海
士
町
の
本
物

の
魅
力
に
触
れ
る
予
習
の
場
と
し
て
、
海
士

町
の
大
地
と
文
化
、
歴
史
を
表
現
す
る
展
示

と
と
も
に
、
島
民
も
利
用
で
き
る
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
施
設
、
図
書
館
も
整
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

宿
泊
客
向
け
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
数
多
く

用
意
さ
れ
て
い
る
。
併
設
さ
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン

「E
n
tô D

in
in
g

」で
は
、
島
で
採
れ
た
野
菜

や
魚
、
季
節
の
果
物
、
隠
岐
牛
が
並
ぶ
だ
け
で

な
く
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
生
産
者
の
思
い
や
産

地
を
ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
伝
え
て
く
れ
る
等
、

島
の
自
然
、
食
、
歴
史
、
そ
し
て
人
の
魅
力
を

伝
え
る
仕
掛
け
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　株
式
会
社
海
士
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
青

山
氏
は「
島
の
人
と
宿
泊
客
が
交
わ
る
導
線
、

場
づ
く
り
、
島
の
人
も
行
き
た
く
な
る
環
境

B
&
B
宿
泊
施
設
の
運
営
等
）
の
設
立
等
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　そ
う
し
た
中
、
島
唯
一
の
ホ
テ
ル
「
マ
リ

ン
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
海
士
」の
老
朽
化
が
進
み
、

建
て
替
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
廃
業
し
て
島

の
宿
泊
施
設
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
減
ら
す
の

か
の
議
論
が
起
こ
っ
た
。

　マ
リ
ン
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
海
士
は
、
1
9
7
1

年
開
業
の
国
民
宿
舎「
緑
水
園
」か
ら

1
9
9
4
年
に
増
築
し「
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
ホ
テ

ル
海
士
」に
改
名
し
た
も
の
で
、
海
士
町
の
島

の
玄
関
口「
菱
浦
港
」を
望
む
高
台
に
位
置
し
、

訪
れ
る
フ
ェ
リ
ー
が
最
初
に
目
に
す
る
島
の
シ

ン
ボ
ル
で
も
あ
っ
た
。
町
が
所
有
し
、
第
三
セ

ク
タ
ー
で
あ
る
株
式
会
社
海
士
が
運
営
を

担
っ
て
き
た
。

　島
根
県
に
よ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠
点
施
設

建
設
構
想
も
同
時
期
に
持
ち
上
が
り
、「
島

の
玄
関
口
に
あ
る
ホ
テ
ル
を
も
っ
と
魅
力
的

に
し
た
い
」
と
い
う
島
の
思
い
を
合
わ
せ
た

複
合
施
設
と
す
る
方
向
で
、
2
0
1
7
年
か

ら
計
画
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　一
方
、
町
で
の
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ど

の
よ
う
に
投
資
す
る
か
で
あ
っ
た
。「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
見
据
え
た
付
加
価
値
の
あ
る
高

単
価
型
の
ホ
テ
ル
に
」「
量
で
は
な
く
質
の

高
い
島
の
観
光
を
」
と
い
う
意
見
と
、「
本

当
に
高
単
価
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
も
ら
え
る

の
か
」「
ど
の
程
度
の
稼
働
率
が
見
込
め
る

の
か
」「
公
共
投
資
と
し
て
の
意
義
が
本
当

に
あ
る
の
か
、
現
在
の
延
長
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
」
等
、
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
議
論
を
受
け

な
が
ら
、町
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
決
断
を
し
、

観
光
協
会
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な

が
ら
2
年
の
議
論
を
経
て
計
画
が
動
き
だ
し

た
。
し
か
し
、
建
設
費
用
の
調
達
や
事
業
計

画
策
定
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
か
っ
た
。
金

融
機
関
か
ら
の
融
資
も
、
直
前
で
成
立
に
至

ら
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
や
事
業
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
も
、
再
生
案
件
、
高
単
価
設
定
の

ホ
テ
ル
事
例
は
少
な
く
、
十
分
な
分
析
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
運
営
面
に
し

て
も
、
島
外
の
宿
泊
事
業
者
へ
の
委
託
が
選

択
肢
に
上
が
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　し
か
し
、
理
念
に
共
感
し
て
く
れ
る
専
門

家
と
出
会
い
、
協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
や
、

町
長
を
は
じ
め
、
リ
ー
ダ
ー
の
「
オ
ー
ナ
ー

シ
ッ
プ
は
手
放
さ
な
い
」「
外
の
人
は
な
か

な
か
リ
ス
ク
を
取
ら
な
い
。
生
ま
れ
る
リ
ス

ク
は
自
ら
負
う
」
と
い
っ
た
言
葉
で
後
押
し

を
受
け
、
株
式
会
社
海
士
が
運
営
主
体
と
な

り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。

 

「
な
い
も
の
は
な
い
」
と
は
、
あ
る
も
の
を

活
か
す
こ
と
で
あ
る
。E

n
tô

は
、
島
全
体

の
観
光
を
活
か
す
こ
と
を
目
指
し
た
。「
海

士
町
に
と
っ
て
のE

n
tô

と
は
何
か
」

「E
n
tô

に
よ
っ
て
島
の
ブ
ラ
ン
ド
を
ど
う
表

現
し
、伝
え
る
か
」「
島
の
民
宿
と
の
関
係
は
」

等
、島
全
体
と
し
て
の
視
点
を
も
っ
て
考
え
、

点
の
活
用
で
は
な
く
、
地
域
全
体
で
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
き
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
な
が

ら
民
間
か
ら
の
投
資
も
進
ん
で
い
く
こ
と
を

目
指
し
た
。
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
地
域

で
は
な
く
と
も
、
エ
リ
ア
的
な
取
り
組
み
や

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
人
の
賑
わ
い
を

生
み
だ
す
こ
と
を
目
指
し
た
。

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
は「
島
民
と
町
と
の
親
和
性
が

高
い
未
開
拓
の
来
島
者
」で
あ
り
、
来
島
者
と

し
て
求
め
る
の
は
、
探
求
心
や
知
的
好
奇
心
が

強
く
、
社
会
的
課
題
解
決
へ
の
参
画
意
識
が
強

く
、
合
理
的
だ
が
気
前
の
良
い
バ
ッ
ク
パ
ッ

カ
ー
気
質
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
と
し
て
い
る
。

　島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
は
、
隠
岐
諸
島
の

一
つ
、
面
積
33
・
52
㎢
の
中
ノ
島
に
あ
り
、
境

港
あ
る
い
は
七
類
港
か
ら
高
速
船
で
約
1
時

間
、
フ
ェ
リ
ー
で
2
時
間
〜
2
時
間
30
分
の

距
離
に
あ
る
、
1
島
1
町
の
離
島
の
町
で
あ

る
。
対
馬
暖
流
の
影
響
を
受
け
る
豊
か
な
海

と
、
豊
富
な
湧
水
に
恵
ま
れ
、
縄
文
時
代
か

ら
定
住
の
足
跡
が
残
り
、
奈
良
時
代
に
は
御

食
つ
國
の
一
つ
と
し
て
、「
干
し
ア
ワ
ビ
」が
朝

廷
に
献
上
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ

て
い
る
。
ま
た
、
遠
流（
お
ん
る
）の
地
と
し

て
も
知
ら
れ
、
遣
唐
副
使
や
文
人
と
し
て
も

知
ら
れ
る
小
野
篁
、
承
久
の
乱
に
敗
れ
た
後

鳥
羽
上
皇
等
の
配
流
の
地
、
北
前
船
の
寄
港

地
と
し
て
、
歴
史
の
舞
台
と
な
っ
た
島
で
あ

る（
2
0
2
1
年
は
後
鳥
羽
上
皇
が
海
士
に
お

遷
り
に
な
っ
て
8
0
0
年
を
迎
え
た
）。
ま
た
、

日
本
海
の
波
風
が
つ
く
り
出
し
た
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
地
形
は
景
勝
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、

北
と
南
の
種
が
共
存
す
る
特
異
な
生
物
相
が

残
さ
れ
て
お
り
、
大
山
隠
岐
国
立
公
園
、
さ

ら
に
2
0
1
3
年
に
は
隠
岐
諸
島
全
体
が「
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
」に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　一
方
、
海
士
町
に
お
い
て
は
、
1
9
5
0

年
（
昭
和
25
年
）
に
は
約
7
0
0
0
人
を
数

え
た
人
口
は
現
在
で
は
約
2
3
0
0
人
と
急

速
に
減
少
し
た
。
高
校
卒
業
後
に
は
ほ
と
ん

ど
が
島
外
へ
移
動
す
る
た
め
、
20
〜
30
代
の

人
口
が
極
め
て
少
な
く
、
高
齢
化
率
も
41
％

と
、
超
高
齢
化
社
会
で
あ
り
、
観
光
を
含
め

た
島
の
産
業
も
、担
い
手
、後
継
者
の
不
足
等
、

町
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。

　こ
う
し
た
中
、
海
士
町
は
「
な
い
も
の
は

な
い
（
便
利
な
も
の
は
な
く
て
も
よ
い
、
生

き
て
い
く
た
め
の
大
事
な
こ
と
は
、
す
べ
て

こ
の
島
に
詰
ま
っ
て
い
る
）」
を
合
言
葉
に
、

今
あ
る
資
源
を
活
か
す
こ
と
に
よ
る
産
業
振

興
（
稼
ぐ
）
に
早
く
か
ら
力
を
入
れ
続
け
た
。

特
に
、「
今
あ
る
資
源
の
価
値
が
下
が
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る

か
ら
価
値
の
あ
る
産
業
が
衰
退
し
て
い
る
」

と
の
視
点
か
ら
、
今
あ
る
資
源
を
活
か
し
た

「
し
ご
と
づ
く
り
」、
若
者
と
の
交
流
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」、教
育
の
魅
力
化
に
よ
る「
ひ

と
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、「
島
留
学
」「
大

人
の
島
留
学
（
年
間
60
人
ほ
ど
の
中
長
期
滞

在
）」「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」「
移
住
促
進
」

等
、
島
外
人
材
と
の
積
極
的
な
交
流
や
協
働

を
通
し
て
、
U
タ
ー
ン
を
含
む
地
元
住
民
と

I
タ
ー
ン
者
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
そ
う
し
た
挑
戦
に
よ
っ
て
、
17

年
（
2
0
0
4
年
か
ら
2
0
2
0
年
）
で
移

住
者
7
7
9
人
（
5
5
8
世
帯
）、
定
着
率

46
％
に
な
り
、
現
在
で
は
移
住
者
が
人
口
の

2
割
を
占
め
る
等
、全
国
的
で
も
数
少
な
い
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
町
と
し
て

注
目
を
集
め
た
。

　し
か
し
、
産
業
を
担
う
人
材
の
不
足
、
農

林
水
産
業
の
後
継
者
不
足
、
文
化
や
歴
史
、

島
の
風
土
を
受
け
継
ぐ
人
材
の
不
足
等
、
ま

だ
ま
だ
課
題
は
多
く
残
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
り
、
さ
ら
な
る
地
域
振
興
に
挑
戦
し
続

け
て
い
る
の
が
海
士
町
で
あ
る
。
そ
う
し
た

中
海
士
町
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た

2
0
2
1
年
7
月
に
、
海
士
町
と
し
て
は
過

去
最
大
の
22
億
円
を
か
け
た
「
隠
岐
ユ
ネ
ス

コ
世
界
泊
ま
れ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
、
拠
点
施
設

E
n
tô

（
エ
ン
ト
ウ
）」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　海
士
町
は
離
島
に
あ
り
、
そ
の
観
光
は
滞

在
・
宿
泊
が
主
と
な
る
。
一
般
社
団
法
人
海

士
町
観
光
協
会
を
中
心
に
、
宿
泊
施
設
の
魅

力
を
高
め
、
滞
在
し
て
も
ら
っ
て
消
費
単
価

を
高
め
る
た
め
に
、
島
の
民
宿
の
魅
力
を
高

め
る
「
島
宿
」
へ
の
取
り
組
み
、
高
齢
化
し

た
民
宿
の
経
営
を
支
え
る
た
め
の
「
株
式
会

社
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」（
民
宿
・
ホ
テ
ル
の

リ
ネ
ン
類
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
場
運
営
会

社
。
旅
行
ツ
ア
ー
の
企
画
・
造
成
、
島
内
の

民
宿
・
ホ
テ
ル
の
サ
ポ
ー
ト
、
古
民
家
改
修

4
．「E

ntô

（
エ
ン
ト
ウ
）」と

と
も
に
描
く

海
士
の
未
来

屋
か
ら
埋
ま
り
、
客
室
単
価
が
伸
び
た
こ
と

が
、
会
社
の
業
績
を
引
き
上
げ
て
い
る
。

　一
方
で
、「E

n
tô

」
だ
け
が
利
益
を
あ
げ

る
の
で
は
意
味
が
な
い
」と
青
山
氏
は
語
る
。

海
士
町
の
観
光
で
重
要
な
こ
と
は
、
地
域
の

魅
力
を
い
か
に
つ
な
げ
て
島
全
体
の
魅
力
と

し
て
売
っ
て
い
く
か
で
あ
り
、E

n
tô

だ
け

で
は
な
く
、
島
の
農
漁
業
、
民
宿
、
ガ
イ
ド
、

飲
食
店
、
パ
ン
屋
・
お
菓
子
屋
等
、
あ
ら
ゆ

る
産
業
に
好
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
使
命
で

あ
る
。
開
業
か
ら
一
年
半
、「E

n
tô

」
の
経

営
を
通
し
て
、
全
て
実
現
で
き
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
こ
の
島
に
来
て
満
足

し
や
す
い
の
は
、
視
察
や
取
材
に
来
て
い
る

人
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
観
光
協
会
、
あ
る

い
は
「E

n
tô

」
ス
タ
ッ
フ
が
ア
テ
ン
ド
し
、

島
民
の
方
か
ら
も
声
を
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
「
島
の
人
と
と
も
に
歩
く
」
観
光

を
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

旧
来
の
ガ
イ
ド
と
は
少
し
違
い
、
希
望
す
る

ゲ
ス
ト
皆
に
そ
れ
を
提
供
す
る
。
望
め
ば
一

緒
に
歩
け
る
し
、
想
定
し
て
い
な
い
偶
発
も

生
ま
れ
る
。
そ
う
し
た
島
の
観
光
を
生
み
出

す
こ
と
が
、次
の
ス
テ
ッ
プ
の
一
つ
で
あ
る
。

　ま
た
、「E
n
tô

」
は
雇
用
の
場
で
あ
る
と
と

も
に
、
人
材
育
成
の
場
で
あ
る
こ
と
も
意
識

さ
れ
て
い
る
。
開
業
し
て
1
年
半
に
な
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
営
業
縮
小
を
経
た
オ
ー
プ
ニ

を
建
築
の
力
で
実
現
で
き
た
」
と
語
る
。
ま

た
、
同
時
に
「E

n
tô

」
の
実
現
に
は
2
つ
の

意
味
が
あ
り
、
一
つ
目
は
、「
海
士
町
の
自

然
や
歴
史
・
文
化
、
島
民
と
の
交
流
は
、
海

士
町
の
資
源
で
あ
り
、
高
い
満
足
要
因
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
触
れ
て
も
ら
う
、

島
に
来
て
も
ら
う
た
め
の
誘
引
要
因
に
は
な

り
づ
ら
い
。
そ
こ
で
、
島
の
魅
力
を
誘
引
要

因
と
し
て
伝
え
る
た
め
に
、
不
動
産
・
ハ
ー

ド
の
力
が
必
要
だ
っ
た
」。
二
つ
目
に
は
、

「
ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
通
し
て
、
自
分
た
ち

が
海
士
町
の
魅
力
を
再
発
見
し
た
。
海
士
町

の
魅
力
の
切
り
取
り
方
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
風
景
の

町
中
で
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て

気
づ
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　海
士
町
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
隠
岐

に
は
な
い
高
単
価
の
宿
泊
施
設
へ
の
挑
戦
で

あ
っ
た
が
「
高
い
注
目
度
、
多
く
の
支
援
を

い
た
だ
い
て
良
い
ス
タ
ー
ト
が
で
き
た
。
今

の
と
こ
ろ
、
事
業
計
画
を
遥
か
に
上
回
る
数

字
が
出
て
い
る
」
と
、
確
か
な
手
ご
た
え
を

つ
か
ん
で
い
る
。
客
室
稼
働
率
も
想
定
以
上

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
高
価
格
帯
の
部

●島根県海士町プロフィール
人口………2,273人（2022年住民基本台帳より）
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　　　　　売店「島じゃ常識商店」、海中展望船「あまんぼう」他
体制………職員28名。他、アルバイトやインターンが在籍。（2022年10月時点）
●Entô概要
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図 2 国（Visit Denmark）及び地域（Destination Bornhlm）DMOが掲げる役割
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図 1 Bornholm島の位置

も
う
ひ
と
つ
が
、
こ
の
ホ
テ
ル
の
建
築
と
運

営
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
重
要
で
、
世
界
中
か

ら
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
学
ぶ
た
め
に
多

く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
る
、
と
説
明
を
受
け

た
。

建
設
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

追
求
点

　
建
設
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
具

体
化
に
あ
た
っ
て
は
、
全
て
が
循
環
型
経
済
の

原

則（C
ircular E

conom
y principle

）

に
従
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
再
生
可
能
な
資
源

か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
た
め
、
建
築

資
材
メ
ー
カ
ー
の
協
力
で
天
窓
な
ど
に
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
年
間
1
万
k
W
を
発
電

す
る
な
ど
、
ホ
テ
ル
自
体
が
自
家
発
電
の

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
再
利
用

で
き
な
い
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
モ
ノ
づ
く
り
と

し
て
は
、
新
た
に
改
修
・
増
築
し
た
と
こ
ろ
の

大
部
分
はC

radle to C
radle

認
証
を
受
け

て
お
り
、「
デ
ン
マ
ー
ク
の
玩
具
L
E
G
O
の
よ

う
に
、
接
着
剤
を
使
わ
ず
組
み
立
て
る
こ
と
で

解
体
し
て
ま
た
再
利
用
が
で
き
る
。」と
の
こ

と
。
柱
や
梁
、
壁
は
木
製
で
、
床
の
カ
ー
ペ
ッ

ト
タ
イ
ル
も
98
%
が
カ
ー
ペ
ッ
ト
と
し
て
再
利

用
可
能
と
い
う
。
さ
ら
に
、
廃
棄
物
の
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
ガ
ラ
ス
を
再
利
用
し

た
美
し
い
緑
の
ガ
ラ
ス
外
壁
パ
ネ
ル
や
、
ガ
ラ

ス
工
房
か
ら
出
る
廃
材
ガ
ラ
ス
を
地
元
の
岩
グ

ラ
ナ
イ
ト（
花
崗
岩
）と
ま
ぜ
て
キ
ラ
キ
ラ
し

た
外
構
の
舗
装
材
と
し
て
使
う
な
ど
だ
。
こ
れ

ら
は
地
元
の
ガ
ラ
ス
工
芸
職
人
と
共
に
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
ホ
テ
ル
の

広
大
な
敷
地
の
緑
は
生
物
多
様
性
に
配
慮
し

て
造
園
さ
れ
、
草
地
管
理
に
は
機
械
で
は
な
く

羊
が
活
躍
す
る
。

　
2
0
2
2
年
に
は
新
た
に
木
造
の
客
室
棟

を
建
設
し
て
い
る
。
2
0
1
3
年
当
初
よ
り

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
設
計
事
務
所

3
X
N
は
、
こ
の
建
物
を
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
・

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ホ
テ
ル
と
紹
介
し
て
い
る
。

建
設
に
お
い
て
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
よ

り
も
吸
収
量
の
方
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
内
壁
の
開
口
部
と
し
て
切
り
取
っ
た
木

材
は
家
具
材
料
と
し
た
な
ど
、
細
か
い
工
夫

が
あ
る
。
視
察
で
は
こ
う
し
た
こ
と
が
、

g
re
e
n
 tra

n
sitio

n

、su
sta
in
a
b
le
 

so
lu
tio
n

の
例
と
し
て
目
に
見
え
る
形
で

紹
介
さ
れ
、
そ
の
徹
底
ぶ
り
を
学
び
、

H
O
T
E
L
 G
reen

 S
o
lu
tio
n
 H
o
u
se

の

名
前
の
意
味
を
納
得
す
る
の
で
あ
る
。

　
今
回
は
同
じ
ホ
テ
ル
G
S
H
グ
ル
ー
プ
の

別
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
が
、
グ
リ
ー
ン

キ
ー
認
証
を
受
け
た
ホ
テ
ル
と
し
て
当
然
な

の
か
、
朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
で
は
瓶
で
小
分
け

に
さ
れ
た
惣
菜
、
客
室
で
は
、
カ
ト
ラ
リ
ー

は
木
製
な
ど
、
紅
茶
パ
ッ
ク
の
包
装
は
紙
製

で
、
O
r
g
a
n
i
c
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

と
い
う
言
葉
や
認
証
マ
ー
ク
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
シ
ャ
ン
プ
ー
等
は
詰
め
替
え
式
な

ど
当
た
り
前
で
あ
り
、
環
境
意
識
の
高
い
人

な
ら
こ
れ
ら
に
気
づ
き
、
い
や
な
気
持
ち
に

な
ら
な
い
過
ご
し
方
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

泊
）、
そ
の
内
訳
は
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
が
50
%
、

ド
イ
ツ
か
ら
が
30
%
と
な
っ
て
い
る
。
デ
ン

マ
ー
ク
や
ド
イ
ツ
の
人
が
夏
を
中
心
に
数
日

間
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
、
海
水
浴
を
楽

し
む
ア
ウ
ト
ド
ア
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
。
地

元
D
M
O
がC

lassical B
orn
holm

と
呼

ぶ
、
廃
墟
の
古
城
、
円
形
教
会
、
か
わ
い
ら
し

い
漁
村
風
景
、
燻
製
の
た
め
の
煙
突
景
観
が

特
徴
的
な
ス
モ
ー
ク
ハ
ウ
ス
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
半
島
ら
し
い
多
様
な
自
然
風
景
と
い
っ
た

魅
力
資
源
に
加
え
て
、
こ
の
10
年
で
、
郷
土
食

や
ア
ウ
ト
ド
ア
に
着
目
し
た
観
光
資
源
の
開

発
・
磨
き
上
げ
の
成
果
で
あ
る
。
ま
た
、
ガ
ラ

ス
や
陶
芸
な
ど
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
気

候
の
良
い
時
期
に
滞
在
し
、そ
の
水
準
は
高
く
、

2
0
1
7
年
に
は W

orld
 C
raft C

oun
cil 

A
w
ard

を
受
賞
し
て
い
る
。 

 【
4
】
ホ
テ
ル
G
S
H

と
い
う
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な

建
築
と
運
営

各
所
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る

ホ
テ
ル
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

　
こ
こ
か
ら
は
、
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
に
あ
る
、
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
ホ
テ
ル
と
し
て
世
界
的
に
有

名
と
な
っ
た
ホ
テ
ル
G
S
H（G

reen
 

S
olution

 H
ouse

）を
紹
介
す
る
。
2
0
2
1

年
に
は
英
国
大
手
新
聞
社T

he G
uardian

に
て
、
欧
州
で
最
も
環
境
に
や
さ
し
い
ホ
テ
ル
10

選
に
選
ば
れ
た
り
、
持
続
可
能
な
建
設
と
運
営

が
評
価
さ
れ
て
E
U
の
環
境
賞
を
受
賞
し
た
り
、

環
境
に
配
慮
し
た
建
築
開
発
を
進
め
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る

A
ctive H

ouse A
lliance

か
ら
「O

verall 

B
est of 10

 years

」に
選
ば
れ
た
り
す
る
な

ど
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
前
述
の
グ
リ
ー

ン
キ
ー
認
証
の
取
得
は
当
然
と
し
て
、そ
の
評

価
さ
れ
て
い
る
ホ
テ
ル
の
建
築
と
運
営
に
つ
い

て
、
今
回
の
視
察
で
自
ら
案
内
し
て
く
れ
た
ト

リ
ー
ヌ
氏
が
話
し
て
く
れ
た
内
容
を
中
心
に
紹

介
し
よ
う
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
柱
： 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
セ
プ
ト
と

M
I
C
E
施
設
整
備

　
ま
ず
、案
内
さ
れ
た
の
は
、正
面
玄
関
ホ
ー

ル
の
先
に
扇
型
に
増
築
さ
れ
た
会
議
施
設
で

あ
る
。
ト
リ
ー
ヌ
氏
が
事
業
承
継
後

2
0
1
3
年
か
ら
始
め
た
建
設
と
運
営
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
主
要
な
2
つ
の
ア
イ
デ
ィ

ア
が
説
明
さ
れ
た
。
1
つ
は
、
ホ
テ
ル 

G
S
H
が
国
際
的
な
M
I
C
E
拠
点
と
な
る

こ
と
で
、
繁
忙

期
以
外
の
観
光

客
の
落
ち
込
み

を
カ
バ
ー
す
る

こ
と
で
あ
る
。

実
際
、
シ
ョ
ル

ダ
ー
シ
ー
ズ
ン

と
呼
ぶ
閑
散
期

に
島
の
雇
用
を

生
み
出
す
こ
と

に
貢
献
し
て
き

た
と
の
こ
と
。

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に

関
し
て
は
法
律

や
ル
ー
ル
が

あ
っ
て
そ
れ
に

従
う
必
要
が
あ

る
が
、
民
間
企

業
が
そ
こ
に
参

加
で
き
な
け
れ

ば
何
も
変
化
は

起
こ
ら
な
い
。

D
estin

a
tio
n
 

B
o
r
n
h
o
lm

は
、
教
育
、
企

業
マ
ッ
チ
ン

グ
、
フ
ァ
ン
ド

や
政
府
が
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す

る
企
業
を
募
集
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
通

し
て
、
民
間
企
業
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

に
関
わ
り
や
す
い
よ
う
な
工
夫
を
行
っ
て
い

る
」。
一
方
、
社
会
・
経
済
のsustainability

に
対
し
て
は
、「
観
光
の
通
年
化
・
季
節
平
準

化
」と「
島
の
雇
用
創
出
」を
掲
げ
、
地
域

D
M
O
と
し
て
、
よ
り
直
接
的
に
地
域
振
興

に
関
わ
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
島
民
は
夏
季
の
み
雇
わ
れ
て
い
た
が
、
こ

れ
を
通
年
雇
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
雇
い
主
を
説
得
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
を
つ
く
り
、
観
光
客
が
少

な
い
シ
ー
ズ
ン
に
も
門
戸
を
開
か
せ
よ
う
と

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
イ
ベ
ン
ト
も
単
な
る

集
客
イ
ベ
ン
ト
で
な
く
、
技
術
や
知
識
な
ど

を
収
益
化
す
る
マ
ネ
タ
イ
ズ
・
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
地
域
の
事
業
者
を
支
援
し
な
が
ら
造

成
し
、
中
小
事
業
者
に
金
が
お
ち
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
実
際
、
訪
れ
た

と
き
は
、B

orn
h
olm
 C
R
A
F
T
 W
E
E
K
S

と
い
う
島
内
に
あ
る
工
房
な
ど
の
一
斉
公
開

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
業
務

を
進
め
る
た
め
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
部
門
が

あ
る
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
が
行
う
社
会
・
経

済
のsu

stain
ab
ility

に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
興
味
深
い
の
が
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。「
観
光
客
が
ボ
ー
ン
ホ

ル
ム
を
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
に
す
る
」
と
い
う

ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
り
、
あ
な
た
た
ち
は
そ

の
一
員
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
ガ
イ
ド
教
育
等
を
通
し

て
、
少
し
前
か
ら
こ
の
プ
ラ
ン
に
取
り
組
み

始
め
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や

2
0
2
5
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
、
2
0
3
5
年
ま
で
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
目
標
を
掲
げ
た
取
り
組
み
だ
け
で
な

く
、
観
光
が
主
産
業
の
島
と
し
て
、
D
M
O

が
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
と
い
わ
れ
る
活

動
の
環
境
的
、
社
会
的
、
経
済
的
な
3
側
面

を
業
務
と
し
て
も
現
場
に
し
っ
か
り
落
と
し

込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
、
E
U
で
最
も
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
島
（
E
U
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・

ア
イ
ラ
ン
ド
・
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
0
第
1
位
）

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ

た
。

【
7
】
ホ
テ
ル
の

リ
ソ
ー
ス
を
活
か
し

島
の
課
題
解
決
に

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
挑
戦

　
最
後
に
、
ホ
テ
ル
G
H
S
の
ト
リ
ー
ヌ
氏

の
今
後
の
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
を
紹
介
し
た

い
。「
私
の
メ
イ
ン
の
仕
事
は
ホ
テ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
だ
が
、
こ
の
ホ
テ
ルG

S
H

で
成
功

す
る
た
め
に
も
、
周
り
の
環
境
か
ら
疑
問
や

問
題
を
見
つ
け
て
、
そ
の
答
え
を
（
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
）
出
す
と
い
う
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
る
」
と
話
す
ト
リ
ー
ヌ
氏
の
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、h

o
u
ses fo

r flesh
 

eld
er p
eo
p
le

（
元
気
な
高
齢
者
用
住
宅

と
で
も
訳
せ
る
か
）
で
あ
る
。
島
の
戦
略
と

し
て
若
い
人
の
移
住
促
進
が
あ
る
が
、
住
む

場
所
が
な
い
現
状
が
あ
る
。
そ
こ
で
ト
リ
ー

ヌ
氏
は
、
高
齢
者
に
は
ホ
テ
ル
が
用
意
す
る

S
en
io
r H
o
u
se

に
転
居
し
て
も
ら
い
、

高
齢
者
の
持
っ
て
い
た
家
に
移
住
者
が
住
む

こ
と
を
事
業
と
し
て
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
ホ
テ
ル
は
、
高
齢
の
入
居
者
に
掃
除
・

洗
濯
や
料
理
の
サ
ー
ビ
ス
を
有
償
提
供
し
、

こ
れ
で
新
た
な
通
年
雇
用
も
生
み
出
す
、
と

い
う
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
な
ん
て
挑

戦
的
な
の
だ
ろ
う
。
宿
泊
施
設
が
イ
ン
フ
ラ

と
な
る
観
光
地
づ
く
り
を
模
索
し
て
い
る
私

に
と
っ
て
、
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
な
い
。

【
8
】
本
事
例
か
ら

学
べ
る
こ
と

不
動
産
再
生
と
観
光
地
づ
く
り
と
を

つ
な
ぐ
事
業
要
点
と
事
業
基
盤

　
宿
泊
施
設
と
い
う
不
動
産
は
一
般
に
規
模

が
大
き
い
の
で
、
そ
の
再
生
に
は
、
資
金
調

達
と
投
資
回
収
の
た
め
し
っ
か
り
し
た
事
業

【
5
】
ホ
テ
ル
G
S
H
の

誕
生
物
語

　
こ
こ
か
ら
は
ホ
テ
ル
G
S
H
誕
生
の
舞
台

裏
を
読
み
解
い
て
み
た
い
。

島
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
戦
略
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
ホ
テ
ル
事
業

　
特
筆
す
べ
き
は
、
ホ
テ
ル
G
S
H
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、
島
の
持
続
可
能
な
社

会
に
む
け
た
ビ
ジ
ョ
ンB

righ
t G
reen

 

Islan
d

戦
略
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
、
進
め

ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。2
0
0
7
年
に
、

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
た
め
の
48
人
48
時
間

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ト

リ
ー
ヌ
氏
は
そ
の
う
ち
の
一
人
で
、
ホ
テ
ル

G
S
H
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
打
ち
出
し
た
。
氏

の
最
大
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
島
の
持
続

可
能
な
社
会
の
た
め
に
島
の
雇
用
を
生
み
出

す
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
ホ
テ
ル
事
業

な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
は

B
righ
t G
reen

 Islan
d

戦
略
の
20
の
提

案
の
1
つ
と
な
っ
た
。
ホ
テ
ル
G
S
H
が
島

の
ビ
ジ
ョ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
こ
の
事
業
の
出
発
点
で
あ
る
行
政
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と

も
大
き
い
だ
ろ
う
。

に
着
手
し
、
2
0
1
5
年
に
新
し
い
ホ
テ
ル

G
S
H
と
し
て
開
業
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
企

業
の
多
く
が
現
在
も
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
っ
て
い
る
。「
彼
ら
は
世
界
中
か
ら
人
々

を
こ
の
建
物
に
招
待
し
て
く
れ
る
が
、
そ
れ

も
計
画
の
う
ち
で
あ
る
。」
と
は
ト
リ
ー
ヌ

氏
。
こ
の
あ
た
り
、
彼
女
の
前
職
の
金
融
事

業
の
経
験
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

ト
リ
ー
ヌ
氏
の

一
気
通
貫
の
関
わ
り
の
重
要
性

　
こ
の
よ
う
に
、
ホ
テ
ル
事
業
の
企
画
や
建

設
プ
ロ
セ
ス
で
関
係
を
つ
く
っ
た
大
手
企
業

や
地
元
職
人
な
ど
と
運
営
段
階
で
も
つ
な
が

り
続
け
る
こ
と
で
、
M
I
C
E
主
催
者
と
な

る
組
織
の
誘
客
や
、
会
議
に
付
随
す
る
エ
ク

ス
カ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
レ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
の
企
画
に
も
つ
な
が
っ
て
い
そ
う

だ
。

　
事
業
企
画
の
提
案
か
ら
、
建
設
か
ら
運
営

ま
で
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
が
一
気
通
貫
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
き
た
こ
と
が
、
ト

リ
ー
ヌ
氏
の
通
底
に
あ
る
島
の
こ
と
を
思
う

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
と
、
M
I
C
E
施

設
整
備
を
最
大
限
活
か
す
経
営
の
準
備
が
で

き
、
引
き
続
き
発
展
を
し
て
き
て
い
る
と
言

え
よ
う
。日
本
に
限
ら
ず
デ
ン
マ
ー
ク
で
も
、

各
事
業
フ
ェ
ー
ズ
で
人
が
変
わ
る
こ
と
が
普

通
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
運
営
に
関
わ
る
人
が

企
画
・
建
設
段
階
か
ら
一
貫
し
て
関
わ
る
こ

と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

【
6
】
島
の
D
M
O
の

観
光
地
づ
く
り
の

取
り
組
み

　
先
に
感
想
を
述
べ
る
と
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
に

よ
る
ホ
テ
ル
G
S
H
の
事
業
目
標
と
島
の

D
M
O
で
あ
るD

estination B
ornholm

の
経
済
・
社
会
分
野
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
見
事
に

一
致
し
、同
じ
よ
う
に
語
ら
れ
た（
左
上
写
真
）。

　
ま
ず
、D

estin
ation

 B
orn
h
olm

の
業

務
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
り

組
み
方
針
も
基
本
的
に
はV

isit D
en
m
ark

と
ほ
ぼ
同
様
で
、
島
の
ビ
ジ
ョ
ンB

righ
t 

G
reen

 Islan
d

に
基
づ
き
行
政
が
主
導
す

る
環
境
に
関
す
るsu

stain
ability

を
サ

ポ
ー
ト
す
る
立
場
と
し
、
中
心
業
務
は
社
会
・

経
済
に
関
す
るsu

stain
ability

に
向
け
た

取
り
組
み
で
あ
る
。

　
環
境
のsu

stain
ab
ility

分
野
の
業
務
姿

勢
は
次
の
発
言
で
よ
く
わ
か
る
。「
サ
ス
テ
ィ

て
、
民
間
事
業
者
が
こ
の
取
り
組
み
に
参
画

し
や
す
く
す
る
支
援
型
の
取
り
組
み
で
あ

る
。
事
業
改
善
や
認
証
取
得
、
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
創
出
の
啓
発
を
行
う
な
ど
が
あ
る
。

2
つ
め
は
「
地
域
経
済
・
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
観
光
」
を
推
進
す

る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
行
う
事
業
型
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
は
宿
泊
施
設
の
国
際
エ
コ
ラ
ベ

ル
「
グ
リ
ー
ン
キ
ー
」
発
祥
の
地
で
あ
り
、

観
光
産
業
の
認
証
取
得
に
も
積
極
的
な
の

は
、
１
つ
め
の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
た
だ
、V

isit D
en
m
ark

の
予

算
の
大
部
分
は
後
者
に
属
す
る
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
割
か
れ
て
い
る
。

国
と
し
て
の
観
光
分
野
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略

　
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
人
口
5
8
3
万
人
（
首

都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
65
万
人
）、
面
積
は
北

海
道
の
半
分
程
の
国
で
あ
る
。
そ
こ
に
外
国

人
観
光
客
が
、
2
0
1
9
年
統
計
で
は
の
べ

2
8
9
0
万
泊
す
る
。
こ
れ
は
全
宿
泊
客
の

52
%
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
ド
イ
ツ
51
%
、

北
欧
諸
国
14
%
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

デ
ン
マ
ー
ク
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
相

当
数
が
、
環
境
意
識
の
高
い
国
か
ら
と
な
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

観
光
分
野
の
ブ
ラ
ン
ド
・
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

は
「T

H
E
 L
A
N
D
 O
F
 E
V
E
R
Y
D
A
Y
 

W
O
N
D
E
R

」
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
て
い
る
。

「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
た
め
に
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
を
あ
き
ら
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
と
は
、

私
た
ち
が
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
地
球
を
犠
牲

に
す
る
こ
と
な
く
、
毎
日
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
る
の
で
す
（V

isit D
enm
ark

）」

　
デ
ン
マ
ー
ク
の
人
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
を
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
暮
ら
す
姿

と
、
そ
の
日
常
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
を

前
面
に
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
超
一
級
の
観

光
資
源
に
乏
し
い
中
で
、
観
光
客
を
イ
ン
ボ

ル
ブ
し
な
が
ら
、
環
境
に
遊
び
心
を
持
ち
、

新
し
い
こ
と
を
し
よ
う
と
発
想
で
き
る
コ
ン

セ
プ
ト
で
も
あ
る
と
も
話
し
て
い
た
。「
サ

ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
訪
れ
る
理
由
で
は

な
い
。
し
か
し
、
再
び
訪
れ
る
理
由
と
し
て

重
要
で
あ
る
（V

isit D
en
m
ark

）」
と
い

う
の
も
示
唆
的
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、V

isit D
en
m
ark

が
担

う
国
と
し
て
の
観
光
戦
略
は
、
近
隣
の
ド
イ

ツ
・
北
欧
の
観
光
客
が
デ
ン
マ
ー
ク
の
ど
う

い
う
要
素
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
か
の
分
析

結
果
と
し
て
、
世
界
で
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
差
別
化
で
き
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

社
会
を
観
光
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
し
て
用
い
て

い
る
。
そ
し
て
産
業
界
も
含
め
て
、
そ
う
し

た
環
境
に
関
心
の
高
い
観
光
客
へ
の
懸
念
や

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
抵
抗
な
く
観
光
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
現
地

で
は
誇
示
さ
れ
る
形
で
は
な
く
、
日
常
の
こ

と
と
し
て
喜
び
を
持
っ
て
体
験
で
き
る
、
と

い
う
よ
う
な
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

【
3
】ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島

の
観
光

　
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
は
、
か
つ
て
は
漁
業
を
主

産
業
と
す
る
島
だ
っ
た
が
、
1
8
5
0
年
代
か

ら
観
光
地
と
し
て
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
は
観
光
産
業
が
島
の
第
二
位
の
産

業
と
な
っ
て
い
る（
観
光
業
は
5
8
7
億
円
の

売
上
、
フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
者
3
0
0
0
人
）。

人
口
約
4
万
人
の
島
に
観
光
客
が
年
間
66
万

人
以
上
訪
れ（
2
0
2
1
年
実
績
で
1
8
0
万

【
1
】
概
要

　
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
は
、
バ
ル
ト
海
に
浮
か

ぶ
淡
路
島
と
同
程
度
の
面
積
の
島
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
首
都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら

は
、
車
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
内
の
陸
路
と
フ
ェ

リ
ー
を
用
い
て
4
時
間
、
空
路
で
は
40
分
の

位
置
に
あ
る
。
人
口
4
万
人
が
住
み
、
年
間

66
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
る
、
自
国
や

ド
イ
ツ
の
人
た
ち
に
人
気
の
ア
ウ
ト
ド
ア
リ

ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
。
か
つ
て
は
夏
の
繁
忙
期

と
そ
れ
以
外
の
閑
散
期
の
差
が
大
き
く
、
観

光
産
業
の
通
年
営
業
が
困
難
な
状
況
で
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
日
、
多
様
な
取
り
組

み
に
よ
り
欧
州
で
最
も
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な

島
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。（
E
U
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
・
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ア
ワ
ー
ド

2
0
2
0 

第
1
位
）
ま
た
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
り
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

T
rin
e

氏
（
以
下
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
）
が
提
案
か

ら
事
業
運
営
ま
で
一
気
通
貫
で
牽
引
す
る

H
O
T
E
L
 G
reen

 S
olu
tion
 H
ou
se

（
以

下
、
ホ
テ
ル
G
S
H
）
で
あ
る
。

　
地
域
づ
く
り
の
手
段
と
し
て
観
光
を
考
え

て
実
践
と
理
論
化
に
取
り
組
み
、
最
近
で
は

宿
泊
施
設
が
そ
の
イ
ン
フ
ラ
に
な
り
得
る
と

考
え
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
本
事
例
は
と
て
も

興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で

は
、
氏
が
既
存
ホ
テ
ル
を
事
業
承
継
し
、
そ
の

空
間
と
経
営
を
い
か
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た

の
か
、
ま
た
、
島
全
体
の
発
展
、
地
域
づ
く
り

に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
行
政
や
D
M
O
、
地
域

事
業
者
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
の

か
を
読
み
解
き
た
い
。
2
0
2
2
年
9
月
末
に

日
本
交
通
公
社
の
欧
州
視
察
に
同
行
し
、

V
isit D

enm
ark

（
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
観
光

局
）、
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
の
D
M
O
で
あ
る

D
estin

ation
 B
orn
holm

、
お
よ
び
ホ
テ

ル
G
S
H
取
締
役
ト
リ
ー
ヌ
氏
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
と
現
地
視
察
を
も
と
に
報
告
す
る
。
　

【
2
】
デ
ン
マ
ー
ク
に

お
け
る
観
光
と

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

関
係

　
そ
の
国
の
事
例
や
事
業
を
見
る
に
あ
た

り
、
社
会
的
な
基
盤
と
な
っ
て
い
る
状
況
や

制
度
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
で
、
は
じ
め
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
に

お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
観
光
の
関

係
に
つ
い
て
、
視
察
か
ら
理
解
し
え
た
こ
と

を
お
伝
え
す
る
。

持
続
可
能
な
観
光
の
２
つ
の
柱

　
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
国
連
の
研
究
組
織
で
あ

る
持
続
可
能
な
開
発
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
S
D
S
N
）
が
2
0
1
6

年
か
ら
毎
年
公
表
し
て
い
る
世
界
のS

D
G
s

目
標
達
成
国
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
不
動
の
ト
ッ

プ
3
に
入
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
先
進
国
で
あ

る
。（
ち
な
み
に
後
述
す
る
ド
イ
ツ
は
４
〜

6
位
、
日
本
は
当
初
の
15
位
か
ら
2
0
2
2

年
は
19
位
と
順
位
を
落
と
し
て
い
る
。）
そ

う
し
た
国
で
の
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と

観
光
の
関
係
に
つ
い
て
は
、V

isit 

D
enm
ark

の
公
表
資
料
か
ら
2
つ
の
柱
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
1
つ
は
、「
環
境
に

や
さ
し
い
観
光
や
観
光
地
の
形
成
」
に
む
け

計
画
が
早
い
段
階
か
ら
必
要
に
な
る
。
一
般

に
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
に
は
限
界
が
あ
る

の
で
、
志
あ
る
投
資
家
や
フ
ァ
ン
ド
、
企
業

等
か
ら
の
出
資
型
の
資
金
調
達
が
必
須
と
な

ろ
う
。
行
政
と
の
連
携
や
制
度
活
用
に
よ
る

補
助
金
の
活
用
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ホ
テ
ル

G
S
H
の
取
り
組
み
は
、
こ
う
し
た
こ
と
の

た
め
に
も
、
不
動
産
事
業
を
地
域
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
現
や
課
題
解
決
と
つ
な
げ
、
出

資
者
に
訴
求
力
の
あ
る
事
業
理
念
や
コ
ン
セ

プ
ト
を
つ
く
り
、
建
設
フ
ェ
ー
ズ
や
経
営

フ
ェ
ー
ズ
で
も
社
会
か
ら
支
え
ら
れ
る
事
業

協
力
の
基
盤
を
戦
略
的
に
構
築
し
て
き
た
と

見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。本
事
例
に
お
い
て
、

不
動
産
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
詳
細
は
把
握
で
き

な
い
が
、
こ
う
し
た
関
係
を
生
み
出
し
て
い

謝
辞
、
参
考
文
献

　
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
今
回
の
デ
ン
マ
ー

ク
視
察
を
主
催
し
た
J
T
B
F
研
究
員
の
皆

様
が
報
告
し
て
い
る
資
料
で
あ
る
、
中
野
文

彦
氏
作
成
の
J
T
B
F
の
H
P
公
開
コ
ラ
ム
、

お
よ
び
観
光
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
2
2

資
料
、
山
本
奏
音
氏
作
成
の
議
事
録
を
参
照

し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

～ボーンホルム島の
持続可能な社会の
実現につなげる
仕掛けを読み解く～

欧州で最も
サスティナブルな
島のシンボル
Hotel GSHの
挑戦

る
と
考
え
ら
れ
る
ホ
テ
ル
の
事
業
要
素
と
、

こ
れ
を
支
え
る
事
業
基
盤
と
い
う
見
方
で
整

理
し
た
の
が
図
4
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

を
公
民
連
携
で
セ
ッ
ト
し
て
い
く
こ
と
が
、

不
動
産
再
生
と
連
動
し
て
観
光
地
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

都
市
計
画
・
ま
ち
づ
く
り
分
野
と
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
分
野
、
不
動
産
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
分
野
の

連
携
が
必
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

日
本
で
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
武
器
に
な
り
得
る
か
。

　
最
後
に
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
や
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
と
い
っ
た
こ
と
が
日
本
で
も
あ
ら

ゆ
る
事
業
活
動
で
必
須
の
取
り
組
み
と
な
る

中
で
、
こ
れ
ら
を
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス

に
し
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
に
お
い
て
は

技
術
的
に
は
可
能
だ
が
、
誰
に
対
し
て
差
別

化
で
き
る
か
、
事
業
基
盤
と
な
り
得
る
ほ
ど

国
な
ど
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
し
て
い
け
る
の
か
は
懐
疑
的
で
あ

る
。
日
本
で
は
、
歴
史
的
建
造
物
や
古
民
家

の
再
生
と
観
光
事
業
を
つ
な
げ
る
事
例
は
増

え
て
き
て
い
る
が
、
今
後
は
、
国
内
外
の
企
業

が
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
出
資
者
と
な

る
不
動
産
事
業
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
、
こ
れ
を

支
え
る
事
業
基
盤
構
築
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、

も
っ
と
生
み
出
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
た
。

建
設
フ
ェ
ー
ズ
の
協
力
企
業
が

経
営
フ
ェ
ー
ズ
で
も
M
I
C
E
誘
致
に
貢
献

　
ト
リ
ー
ヌ
氏
は
資
材
調
達
の
た
め
に
、
国

内
外
の
建
設
資
材
企
業
に
掛
け
合
い
、
資
材

の
無
償
や
安
価
な
提
供
を
依
頼
し
、
そ
の
代

わ
り
に
国
際
的
な
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
あ
な
た

た
ち
の
た
め
に
準
備
し
ま
す
、
と
交
渉
し
て

い
く
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
天
窓
メ
ー
カ
ー

V
E
L
U
X

、
欧
州
最
大
の
建
物
資
材
会
社

S
A
IN
T
-G
O
B
A
IN

、
オ
ラ
ン
ダ
の
タ
イ

ル
メ
ー
カ
ー
M
O
S
A
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
メ
ー

カ
ーD

E
S
S
O

が
建
設
の
協
力
者
に
な
り
、

そ
の
結
果
、
当
初
苦
労
し
て
い
た
フ
ァ
ン
ド

等
か
ら
の
資
金
調
達
も
可
能
に
し
て
い
く
。

2
0
1
3
年
に
は
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
は
、
義
父

の
ホ
テ
ル
事
業
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
が
ア

イ
デ
ィ
ア
に
賛
同
を
得
たC

arl

氏
か
ら
事

業
承
継
と
、
新
規
に
設
立
し
た
フ
ァ
ン
ド
を

通
し
て
資
金
提
供
を
受
け
て
会
議
場
の
増
築

欧州で最もサスティナブルな島のシンボルHotel GSHの挑戦3

東京都立大学
都市環境学部 観光科学科 教授　

川原 晋（かわはら・すすむ）
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3

図 2 国（Visit Denmark）及び地域（Destination Bornhlm）DMOが掲げる役割
（中野文彦,「サスティナブルな国のDMO」,日本交通公社HPコラムvol.481, 2022.11より）

図 3 デンマークにとってドイツと北欧が外国人観光客の
最大市場（Visit Denmark提供資料）

図 1 Bornholm島の位置

も
う
ひ
と
つ
が
、
こ
の
ホ
テ
ル
の
建
築
と
運

営
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
重
要
で
、
世
界
中
か

ら
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
学
ぶ
た
め
に
多

く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
る
、
と
説
明
を
受
け

た
。

建
設
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

追
求
点

　
建
設
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
具

体
化
に
あ
た
っ
て
は
、
全
て
が
循
環
型
経
済
の

原

則（C
ircular E

conom
y principle

）

に
従
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
再
生
可
能
な
資
源

か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
た
め
、
建
築

資
材
メ
ー
カ
ー
の
協
力
で
天
窓
な
ど
に
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
年
間
1
万
k
W
を
発
電

す
る
な
ど
、
ホ
テ
ル
自
体
が
自
家
発
電
の

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
再
利
用

で
き
な
い
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
モ
ノ
づ
く
り
と

し
て
は
、
新
た
に
改
修
・
増
築
し
た
と
こ
ろ
の

大
部
分
はC

radle to C
radle

認
証
を
受
け

て
お
り
、「
デ
ン
マ
ー
ク
の
玩
具
L
E
G
O
の
よ

う
に
、
接
着
剤
を
使
わ
ず
組
み
立
て
る
こ
と
で

解
体
し
て
ま
た
再
利
用
が
で
き
る
。」と
の
こ

と
。
柱
や
梁
、
壁
は
木
製
で
、
床
の
カ
ー
ペ
ッ

ト
タ
イ
ル
も
98
%
が
カ
ー
ペ
ッ
ト
と
し
て
再
利

用
可
能
と
い
う
。
さ
ら
に
、
廃
棄
物
の
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
ガ
ラ
ス
を
再
利
用
し

た
美
し
い
緑
の
ガ
ラ
ス
外
壁
パ
ネ
ル
や
、
ガ
ラ

ス
工
房
か
ら
出
る
廃
材
ガ
ラ
ス
を
地
元
の
岩
グ

ラ
ナ
イ
ト（
花
崗
岩
）と
ま
ぜ
て
キ
ラ
キ
ラ
し

た
外
構
の
舗
装
材
と
し
て
使
う
な
ど
だ
。
こ
れ

ら
は
地
元
の
ガ
ラ
ス
工
芸
職
人
と
共
に
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
ホ
テ
ル
の

広
大
な
敷
地
の
緑
は
生
物
多
様
性
に
配
慮
し

て
造
園
さ
れ
、
草
地
管
理
に
は
機
械
で
は
な
く

羊
が
活
躍
す
る
。

　
2
0
2
2
年
に
は
新
た
に
木
造
の
客
室
棟

を
建
設
し
て
い
る
。
2
0
1
3
年
当
初
よ
り

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
設
計
事
務
所

3
X
N
は
、
こ
の
建
物
を
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
・

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ホ
テ
ル
と
紹
介
し
て
い
る
。

建
設
に
お
い
て
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
よ

り
も
吸
収
量
の
方
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
内
壁
の
開
口
部
と
し
て
切
り
取
っ
た
木

材
は
家
具
材
料
と
し
た
な
ど
、
細
か
い
工
夫

が
あ
る
。
視
察
で
は
こ
う
し
た
こ
と
が
、

g
re
e
n
 tra

n
sitio

n

、su
sta
in
a
b
le
 

so
lu
tio
n

の
例
と
し
て
目
に
見
え
る
形
で

紹
介
さ
れ
、
そ
の
徹
底
ぶ
り
を
学
び
、

H
O
T
E
L
 G
reen

 S
o
lu
tio
n
 H
o
u
se

の

名
前
の
意
味
を
納
得
す
る
の
で
あ
る
。

　
今
回
は
同
じ
ホ
テ
ル
G
S
H
グ
ル
ー
プ
の

別
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
が
、
グ
リ
ー
ン

キ
ー
認
証
を
受
け
た
ホ
テ
ル
と
し
て
当
然
な

の
か
、
朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
で
は
瓶
で
小
分
け

に
さ
れ
た
惣
菜
、
客
室
で
は
、
カ
ト
ラ
リ
ー

は
木
製
な
ど
、
紅
茶
パ
ッ
ク
の
包
装
は
紙
製

で
、
O
r
g
a
n
i
c
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

と
い
う
言
葉
や
認
証
マ
ー
ク
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
シ
ャ
ン
プ
ー
等
は
詰
め
替
え
式
な

ど
当
た
り
前
で
あ
り
、
環
境
意
識
の
高
い
人

な
ら
こ
れ
ら
に
気
づ
き
、
い
や
な
気
持
ち
に

な
ら
な
い
過
ご
し
方
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

泊
）、
そ
の
内
訳
は
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
が
50
%
、

ド
イ
ツ
か
ら
が
30
%
と
な
っ
て
い
る
。
デ
ン

マ
ー
ク
や
ド
イ
ツ
の
人
が
夏
を
中
心
に
数
日

間
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
、
海
水
浴
を
楽

し
む
ア
ウ
ト
ド
ア
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
。
地

元
D
M
O
がC

lassical B
orn
holm

と
呼

ぶ
、
廃
墟
の
古
城
、
円
形
教
会
、
か
わ
い
ら
し

い
漁
村
風
景
、
燻
製
の
た
め
の
煙
突
景
観
が

特
徴
的
な
ス
モ
ー
ク
ハ
ウ
ス
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
半
島
ら
し
い
多
様
な
自
然
風
景
と
い
っ
た

魅
力
資
源
に
加
え
て
、
こ
の
10
年
で
、
郷
土
食

や
ア
ウ
ト
ド
ア
に
着
目
し
た
観
光
資
源
の
開

発
・
磨
き
上
げ
の
成
果
で
あ
る
。
ま
た
、
ガ
ラ

ス
や
陶
芸
な
ど
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
気

候
の
良
い
時
期
に
滞
在
し
、そ
の
水
準
は
高
く
、

2
0
1
7
年
に
は W

orld
 C
raft C

oun
cil 

A
w
ard

を
受
賞
し
て
い
る
。 

 【
4
】
ホ
テ
ル
G
S
H

と
い
う
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な

建
築
と
運
営

各
所
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る

ホ
テ
ル
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

　
こ
こ
か
ら
は
、
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
に
あ
る
、
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
ホ
テ
ル
と
し
て
世
界
的
に
有

名
と
な
っ
た
ホ
テ
ル
G
S
H（G

reen
 

S
olution

 H
ouse

）を
紹
介
す
る
。
2
0
2
1

年
に
は
英
国
大
手
新
聞
社T

he G
uardian

に
て
、
欧
州
で
最
も
環
境
に
や
さ
し
い
ホ
テ
ル
10

選
に
選
ば
れ
た
り
、
持
続
可
能
な
建
設
と
運
営

が
評
価
さ
れ
て
E
U
の
環
境
賞
を
受
賞
し
た
り
、

環
境
に
配
慮
し
た
建
築
開
発
を
進
め
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る

A
ctive H

ouse A
lliance

か
ら
「O

verall 

B
est of 10

 years

」に
選
ば
れ
た
り
す
る
な

ど
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
前
述
の
グ
リ
ー

ン
キ
ー
認
証
の
取
得
は
当
然
と
し
て
、そ
の
評

価
さ
れ
て
い
る
ホ
テ
ル
の
建
築
と
運
営
に
つ
い

て
、
今
回
の
視
察
で
自
ら
案
内
し
て
く
れ
た
ト

リ
ー
ヌ
氏
が
話
し
て
く
れ
た
内
容
を
中
心
に
紹

介
し
よ
う
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
柱
： 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
セ
プ
ト
と

M
I
C
E
施
設
整
備

　
ま
ず
、案
内
さ
れ
た
の
は
、正
面
玄
関
ホ
ー

ル
の
先
に
扇
型
に
増
築
さ
れ
た
会
議
施
設
で

あ
る
。
ト
リ
ー
ヌ
氏
が
事
業
承
継
後

2
0
1
3
年
か
ら
始
め
た
建
設
と
運
営
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
主
要
な
2
つ
の
ア
イ
デ
ィ

ア
が
説
明
さ
れ
た
。
1
つ
は
、
ホ
テ
ル 

G
S
H
が
国
際
的
な
M
I
C
E
拠
点
と
な
る

こ
と
で
、
繁
忙

期
以
外
の
観
光

客
の
落
ち
込
み

を
カ
バ
ー
す
る

こ
と
で
あ
る
。

実
際
、
シ
ョ
ル

ダ
ー
シ
ー
ズ
ン

と
呼
ぶ
閑
散
期

に
島
の
雇
用
を

生
み
出
す
こ
と

に
貢
献
し
て
き

た
と
の
こ
と
。

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に

関
し
て
は
法
律

や
ル
ー
ル
が

あ
っ
て
そ
れ
に

従
う
必
要
が
あ

る
が
、
民
間
企

業
が
そ
こ
に
参

加
で
き
な
け
れ

ば
何
も
変
化
は

起
こ
ら
な
い
。

D
estin

a
tio
n
 

B
o
r
n
h
o
lm

は
、
教
育
、
企

業
マ
ッ
チ
ン

グ
、
フ
ァ
ン
ド

や
政
府
が
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す

る
企
業
を
募
集
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
通

し
て
、
民
間
企
業
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

に
関
わ
り
や
す
い
よ
う
な
工
夫
を
行
っ
て
い

る
」。
一
方
、
社
会
・
経
済
のsustainability

に
対
し
て
は
、「
観
光
の
通
年
化
・
季
節
平
準

化
」と「
島
の
雇
用
創
出
」を
掲
げ
、
地
域

D
M
O
と
し
て
、
よ
り
直
接
的
に
地
域
振
興

に
関
わ
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
島
民
は
夏
季
の
み
雇
わ
れ
て
い
た
が
、
こ

れ
を
通
年
雇
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
雇
い
主
を
説
得
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
を
つ
く
り
、
観
光
客
が
少

な
い
シ
ー
ズ
ン
に
も
門
戸
を
開
か
せ
よ
う
と

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
イ
ベ
ン
ト
も
単
な
る

集
客
イ
ベ
ン
ト
で
な
く
、
技
術
や
知
識
な
ど

を
収
益
化
す
る
マ
ネ
タ
イ
ズ
・
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
地
域
の
事
業
者
を
支
援
し
な
が
ら
造

成
し
、
中
小
事
業
者
に
金
が
お
ち
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
実
際
、
訪
れ
た

と
き
は
、B

orn
h
olm
 C
R
A
F
T
 W
E
E
K
S

と
い
う
島
内
に
あ
る
工
房
な
ど
の
一
斉
公
開

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
業
務

を
進
め
る
た
め
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
部
門
が

あ
る
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
が
行
う
社
会
・
経

済
のsu

stain
ab
ility

に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
興
味
深
い
の
が
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。「
観
光
客
が
ボ
ー
ン
ホ

ル
ム
を
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
に
す
る
」
と
い
う

ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
り
、
あ
な
た
た
ち
は
そ

の
一
員
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
ガ
イ
ド
教
育
等
を
通
し

て
、
少
し
前
か
ら
こ
の
プ
ラ
ン
に
取
り
組
み

始
め
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や

2
0
2
5
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
、
2
0
3
5
年
ま
で
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
目
標
を
掲
げ
た
取
り
組
み
だ
け
で
な

く
、
観
光
が
主
産
業
の
島
と
し
て
、
D
M
O

が
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
と
い
わ
れ
る
活

動
の
環
境
的
、
社
会
的
、
経
済
的
な
3
側
面

を
業
務
と
し
て
も
現
場
に
し
っ
か
り
落
と
し

込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
、
E
U
で
最
も
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
島
（
E
U
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・

ア
イ
ラ
ン
ド
・
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
0
第
1
位
）

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ

た
。

【
7
】
ホ
テ
ル
の

リ
ソ
ー
ス
を
活
か
し

島
の
課
題
解
決
に

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
挑
戦

　
最
後
に
、
ホ
テ
ル
G
H
S
の
ト
リ
ー
ヌ
氏

の
今
後
の
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
を
紹
介
し
た

い
。「
私
の
メ
イ
ン
の
仕
事
は
ホ
テ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
だ
が
、
こ
の
ホ
テ
ルG

S
H

で
成
功

す
る
た
め
に
も
、
周
り
の
環
境
か
ら
疑
問
や

問
題
を
見
つ
け
て
、
そ
の
答
え
を
（
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
）
出
す
と
い
う
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
る
」
と
話
す
ト
リ
ー
ヌ
氏
の
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、h

o
u
ses fo

r flesh
 

eld
er p
eo
p
le

（
元
気
な
高
齢
者
用
住
宅

と
で
も
訳
せ
る
か
）
で
あ
る
。
島
の
戦
略
と

し
て
若
い
人
の
移
住
促
進
が
あ
る
が
、
住
む

場
所
が
な
い
現
状
が
あ
る
。
そ
こ
で
ト
リ
ー

ヌ
氏
は
、
高
齢
者
に
は
ホ
テ
ル
が
用
意
す
る

S
en
io
r H
o
u
se

に
転
居
し
て
も
ら
い
、

高
齢
者
の
持
っ
て
い
た
家
に
移
住
者
が
住
む

こ
と
を
事
業
と
し
て
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
ホ
テ
ル
は
、
高
齢
の
入
居
者
に
掃
除
・

洗
濯
や
料
理
の
サ
ー
ビ
ス
を
有
償
提
供
し
、

こ
れ
で
新
た
な
通
年
雇
用
も
生
み
出
す
、
と

い
う
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
な
ん
て
挑

戦
的
な
の
だ
ろ
う
。
宿
泊
施
設
が
イ
ン
フ
ラ

と
な
る
観
光
地
づ
く
り
を
模
索
し
て
い
る
私

に
と
っ
て
、
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
な
い
。

【
8
】
本
事
例
か
ら

学
べ
る
こ
と

不
動
産
再
生
と
観
光
地
づ
く
り
と
を

つ
な
ぐ
事
業
要
点
と
事
業
基
盤

　
宿
泊
施
設
と
い
う
不
動
産
は
一
般
に
規
模

が
大
き
い
の
で
、
そ
の
再
生
に
は
、
資
金
調

達
と
投
資
回
収
の
た
め
し
っ
か
り
し
た
事
業

【
5
】
ホ
テ
ル
G
S
H
の

誕
生
物
語

　
こ
こ
か
ら
は
ホ
テ
ル
G
S
H
誕
生
の
舞
台

裏
を
読
み
解
い
て
み
た
い
。

島
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
戦
略
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
ホ
テ
ル
事
業

　
特
筆
す
べ
き
は
、
ホ
テ
ル
G
S
H
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、
島
の
持
続
可
能
な
社

会
に
む
け
た
ビ
ジ
ョ
ンB

righ
t G
reen

 

Islan
d

戦
略
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
、
進
め

ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。2
0
0
7
年
に
、

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
た
め
の
48
人
48
時
間

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ト

リ
ー
ヌ
氏
は
そ
の
う
ち
の
一
人
で
、
ホ
テ
ル

G
S
H
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
打
ち
出
し
た
。
氏

の
最
大
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
島
の
持
続

可
能
な
社
会
の
た
め
に
島
の
雇
用
を
生
み
出

す
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
ホ
テ
ル
事
業

な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
は

B
righ
t G
reen

 Islan
d

戦
略
の
20
の
提

案
の
1
つ
と
な
っ
た
。
ホ
テ
ル
G
S
H
が
島

の
ビ
ジ
ョ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
こ
の
事
業
の
出
発
点
で
あ
る
行
政
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と

も
大
き
い
だ
ろ
う
。

に
着
手
し
、
2
0
1
5
年
に
新
し
い
ホ
テ
ル

G
S
H
と
し
て
開
業
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
企

業
の
多
く
が
現
在
も
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
っ
て
い
る
。「
彼
ら
は
世
界
中
か
ら
人
々

を
こ
の
建
物
に
招
待
し
て
く
れ
る
が
、
そ
れ

も
計
画
の
う
ち
で
あ
る
。」
と
は
ト
リ
ー
ヌ

氏
。
こ
の
あ
た
り
、
彼
女
の
前
職
の
金
融
事

業
の
経
験
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

ト
リ
ー
ヌ
氏
の

一
気
通
貫
の
関
わ
り
の
重
要
性

　
こ
の
よ
う
に
、
ホ
テ
ル
事
業
の
企
画
や
建

設
プ
ロ
セ
ス
で
関
係
を
つ
く
っ
た
大
手
企
業

や
地
元
職
人
な
ど
と
運
営
段
階
で
も
つ
な
が

り
続
け
る
こ
と
で
、
M
I
C
E
主
催
者
と
な

る
組
織
の
誘
客
や
、
会
議
に
付
随
す
る
エ
ク

ス
カ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
レ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
の
企
画
に
も
つ
な
が
っ
て
い
そ
う

だ
。

　
事
業
企
画
の
提
案
か
ら
、
建
設
か
ら
運
営

ま
で
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
が
一
気
通
貫
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
き
た
こ
と
が
、
ト

リ
ー
ヌ
氏
の
通
底
に
あ
る
島
の
こ
と
を
思
う

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
と
、
M
I
C
E
施

設
整
備
を
最
大
限
活
か
す
経
営
の
準
備
が
で

き
、
引
き
続
き
発
展
を
し
て
き
て
い
る
と
言

え
よ
う
。日
本
に
限
ら
ず
デ
ン
マ
ー
ク
で
も
、

各
事
業
フ
ェ
ー
ズ
で
人
が
変
わ
る
こ
と
が
普

通
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
運
営
に
関
わ
る
人
が

企
画
・
建
設
段
階
か
ら
一
貫
し
て
関
わ
る
こ

と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

【
6
】
島
の
D
M
O
の

観
光
地
づ
く
り
の

取
り
組
み

　
先
に
感
想
を
述
べ
る
と
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
に

よ
る
ホ
テ
ル
G
S
H
の
事
業
目
標
と
島
の

D
M
O
で
あ
るD

estination B
ornholm

の
経
済
・
社
会
分
野
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
見
事
に

一
致
し
、同
じ
よ
う
に
語
ら
れ
た（
左
上
写
真
）。

　
ま
ず
、D

estin
ation

 B
orn
h
olm

の
業

務
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
り

組
み
方
針
も
基
本
的
に
はV

isit D
en
m
ark

と
ほ
ぼ
同
様
で
、
島
の
ビ
ジ
ョ
ンB

righ
t 

G
reen

 Islan
d

に
基
づ
き
行
政
が
主
導
す

る
環
境
に
関
す
るsu

stain
ability

を
サ

ポ
ー
ト
す
る
立
場
と
し
、
中
心
業
務
は
社
会
・

経
済
に
関
す
るsu

stain
ability

に
向
け
た

取
り
組
み
で
あ
る
。

　
環
境
のsu

stain
ab
ility

分
野
の
業
務
姿

勢
は
次
の
発
言
で
よ
く
わ
か
る
。「
サ
ス
テ
ィ

て
、
民
間
事
業
者
が
こ
の
取
り
組
み
に
参
画

し
や
す
く
す
る
支
援
型
の
取
り
組
み
で
あ

る
。
事
業
改
善
や
認
証
取
得
、
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
創
出
の
啓
発
を
行
う
な
ど
が
あ
る
。

2
つ
め
は
「
地
域
経
済
・
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
観
光
」
を
推
進
す

る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
行
う
事
業
型
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
は
宿
泊
施
設
の
国
際
エ
コ
ラ
ベ

ル
「
グ
リ
ー
ン
キ
ー
」
発
祥
の
地
で
あ
り
、

観
光
産
業
の
認
証
取
得
に
も
積
極
的
な
の

は
、
１
つ
め
の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
た
だ
、V

isit D
en
m
ark

の
予

算
の
大
部
分
は
後
者
に
属
す
る
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
割
か
れ
て
い
る
。

国
と
し
て
の
観
光
分
野
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略

　
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
人
口
5
8
3
万
人
（
首

都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
65
万
人
）、
面
積
は
北

海
道
の
半
分
程
の
国
で
あ
る
。
そ
こ
に
外
国

人
観
光
客
が
、
2
0
1
9
年
統
計
で
は
の
べ

2
8
9
0
万
泊
す
る
。
こ
れ
は
全
宿
泊
客
の

52
%
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
ド
イ
ツ
51
%
、

北
欧
諸
国
14
%
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

デ
ン
マ
ー
ク
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
相

当
数
が
、
環
境
意
識
の
高
い
国
か
ら
と
な
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

観
光
分
野
の
ブ
ラ
ン
ド
・
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

は
「T

H
E
 L
A
N
D
 O
F
 E
V
E
R
Y
D
A
Y
 

W
O
N
D
E
R

」
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
て
い
る
。

「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
た
め
に
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
を
あ
き
ら
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
と
は
、

私
た
ち
が
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
地
球
を
犠
牲

に
す
る
こ
と
な
く
、
毎
日
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
る
の
で
す
（V

isit D
enm
ark

）」

　
デ
ン
マ
ー
ク
の
人
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
を
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
暮
ら
す
姿

と
、
そ
の
日
常
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
を

前
面
に
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
超
一
級
の
観

光
資
源
に
乏
し
い
中
で
、
観
光
客
を
イ
ン
ボ

ル
ブ
し
な
が
ら
、
環
境
に
遊
び
心
を
持
ち
、

新
し
い
こ
と
を
し
よ
う
と
発
想
で
き
る
コ
ン

セ
プ
ト
で
も
あ
る
と
も
話
し
て
い
た
。「
サ

ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
訪
れ
る
理
由
で
は

な
い
。
し
か
し
、
再
び
訪
れ
る
理
由
と
し
て

重
要
で
あ
る
（V

isit D
en
m
ark

）」
と
い

う
の
も
示
唆
的
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、V

isit D
en
m
ark

が
担

う
国
と
し
て
の
観
光
戦
略
は
、
近
隣
の
ド
イ

ツ
・
北
欧
の
観
光
客
が
デ
ン
マ
ー
ク
の
ど
う

い
う
要
素
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
か
の
分
析

結
果
と
し
て
、
世
界
で
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
差
別
化
で
き
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

社
会
を
観
光
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
し
て
用
い
て

い
る
。
そ
し
て
産
業
界
も
含
め
て
、
そ
う
し

た
環
境
に
関
心
の
高
い
観
光
客
へ
の
懸
念
や

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
抵
抗
な
く
観
光
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
現
地

で
は
誇
示
さ
れ
る
形
で
は
な
く
、
日
常
の
こ

と
と
し
て
喜
び
を
持
っ
て
体
験
で
き
る
、
と

い
う
よ
う
な
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

【
3
】ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島

の
観
光

　
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
は
、
か
つ
て
は
漁
業
を
主

産
業
と
す
る
島
だ
っ
た
が
、
1
8
5
0
年
代
か

ら
観
光
地
と
し
て
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
は
観
光
産
業
が
島
の
第
二
位
の
産

業
と
な
っ
て
い
る（
観
光
業
は
5
8
7
億
円
の

売
上
、
フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
者
3
0
0
0
人
）。

人
口
約
4
万
人
の
島
に
観
光
客
が
年
間
66
万

人
以
上
訪
れ（
2
0
2
1
年
実
績
で
1
8
0
万

【
1
】
概
要

　
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
は
、
バ
ル
ト
海
に
浮
か

ぶ
淡
路
島
と
同
程
度
の
面
積
の
島
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
首
都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら

は
、
車
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
内
の
陸
路
と
フ
ェ

リ
ー
を
用
い
て
4
時
間
、
空
路
で
は
40
分
の

位
置
に
あ
る
。
人
口
4
万
人
が
住
み
、
年
間

66
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
る
、
自
国
や

ド
イ
ツ
の
人
た
ち
に
人
気
の
ア
ウ
ト
ド
ア
リ

ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
。
か
つ
て
は
夏
の
繁
忙
期

と
そ
れ
以
外
の
閑
散
期
の
差
が
大
き
く
、
観

光
産
業
の
通
年
営
業
が
困
難
な
状
況
で
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
日
、
多
様
な
取
り
組

み
に
よ
り
欧
州
で
最
も
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な

島
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。（
E
U
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
・
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ア
ワ
ー
ド

2
0
2
0 

第
1
位
）
ま
た
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
り
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

T
rin
e

氏
（
以
下
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
）
が
提
案
か

ら
事
業
運
営
ま
で
一
気
通
貫
で
牽
引
す
る

H
O
T
E
L
 G
reen

 S
olu
tion
 H
ou
se

（
以

下
、
ホ
テ
ル
G
S
H
）
で
あ
る
。

　
地
域
づ
く
り
の
手
段
と
し
て
観
光
を
考
え

て
実
践
と
理
論
化
に
取
り
組
み
、
最
近
で
は

宿
泊
施
設
が
そ
の
イ
ン
フ
ラ
に
な
り
得
る
と

考
え
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
本
事
例
は
と
て
も

興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で

は
、
氏
が
既
存
ホ
テ
ル
を
事
業
承
継
し
、
そ
の

空
間
と
経
営
を
い
か
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た

の
か
、
ま
た
、
島
全
体
の
発
展
、
地
域
づ
く
り

に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
行
政
や
D
M
O
、
地
域

事
業
者
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
の

か
を
読
み
解
き
た
い
。
2
0
2
2
年
9
月
末
に

日
本
交
通
公
社
の
欧
州
視
察
に
同
行
し
、

V
isit D

enm
ark

（
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
観
光

局
）、
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
の
D
M
O
で
あ
る

D
estin

ation
 B
orn
holm

、
お
よ
び
ホ
テ

ル
G
S
H
取
締
役
ト
リ
ー
ヌ
氏
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
と
現
地
視
察
を
も
と
に
報
告
す
る
。
　

【
2
】
デ
ン
マ
ー
ク
に

お
け
る
観
光
と

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

関
係

　
そ
の
国
の
事
例
や
事
業
を
見
る
に
あ
た

り
、
社
会
的
な
基
盤
と
な
っ
て
い
る
状
況
や

制
度
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
で
、
は
じ
め
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
に

お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
観
光
の
関

係
に
つ
い
て
、
視
察
か
ら
理
解
し
え
た
こ
と

を
お
伝
え
す
る
。

持
続
可
能
な
観
光
の
２
つ
の
柱

　
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
国
連
の
研
究
組
織
で
あ

る
持
続
可
能
な
開
発
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
S
D
S
N
）
が
2
0
1
6

年
か
ら
毎
年
公
表
し
て
い
る
世
界
のS

D
G
s

目
標
達
成
国
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
不
動
の
ト
ッ

プ
3
に
入
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
先
進
国
で
あ

る
。（
ち
な
み
に
後
述
す
る
ド
イ
ツ
は
４
〜

6
位
、
日
本
は
当
初
の
15
位
か
ら
2
0
2
2

年
は
19
位
と
順
位
を
落
と
し
て
い
る
。）
そ

う
し
た
国
で
の
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と

観
光
の
関
係
に
つ
い
て
は
、V

isit 

D
enm
ark

の
公
表
資
料
か
ら
2
つ
の
柱
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
1
つ
は
、「
環
境
に

や
さ
し
い
観
光
や
観
光
地
の
形
成
」
に
む
け

計
画
が
早
い
段
階
か
ら
必
要
に
な
る
。
一
般

に
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
に
は
限
界
が
あ
る

の
で
、
志
あ
る
投
資
家
や
フ
ァ
ン
ド
、
企
業

等
か
ら
の
出
資
型
の
資
金
調
達
が
必
須
と
な

ろ
う
。
行
政
と
の
連
携
や
制
度
活
用
に
よ
る

補
助
金
の
活
用
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ホ
テ
ル

G
S
H
の
取
り
組
み
は
、
こ
う
し
た
こ
と
の

た
め
に
も
、
不
動
産
事
業
を
地
域
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
現
や
課
題
解
決
と
つ
な
げ
、
出

資
者
に
訴
求
力
の
あ
る
事
業
理
念
や
コ
ン
セ

プ
ト
を
つ
く
り
、
建
設
フ
ェ
ー
ズ
や
経
営

フ
ェ
ー
ズ
で
も
社
会
か
ら
支
え
ら
れ
る
事
業

協
力
の
基
盤
を
戦
略
的
に
構
築
し
て
き
た
と

見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。本
事
例
に
お
い
て
、

不
動
産
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
詳
細
は
把
握
で
き

な
い
が
、
こ
う
し
た
関
係
を
生
み
出
し
て
い

謝
辞
、
参
考
文
献

　
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
今
回
の
デ
ン
マ
ー

ク
視
察
を
主
催
し
た
J
T
B
F
研
究
員
の
皆

様
が
報
告
し
て
い
る
資
料
で
あ
る
、
中
野
文

彦
氏
作
成
の
J
T
B
F
の
H
P
公
開
コ
ラ
ム
、

お
よ
び
観
光
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
2
2

資
料
、
山
本
奏
音
氏
作
成
の
議
事
録
を
参
照

し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

～ボーンホルム島の
持続可能な社会の
実現につなげる
仕掛けを読み解く～

欧州で最も
サスティナブルな
島のシンボル
Hotel GSHの
挑戦

る
と
考
え
ら
れ
る
ホ
テ
ル
の
事
業
要
素
と
、

こ
れ
を
支
え
る
事
業
基
盤
と
い
う
見
方
で
整

理
し
た
の
が
図
4
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

を
公
民
連
携
で
セ
ッ
ト
し
て
い
く
こ
と
が
、

不
動
産
再
生
と
連
動
し
て
観
光
地
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

都
市
計
画
・
ま
ち
づ
く
り
分
野
と
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
分
野
、
不
動
産
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
分
野
の

連
携
が
必
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

日
本
で
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
武
器
に
な
り
得
る
か
。

　
最
後
に
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
や
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
と
い
っ
た
こ
と
が
日
本
で
も
あ
ら

ゆ
る
事
業
活
動
で
必
須
の
取
り
組
み
と
な
る

中
で
、
こ
れ
ら
を
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス

に
し
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
に
お
い
て
は

技
術
的
に
は
可
能
だ
が
、
誰
に
対
し
て
差
別

化
で
き
る
か
、
事
業
基
盤
と
な
り
得
る
ほ
ど

国
な
ど
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
し
て
い
け
る
の
か
は
懐
疑
的
で
あ

る
。
日
本
で
は
、
歴
史
的
建
造
物
や
古
民
家

の
再
生
と
観
光
事
業
を
つ
な
げ
る
事
例
は
増

え
て
き
て
い
る
が
、
今
後
は
、
国
内
外
の
企
業

が
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
出
資
者
と
な

る
不
動
産
事
業
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
、
こ
れ
を

支
え
る
事
業
基
盤
構
築
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、

も
っ
と
生
み
出
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
た
。

建
設
フ
ェ
ー
ズ
の
協
力
企
業
が

経
営
フ
ェ
ー
ズ
で
も
M
I
C
E
誘
致
に
貢
献

　
ト
リ
ー
ヌ
氏
は
資
材
調
達
の
た
め
に
、
国

内
外
の
建
設
資
材
企
業
に
掛
け
合
い
、
資
材

の
無
償
や
安
価
な
提
供
を
依
頼
し
、
そ
の
代

わ
り
に
国
際
的
な
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
あ
な
た

た
ち
の
た
め
に
準
備
し
ま
す
、
と
交
渉
し
て

い
く
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
天
窓
メ
ー
カ
ー

V
E
L
U
X

、
欧
州
最
大
の
建
物
資
材
会
社

S
A
IN
T
-G
O
B
A
IN

、
オ
ラ
ン
ダ
の
タ
イ

ル
メ
ー
カ
ー
M
O
S
A
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
メ
ー

カ
ーD

E
S
S
O

が
建
設
の
協
力
者
に
な
り
、

そ
の
結
果
、
当
初
苦
労
し
て
い
た
フ
ァ
ン
ド

等
か
ら
の
資
金
調
達
も
可
能
に
し
て
い
く
。

2
0
1
3
年
に
は
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
は
、
義
父

の
ホ
テ
ル
事
業
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
が
ア

イ
デ
ィ
ア
に
賛
同
を
得
たC

arl

氏
か
ら
事

業
承
継
と
、
新
規
に
設
立
し
た
フ
ァ
ン
ド
を

通
し
て
資
金
提
供
を
受
け
て
会
議
場
の
増
築

欧州で最もサスティナブルな島のシンボルHotel GSHの挑戦3
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も
う
ひ
と
つ
が
、
こ
の
ホ
テ
ル
の
建
築
と
運

営
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
重
要
で
、
世
界
中
か

ら
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
学
ぶ
た
め
に
多

く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
る
、
と
説
明
を
受
け

た
。

建
設
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

追
求
点

　
建
設
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
具

体
化
に
あ
た
っ
て
は
、
全
て
が
循
環
型
経
済
の

原

則（C
ircular E

conom
y principle

）

に
従
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
再
生
可
能
な
資
源

か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
た
め
、
建
築

資
材
メ
ー
カ
ー
の
協
力
で
天
窓
な
ど
に
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
年
間
1
万
k
W
を
発
電

す
る
な
ど
、
ホ
テ
ル
自
体
が
自
家
発
電
の

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
再
利
用

で
き
な
い
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
モ
ノ
づ
く
り
と

し
て
は
、
新
た
に
改
修
・
増
築
し
た
と
こ
ろ
の

大
部
分
はC

radle to C
radle

認
証
を
受
け

て
お
り
、「
デ
ン
マ
ー
ク
の
玩
具
L
E
G
O
の
よ

う
に
、
接
着
剤
を
使
わ
ず
組
み
立
て
る
こ
と
で

解
体
し
て
ま
た
再
利
用
が
で
き
る
。」と
の
こ

と
。
柱
や
梁
、
壁
は
木
製
で
、
床
の
カ
ー
ペ
ッ

ト
タ
イ
ル
も
98
%
が
カ
ー
ペ
ッ
ト
と
し
て
再
利

用
可
能
と
い
う
。
さ
ら
に
、
廃
棄
物
の
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
ガ
ラ
ス
を
再
利
用
し

た
美
し
い
緑
の
ガ
ラ
ス
外
壁
パ
ネ
ル
や
、
ガ
ラ

ス
工
房
か
ら
出
る
廃
材
ガ
ラ
ス
を
地
元
の
岩
グ

ラ
ナ
イ
ト（
花
崗
岩
）と
ま
ぜ
て
キ
ラ
キ
ラ
し

た
外
構
の
舗
装
材
と
し
て
使
う
な
ど
だ
。
こ
れ

ら
は
地
元
の
ガ
ラ
ス
工
芸
職
人
と
共
に
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
ホ
テ
ル
の

広
大
な
敷
地
の
緑
は
生
物
多
様
性
に
配
慮
し

て
造
園
さ
れ
、
草
地
管
理
に
は
機
械
で
は
な
く

羊
が
活
躍
す
る
。

　
2
0
2
2
年
に
は
新
た
に
木
造
の
客
室
棟

を
建
設
し
て
い
る
。
2
0
1
3
年
当
初
よ
り

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
設
計
事
務
所

3
X
N
は
、
こ
の
建
物
を
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
・

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ホ
テ
ル
と
紹
介
し
て
い
る
。

建
設
に
お
い
て
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
よ

り
も
吸
収
量
の
方
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
内
壁
の
開
口
部
と
し
て
切
り
取
っ
た
木

材
は
家
具
材
料
と
し
た
な
ど
、
細
か
い
工
夫

が
あ
る
。
視
察
で
は
こ
う
し
た
こ
と
が
、

g
re
e
n
 tra

n
sitio

n

、su
sta
in
a
b
le
 

so
lu
tio
n

の
例
と
し
て
目
に
見
え
る
形
で

紹
介
さ
れ
、
そ
の
徹
底
ぶ
り
を
学
び
、

H
O
T
E
L
 G
reen

 S
o
lu
tio
n
 H
o
u
se

の

名
前
の
意
味
を
納
得
す
る
の
で
あ
る
。

　
今
回
は
同
じ
ホ
テ
ル
G
S
H
グ
ル
ー
プ
の

別
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
が
、
グ
リ
ー
ン

キ
ー
認
証
を
受
け
た
ホ
テ
ル
と
し
て
当
然
な

の
か
、
朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
で
は
瓶
で
小
分
け

に
さ
れ
た
惣
菜
、
客
室
で
は
、
カ
ト
ラ
リ
ー

は
木
製
な
ど
、
紅
茶
パ
ッ
ク
の
包
装
は
紙
製

で
、
O
r
g
a
n
i
c
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

と
い
う
言
葉
や
認
証
マ
ー
ク
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
シ
ャ
ン
プ
ー
等
は
詰
め
替
え
式
な

ど
当
た
り
前
で
あ
り
、
環
境
意
識
の
高
い
人

な
ら
こ
れ
ら
に
気
づ
き
、
い
や
な
気
持
ち
に

な
ら
な
い
過
ご
し
方
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

泊
）、
そ
の
内
訳
は
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
が
50
%
、

ド
イ
ツ
か
ら
が
30
%
と
な
っ
て
い
る
。
デ
ン

マ
ー
ク
や
ド
イ
ツ
の
人
が
夏
を
中
心
に
数
日

間
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
、
海
水
浴
を
楽

し
む
ア
ウ
ト
ド
ア
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
。
地

元
D
M
O
がC

lassical B
orn
holm

と
呼

ぶ
、
廃
墟
の
古
城
、
円
形
教
会
、
か
わ
い
ら
し

い
漁
村
風
景
、
燻
製
の
た
め
の
煙
突
景
観
が

特
徴
的
な
ス
モ
ー
ク
ハ
ウ
ス
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
半
島
ら
し
い
多
様
な
自
然
風
景
と
い
っ
た

魅
力
資
源
に
加
え
て
、
こ
の
10
年
で
、
郷
土
食

や
ア
ウ
ト
ド
ア
に
着
目
し
た
観
光
資
源
の
開

発
・
磨
き
上
げ
の
成
果
で
あ
る
。
ま
た
、
ガ
ラ

ス
や
陶
芸
な
ど
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
気

候
の
良
い
時
期
に
滞
在
し
、そ
の
水
準
は
高
く
、

2
0
1
7
年
に
は W

orld
 C
raft C

oun
cil 

A
w
ard

を
受
賞
し
て
い
る
。 

 【
4
】
ホ
テ
ル
G
S
H

と
い
う
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な

建
築
と
運
営

各
所
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る

ホ
テ
ル
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

　
こ
こ
か
ら
は
、
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
に
あ
る
、
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
ホ
テ
ル
と
し
て
世
界
的
に
有

名
と
な
っ
た
ホ
テ
ル
G
S
H（G

reen
 

S
olution

 H
ouse

）を
紹
介
す
る
。
2
0
2
1

年
に
は
英
国
大
手
新
聞
社T

he G
uardian

に
て
、
欧
州
で
最
も
環
境
に
や
さ
し
い
ホ
テ
ル
10

選
に
選
ば
れ
た
り
、
持
続
可
能
な
建
設
と
運
営

が
評
価
さ
れ
て
E
U
の
環
境
賞
を
受
賞
し
た
り
、

環
境
に
配
慮
し
た
建
築
開
発
を
進
め
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る

A
ctive H

ouse A
lliance

か
ら
「O

verall 

B
est of 10

 years
」に
選
ば
れ
た
り
す
る
な

ど
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
前
述
の
グ
リ
ー

ン
キ
ー
認
証
の
取
得
は
当
然
と
し
て
、そ
の
評

価
さ
れ
て
い
る
ホ
テ
ル
の
建
築
と
運
営
に
つ
い

て
、
今
回
の
視
察
で
自
ら
案
内
し
て
く
れ
た
ト

リ
ー
ヌ
氏
が
話
し
て
く
れ
た
内
容
を
中
心
に
紹

介
し
よ
う
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
柱
： 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
セ
プ
ト
と

M
I
C
E
施
設
整
備

　
ま
ず
、案
内
さ
れ
た
の
は
、正
面
玄
関
ホ
ー

ル
の
先
に
扇
型
に
増
築
さ
れ
た
会
議
施
設
で

あ
る
。
ト
リ
ー
ヌ
氏
が
事
業
承
継
後

2
0
1
3
年
か
ら
始
め
た
建
設
と
運
営
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
主
要
な
2
つ
の
ア
イ
デ
ィ

ア
が
説
明
さ
れ
た
。
1
つ
は
、
ホ
テ
ル 

G
S
H
が
国
際
的
な
M
I
C
E
拠
点
と
な
る

こ
と
で
、
繁
忙

期
以
外
の
観
光

客
の
落
ち
込
み

を
カ
バ
ー
す
る

こ
と
で
あ
る
。

実
際
、
シ
ョ
ル

ダ
ー
シ
ー
ズ
ン

と
呼
ぶ
閑
散
期

に
島
の
雇
用
を

生
み
出
す
こ
と

に
貢
献
し
て
き

た
と
の
こ
と
。

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に

関
し
て
は
法
律

や
ル
ー
ル
が

あ
っ
て
そ
れ
に

従
う
必
要
が
あ

る
が
、
民
間
企

業
が
そ
こ
に
参

加
で
き
な
け
れ

ば
何
も
変
化
は

起
こ
ら
な
い
。

D
estin

a
tio
n
 

B
o
r
n
h
o
lm

は
、
教
育
、
企

業
マ
ッ
チ
ン

グ
、
フ
ァ
ン
ド

や
政
府
が
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す

る
企
業
を
募
集
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
通

し
て
、
民
間
企
業
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

に
関
わ
り
や
す
い
よ
う
な
工
夫
を
行
っ
て
い

る
」。
一
方
、
社
会
・
経
済
のsustainability

に
対
し
て
は
、「
観
光
の
通
年
化
・
季
節
平
準

化
」と「
島
の
雇
用
創
出
」を
掲
げ
、
地
域

D
M
O
と
し
て
、
よ
り
直
接
的
に
地
域
振
興

に
関
わ
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
島
民
は
夏
季
の
み
雇
わ
れ
て
い
た
が
、
こ

れ
を
通
年
雇
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
雇
い
主
を
説
得
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
を
つ
く
り
、
観
光
客
が
少

な
い
シ
ー
ズ
ン
に
も
門
戸
を
開
か
せ
よ
う
と

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
イ
ベ
ン
ト
も
単
な
る

集
客
イ
ベ
ン
ト
で
な
く
、
技
術
や
知
識
な
ど

を
収
益
化
す
る
マ
ネ
タ
イ
ズ
・
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
地
域
の
事
業
者
を
支
援
し
な
が
ら
造

成
し
、
中
小
事
業
者
に
金
が
お
ち
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
実
際
、
訪
れ
た

と
き
は
、B

orn
h
olm
 C
R
A
F
T
 W
E
E
K
S

と
い
う
島
内
に
あ
る
工
房
な
ど
の
一
斉
公
開

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
業
務

を
進
め
る
た
め
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
部
門
が

あ
る
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
が
行
う
社
会
・
経

済
のsu

stain
ab
ility

に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
興
味
深
い
の
が
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。「
観
光
客
が
ボ
ー
ン
ホ

ル
ム
を
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
に
す
る
」
と
い
う

ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
り
、
あ
な
た
た
ち
は
そ

の
一
員
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
ガ
イ
ド
教
育
等
を
通
し

て
、
少
し
前
か
ら
こ
の
プ
ラ
ン
に
取
り
組
み

始
め
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や

2
0
2
5
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
、
2
0
3
5
年
ま
で
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
目
標
を
掲
げ
た
取
り
組
み
だ
け
で
な

く
、
観
光
が
主
産
業
の
島
と
し
て
、
D
M
O

が
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
と
い
わ
れ
る
活

動
の
環
境
的
、
社
会
的
、
経
済
的
な
3
側
面

を
業
務
と
し
て
も
現
場
に
し
っ
か
り
落
と
し

込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
、
E
U
で
最
も
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
島
（
E
U
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・

ア
イ
ラ
ン
ド
・
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
0
第
1
位
）

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ

た
。

【
7
】
ホ
テ
ル
の

リ
ソ
ー
ス
を
活
か
し

島
の
課
題
解
決
に

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
挑
戦

　
最
後
に
、
ホ
テ
ル
G
H
S
の
ト
リ
ー
ヌ
氏

の
今
後
の
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
を
紹
介
し
た

い
。「
私
の
メ
イ
ン
の
仕
事
は
ホ
テ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
だ
が
、
こ
の
ホ
テ
ルG

S
H

で
成
功

す
る
た
め
に
も
、
周
り
の
環
境
か
ら
疑
問
や

問
題
を
見
つ
け
て
、
そ
の
答
え
を
（
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
）
出
す
と
い
う
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
る
」
と
話
す
ト
リ
ー
ヌ
氏
の
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、h

o
u
ses fo

r flesh
 

eld
er p
eo
p
le

（
元
気
な
高
齢
者
用
住
宅

と
で
も
訳
せ
る
か
）
で
あ
る
。
島
の
戦
略
と

し
て
若
い
人
の
移
住
促
進
が
あ
る
が
、
住
む

場
所
が
な
い
現
状
が
あ
る
。
そ
こ
で
ト
リ
ー

ヌ
氏
は
、
高
齢
者
に
は
ホ
テ
ル
が
用
意
す
る

S
en
io
r H
o
u
se

に
転
居
し
て
も
ら
い
、

高
齢
者
の
持
っ
て
い
た
家
に
移
住
者
が
住
む

こ
と
を
事
業
と
し
て
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
ホ
テ
ル
は
、
高
齢
の
入
居
者
に
掃
除
・

洗
濯
や
料
理
の
サ
ー
ビ
ス
を
有
償
提
供
し
、

こ
れ
で
新
た
な
通
年
雇
用
も
生
み
出
す
、
と

い
う
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
な
ん
て
挑

戦
的
な
の
だ
ろ
う
。
宿
泊
施
設
が
イ
ン
フ
ラ

と
な
る
観
光
地
づ
く
り
を
模
索
し
て
い
る
私

に
と
っ
て
、
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
な
い
。

【
8
】
本
事
例
か
ら

学
べ
る
こ
と

不
動
産
再
生
と
観
光
地
づ
く
り
と
を

つ
な
ぐ
事
業
要
点
と
事
業
基
盤

　
宿
泊
施
設
と
い
う
不
動
産
は
一
般
に
規
模

が
大
き
い
の
で
、
そ
の
再
生
に
は
、
資
金
調

達
と
投
資
回
収
の
た
め
し
っ
か
り
し
た
事
業

【
5
】
ホ
テ
ル
G
S
H
の

誕
生
物
語

　
こ
こ
か
ら
は
ホ
テ
ル
G
S
H
誕
生
の
舞
台

裏
を
読
み
解
い
て
み
た
い
。

島
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
戦
略
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
ホ
テ
ル
事
業

　
特
筆
す
べ
き
は
、
ホ
テ
ル
G
S
H
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、
島
の
持
続
可
能
な
社

会
に
む
け
た
ビ
ジ
ョ
ンB

righ
t G
reen

 

Islan
d

戦
略
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
、
進
め

ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。2
0
0
7
年
に
、

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
た
め
の
48
人
48
時
間

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ト

リ
ー
ヌ
氏
は
そ
の
う
ち
の
一
人
で
、
ホ
テ
ル

G
S
H
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
打
ち
出
し
た
。
氏

の
最
大
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
島
の
持
続

可
能
な
社
会
の
た
め
に
島
の
雇
用
を
生
み
出

す
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
ホ
テ
ル
事
業

な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
は

B
righ
t G
reen

 Islan
d

戦
略
の
20
の
提

案
の
1
つ
と
な
っ
た
。
ホ
テ
ル
G
S
H
が
島

の
ビ
ジ
ョ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
こ
の
事
業
の
出
発
点
で
あ
る
行
政
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と

も
大
き
い
だ
ろ
う
。

に
着
手
し
、
2
0
1
5
年
に
新
し
い
ホ
テ
ル

G
S
H
と
し
て
開
業
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
企

業
の
多
く
が
現
在
も
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
っ
て
い
る
。「
彼
ら
は
世
界
中
か
ら
人
々

を
こ
の
建
物
に
招
待
し
て
く
れ
る
が
、
そ
れ

も
計
画
の
う
ち
で
あ
る
。」
と
は
ト
リ
ー
ヌ

氏
。
こ
の
あ
た
り
、
彼
女
の
前
職
の
金
融
事

業
の
経
験
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

ト
リ
ー
ヌ
氏
の

一
気
通
貫
の
関
わ
り
の
重
要
性

　
こ
の
よ
う
に
、
ホ
テ
ル
事
業
の
企
画
や
建

設
プ
ロ
セ
ス
で
関
係
を
つ
く
っ
た
大
手
企
業

や
地
元
職
人
な
ど
と
運
営
段
階
で
も
つ
な
が

り
続
け
る
こ
と
で
、
M
I
C
E
主
催
者
と
な

る
組
織
の
誘
客
や
、
会
議
に
付
随
す
る
エ
ク

ス
カ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
レ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
の
企
画
に
も
つ
な
が
っ
て
い
そ
う

だ
。

　
事
業
企
画
の
提
案
か
ら
、
建
設
か
ら
運
営

ま
で
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
が
一
気
通
貫
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
き
た
こ
と
が
、
ト

リ
ー
ヌ
氏
の
通
底
に
あ
る
島
の
こ
と
を
思
う

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
と
、
M
I
C
E
施

設
整
備
を
最
大
限
活
か
す
経
営
の
準
備
が
で

き
、
引
き
続
き
発
展
を
し
て
き
て
い
る
と
言

え
よ
う
。日
本
に
限
ら
ず
デ
ン
マ
ー
ク
で
も
、

各
事
業
フ
ェ
ー
ズ
で
人
が
変
わ
る
こ
と
が
普

通
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
運
営
に
関
わ
る
人
が

企
画
・
建
設
段
階
か
ら
一
貫
し
て
関
わ
る
こ

と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

【
6
】
島
の
D
M
O
の

観
光
地
づ
く
り
の

取
り
組
み

　
先
に
感
想
を
述
べ
る
と
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
に

よ
る
ホ
テ
ル
G
S
H
の
事
業
目
標
と
島
の

D
M
O
で
あ
るD

estination B
ornholm

の
経
済
・
社
会
分
野
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
見
事
に

一
致
し
、同
じ
よ
う
に
語
ら
れ
た（
左
上
写
真
）。

　
ま
ず
、D

estin
ation

 B
orn
h
olm

の
業

務
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
り

組
み
方
針
も
基
本
的
に
はV

isit D
en
m
ark

と
ほ
ぼ
同
様
で
、
島
の
ビ
ジ
ョ
ンB

righ
t 

G
reen

 Islan
d

に
基
づ
き
行
政
が
主
導
す

る
環
境
に
関
す
るsu

stain
ability

を
サ

ポ
ー
ト
す
る
立
場
と
し
、
中
心
業
務
は
社
会
・

経
済
に
関
す
るsu

stain
ability

に
向
け
た

取
り
組
み
で
あ
る
。

　
環
境
のsu

stain
ab
ility

分
野
の
業
務
姿

勢
は
次
の
発
言
で
よ
く
わ
か
る
。「
サ
ス
テ
ィ

て
、
民
間
事
業
者
が
こ
の
取
り
組
み
に
参
画

し
や
す
く
す
る
支
援
型
の
取
り
組
み
で
あ

る
。
事
業
改
善
や
認
証
取
得
、
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
創
出
の
啓
発
を
行
う
な
ど
が
あ
る
。

2
つ
め
は
「
地
域
経
済
・
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
観
光
」
を
推
進
す

る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
行
う
事
業
型
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
は
宿
泊
施
設
の
国
際
エ
コ
ラ
ベ

ル
「
グ
リ
ー
ン
キ
ー
」
発
祥
の
地
で
あ
り
、

観
光
産
業
の
認
証
取
得
に
も
積
極
的
な
の

は
、
１
つ
め
の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
た
だ
、V

isit D
en
m
ark

の
予

算
の
大
部
分
は
後
者
に
属
す
る
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
割
か
れ
て
い
る
。

国
と
し
て
の
観
光
分
野
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略

　
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
人
口
5
8
3
万
人
（
首

都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
65
万
人
）、
面
積
は
北

海
道
の
半
分
程
の
国
で
あ
る
。
そ
こ
に
外
国

人
観
光
客
が
、
2
0
1
9
年
統
計
で
は
の
べ

2
8
9
0
万
泊
す
る
。
こ
れ
は
全
宿
泊
客
の

52
%
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
ド
イ
ツ
51
%
、

北
欧
諸
国
14
%
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

デ
ン
マ
ー
ク
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
相

当
数
が
、
環
境
意
識
の
高
い
国
か
ら
と
な
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

観
光
分
野
の
ブ
ラ
ン
ド
・
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

は
「T

H
E
 L
A
N
D
 O
F
 E
V
E
R
Y
D
A
Y
 

W
O
N
D
E
R

」
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
て
い
る
。

「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
た
め
に
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
を
あ
き
ら
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
と
は
、

私
た
ち
が
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
地
球
を
犠
牲

に
す
る
こ
と
な
く
、
毎
日
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
る
の
で
す
（V

isit D
enm
ark

）」

　
デ
ン
マ
ー
ク
の
人
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
を
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
暮
ら
す
姿

と
、
そ
の
日
常
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
を

前
面
に
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
超
一
級
の
観

光
資
源
に
乏
し
い
中
で
、
観
光
客
を
イ
ン
ボ

ル
ブ
し
な
が
ら
、
環
境
に
遊
び
心
を
持
ち
、

新
し
い
こ
と
を
し
よ
う
と
発
想
で
き
る
コ
ン

セ
プ
ト
で
も
あ
る
と
も
話
し
て
い
た
。「
サ

ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
訪
れ
る
理
由
で
は

な
い
。
し
か
し
、
再
び
訪
れ
る
理
由
と
し
て

重
要
で
あ
る
（V

isit D
en
m
ark

）」
と
い

う
の
も
示
唆
的
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、V

isit D
en
m
ark

が
担

う
国
と
し
て
の
観
光
戦
略
は
、
近
隣
の
ド
イ

ツ
・
北
欧
の
観
光
客
が
デ
ン
マ
ー
ク
の
ど
う

い
う
要
素
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
か
の
分
析

結
果
と
し
て
、
世
界
で
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
差
別
化
で
き
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

社
会
を
観
光
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
し
て
用
い
て

い
る
。
そ
し
て
産
業
界
も
含
め
て
、
そ
う
し

た
環
境
に
関
心
の
高
い
観
光
客
へ
の
懸
念
や

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
抵
抗
な
く
観
光
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
現
地

で
は
誇
示
さ
れ
る
形
で
は
な
く
、
日
常
の
こ

と
と
し
て
喜
び
を
持
っ
て
体
験
で
き
る
、
と

い
う
よ
う
な
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

【
3
】ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島

の
観
光

　
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
は
、
か
つ
て
は
漁
業
を
主

産
業
と
す
る
島
だ
っ
た
が
、
1
8
5
0
年
代
か

ら
観
光
地
と
し
て
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
は
観
光
産
業
が
島
の
第
二
位
の
産

業
と
な
っ
て
い
る（
観
光
業
は
5
8
7
億
円
の

売
上
、
フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
者
3
0
0
0
人
）。

人
口
約
4
万
人
の
島
に
観
光
客
が
年
間
66
万

人
以
上
訪
れ（
2
0
2
1
年
実
績
で
1
8
0
万

【
1
】
概
要

　
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
は
、
バ
ル
ト
海
に
浮
か

ぶ
淡
路
島
と
同
程
度
の
面
積
の
島
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
首
都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら

は
、
車
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
内
の
陸
路
と
フ
ェ

リ
ー
を
用
い
て
4
時
間
、
空
路
で
は
40
分
の

位
置
に
あ
る
。
人
口
4
万
人
が
住
み
、
年
間

66
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
る
、
自
国
や

ド
イ
ツ
の
人
た
ち
に
人
気
の
ア
ウ
ト
ド
ア
リ

ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
。
か
つ
て
は
夏
の
繁
忙
期

と
そ
れ
以
外
の
閑
散
期
の
差
が
大
き
く
、
観

光
産
業
の
通
年
営
業
が
困
難
な
状
況
で
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
日
、
多
様
な
取
り
組

み
に
よ
り
欧
州
で
最
も
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な

島
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。（
E
U
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
・
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ア
ワ
ー
ド

2
0
2
0 

第
1
位
）
ま
た
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
り
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

T
rin
e

氏
（
以
下
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
）
が
提
案
か

ら
事
業
運
営
ま
で
一
気
通
貫
で
牽
引
す
る

H
O
T
E
L
 G
reen

 S
olu
tion
 H
ou
se

（
以

下
、
ホ
テ
ル
G
S
H
）
で
あ
る
。

　
地
域
づ
く
り
の
手
段
と
し
て
観
光
を
考
え

て
実
践
と
理
論
化
に
取
り
組
み
、
最
近
で
は

宿
泊
施
設
が
そ
の
イ
ン
フ
ラ
に
な
り
得
る
と

考
え
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
本
事
例
は
と
て
も

興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で

は
、
氏
が
既
存
ホ
テ
ル
を
事
業
承
継
し
、
そ
の

空
間
と
経
営
を
い
か
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た

の
か
、
ま
た
、
島
全
体
の
発
展
、
地
域
づ
く
り

に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
行
政
や
D
M
O
、
地
域

事
業
者
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
の

か
を
読
み
解
き
た
い
。
2
0
2
2
年
9
月
末
に

日
本
交
通
公
社
の
欧
州
視
察
に
同
行
し
、

V
isit D

enm
ark

（
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
観
光

局
）、
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
の
D
M
O
で
あ
る

D
estin

ation
 B
orn
holm

、
お
よ
び
ホ
テ

ル
G
S
H
取
締
役
ト
リ
ー
ヌ
氏
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
と
現
地
視
察
を
も
と
に
報
告
す
る
。
　

【
2
】
デ
ン
マ
ー
ク
に

お
け
る
観
光
と

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

関
係

　
そ
の
国
の
事
例
や
事
業
を
見
る
に
あ
た

り
、
社
会
的
な
基
盤
と
な
っ
て
い
る
状
況
や

制
度
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
で
、
は
じ
め
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
に

お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
観
光
の
関

係
に
つ
い
て
、
視
察
か
ら
理
解
し
え
た
こ
と

を
お
伝
え
す
る
。

持
続
可
能
な
観
光
の
２
つ
の
柱

　
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
国
連
の
研
究
組
織
で
あ

る
持
続
可
能
な
開
発
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
S
D
S
N
）
が
2
0
1
6

年
か
ら
毎
年
公
表
し
て
い
る
世
界
のS

D
G
s

目
標
達
成
国
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
不
動
の
ト
ッ

プ
3
に
入
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
先
進
国
で
あ

る
。（
ち
な
み
に
後
述
す
る
ド
イ
ツ
は
４
〜

6
位
、
日
本
は
当
初
の
15
位
か
ら
2
0
2
2

年
は
19
位
と
順
位
を
落
と
し
て
い
る
。）
そ

う
し
た
国
で
の
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と

観
光
の
関
係
に
つ
い
て
は
、V

isit 

D
enm
ark

の
公
表
資
料
か
ら
2
つ
の
柱
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
1
つ
は
、「
環
境
に

や
さ
し
い
観
光
や
観
光
地
の
形
成
」
に
む
け

計
画
が
早
い
段
階
か
ら
必
要
に
な
る
。
一
般

に
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
に
は
限
界
が
あ
る

の
で
、
志
あ
る
投
資
家
や
フ
ァ
ン
ド
、
企
業

等
か
ら
の
出
資
型
の
資
金
調
達
が
必
須
と
な

ろ
う
。
行
政
と
の
連
携
や
制
度
活
用
に
よ
る

補
助
金
の
活
用
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ホ
テ
ル

G
S
H
の
取
り
組
み
は
、
こ
う
し
た
こ
と
の

た
め
に
も
、
不
動
産
事
業
を
地
域
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
現
や
課
題
解
決
と
つ
な
げ
、
出

資
者
に
訴
求
力
の
あ
る
事
業
理
念
や
コ
ン
セ

プ
ト
を
つ
く
り
、
建
設
フ
ェ
ー
ズ
や
経
営

フ
ェ
ー
ズ
で
も
社
会
か
ら
支
え
ら
れ
る
事
業

協
力
の
基
盤
を
戦
略
的
に
構
築
し
て
き
た
と

見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。本
事
例
に
お
い
て
、

不
動
産
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
詳
細
は
把
握
で
き

な
い
が
、
こ
う
し
た
関
係
を
生
み
出
し
て
い

謝
辞
、
参
考
文
献

　
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
今
回
の
デ
ン
マ
ー

ク
視
察
を
主
催
し
た
J
T
B
F
研
究
員
の
皆

様
が
報
告
し
て
い
る
資
料
で
あ
る
、
中
野
文

彦
氏
作
成
の
J
T
B
F
の
H
P
公
開
コ
ラ
ム
、

お
よ
び
観
光
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
2
2

資
料
、
山
本
奏
音
氏
作
成
の
議
事
録
を
参
照

し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

会議場増築後のホテルGSH。この後、木造宿泊棟も増築（Hotel GSH HP掲載動画より）

MICE施設利用イメージ（Hotel GSH HP掲載動画より）

再生ガラスによる外壁パネル

海沿いのオートキャンプサイト（Gudhjem） 

かわいらしい漁村風景（Gudhjem）

アート工房も点在（Gudhjem）

燻製が特産。その煙突景観印象的なスモークハウス（右）

ガラス工房（Svaneke）　

城址と美しい海岸風景

る
と
考
え
ら
れ
る
ホ
テ
ル
の
事
業
要
素
と
、

こ
れ
を
支
え
る
事
業
基
盤
と
い
う
見
方
で
整

理
し
た
の
が
図
4
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

を
公
民
連
携
で
セ
ッ
ト
し
て
い
く
こ
と
が
、

不
動
産
再
生
と
連
動
し
て
観
光
地
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

都
市
計
画
・
ま
ち
づ
く
り
分
野
と
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
分
野
、
不
動
産
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
分
野
の

連
携
が
必
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

日
本
で
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
武
器
に
な
り
得
る
か
。

　
最
後
に
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
や
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
と
い
っ
た
こ
と
が
日
本
で
も
あ
ら

ゆ
る
事
業
活
動
で
必
須
の
取
り
組
み
と
な
る

中
で
、
こ
れ
ら
を
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス

に
し
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
に
お
い
て
は

技
術
的
に
は
可
能
だ
が
、
誰
に
対
し
て
差
別

化
で
き
る
か
、
事
業
基
盤
と
な
り
得
る
ほ
ど

国
な
ど
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
し
て
い
け
る
の
か
は
懐
疑
的
で
あ

る
。
日
本
で
は
、
歴
史
的
建
造
物
や
古
民
家

の
再
生
と
観
光
事
業
を
つ
な
げ
る
事
例
は
増

え
て
き
て
い
る
が
、
今
後
は
、
国
内
外
の
企
業

が
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
出
資
者
と
な

る
不
動
産
事
業
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
、
こ
れ
を

支
え
る
事
業
基
盤
構
築
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、

も
っ
と
生
み
出
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
た
。

※

1

※

1 C
radle to C

radle

認
証
は
、ド
イ
ツ
の
環

境
保
護
促
進
機
関E

P
E
A

に
よ
る
製
品
認
証
制

度
。「
ゆ
り
か
ご
か
ら
ゆ
り
か
ご
ま
で
」、す
な
わ

ち
、使
い
終
わ
っ
た
も
の
を
廃
棄
物
で
は
な
く
次
の

生
産
に
利
用
す
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
に
シ
フ

ト
す
る
こ
と
を
促
す
制
度
で
あ
る
。

2022年に増築オープンした木造の宿泊棟（左）。
手前の広大な庭の管理は羊が活躍する

建
設
フ
ェ
ー
ズ
の
協
力
企
業
が

経
営
フ
ェ
ー
ズ
で
も
M
I
C
E
誘
致
に
貢
献

　
ト
リ
ー
ヌ
氏
は
資
材
調
達
の
た
め
に
、
国

内
外
の
建
設
資
材
企
業
に
掛
け
合
い
、
資
材

の
無
償
や
安
価
な
提
供
を
依
頼
し
、
そ
の
代

わ
り
に
国
際
的
な
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
あ
な
た

た
ち
の
た
め
に
準
備
し
ま
す
、
と
交
渉
し
て

い
く
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
天
窓
メ
ー
カ
ー

V
E
L
U
X

、
欧
州
最
大
の
建
物
資
材
会
社

S
A
IN
T
-G
O
B
A
IN

、
オ
ラ
ン
ダ
の
タ
イ

ル
メ
ー
カ
ー
M
O
S
A
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
メ
ー

カ
ーD

E
S
S
O

が
建
設
の
協
力
者
に
な
り
、

そ
の
結
果
、
当
初
苦
労
し
て
い
た
フ
ァ
ン
ド

等
か
ら
の
資
金
調
達
も
可
能
に
し
て
い
く
。

2
0
1
3
年
に
は
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
は
、
義
父

の
ホ
テ
ル
事
業
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
が
ア

イ
デ
ィ
ア
に
賛
同
を
得
たC

arl

氏
か
ら
事

業
承
継
と
、
新
規
に
設
立
し
た
フ
ァ
ン
ド
を

通
し
て
資
金
提
供
を
受
け
て
会
議
場
の
増
築

欧州で最もサスティナブルな島のシンボルHotel GSHの挑戦3

26



も
う
ひ
と
つ
が
、
こ
の
ホ
テ
ル
の
建
築
と
運

営
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
重
要
で
、
世
界
中
か

ら
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
学
ぶ
た
め
に
多

く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
る
、
と
説
明
を
受
け

た
。

建
設
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

追
求
点

　
建
設
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
具

体
化
に
あ
た
っ
て
は
、
全
て
が
循
環
型
経
済
の

原

則（C
ircular E

conom
y principle

）

に
従
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
再
生
可
能
な
資
源

か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
た
め
、
建
築

資
材
メ
ー
カ
ー
の
協
力
で
天
窓
な
ど
に
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
年
間
1
万
k
W
を
発
電

す
る
な
ど
、
ホ
テ
ル
自
体
が
自
家
発
電
の

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
再
利
用

で
き
な
い
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
モ
ノ
づ
く
り
と

し
て
は
、
新
た
に
改
修
・
増
築
し
た
と
こ
ろ
の

大
部
分
はC
radle to C

radle

認
証
を
受
け

て
お
り
、「
デ
ン
マ
ー
ク
の
玩
具
L
E
G
O
の
よ

う
に
、
接
着
剤
を
使
わ
ず
組
み
立
て
る
こ
と
で

解
体
し
て
ま
た
再
利
用
が
で
き
る
。」と
の
こ

と
。
柱
や
梁
、
壁
は
木
製
で
、
床
の
カ
ー
ペ
ッ

ト
タ
イ
ル
も
98
%
が
カ
ー
ペ
ッ
ト
と
し
て
再
利

用
可
能
と
い
う
。
さ
ら
に
、
廃
棄
物
の
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
ガ
ラ
ス
を
再
利
用
し

た
美
し
い
緑
の
ガ
ラ
ス
外
壁
パ
ネ
ル
や
、
ガ
ラ

ス
工
房
か
ら
出
る
廃
材
ガ
ラ
ス
を
地
元
の
岩
グ

ラ
ナ
イ
ト（
花
崗
岩
）と
ま
ぜ
て
キ
ラ
キ
ラ
し

た
外
構
の
舗
装
材
と
し
て
使
う
な
ど
だ
。
こ
れ

ら
は
地
元
の
ガ
ラ
ス
工
芸
職
人
と
共
に
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
ホ
テ
ル
の

広
大
な
敷
地
の
緑
は
生
物
多
様
性
に
配
慮
し

て
造
園
さ
れ
、
草
地
管
理
に
は
機
械
で
は
な
く

羊
が
活
躍
す
る
。

　
2
0
2
2
年
に
は
新
た
に
木
造
の
客
室
棟

を
建
設
し
て
い
る
。
2
0
1
3
年
当
初
よ
り

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
設
計
事
務
所

3
X
N
は
、
こ
の
建
物
を
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
・

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ホ
テ
ル
と
紹
介
し
て
い
る
。

建
設
に
お
い
て
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
よ

り
も
吸
収
量
の
方
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
内
壁
の
開
口
部
と
し
て
切
り
取
っ
た
木

材
は
家
具
材
料
と
し
た
な
ど
、
細
か
い
工
夫

が
あ
る
。
視
察
で
は
こ
う
し
た
こ
と
が
、

g
re
e
n
 tra

n
sitio

n

、su
sta
in
a
b
le
 

so
lu
tio
n

の
例
と
し
て
目
に
見
え
る
形
で

紹
介
さ
れ
、
そ
の
徹
底
ぶ
り
を
学
び
、

H
O
T
E
L
 G
reen

 S
o
lu
tio
n
 H
o
u
se

の

名
前
の
意
味
を
納
得
す
る
の
で
あ
る
。

　
今
回
は
同
じ
ホ
テ
ル
G
S
H
グ
ル
ー
プ
の

別
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
が
、
グ
リ
ー
ン

キ
ー
認
証
を
受
け
た
ホ
テ
ル
と
し
て
当
然
な

の
か
、
朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
で
は
瓶
で
小
分
け

に
さ
れ
た
惣
菜
、
客
室
で
は
、
カ
ト
ラ
リ
ー

は
木
製
な
ど
、
紅
茶
パ
ッ
ク
の
包
装
は
紙
製

で
、
O
r
g
a
n
i
c
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

と
い
う
言
葉
や
認
証
マ
ー
ク
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
シ
ャ
ン
プ
ー
等
は
詰
め
替
え
式
な

ど
当
た
り
前
で
あ
り
、
環
境
意
識
の
高
い
人

な
ら
こ
れ
ら
に
気
づ
き
、
い
や
な
気
持
ち
に

な
ら
な
い
過
ご
し
方
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

泊
）、
そ
の
内
訳
は
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
が
50
%
、

ド
イ
ツ
か
ら
が
30
%
と
な
っ
て
い
る
。
デ
ン

マ
ー
ク
や
ド
イ
ツ
の
人
が
夏
を
中
心
に
数
日

間
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
、
海
水
浴
を
楽

し
む
ア
ウ
ト
ド
ア
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
。
地

元
D
M
O
がC

lassical B
orn
holm

と
呼

ぶ
、
廃
墟
の
古
城
、
円
形
教
会
、
か
わ
い
ら
し

い
漁
村
風
景
、
燻
製
の
た
め
の
煙
突
景
観
が

特
徴
的
な
ス
モ
ー
ク
ハ
ウ
ス
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
半
島
ら
し
い
多
様
な
自
然
風
景
と
い
っ
た

魅
力
資
源
に
加
え
て
、
こ
の
10
年
で
、
郷
土
食

や
ア
ウ
ト
ド
ア
に
着
目
し
た
観
光
資
源
の
開

発
・
磨
き
上
げ
の
成
果
で
あ
る
。
ま
た
、
ガ
ラ

ス
や
陶
芸
な
ど
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
気

候
の
良
い
時
期
に
滞
在
し
、そ
の
水
準
は
高
く
、

2
0
1
7
年
に
は W

orld
 C
raft C

oun
cil 

A
w
ard

を
受
賞
し
て
い
る
。 

 【
4
】
ホ
テ
ル
G
S
H

と
い
う
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な

建
築
と
運
営

各
所
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る

ホ
テ
ル
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

　
こ
こ
か
ら
は
、
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
に
あ
る
、
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
ホ
テ
ル
と
し
て
世
界
的
に
有

名
と
な
っ
た
ホ
テ
ル
G
S
H（G

reen
 

S
olution

 H
ouse

）を
紹
介
す
る
。
2
0
2
1

年
に
は
英
国
大
手
新
聞
社T

he G
uardian

に
て
、
欧
州
で
最
も
環
境
に
や
さ
し
い
ホ
テ
ル
10

選
に
選
ば
れ
た
り
、
持
続
可
能
な
建
設
と
運
営

が
評
価
さ
れ
て
E
U
の
環
境
賞
を
受
賞
し
た
り
、

環
境
に
配
慮
し
た
建
築
開
発
を
進
め
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る

A
ctive H

ouse A
lliance

か
ら
「O

verall 

B
est of 10

 years

」に
選
ば
れ
た
り
す
る
な

ど
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
前
述
の
グ
リ
ー

ン
キ
ー
認
証
の
取
得
は
当
然
と
し
て
、そ
の
評

価
さ
れ
て
い
る
ホ
テ
ル
の
建
築
と
運
営
に
つ
い

て
、
今
回
の
視
察
で
自
ら
案
内
し
て
く
れ
た
ト

リ
ー
ヌ
氏
が
話
し
て
く
れ
た
内
容
を
中
心
に
紹

介
し
よ
う
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
柱
： 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
セ
プ
ト
と

M
I
C
E
施
設
整
備

　
ま
ず
、案
内
さ
れ
た
の
は
、正
面
玄
関
ホ
ー

ル
の
先
に
扇
型
に
増
築
さ
れ
た
会
議
施
設
で

あ
る
。
ト
リ
ー
ヌ
氏
が
事
業
承
継
後

2
0
1
3
年
か
ら
始
め
た
建
設
と
運
営
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
主
要
な
2
つ
の
ア
イ
デ
ィ

ア
が
説
明
さ
れ
た
。
1
つ
は
、
ホ
テ
ル 

G
S
H
が
国
際
的
な
M
I
C
E
拠
点
と
な
る

こ
と
で
、
繁
忙

期
以
外
の
観
光

客
の
落
ち
込
み

を
カ
バ
ー
す
る

こ
と
で
あ
る
。

実
際
、
シ
ョ
ル

ダ
ー
シ
ー
ズ
ン

と
呼
ぶ
閑
散
期

に
島
の
雇
用
を

生
み
出
す
こ
と

に
貢
献
し
て
き

た
と
の
こ
と
。

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に

関
し
て
は
法
律

や
ル
ー
ル
が

あ
っ
て
そ
れ
に

従
う
必
要
が
あ

る
が
、
民
間
企

業
が
そ
こ
に
参

加
で
き
な
け
れ

ば
何
も
変
化
は

起
こ
ら
な
い
。

D
estin

a
tio
n
 

B
o
r
n
h
o
lm

は
、
教
育
、
企

業
マ
ッ
チ
ン

グ
、
フ
ァ
ン
ド

や
政
府
が
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す

る
企
業
を
募
集
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
通

し
て
、
民
間
企
業
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

に
関
わ
り
や
す
い
よ
う
な
工
夫
を
行
っ
て
い

る
」。
一
方
、
社
会
・
経
済
のsustainability

に
対
し
て
は
、「
観
光
の
通
年
化
・
季
節
平
準

化
」と「
島
の
雇
用
創
出
」を
掲
げ
、
地
域

D
M
O
と
し
て
、
よ
り
直
接
的
に
地
域
振
興

に
関
わ
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
島
民
は
夏
季
の
み
雇
わ
れ
て
い
た
が
、
こ

れ
を
通
年
雇
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
雇
い
主
を
説
得
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
を
つ
く
り
、
観
光
客
が
少

な
い
シ
ー
ズ
ン
に
も
門
戸
を
開
か
せ
よ
う
と

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
イ
ベ
ン
ト
も
単
な
る

集
客
イ
ベ
ン
ト
で
な
く
、
技
術
や
知
識
な
ど

を
収
益
化
す
る
マ
ネ
タ
イ
ズ
・
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
地
域
の
事
業
者
を
支
援
し
な
が
ら
造

成
し
、
中
小
事
業
者
に
金
が
お
ち
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
実
際
、
訪
れ
た

と
き
は
、B

orn
h
olm
 C
R
A
F
T
 W
E
E
K
S

と
い
う
島
内
に
あ
る
工
房
な
ど
の
一
斉
公
開

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
業
務

を
進
め
る
た
め
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
部
門
が

あ
る
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
が
行
う
社
会
・
経

済
のsu

stain
ab
ility

に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
興
味
深
い
の
が
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。「
観
光
客
が
ボ
ー
ン
ホ

ル
ム
を
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
に
す
る
」
と
い
う

ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
り
、
あ
な
た
た
ち
は
そ

の
一
員
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
ガ
イ
ド
教
育
等
を
通
し

て
、
少
し
前
か
ら
こ
の
プ
ラ
ン
に
取
り
組
み

始
め
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や

2
0
2
5
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
、
2
0
3
5
年
ま
で
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
目
標
を
掲
げ
た
取
り
組
み
だ
け
で
な

く
、
観
光
が
主
産
業
の
島
と
し
て
、
D
M
O

が
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
と
い
わ
れ
る
活

動
の
環
境
的
、
社
会
的
、
経
済
的
な
3
側
面

を
業
務
と
し
て
も
現
場
に
し
っ
か
り
落
と
し

込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
、
E
U
で
最
も
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
島
（
E
U
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・

ア
イ
ラ
ン
ド
・
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
0
第
1
位
）

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ

た
。

【
7
】
ホ
テ
ル
の

リ
ソ
ー
ス
を
活
か
し

島
の
課
題
解
決
に

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
挑
戦

　
最
後
に
、
ホ
テ
ル
G
H
S
の
ト
リ
ー
ヌ
氏

の
今
後
の
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
を
紹
介
し
た

い
。「
私
の
メ
イ
ン
の
仕
事
は
ホ
テ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
だ
が
、
こ
の
ホ
テ
ルG

S
H

で
成
功

す
る
た
め
に
も
、
周
り
の
環
境
か
ら
疑
問
や

問
題
を
見
つ
け
て
、
そ
の
答
え
を
（
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
）
出
す
と
い
う
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
る
」
と
話
す
ト
リ
ー
ヌ
氏
の
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、h

o
u
ses fo

r flesh
 

eld
er p
eo
p
le

（
元
気
な
高
齢
者
用
住
宅

と
で
も
訳
せ
る
か
）
で
あ
る
。
島
の
戦
略
と

し
て
若
い
人
の
移
住
促
進
が
あ
る
が
、
住
む

場
所
が
な
い
現
状
が
あ
る
。
そ
こ
で
ト
リ
ー

ヌ
氏
は
、
高
齢
者
に
は
ホ
テ
ル
が
用
意
す
る

S
en
io
r H
o
u
se

に
転
居
し
て
も
ら
い
、

高
齢
者
の
持
っ
て
い
た
家
に
移
住
者
が
住
む

こ
と
を
事
業
と
し
て
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
ホ
テ
ル
は
、
高
齢
の
入
居
者
に
掃
除
・

洗
濯
や
料
理
の
サ
ー
ビ
ス
を
有
償
提
供
し
、

こ
れ
で
新
た
な
通
年
雇
用
も
生
み
出
す
、
と

い
う
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
な
ん
て
挑

戦
的
な
の
だ
ろ
う
。
宿
泊
施
設
が
イ
ン
フ
ラ

と
な
る
観
光
地
づ
く
り
を
模
索
し
て
い
る
私

に
と
っ
て
、
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
な
い
。

【
8
】
本
事
例
か
ら

学
べ
る
こ
と

不
動
産
再
生
と
観
光
地
づ
く
り
と
を

つ
な
ぐ
事
業
要
点
と
事
業
基
盤

　
宿
泊
施
設
と
い
う
不
動
産
は
一
般
に
規
模

が
大
き
い
の
で
、
そ
の
再
生
に
は
、
資
金
調

達
と
投
資
回
収
の
た
め
し
っ
か
り
し
た
事
業

【
5
】
ホ
テ
ル
G
S
H
の

誕
生
物
語

　
こ
こ
か
ら
は
ホ
テ
ル
G
S
H
誕
生
の
舞
台

裏
を
読
み
解
い
て
み
た
い
。

島
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
戦
略
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
ホ
テ
ル
事
業

　
特
筆
す
べ
き
は
、
ホ
テ
ル
G
S
H
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、
島
の
持
続
可
能
な
社

会
に
む
け
た
ビ
ジ
ョ
ンB

righ
t G
reen

 

Islan
d

戦
略
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
、
進
め

ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。2
0
0
7
年
に
、

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
た
め
の
48
人
48
時
間

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ト

リ
ー
ヌ
氏
は
そ
の
う
ち
の
一
人
で
、
ホ
テ
ル

G
S
H
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
打
ち
出
し
た
。
氏

の
最
大
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
島
の
持
続

可
能
な
社
会
の
た
め
に
島
の
雇
用
を
生
み
出

す
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
ホ
テ
ル
事
業

な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
は

B
righ
t G
reen

 Islan
d

戦
略
の
20
の
提

案
の
1
つ
と
な
っ
た
。
ホ
テ
ル
G
S
H
が
島

の
ビ
ジ
ョ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
こ
の
事
業
の
出
発
点
で
あ
る
行
政
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と

も
大
き
い
だ
ろ
う
。

に
着
手
し
、
2
0
1
5
年
に
新
し
い
ホ
テ
ル

G
S
H
と
し
て
開
業
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
企

業
の
多
く
が
現
在
も
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
っ
て
い
る
。「
彼
ら
は
世
界
中
か
ら
人
々

を
こ
の
建
物
に
招
待
し
て
く
れ
る
が
、
そ
れ

も
計
画
の
う
ち
で
あ
る
。」
と
は
ト
リ
ー
ヌ

氏
。
こ
の
あ
た
り
、
彼
女
の
前
職
の
金
融
事

業
の
経
験
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

ト
リ
ー
ヌ
氏
の

一
気
通
貫
の
関
わ
り
の
重
要
性

　
こ
の
よ
う
に
、
ホ
テ
ル
事
業
の
企
画
や
建

設
プ
ロ
セ
ス
で
関
係
を
つ
く
っ
た
大
手
企
業

や
地
元
職
人
な
ど
と
運
営
段
階
で
も
つ
な
が

り
続
け
る
こ
と
で
、
M
I
C
E
主
催
者
と
な

る
組
織
の
誘
客
や
、
会
議
に
付
随
す
る
エ
ク

ス
カ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
レ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
の
企
画
に
も
つ
な
が
っ
て
い
そ
う

だ
。

　
事
業
企
画
の
提
案
か
ら
、
建
設
か
ら
運
営

ま
で
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
が
一
気
通
貫
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
き
た
こ
と
が
、
ト

リ
ー
ヌ
氏
の
通
底
に
あ
る
島
の
こ
と
を
思
う

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
と
、
M
I
C
E
施

設
整
備
を
最
大
限
活
か
す
経
営
の
準
備
が
で

き
、
引
き
続
き
発
展
を
し
て
き
て
い
る
と
言

え
よ
う
。日
本
に
限
ら
ず
デ
ン
マ
ー
ク
で
も
、

各
事
業
フ
ェ
ー
ズ
で
人
が
変
わ
る
こ
と
が
普

通
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
運
営
に
関
わ
る
人
が

企
画
・
建
設
段
階
か
ら
一
貫
し
て
関
わ
る
こ

と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

【
6
】
島
の
D
M
O
の

観
光
地
づ
く
り
の

取
り
組
み

　
先
に
感
想
を
述
べ
る
と
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
に

よ
る
ホ
テ
ル
G
S
H
の
事
業
目
標
と
島
の

D
M
O
で
あ
るD

estination B
ornholm

の
経
済
・
社
会
分
野
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
見
事
に

一
致
し
、同
じ
よ
う
に
語
ら
れ
た（
左
上
写
真
）。

　
ま
ず
、D

estin
ation

 B
orn
h
olm

の
業

務
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
り

組
み
方
針
も
基
本
的
に
はV

isit D
en
m
ark

と
ほ
ぼ
同
様
で
、
島
の
ビ
ジ
ョ
ンB

righ
t 

G
reen

 Islan
d

に
基
づ
き
行
政
が
主
導
す

る
環
境
に
関
す
るsu

stain
ability

を
サ

ポ
ー
ト
す
る
立
場
と
し
、
中
心
業
務
は
社
会
・

経
済
に
関
す
るsu

stain
ability

に
向
け
た

取
り
組
み
で
あ
る
。

　
環
境
のsu

stain
ab
ility

分
野
の
業
務
姿

勢
は
次
の
発
言
で
よ
く
わ
か
る
。「
サ
ス
テ
ィ

て
、
民
間
事
業
者
が
こ
の
取
り
組
み
に
参
画

し
や
す
く
す
る
支
援
型
の
取
り
組
み
で
あ

る
。
事
業
改
善
や
認
証
取
得
、
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
創
出
の
啓
発
を
行
う
な
ど
が
あ
る
。

2
つ
め
は
「
地
域
経
済
・
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
観
光
」
を
推
進
す

る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
行
う
事
業
型
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
は
宿
泊
施
設
の
国
際
エ
コ
ラ
ベ

ル
「
グ
リ
ー
ン
キ
ー
」
発
祥
の
地
で
あ
り
、

観
光
産
業
の
認
証
取
得
に
も
積
極
的
な
の

は
、
１
つ
め
の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
た
だ
、V

isit D
en
m
ark

の
予

算
の
大
部
分
は
後
者
に
属
す
る
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
割
か
れ
て
い
る
。

国
と
し
て
の
観
光
分
野
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略

　
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
人
口
5
8
3
万
人
（
首

都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
65
万
人
）、
面
積
は
北

海
道
の
半
分
程
の
国
で
あ
る
。
そ
こ
に
外
国

人
観
光
客
が
、
2
0
1
9
年
統
計
で
は
の
べ

2
8
9
0
万
泊
す
る
。
こ
れ
は
全
宿
泊
客
の

52
%
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
ド
イ
ツ
51
%
、

北
欧
諸
国
14
%
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

デ
ン
マ
ー
ク
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
相

当
数
が
、
環
境
意
識
の
高
い
国
か
ら
と
な
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

観
光
分
野
の
ブ
ラ
ン
ド
・
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

は
「T

H
E
 L
A
N
D
 O
F
 E
V
E
R
Y
D
A
Y
 

W
O
N
D
E
R

」
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
て
い
る
。

「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
た
め
に
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
を
あ
き
ら
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
と
は
、

私
た
ち
が
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
地
球
を
犠
牲

に
す
る
こ
と
な
く
、
毎
日
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
る
の
で
す
（V

isit D
enm
ark

）」

　
デ
ン
マ
ー
ク
の
人
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
を
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
暮
ら
す
姿

と
、
そ
の
日
常
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
を

前
面
に
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
超
一
級
の
観

光
資
源
に
乏
し
い
中
で
、
観
光
客
を
イ
ン
ボ

ル
ブ
し
な
が
ら
、
環
境
に
遊
び
心
を
持
ち
、

新
し
い
こ
と
を
し
よ
う
と
発
想
で
き
る
コ
ン

セ
プ
ト
で
も
あ
る
と
も
話
し
て
い
た
。「
サ

ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
訪
れ
る
理
由
で
は

な
い
。
し
か
し
、
再
び
訪
れ
る
理
由
と
し
て

重
要
で
あ
る
（V

isit D
en
m
ark

）」
と
い

う
の
も
示
唆
的
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、V

isit D
en
m
ark

が
担

う
国
と
し
て
の
観
光
戦
略
は
、
近
隣
の
ド
イ

ツ
・
北
欧
の
観
光
客
が
デ
ン
マ
ー
ク
の
ど
う

い
う
要
素
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
か
の
分
析

結
果
と
し
て
、
世
界
で
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
差
別
化
で
き
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

社
会
を
観
光
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
し
て
用
い
て

い
る
。
そ
し
て
産
業
界
も
含
め
て
、
そ
う
し

た
環
境
に
関
心
の
高
い
観
光
客
へ
の
懸
念
や

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
抵
抗
な
く
観
光
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
現
地

で
は
誇
示
さ
れ
る
形
で
は
な
く
、
日
常
の
こ

と
と
し
て
喜
び
を
持
っ
て
体
験
で
き
る
、
と

い
う
よ
う
な
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

【
3
】ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島

の
観
光

　
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
は
、
か
つ
て
は
漁
業
を
主

産
業
と
す
る
島
だ
っ
た
が
、
1
8
5
0
年
代
か

ら
観
光
地
と
し
て
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
は
観
光
産
業
が
島
の
第
二
位
の
産

業
と
な
っ
て
い
る（
観
光
業
は
5
8
7
億
円
の

売
上
、
フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
者
3
0
0
0
人
）。

人
口
約
4
万
人
の
島
に
観
光
客
が
年
間
66
万

人
以
上
訪
れ（
2
0
2
1
年
実
績
で
1
8
0
万

【
1
】
概
要

　
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
は
、
バ
ル
ト
海
に
浮
か

ぶ
淡
路
島
と
同
程
度
の
面
積
の
島
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
首
都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら

は
、
車
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
内
の
陸
路
と
フ
ェ

リ
ー
を
用
い
て
4
時
間
、
空
路
で
は
40
分
の

位
置
に
あ
る
。
人
口
4
万
人
が
住
み
、
年
間

66
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
る
、
自
国
や

ド
イ
ツ
の
人
た
ち
に
人
気
の
ア
ウ
ト
ド
ア
リ

ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
。
か
つ
て
は
夏
の
繁
忙
期

と
そ
れ
以
外
の
閑
散
期
の
差
が
大
き
く
、
観

光
産
業
の
通
年
営
業
が
困
難
な
状
況
で
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
日
、
多
様
な
取
り
組

み
に
よ
り
欧
州
で
最
も
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な

島
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。（
E
U
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
・
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ア
ワ
ー
ド

2
0
2
0 

第
1
位
）
ま
た
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
り
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

T
rin
e

氏
（
以
下
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
）
が
提
案
か

ら
事
業
運
営
ま
で
一
気
通
貫
で
牽
引
す
る

H
O
T
E
L
 G
reen

 S
olu
tion
 H
ou
se

（
以

下
、
ホ
テ
ル
G
S
H
）
で
あ
る
。

　
地
域
づ
く
り
の
手
段
と
し
て
観
光
を
考
え

て
実
践
と
理
論
化
に
取
り
組
み
、
最
近
で
は

宿
泊
施
設
が
そ
の
イ
ン
フ
ラ
に
な
り
得
る
と

考
え
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
本
事
例
は
と
て
も

興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で

は
、
氏
が
既
存
ホ
テ
ル
を
事
業
承
継
し
、
そ
の

空
間
と
経
営
を
い
か
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た

の
か
、
ま
た
、
島
全
体
の
発
展
、
地
域
づ
く
り

に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
行
政
や
D
M
O
、
地
域

事
業
者
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
の

か
を
読
み
解
き
た
い
。
2
0
2
2
年
9
月
末
に

日
本
交
通
公
社
の
欧
州
視
察
に
同
行
し
、

V
isit D

enm
ark

（
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
観
光

局
）、
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
の
D
M
O
で
あ
る

D
estin

ation
 B
orn
holm

、
お
よ
び
ホ
テ

ル
G
S
H
取
締
役
ト
リ
ー
ヌ
氏
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
と
現
地
視
察
を
も
と
に
報
告
す
る
。
　

【
2
】
デ
ン
マ
ー
ク
に

お
け
る
観
光
と

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

関
係

　
そ
の
国
の
事
例
や
事
業
を
見
る
に
あ
た

り
、
社
会
的
な
基
盤
と
な
っ
て
い
る
状
況
や

制
度
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
で
、
は
じ
め
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
に

お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
観
光
の
関

係
に
つ
い
て
、
視
察
か
ら
理
解
し
え
た
こ
と

を
お
伝
え
す
る
。

持
続
可
能
な
観
光
の
２
つ
の
柱

　
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
国
連
の
研
究
組
織
で
あ

る
持
続
可
能
な
開
発
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
S
D
S
N
）
が
2
0
1
6

年
か
ら
毎
年
公
表
し
て
い
る
世
界
のS

D
G
s

目
標
達
成
国
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
不
動
の
ト
ッ

プ
3
に
入
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
先
進
国
で
あ

る
。（
ち
な
み
に
後
述
す
る
ド
イ
ツ
は
４
〜

6
位
、
日
本
は
当
初
の
15
位
か
ら
2
0
2
2

年
は
19
位
と
順
位
を
落
と
し
て
い
る
。）
そ

う
し
た
国
で
の
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と

観
光
の
関
係
に
つ
い
て
は
、V

isit 

D
enm
ark

の
公
表
資
料
か
ら
2
つ
の
柱
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
1
つ
は
、「
環
境
に

や
さ
し
い
観
光
や
観
光
地
の
形
成
」
に
む
け

計
画
が
早
い
段
階
か
ら
必
要
に
な
る
。
一
般

に
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
に
は
限
界
が
あ
る

の
で
、
志
あ
る
投
資
家
や
フ
ァ
ン
ド
、
企
業

等
か
ら
の
出
資
型
の
資
金
調
達
が
必
須
と
な

ろ
う
。
行
政
と
の
連
携
や
制
度
活
用
に
よ
る

補
助
金
の
活
用
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ホ
テ
ル

G
S
H
の
取
り
組
み
は
、
こ
う
し
た
こ
と
の

た
め
に
も
、
不
動
産
事
業
を
地
域
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
現
や
課
題
解
決
と
つ
な
げ
、
出

資
者
に
訴
求
力
の
あ
る
事
業
理
念
や
コ
ン
セ

プ
ト
を
つ
く
り
、
建
設
フ
ェ
ー
ズ
や
経
営

フ
ェ
ー
ズ
で
も
社
会
か
ら
支
え
ら
れ
る
事
業

協
力
の
基
盤
を
戦
略
的
に
構
築
し
て
き
た
と

見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。本
事
例
に
お
い
て
、

不
動
産
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
詳
細
は
把
握
で
き

な
い
が
、
こ
う
し
た
関
係
を
生
み
出
し
て
い

謝
辞
、
参
考
文
献

　
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
今
回
の
デ
ン
マ
ー

ク
視
察
を
主
催
し
た
J
T
B
F
研
究
員
の
皆

様
が
報
告
し
て
い
る
資
料
で
あ
る
、
中
野
文

彦
氏
作
成
の
J
T
B
F
の
H
P
公
開
コ
ラ
ム
、

お
よ
び
観
光
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
2
2

資
料
、
山
本
奏
音
氏
作
成
の
議
事
録
を
参
照

し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

会議場増築後のホテルGSH。この後、木造宿泊棟も増築（Hotel GSH HP掲載動画より）

MICE施設利用イメージ（Hotel GSH HP掲載動画より）

再生ガラスによる外壁パネル

海沿いのオートキャンプサイト（Gudhjem） 

かわいらしい漁村風景（Gudhjem）

アート工房も点在（Gudhjem）

燻製が特産。その煙突景観印象的なスモークハウス（右）

ガラス工房（Svaneke）　

城址と美しい海岸風景

る
と
考
え
ら
れ
る
ホ
テ
ル
の
事
業
要
素
と
、

こ
れ
を
支
え
る
事
業
基
盤
と
い
う
見
方
で
整

理
し
た
の
が
図
4
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

を
公
民
連
携
で
セ
ッ
ト
し
て
い
く
こ
と
が
、

不
動
産
再
生
と
連
動
し
て
観
光
地
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

都
市
計
画
・
ま
ち
づ
く
り
分
野
と
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
分
野
、
不
動
産
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
分
野
の

連
携
が
必
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

日
本
で
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
武
器
に
な
り
得
る
か
。

　
最
後
に
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
や
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
と
い
っ
た
こ
と
が
日
本
で
も
あ
ら

ゆ
る
事
業
活
動
で
必
須
の
取
り
組
み
と
な
る

中
で
、
こ
れ
ら
を
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス

に
し
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
に
お
い
て
は

技
術
的
に
は
可
能
だ
が
、
誰
に
対
し
て
差
別

化
で
き
る
か
、
事
業
基
盤
と
な
り
得
る
ほ
ど

国
な
ど
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
し
て
い
け
る
の
か
は
懐
疑
的
で
あ

る
。
日
本
で
は
、
歴
史
的
建
造
物
や
古
民
家

の
再
生
と
観
光
事
業
を
つ
な
げ
る
事
例
は
増

え
て
き
て
い
る
が
、
今
後
は
、
国
内
外
の
企
業

が
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
出
資
者
と
な

る
不
動
産
事
業
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
、
こ
れ
を

支
え
る
事
業
基
盤
構
築
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、

も
っ
と
生
み
出
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
た
。

※

1

※

1 C
radle to C

radle

認
証
は
、ド
イ
ツ
の
環

境
保
護
促
進
機
関E

P
E
A

に
よ
る
製
品
認
証
制

度
。「
ゆ
り
か
ご
か
ら
ゆ
り
か
ご
ま
で
」、す
な
わ

ち
、使
い
終
わ
っ
た
も
の
を
廃
棄
物
で
は
な
く
次
の

生
産
に
利
用
す
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
に
シ
フ

ト
す
る
こ
と
を
促
す
制
度
で
あ
る
。

2022年に増築オープンした木造の宿泊棟（左）。
手前の広大な庭の管理は羊が活躍する

建
設
フ
ェ
ー
ズ
の
協
力
企
業
が

経
営
フ
ェ
ー
ズ
で
も
M
I
C
E
誘
致
に
貢
献

　
ト
リ
ー
ヌ
氏
は
資
材
調
達
の
た
め
に
、
国

内
外
の
建
設
資
材
企
業
に
掛
け
合
い
、
資
材

の
無
償
や
安
価
な
提
供
を
依
頼
し
、
そ
の
代

わ
り
に
国
際
的
な
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
あ
な
た

た
ち
の
た
め
に
準
備
し
ま
す
、
と
交
渉
し
て

い
く
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
天
窓
メ
ー
カ
ー

V
E
L
U
X

、
欧
州
最
大
の
建
物
資
材
会
社

S
A
IN
T
-G
O
B
A
IN

、
オ
ラ
ン
ダ
の
タ
イ

ル
メ
ー
カ
ー
M
O
S
A
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
メ
ー

カ
ーD

E
S
S
O

が
建
設
の
協
力
者
に
な
り
、

そ
の
結
果
、
当
初
苦
労
し
て
い
た
フ
ァ
ン
ド

等
か
ら
の
資
金
調
達
も
可
能
に
し
て
い
く
。

2
0
1
3
年
に
は
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
は
、
義
父

の
ホ
テ
ル
事
業
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
が
ア

イ
デ
ィ
ア
に
賛
同
を
得
たC

arl

氏
か
ら
事

業
承
継
と
、
新
規
に
設
立
し
た
フ
ァ
ン
ド
を

通
し
て
資
金
提
供
を
受
け
て
会
議
場
の
増
築

欧州で最もサスティナブルな島のシンボルHotel GSHの挑戦3
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も
う
ひ
と
つ
が
、
こ
の
ホ
テ
ル
の
建
築
と
運

営
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
重
要
で
、
世
界
中
か

ら
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
学
ぶ
た
め
に
多

く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
る
、
と
説
明
を
受
け

た
。

建
設
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

追
求
点

　
建
設
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
具

体
化
に
あ
た
っ
て
は
、
全
て
が
循
環
型
経
済
の

原

則（C
ircular E

conom
y principle

）

に
従
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
再
生
可
能
な
資
源

か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
た
め
、
建
築

資
材
メ
ー
カ
ー
の
協
力
で
天
窓
な
ど
に
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
年
間
1
万
k
W
を
発
電

す
る
な
ど
、
ホ
テ
ル
自
体
が
自
家
発
電
の

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
再
利
用

で
き
な
い
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
モ
ノ
づ
く
り
と

し
て
は
、
新
た
に
改
修
・
増
築
し
た
と
こ
ろ
の

大
部
分
はC

radle to C
radle

認
証
を
受
け

て
お
り
、「
デ
ン
マ
ー
ク
の
玩
具
L
E
G
O
の
よ

う
に
、
接
着
剤
を
使
わ
ず
組
み
立
て
る
こ
と
で

解
体
し
て
ま
た
再
利
用
が
で
き
る
。」と
の
こ

と
。
柱
や
梁
、
壁
は
木
製
で
、
床
の
カ
ー
ペ
ッ

ト
タ
イ
ル
も
98
%
が
カ
ー
ペ
ッ
ト
と
し
て
再
利

用
可
能
と
い
う
。
さ
ら
に
、
廃
棄
物
の
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
ガ
ラ
ス
を
再
利
用
し

た
美
し
い
緑
の
ガ
ラ
ス
外
壁
パ
ネ
ル
や
、
ガ
ラ

ス
工
房
か
ら
出
る
廃
材
ガ
ラ
ス
を
地
元
の
岩
グ

ラ
ナ
イ
ト（
花
崗
岩
）と
ま
ぜ
て
キ
ラ
キ
ラ
し

た
外
構
の
舗
装
材
と
し
て
使
う
な
ど
だ
。
こ
れ

ら
は
地
元
の
ガ
ラ
ス
工
芸
職
人
と
共
に
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
ホ
テ
ル
の

広
大
な
敷
地
の
緑
は
生
物
多
様
性
に
配
慮
し

て
造
園
さ
れ
、
草
地
管
理
に
は
機
械
で
は
な
く

羊
が
活
躍
す
る
。

　
2
0
2
2
年
に
は
新
た
に
木
造
の
客
室
棟

を
建
設
し
て
い
る
。
2
0
1
3
年
当
初
よ
り

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
設
計
事
務
所

3
X
N
は
、
こ
の
建
物
を
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
・

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ホ
テ
ル
と
紹
介
し
て
い
る
。

建
設
に
お
い
て
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
よ

り
も
吸
収
量
の
方
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
内
壁
の
開
口
部
と
し
て
切
り
取
っ
た
木

材
は
家
具
材
料
と
し
た
な
ど
、
細
か
い
工
夫

が
あ
る
。
視
察
で
は
こ
う
し
た
こ
と
が
、

g
re
e
n
 tra

n
sitio

n

、su
sta
in
a
b
le
 

so
lu
tio
n

の
例
と
し
て
目
に
見
え
る
形
で

紹
介
さ
れ
、
そ
の
徹
底
ぶ
り
を
学
び
、

H
O
T
E
L
 G
reen

 S
o
lu
tio
n
 H
o
u
se

の

名
前
の
意
味
を
納
得
す
る
の
で
あ
る
。

　
今
回
は
同
じ
ホ
テ
ル
G
S
H
グ
ル
ー
プ
の

別
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
が
、
グ
リ
ー
ン

キ
ー
認
証
を
受
け
た
ホ
テ
ル
と
し
て
当
然
な

の
か
、
朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
で
は
瓶
で
小
分
け

に
さ
れ
た
惣
菜
、
客
室
で
は
、
カ
ト
ラ
リ
ー

は
木
製
な
ど
、
紅
茶
パ
ッ
ク
の
包
装
は
紙
製

で
、
O
r
g
a
n
i
c
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

と
い
う
言
葉
や
認
証
マ
ー
ク
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
シ
ャ
ン
プ
ー
等
は
詰
め
替
え
式
な

ど
当
た
り
前
で
あ
り
、
環
境
意
識
の
高
い
人

な
ら
こ
れ
ら
に
気
づ
き
、
い
や
な
気
持
ち
に

な
ら
な
い
過
ご
し
方
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

泊
）、
そ
の
内
訳
は
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
が
50
%
、

ド
イ
ツ
か
ら
が
30
%
と
な
っ
て
い
る
。
デ
ン

マ
ー
ク
や
ド
イ
ツ
の
人
が
夏
を
中
心
に
数
日

間
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
、
海
水
浴
を
楽

し
む
ア
ウ
ト
ド
ア
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
。
地

元
D
M
O
がC

lassical B
orn
holm

と
呼

ぶ
、
廃
墟
の
古
城
、
円
形
教
会
、
か
わ
い
ら
し

い
漁
村
風
景
、
燻
製
の
た
め
の
煙
突
景
観
が

特
徴
的
な
ス
モ
ー
ク
ハ
ウ
ス
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
半
島
ら
し
い
多
様
な
自
然
風
景
と
い
っ
た

魅
力
資
源
に
加
え
て
、
こ
の
10
年
で
、
郷
土
食

や
ア
ウ
ト
ド
ア
に
着
目
し
た
観
光
資
源
の
開

発
・
磨
き
上
げ
の
成
果
で
あ
る
。
ま
た
、
ガ
ラ

ス
や
陶
芸
な
ど
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
気

候
の
良
い
時
期
に
滞
在
し
、そ
の
水
準
は
高
く
、

2
0
1
7
年
に
は W

orld
 C
raft C

oun
cil 

A
w
ard

を
受
賞
し
て
い
る
。 

 【
4
】
ホ
テ
ル
G
S
H

と
い
う
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な

建
築
と
運
営

各
所
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る

ホ
テ
ル
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

　
こ
こ
か
ら
は
、
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
に
あ
る
、
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
ホ
テ
ル
と
し
て
世
界
的
に
有

名
と
な
っ
た
ホ
テ
ル
G
S
H（G

reen
 

S
olution

 H
ouse

）を
紹
介
す
る
。
2
0
2
1

年
に
は
英
国
大
手
新
聞
社T

he G
uardian

に
て
、
欧
州
で
最
も
環
境
に
や
さ
し
い
ホ
テ
ル
10

選
に
選
ば
れ
た
り
、
持
続
可
能
な
建
設
と
運
営

が
評
価
さ
れ
て
E
U
の
環
境
賞
を
受
賞
し
た
り
、

環
境
に
配
慮
し
た
建
築
開
発
を
進
め
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る

A
ctive H

ouse A
lliance

か
ら
「O

verall 

B
est of 10

 years

」に
選
ば
れ
た
り
す
る
な

ど
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
前
述
の
グ
リ
ー

ン
キ
ー
認
証
の
取
得
は
当
然
と
し
て
、そ
の
評

価
さ
れ
て
い
る
ホ
テ
ル
の
建
築
と
運
営
に
つ
い

て
、
今
回
の
視
察
で
自
ら
案
内
し
て
く
れ
た
ト

リ
ー
ヌ
氏
が
話
し
て
く
れ
た
内
容
を
中
心
に
紹

介
し
よ
う
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
柱
： 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
セ
プ
ト
と

M
I
C
E
施
設
整
備

　
ま
ず
、案
内
さ
れ
た
の
は
、正
面
玄
関
ホ
ー

ル
の
先
に
扇
型
に
増
築
さ
れ
た
会
議
施
設
で

あ
る
。
ト
リ
ー
ヌ
氏
が
事
業
承
継
後

2
0
1
3
年
か
ら
始
め
た
建
設
と
運
営
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
主
要
な
2
つ
の
ア
イ
デ
ィ

ア
が
説
明
さ
れ
た
。
1
つ
は
、
ホ
テ
ル 

G
S
H
が
国
際
的
な
M
I
C
E
拠
点
と
な
る

こ
と
で
、
繁
忙

期
以
外
の
観
光

客
の
落
ち
込
み

を
カ
バ
ー
す
る

こ
と
で
あ
る
。

実
際
、
シ
ョ
ル

ダ
ー
シ
ー
ズ
ン

と
呼
ぶ
閑
散
期

に
島
の
雇
用
を

生
み
出
す
こ
と

に
貢
献
し
て
き

た
と
の
こ
と
。

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に

関
し
て
は
法
律

や
ル
ー
ル
が

あ
っ
て
そ
れ
に

従
う
必
要
が
あ

る
が
、
民
間
企

業
が
そ
こ
に
参

加
で
き
な
け
れ

ば
何
も
変
化
は

起
こ
ら
な
い
。

D
estin

a
tio
n
 

B
o
r
n
h
o
lm

は
、
教
育
、
企

業
マ
ッ
チ
ン

グ
、
フ
ァ
ン
ド

や
政
府
が
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す

る
企
業
を
募
集
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
通

し
て
、
民
間
企
業
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

に
関
わ
り
や
す
い
よ
う
な
工
夫
を
行
っ
て
い

る
」。
一
方
、
社
会
・
経
済
のsustainability

に
対
し
て
は
、「
観
光
の
通
年
化
・
季
節
平
準

化
」と「
島
の
雇
用
創
出
」を
掲
げ
、
地
域

D
M
O
と
し
て
、
よ
り
直
接
的
に
地
域
振
興

に
関
わ
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
島
民
は
夏
季
の
み
雇
わ
れ
て
い
た
が
、
こ

れ
を
通
年
雇
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
雇
い
主
を
説
得
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
を
つ
く
り
、
観
光
客
が
少

な
い
シ
ー
ズ
ン
に
も
門
戸
を
開
か
せ
よ
う
と

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
イ
ベ
ン
ト
も
単
な
る

集
客
イ
ベ
ン
ト
で
な
く
、
技
術
や
知
識
な
ど

を
収
益
化
す
る
マ
ネ
タ
イ
ズ
・
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
地
域
の
事
業
者
を
支
援
し
な
が
ら
造

成
し
、
中
小
事
業
者
に
金
が
お
ち
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
実
際
、
訪
れ
た

と
き
は
、B

orn
h
olm
 C
R
A
F
T
 W
E
E
K
S

と
い
う
島
内
に
あ
る
工
房
な
ど
の
一
斉
公
開

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
業
務

を
進
め
る
た
め
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
部
門
が

あ
る
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
が
行
う
社
会
・
経

済
のsu

stain
ab
ility

に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
興
味
深
い
の
が
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。「
観
光
客
が
ボ
ー
ン
ホ

ル
ム
を
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
に
す
る
」
と
い
う

ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
り
、
あ
な
た
た
ち
は
そ

の
一
員
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
ガ
イ
ド
教
育
等
を
通
し

て
、
少
し
前
か
ら
こ
の
プ
ラ
ン
に
取
り
組
み

始
め
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や

2
0
2
5
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
、
2
0
3
5
年
ま
で
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
目
標
を
掲
げ
た
取
り
組
み
だ
け
で
な

く
、
観
光
が
主
産
業
の
島
と
し
て
、
D
M
O

が
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
と
い
わ
れ
る
活

動
の
環
境
的
、
社
会
的
、
経
済
的
な
3
側
面

を
業
務
と
し
て
も
現
場
に
し
っ
か
り
落
と
し

込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
、
E
U
で
最
も
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
島
（
E
U
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・

ア
イ
ラ
ン
ド
・
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
0
第
1
位
）

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ

た
。

【
7
】
ホ
テ
ル
の

リ
ソ
ー
ス
を
活
か
し

島
の
課
題
解
決
に

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
挑
戦

　
最
後
に
、
ホ
テ
ル
G
H
S
の
ト
リ
ー
ヌ
氏

の
今
後
の
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
を
紹
介
し
た

い
。「
私
の
メ
イ
ン
の
仕
事
は
ホ
テ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
だ
が
、
こ
の
ホ
テ
ルG

S
H

で
成
功

す
る
た
め
に
も
、
周
り
の
環
境
か
ら
疑
問
や

問
題
を
見
つ
け
て
、
そ
の
答
え
を
（
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
）
出
す
と
い
う
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
る
」
と
話
す
ト
リ
ー
ヌ
氏
の
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、h

o
u
ses fo

r flesh
 

eld
er p
eo
p
le

（
元
気
な
高
齢
者
用
住
宅

と
で
も
訳
せ
る
か
）
で
あ
る
。
島
の
戦
略
と

し
て
若
い
人
の
移
住
促
進
が
あ
る
が
、
住
む

場
所
が
な
い
現
状
が
あ
る
。
そ
こ
で
ト
リ
ー

ヌ
氏
は
、
高
齢
者
に
は
ホ
テ
ル
が
用
意
す
る

S
en
io
r H
o
u
se

に
転
居
し
て
も
ら
い
、

高
齢
者
の
持
っ
て
い
た
家
に
移
住
者
が
住
む

こ
と
を
事
業
と
し
て
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
ホ
テ
ル
は
、
高
齢
の
入
居
者
に
掃
除
・

洗
濯
や
料
理
の
サ
ー
ビ
ス
を
有
償
提
供
し
、

こ
れ
で
新
た
な
通
年
雇
用
も
生
み
出
す
、
と

い
う
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
な
ん
て
挑

戦
的
な
の
だ
ろ
う
。
宿
泊
施
設
が
イ
ン
フ
ラ

と
な
る
観
光
地
づ
く
り
を
模
索
し
て
い
る
私

に
と
っ
て
、
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
な
い
。

【
8
】
本
事
例
か
ら

学
べ
る
こ
と

不
動
産
再
生
と
観
光
地
づ
く
り
と
を

つ
な
ぐ
事
業
要
点
と
事
業
基
盤

　
宿
泊
施
設
と
い
う
不
動
産
は
一
般
に
規
模

が
大
き
い
の
で
、
そ
の
再
生
に
は
、
資
金
調

達
と
投
資
回
収
の
た
め
し
っ
か
り
し
た
事
業

【
5
】
ホ
テ
ル
G
S
H
の

誕
生
物
語

　
こ
こ
か
ら
は
ホ
テ
ル
G
S
H
誕
生
の
舞
台

裏
を
読
み
解
い
て
み
た
い
。

島
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
戦
略
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
ホ
テ
ル
事
業

　
特
筆
す
べ
き
は
、
ホ
テ
ル
G
S
H
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、
島
の
持
続
可
能
な
社

会
に
む
け
た
ビ
ジ
ョ
ンB

righ
t G
reen

 

Islan
d

戦
略
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
、
進
め

ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。2
0
0
7
年
に
、

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
た
め
の
48
人
48
時
間

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ト

リ
ー
ヌ
氏
は
そ
の
う
ち
の
一
人
で
、
ホ
テ
ル

G
S
H
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
打
ち
出
し
た
。
氏

の
最
大
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
島
の
持
続

可
能
な
社
会
の
た
め
に
島
の
雇
用
を
生
み
出

す
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
ホ
テ
ル
事
業

な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
は

B
righ
t G
reen

 Islan
d

戦
略
の
20
の
提

案
の
1
つ
と
な
っ
た
。
ホ
テ
ル
G
S
H
が
島

の
ビ
ジ
ョ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
こ
の
事
業
の
出
発
点
で
あ
る
行
政
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と

も
大
き
い
だ
ろ
う
。

に
着
手
し
、
2
0
1
5
年
に
新
し
い
ホ
テ
ル

G
S
H
と
し
て
開
業
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
企

業
の
多
く
が
現
在
も
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
っ
て
い
る
。「
彼
ら
は
世
界
中
か
ら
人
々

を
こ
の
建
物
に
招
待
し
て
く
れ
る
が
、
そ
れ

も
計
画
の
う
ち
で
あ
る
。」
と
は
ト
リ
ー
ヌ

氏
。
こ
の
あ
た
り
、
彼
女
の
前
職
の
金
融
事

業
の
経
験
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

ト
リ
ー
ヌ
氏
の

一
気
通
貫
の
関
わ
り
の
重
要
性

　
こ
の
よ
う
に
、
ホ
テ
ル
事
業
の
企
画
や
建

設
プ
ロ
セ
ス
で
関
係
を
つ
く
っ
た
大
手
企
業

や
地
元
職
人
な
ど
と
運
営
段
階
で
も
つ
な
が

り
続
け
る
こ
と
で
、
M
I
C
E
主
催
者
と
な

る
組
織
の
誘
客
や
、
会
議
に
付
随
す
る
エ
ク

ス
カ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
レ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
の
企
画
に
も
つ
な
が
っ
て
い
そ
う

だ
。

　
事
業
企
画
の
提
案
か
ら
、
建
設
か
ら
運
営

ま
で
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
が
一
気
通
貫
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
き
た
こ
と
が
、
ト

リ
ー
ヌ
氏
の
通
底
に
あ
る
島
の
こ
と
を
思
う

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
と
、
M
I
C
E
施

設
整
備
を
最
大
限
活
か
す
経
営
の
準
備
が
で

き
、
引
き
続
き
発
展
を
し
て
き
て
い
る
と
言

え
よ
う
。日
本
に
限
ら
ず
デ
ン
マ
ー
ク
で
も
、

各
事
業
フ
ェ
ー
ズ
で
人
が
変
わ
る
こ
と
が
普

通
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
運
営
に
関
わ
る
人
が

企
画
・
建
設
段
階
か
ら
一
貫
し
て
関
わ
る
こ

と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

【
6
】
島
の
D
M
O
の

観
光
地
づ
く
り
の

取
り
組
み

　
先
に
感
想
を
述
べ
る
と
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
に

よ
る
ホ
テ
ル
G
S
H
の
事
業
目
標
と
島
の

D
M
O
で
あ
るD

estination B
ornholm

の
経
済
・
社
会
分
野
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
見
事
に

一
致
し
、同
じ
よ
う
に
語
ら
れ
た（
左
上
写
真
）。

　
ま
ず
、D

estin
ation

 B
orn
h
olm

の
業

務
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
り

組
み
方
針
も
基
本
的
に
はV

isit D
en
m
ark

と
ほ
ぼ
同
様
で
、
島
の
ビ
ジ
ョ
ンB

righ
t 

G
reen

 Islan
d

に
基
づ
き
行
政
が
主
導
す

る
環
境
に
関
す
るsu

stain
ability

を
サ

ポ
ー
ト
す
る
立
場
と
し
、
中
心
業
務
は
社
会
・

経
済
に
関
す
るsu

stain
ability

に
向
け
た

取
り
組
み
で
あ
る
。

　
環
境
のsu

stain
ab
ility

分
野
の
業
務
姿

勢
は
次
の
発
言
で
よ
く
わ
か
る
。「
サ
ス
テ
ィ

て
、
民
間
事
業
者
が
こ
の
取
り
組
み
に
参
画

し
や
す
く
す
る
支
援
型
の
取
り
組
み
で
あ

る
。
事
業
改
善
や
認
証
取
得
、
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
創
出
の
啓
発
を
行
う
な
ど
が
あ
る
。

2
つ
め
は
「
地
域
経
済
・
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
観
光
」
を
推
進
す

る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
行
う
事
業
型
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
は
宿
泊
施
設
の
国
際
エ
コ
ラ
ベ

ル
「
グ
リ
ー
ン
キ
ー
」
発
祥
の
地
で
あ
り
、

観
光
産
業
の
認
証
取
得
に
も
積
極
的
な
の

は
、
１
つ
め
の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
た
だ
、V

isit D
en
m
ark

の
予

算
の
大
部
分
は
後
者
に
属
す
る
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
割
か
れ
て
い
る
。

国
と
し
て
の
観
光
分
野
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略

　
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
人
口
5
8
3
万
人
（
首

都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
65
万
人
）、
面
積
は
北

海
道
の
半
分
程
の
国
で
あ
る
。
そ
こ
に
外
国

人
観
光
客
が
、
2
0
1
9
年
統
計
で
は
の
べ

2
8
9
0
万
泊
す
る
。
こ
れ
は
全
宿
泊
客
の

52
%
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
ド
イ
ツ
51
%
、

北
欧
諸
国
14
%
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

デ
ン
マ
ー
ク
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
相

当
数
が
、
環
境
意
識
の
高
い
国
か
ら
と
な
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

観
光
分
野
の
ブ
ラ
ン
ド
・
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

は
「T

H
E
 L
A
N
D
 O
F
 E
V
E
R
Y
D
A
Y
 

W
O
N
D
E
R

」
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
て
い
る
。

「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
た
め
に
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
を
あ
き
ら
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
と
は
、

私
た
ち
が
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
地
球
を
犠
牲

に
す
る
こ
と
な
く
、
毎
日
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
る
の
で
す
（V

isit D
enm
ark

）」

　
デ
ン
マ
ー
ク
の
人
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
を
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
暮
ら
す
姿

と
、
そ
の
日
常
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
を

前
面
に
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
超
一
級
の
観

光
資
源
に
乏
し
い
中
で
、
観
光
客
を
イ
ン
ボ

ル
ブ
し
な
が
ら
、
環
境
に
遊
び
心
を
持
ち
、

新
し
い
こ
と
を
し
よ
う
と
発
想
で
き
る
コ
ン

セ
プ
ト
で
も
あ
る
と
も
話
し
て
い
た
。「
サ

ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
訪
れ
る
理
由
で
は

な
い
。
し
か
し
、
再
び
訪
れ
る
理
由
と
し
て

重
要
で
あ
る
（V

isit D
en
m
ark

）」
と
い

う
の
も
示
唆
的
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、V

isit D
en
m
ark

が
担

う
国
と
し
て
の
観
光
戦
略
は
、
近
隣
の
ド
イ

ツ
・
北
欧
の
観
光
客
が
デ
ン
マ
ー
ク
の
ど
う

い
う
要
素
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
か
の
分
析

結
果
と
し
て
、
世
界
で
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
差
別
化
で
き
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

社
会
を
観
光
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
し
て
用
い
て

い
る
。
そ
し
て
産
業
界
も
含
め
て
、
そ
う
し

た
環
境
に
関
心
の
高
い
観
光
客
へ
の
懸
念
や

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
抵
抗
な
く
観
光
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
現
地

で
は
誇
示
さ
れ
る
形
で
は
な
く
、
日
常
の
こ

と
と
し
て
喜
び
を
持
っ
て
体
験
で
き
る
、
と

い
う
よ
う
な
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

【
3
】ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島

の
観
光

　
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
は
、
か
つ
て
は
漁
業
を
主

産
業
と
す
る
島
だ
っ
た
が
、
1
8
5
0
年
代
か

ら
観
光
地
と
し
て
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
は
観
光
産
業
が
島
の
第
二
位
の
産

業
と
な
っ
て
い
る（
観
光
業
は
5
8
7
億
円
の

売
上
、
フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
者
3
0
0
0
人
）。

人
口
約
4
万
人
の
島
に
観
光
客
が
年
間
66
万

人
以
上
訪
れ（
2
0
2
1
年
実
績
で
1
8
0
万

【
1
】
概
要

　
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
は
、
バ
ル
ト
海
に
浮
か

ぶ
淡
路
島
と
同
程
度
の
面
積
の
島
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
首
都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら

は
、
車
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
内
の
陸
路
と
フ
ェ

リ
ー
を
用
い
て
4
時
間
、
空
路
で
は
40
分
の

位
置
に
あ
る
。
人
口
4
万
人
が
住
み
、
年
間

66
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
る
、
自
国
や

ド
イ
ツ
の
人
た
ち
に
人
気
の
ア
ウ
ト
ド
ア
リ

ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
。
か
つ
て
は
夏
の
繁
忙
期

と
そ
れ
以
外
の
閑
散
期
の
差
が
大
き
く
、
観

光
産
業
の
通
年
営
業
が
困
難
な
状
況
で
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
日
、
多
様
な
取
り
組

み
に
よ
り
欧
州
で
最
も
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な

島
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。（
E
U
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
・
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ア
ワ
ー
ド

2
0
2
0 

第
1
位
）
ま
た
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
り
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

T
rin
e

氏
（
以
下
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
）
が
提
案
か

ら
事
業
運
営
ま
で
一
気
通
貫
で
牽
引
す
る

H
O
T
E
L
 G
reen

 S
olu
tion
 H
ou
se

（
以

下
、
ホ
テ
ル
G
S
H
）
で
あ
る
。

　
地
域
づ
く
り
の
手
段
と
し
て
観
光
を
考
え

て
実
践
と
理
論
化
に
取
り
組
み
、
最
近
で
は

宿
泊
施
設
が
そ
の
イ
ン
フ
ラ
に
な
り
得
る
と

考
え
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
本
事
例
は
と
て
も

興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で

は
、
氏
が
既
存
ホ
テ
ル
を
事
業
承
継
し
、
そ
の

空
間
と
経
営
を
い
か
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た

の
か
、
ま
た
、
島
全
体
の
発
展
、
地
域
づ
く
り

に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
行
政
や
D
M
O
、
地
域

事
業
者
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
の

か
を
読
み
解
き
た
い
。
2
0
2
2
年
9
月
末
に

日
本
交
通
公
社
の
欧
州
視
察
に
同
行
し
、

V
isit D

enm
ark

（
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
観
光

局
）、
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
の
D
M
O
で
あ
る

D
estin

ation
 B
orn
holm

、
お
よ
び
ホ
テ

ル
G
S
H
取
締
役
ト
リ
ー
ヌ
氏
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
と
現
地
視
察
を
も
と
に
報
告
す
る
。
　

【
2
】
デ
ン
マ
ー
ク
に

お
け
る
観
光
と

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

関
係

　
そ
の
国
の
事
例
や
事
業
を
見
る
に
あ
た

り
、
社
会
的
な
基
盤
と
な
っ
て
い
る
状
況
や

制
度
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
で
、
は
じ
め
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
に

お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
観
光
の
関

係
に
つ
い
て
、
視
察
か
ら
理
解
し
え
た
こ
と

を
お
伝
え
す
る
。

持
続
可
能
な
観
光
の
２
つ
の
柱

　
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
国
連
の
研
究
組
織
で
あ

る
持
続
可
能
な
開
発
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
S
D
S
N
）
が
2
0
1
6

年
か
ら
毎
年
公
表
し
て
い
る
世
界
のS

D
G
s

目
標
達
成
国
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
不
動
の
ト
ッ

プ
3
に
入
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
先
進
国
で
あ

る
。（
ち
な
み
に
後
述
す
る
ド
イ
ツ
は
４
〜

6
位
、
日
本
は
当
初
の
15
位
か
ら
2
0
2
2

年
は
19
位
と
順
位
を
落
と
し
て
い
る
。）
そ

う
し
た
国
で
の
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と

観
光
の
関
係
に
つ
い
て
は
、V

isit 

D
enm
ark

の
公
表
資
料
か
ら
2
つ
の
柱
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
1
つ
は
、「
環
境
に

や
さ
し
い
観
光
や
観
光
地
の
形
成
」
に
む
け

計
画
が
早
い
段
階
か
ら
必
要
に
な
る
。
一
般

に
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
に
は
限
界
が
あ
る

の
で
、
志
あ
る
投
資
家
や
フ
ァ
ン
ド
、
企
業

等
か
ら
の
出
資
型
の
資
金
調
達
が
必
須
と
な

ろ
う
。
行
政
と
の
連
携
や
制
度
活
用
に
よ
る

補
助
金
の
活
用
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ホ
テ
ル

G
S
H
の
取
り
組
み
は
、
こ
う
し
た
こ
と
の

た
め
に
も
、
不
動
産
事
業
を
地
域
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
現
や
課
題
解
決
と
つ
な
げ
、
出

資
者
に
訴
求
力
の
あ
る
事
業
理
念
や
コ
ン
セ

プ
ト
を
つ
く
り
、
建
設
フ
ェ
ー
ズ
や
経
営

フ
ェ
ー
ズ
で
も
社
会
か
ら
支
え
ら
れ
る
事
業

協
力
の
基
盤
を
戦
略
的
に
構
築
し
て
き
た
と

見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。本
事
例
に
お
い
て
、

不
動
産
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
詳
細
は
把
握
で
き

な
い
が
、
こ
う
し
た
関
係
を
生
み
出
し
て
い

謝
辞
、
参
考
文
献

　
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
今
回
の
デ
ン
マ
ー

ク
視
察
を
主
催
し
た
J
T
B
F
研
究
員
の
皆

様
が
報
告
し
て
い
る
資
料
で
あ
る
、
中
野
文

彦
氏
作
成
の
J
T
B
F
の
H
P
公
開
コ
ラ
ム
、

お
よ
び
観
光
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
2
2

資
料
、
山
本
奏
音
氏
作
成
の
議
事
録
を
参
照

し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

トリーヌ氏が保管する
当時の島の
ビジョン冊子
「Bright GreenIsland」

季節平準化の必要性を説明するトリーヌ氏（左）、DMOステファン氏（右）

ハイシーズン以外のビジネス、イベント開発の例。
工房一斉公開CRAFT WEEKS

る
と
考
え
ら
れ
る
ホ
テ
ル
の
事
業
要
素
と
、

こ
れ
を
支
え
る
事
業
基
盤
と
い
う
見
方
で
整

理
し
た
の
が
図
4
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

を
公
民
連
携
で
セ
ッ
ト
し
て
い
く
こ
と
が
、

不
動
産
再
生
と
連
動
し
て
観
光
地
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

都
市
計
画
・
ま
ち
づ
く
り
分
野
と
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
分
野
、
不
動
産
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
分
野
の

連
携
が
必
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

日
本
で
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
武
器
に
な
り
得
る
か
。

　
最
後
に
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
や
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
と
い
っ
た
こ
と
が
日
本
で
も
あ
ら

ゆ
る
事
業
活
動
で
必
須
の
取
り
組
み
と
な
る

中
で
、
こ
れ
ら
を
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス

に
し
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
に
お
い
て
は

技
術
的
に
は
可
能
だ
が
、
誰
に
対
し
て
差
別

化
で
き
る
か
、
事
業
基
盤
と
な
り
得
る
ほ
ど

国
な
ど
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
し
て
い
け
る
の
か
は
懐
疑
的
で
あ

る
。
日
本
で
は
、
歴
史
的
建
造
物
や
古
民
家

の
再
生
と
観
光
事
業
を
つ
な
げ
る
事
例
は
増

え
て
き
て
い
る
が
、
今
後
は
、
国
内
外
の
企
業

が
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
出
資
者
と
な

る
不
動
産
事
業
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
、
こ
れ
を

支
え
る
事
業
基
盤
構
築
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、

も
っ
と
生
み
出
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
た
。

※

2

※

2 

建
設
経
緯
や
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、

ホ
テ
ルG

S
H

公
式H

P

内
のT

H
E
 S
T
O
R
Y
 B
E
H
IN
D

h
ttp
s://b

o
rn
h
o
lm
h
o
tels.d

k/h
o
tel-gsh

/en
/th
e-sto

-
ry-behind/

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

建
設
フ
ェ
ー
ズ
の
協
力
企
業
が

経
営
フ
ェ
ー
ズ
で
も
M
I
C
E
誘
致
に
貢
献

　
ト
リ
ー
ヌ
氏
は
資
材
調
達
の
た
め
に
、
国

内
外
の
建
設
資
材
企
業
に
掛
け
合
い
、
資
材

の
無
償
や
安
価
な
提
供
を
依
頼
し
、
そ
の
代

わ
り
に
国
際
的
な
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
あ
な
た

た
ち
の
た
め
に
準
備
し
ま
す
、
と
交
渉
し
て

い
く
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
天
窓
メ
ー
カ
ー

V
E
L
U
X

、
欧
州
最
大
の
建
物
資
材
会
社

S
A
IN
T
-G
O
B
A
IN

、
オ
ラ
ン
ダ
の
タ
イ

ル
メ
ー
カ
ー
M
O
S
A
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
メ
ー

カ
ーD

E
S
S
O

が
建
設
の
協
力
者
に
な
り
、

そ
の
結
果
、
当
初
苦
労
し
て
い
た
フ
ァ
ン
ド

等
か
ら
の
資
金
調
達
も
可
能
に
し
て
い
く
。

2
0
1
3
年
に
は
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
は
、
義
父

の
ホ
テ
ル
事
業
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
が
ア

イ
デ
ィ
ア
に
賛
同
を
得
たC

arl

氏
か
ら
事

業
承
継
と
、
新
規
に
設
立
し
た
フ
ァ
ン
ド
を

通
し
て
資
金
提
供
を
受
け
て
会
議
場
の
増
築

欧州で最もサスティナブルな島のシンボルHotel GSHの挑戦3
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も
う
ひ
と
つ
が
、
こ
の
ホ
テ
ル
の
建
築
と
運

営
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
重
要
で
、
世
界
中
か

ら
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
学
ぶ
た
め
に
多

く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
る
、
と
説
明
を
受
け

た
。

建
設
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

追
求
点

　
建
設
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
具

体
化
に
あ
た
っ
て
は
、
全
て
が
循
環
型
経
済
の

原

則（C
ircular E

conom
y principle

）

に
従
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
再
生
可
能
な
資
源

か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
た
め
、
建
築

資
材
メ
ー
カ
ー
の
協
力
で
天
窓
な
ど
に
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
年
間
1
万
k
W
を
発
電

す
る
な
ど
、
ホ
テ
ル
自
体
が
自
家
発
電
の

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
再
利
用

で
き
な
い
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
モ
ノ
づ
く
り
と

し
て
は
、
新
た
に
改
修
・
増
築
し
た
と
こ
ろ
の

大
部
分
はC

radle to C
radle

認
証
を
受
け

て
お
り
、「
デ
ン
マ
ー
ク
の
玩
具
L
E
G
O
の
よ

う
に
、
接
着
剤
を
使
わ
ず
組
み
立
て
る
こ
と
で

解
体
し
て
ま
た
再
利
用
が
で
き
る
。」と
の
こ

と
。
柱
や
梁
、
壁
は
木
製
で
、
床
の
カ
ー
ペ
ッ

ト
タ
イ
ル
も
98
%
が
カ
ー
ペ
ッ
ト
と
し
て
再
利

用
可
能
と
い
う
。
さ
ら
に
、
廃
棄
物
の
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
ガ
ラ
ス
を
再
利
用
し

た
美
し
い
緑
の
ガ
ラ
ス
外
壁
パ
ネ
ル
や
、
ガ
ラ

ス
工
房
か
ら
出
る
廃
材
ガ
ラ
ス
を
地
元
の
岩
グ

ラ
ナ
イ
ト（
花
崗
岩
）と
ま
ぜ
て
キ
ラ
キ
ラ
し

た
外
構
の
舗
装
材
と
し
て
使
う
な
ど
だ
。
こ
れ

ら
は
地
元
の
ガ
ラ
ス
工
芸
職
人
と
共
に
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
ホ
テ
ル
の

広
大
な
敷
地
の
緑
は
生
物
多
様
性
に
配
慮
し

て
造
園
さ
れ
、
草
地
管
理
に
は
機
械
で
は
な
く

羊
が
活
躍
す
る
。

　
2
0
2
2
年
に
は
新
た
に
木
造
の
客
室
棟

を
建
設
し
て
い
る
。
2
0
1
3
年
当
初
よ
り

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
設
計
事
務
所

3
X
N
は
、
こ
の
建
物
を
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
・

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ホ
テ
ル
と
紹
介
し
て
い
る
。

建
設
に
お
い
て
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
よ

り
も
吸
収
量
の
方
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
内
壁
の
開
口
部
と
し
て
切
り
取
っ
た
木

材
は
家
具
材
料
と
し
た
な
ど
、
細
か
い
工
夫

が
あ
る
。
視
察
で
は
こ
う
し
た
こ
と
が
、

g
re
e
n
 tra

n
sitio

n

、su
sta
in
a
b
le
 

so
lu
tio
n

の
例
と
し
て
目
に
見
え
る
形
で

紹
介
さ
れ
、
そ
の
徹
底
ぶ
り
を
学
び
、

H
O
T
E
L
 G
reen

 S
o
lu
tio
n
 H
o
u
se

の

名
前
の
意
味
を
納
得
す
る
の
で
あ
る
。

　
今
回
は
同
じ
ホ
テ
ル
G
S
H
グ
ル
ー
プ
の

別
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
が
、
グ
リ
ー
ン

キ
ー
認
証
を
受
け
た
ホ
テ
ル
と
し
て
当
然
な

の
か
、
朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
で
は
瓶
で
小
分
け

に
さ
れ
た
惣
菜
、
客
室
で
は
、
カ
ト
ラ
リ
ー

は
木
製
な
ど
、
紅
茶
パ
ッ
ク
の
包
装
は
紙
製

で
、
O
r
g
a
n
i
c
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

と
い
う
言
葉
や
認
証
マ
ー
ク
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
シ
ャ
ン
プ
ー
等
は
詰
め
替
え
式
な

ど
当
た
り
前
で
あ
り
、
環
境
意
識
の
高
い
人

な
ら
こ
れ
ら
に
気
づ
き
、
い
や
な
気
持
ち
に

な
ら
な
い
過
ご
し
方
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

泊
）、
そ
の
内
訳
は
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
が
50
%
、

ド
イ
ツ
か
ら
が
30
%
と
な
っ
て
い
る
。
デ
ン

マ
ー
ク
や
ド
イ
ツ
の
人
が
夏
を
中
心
に
数
日

間
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
、
海
水
浴
を
楽

し
む
ア
ウ
ト
ド
ア
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
。
地

元
D
M
O
がC

lassical B
orn
holm

と
呼

ぶ
、
廃
墟
の
古
城
、
円
形
教
会
、
か
わ
い
ら
し

い
漁
村
風
景
、
燻
製
の
た
め
の
煙
突
景
観
が

特
徴
的
な
ス
モ
ー
ク
ハ
ウ
ス
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
半
島
ら
し
い
多
様
な
自
然
風
景
と
い
っ
た

魅
力
資
源
に
加
え
て
、
こ
の
10
年
で
、
郷
土
食

や
ア
ウ
ト
ド
ア
に
着
目
し
た
観
光
資
源
の
開

発
・
磨
き
上
げ
の
成
果
で
あ
る
。
ま
た
、
ガ
ラ

ス
や
陶
芸
な
ど
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
気

候
の
良
い
時
期
に
滞
在
し
、そ
の
水
準
は
高
く
、

2
0
1
7
年
に
は W

orld
 C
raft C

oun
cil 

A
w
ard

を
受
賞
し
て
い
る
。 

 【
4
】
ホ
テ
ル
G
S
H

と
い
う
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な

建
築
と
運
営

各
所
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る

ホ
テ
ル
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

　
こ
こ
か
ら
は
、
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
に
あ
る
、
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
ホ
テ
ル
と
し
て
世
界
的
に
有

名
と
な
っ
た
ホ
テ
ル
G
S
H（G

reen
 

S
olution

 H
ouse

）を
紹
介
す
る
。
2
0
2
1

年
に
は
英
国
大
手
新
聞
社T

he G
uardian

に
て
、
欧
州
で
最
も
環
境
に
や
さ
し
い
ホ
テ
ル
10

選
に
選
ば
れ
た
り
、
持
続
可
能
な
建
設
と
運
営

が
評
価
さ
れ
て
E
U
の
環
境
賞
を
受
賞
し
た
り
、

環
境
に
配
慮
し
た
建
築
開
発
を
進
め
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る

A
ctive H

ouse A
lliance

か
ら
「O

verall 

B
est of 10

 years

」に
選
ば
れ
た
り
す
る
な

ど
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
前
述
の
グ
リ
ー

ン
キ
ー
認
証
の
取
得
は
当
然
と
し
て
、そ
の
評

価
さ
れ
て
い
る
ホ
テ
ル
の
建
築
と
運
営
に
つ
い

て
、
今
回
の
視
察
で
自
ら
案
内
し
て
く
れ
た
ト

リ
ー
ヌ
氏
が
話
し
て
く
れ
た
内
容
を
中
心
に
紹

介
し
よ
う
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
柱
： 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
セ
プ
ト
と

M
I
C
E
施
設
整
備

　
ま
ず
、案
内
さ
れ
た
の
は
、正
面
玄
関
ホ
ー

ル
の
先
に
扇
型
に
増
築
さ
れ
た
会
議
施
設
で

あ
る
。
ト
リ
ー
ヌ
氏
が
事
業
承
継
後

2
0
1
3
年
か
ら
始
め
た
建
設
と
運
営
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
主
要
な
2
つ
の
ア
イ
デ
ィ

ア
が
説
明
さ
れ
た
。
1
つ
は
、
ホ
テ
ル 

G
S
H
が
国
際
的
な
M
I
C
E
拠
点
と
な
る

こ
と
で
、
繁
忙

期
以
外
の
観
光

客
の
落
ち
込
み

を
カ
バ
ー
す
る

こ
と
で
あ
る
。

実
際
、
シ
ョ
ル

ダ
ー
シ
ー
ズ
ン

と
呼
ぶ
閑
散
期

に
島
の
雇
用
を

生
み
出
す
こ
と

に
貢
献
し
て
き

た
と
の
こ
と
。

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に

関
し
て
は
法
律

や
ル
ー
ル
が

あ
っ
て
そ
れ
に

従
う
必
要
が
あ

る
が
、
民
間
企

業
が
そ
こ
に
参

加
で
き
な
け
れ

ば
何
も
変
化
は

起
こ
ら
な
い
。

D
estin

a
tio
n
 

B
o
r
n
h
o
lm

は
、
教
育
、
企

業
マ
ッ
チ
ン

グ
、
フ
ァ
ン
ド

や
政
府
が
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す

る
企
業
を
募
集
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
通

し
て
、
民
間
企
業
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

に
関
わ
り
や
す
い
よ
う
な
工
夫
を
行
っ
て
い

る
」。
一
方
、
社
会
・
経
済
のsustainability

に
対
し
て
は
、「
観
光
の
通
年
化
・
季
節
平
準

化
」と「
島
の
雇
用
創
出
」を
掲
げ
、
地
域

D
M
O
と
し
て
、
よ
り
直
接
的
に
地
域
振
興

に
関
わ
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
島
民
は
夏
季
の
み
雇
わ
れ
て
い
た
が
、
こ

れ
を
通
年
雇
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
雇
い
主
を
説
得
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
を
つ
く
り
、
観
光
客
が
少

な
い
シ
ー
ズ
ン
に
も
門
戸
を
開
か
せ
よ
う
と

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
イ
ベ
ン
ト
も
単
な
る

集
客
イ
ベ
ン
ト
で
な
く
、
技
術
や
知
識
な
ど

を
収
益
化
す
る
マ
ネ
タ
イ
ズ
・
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
地
域
の
事
業
者
を
支
援
し
な
が
ら
造

成
し
、
中
小
事
業
者
に
金
が
お
ち
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
実
際
、
訪
れ
た

と
き
は
、B

orn
h
olm
 C
R
A
F
T
 W
E
E
K
S

と
い
う
島
内
に
あ
る
工
房
な
ど
の
一
斉
公
開

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
業
務

を
進
め
る
た
め
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
部
門
が

あ
る
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
が
行
う
社
会
・
経

済
のsu

stain
ab
ility

に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
興
味
深
い
の
が
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。「
観
光
客
が
ボ
ー
ン
ホ

ル
ム
を
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
に
す
る
」
と
い
う

ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
り
、
あ
な
た
た
ち
は
そ

の
一
員
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
ガ
イ
ド
教
育
等
を
通
し

て
、
少
し
前
か
ら
こ
の
プ
ラ
ン
に
取
り
組
み

始
め
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や

2
0
2
5
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
、
2
0
3
5
年
ま
で
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
目
標
を
掲
げ
た
取
り
組
み
だ
け
で
な

く
、
観
光
が
主
産
業
の
島
と
し
て
、
D
M
O

が
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
と
い
わ
れ
る
活

動
の
環
境
的
、
社
会
的
、
経
済
的
な
3
側
面

を
業
務
と
し
て
も
現
場
に
し
っ
か
り
落
と
し

込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
、
E
U
で
最
も
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
島
（
E
U
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・

ア
イ
ラ
ン
ド
・
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
0
第
1
位
）

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ

た
。

【
7
】
ホ
テ
ル
の

リ
ソ
ー
ス
を
活
か
し

島
の
課
題
解
決
に

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
挑
戦

　
最
後
に
、
ホ
テ
ル
G
H
S
の
ト
リ
ー
ヌ
氏

の
今
後
の
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
を
紹
介
し
た

い
。「
私
の
メ
イ
ン
の
仕
事
は
ホ
テ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
だ
が
、
こ
の
ホ
テ
ルG

S
H

で
成
功

す
る
た
め
に
も
、
周
り
の
環
境
か
ら
疑
問
や

問
題
を
見
つ
け
て
、
そ
の
答
え
を
（
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
）
出
す
と
い
う
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
る
」
と
話
す
ト
リ
ー
ヌ
氏
の
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、h

o
u
ses fo

r flesh
 

eld
er p
eo
p
le

（
元
気
な
高
齢
者
用
住
宅

と
で
も
訳
せ
る
か
）
で
あ
る
。
島
の
戦
略
と

し
て
若
い
人
の
移
住
促
進
が
あ
る
が
、
住
む

場
所
が
な
い
現
状
が
あ
る
。
そ
こ
で
ト
リ
ー

ヌ
氏
は
、
高
齢
者
に
は
ホ
テ
ル
が
用
意
す
る

S
en
io
r H
o
u
se

に
転
居
し
て
も
ら
い
、

高
齢
者
の
持
っ
て
い
た
家
に
移
住
者
が
住
む

こ
と
を
事
業
と
し
て
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
ホ
テ
ル
は
、
高
齢
の
入
居
者
に
掃
除
・

洗
濯
や
料
理
の
サ
ー
ビ
ス
を
有
償
提
供
し
、

こ
れ
で
新
た
な
通
年
雇
用
も
生
み
出
す
、
と

い
う
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
な
ん
て
挑

戦
的
な
の
だ
ろ
う
。
宿
泊
施
設
が
イ
ン
フ
ラ

と
な
る
観
光
地
づ
く
り
を
模
索
し
て
い
る
私

に
と
っ
て
、
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
な
い
。

【
8
】
本
事
例
か
ら

学
べ
る
こ
と

不
動
産
再
生
と
観
光
地
づ
く
り
と
を

つ
な
ぐ
事
業
要
点
と
事
業
基
盤

　
宿
泊
施
設
と
い
う
不
動
産
は
一
般
に
規
模

が
大
き
い
の
で
、
そ
の
再
生
に
は
、
資
金
調

達
と
投
資
回
収
の
た
め
し
っ
か
り
し
た
事
業

【
5
】
ホ
テ
ル
G
S
H
の

誕
生
物
語

　
こ
こ
か
ら
は
ホ
テ
ル
G
S
H
誕
生
の
舞
台

裏
を
読
み
解
い
て
み
た
い
。

島
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
戦
略
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
ホ
テ
ル
事
業

　
特
筆
す
べ
き
は
、
ホ
テ
ル
G
S
H
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、
島
の
持
続
可
能
な
社

会
に
む
け
た
ビ
ジ
ョ
ンB

righ
t G
reen

 

Islan
d

戦
略
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
、
進
め

ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。2
0
0
7
年
に
、

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
た
め
の
48
人
48
時
間

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ト

リ
ー
ヌ
氏
は
そ
の
う
ち
の
一
人
で
、
ホ
テ
ル

G
S
H
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
打
ち
出
し
た
。
氏

の
最
大
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
島
の
持
続

可
能
な
社
会
の
た
め
に
島
の
雇
用
を
生
み
出

す
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
ホ
テ
ル
事
業

な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
は

B
righ
t G
reen

 Islan
d

戦
略
の
20
の
提

案
の
1
つ
と
な
っ
た
。
ホ
テ
ル
G
S
H
が
島

の
ビ
ジ
ョ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
こ
の
事
業
の
出
発
点
で
あ
る
行
政
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と

も
大
き
い
だ
ろ
う
。

に
着
手
し
、
2
0
1
5
年
に
新
し
い
ホ
テ
ル

G
S
H
と
し
て
開
業
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
企

業
の
多
く
が
現
在
も
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
っ
て
い
る
。「
彼
ら
は
世
界
中
か
ら
人
々

を
こ
の
建
物
に
招
待
し
て
く
れ
る
が
、
そ
れ

も
計
画
の
う
ち
で
あ
る
。」
と
は
ト
リ
ー
ヌ

氏
。
こ
の
あ
た
り
、
彼
女
の
前
職
の
金
融
事

業
の
経
験
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

ト
リ
ー
ヌ
氏
の

一
気
通
貫
の
関
わ
り
の
重
要
性

　
こ
の
よ
う
に
、
ホ
テ
ル
事
業
の
企
画
や
建

設
プ
ロ
セ
ス
で
関
係
を
つ
く
っ
た
大
手
企
業

や
地
元
職
人
な
ど
と
運
営
段
階
で
も
つ
な
が

り
続
け
る
こ
と
で
、
M
I
C
E
主
催
者
と
な

る
組
織
の
誘
客
や
、
会
議
に
付
随
す
る
エ
ク

ス
カ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
レ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
の
企
画
に
も
つ
な
が
っ
て
い
そ
う

だ
。

　
事
業
企
画
の
提
案
か
ら
、
建
設
か
ら
運
営

ま
で
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
が
一
気
通
貫
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
き
た
こ
と
が
、
ト

リ
ー
ヌ
氏
の
通
底
に
あ
る
島
の
こ
と
を
思
う

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
と
、
M
I
C
E
施

設
整
備
を
最
大
限
活
か
す
経
営
の
準
備
が
で

き
、
引
き
続
き
発
展
を
し
て
き
て
い
る
と
言

え
よ
う
。日
本
に
限
ら
ず
デ
ン
マ
ー
ク
で
も
、

各
事
業
フ
ェ
ー
ズ
で
人
が
変
わ
る
こ
と
が
普

通
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
運
営
に
関
わ
る
人
が

企
画
・
建
設
段
階
か
ら
一
貫
し
て
関
わ
る
こ

と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

【
6
】
島
の
D
M
O
の

観
光
地
づ
く
り
の

取
り
組
み

　
先
に
感
想
を
述
べ
る
と
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
に

よ
る
ホ
テ
ル
G
S
H
の
事
業
目
標
と
島
の

D
M
O
で
あ
るD

estination B
ornholm

の
経
済
・
社
会
分
野
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
見
事
に

一
致
し
、同
じ
よ
う
に
語
ら
れ
た（
左
上
写
真
）。

　
ま
ず
、D

estin
ation

 B
orn
h
olm

の
業

務
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
り

組
み
方
針
も
基
本
的
に
はV

isit D
en
m
ark

と
ほ
ぼ
同
様
で
、
島
の
ビ
ジ
ョ
ンB

righ
t 

G
reen

 Islan
d

に
基
づ
き
行
政
が
主
導
す

る
環
境
に
関
す
るsu

stain
ability

を
サ

ポ
ー
ト
す
る
立
場
と
し
、
中
心
業
務
は
社
会
・

経
済
に
関
す
るsu

stain
ability

に
向
け
た

取
り
組
み
で
あ
る
。

　
環
境
のsu

stain
ab
ility

分
野
の
業
務
姿

勢
は
次
の
発
言
で
よ
く
わ
か
る
。「
サ
ス
テ
ィ

て
、
民
間
事
業
者
が
こ
の
取
り
組
み
に
参
画

し
や
す
く
す
る
支
援
型
の
取
り
組
み
で
あ

る
。
事
業
改
善
や
認
証
取
得
、
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
創
出
の
啓
発
を
行
う
な
ど
が
あ
る
。

2
つ
め
は
「
地
域
経
済
・
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
観
光
」
を
推
進
す

る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
行
う
事
業
型
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
は
宿
泊
施
設
の
国
際
エ
コ
ラ
ベ

ル
「
グ
リ
ー
ン
キ
ー
」
発
祥
の
地
で
あ
り
、

観
光
産
業
の
認
証
取
得
に
も
積
極
的
な
の

は
、
１
つ
め
の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
た
だ
、V

isit D
en
m
ark

の
予

算
の
大
部
分
は
後
者
に
属
す
る
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
割
か
れ
て
い
る
。

国
と
し
て
の
観
光
分
野
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略

　
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
人
口
5
8
3
万
人
（
首

都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
65
万
人
）、
面
積
は
北

海
道
の
半
分
程
の
国
で
あ
る
。
そ
こ
に
外
国

人
観
光
客
が
、
2
0
1
9
年
統
計
で
は
の
べ

2
8
9
0
万
泊
す
る
。
こ
れ
は
全
宿
泊
客
の

52
%
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
ド
イ
ツ
51
%
、

北
欧
諸
国
14
%
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

デ
ン
マ
ー
ク
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
相

当
数
が
、
環
境
意
識
の
高
い
国
か
ら
と
な
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

観
光
分
野
の
ブ
ラ
ン
ド
・
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

は
「T

H
E
 L
A
N
D
 O
F
 E
V
E
R
Y
D
A
Y
 

W
O
N
D
E
R

」
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
て
い
る
。

「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
た
め
に
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
を
あ
き
ら
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
と
は
、

私
た
ち
が
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
地
球
を
犠
牲

に
す
る
こ
と
な
く
、
毎
日
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
る
の
で
す
（V

isit D
enm
ark

）」

　
デ
ン
マ
ー
ク
の
人
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
を
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
暮
ら
す
姿

と
、
そ
の
日
常
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
を

前
面
に
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
超
一
級
の
観

光
資
源
に
乏
し
い
中
で
、
観
光
客
を
イ
ン
ボ

ル
ブ
し
な
が
ら
、
環
境
に
遊
び
心
を
持
ち
、

新
し
い
こ
と
を
し
よ
う
と
発
想
で
き
る
コ
ン

セ
プ
ト
で
も
あ
る
と
も
話
し
て
い
た
。「
サ

ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
訪
れ
る
理
由
で
は

な
い
。
し
か
し
、
再
び
訪
れ
る
理
由
と
し
て

重
要
で
あ
る
（V

isit D
en
m
ark

）」
と
い

う
の
も
示
唆
的
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、V

isit D
en
m
ark

が
担

う
国
と
し
て
の
観
光
戦
略
は
、
近
隣
の
ド
イ

ツ
・
北
欧
の
観
光
客
が
デ
ン
マ
ー
ク
の
ど
う

い
う
要
素
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
か
の
分
析

結
果
と
し
て
、
世
界
で
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
差
別
化
で
き
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

社
会
を
観
光
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
し
て
用
い
て

い
る
。
そ
し
て
産
業
界
も
含
め
て
、
そ
う
し

た
環
境
に
関
心
の
高
い
観
光
客
へ
の
懸
念
や

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
抵
抗
な
く
観
光
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
現
地

で
は
誇
示
さ
れ
る
形
で
は
な
く
、
日
常
の
こ

と
と
し
て
喜
び
を
持
っ
て
体
験
で
き
る
、
と

い
う
よ
う
な
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

【
3
】ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島

の
観
光

　
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
は
、
か
つ
て
は
漁
業
を
主

産
業
と
す
る
島
だ
っ
た
が
、
1
8
5
0
年
代
か

ら
観
光
地
と
し
て
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
は
観
光
産
業
が
島
の
第
二
位
の
産

業
と
な
っ
て
い
る（
観
光
業
は
5
8
7
億
円
の

売
上
、
フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
者
3
0
0
0
人
）。

人
口
約
4
万
人
の
島
に
観
光
客
が
年
間
66
万

人
以
上
訪
れ（
2
0
2
1
年
実
績
で
1
8
0
万

【
1
】
概
要

　
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
は
、
バ
ル
ト
海
に
浮
か

ぶ
淡
路
島
と
同
程
度
の
面
積
の
島
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
首
都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら

は
、
車
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
内
の
陸
路
と
フ
ェ

リ
ー
を
用
い
て
4
時
間
、
空
路
で
は
40
分
の

位
置
に
あ
る
。
人
口
4
万
人
が
住
み
、
年
間

66
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
る
、
自
国
や

ド
イ
ツ
の
人
た
ち
に
人
気
の
ア
ウ
ト
ド
ア
リ

ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
。
か
つ
て
は
夏
の
繁
忙
期

と
そ
れ
以
外
の
閑
散
期
の
差
が
大
き
く
、
観

光
産
業
の
通
年
営
業
が
困
難
な
状
況
で
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
日
、
多
様
な
取
り
組

み
に
よ
り
欧
州
で
最
も
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な

島
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。（
E
U
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
・
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ア
ワ
ー
ド

2
0
2
0 

第
1
位
）
ま
た
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
り
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

T
rin
e

氏
（
以
下
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
）
が
提
案
か

ら
事
業
運
営
ま
で
一
気
通
貫
で
牽
引
す
る

H
O
T
E
L
 G
reen

 S
olu
tion
 H
ou
se

（
以

下
、
ホ
テ
ル
G
S
H
）
で
あ
る
。

　
地
域
づ
く
り
の
手
段
と
し
て
観
光
を
考
え

て
実
践
と
理
論
化
に
取
り
組
み
、
最
近
で
は

宿
泊
施
設
が
そ
の
イ
ン
フ
ラ
に
な
り
得
る
と

考
え
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
本
事
例
は
と
て
も

興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で

は
、
氏
が
既
存
ホ
テ
ル
を
事
業
承
継
し
、
そ
の

空
間
と
経
営
を
い
か
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た

の
か
、
ま
た
、
島
全
体
の
発
展
、
地
域
づ
く
り

に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
行
政
や
D
M
O
、
地
域

事
業
者
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
の

か
を
読
み
解
き
た
い
。
2
0
2
2
年
9
月
末
に

日
本
交
通
公
社
の
欧
州
視
察
に
同
行
し
、

V
isit D

enm
ark

（
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
観
光

局
）、
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
の
D
M
O
で
あ
る

D
estin

ation
 B
orn
holm

、
お
よ
び
ホ
テ

ル
G
S
H
取
締
役
ト
リ
ー
ヌ
氏
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
と
現
地
視
察
を
も
と
に
報
告
す
る
。
　

【
2
】
デ
ン
マ
ー
ク
に

お
け
る
観
光
と

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

関
係

　
そ
の
国
の
事
例
や
事
業
を
見
る
に
あ
た

り
、
社
会
的
な
基
盤
と
な
っ
て
い
る
状
況
や

制
度
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
で
、
は
じ
め
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
に

お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
観
光
の
関

係
に
つ
い
て
、
視
察
か
ら
理
解
し
え
た
こ
と

を
お
伝
え
す
る
。

持
続
可
能
な
観
光
の
２
つ
の
柱

　
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
国
連
の
研
究
組
織
で
あ

る
持
続
可
能
な
開
発
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
S
D
S
N
）
が
2
0
1
6

年
か
ら
毎
年
公
表
し
て
い
る
世
界
のS

D
G
s

目
標
達
成
国
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
不
動
の
ト
ッ

プ
3
に
入
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
先
進
国
で
あ

る
。（
ち
な
み
に
後
述
す
る
ド
イ
ツ
は
４
〜

6
位
、
日
本
は
当
初
の
15
位
か
ら
2
0
2
2

年
は
19
位
と
順
位
を
落
と
し
て
い
る
。）
そ

う
し
た
国
で
の
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と

観
光
の
関
係
に
つ
い
て
は
、V

isit 

D
enm
ark

の
公
表
資
料
か
ら
2
つ
の
柱
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
1
つ
は
、「
環
境
に

や
さ
し
い
観
光
や
観
光
地
の
形
成
」
に
む
け

計
画
が
早
い
段
階
か
ら
必
要
に
な
る
。
一
般

に
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
に
は
限
界
が
あ
る

の
で
、
志
あ
る
投
資
家
や
フ
ァ
ン
ド
、
企
業

等
か
ら
の
出
資
型
の
資
金
調
達
が
必
須
と
な

ろ
う
。
行
政
と
の
連
携
や
制
度
活
用
に
よ
る

補
助
金
の
活
用
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ホ
テ
ル

G
S
H
の
取
り
組
み
は
、
こ
う
し
た
こ
と
の

た
め
に
も
、
不
動
産
事
業
を
地
域
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
現
や
課
題
解
決
と
つ
な
げ
、
出

資
者
に
訴
求
力
の
あ
る
事
業
理
念
や
コ
ン
セ

プ
ト
を
つ
く
り
、
建
設
フ
ェ
ー
ズ
や
経
営

フ
ェ
ー
ズ
で
も
社
会
か
ら
支
え
ら
れ
る
事
業

協
力
の
基
盤
を
戦
略
的
に
構
築
し
て
き
た
と

見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。本
事
例
に
お
い
て
、

不
動
産
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
詳
細
は
把
握
で
き

な
い
が
、
こ
う
し
た
関
係
を
生
み
出
し
て
い

謝
辞
、
参
考
文
献

　
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
今
回
の
デ
ン
マ
ー

ク
視
察
を
主
催
し
た
J
T
B
F
研
究
員
の
皆

様
が
報
告
し
て
い
る
資
料
で
あ
る
、
中
野
文

彦
氏
作
成
の
J
T
B
F
の
H
P
公
開
コ
ラ
ム
、

お
よ
び
観
光
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
2
2

資
料
、
山
本
奏
音
氏
作
成
の
議
事
録
を
参
照

し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

トリーヌ氏が保管する
当時の島の
ビジョン冊子
「Bright GreenIsland」

季節平準化の必要性を説明するトリーヌ氏（左）、DMOステファン氏（右）

ハイシーズン以外のビジネス、イベント開発の例。
工房一斉公開CRAFT WEEKS

る
と
考
え
ら
れ
る
ホ
テ
ル
の
事
業
要
素
と
、

こ
れ
を
支
え
る
事
業
基
盤
と
い
う
見
方
で
整

理
し
た
の
が
図
4
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

を
公
民
連
携
で
セ
ッ
ト
し
て
い
く
こ
と
が
、

不
動
産
再
生
と
連
動
し
て
観
光
地
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

都
市
計
画
・
ま
ち
づ
く
り
分
野
と
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
分
野
、
不
動
産
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
分
野
の

連
携
が
必
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

日
本
で
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
武
器
に
な
り
得
る
か
。

　
最
後
に
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
や
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
と
い
っ
た
こ
と
が
日
本
で
も
あ
ら

ゆ
る
事
業
活
動
で
必
須
の
取
り
組
み
と
な
る

中
で
、
こ
れ
ら
を
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス

に
し
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
に
お
い
て
は

技
術
的
に
は
可
能
だ
が
、
誰
に
対
し
て
差
別

化
で
き
る
か
、
事
業
基
盤
と
な
り
得
る
ほ
ど

国
な
ど
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
し
て
い
け
る
の
か
は
懐
疑
的
で
あ

る
。
日
本
で
は
、
歴
史
的
建
造
物
や
古
民
家

の
再
生
と
観
光
事
業
を
つ
な
げ
る
事
例
は
増

え
て
き
て
い
る
が
、
今
後
は
、
国
内
外
の
企
業

が
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
出
資
者
と
な

る
不
動
産
事
業
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
、
こ
れ
を

支
え
る
事
業
基
盤
構
築
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、

も
っ
と
生
み
出
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
た
。

※

2

※

2 

建
設
経
緯
や
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、

ホ
テ
ルG

S
H

公
式H

P

内
のT

H
E
 S
T
O
R
Y
 B
E
H
IN
D

h
ttp
s://b

o
rn
h
o
lm
h
o
tels.d

k/h
o
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/en
/th
e-sto

-
ry-behind/

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

建
設
フ
ェ
ー
ズ
の
協
力
企
業
が

経
営
フ
ェ
ー
ズ
で
も
M
I
C
E
誘
致
に
貢
献

　
ト
リ
ー
ヌ
氏
は
資
材
調
達
の
た
め
に
、
国

内
外
の
建
設
資
材
企
業
に
掛
け
合
い
、
資
材

の
無
償
や
安
価
な
提
供
を
依
頼
し
、
そ
の
代

わ
り
に
国
際
的
な
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
あ
な
た

た
ち
の
た
め
に
準
備
し
ま
す
、
と
交
渉
し
て

い
く
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
天
窓
メ
ー
カ
ー

V
E
L
U
X

、
欧
州
最
大
の
建
物
資
材
会
社

S
A
IN
T
-G
O
B
A
IN

、
オ
ラ
ン
ダ
の
タ
イ

ル
メ
ー
カ
ー
M
O
S
A
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
メ
ー

カ
ーD

E
S
S
O

が
建
設
の
協
力
者
に
な
り
、

そ
の
結
果
、
当
初
苦
労
し
て
い
た
フ
ァ
ン
ド

等
か
ら
の
資
金
調
達
も
可
能
に
し
て
い
く
。

2
0
1
3
年
に
は
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
は
、
義
父

の
ホ
テ
ル
事
業
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
が
ア

イ
デ
ィ
ア
に
賛
同
を
得
たC

arl

氏
か
ら
事

業
承
継
と
、
新
規
に
設
立
し
た
フ
ァ
ン
ド
を

通
し
て
資
金
提
供
を
受
け
て
会
議
場
の
増
築

欧州で最もサスティナブルな島のシンボルHotel GSHの挑戦3

第256号 February 202329



図 4 Hotel GSH事業が島の地域づくりに繋がるための事業要素と事業基盤の関係 も
う
ひ
と
つ
が
、
こ
の
ホ
テ
ル
の
建
築
と
運

営
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
重
要
で
、
世
界
中
か

ら
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
学
ぶ
た
め
に
多

く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
る
、
と
説
明
を
受
け

た
。

建
設
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

追
求
点

　
建
設
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
具

体
化
に
あ
た
っ
て
は
、
全
て
が
循
環
型
経
済
の

原

則（C
ircular E

conom
y principle

）

に
従
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
再
生
可
能
な
資
源

か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
た
め
、
建
築

資
材
メ
ー
カ
ー
の
協
力
で
天
窓
な
ど
に
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
年
間
1
万
k
W
を
発
電

す
る
な
ど
、
ホ
テ
ル
自
体
が
自
家
発
電
の

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
再
利
用

で
き
な
い
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
モ
ノ
づ
く
り
と

し
て
は
、
新
た
に
改
修
・
増
築
し
た
と
こ
ろ
の

大
部
分
はC

radle to C
radle

認
証
を
受
け

て
お
り
、「
デ
ン
マ
ー
ク
の
玩
具
L
E
G
O
の
よ

う
に
、
接
着
剤
を
使
わ
ず
組
み
立
て
る
こ
と
で

解
体
し
て
ま
た
再
利
用
が
で
き
る
。」と
の
こ

と
。
柱
や
梁
、
壁
は
木
製
で
、
床
の
カ
ー
ペ
ッ

ト
タ
イ
ル
も
98
%
が
カ
ー
ペ
ッ
ト
と
し
て
再
利

用
可
能
と
い
う
。
さ
ら
に
、
廃
棄
物
の
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
ガ
ラ
ス
を
再
利
用
し

た
美
し
い
緑
の
ガ
ラ
ス
外
壁
パ
ネ
ル
や
、
ガ
ラ

ス
工
房
か
ら
出
る
廃
材
ガ
ラ
ス
を
地
元
の
岩
グ

ラ
ナ
イ
ト（
花
崗
岩
）と
ま
ぜ
て
キ
ラ
キ
ラ
し

た
外
構
の
舗
装
材
と
し
て
使
う
な
ど
だ
。
こ
れ

ら
は
地
元
の
ガ
ラ
ス
工
芸
職
人
と
共
に
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
ホ
テ
ル
の

広
大
な
敷
地
の
緑
は
生
物
多
様
性
に
配
慮
し

て
造
園
さ
れ
、
草
地
管
理
に
は
機
械
で
は
な
く

羊
が
活
躍
す
る
。

　
2
0
2
2
年
に
は
新
た
に
木
造
の
客
室
棟

を
建
設
し
て
い
る
。
2
0
1
3
年
当
初
よ
り

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
設
計
事
務
所

3
X
N
は
、
こ
の
建
物
を
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
・

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ホ
テ
ル
と
紹
介
し
て
い
る
。

建
設
に
お
い
て
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
よ

り
も
吸
収
量
の
方
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
内
壁
の
開
口
部
と
し
て
切
り
取
っ
た
木

材
は
家
具
材
料
と
し
た
な
ど
、
細
か
い
工
夫

が
あ
る
。
視
察
で
は
こ
う
し
た
こ
と
が
、

g
re
e
n
 tra

n
sitio

n

、su
sta
in
a
b
le
 

so
lu
tio
n

の
例
と
し
て
目
に
見
え
る
形
で

紹
介
さ
れ
、
そ
の
徹
底
ぶ
り
を
学
び
、

H
O
T
E
L
 G
reen

 S
o
lu
tio
n
 H
o
u
se

の

名
前
の
意
味
を
納
得
す
る
の
で
あ
る
。

　
今
回
は
同
じ
ホ
テ
ル
G
S
H
グ
ル
ー
プ
の

別
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
が
、
グ
リ
ー
ン

キ
ー
認
証
を
受
け
た
ホ
テ
ル
と
し
て
当
然
な

の
か
、
朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
で
は
瓶
で
小
分
け

に
さ
れ
た
惣
菜
、
客
室
で
は
、
カ
ト
ラ
リ
ー

は
木
製
な
ど
、
紅
茶
パ
ッ
ク
の
包
装
は
紙
製

で
、
O
r
g
a
n
i
c
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

と
い
う
言
葉
や
認
証
マ
ー
ク
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
シ
ャ
ン
プ
ー
等
は
詰
め
替
え
式
な

ど
当
た
り
前
で
あ
り
、
環
境
意
識
の
高
い
人

な
ら
こ
れ
ら
に
気
づ
き
、
い
や
な
気
持
ち
に

な
ら
な
い
過
ご
し
方
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

泊
）、
そ
の
内
訳
は
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
が
50
%
、

ド
イ
ツ
か
ら
が
30
%
と
な
っ
て
い
る
。
デ
ン

マ
ー
ク
や
ド
イ
ツ
の
人
が
夏
を
中
心
に
数
日

間
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
、
海
水
浴
を
楽

し
む
ア
ウ
ト
ド
ア
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
。
地

元
D
M
O
がC

lassical B
orn
holm

と
呼

ぶ
、
廃
墟
の
古
城
、
円
形
教
会
、
か
わ
い
ら
し

い
漁
村
風
景
、
燻
製
の
た
め
の
煙
突
景
観
が

特
徴
的
な
ス
モ
ー
ク
ハ
ウ
ス
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
半
島
ら
し
い
多
様
な
自
然
風
景
と
い
っ
た

魅
力
資
源
に
加
え
て
、
こ
の
10
年
で
、
郷
土
食

や
ア
ウ
ト
ド
ア
に
着
目
し
た
観
光
資
源
の
開

発
・
磨
き
上
げ
の
成
果
で
あ
る
。
ま
た
、
ガ
ラ

ス
や
陶
芸
な
ど
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
気

候
の
良
い
時
期
に
滞
在
し
、そ
の
水
準
は
高
く
、

2
0
1
7
年
に
は W

orld
 C
raft C

oun
cil 

A
w
ard

を
受
賞
し
て
い
る
。 

 【
4
】
ホ
テ
ル
G
S
H

と
い
う
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な

建
築
と
運
営

各
所
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る

ホ
テ
ル
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

　
こ
こ
か
ら
は
、
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
に
あ
る
、
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
ホ
テ
ル
と
し
て
世
界
的
に
有

名
と
な
っ
た
ホ
テ
ル
G
S
H（G

reen
 

S
olution

 H
ouse

）を
紹
介
す
る
。
2
0
2
1

年
に
は
英
国
大
手
新
聞
社T

he G
uardian

に
て
、
欧
州
で
最
も
環
境
に
や
さ
し
い
ホ
テ
ル
10

選
に
選
ば
れ
た
り
、
持
続
可
能
な
建
設
と
運
営

が
評
価
さ
れ
て
E
U
の
環
境
賞
を
受
賞
し
た
り
、

環
境
に
配
慮
し
た
建
築
開
発
を
進
め
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る

A
ctive H

ouse A
lliance

か
ら
「O

verall 

B
est of 10

 years

」に
選
ば
れ
た
り
す
る
な

ど
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
前
述
の
グ
リ
ー

ン
キ
ー
認
証
の
取
得
は
当
然
と
し
て
、そ
の
評

価
さ
れ
て
い
る
ホ
テ
ル
の
建
築
と
運
営
に
つ
い

て
、
今
回
の
視
察
で
自
ら
案
内
し
て
く
れ
た
ト

リ
ー
ヌ
氏
が
話
し
て
く
れ
た
内
容
を
中
心
に
紹

介
し
よ
う
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
柱
： 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
セ
プ
ト
と

M
I
C
E
施
設
整
備

　
ま
ず
、案
内
さ
れ
た
の
は
、正
面
玄
関
ホ
ー

ル
の
先
に
扇
型
に
増
築
さ
れ
た
会
議
施
設
で

あ
る
。
ト
リ
ー
ヌ
氏
が
事
業
承
継
後

2
0
1
3
年
か
ら
始
め
た
建
設
と
運
営
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
主
要
な
2
つ
の
ア
イ
デ
ィ

ア
が
説
明
さ
れ
た
。
1
つ
は
、
ホ
テ
ル 

G
S
H
が
国
際
的
な
M
I
C
E
拠
点
と
な
る

こ
と
で
、
繁
忙

期
以
外
の
観
光

客
の
落
ち
込
み

を
カ
バ
ー
す
る

こ
と
で
あ
る
。

実
際
、
シ
ョ
ル

ダ
ー
シ
ー
ズ
ン

と
呼
ぶ
閑
散
期

に
島
の
雇
用
を

生
み
出
す
こ
と

に
貢
献
し
て
き

た
と
の
こ
と
。

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に

関
し
て
は
法
律

や
ル
ー
ル
が

あ
っ
て
そ
れ
に

従
う
必
要
が
あ

る
が
、
民
間
企

業
が
そ
こ
に
参

加
で
き
な
け
れ

ば
何
も
変
化
は

起
こ
ら
な
い
。

D
estin

a
tio
n
 

B
o
r
n
h
o
lm

は
、
教
育
、
企

業
マ
ッ
チ
ン

グ
、
フ
ァ
ン
ド

や
政
府
が
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す

る
企
業
を
募
集
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
通

し
て
、
民
間
企
業
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

に
関
わ
り
や
す
い
よ
う
な
工
夫
を
行
っ
て
い

る
」。
一
方
、
社
会
・
経
済
のsustainability

に
対
し
て
は
、「
観
光
の
通
年
化
・
季
節
平
準

化
」と「
島
の
雇
用
創
出
」を
掲
げ
、
地
域

D
M
O
と
し
て
、
よ
り
直
接
的
に
地
域
振
興

に
関
わ
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
島
民
は
夏
季
の
み
雇
わ
れ
て
い
た
が
、
こ

れ
を
通
年
雇
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
雇
い
主
を
説
得
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
を
つ
く
り
、
観
光
客
が
少

な
い
シ
ー
ズ
ン
に
も
門
戸
を
開
か
せ
よ
う
と

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
イ
ベ
ン
ト
も
単
な
る

集
客
イ
ベ
ン
ト
で
な
く
、
技
術
や
知
識
な
ど

を
収
益
化
す
る
マ
ネ
タ
イ
ズ
・
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
地
域
の
事
業
者
を
支
援
し
な
が
ら
造

成
し
、
中
小
事
業
者
に
金
が
お
ち
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
実
際
、
訪
れ
た

と
き
は
、B

orn
h
olm
 C
R
A
F
T
 W
E
E
K
S

と
い
う
島
内
に
あ
る
工
房
な
ど
の
一
斉
公
開

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
業
務

を
進
め
る
た
め
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
部
門
が

あ
る
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
が
行
う
社
会
・
経

済
のsu

stain
ab
ility

に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
興
味
深
い
の
が
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。「
観
光
客
が
ボ
ー
ン
ホ

ル
ム
を
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
に
す
る
」
と
い
う

ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
り
、
あ
な
た
た
ち
は
そ

の
一
員
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
ガ
イ
ド
教
育
等
を
通
し

て
、
少
し
前
か
ら
こ
の
プ
ラ
ン
に
取
り
組
み

始
め
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や

2
0
2
5
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
、
2
0
3
5
年
ま
で
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
目
標
を
掲
げ
た
取
り
組
み
だ
け
で
な

く
、
観
光
が
主
産
業
の
島
と
し
て
、
D
M
O

が
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
と
い
わ
れ
る
活

動
の
環
境
的
、
社
会
的
、
経
済
的
な
3
側
面

を
業
務
と
し
て
も
現
場
に
し
っ
か
り
落
と
し

込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
、
E
U
で
最
も
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
島
（
E
U
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・

ア
イ
ラ
ン
ド
・
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
0
第
1
位
）

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ

た
。

【
7
】
ホ
テ
ル
の

リ
ソ
ー
ス
を
活
か
し

島
の
課
題
解
決
に

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
挑
戦

　
最
後
に
、
ホ
テ
ル
G
H
S
の
ト
リ
ー
ヌ
氏

の
今
後
の
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
を
紹
介
し
た

い
。「
私
の
メ
イ
ン
の
仕
事
は
ホ
テ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
だ
が
、
こ
の
ホ
テ
ルG

S
H

で
成
功

す
る
た
め
に
も
、
周
り
の
環
境
か
ら
疑
問
や

問
題
を
見
つ
け
て
、
そ
の
答
え
を
（
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
）
出
す
と
い
う
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
る
」
と
話
す
ト
リ
ー
ヌ
氏
の
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、h

o
u
ses fo

r flesh
 

eld
er p
eo
p
le

（
元
気
な
高
齢
者
用
住
宅

と
で
も
訳
せ
る
か
）
で
あ
る
。
島
の
戦
略
と

し
て
若
い
人
の
移
住
促
進
が
あ
る
が
、
住
む

場
所
が
な
い
現
状
が
あ
る
。
そ
こ
で
ト
リ
ー

ヌ
氏
は
、
高
齢
者
に
は
ホ
テ
ル
が
用
意
す
る

S
en
io
r H
o
u
se

に
転
居
し
て
も
ら
い
、

高
齢
者
の
持
っ
て
い
た
家
に
移
住
者
が
住
む

こ
と
を
事
業
と
し
て
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
ホ
テ
ル
は
、
高
齢
の
入
居
者
に
掃
除
・

洗
濯
や
料
理
の
サ
ー
ビ
ス
を
有
償
提
供
し
、

こ
れ
で
新
た
な
通
年
雇
用
も
生
み
出
す
、
と

い
う
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
な
ん
て
挑

戦
的
な
の
だ
ろ
う
。
宿
泊
施
設
が
イ
ン
フ
ラ

と
な
る
観
光
地
づ
く
り
を
模
索
し
て
い
る
私

に
と
っ
て
、
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
な
い
。

【
8
】
本
事
例
か
ら

学
べ
る
こ
と

不
動
産
再
生
と
観
光
地
づ
く
り
と
を

つ
な
ぐ
事
業
要
点
と
事
業
基
盤

　
宿
泊
施
設
と
い
う
不
動
産
は
一
般
に
規
模

が
大
き
い
の
で
、
そ
の
再
生
に
は
、
資
金
調

達
と
投
資
回
収
の
た
め
し
っ
か
り
し
た
事
業

【
5
】
ホ
テ
ル
G
S
H
の

誕
生
物
語

　
こ
こ
か
ら
は
ホ
テ
ル
G
S
H
誕
生
の
舞
台

裏
を
読
み
解
い
て
み
た
い
。

島
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
戦
略
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
ホ
テ
ル
事
業

　
特
筆
す
べ
き
は
、
ホ
テ
ル
G
S
H
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、
島
の
持
続
可
能
な
社

会
に
む
け
た
ビ
ジ
ョ
ンB

righ
t G
reen

 

Islan
d

戦
略
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
、
進
め

ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。2
0
0
7
年
に
、

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
た
め
の
48
人
48
時
間

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ト

リ
ー
ヌ
氏
は
そ
の
う
ち
の
一
人
で
、
ホ
テ
ル

G
S
H
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
打
ち
出
し
た
。
氏

の
最
大
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
島
の
持
続

可
能
な
社
会
の
た
め
に
島
の
雇
用
を
生
み
出

す
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
ホ
テ
ル
事
業

な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
は

B
righ
t G
reen

 Islan
d

戦
略
の
20
の
提

案
の
1
つ
と
な
っ
た
。
ホ
テ
ル
G
S
H
が
島

の
ビ
ジ
ョ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
こ
の
事
業
の
出
発
点
で
あ
る
行
政
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と

も
大
き
い
だ
ろ
う
。

に
着
手
し
、
2
0
1
5
年
に
新
し
い
ホ
テ
ル

G
S
H
と
し
て
開
業
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
企

業
の
多
く
が
現
在
も
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
っ
て
い
る
。「
彼
ら
は
世
界
中
か
ら
人
々

を
こ
の
建
物
に
招
待
し
て
く
れ
る
が
、
そ
れ

も
計
画
の
う
ち
で
あ
る
。」
と
は
ト
リ
ー
ヌ

氏
。
こ
の
あ
た
り
、
彼
女
の
前
職
の
金
融
事

業
の
経
験
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

ト
リ
ー
ヌ
氏
の

一
気
通
貫
の
関
わ
り
の
重
要
性

　
こ
の
よ
う
に
、
ホ
テ
ル
事
業
の
企
画
や
建

設
プ
ロ
セ
ス
で
関
係
を
つ
く
っ
た
大
手
企
業

や
地
元
職
人
な
ど
と
運
営
段
階
で
も
つ
な
が

り
続
け
る
こ
と
で
、
M
I
C
E
主
催
者
と
な

る
組
織
の
誘
客
や
、
会
議
に
付
随
す
る
エ
ク

ス
カ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
レ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
の
企
画
に
も
つ
な
が
っ
て
い
そ
う

だ
。

　
事
業
企
画
の
提
案
か
ら
、
建
設
か
ら
運
営

ま
で
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
が
一
気
通
貫
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
き
た
こ
と
が
、
ト

リ
ー
ヌ
氏
の
通
底
に
あ
る
島
の
こ
と
を
思
う

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
と
、
M
I
C
E
施

設
整
備
を
最
大
限
活
か
す
経
営
の
準
備
が
で

き
、
引
き
続
き
発
展
を
し
て
き
て
い
る
と
言

え
よ
う
。日
本
に
限
ら
ず
デ
ン
マ
ー
ク
で
も
、

各
事
業
フ
ェ
ー
ズ
で
人
が
変
わ
る
こ
と
が
普

通
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
運
営
に
関
わ
る
人
が

企
画
・
建
設
段
階
か
ら
一
貫
し
て
関
わ
る
こ

と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

【
6
】
島
の
D
M
O
の

観
光
地
づ
く
り
の

取
り
組
み

　
先
に
感
想
を
述
べ
る
と
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
に

よ
る
ホ
テ
ル
G
S
H
の
事
業
目
標
と
島
の

D
M
O
で
あ
るD

estination B
ornholm

の
経
済
・
社
会
分
野
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
見
事
に

一
致
し
、同
じ
よ
う
に
語
ら
れ
た（
左
上
写
真
）。

　
ま
ず
、D

estin
ation

 B
orn
h
olm

の
業

務
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
り

組
み
方
針
も
基
本
的
に
はV

isit D
en
m
ark

と
ほ
ぼ
同
様
で
、
島
の
ビ
ジ
ョ
ンB

righ
t 

G
reen

 Islan
d

に
基
づ
き
行
政
が
主
導
す

る
環
境
に
関
す
るsu

stain
ability

を
サ

ポ
ー
ト
す
る
立
場
と
し
、
中
心
業
務
は
社
会
・

経
済
に
関
す
るsu

stain
ability

に
向
け
た

取
り
組
み
で
あ
る
。

　
環
境
のsu

stain
ab
ility

分
野
の
業
務
姿

勢
は
次
の
発
言
で
よ
く
わ
か
る
。「
サ
ス
テ
ィ

て
、
民
間
事
業
者
が
こ
の
取
り
組
み
に
参
画

し
や
す
く
す
る
支
援
型
の
取
り
組
み
で
あ

る
。
事
業
改
善
や
認
証
取
得
、
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
創
出
の
啓
発
を
行
う
な
ど
が
あ
る
。

2
つ
め
は
「
地
域
経
済
・
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
観
光
」
を
推
進
す

る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
行
う
事
業
型
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
は
宿
泊
施
設
の
国
際
エ
コ
ラ
ベ

ル
「
グ
リ
ー
ン
キ
ー
」
発
祥
の
地
で
あ
り
、

観
光
産
業
の
認
証
取
得
に
も
積
極
的
な
の

は
、
１
つ
め
の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
た
だ
、V

isit D
en
m
ark

の
予

算
の
大
部
分
は
後
者
に
属
す
る
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
割
か
れ
て
い
る
。

国
と
し
て
の
観
光
分
野
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略

　
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
人
口
5
8
3
万
人
（
首

都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
65
万
人
）、
面
積
は
北

海
道
の
半
分
程
の
国
で
あ
る
。
そ
こ
に
外
国

人
観
光
客
が
、
2
0
1
9
年
統
計
で
は
の
べ

2
8
9
0
万
泊
す
る
。
こ
れ
は
全
宿
泊
客
の

52
%
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
ド
イ
ツ
51
%
、

北
欧
諸
国
14
%
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

デ
ン
マ
ー
ク
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
相

当
数
が
、
環
境
意
識
の
高
い
国
か
ら
と
な
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

観
光
分
野
の
ブ
ラ
ン
ド
・
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

は
「T

H
E
 L
A
N
D
 O
F
 E
V
E
R
Y
D
A
Y
 

W
O
N
D
E
R

」
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
て
い
る
。

「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
た
め
に
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
を
あ
き
ら
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
と
は
、

私
た
ち
が
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
地
球
を
犠
牲

に
す
る
こ
と
な
く
、
毎
日
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
る
の
で
す
（V

isit D
enm
ark

）」

　
デ
ン
マ
ー
ク
の
人
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
を
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
暮
ら
す
姿

と
、
そ
の
日
常
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
を

前
面
に
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
超
一
級
の
観

光
資
源
に
乏
し
い
中
で
、
観
光
客
を
イ
ン
ボ

ル
ブ
し
な
が
ら
、
環
境
に
遊
び
心
を
持
ち
、

新
し
い
こ
と
を
し
よ
う
と
発
想
で
き
る
コ
ン

セ
プ
ト
で
も
あ
る
と
も
話
し
て
い
た
。「
サ

ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
訪
れ
る
理
由
で
は

な
い
。
し
か
し
、
再
び
訪
れ
る
理
由
と
し
て

重
要
で
あ
る
（V

isit D
en
m
ark

）」
と
い

う
の
も
示
唆
的
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、V

isit D
en
m
ark

が
担

う
国
と
し
て
の
観
光
戦
略
は
、
近
隣
の
ド
イ

ツ
・
北
欧
の
観
光
客
が
デ
ン
マ
ー
ク
の
ど
う

い
う
要
素
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
か
の
分
析

結
果
と
し
て
、
世
界
で
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
差
別
化
で
き
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

社
会
を
観
光
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
し
て
用
い
て

い
る
。
そ
し
て
産
業
界
も
含
め
て
、
そ
う
し

た
環
境
に
関
心
の
高
い
観
光
客
へ
の
懸
念
や

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
抵
抗
な
く
観
光
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
現
地

で
は
誇
示
さ
れ
る
形
で
は
な
く
、
日
常
の
こ

と
と
し
て
喜
び
を
持
っ
て
体
験
で
き
る
、
と

い
う
よ
う
な
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

【
3
】ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島

の
観
光

　
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
は
、
か
つ
て
は
漁
業
を
主

産
業
と
す
る
島
だ
っ
た
が
、
1
8
5
0
年
代
か

ら
観
光
地
と
し
て
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
は
観
光
産
業
が
島
の
第
二
位
の
産

業
と
な
っ
て
い
る（
観
光
業
は
5
8
7
億
円
の

売
上
、
フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
者
3
0
0
0
人
）。

人
口
約
4
万
人
の
島
に
観
光
客
が
年
間
66
万

人
以
上
訪
れ（
2
0
2
1
年
実
績
で
1
8
0
万

【
1
】
概
要

　
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
は
、
バ
ル
ト
海
に
浮
か

ぶ
淡
路
島
と
同
程
度
の
面
積
の
島
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
首
都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら

は
、
車
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
内
の
陸
路
と
フ
ェ

リ
ー
を
用
い
て
4
時
間
、
空
路
で
は
40
分
の

位
置
に
あ
る
。
人
口
4
万
人
が
住
み
、
年
間

66
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
る
、
自
国
や

ド
イ
ツ
の
人
た
ち
に
人
気
の
ア
ウ
ト
ド
ア
リ

ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
。
か
つ
て
は
夏
の
繁
忙
期

と
そ
れ
以
外
の
閑
散
期
の
差
が
大
き
く
、
観

光
産
業
の
通
年
営
業
が
困
難
な
状
況
で
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
日
、
多
様
な
取
り
組

み
に
よ
り
欧
州
で
最
も
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な

島
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。（
E
U
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
・
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ア
ワ
ー
ド

2
0
2
0 

第
1
位
）
ま
た
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
り
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

T
rin
e

氏
（
以
下
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
）
が
提
案
か

ら
事
業
運
営
ま
で
一
気
通
貫
で
牽
引
す
る

H
O
T
E
L
 G
reen

 S
olu
tion
 H
ou
se

（
以

下
、
ホ
テ
ル
G
S
H
）
で
あ
る
。

　
地
域
づ
く
り
の
手
段
と
し
て
観
光
を
考
え

て
実
践
と
理
論
化
に
取
り
組
み
、
最
近
で
は

宿
泊
施
設
が
そ
の
イ
ン
フ
ラ
に
な
り
得
る
と

考
え
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
本
事
例
は
と
て
も

興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で

は
、
氏
が
既
存
ホ
テ
ル
を
事
業
承
継
し
、
そ
の

空
間
と
経
営
を
い
か
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た

の
か
、
ま
た
、
島
全
体
の
発
展
、
地
域
づ
く
り

に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
行
政
や
D
M
O
、
地
域

事
業
者
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
の

か
を
読
み
解
き
た
い
。
2
0
2
2
年
9
月
末
に

日
本
交
通
公
社
の
欧
州
視
察
に
同
行
し
、

V
isit D

enm
ark

（
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
観
光

局
）、
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
の
D
M
O
で
あ
る

D
estin

ation
 B
orn
holm

、
お
よ
び
ホ
テ

ル
G
S
H
取
締
役
ト
リ
ー
ヌ
氏
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
と
現
地
視
察
を
も
と
に
報
告
す
る
。
　

【
2
】
デ
ン
マ
ー
ク
に

お
け
る
観
光
と

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

関
係

　
そ
の
国
の
事
例
や
事
業
を
見
る
に
あ
た

り
、
社
会
的
な
基
盤
と
な
っ
て
い
る
状
況
や

制
度
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
で
、
は
じ
め
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
に

お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
観
光
の
関

係
に
つ
い
て
、
視
察
か
ら
理
解
し
え
た
こ
と

を
お
伝
え
す
る
。

持
続
可
能
な
観
光
の
２
つ
の
柱

　
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
国
連
の
研
究
組
織
で
あ

る
持
続
可
能
な
開
発
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
S
D
S
N
）
が
2
0
1
6

年
か
ら
毎
年
公
表
し
て
い
る
世
界
のS

D
G
s

目
標
達
成
国
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
不
動
の
ト
ッ

プ
3
に
入
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
先
進
国
で
あ

る
。（
ち
な
み
に
後
述
す
る
ド
イ
ツ
は
４
〜

6
位
、
日
本
は
当
初
の
15
位
か
ら
2
0
2
2

年
は
19
位
と
順
位
を
落
と
し
て
い
る
。）
そ

う
し
た
国
で
の
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と

観
光
の
関
係
に
つ
い
て
は
、V

isit 

D
enm
ark

の
公
表
資
料
か
ら
2
つ
の
柱
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
1
つ
は
、「
環
境
に

や
さ
し
い
観
光
や
観
光
地
の
形
成
」
に
む
け

計
画
が
早
い
段
階
か
ら
必
要
に
な
る
。
一
般

に
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
に
は
限
界
が
あ
る

の
で
、
志
あ
る
投
資
家
や
フ
ァ
ン
ド
、
企
業

等
か
ら
の
出
資
型
の
資
金
調
達
が
必
須
と
な

ろ
う
。
行
政
と
の
連
携
や
制
度
活
用
に
よ
る

補
助
金
の
活
用
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ホ
テ
ル

G
S
H
の
取
り
組
み
は
、
こ
う
し
た
こ
と
の

た
め
に
も
、
不
動
産
事
業
を
地
域
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
現
や
課
題
解
決
と
つ
な
げ
、
出

資
者
に
訴
求
力
の
あ
る
事
業
理
念
や
コ
ン
セ

プ
ト
を
つ
く
り
、
建
設
フ
ェ
ー
ズ
や
経
営

フ
ェ
ー
ズ
で
も
社
会
か
ら
支
え
ら
れ
る
事
業

協
力
の
基
盤
を
戦
略
的
に
構
築
し
て
き
た
と

見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。本
事
例
に
お
い
て
、

不
動
産
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
詳
細
は
把
握
で
き

な
い
が
、
こ
う
し
た
関
係
を
生
み
出
し
て
い

謝
辞
、
参
考
文
献

　
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
今
回
の
デ
ン
マ
ー

ク
視
察
を
主
催
し
た
J
T
B
F
研
究
員
の
皆

様
が
報
告
し
て
い
る
資
料
で
あ
る
、
中
野
文

彦
氏
作
成
の
J
T
B
F
の
H
P
公
開
コ
ラ
ム
、

お
よ
び
観
光
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
2
2

資
料
、
山
本
奏
音
氏
作
成
の
議
事
録
を
参
照

し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

HOTEL GSH (Green Solution House) のリノベーション事業の要素
●島の雇用創出など経営者の公益的モチベーションの存在
●経営者が、企画提案から、建設、経営まで一気通貫で関わったこと
●ホテルの不動産とサービスというリソースを地域課題解決へむける姿勢
●高い次元でのサスティナブルなホテル建設と経営、ホテル自体が訪れる理由（アトラクション化）
●MICE施設整備で通年のビジネス旅行を誘致。プレ・アフターMICEとして島の他事業へ送客可能
●利益の会社への留保による再投資可能な経営の仕組み　
●ホテル名Green Solution houseという名実とものシンボル的訴求力

国、欧州
●デンマークの国家的ブランド戦略としてのサスティナビリティとトップランナーの実績
●欧州を中心とする様々な環境認証の設定、取得。表彰による価値付け
●活動助成

島の行政、
DMO（Destination Bornholm）
●島の持続可能な社会に向けたビジョン
Bright Green Islandで、
ホテルGSH事業を公定化
（価値付け、信用担保…）
●島のDMOによる閑散期のビジネス機会
創出や通年雇用創出の戦略

企業や地域産業との
事業連携、
戦略的パートナー関係
●建設フェーズでの公民連携、
国内外企業や地元産業との
ビジネス関係の構築と、
経営フェーズで活きる仕組み構築

●Visit Denmark 視察時受理資料
“Sustainability & Danish Tourism” 
●Destination Bornholm 視察時受理資料
“Sustainable Tourism on Bornholm”
●Destination Bornholm 公表資料
“Bright Green Island vision2018”
●Visit Denmark
https://www.visitdenmark.com/
●Destination Bornholm
https://bornholm.info/
●Hotel GSH（Green Solution House）
https://bornholmhotels.dk/hotel-gsh/en/
●Hotel GSH宿泊棟を設計した事務所　3XN
https://3xn.com/news/denmarks-first-climate
-positive-hotel-coming-island-bornholm/

る
と
考
え
ら
れ
る
ホ
テ
ル
の
事
業
要
素
と
、

こ
れ
を
支
え
る
事
業
基
盤
と
い
う
見
方
で
整

理
し
た
の
が
図
4
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

を
公
民
連
携
で
セ
ッ
ト
し
て
い
く
こ
と
が
、

不
動
産
再
生
と
連
動
し
て
観
光
地
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

都
市
計
画
・
ま
ち
づ
く
り
分
野
と
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
分
野
、
不
動
産
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
分
野
の

連
携
が
必
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

日
本
で
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
武
器
に
な
り
得
る
か
。

　
最
後
に
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
や
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
と
い
っ
た
こ
と
が
日
本
で
も
あ
ら

ゆ
る
事
業
活
動
で
必
須
の
取
り
組
み
と
な
る

中
で
、
こ
れ
ら
を
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス

に
し
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
に
お
い
て
は

技
術
的
に
は
可
能
だ
が
、
誰
に
対
し
て
差
別

化
で
き
る
か
、
事
業
基
盤
と
な
り
得
る
ほ
ど

国
な
ど
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
し
て
い
け
る
の
か
は
懐
疑
的
で
あ

る
。
日
本
で
は
、
歴
史
的
建
造
物
や
古
民
家

の
再
生
と
観
光
事
業
を
つ
な
げ
る
事
例
は
増

え
て
き
て
い
る
が
、
今
後
は
、
国
内
外
の
企
業

が
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
出
資
者
と
な

る
不
動
産
事
業
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
、
こ
れ
を

支
え
る
事
業
基
盤
構
築
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、

も
っ
と
生
み
出
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
た
。

建
設
フ
ェ
ー
ズ
の
協
力
企
業
が

経
営
フ
ェ
ー
ズ
で
も
M
I
C
E
誘
致
に
貢
献

　
ト
リ
ー
ヌ
氏
は
資
材
調
達
の
た
め
に
、
国

内
外
の
建
設
資
材
企
業
に
掛
け
合
い
、
資
材

の
無
償
や
安
価
な
提
供
を
依
頼
し
、
そ
の
代

わ
り
に
国
際
的
な
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
あ
な
た

た
ち
の
た
め
に
準
備
し
ま
す
、
と
交
渉
し
て

い
く
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
天
窓
メ
ー
カ
ー

V
E
L
U
X

、
欧
州
最
大
の
建
物
資
材
会
社

S
A
IN
T
-G
O
B
A
IN

、
オ
ラ
ン
ダ
の
タ
イ

ル
メ
ー
カ
ー
M
O
S
A
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
メ
ー

カ
ーD

E
S
S
O

が
建
設
の
協
力
者
に
な
り
、

そ
の
結
果
、
当
初
苦
労
し
て
い
た
フ
ァ
ン
ド

等
か
ら
の
資
金
調
達
も
可
能
に
し
て
い
く
。

2
0
1
3
年
に
は
、
ト
リ
ー
ヌ
氏
は
、
義
父

の
ホ
テ
ル
事
業
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
が
ア

イ
デ
ィ
ア
に
賛
同
を
得
たC

arl

氏
か
ら
事

業
承
継
と
、
新
規
に
設
立
し
た
フ
ァ
ン
ド
を

通
し
て
資
金
提
供
を
受
け
て
会
議
場
の
増
築

島の視察の
シンボル

島の課題を
ビジネスで解決

事業の公定 ビジネス客紹介先進的取組の
ショーケース

事業基盤

欧州で最もサスティナブルな島のシンボルHotel GSHの挑戦3

川
原 

晋
教
授（
か
わ
は
ら・す
す
む
）

●
東
京
都
立
大
学
都
市
環
境
学
部
観
光
科
学
科（
観
光

ま
ち
づ
く
り
、観
光
地
経
営
、都
市・地
域
デ
ザ
イ
ン
）
　

建
築・都
市
計
画
や
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
研
究
を

ベ
ー
ス
に
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の
実
務
経
験
も
生
か

し
な
が
ら
、ま
ち
づ
く
り
を
通
し
て
市
民
の
方
々
が
実
現

し
た
い
取
組
を
、最
終
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
継
続
す
る

形
を
目
指
し
、山
口
県
長
門
湯
本
温
泉
を
は
じ
め
、各
地

の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
。

30



4

「
不
動
産
再
生
に
よ
る

観
光
地
づ
く
り
」を
ど
う
見
る
か

ま
ち
づ
く
り
と

サ
ー
ビ
スマ
ー
ケ
ティン
グ
の

視
点
か
ら

が
地
域
の
中
に
ど
の
よ
う
に
あ
る
の
か
を
把

握
す
る
、と
言
い
換
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

観
光
資
源
と
し
て
物
的
な
資
源
や
文
化
財
の

洗
い
出
し
も
行
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
活
用
す

る
な
ら
、
物
的
資
源
は
所
有
者
や
そ
れ
を
大

切
に
し
て
い
る
人
と
い
っ
た
、「
人
」
に
紐

付
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
ね
。

ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
る
こ
と
が
地
域
と

地
域
が
求
め
る
人
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

川
原

　ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
を
観
光
に

当
て
は
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
や
は
り
地
域

と
い
う
場
所
に
結
び
付
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
と
考
え
ま
す
。す
な
わ
ち
、地
域
に
根
ざ
し
、

地
域
に
責
任
を
持
つ
よ
う
な
こ
と
で
す
。
ト

リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
で
い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
空
間
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
と
き
に
外
の

事
業
者
、
外
部
人
材
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
彼

ら
が
地
域
の
中
の
人
に
な
っ
て
い
く
と
か
、
地

域
の
中
の
人
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
な

こ
と
が
理
想
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
合
意
形

成
を
す
る
に
も
地
域
の
人
、
事
業
者
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
彼
ら
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、

そ
れ
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
ね
。

内
田

　2
0
2
0
年
に
釧
路
市
の
長
期
滞
在

事
業
を
事
例
に
、
ど
の
よ
う
な
人
が
地
域
の

中
に
入
っ
て
き
て
住
民
型
と
我
々
が
呼
ぶ
関

わ
り
方
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
研

究
を
発
表
し
ま
し
た
。
単
な
る
労
働
者
と
し

て
地
域
に
入
っ
て
く
る
わ
け
で
は
な
く
、
自

分
の
持
っ
て
い
る
ス
キ
ル
や
才
能
、
趣
味
が

満
足
で
き
る
な
ど
の
き
っ
か
け
が
重
要
と
な

る
と
い
う
研
究
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
地
域
側
と
し
て
は
、
長
期
滞
在
者
が

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
創
出
に
関
わ
れ
る
よ
う

な
機
会
を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が

移
住
促
進
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

川
原

　面
白
い
で
す
ね
！
似
た
よ
う
な
発
想

が
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造
成
す
る
場
面
で
も

着
目
で
き
ま
す
。
今
年
、
研
究
室
の
学
生
が

地
域
産
業
と
連
携
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を

造
成
す
る
た
め
の
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に

着
目
し
た
研
究
を
し
ま
し
た
。
ど
の
人
に
ど

の
ス
キ
ル
を
持
つ
こ
と
を
期
待
し
て
、
ど
の

よ
う
な
人
材
が
地
域
内
外
か
ら
集
結
し
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
ほ
ど
の
ト
リ

プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
の
解
像
度
を
上
げ
た
も

の
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
を
造
成
す
る
と
い
う
経
験
で
ど
う
い

う
ス
キ
ル
が
地
域
に
育
成
さ
れ
た
り
、
外
部

人
材
の
ス
キ
ル
が
受
け
継
が
れ
る
の
か
が
わ

か
れ
ば
、
今
後
地
域
に
ど
う
い
う
人
的
ス
キ

ル
が
足
り
な
く
て
、
ど
う
獲
得
す
る
か
と

い
っ
た
戦
略
が
、
こ
う
い
う
分
析
か
ら
立
て

ら
れ
る
と
い
い
の
で
は
と
考
え
た
の
で
す
。

内
田

　地
域
の
人
が
欲
し
い
人
材
と
、
そ
こ

に
移
住
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
材
が
持
っ

て
い
る
ス
キ
ル
像
は
ず
れ
て
い
た
り
す
る
の

で
す
よ
ね
。
で
も
、
そ
れ
を
最
大
限
合
っ
て

い
る
方
向
に
導
く
の
が
地
域
と
し
て
の
ビ

ジ
ョ
ン
や
観
光
地
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
そ
れ
が
き
ち
ん
と
打
ち
出
さ
れ
て
い
る

地
域
で
は
、
お
互
い
に
求
め
る
ス
キ
ル
と
、

こ
ち
ら
が
持
っ
て
い
る
ス
キ
ル
の
マ
ッ
チ
ン

グ
は
う
ま
く
い
き
ま
す
。

不
動
産
を
活
か
す

ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す

理
論

内
田

　都
市
計
画
や
地
域
振
興
の
分
野
で
は

民
間
主
導
、
あ
る
い
は
官
主
導
と
い
う
区
分

だ
け
で
な
く
、
官
民
連
携
と
い
う
考
え
方
も

あ
り
ま
す
。

　た
く
さ
ん
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
い
る
観
光
地

は
複
雑
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
異
な
る

セ
ク
タ
ー
を
調
整
す
る
中
で
互
い
が
我
が
事

の
よ
う
に
思
え
る
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
よ
ね
。

川
原

　沢
山
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
関
係
主
体
が

い
る
の
が
観
光
地
づ
く
り
の
難
し
さ
で
す
ね
。

例
え
ば
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
も
、
企

業
や
商
品
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
だ
と
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
で
き
た
と
し
て
も
多
様
な
水
平
関

係
の
主
体
が
い
る
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
は
そ
れ
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

企
業
で
や
っ
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
地

域
に
置
き
換
え
て
い
く
か
と
い
う
発
想
は
常

に
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
適
用
で
き

な
い
こ
と
が
多
い
で
す
よ
ね
。
最
終
的
に
は

地
域
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
に
し
て
も
、

多
様
な
主
体
が
い
る
地
域
の
中
で
、
そ
の
地

域
の
主
体
に
応
援
さ
れ
た
り
、
波
及
効
果
を

生
む
工
夫
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

古
民
家
は
単
な
る
建
物
で
な
く
、
地
域
や
そ

の
所
有
者
一
族
の
思
い
も
詰
ま
っ
た
地
域
の

資
産
で
あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
そ
う
し

た
古
民
家
を
活
用
し
た
宿
泊
施
設
な
ど
の
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
そ
う

し
た
こ
と
に
も
配
慮
し
な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
な
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
田

　14
年
ほ
ど
前
に
、
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ

ク
ス
と
い
う
産
学
官
連
携
に
関
す
る
理
論
書

を
翻
訳
し
ま
し
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
自
分
が
対
象
と

す
る
空
間
や
地
域
の
中
に
、
産
業
界
、
官
界
、

学
界
の
協
働
・
相
互
作
用
を
誘
発
す
る
た
め

の
場
と
し
て
、
3
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
が
必
要
だ

と
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
で
は
考
え
ま

す
。
ま
ず
知
識
を
つ
く
る
層
の
プ
ー
ル
が
な

け
れ
ば
何
も
は
じ
ま
ら
な
い
の
で
、
最
初
の

段
階
で
は
人
材
の
育
成
・
誘
致
に
集
中
す
る

知
識
空
間
（
セ
ク
シ
ョ
ン
）
を
想
定
し
、
次

に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
合
意
）
形
成
を
は
か
る

空
間
を
用
意
す
る
フ
ェ
ー
ズ
に
移
り
ま
す
。

こ
れ
は
地
域
の
中
で
1
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

集
中
す
る
た
め
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
す

る
ね
ら
い
が
あ
り
、
例
え
ば
委
員
会
を
設
立

し
て
、
答
申
案
を
作
り
市
長
に
提
案
書
を
出

し
た
り
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
そ
し
て
最
終

的
に
は
そ
れ
を
何
ら
か
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
実
現
さ
せ
て
い
く
空
間
、
す
な
わ
ち
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
空
間
が
必
要
で
、
こ
の
段
階
に

な
る
と
戦
略
的
に
産
業
を
誘
致
す
る
と
い
っ

た
動
き
に
も
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。

　た
だ
、こ
れ
を
機
械
的
に
あ
て
は
め
て
も
、

地
域
に
よ
っ
て
事
情
は
全
く
異
な
る
の
で
簡

単
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
地
方
政
府
と
し
て
の

自
治
体
が
強
い
地
域
、産
業
界
が
強
い
地
域
、

企
業
城
下
町
の
よ
う
に
一
企
業
が
突
出
し
て

強
い
地
域
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
地
域
が
あ
り
、

反
対
に
大
学
等
高
等
教
育
機
関
が
存
在
し
な

か
っ
た
り
、
観
光
業
以
外
に
め
ぼ
し
い
産
業

が
全
く
な
い
地
域
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
場
合
に
よ
っ
て
は
、
あ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー

が
別
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
役
割
を
補
完
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
不
動
産
再
生
に
も
、
町
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
場
合
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
る
外
部
企
業
を
誘
致
す
る
場

合
、
あ
る
い
は
地
元
の
中
に
そ
の
よ
う
な
企

業
が
あ
る
場
合
と
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
の
提
唱

者
は
、
政
府
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
主
導
し

た
地
域
、
大
学
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
主
導

し
た
地
域
、
産
業
界
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

主
導
し
た
地
域
等
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
が

あ
る
も
の
の
、
足
り
な
い
部
門
を
補
い
な
が

ら
三
段
階
の
空
間
を
遷
移
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
時
間
の
変
遷
と
と
も
に
き
ち
ん
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
い
く
と
し
て

い
ま
す
。

川
原

　例
え
ば
先
ほ
ど
の
フ
ェ
ー
ズ
1
を
ト

リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
で
考
え
る
と
、
知
識

空
間
を
持
つ
よ
う
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

ど
の
よ
う
に
創
っ
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
の
緩
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た

観
光
地
づ
く
り
の
変
化

川
原

　コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
観
光
と
地
域
と

の
つ
な
が
り
が
よ
り
深
く
意
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
振
り
返
り
も
あ
っ
て
、
よ
う
や
く

観
光
地
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

内
田

　北
海
道
で
も
、
特
に
定
山
渓
な
ど
札

幌
近
郊
の
温
泉
宿
で
は
、
宿
泊
人
数
を
絞
っ

て
部
屋
の
サ
イ
ズ
を
大
き
く
す
る
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
化
の
流
れ
を
意
識
し
、
量
で
は

な
く
質
重
視
へ
切
り
替
え
、
大
胆
に
富
裕
層

に
シ
フ
ト
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
の
表

れ
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
以

前
か
ら
実
現
し
た
か
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

へ
の
チ
ェ
ン
ジ
に
踏
み
切
っ
た
形
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
が
な
か
っ
た
ら
こ
れ
ほ
ど
一
挙
に
進

ま
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
地

以
外
の
自
治
体
が
長
期
滞
在
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
事
業
に
参
画
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
大
き
な
変

化
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
多
く
の
地
域
が
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
誘
致
に
取
り
組
む
中
で
、
競
争

に
勝
つ
た
め
地
域
の
特
色
を
打
ち
出
す
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
原

　日
常
圏
内
で
の
余
暇
活
動
も
観
光
の

範
疇
で
あ
る
と
い
う
社
会
認
識
が
広
ま
っ
た

こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。

観
光
と
日
常
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
が
進
ん
だ

こ
と
で
、
今
ま
で
は
余
暇
と
さ
れ
て
い
た
も

の
も
観
光
と
位
置
付
け
て
行
政
が
施
策
を
打

て
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
ブ
レ
ジ
ャ
ー
需
要
を
取
り
込
ん
で
高
付
加

価
値
化
を
図
る
旅
館
も
増
え
ま
し
た
。
佐
賀

県
の
と
あ
る
旅
館
で
は
、
客
室
1
つ
を
東
京

の
I
T
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
い

不
動
産
再
生
が

生
み
出
す

地
域
の
象
徴
空
間

川
原

　古
民
家
再
生
で
も
旅
館
再
生
で
も
、

観
光
地
づ
く
り
の
視
点
を
打
ち
出
す
な
ら

ば
、
地
域
の
将
来
像
と
の
関
係
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
場
や
機
会
が
必
要
で
す
。ま
た
、

観
光
に
は
人
的
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
要
素
が
欠

か
せ
な
い
。
旅
館
を
例
に
挙
げ
る
と
、
建
物

と
い
う
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
は
な
く
、
仲
居
さ

ん
や
女
将
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
不
動
産

再
生
と
観
光
地
づ
く
り
を
結
び
付
け
る
に

は
、
場
や
そ
こ
に
い
る
人
が
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
に
も
着
目
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
田

　道
の
駅
の
よ
う
な
情
報
発
信
空
間
が

あ
る
地
域
で
は
、
そ
こ
に
地
域
の
物
産
情
報

が
集
ま
り
、
象
徴
空
間
と
し
て
機
能
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
象
徴
的
な
施
設

が
な
い
地
域
で
は
宿
泊
拠
点
の
役
割
は
非
常

に
重
要
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
宿
泊
施
設
の

中
の
お
土
産
コ
ー
ナ
ー
が
地
域
の
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
と
し
て
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　一
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視

点
か
ら
見
る
と
、
観
光
を
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス

川
原

　話
は
戻
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
人

を
引
き
寄
せ
る
た
め
に
も
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
掲

げ
方
が
す
ご
く
大
事
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
企
業
で
あ
れ
ば
企
業
な
り
の
人
材
の
集

め
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
観
光

地
域
づ
く
り
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
め
ば

良
い
の
か
。
恐
ら
く
外
部
人
材
の
引
き
つ
け

方
、
あ
る
い
は
移
住
、
関
係
人
口
の
話
に
も

つ
な
が
る
気
が
し
ま
す
し
、
そ
の
入
り
口
と

し
て
観
光
は
役
立
て
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

不
動
産
再
生
が

発
信
す
る
地
域
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

川
原

　不
動
産
は
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
場

所
と
し
て
の
役
割
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特

に
旅
館
な
ど
は
、
地
域
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と

も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
が
目
指
し
て
い

る
も
の
や
地
域
の
資
源
を
ま
と
ま
っ
て
見
せ

る
こ
と
が
で
き
る
場
と
し
て
、
非
常
に
重
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
力
の
あ
る
旅
館
は
各
地
域
に
1
つ
か

2
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
旅
館

が
地
域
の
代
表
選
手
と
し
て
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。
私

は
観
光
地
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
旅
館
が
非

常
に
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
仮
説
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
回
視

察
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
の

ホ
テ
ル
も
そ
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
（
海
士

町
のE

n
tô

も
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
例
だ
と

思
い
ま
す
）。
し
か
し
、
個
々
の
事
業
者
は

自
分
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
死
で
、
そ
こ
ま
で
は

な
か
な
か
手
が
届
き
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、

観
光
地
づ
く
り
や
観
光
地
づ
く
り
と
い
う
枠

組
み
が
個
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
外
側
に
あ
っ

て
、
個
々
の
事
業
者
の
や
っ
て
い
る
こ
と
を

地
域
に
も
つ
な
げ
よ
う
と
誰
か
が
考
え
な
い

と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
こ
そ
が
D
M
O
や
行
政
の
役
割
で
し
ょ

う
。観

光
地
づ
く
り
に
よ
る

地
域
産
業
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

川
原

　合
意
形
成
を
す
る
と
き
に
は
、
地
域

の
人
の
メ
リ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
つ
く
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
観
光
を
取
り
込

ん
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
地
域
に

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
か
を
エ
ビ
デ

ン
ス
を
持
っ
て
示
す
こ
と
も
必
要
で
す
。
ハ

ワ
イ
は
今
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
一
生
懸
命

で
す
よ
ね
。

　観
光
の
効
果
を
評
価
す
る
と
な
る
と
、
経

済
的
な
も
の
と
し
て
は
波
及
効
果
や
域
内
調

達
率
が
挙
げ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
産
業

の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど

が
行
わ
れ
た
ら
、
そ
れ
は
地
域
側
に
説
明
し

や
す
い
わ
か
り
や
す
い
効
果
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
。

内
田

　地
域
の
人
の
イ
ン
フ
ラ
向
上
に
貢
献

す
る
や
り
方
を
説
得
材
料
と
し
て
出
す
こ
と

が
実
務
的
に
も
多
い
気
が
し
ま
す
。
例
え
ば

小
樽
市
で
は
人
口
が
減
り
続
け
て
い
る
一
方

な
の
に
、
次
々
に
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
な
ど

生
活
空
間
が
潤
う
ス
ポ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
い

る
の
は
、
観
光
客
が
い
て
く
れ
る
お
か
げ
だ

と
市
民
は
自
覚
し
て
い
ま
す
。

川
原

　や
は
り
観
光
客
相
手
の
ビ
ジ
ネ
ス

が
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
に
も
生
活
の
豊

か
さ
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
見
え
る

化
さ
れ
る
デ
ー
タ
の
活
用
等
が
も
っ
と
進
む

と
良
い
で
す
ね
。
た
だ
、
や
は
り
社
会
実
験

を
通
し
て
実
体
験
と
し
て
示
し
て
い
か
な
い

と
、
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
難
し
さ

も
あ
り
ま
す
。

内
田

　現
在
國
學
院
大
學
に
お
ら
れ
る
十
代

田
朗
教
授
は
「
観
光
地
づ
く
り
（
観
光
計
画
）

と
ま
ち
づ
く
り
（
都
市
計
画
）
は
、
接
近
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
仰
っ
て

い
ま
し
た
（
十
代
田
朗
編
著
『
観
光
ま
ち
づ

く
り
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』、
2
0
1
0
）。

自
治
体
で
も
観
光
地
づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り

の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
別
々
に
あ
る
よ
う
に
、
両

者
は
別
物
と
捉
え
ら
れ
や
す
い
で
す
が
、
観

光
と
い
う
具
体
的
な
応
用
対
象
を
想
定
す
る

こ
と
で
住
民
利
害
の
相
反
問
題
に
ば
か
り
悩

ま
さ
れ
て
い
た
ま
ち
づ
く
り
の
議
論
が
建
設

的
に
な
っ
た
り
、
地
域
の
魅
力
と
い
う
明
る

い
話
題
が
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
る
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
単
体
よ
り
も
観
光
地
づ
く
り
の
考
え

方
に
立
脚
し
た
ほ
う
が
地
域
内
で
の
合
意
形

成
は
進
み
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　物
見
遊
山
的
な
観
光
が
世
の
中
の
主
流

だ
っ
た
時
代
が
終
わ
り
、
そ
の
地
域
の
文
化

を
深
く
体
験
す
る
の
が
観
光
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
が
広
く
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

現
在
、
観
光
計
画
と
都
市
計
画
は
か
な
り
近

づ
い
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

川
原

　観
光
と
い
う
地
域
の
魅
力
を
全
面
に

出
し
て
進
め
て
い
く
手
法
は
、
次
世
代
の
担

い
手
候
補
と
な
り
得
る
若
者
や
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
人
材
を
惹
き
つ
け
る
た
め
に
も
良

い
手
法
と
い
え
ま
す
ね
。

性
化
し
、
結
果
と
し
て
、
観
光
地
づ
く
り
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
不
動
産
に

関
連
す
る
研
究
と
し
て
は
、
以
前
に
、
高
級

住
宅
地
の
ブ
ラ
ン
ド
形
成
過
程
の
分
析
を
札

幌
市
円
山
地
区
に
お
い
て
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
は
1
9
2
5
年
（
大
正
14

年
）
の
宅
地
開
発
当
初
か
ら
高
級
住
宅
地
と

し
て
の
広
報
活
動
を
土
地
所
有
者
ら
が
行
っ

て
い
ま
し
た
。
特
に
教
育
の
質
を
高
く
維
持

す
る
こ
と
が
1
0
0
年
経
っ
て
も
維
持
さ
れ

て
い
て
、
い
わ
ば
口
コ
ミ
で
転
勤
族
が
円
山

地
区
を
転
居
先
に
選
ぶ
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　今
回
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
域
に
お
い
て

も
、
似
た
よ
う
な
形
で
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
は
ず
で
す
。
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
が
移
住
先
を
選
ぶ
際
に

子
ど
も
の
教
育
、
他
で
は
得
難
い
教
育
環
境

に
よ
っ
て
選
ぶ
よ
う
に
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
人
材
に
対
す
る
価
値
を
つ
く
る
こ
と
に

よ
っ
て
誘
致
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

川
原

　不
動
産
再
生
に
お
い
て
は
、
当
然
な

が
ら
そ
の
不
動
産
を
最
終
的
に
使
い
こ
な
す

人
の
早
い
段
階
で
の
参
画
が
必
要
で
す
。
そ

の
人
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
想
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て

不
動
産
再
生
に
関
わ
る
こ
と
が
一
番
シ
ン
プ

ル
で
す
。
一
方
で
ま
ち
づ
く
り
の
よ
う
に
、

面
的
に
、
あ
る
い
は
計
画
的
に
取
り
組
も
う

と
す
る
と
き
に
は
行
政
や
D
M
O
な
ど
の
公

的
機
関
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か

も
重
要
に
な
り
ま
す
。

観
光
地
づ
く
り
を

フ
ェ
ー
ズ
で
捉
え
る

川
原

　私
は
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
の

た
め
に
は
、地
域
の
環
境
や
社
会
を
意
識
し
、

ま
ち
づ
く
り
や
都
市
デ
ザ
イ
ン
等
の
公
共

性
、
公
益
性
を
重
視
す
る
手
法
と
、
経
済
面

を
意
識
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
収
益
化
で
き
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
づ
く
り
等
の
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
を
併
せ

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い

く
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
フ
ェ
ー
ズ
に
分

け
て
捉
え
る
整
理
を
し
て
き
ま
し
た
。

フ
ェ
ー
ズ
1
は
「
地
域
特
性
と
地
域
資
源
の

時
間
・
空
間
・
人
間
把
握
」、
フ
ェ
ー
ズ
2

は
「
魅
力
的
な
空
間
体
験
・
観
光
体
験
の
構

想
」
と
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
フ
ェ
ー
ズ
で

は
ま
ず
地
域
を
把
握
し
た
り
、
ゆ
る
や
か
な

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
そ
れ

を
踏
ま
え
て
フ
ェ
ー
ズ
3
は
「
フ
ロ
ー
ト
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
描
き
、
事
業
型
の
チ
ー
ム
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
を
し
ま
す
。
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン

と
い
う
の
は
、
無
理
に
行
政
計
画
に
位
置
づ

け
な
く
て
も
良
い
の
で
、
こ
の
地
域
は
こ
の

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ

た
人
た
ち
の
尖
っ
た
将
来
像
を
重
ね
な
が

ら
、
そ
れ
を
公
民
が
共
有
す
る
た
め
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ビ
ジ
ョ

ン
中
に
は
地
域
の
課
題
解
決
も
含
ま
れ
ま

す
。
フ
ェ
ー
ズ
4
、
5
は
そ
れ
を
着
実
に
実

行
し
て
い
く
事
業
の
立
ち
上
げ
方
と
そ
れ
を

持
続
的
に
支
え
る
計
画
や
仕
組
み
、
体
制
と

い
っ
た
事
業
基
盤
を
セ
ッ
ト
す
る
メ
ソ
ッ
ド

で
す
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
順
番
ど
お
り
で
あ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　例
え
ば
私
が
関
わ
っ
た
山
口
県
長
門
湯
本

温
泉
の
温
泉
街
再
生
に
お
い
て
は
、
実
際
に

は
順
番
は
こ
の
フ
ェ
ー
ズ
通
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
日

本
一
そ
ぞ
ろ
歩
き
が
楽
し
い
温
泉
街
を
目
指

す
」
と
い
っ
た
目
標
や
、
温
泉
街
の
中
央
を

流
れ
る
音
信
川
を
活
か
し
た
空
間
と
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
描
か
れ
た
絵
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
の
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
見
て
わ
く
わ
く
す
る
も
の
で
し
た
。

夢
や
イ
メ
ー
ジ
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
重
ね
て
共
有
で

き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
ど
の
よ
う

に
つ
な
が
る
か
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
地
域
が
動
き
始
め
ま
す
。（
巻
頭

言
に
あ
る
）
海
士
町
も
、
ま
さ
に
こ
れ
を
掲

げ
、
具
現
化
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

内
田

　小
樽
商
科
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
で
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
う

に
あ
た
っ
て
は
同
様
に
フ
ェ
ー
ズ
に
区
切
っ

て
考
え
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
最
初
に

行
う
作
業
が
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
の
策
定
で
す

が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
経
営
者
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

事
業
の
構
想
に
即
し
て
具
体
化
し
た
も
の
で

す
。
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
っ
て
、
そ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
の
経
営
資
源
を
集

め
、
研
究
開
発
フ
ェ
ー
ズ
や
協
力
者
を
増
や

す
パ
ー
ト
ナ
リ
ン
グ
の
フ
ェ
ー
ズ
、
海
外
に

進
出
す
る
フ
ェ
ー
ズ
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
構
想
に
応
じ
て
行
う
わ
け
で
す
が
、
い
ず

れ
の
場
面
に
お
い
て
も
、
最
初
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
協

力
者
も
資
源
も
集
ま
り
や
す
く
な
る
と
言
え

ま
す
。

不
動
産
を
使
い
こ
な
す

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
の

必
要
性

川
原

　規
模
に
か
か
わ
ら
ず
不
動
産
の
再
生

に
よ
る
地
域
づ
く
り
は
、
今
日
の
地
域
振
興

の
場
面
で
は
と
て
も
重
要
で
、
各
地
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
従
来
型
の
都
市
計
画
的
な

方
法
で
は
、
行
政
が
エ
リ
ア
の
計
画
を
描
い

て
、
そ
こ
に
民
間
事
業
者
を
誘
致
し
な
が
ら

動
か
す
再
開
発
を
し
て
い
く
動
か
し
方
が
あ

り
ま
し
た
。
一
方
、
そ
れ
は
と
て
も
時
間
が

か
か
る
の
で
、
と
に
か
く
地
域
に
思
い
の
あ

る
地
権
者
や
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
が
パ
ブ
リ
ッ
ク

マ
イ
ン
ド
を
持
ち
な
が
ら
敷
地
レ
ベ
ル
、
個

人
レ
ベ
ル
で
良
い
も
の
を
つ
く
り
、
そ
こ
に

い
ろ
い
ろ
な
人
が
引
き
寄
せ
ら
れ
、
通
り
や

エ
リ
ア
が
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
、
個
の
不

動
産
か
ら
始
ま
る
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
有
効
な
こ
と
も
多
く
の
人
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　歴
史
的
建
築
物
や
古
民
家
の
よ
う
に
、
多

く
の
人
に
と
っ
て
価
値
が
感
じ
や
す
い
建
造

物
は
、
店
舗
や
宿
泊
施
設
と
し
て
再
生
す
る

こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、

観
光
の
視
点
が
入
っ
て
く
る
の
で
、
観
光
客

と
い
う
こ
れ
ま
で
ま
ち
づ
く
り
で
は
登
場
し

な
か
っ
た
主
体
の
行
動
や
消
費
、
発
信
力
を

意
識
し
な
が
ら
不
動
産
再
生
を
一
つ
の
起
点

と
し
た「
観
光
を
手
段
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
形
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

内
田

　不
動
産
と
観
光
地
づ
く
り
と
の
関
わ

り
で
言
う
と
、
1
軒
の
古
民
家
の
改
装
、
あ

る
い
は
団
地
1
棟
の
改
装
と
い
う
小
さ
な

き
っ
か
け
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
活

不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
は
、

再
生
す
る
不
動
産
を
ま
ち
と
し
て
ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
か
、

ま
ち
の
な
か
で
誰
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
価
値
を
創
り
出
す
か
が
問
わ
れ
る
。

ま
ち
づ
く
り
と
サ
ー
ビ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
視
点
か
ら
、

不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
を
読
み
解
く
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
本
来
は
人

や
機
械
を
通
し
て
、
顧
客
に
対
し
て
適
切
な

商
品
を
提
案
す
る
能
力
で
あ
っ
た
り
、
顧
客

か
ら
情
報
を
収
集
し
て
、
次
の
来
訪
時
に
生

か
す
た
め
の
情
報
蓄
積
機
能
を
持
た
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ

ス
業
が
本
来
備
え
て
い
る
べ
き
機
能
な
の
で

す
が
、
特
に
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
的
な
形
態
だ

と
そ
の
機
能
が
一
切
な
く
、
み
ん
な
が
同
じ

ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
同
じ
経
路
を
旅
し
て
、

個
人
が
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ
た
の
か
は

ま
る
で
分
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。

川
原

　今
ま
で
は
優
れ
た
旅
館
だ
け
が
や
っ

て
き
た
も
の
を
観
光
地
全
体
と
し
て
取
り
組

む
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
か
と
考

え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
観
光

D
X
も
役
立
て
て
い
か
な
い
と
。

今
後
の
研
究
に
向
け
て
―

不
動
産
再
生
を
活
か
す

事
業
基
盤
、
産
学
官
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

川
原

　不
動
産
再
生
と
観
光
地
域
づ
く
り
を

つ
な
ぐ
に
は
、
予
算
獲
得
や
大
規
模
投
資
を

行
う
能
力
の
あ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、
自
分
の

施
設
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
地
域
全
体
の
視

点
に
立
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

力
の
あ
る
旅
館
、
D
M
O
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
果

た
せ
る
役
割
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

具
体
的
に
何
に
投
資
す
る
べ
き
な
の
か
は
意

外
と
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

内
田

　観
光
の
場
合
、
単
独
の
事
業
者
だ
け

が
儲
か
る
仕
組
み
で
は
な
く
、
旅
館
、
飲
食

店
、
体
験
事
業
者
、
こ
の
ほ
か
様
々
な
不
随

す
る
サ
ー
ビ
ス
と
、
い
ろ
い
ろ
な
会
社
と
協

力
し
て
み
ん
な
が
儲
か
る
仕
組
み
を
考
え
る

こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

川
原

　地
域
内
の
様
々
な
立
場
の
人
が
実
感

を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
む
た
め
に
は
、
先
ほ

ど
話
し
た
通
り
、「
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、
行
政
計
画
で
は
な
く

て
も
目
指
す
目
標
や
絵
姿
が
共
有
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え

て
仕
組
み
を
作
る
こ
と
も
事
業
者
に
と
っ
て

は
す
ご
く
大
事
に
な
る
。
不
動
産
を
生
か
せ

る
事
業
基
盤
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
る
か
が
観

光
地
づ
く
り
の
一
つ
の
肝
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
う
し
た
事
業
基
盤
整
備
は
行
政
が

最
も
得
意
と
す
る
分
野
で
あ
り
、
ま
た
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
民
間
事
業
者
と

の
連
携
も
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。
愛
媛
県
大
洲

市
で
は
、
中
心
市
街
地
に
あ
る
歴
史
的
建
築

物
や
古
民
家
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

う
形
で
1
年
間
貸

し
出
し
て
い
ま

す
。
旅
館
を
通
じ

て
地
域
に
入
っ
た

I
T
系
外
部
人
材

が
、
窯
元
と
出

会
っ
て
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
や
販
路

開
拓
に
協
力
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
な

ど
、
旅
館
が
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

機
能
を
持
つ
と
い

う
興
味
深
い
こ
と

が
起
き
て
い
ま

す
。

が
、
こ
の
事
例
で
も
事
業
基
盤
整
備
は
公
民

連
携
で
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

内
田

　産
学
官
の
誰
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
る
か
と
い
う
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
の
観

光
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
ぜ
ひ
整
理
し
て
み
た
い
で

す
ね
。

川
原

　チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
成
功
例
が

蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な
体
制

を
取
る
か
に
限
ら
ず
、
参
照
で
き
る
事
例
は

増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

川
原 

晋
教
授（
か
わ
は
ら・す
す
む
）

●
東
京
都
立
大
学
都
市
環
境
学
部

観
光
科
学
科（
観
光
ま
ち
づ
く
り
、

観
光
地
経
営
、都
市・地
域
デ
ザ
イ

ン
）
　建
築・都
市
計
画
や
市
民
参

加
の
ま
ち
づ
く
り
の
研
究
を
ベ
ー

ス
に
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の
実
務
経
験
も
生
か
し
な

が
ら
、ま
ち
づ
く
り
を
通
し
て
市
民
の
方
々
が
実
現
し
た
い

取
組
を
、最
終
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
継
続
す
る
形
を
目

指
し
、山
口
県
長
門
湯
本
温
泉
を
は
じ
め
、各
地
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
わ
る
。

内
田
純一教
授（
う
ち
だ・じ
ゅ
ん
い
ち
）

●
小
樽
商
科
大
学
大
学
院
商
学
研

究
科
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
専

攻（
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、観
光

地
経
営
、サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
）
　広
報
論
分
野
か
ら
地
域
ブ

ラ
ン
ド
研
究
に
参
入
し
、観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
サ
ー
ビ

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
研
究
領
域
を
拡
げ
る
。北
海
道
大
学

観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
等
を
経
て
、現
在
は

小
樽
商
科
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
教
授
と
し
て
実
務
家

教
育
に
携
わ
る
。

川
原 

晋
教
授

　
　×内田
純
一
教
授

対
談
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図 1 トリプルヘリックス論

が
地
域
の
中
に
ど
の
よ
う
に
あ
る
の
か
を
把

握
す
る
、と
言
い
換
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

観
光
資
源
と
し
て
物
的
な
資
源
や
文
化
財
の

洗
い
出
し
も
行
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
活
用
す

る
な
ら
、
物
的
資
源
は
所
有
者
や
そ
れ
を
大

切
に
し
て
い
る
人
と
い
っ
た
、「
人
」
に
紐

付
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
ね
。

ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
る
こ
と
が
地
域
と

地
域
が
求
め
る
人
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

川
原

　ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
を
観
光
に

当
て
は
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
や
は
り
地
域

と
い
う
場
所
に
結
び
付
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
と
考
え
ま
す
。す
な
わ
ち
、地
域
に
根
ざ
し
、

地
域
に
責
任
を
持
つ
よ
う
な
こ
と
で
す
。
ト

リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
で
い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
空
間
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
と
き
に
外
の

事
業
者
、
外
部
人
材
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
彼

ら
が
地
域
の
中
の
人
に
な
っ
て
い
く
と
か
、
地

域
の
中
の
人
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
な

こ
と
が
理
想
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
合
意
形

成
を
す
る
に
も
地
域
の
人
、
事
業
者
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
彼
ら
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、

そ
れ
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
ね
。

内
田

　2
0
2
0
年
に
釧
路
市
の
長
期
滞
在

事
業
を
事
例
に
、
ど
の
よ
う
な
人
が
地
域
の

中
に
入
っ
て
き
て
住
民
型
と
我
々
が
呼
ぶ
関

わ
り
方
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
研

究
を
発
表
し
ま
し
た
。
単
な
る
労
働
者
と
し

て
地
域
に
入
っ
て
く
る
わ
け
で
は
な
く
、
自

分
の
持
っ
て
い
る
ス
キ
ル
や
才
能
、
趣
味
が

満
足
で
き
る
な
ど
の
き
っ
か
け
が
重
要
と
な

る
と
い
う
研
究
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
地
域
側
と
し
て
は
、
長
期
滞
在
者
が

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
創
出
に
関
わ
れ
る
よ
う

な
機
会
を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が

移
住
促
進
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

川
原

　面
白
い
で
す
ね
！
似
た
よ
う
な
発
想

が
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造
成
す
る
場
面
で
も

着
目
で
き
ま
す
。
今
年
、
研
究
室
の
学
生
が

地
域
産
業
と
連
携
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を

造
成
す
る
た
め
の
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に

着
目
し
た
研
究
を
し
ま
し
た
。
ど
の
人
に
ど

の
ス
キ
ル
を
持
つ
こ
と
を
期
待
し
て
、
ど
の

よ
う
な
人
材
が
地
域
内
外
か
ら
集
結
し
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
ほ
ど
の
ト
リ

プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
の
解
像
度
を
上
げ
た
も

の
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
を
造
成
す
る
と
い
う
経
験
で
ど
う
い

う
ス
キ
ル
が
地
域
に
育
成
さ
れ
た
り
、
外
部

人
材
の
ス
キ
ル
が
受
け
継
が
れ
る
の
か
が
わ

か
れ
ば
、
今
後
地
域
に
ど
う
い
う
人
的
ス
キ

ル
が
足
り
な
く
て
、
ど
う
獲
得
す
る
か
と

い
っ
た
戦
略
が
、
こ
う
い
う
分
析
か
ら
立
て

ら
れ
る
と
い
い
の
で
は
と
考
え
た
の
で
す
。

内
田

　地
域
の
人
が
欲
し
い
人
材
と
、
そ
こ

に
移
住
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
材
が
持
っ

て
い
る
ス
キ
ル
像
は
ず
れ
て
い
た
り
す
る
の

で
す
よ
ね
。
で
も
、
そ
れ
を
最
大
限
合
っ
て

い
る
方
向
に
導
く
の
が
地
域
と
し
て
の
ビ

ジ
ョ
ン
や
観
光
地
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
そ
れ
が
き
ち
ん
と
打
ち
出
さ
れ
て
い
る

地
域
で
は
、
お
互
い
に
求
め
る
ス
キ
ル
と
、

こ
ち
ら
が
持
っ
て
い
る
ス
キ
ル
の
マ
ッ
チ
ン

グ
は
う
ま
く
い
き
ま
す
。

不
動
産
を
活
か
す

ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す

理
論

内
田

　都
市
計
画
や
地
域
振
興
の
分
野
で
は

民
間
主
導
、
あ
る
い
は
官
主
導
と
い
う
区
分

だ
け
で
な
く
、
官
民
連
携
と
い
う
考
え
方
も

あ
り
ま
す
。

　た
く
さ
ん
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
い
る
観
光
地

は
複
雑
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
異
な
る

セ
ク
タ
ー
を
調
整
す
る
中
で
互
い
が
我
が
事

の
よ
う
に
思
え
る
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
よ
ね
。

川
原

　沢
山
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
関
係
主
体
が

い
る
の
が
観
光
地
づ
く
り
の
難
し
さ
で
す
ね
。

例
え
ば
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
も
、
企

業
や
商
品
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
だ
と
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
で
き
た
と
し
て
も
多
様
な
水
平
関

係
の
主
体
が
い
る
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
は
そ
れ
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

企
業
で
や
っ
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
地

域
に
置
き
換
え
て
い
く
か
と
い
う
発
想
は
常

に
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
適
用
で
き

な
い
こ
と
が
多
い
で
す
よ
ね
。
最
終
的
に
は

地
域
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
に
し
て
も
、

多
様
な
主
体
が
い
る
地
域
の
中
で
、
そ
の
地

域
の
主
体
に
応
援
さ
れ
た
り
、
波
及
効
果
を

生
む
工
夫
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

古
民
家
は
単
な
る
建
物
で
な
く
、
地
域
や
そ

の
所
有
者
一
族
の
思
い
も
詰
ま
っ
た
地
域
の

資
産
で
あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
そ
う
し

た
古
民
家
を
活
用
し
た
宿
泊
施
設
な
ど
の
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
そ
う

し
た
こ
と
に
も
配
慮
し
な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
な
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
田

　14
年
ほ
ど
前
に
、
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ

ク
ス
と
い
う
産
学
官
連
携
に
関
す
る
理
論
書

を
翻
訳
し
ま
し
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
自
分
が
対
象
と

す
る
空
間
や
地
域
の
中
に
、
産
業
界
、
官
界
、

学
界
の
協
働
・
相
互
作
用
を
誘
発
す
る
た
め

の
場
と
し
て
、
3
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
が
必
要
だ

と
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
で
は
考
え
ま

す
。
ま
ず
知
識
を
つ
く
る
層
の
プ
ー
ル
が
な

け
れ
ば
何
も
は
じ
ま
ら
な
い
の
で
、
最
初
の

段
階
で
は
人
材
の
育
成
・
誘
致
に
集
中
す
る

知
識
空
間
（
セ
ク
シ
ョ
ン
）
を
想
定
し
、
次

に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
合
意
）
形
成
を
は
か
る

空
間
を
用
意
す
る
フ
ェ
ー
ズ
に
移
り
ま
す
。

こ
れ
は
地
域
の
中
で
1
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

集
中
す
る
た
め
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
す

る
ね
ら
い
が
あ
り
、
例
え
ば
委
員
会
を
設
立

し
て
、
答
申
案
を
作
り
市
長
に
提
案
書
を
出

し
た
り
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
そ
し
て
最
終

的
に
は
そ
れ
を
何
ら
か
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
実
現
さ
せ
て
い
く
空
間
、
す
な
わ
ち
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
空
間
が
必
要
で
、
こ
の
段
階
に

な
る
と
戦
略
的
に
産
業
を
誘
致
す
る
と
い
っ

た
動
き
に
も
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。

　た
だ
、こ
れ
を
機
械
的
に
あ
て
は
め
て
も
、

地
域
に
よ
っ
て
事
情
は
全
く
異
な
る
の
で
簡

単
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
地
方
政
府
と
し
て
の

自
治
体
が
強
い
地
域
、産
業
界
が
強
い
地
域
、

企
業
城
下
町
の
よ
う
に
一
企
業
が
突
出
し
て

強
い
地
域
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
地
域
が
あ
り
、

反
対
に
大
学
等
高
等
教
育
機
関
が
存
在
し
な

か
っ
た
り
、
観
光
業
以
外
に
め
ぼ
し
い
産
業

が
全
く
な
い
地
域
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
場
合
に
よ
っ
て
は
、
あ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー

が
別
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
役
割
を
補
完
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
不
動
産
再
生
に
も
、
町
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
場
合
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
る
外
部
企
業
を
誘
致
す
る
場

合
、
あ
る
い
は
地
元
の
中
に
そ
の
よ
う
な
企

業
が
あ
る
場
合
と
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
の
提
唱

者
は
、
政
府
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
主
導
し

た
地
域
、
大
学
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
主
導

し
た
地
域
、
産
業
界
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

主
導
し
た
地
域
等
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
が

あ
る
も
の
の
、
足
り
な
い
部
門
を
補
い
な
が

ら
三
段
階
の
空
間
を
遷
移
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
時
間
の
変
遷
と
と
も
に
き
ち
ん
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
い
く
と
し
て

い
ま
す
。

川
原

　例
え
ば
先
ほ
ど
の
フ
ェ
ー
ズ
1
を
ト

リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
で
考
え
る
と
、
知
識

空
間
を
持
つ
よ
う
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

ど
の
よ
う
に
創
っ
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
の
緩
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た

観
光
地
づ
く
り
の
変
化

川
原

　コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
観
光
と
地
域
と

の
つ
な
が
り
が
よ
り
深
く
意
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
振
り
返
り
も
あ
っ
て
、
よ
う
や
く

観
光
地
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

内
田

　北
海
道
で
も
、
特
に
定
山
渓
な
ど
札

幌
近
郊
の
温
泉
宿
で
は
、
宿
泊
人
数
を
絞
っ

て
部
屋
の
サ
イ
ズ
を
大
き
く
す
る
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
化
の
流
れ
を
意
識
し
、
量
で
は

な
く
質
重
視
へ
切
り
替
え
、
大
胆
に
富
裕
層

に
シ
フ
ト
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
の
表

れ
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
以

前
か
ら
実
現
し
た
か
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

へ
の
チ
ェ
ン
ジ
に
踏
み
切
っ
た
形
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
が
な
か
っ
た
ら
こ
れ
ほ
ど
一
挙
に
進

ま
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
地

以
外
の
自
治
体
が
長
期
滞
在
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
事
業
に
参
画
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
大
き
な
変

化
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
多
く
の
地
域
が
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
誘
致
に
取
り
組
む
中
で
、
競
争

に
勝
つ
た
め
地
域
の
特
色
を
打
ち
出
す
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
原

　日
常
圏
内
で
の
余
暇
活
動
も
観
光
の

範
疇
で
あ
る
と
い
う
社
会
認
識
が
広
ま
っ
た

こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。

観
光
と
日
常
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
が
進
ん
だ

こ
と
で
、
今
ま
で
は
余
暇
と
さ
れ
て
い
た
も

の
も
観
光
と
位
置
付
け
て
行
政
が
施
策
を
打

て
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
ブ
レ
ジ
ャ
ー
需
要
を
取
り
込
ん
で
高
付
加

価
値
化
を
図
る
旅
館
も
増
え
ま
し
た
。
佐
賀

県
の
と
あ
る
旅
館
で
は
、
客
室
1
つ
を
東
京

の
I
T
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
い

不
動
産
再
生
が

生
み
出
す

地
域
の
象
徴
空
間

川
原

　古
民
家
再
生
で
も
旅
館
再
生
で
も
、

観
光
地
づ
く
り
の
視
点
を
打
ち
出
す
な
ら

ば
、
地
域
の
将
来
像
と
の
関
係
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
場
や
機
会
が
必
要
で
す
。ま
た
、

観
光
に
は
人
的
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
要
素
が
欠

か
せ
な
い
。
旅
館
を
例
に
挙
げ
る
と
、
建
物

と
い
う
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
は
な
く
、
仲
居
さ

ん
や
女
将
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
不
動
産

再
生
と
観
光
地
づ
く
り
を
結
び
付
け
る
に

は
、
場
や
そ
こ
に
い
る
人
が
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
に
も
着
目
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
田

　道
の
駅
の
よ
う
な
情
報
発
信
空
間
が

あ
る
地
域
で
は
、
そ
こ
に
地
域
の
物
産
情
報

が
集
ま
り
、
象
徴
空
間
と
し
て
機
能
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
象
徴
的
な
施
設

が
な
い
地
域
で
は
宿
泊
拠
点
の
役
割
は
非
常

に
重
要
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
宿
泊
施
設
の

中
の
お
土
産
コ
ー
ナ
ー
が
地
域
の
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
と
し
て
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　一
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視

点
か
ら
見
る
と
、
観
光
を
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス

川
原

　話
は
戻
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
人

を
引
き
寄
せ
る
た
め
に
も
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
掲

げ
方
が
す
ご
く
大
事
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
企
業
で
あ
れ
ば
企
業
な
り
の
人
材
の
集

め
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
観
光

地
域
づ
く
り
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
め
ば

良
い
の
か
。
恐
ら
く
外
部
人
材
の
引
き
つ
け

方
、
あ
る
い
は
移
住
、
関
係
人
口
の
話
に
も

つ
な
が
る
気
が
し
ま
す
し
、
そ
の
入
り
口
と

し
て
観
光
は
役
立
て
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

不
動
産
再
生
が

発
信
す
る
地
域
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

川
原

　不
動
産
は
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
場

所
と
し
て
の
役
割
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特

に
旅
館
な
ど
は
、
地
域
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と

も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
が
目
指
し
て
い

る
も
の
や
地
域
の
資
源
を
ま
と
ま
っ
て
見
せ

る
こ
と
が
で
き
る
場
と
し
て
、
非
常
に
重
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
力
の
あ
る
旅
館
は
各
地
域
に
1
つ
か

2
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
旅
館

が
地
域
の
代
表
選
手
と
し
て
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。
私

は
観
光
地
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
旅
館
が
非

常
に
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
仮
説
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
回
視

察
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
の

ホ
テ
ル
も
そ
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
（
海
士

町
のE

n
tô

も
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
例
だ
と

思
い
ま
す
）。
し
か
し
、
個
々
の
事
業
者
は

自
分
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
死
で
、
そ
こ
ま
で
は

な
か
な
か
手
が
届
き
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、

観
光
地
づ
く
り
や
観
光
地
づ
く
り
と
い
う
枠

組
み
が
個
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
外
側
に
あ
っ

て
、
個
々
の
事
業
者
の
や
っ
て
い
る
こ
と
を

地
域
に
も
つ
な
げ
よ
う
と
誰
か
が
考
え
な
い

と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
こ
そ
が
D
M
O
や
行
政
の
役
割
で
し
ょ

う
。観

光
地
づ
く
り
に
よ
る

地
域
産
業
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

川
原

　合
意
形
成
を
す
る
と
き
に
は
、
地
域

の
人
の
メ
リ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
つ
く
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
観
光
を
取
り
込

ん
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
地
域
に

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
か
を
エ
ビ
デ

ン
ス
を
持
っ
て
示
す
こ
と
も
必
要
で
す
。
ハ

ワ
イ
は
今
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
一
生
懸
命

で
す
よ
ね
。

　観
光
の
効
果
を
評
価
す
る
と
な
る
と
、
経

済
的
な
も
の
と
し
て
は
波
及
効
果
や
域
内
調

達
率
が
挙
げ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
産
業

の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど

が
行
わ
れ
た
ら
、
そ
れ
は
地
域
側
に
説
明
し

や
す
い
わ
か
り
や
す
い
効
果
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
。

内
田

　地
域
の
人
の
イ
ン
フ
ラ
向
上
に
貢
献

す
る
や
り
方
を
説
得
材
料
と
し
て
出
す
こ
と

が
実
務
的
に
も
多
い
気
が
し
ま
す
。
例
え
ば

小
樽
市
で
は
人
口
が
減
り
続
け
て
い
る
一
方

な
の
に
、
次
々
に
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
な
ど

生
活
空
間
が
潤
う
ス
ポ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
い

る
の
は
、
観
光
客
が
い
て
く
れ
る
お
か
げ
だ

と
市
民
は
自
覚
し
て
い
ま
す
。

川
原

　や
は
り
観
光
客
相
手
の
ビ
ジ
ネ
ス

が
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
に
も
生
活
の
豊

か
さ
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
見
え
る

化
さ
れ
る
デ
ー
タ
の
活
用
等
が
も
っ
と
進
む

と
良
い
で
す
ね
。
た
だ
、
や
は
り
社
会
実
験

を
通
し
て
実
体
験
と
し
て
示
し
て
い
か
な
い

と
、
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
難
し
さ

も
あ
り
ま
す
。

内
田

　現
在
國
學
院
大
學
に
お
ら
れ
る
十
代

田
朗
教
授
は
「
観
光
地
づ
く
り
（
観
光
計
画
）

と
ま
ち
づ
く
り
（
都
市
計
画
）
は
、
接
近
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
仰
っ
て

い
ま
し
た
（
十
代
田
朗
編
著
『
観
光
ま
ち
づ

く
り
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』、
2
0
1
0
）。

自
治
体
で
も
観
光
地
づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り

の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
別
々
に
あ
る
よ
う
に
、
両

者
は
別
物
と
捉
え
ら
れ
や
す
い
で
す
が
、
観

光
と
い
う
具
体
的
な
応
用
対
象
を
想
定
す
る

こ
と
で
住
民
利
害
の
相
反
問
題
に
ば
か
り
悩

ま
さ
れ
て
い
た
ま
ち
づ
く
り
の
議
論
が
建
設

的
に
な
っ
た
り
、
地
域
の
魅
力
と
い
う
明
る

い
話
題
が
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
る
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
単
体
よ
り
も
観
光
地
づ
く
り
の
考
え

方
に
立
脚
し
た
ほ
う
が
地
域
内
で
の
合
意
形

成
は
進
み
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　物
見
遊
山
的
な
観
光
が
世
の
中
の
主
流

だ
っ
た
時
代
が
終
わ
り
、
そ
の
地
域
の
文
化

を
深
く
体
験
す
る
の
が
観
光
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
が
広
く
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

現
在
、
観
光
計
画
と
都
市
計
画
は
か
な
り
近

づ
い
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

川
原

　観
光
と
い
う
地
域
の
魅
力
を
全
面
に

出
し
て
進
め
て
い
く
手
法
は
、
次
世
代
の
担

い
手
候
補
と
な
り
得
る
若
者
や
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
人
材
を
惹
き
つ
け
る
た
め
に
も
良

い
手
法
と
い
え
ま
す
ね
。

性
化
し
、
結
果
と
し
て
、
観
光
地
づ
く
り
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
不
動
産
に

関
連
す
る
研
究
と
し
て
は
、
以
前
に
、
高
級

住
宅
地
の
ブ
ラ
ン
ド
形
成
過
程
の
分
析
を
札

幌
市
円
山
地
区
に
お
い
て
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
は
1
9
2
5
年
（
大
正
14

年
）
の
宅
地
開
発
当
初
か
ら
高
級
住
宅
地
と

し
て
の
広
報
活
動
を
土
地
所
有
者
ら
が
行
っ

て
い
ま
し
た
。
特
に
教
育
の
質
を
高
く
維
持

す
る
こ
と
が
1
0
0
年
経
っ
て
も
維
持
さ
れ

て
い
て
、
い
わ
ば
口
コ
ミ
で
転
勤
族
が
円
山

地
区
を
転
居
先
に
選
ぶ
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　今
回
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
域
に
お
い
て

も
、
似
た
よ
う
な
形
で
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
は
ず
で
す
。
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
が
移
住
先
を
選
ぶ
際
に

子
ど
も
の
教
育
、
他
で
は
得
難
い
教
育
環
境

に
よ
っ
て
選
ぶ
よ
う
に
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
人
材
に
対
す
る
価
値
を
つ
く
る
こ
と
に

よ
っ
て
誘
致
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

川
原

　不
動
産
再
生
に
お
い
て
は
、
当
然
な

が
ら
そ
の
不
動
産
を
最
終
的
に
使
い
こ
な
す

人
の
早
い
段
階
で
の
参
画
が
必
要
で
す
。
そ

の
人
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
想
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て

不
動
産
再
生
に
関
わ
る
こ
と
が
一
番
シ
ン
プ

ル
で
す
。
一
方
で
ま
ち
づ
く
り
の
よ
う
に
、

面
的
に
、
あ
る
い
は
計
画
的
に
取
り
組
も
う

と
す
る
と
き
に
は
行
政
や
D
M
O
な
ど
の
公

的
機
関
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か

も
重
要
に
な
り
ま
す
。

観
光
地
づ
く
り
を

フ
ェ
ー
ズ
で
捉
え
る

川
原

　私
は
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
の

た
め
に
は
、地
域
の
環
境
や
社
会
を
意
識
し
、

ま
ち
づ
く
り
や
都
市
デ
ザ
イ
ン
等
の
公
共

性
、
公
益
性
を
重
視
す
る
手
法
と
、
経
済
面

を
意
識
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
収
益
化
で
き
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
づ
く
り
等
の
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
を
併
せ

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い

く
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
フ
ェ
ー
ズ
に
分

け
て
捉
え
る
整
理
を
し
て
き
ま
し
た
。

フ
ェ
ー
ズ
1
は
「
地
域
特
性
と
地
域
資
源
の

時
間
・
空
間
・
人
間
把
握
」、
フ
ェ
ー
ズ
2

は
「
魅
力
的
な
空
間
体
験
・
観
光
体
験
の
構

想
」
と
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
フ
ェ
ー
ズ
で

は
ま
ず
地
域
を
把
握
し
た
り
、
ゆ
る
や
か
な

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
そ
れ

を
踏
ま
え
て
フ
ェ
ー
ズ
3
は
「
フ
ロ
ー
ト
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
描
き
、
事
業
型
の
チ
ー
ム
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
を
し
ま
す
。
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン

と
い
う
の
は
、
無
理
に
行
政
計
画
に
位
置
づ

け
な
く
て
も
良
い
の
で
、
こ
の
地
域
は
こ
の

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ

た
人
た
ち
の
尖
っ
た
将
来
像
を
重
ね
な
が

ら
、
そ
れ
を
公
民
が
共
有
す
る
た
め
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ビ
ジ
ョ

ン
中
に
は
地
域
の
課
題
解
決
も
含
ま
れ
ま

す
。
フ
ェ
ー
ズ
4
、
5
は
そ
れ
を
着
実
に
実

行
し
て
い
く
事
業
の
立
ち
上
げ
方
と
そ
れ
を

持
続
的
に
支
え
る
計
画
や
仕
組
み
、
体
制
と

い
っ
た
事
業
基
盤
を
セ
ッ
ト
す
る
メ
ソ
ッ
ド

で
す
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
順
番
ど
お
り
で
あ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　例
え
ば
私
が
関
わ
っ
た
山
口
県
長
門
湯
本

温
泉
の
温
泉
街
再
生
に
お
い
て
は
、
実
際
に

は
順
番
は
こ
の
フ
ェ
ー
ズ
通
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
日

本
一
そ
ぞ
ろ
歩
き
が
楽
し
い
温
泉
街
を
目
指

す
」
と
い
っ
た
目
標
や
、
温
泉
街
の
中
央
を

流
れ
る
音
信
川
を
活
か
し
た
空
間
と
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
描
か
れ
た
絵
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
の
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
見
て
わ
く
わ
く
す
る
も
の
で
し
た
。

夢
や
イ
メ
ー
ジ
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
重
ね
て
共
有
で

き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
ど
の
よ
う

に
つ
な
が
る
か
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
地
域
が
動
き
始
め
ま
す
。（
巻
頭

言
に
あ
る
）
海
士
町
も
、
ま
さ
に
こ
れ
を
掲

げ
、
具
現
化
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

内
田

　小
樽
商
科
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
で
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
う

に
あ
た
っ
て
は
同
様
に
フ
ェ
ー
ズ
に
区
切
っ

て
考
え
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
最
初
に

行
う
作
業
が
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
の
策
定
で
す

が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
経
営
者
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

事
業
の
構
想
に
即
し
て
具
体
化
し
た
も
の
で

す
。
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
っ
て
、
そ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
の
経
営
資
源
を
集

め
、
研
究
開
発
フ
ェ
ー
ズ
や
協
力
者
を
増
や

す
パ
ー
ト
ナ
リ
ン
グ
の
フ
ェ
ー
ズ
、
海
外
に

進
出
す
る
フ
ェ
ー
ズ
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
構
想
に
応
じ
て
行
う
わ
け
で
す
が
、
い
ず

れ
の
場
面
に
お
い
て
も
、
最
初
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
協

力
者
も
資
源
も
集
ま
り
や
す
く
な
る
と
言
え

ま
す
。

不
動
産
を
使
い
こ
な
す

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
の

必
要
性

川
原

　規
模
に
か
か
わ
ら
ず
不
動
産
の
再
生

に
よ
る
地
域
づ
く
り
は
、
今
日
の
地
域
振
興

の
場
面
で
は
と
て
も
重
要
で
、
各
地
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
従
来
型
の
都
市
計
画
的
な

方
法
で
は
、
行
政
が
エ
リ
ア
の
計
画
を
描
い

て
、
そ
こ
に
民
間
事
業
者
を
誘
致
し
な
が
ら

動
か
す
再
開
発
を
し
て
い
く
動
か
し
方
が
あ

り
ま
し
た
。
一
方
、
そ
れ
は
と
て
も
時
間
が

か
か
る
の
で
、
と
に
か
く
地
域
に
思
い
の
あ

る
地
権
者
や
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
が
パ
ブ
リ
ッ
ク

マ
イ
ン
ド
を
持
ち
な
が
ら
敷
地
レ
ベ
ル
、
個

人
レ
ベ
ル
で
良
い
も
の
を
つ
く
り
、
そ
こ
に

い
ろ
い
ろ
な
人
が
引
き
寄
せ
ら
れ
、
通
り
や

エ
リ
ア
が
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
、
個
の
不

動
産
か
ら
始
ま
る
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
有
効
な
こ
と
も
多
く
の
人
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　歴
史
的
建
築
物
や
古
民
家
の
よ
う
に
、
多

く
の
人
に
と
っ
て
価
値
が
感
じ
や
す
い
建
造

物
は
、
店
舗
や
宿
泊
施
設
と
し
て
再
生
す
る

こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、

観
光
の
視
点
が
入
っ
て
く
る
の
で
、
観
光
客

と
い
う
こ
れ
ま
で
ま
ち
づ
く
り
で
は
登
場
し

な
か
っ
た
主
体
の
行
動
や
消
費
、
発
信
力
を

意
識
し
な
が
ら
不
動
産
再
生
を
一
つ
の
起
点

と
し
た「
観
光
を
手
段
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
形
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

内
田

　不
動
産
と
観
光
地
づ
く
り
と
の
関
わ

り
で
言
う
と
、
1
軒
の
古
民
家
の
改
装
、
あ

る
い
は
団
地
1
棟
の
改
装
と
い
う
小
さ
な

き
っ
か
け
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
活

パ
ッ
ケ
ー
ジ
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
本
来
は
人

や
機
械
を
通
し
て
、
顧
客
に
対
し
て
適
切
な

商
品
を
提
案
す
る
能
力
で
あ
っ
た
り
、
顧
客

か
ら
情
報
を
収
集
し
て
、
次
の
来
訪
時
に
生

か
す
た
め
の
情
報
蓄
積
機
能
を
持
た
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ

ス
業
が
本
来
備
え
て
い
る
べ
き
機
能
な
の
で

す
が
、
特
に
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
的
な
形
態
だ

と
そ
の
機
能
が
一
切
な
く
、
み
ん
な
が
同
じ

ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
同
じ
経
路
を
旅
し
て
、

個
人
が
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ
た
の
か
は

ま
る
で
分
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。

川
原

　今
ま
で
は
優
れ
た
旅
館
だ
け
が
や
っ

て
き
た
も
の
を
観
光
地
全
体
と
し
て
取
り
組

む
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
か
と
考

え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
観
光

D
X
も
役
立
て
て
い
か
な
い
と
。

今
後
の
研
究
に
向
け
て
―

不
動
産
再
生
を
活
か
す

事
業
基
盤
、
産
学
官
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

川
原

　不
動
産
再
生
と
観
光
地
域
づ
く
り
を

つ
な
ぐ
に
は
、
予
算
獲
得
や
大
規
模
投
資
を

行
う
能
力
の
あ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、
自
分
の

施
設
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
地
域
全
体
の
視

点
に
立
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

力
の
あ
る
旅
館
、
D
M
O
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
果

た
せ
る
役
割
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

具
体
的
に
何
に
投
資
す
る
べ
き
な
の
か
は
意

外
と
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

内
田

　観
光
の
場
合
、
単
独
の
事
業
者
だ
け

が
儲
か
る
仕
組
み
で
は
な
く
、
旅
館
、
飲
食

店
、
体
験
事
業
者
、
こ
の
ほ
か
様
々
な
不
随

す
る
サ
ー
ビ
ス
と
、
い
ろ
い
ろ
な
会
社
と
協

力
し
て
み
ん
な
が
儲
か
る
仕
組
み
を
考
え
る

こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

川
原

　地
域
内
の
様
々
な
立
場
の
人
が
実
感

を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
む
た
め
に
は
、
先
ほ

ど
話
し
た
通
り
、「
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、
行
政
計
画
で
は
な
く

て
も
目
指
す
目
標
や
絵
姿
が
共
有
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え

て
仕
組
み
を
作
る
こ
と
も
事
業
者
に
と
っ
て

は
す
ご
く
大
事
に
な
る
。
不
動
産
を
生
か
せ

る
事
業
基
盤
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
る
か
が
観

光
地
づ
く
り
の
一
つ
の
肝
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
う
し
た
事
業
基
盤
整
備
は
行
政
が

最
も
得
意
と
す
る
分
野
で
あ
り
、
ま
た
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
民
間
事
業
者
と

の
連
携
も
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。
愛
媛
県
大
洲

市
で
は
、
中
心
市
街
地
に
あ
る
歴
史
的
建
築

物
や
古
民
家
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

う
形
で
1
年
間
貸

し
出
し
て
い
ま

す
。
旅
館
を
通
じ

て
地
域
に
入
っ
た

I
T
系
外
部
人
材

が
、
窯
元
と
出

会
っ
て
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
や
販
路

開
拓
に
協
力
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
な

ど
、
旅
館
が
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

機
能
を
持
つ
と
い

う
興
味
深
い
こ
と

が
起
き
て
い
ま

す
。

が
、
こ
の
事
例
で
も
事
業
基
盤
整
備
は
公
民

連
携
で
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

内
田

　産
学
官
の
誰
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
る
か
と
い
う
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
の
観

光
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
ぜ
ひ
整
理
し
て
み
た
い
で

す
ね
。

川
原

　チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
成
功
例
が

蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な
体
制

を
取
る
か
に
限
ら
ず
、
参
照
で
き
る
事
例
は

増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

対談「不動産再生による観光地づくり」をどう見るか まちづくりとサービスマーケティングの視点から4
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図 1 トリプルヘリックス論

が
地
域
の
中
に
ど
の
よ
う
に
あ
る
の
か
を
把

握
す
る
、と
言
い
換
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

観
光
資
源
と
し
て
物
的
な
資
源
や
文
化
財
の

洗
い
出
し
も
行
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
活
用
す

る
な
ら
、
物
的
資
源
は
所
有
者
や
そ
れ
を
大

切
に
し
て
い
る
人
と
い
っ
た
、「
人
」
に
紐

付
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
ね
。

ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
る
こ
と
が
地
域
と

地
域
が
求
め
る
人
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

川
原

　ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
を
観
光
に

当
て
は
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
や
は
り
地
域

と
い
う
場
所
に
結
び
付
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
と
考
え
ま
す
。す
な
わ
ち
、地
域
に
根
ざ
し
、

地
域
に
責
任
を
持
つ
よ
う
な
こ
と
で
す
。
ト

リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
で
い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
空
間
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
と
き
に
外
の

事
業
者
、
外
部
人
材
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
彼

ら
が
地
域
の
中
の
人
に
な
っ
て
い
く
と
か
、
地

域
の
中
の
人
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
な

こ
と
が
理
想
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
合
意
形

成
を
す
る
に
も
地
域
の
人
、
事
業
者
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
彼
ら
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、

そ
れ
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
ね
。

内
田

　2
0
2
0
年
に
釧
路
市
の
長
期
滞
在

事
業
を
事
例
に
、
ど
の
よ
う
な
人
が
地
域
の

中
に
入
っ
て
き
て
住
民
型
と
我
々
が
呼
ぶ
関

わ
り
方
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
研

究
を
発
表
し
ま
し
た
。
単
な
る
労
働
者
と
し

て
地
域
に
入
っ
て
く
る
わ
け
で
は
な
く
、
自

分
の
持
っ
て
い
る
ス
キ
ル
や
才
能
、
趣
味
が

満
足
で
き
る
な
ど
の
き
っ
か
け
が
重
要
と
な

る
と
い
う
研
究
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
地
域
側
と
し
て
は
、
長
期
滞
在
者
が

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
創
出
に
関
わ
れ
る
よ
う

な
機
会
を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が

移
住
促
進
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

川
原

　面
白
い
で
す
ね
！
似
た
よ
う
な
発
想

が
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造
成
す
る
場
面
で
も

着
目
で
き
ま
す
。
今
年
、
研
究
室
の
学
生
が

地
域
産
業
と
連
携
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を

造
成
す
る
た
め
の
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に

着
目
し
た
研
究
を
し
ま
し
た
。
ど
の
人
に
ど

の
ス
キ
ル
を
持
つ
こ
と
を
期
待
し
て
、
ど
の

よ
う
な
人
材
が
地
域
内
外
か
ら
集
結
し
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
ほ
ど
の
ト
リ

プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
の
解
像
度
を
上
げ
た
も

の
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
を
造
成
す
る
と
い
う
経
験
で
ど
う
い

う
ス
キ
ル
が
地
域
に
育
成
さ
れ
た
り
、
外
部

人
材
の
ス
キ
ル
が
受
け
継
が
れ
る
の
か
が
わ

か
れ
ば
、
今
後
地
域
に
ど
う
い
う
人
的
ス
キ

ル
が
足
り
な
く
て
、
ど
う
獲
得
す
る
か
と

い
っ
た
戦
略
が
、
こ
う
い
う
分
析
か
ら
立
て

ら
れ
る
と
い
い
の
で
は
と
考
え
た
の
で
す
。

内
田

　地
域
の
人
が
欲
し
い
人
材
と
、
そ
こ

に
移
住
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
材
が
持
っ

て
い
る
ス
キ
ル
像
は
ず
れ
て
い
た
り
す
る
の

で
す
よ
ね
。
で
も
、
そ
れ
を
最
大
限
合
っ
て

い
る
方
向
に
導
く
の
が
地
域
と
し
て
の
ビ

ジ
ョ
ン
や
観
光
地
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
そ
れ
が
き
ち
ん
と
打
ち
出
さ
れ
て
い
る

地
域
で
は
、
お
互
い
に
求
め
る
ス
キ
ル
と
、

こ
ち
ら
が
持
っ
て
い
る
ス
キ
ル
の
マ
ッ
チ
ン

グ
は
う
ま
く
い
き
ま
す
。

不
動
産
を
活
か
す

ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す

理
論

内
田

　都
市
計
画
や
地
域
振
興
の
分
野
で
は

民
間
主
導
、
あ
る
い
は
官
主
導
と
い
う
区
分

だ
け
で
な
く
、
官
民
連
携
と
い
う
考
え
方
も

あ
り
ま
す
。

　た
く
さ
ん
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
い
る
観
光
地

は
複
雑
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
異
な
る

セ
ク
タ
ー
を
調
整
す
る
中
で
互
い
が
我
が
事

の
よ
う
に
思
え
る
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
よ
ね
。

川
原

　沢
山
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
関
係
主
体
が

い
る
の
が
観
光
地
づ
く
り
の
難
し
さ
で
す
ね
。

例
え
ば
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
も
、
企

業
や
商
品
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
だ
と
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
で
き
た
と
し
て
も
多
様
な
水
平
関

係
の
主
体
が
い
る
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
は
そ
れ
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

企
業
で
や
っ
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
地

域
に
置
き
換
え
て
い
く
か
と
い
う
発
想
は
常

に
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
適
用
で
き

な
い
こ
と
が
多
い
で
す
よ
ね
。
最
終
的
に
は

地
域
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
に
し
て
も
、

多
様
な
主
体
が
い
る
地
域
の
中
で
、
そ
の
地

域
の
主
体
に
応
援
さ
れ
た
り
、
波
及
効
果
を

生
む
工
夫
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

古
民
家
は
単
な
る
建
物
で
な
く
、
地
域
や
そ

の
所
有
者
一
族
の
思
い
も
詰
ま
っ
た
地
域
の

資
産
で
あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
そ
う
し

た
古
民
家
を
活
用
し
た
宿
泊
施
設
な
ど
の
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
そ
う

し
た
こ
と
に
も
配
慮
し
な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
な
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
田

　14
年
ほ
ど
前
に
、
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ

ク
ス
と
い
う
産
学
官
連
携
に
関
す
る
理
論
書

を
翻
訳
し
ま
し
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
自
分
が
対
象
と

す
る
空
間
や
地
域
の
中
に
、
産
業
界
、
官
界
、

学
界
の
協
働
・
相
互
作
用
を
誘
発
す
る
た
め

の
場
と
し
て
、
3
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
が
必
要
だ

と
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
で
は
考
え
ま

す
。
ま
ず
知
識
を
つ
く
る
層
の
プ
ー
ル
が
な

け
れ
ば
何
も
は
じ
ま
ら
な
い
の
で
、
最
初
の

段
階
で
は
人
材
の
育
成
・
誘
致
に
集
中
す
る

知
識
空
間
（
セ
ク
シ
ョ
ン
）
を
想
定
し
、
次

に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
合
意
）
形
成
を
は
か
る

空
間
を
用
意
す
る
フ
ェ
ー
ズ
に
移
り
ま
す
。

こ
れ
は
地
域
の
中
で
1
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

集
中
す
る
た
め
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
す

る
ね
ら
い
が
あ
り
、
例
え
ば
委
員
会
を
設
立

し
て
、
答
申
案
を
作
り
市
長
に
提
案
書
を
出

し
た
り
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
そ
し
て
最
終

的
に
は
そ
れ
を
何
ら
か
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
実
現
さ
せ
て
い
く
空
間
、
す
な
わ
ち
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
空
間
が
必
要
で
、
こ
の
段
階
に

な
る
と
戦
略
的
に
産
業
を
誘
致
す
る
と
い
っ

た
動
き
に
も
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。

　た
だ
、こ
れ
を
機
械
的
に
あ
て
は
め
て
も
、

地
域
に
よ
っ
て
事
情
は
全
く
異
な
る
の
で
簡

単
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
地
方
政
府
と
し
て
の

自
治
体
が
強
い
地
域
、産
業
界
が
強
い
地
域
、

企
業
城
下
町
の
よ
う
に
一
企
業
が
突
出
し
て

強
い
地
域
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
地
域
が
あ
り
、

反
対
に
大
学
等
高
等
教
育
機
関
が
存
在
し
な

か
っ
た
り
、
観
光
業
以
外
に
め
ぼ
し
い
産
業

が
全
く
な
い
地
域
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
場
合
に
よ
っ
て
は
、
あ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー

が
別
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
役
割
を
補
完
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
不
動
産
再
生
に
も
、
町
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
場
合
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
る
外
部
企
業
を
誘
致
す
る
場

合
、
あ
る
い
は
地
元
の
中
に
そ
の
よ
う
な
企

業
が
あ
る
場
合
と
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
の
提
唱

者
は
、
政
府
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
主
導
し

た
地
域
、
大
学
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
主
導

し
た
地
域
、
産
業
界
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

主
導
し
た
地
域
等
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
が

あ
る
も
の
の
、
足
り
な
い
部
門
を
補
い
な
が

ら
三
段
階
の
空
間
を
遷
移
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
時
間
の
変
遷
と
と
も
に
き
ち
ん
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
い
く
と
し
て

い
ま
す
。

川
原

　例
え
ば
先
ほ
ど
の
フ
ェ
ー
ズ
1
を
ト

リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
で
考
え
る
と
、
知
識

空
間
を
持
つ
よ
う
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

ど
の
よ
う
に
創
っ
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
の
緩
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た

観
光
地
づ
く
り
の
変
化

川
原

　コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
観
光
と
地
域
と

の
つ
な
が
り
が
よ
り
深
く
意
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
振
り
返
り
も
あ
っ
て
、
よ
う
や
く

観
光
地
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

内
田

　北
海
道
で
も
、
特
に
定
山
渓
な
ど
札

幌
近
郊
の
温
泉
宿
で
は
、
宿
泊
人
数
を
絞
っ

て
部
屋
の
サ
イ
ズ
を
大
き
く
す
る
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
化
の
流
れ
を
意
識
し
、
量
で
は

な
く
質
重
視
へ
切
り
替
え
、
大
胆
に
富
裕
層

に
シ
フ
ト
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
の
表

れ
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
以

前
か
ら
実
現
し
た
か
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

へ
の
チ
ェ
ン
ジ
に
踏
み
切
っ
た
形
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
が
な
か
っ
た
ら
こ
れ
ほ
ど
一
挙
に
進

ま
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
地

以
外
の
自
治
体
が
長
期
滞
在
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
事
業
に
参
画
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
大
き
な
変

化
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
多
く
の
地
域
が
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
誘
致
に
取
り
組
む
中
で
、
競
争

に
勝
つ
た
め
地
域
の
特
色
を
打
ち
出
す
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
原

　日
常
圏
内
で
の
余
暇
活
動
も
観
光
の

範
疇
で
あ
る
と
い
う
社
会
認
識
が
広
ま
っ
た

こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。

観
光
と
日
常
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
が
進
ん
だ

こ
と
で
、
今
ま
で
は
余
暇
と
さ
れ
て
い
た
も

の
も
観
光
と
位
置
付
け
て
行
政
が
施
策
を
打

て
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
ブ
レ
ジ
ャ
ー
需
要
を
取
り
込
ん
で
高
付
加

価
値
化
を
図
る
旅
館
も
増
え
ま
し
た
。
佐
賀

県
の
と
あ
る
旅
館
で
は
、
客
室
1
つ
を
東
京

の
I
T
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
い

不
動
産
再
生
が

生
み
出
す

地
域
の
象
徴
空
間

川
原

　古
民
家
再
生
で
も
旅
館
再
生
で
も
、

観
光
地
づ
く
り
の
視
点
を
打
ち
出
す
な
ら

ば
、
地
域
の
将
来
像
と
の
関
係
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
場
や
機
会
が
必
要
で
す
。ま
た
、

観
光
に
は
人
的
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
要
素
が
欠

か
せ
な
い
。
旅
館
を
例
に
挙
げ
る
と
、
建
物

と
い
う
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
は
な
く
、
仲
居
さ

ん
や
女
将
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
不
動
産

再
生
と
観
光
地
づ
く
り
を
結
び
付
け
る
に

は
、
場
や
そ
こ
に
い
る
人
が
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
に
も
着
目
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
田

　道
の
駅
の
よ
う
な
情
報
発
信
空
間
が

あ
る
地
域
で
は
、
そ
こ
に
地
域
の
物
産
情
報

が
集
ま
り
、
象
徴
空
間
と
し
て
機
能
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
象
徴
的
な
施
設

が
な
い
地
域
で
は
宿
泊
拠
点
の
役
割
は
非
常

に
重
要
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
宿
泊
施
設
の

中
の
お
土
産
コ
ー
ナ
ー
が
地
域
の
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
と
し
て
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　一
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視

点
か
ら
見
る
と
、
観
光
を
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス

川
原

　話
は
戻
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
人

を
引
き
寄
せ
る
た
め
に
も
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
掲

げ
方
が
す
ご
く
大
事
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
企
業
で
あ
れ
ば
企
業
な
り
の
人
材
の
集

め
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
観
光

地
域
づ
く
り
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
め
ば

良
い
の
か
。
恐
ら
く
外
部
人
材
の
引
き
つ
け

方
、
あ
る
い
は
移
住
、
関
係
人
口
の
話
に
も

つ
な
が
る
気
が
し
ま
す
し
、
そ
の
入
り
口
と

し
て
観
光
は
役
立
て
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

不
動
産
再
生
が

発
信
す
る
地
域
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

川
原

　不
動
産
は
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
場

所
と
し
て
の
役
割
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特

に
旅
館
な
ど
は
、
地
域
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と

も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
が
目
指
し
て
い

る
も
の
や
地
域
の
資
源
を
ま
と
ま
っ
て
見
せ

る
こ
と
が
で
き
る
場
と
し
て
、
非
常
に
重
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
力
の
あ
る
旅
館
は
各
地
域
に
1
つ
か

2
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
旅
館

が
地
域
の
代
表
選
手
と
し
て
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。
私

は
観
光
地
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
旅
館
が
非

常
に
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
仮
説
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
回
視

察
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
の

ホ
テ
ル
も
そ
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
（
海
士

町
のE

n
tô

も
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
例
だ
と

思
い
ま
す
）。
し
か
し
、
個
々
の
事
業
者
は

自
分
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
死
で
、
そ
こ
ま
で
は

な
か
な
か
手
が
届
き
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、

観
光
地
づ
く
り
や
観
光
地
づ
く
り
と
い
う
枠

組
み
が
個
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
外
側
に
あ
っ

て
、
個
々
の
事
業
者
の
や
っ
て
い
る
こ
と
を

地
域
に
も
つ
な
げ
よ
う
と
誰
か
が
考
え
な
い

と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
こ
そ
が
D
M
O
や
行
政
の
役
割
で
し
ょ

う
。観

光
地
づ
く
り
に
よ
る

地
域
産
業
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

川
原

　合
意
形
成
を
す
る
と
き
に
は
、
地
域

の
人
の
メ
リ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
つ
く
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
観
光
を
取
り
込

ん
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
地
域
に

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
か
を
エ
ビ
デ

ン
ス
を
持
っ
て
示
す
こ
と
も
必
要
で
す
。
ハ

ワ
イ
は
今
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
一
生
懸
命

で
す
よ
ね
。

　観
光
の
効
果
を
評
価
す
る
と
な
る
と
、
経

済
的
な
も
の
と
し
て
は
波
及
効
果
や
域
内
調

達
率
が
挙
げ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
産
業

の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど

が
行
わ
れ
た
ら
、
そ
れ
は
地
域
側
に
説
明
し

や
す
い
わ
か
り
や
す
い
効
果
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
。

内
田

　地
域
の
人
の
イ
ン
フ
ラ
向
上
に
貢
献

す
る
や
り
方
を
説
得
材
料
と
し
て
出
す
こ
と

が
実
務
的
に
も
多
い
気
が
し
ま
す
。
例
え
ば

小
樽
市
で
は
人
口
が
減
り
続
け
て
い
る
一
方

な
の
に
、
次
々
に
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
な
ど

生
活
空
間
が
潤
う
ス
ポ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
い

る
の
は
、
観
光
客
が
い
て
く
れ
る
お
か
げ
だ

と
市
民
は
自
覚
し
て
い
ま
す
。

川
原

　や
は
り
観
光
客
相
手
の
ビ
ジ
ネ
ス

が
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
に
も
生
活
の
豊

か
さ
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
見
え
る

化
さ
れ
る
デ
ー
タ
の
活
用
等
が
も
っ
と
進
む

と
良
い
で
す
ね
。
た
だ
、
や
は
り
社
会
実
験

を
通
し
て
実
体
験
と
し
て
示
し
て
い
か
な
い

と
、
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
難
し
さ

も
あ
り
ま
す
。

内
田

　現
在
國
學
院
大
學
に
お
ら
れ
る
十
代

田
朗
教
授
は
「
観
光
地
づ
く
り
（
観
光
計
画
）

と
ま
ち
づ
く
り
（
都
市
計
画
）
は
、
接
近
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
仰
っ
て

い
ま
し
た
（
十
代
田
朗
編
著
『
観
光
ま
ち
づ

く
り
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』、
2
0
1
0
）。

自
治
体
で
も
観
光
地
づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り

の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
別
々
に
あ
る
よ
う
に
、
両

者
は
別
物
と
捉
え
ら
れ
や
す
い
で
す
が
、
観

光
と
い
う
具
体
的
な
応
用
対
象
を
想
定
す
る

こ
と
で
住
民
利
害
の
相
反
問
題
に
ば
か
り
悩

ま
さ
れ
て
い
た
ま
ち
づ
く
り
の
議
論
が
建
設

的
に
な
っ
た
り
、
地
域
の
魅
力
と
い
う
明
る

い
話
題
が
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
る
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
単
体
よ
り
も
観
光
地
づ
く
り
の
考
え

方
に
立
脚
し
た
ほ
う
が
地
域
内
で
の
合
意
形

成
は
進
み
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　物
見
遊
山
的
な
観
光
が
世
の
中
の
主
流

だ
っ
た
時
代
が
終
わ
り
、
そ
の
地
域
の
文
化

を
深
く
体
験
す
る
の
が
観
光
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
が
広
く
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

現
在
、
観
光
計
画
と
都
市
計
画
は
か
な
り
近

づ
い
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

川
原

　観
光
と
い
う
地
域
の
魅
力
を
全
面
に

出
し
て
進
め
て
い
く
手
法
は
、
次
世
代
の
担

い
手
候
補
と
な
り
得
る
若
者
や
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
人
材
を
惹
き
つ
け
る
た
め
に
も
良

い
手
法
と
い
え
ま
す
ね
。

性
化
し
、
結
果
と
し
て
、
観
光
地
づ
く
り
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
不
動
産
に

関
連
す
る
研
究
と
し
て
は
、
以
前
に
、
高
級

住
宅
地
の
ブ
ラ
ン
ド
形
成
過
程
の
分
析
を
札

幌
市
円
山
地
区
に
お
い
て
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
は
1
9
2
5
年
（
大
正
14

年
）
の
宅
地
開
発
当
初
か
ら
高
級
住
宅
地
と

し
て
の
広
報
活
動
を
土
地
所
有
者
ら
が
行
っ

て
い
ま
し
た
。
特
に
教
育
の
質
を
高
く
維
持

す
る
こ
と
が
1
0
0
年
経
っ
て
も
維
持
さ
れ

て
い
て
、
い
わ
ば
口
コ
ミ
で
転
勤
族
が
円
山

地
区
を
転
居
先
に
選
ぶ
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　今
回
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
域
に
お
い
て

も
、
似
た
よ
う
な
形
で
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
は
ず
で
す
。
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
が
移
住
先
を
選
ぶ
際
に

子
ど
も
の
教
育
、
他
で
は
得
難
い
教
育
環
境

に
よ
っ
て
選
ぶ
よ
う
に
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
人
材
に
対
す
る
価
値
を
つ
く
る
こ
と
に

よ
っ
て
誘
致
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

川
原

　不
動
産
再
生
に
お
い
て
は
、
当
然
な

が
ら
そ
の
不
動
産
を
最
終
的
に
使
い
こ
な
す

人
の
早
い
段
階
で
の
参
画
が
必
要
で
す
。
そ

の
人
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
想
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て

不
動
産
再
生
に
関
わ
る
こ
と
が
一
番
シ
ン
プ

ル
で
す
。
一
方
で
ま
ち
づ
く
り
の
よ
う
に
、

面
的
に
、
あ
る
い
は
計
画
的
に
取
り
組
も
う

と
す
る
と
き
に
は
行
政
や
D
M
O
な
ど
の
公

的
機
関
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か

も
重
要
に
な
り
ま
す
。

観
光
地
づ
く
り
を

フ
ェ
ー
ズ
で
捉
え
る

川
原

　私
は
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
の

た
め
に
は
、地
域
の
環
境
や
社
会
を
意
識
し
、

ま
ち
づ
く
り
や
都
市
デ
ザ
イ
ン
等
の
公
共

性
、
公
益
性
を
重
視
す
る
手
法
と
、
経
済
面

を
意
識
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
収
益
化
で
き
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
づ
く
り
等
の
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
を
併
せ

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い

く
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
フ
ェ
ー
ズ
に
分

け
て
捉
え
る
整
理
を
し
て
き
ま
し
た
。

フ
ェ
ー
ズ
1
は
「
地
域
特
性
と
地
域
資
源
の

時
間
・
空
間
・
人
間
把
握
」、
フ
ェ
ー
ズ
2

は
「
魅
力
的
な
空
間
体
験
・
観
光
体
験
の
構

想
」
と
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
フ
ェ
ー
ズ
で

は
ま
ず
地
域
を
把
握
し
た
り
、
ゆ
る
や
か
な

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
そ
れ

を
踏
ま
え
て
フ
ェ
ー
ズ
3
は
「
フ
ロ
ー
ト
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
描
き
、
事
業
型
の
チ
ー
ム
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
を
し
ま
す
。
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン

と
い
う
の
は
、
無
理
に
行
政
計
画
に
位
置
づ

け
な
く
て
も
良
い
の
で
、
こ
の
地
域
は
こ
の

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ

た
人
た
ち
の
尖
っ
た
将
来
像
を
重
ね
な
が

ら
、
そ
れ
を
公
民
が
共
有
す
る
た
め
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ビ
ジ
ョ

ン
中
に
は
地
域
の
課
題
解
決
も
含
ま
れ
ま

す
。
フ
ェ
ー
ズ
4
、
5
は
そ
れ
を
着
実
に
実

行
し
て
い
く
事
業
の
立
ち
上
げ
方
と
そ
れ
を

持
続
的
に
支
え
る
計
画
や
仕
組
み
、
体
制
と

い
っ
た
事
業
基
盤
を
セ
ッ
ト
す
る
メ
ソ
ッ
ド

で
す
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
順
番
ど
お
り
で
あ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　例
え
ば
私
が
関
わ
っ
た
山
口
県
長
門
湯
本

温
泉
の
温
泉
街
再
生
に
お
い
て
は
、
実
際
に

は
順
番
は
こ
の
フ
ェ
ー
ズ
通
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
日

本
一
そ
ぞ
ろ
歩
き
が
楽
し
い
温
泉
街
を
目
指

す
」
と
い
っ
た
目
標
や
、
温
泉
街
の
中
央
を

流
れ
る
音
信
川
を
活
か
し
た
空
間
と
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
描
か
れ
た
絵
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
の
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
見
て
わ
く
わ
く
す
る
も
の
で
し
た
。

夢
や
イ
メ
ー
ジ
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
重
ね
て
共
有
で

き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
ど
の
よ
う

に
つ
な
が
る
か
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
地
域
が
動
き
始
め
ま
す
。（
巻
頭

言
に
あ
る
）
海
士
町
も
、
ま
さ
に
こ
れ
を
掲

げ
、
具
現
化
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

内
田

　小
樽
商
科
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
で
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
う

に
あ
た
っ
て
は
同
様
に
フ
ェ
ー
ズ
に
区
切
っ

て
考
え
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
最
初
に

行
う
作
業
が
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
の
策
定
で
す

が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
経
営
者
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

事
業
の
構
想
に
即
し
て
具
体
化
し
た
も
の
で

す
。
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
っ
て
、
そ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
の
経
営
資
源
を
集

め
、
研
究
開
発
フ
ェ
ー
ズ
や
協
力
者
を
増
や

す
パ
ー
ト
ナ
リ
ン
グ
の
フ
ェ
ー
ズ
、
海
外
に

進
出
す
る
フ
ェ
ー
ズ
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
構
想
に
応
じ
て
行
う
わ
け
で
す
が
、
い
ず

れ
の
場
面
に
お
い
て
も
、
最
初
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
協

力
者
も
資
源
も
集
ま
り
や
す
く
な
る
と
言
え

ま
す
。

不
動
産
を
使
い
こ
な
す

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
の

必
要
性

川
原

　規
模
に
か
か
わ
ら
ず
不
動
産
の
再
生

に
よ
る
地
域
づ
く
り
は
、
今
日
の
地
域
振
興

の
場
面
で
は
と
て
も
重
要
で
、
各
地
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
従
来
型
の
都
市
計
画
的
な

方
法
で
は
、
行
政
が
エ
リ
ア
の
計
画
を
描
い

て
、
そ
こ
に
民
間
事
業
者
を
誘
致
し
な
が
ら

動
か
す
再
開
発
を
し
て
い
く
動
か
し
方
が
あ

り
ま
し
た
。
一
方
、
そ
れ
は
と
て
も
時
間
が

か
か
る
の
で
、
と
に
か
く
地
域
に
思
い
の
あ

る
地
権
者
や
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
が
パ
ブ
リ
ッ
ク

マ
イ
ン
ド
を
持
ち
な
が
ら
敷
地
レ
ベ
ル
、
個

人
レ
ベ
ル
で
良
い
も
の
を
つ
く
り
、
そ
こ
に

い
ろ
い
ろ
な
人
が
引
き
寄
せ
ら
れ
、
通
り
や

エ
リ
ア
が
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
、
個
の
不

動
産
か
ら
始
ま
る
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
有
効
な
こ
と
も
多
く
の
人
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　歴
史
的
建
築
物
や
古
民
家
の
よ
う
に
、
多

く
の
人
に
と
っ
て
価
値
が
感
じ
や
す
い
建
造

物
は
、
店
舗
や
宿
泊
施
設
と
し
て
再
生
す
る

こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、

観
光
の
視
点
が
入
っ
て
く
る
の
で
、
観
光
客

と
い
う
こ
れ
ま
で
ま
ち
づ
く
り
で
は
登
場
し

な
か
っ
た
主
体
の
行
動
や
消
費
、
発
信
力
を

意
識
し
な
が
ら
不
動
産
再
生
を
一
つ
の
起
点

と
し
た「
観
光
を
手
段
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
形
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

内
田

　不
動
産
と
観
光
地
づ
く
り
と
の
関
わ

り
で
言
う
と
、
1
軒
の
古
民
家
の
改
装
、
あ

る
い
は
団
地
1
棟
の
改
装
と
い
う
小
さ
な

き
っ
か
け
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
活

パ
ッ
ケ
ー
ジ
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
本
来
は
人

や
機
械
を
通
し
て
、
顧
客
に
対
し
て
適
切
な

商
品
を
提
案
す
る
能
力
で
あ
っ
た
り
、
顧
客

か
ら
情
報
を
収
集
し
て
、
次
の
来
訪
時
に
生

か
す
た
め
の
情
報
蓄
積
機
能
を
持
た
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ

ス
業
が
本
来
備
え
て
い
る
べ
き
機
能
な
の
で

す
が
、
特
に
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
的
な
形
態
だ

と
そ
の
機
能
が
一
切
な
く
、
み
ん
な
が
同
じ

ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
同
じ
経
路
を
旅
し
て
、

個
人
が
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ
た
の
か
は

ま
る
で
分
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。

川
原

　今
ま
で
は
優
れ
た
旅
館
だ
け
が
や
っ

て
き
た
も
の
を
観
光
地
全
体
と
し
て
取
り
組

む
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
か
と
考

え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
観
光

D
X
も
役
立
て
て
い
か
な
い
と
。

今
後
の
研
究
に
向
け
て
―

不
動
産
再
生
を
活
か
す

事
業
基
盤
、
産
学
官
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

川
原

　不
動
産
再
生
と
観
光
地
域
づ
く
り
を

つ
な
ぐ
に
は
、
予
算
獲
得
や
大
規
模
投
資
を

行
う
能
力
の
あ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、
自
分
の

施
設
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
地
域
全
体
の
視

点
に
立
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

力
の
あ
る
旅
館
、
D
M
O
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
果

た
せ
る
役
割
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

具
体
的
に
何
に
投
資
す
る
べ
き
な
の
か
は
意

外
と
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

内
田

　観
光
の
場
合
、
単
独
の
事
業
者
だ
け

が
儲
か
る
仕
組
み
で
は
な
く
、
旅
館
、
飲
食

店
、
体
験
事
業
者
、
こ
の
ほ
か
様
々
な
不
随

す
る
サ
ー
ビ
ス
と
、
い
ろ
い
ろ
な
会
社
と
協

力
し
て
み
ん
な
が
儲
か
る
仕
組
み
を
考
え
る

こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

川
原

　地
域
内
の
様
々
な
立
場
の
人
が
実
感

を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
む
た
め
に
は
、
先
ほ

ど
話
し
た
通
り
、「
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、
行
政
計
画
で
は
な
く

て
も
目
指
す
目
標
や
絵
姿
が
共
有
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え

て
仕
組
み
を
作
る
こ
と
も
事
業
者
に
と
っ
て

は
す
ご
く
大
事
に
な
る
。
不
動
産
を
生
か
せ

る
事
業
基
盤
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
る
か
が
観

光
地
づ
く
り
の
一
つ
の
肝
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
う
し
た
事
業
基
盤
整
備
は
行
政
が

最
も
得
意
と
す
る
分
野
で
あ
り
、
ま
た
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
民
間
事
業
者
と

の
連
携
も
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。
愛
媛
県
大
洲

市
で
は
、
中
心
市
街
地
に
あ
る
歴
史
的
建
築

物
や
古
民
家
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

う
形
で
1
年
間
貸

し
出
し
て
い
ま

す
。
旅
館
を
通
じ

て
地
域
に
入
っ
た

I
T
系
外
部
人
材

が
、
窯
元
と
出

会
っ
て
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
や
販
路

開
拓
に
協
力
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
な

ど
、
旅
館
が
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

機
能
を
持
つ
と
い

う
興
味
深
い
こ
と

が
起
き
て
い
ま

す
。

が
、
こ
の
事
例
で
も
事
業
基
盤
整
備
は
公
民

連
携
で
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

内
田

　産
学
官
の
誰
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
る
か
と
い
う
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
の
観

光
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
ぜ
ひ
整
理
し
て
み
た
い
で

す
ね
。

川
原

　チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
成
功
例
が

蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な
体
制

を
取
る
か
に
限
ら
ず
、
参
照
で
き
る
事
例
は

増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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図 2 地域外関係者のかかわりの類型化モデルから見た
釧路長期滞在者のかかわりの変容

出典：森重昌之、内田純一他（2020）「地域外関係者のかかわりの類型化によるまちづくりの実践 観光研究32巻」よリ

が
地
域
の
中
に
ど
の
よ
う
に
あ
る
の
か
を
把

握
す
る
、と
言
い
換
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

観
光
資
源
と
し
て
物
的
な
資
源
や
文
化
財
の

洗
い
出
し
も
行
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
活
用
す

る
な
ら
、
物
的
資
源
は
所
有
者
や
そ
れ
を
大

切
に
し
て
い
る
人
と
い
っ
た
、「
人
」
に
紐

付
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
ね
。

ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
る
こ
と
が
地
域
と

地
域
が
求
め
る
人
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

川
原

　ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
を
観
光
に

当
て
は
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
や
は
り
地
域

と
い
う
場
所
に
結
び
付
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
と
考
え
ま
す
。す
な
わ
ち
、地
域
に
根
ざ
し
、

地
域
に
責
任
を
持
つ
よ
う
な
こ
と
で
す
。
ト

リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
で
い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
空
間
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
と
き
に
外
の

事
業
者
、
外
部
人
材
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
彼

ら
が
地
域
の
中
の
人
に
な
っ
て
い
く
と
か
、
地

域
の
中
の
人
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
な

こ
と
が
理
想
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
合
意
形

成
を
す
る
に
も
地
域
の
人
、
事
業
者
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
彼
ら
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、

そ
れ
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
ね
。

内
田

　2
0
2
0
年
に
釧
路
市
の
長
期
滞
在

事
業
を
事
例
に
、
ど
の
よ
う
な
人
が
地
域
の

中
に
入
っ
て
き
て
住
民
型
と
我
々
が
呼
ぶ
関

わ
り
方
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
研

究
を
発
表
し
ま
し
た
。
単
な
る
労
働
者
と
し

て
地
域
に
入
っ
て
く
る
わ
け
で
は
な
く
、
自

分
の
持
っ
て
い
る
ス
キ
ル
や
才
能
、
趣
味
が

満
足
で
き
る
な
ど
の
き
っ
か
け
が
重
要
と
な

る
と
い
う
研
究
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
地
域
側
と
し
て
は
、
長
期
滞
在
者
が

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
創
出
に
関
わ
れ
る
よ
う

な
機
会
を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が

移
住
促
進
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

川
原

　面
白
い
で
す
ね
！
似
た
よ
う
な
発
想

が
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造
成
す
る
場
面
で
も

着
目
で
き
ま
す
。
今
年
、
研
究
室
の
学
生
が

地
域
産
業
と
連
携
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を

造
成
す
る
た
め
の
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に

着
目
し
た
研
究
を
し
ま
し
た
。
ど
の
人
に
ど

の
ス
キ
ル
を
持
つ
こ
と
を
期
待
し
て
、
ど
の

よ
う
な
人
材
が
地
域
内
外
か
ら
集
結
し
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
ほ
ど
の
ト
リ

プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
の
解
像
度
を
上
げ
た
も

の
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
を
造
成
す
る
と
い
う
経
験
で
ど
う
い

う
ス
キ
ル
が
地
域
に
育
成
さ
れ
た
り
、
外
部

人
材
の
ス
キ
ル
が
受
け
継
が
れ
る
の
か
が
わ

か
れ
ば
、
今
後
地
域
に
ど
う
い
う
人
的
ス
キ

ル
が
足
り
な
く
て
、
ど
う
獲
得
す
る
か
と

い
っ
た
戦
略
が
、
こ
う
い
う
分
析
か
ら
立
て

ら
れ
る
と
い
い
の
で
は
と
考
え
た
の
で
す
。

内
田

　地
域
の
人
が
欲
し
い
人
材
と
、
そ
こ

に
移
住
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
材
が
持
っ

て
い
る
ス
キ
ル
像
は
ず
れ
て
い
た
り
す
る
の

で
す
よ
ね
。
で
も
、
そ
れ
を
最
大
限
合
っ
て

い
る
方
向
に
導
く
の
が
地
域
と
し
て
の
ビ

ジ
ョ
ン
や
観
光
地
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
そ
れ
が
き
ち
ん
と
打
ち
出
さ
れ
て
い
る

地
域
で
は
、
お
互
い
に
求
め
る
ス
キ
ル
と
、

こ
ち
ら
が
持
っ
て
い
る
ス
キ
ル
の
マ
ッ
チ
ン

グ
は
う
ま
く
い
き
ま
す
。

不
動
産
を
活
か
す

ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す

理
論

内
田

　都
市
計
画
や
地
域
振
興
の
分
野
で
は

民
間
主
導
、
あ
る
い
は
官
主
導
と
い
う
区
分

だ
け
で
な
く
、
官
民
連
携
と
い
う
考
え
方
も

あ
り
ま
す
。

　た
く
さ
ん
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
い
る
観
光
地

は
複
雑
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
異
な
る

セ
ク
タ
ー
を
調
整
す
る
中
で
互
い
が
我
が
事

の
よ
う
に
思
え
る
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
よ
ね
。

川
原

　沢
山
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
関
係
主
体
が

い
る
の
が
観
光
地
づ
く
り
の
難
し
さ
で
す
ね
。

例
え
ば
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
も
、
企

業
や
商
品
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
だ
と
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
で
き
た
と
し
て
も
多
様
な
水
平
関

係
の
主
体
が
い
る
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
は
そ
れ
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

企
業
で
や
っ
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
地

域
に
置
き
換
え
て
い
く
か
と
い
う
発
想
は
常

に
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
適
用
で
き

な
い
こ
と
が
多
い
で
す
よ
ね
。
最
終
的
に
は

地
域
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
に
し
て
も
、

多
様
な
主
体
が
い
る
地
域
の
中
で
、
そ
の
地

域
の
主
体
に
応
援
さ
れ
た
り
、
波
及
効
果
を

生
む
工
夫
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

古
民
家
は
単
な
る
建
物
で
な
く
、
地
域
や
そ

の
所
有
者
一
族
の
思
い
も
詰
ま
っ
た
地
域
の

資
産
で
あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
そ
う
し

た
古
民
家
を
活
用
し
た
宿
泊
施
設
な
ど
の
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
そ
う

し
た
こ
と
に
も
配
慮
し
な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
な
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
田

　14
年
ほ
ど
前
に
、
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ

ク
ス
と
い
う
産
学
官
連
携
に
関
す
る
理
論
書

を
翻
訳
し
ま
し
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
自
分
が
対
象
と

す
る
空
間
や
地
域
の
中
に
、
産
業
界
、
官
界
、

学
界
の
協
働
・
相
互
作
用
を
誘
発
す
る
た
め

の
場
と
し
て
、
3
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
が
必
要
だ

と
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
で
は
考
え
ま

す
。
ま
ず
知
識
を
つ
く
る
層
の
プ
ー
ル
が
な

け
れ
ば
何
も
は
じ
ま
ら
な
い
の
で
、
最
初
の

段
階
で
は
人
材
の
育
成
・
誘
致
に
集
中
す
る

知
識
空
間
（
セ
ク
シ
ョ
ン
）
を
想
定
し
、
次

に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
合
意
）
形
成
を
は
か
る

空
間
を
用
意
す
る
フ
ェ
ー
ズ
に
移
り
ま
す
。

こ
れ
は
地
域
の
中
で
1
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

集
中
す
る
た
め
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
す

る
ね
ら
い
が
あ
り
、
例
え
ば
委
員
会
を
設
立

し
て
、
答
申
案
を
作
り
市
長
に
提
案
書
を
出

し
た
り
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
そ
し
て
最
終

的
に
は
そ
れ
を
何
ら
か
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
実
現
さ
せ
て
い
く
空
間
、
す
な
わ
ち
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
空
間
が
必
要
で
、
こ
の
段
階
に

な
る
と
戦
略
的
に
産
業
を
誘
致
す
る
と
い
っ

た
動
き
に
も
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。

　た
だ
、こ
れ
を
機
械
的
に
あ
て
は
め
て
も
、

地
域
に
よ
っ
て
事
情
は
全
く
異
な
る
の
で
簡

単
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
地
方
政
府
と
し
て
の

自
治
体
が
強
い
地
域
、産
業
界
が
強
い
地
域
、

企
業
城
下
町
の
よ
う
に
一
企
業
が
突
出
し
て

強
い
地
域
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
地
域
が
あ
り
、

反
対
に
大
学
等
高
等
教
育
機
関
が
存
在
し
な

か
っ
た
り
、
観
光
業
以
外
に
め
ぼ
し
い
産
業

が
全
く
な
い
地
域
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
場
合
に
よ
っ
て
は
、
あ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー

が
別
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
役
割
を
補
完
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
不
動
産
再
生
に
も
、
町
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
場
合
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
る
外
部
企
業
を
誘
致
す
る
場

合
、
あ
る
い
は
地
元
の
中
に
そ
の
よ
う
な
企

業
が
あ
る
場
合
と
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
の
提
唱

者
は
、
政
府
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
主
導
し

た
地
域
、
大
学
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
主
導

し
た
地
域
、
産
業
界
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

主
導
し
た
地
域
等
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
が

あ
る
も
の
の
、
足
り
な
い
部
門
を
補
い
な
が

ら
三
段
階
の
空
間
を
遷
移
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
時
間
の
変
遷
と
と
も
に
き
ち
ん
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
い
く
と
し
て

い
ま
す
。

川
原

　例
え
ば
先
ほ
ど
の
フ
ェ
ー
ズ
1
を
ト

リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
で
考
え
る
と
、
知
識

空
間
を
持
つ
よ
う
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

ど
の
よ
う
に
創
っ
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
の
緩
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た

観
光
地
づ
く
り
の
変
化

川
原

　コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
観
光
と
地
域
と

の
つ
な
が
り
が
よ
り
深
く
意
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
振
り
返
り
も
あ
っ
て
、
よ
う
や
く

観
光
地
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

内
田

　北
海
道
で
も
、
特
に
定
山
渓
な
ど
札

幌
近
郊
の
温
泉
宿
で
は
、
宿
泊
人
数
を
絞
っ

て
部
屋
の
サ
イ
ズ
を
大
き
く
す
る
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
化
の
流
れ
を
意
識
し
、
量
で
は

な
く
質
重
視
へ
切
り
替
え
、
大
胆
に
富
裕
層

に
シ
フ
ト
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
の
表

れ
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
以

前
か
ら
実
現
し
た
か
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

へ
の
チ
ェ
ン
ジ
に
踏
み
切
っ
た
形
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
が
な
か
っ
た
ら
こ
れ
ほ
ど
一
挙
に
進

ま
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
地

以
外
の
自
治
体
が
長
期
滞
在
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
事
業
に
参
画
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
大
き
な
変

化
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
多
く
の
地
域
が
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
誘
致
に
取
り
組
む
中
で
、
競
争

に
勝
つ
た
め
地
域
の
特
色
を
打
ち
出
す
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
原

　日
常
圏
内
で
の
余
暇
活
動
も
観
光
の

範
疇
で
あ
る
と
い
う
社
会
認
識
が
広
ま
っ
た

こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。

観
光
と
日
常
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
が
進
ん
だ

こ
と
で
、
今
ま
で
は
余
暇
と
さ
れ
て
い
た
も

の
も
観
光
と
位
置
付
け
て
行
政
が
施
策
を
打

て
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
ブ
レ
ジ
ャ
ー
需
要
を
取
り
込
ん
で
高
付
加

価
値
化
を
図
る
旅
館
も
増
え
ま
し
た
。
佐
賀

県
の
と
あ
る
旅
館
で
は
、
客
室
1
つ
を
東
京

の
I
T
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
い

不
動
産
再
生
が

生
み
出
す

地
域
の
象
徴
空
間

川
原

　古
民
家
再
生
で
も
旅
館
再
生
で
も
、

観
光
地
づ
く
り
の
視
点
を
打
ち
出
す
な
ら

ば
、
地
域
の
将
来
像
と
の
関
係
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
場
や
機
会
が
必
要
で
す
。ま
た
、

観
光
に
は
人
的
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
要
素
が
欠

か
せ
な
い
。
旅
館
を
例
に
挙
げ
る
と
、
建
物

と
い
う
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
は
な
く
、
仲
居
さ

ん
や
女
将
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
不
動
産

再
生
と
観
光
地
づ
く
り
を
結
び
付
け
る
に

は
、
場
や
そ
こ
に
い
る
人
が
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
に
も
着
目
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
田

　道
の
駅
の
よ
う
な
情
報
発
信
空
間
が

あ
る
地
域
で
は
、
そ
こ
に
地
域
の
物
産
情
報

が
集
ま
り
、
象
徴
空
間
と
し
て
機
能
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
象
徴
的
な
施
設

が
な
い
地
域
で
は
宿
泊
拠
点
の
役
割
は
非
常

に
重
要
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
宿
泊
施
設
の

中
の
お
土
産
コ
ー
ナ
ー
が
地
域
の
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
と
し
て
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　一
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視

点
か
ら
見
る
と
、
観
光
を
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス

川
原

　話
は
戻
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
人

を
引
き
寄
せ
る
た
め
に
も
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
掲

げ
方
が
す
ご
く
大
事
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
企
業
で
あ
れ
ば
企
業
な
り
の
人
材
の
集

め
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
観
光

地
域
づ
く
り
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
め
ば

良
い
の
か
。
恐
ら
く
外
部
人
材
の
引
き
つ
け

方
、
あ
る
い
は
移
住
、
関
係
人
口
の
話
に
も

つ
な
が
る
気
が
し
ま
す
し
、
そ
の
入
り
口
と

し
て
観
光
は
役
立
て
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

不
動
産
再
生
が

発
信
す
る
地
域
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

川
原

　不
動
産
は
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
場

所
と
し
て
の
役
割
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特

に
旅
館
な
ど
は
、
地
域
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と

も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
が
目
指
し
て
い

る
も
の
や
地
域
の
資
源
を
ま
と
ま
っ
て
見
せ

る
こ
と
が
で
き
る
場
と
し
て
、
非
常
に
重
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
力
の
あ
る
旅
館
は
各
地
域
に
1
つ
か

2
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
旅
館

が
地
域
の
代
表
選
手
と
し
て
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。
私

は
観
光
地
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
旅
館
が
非

常
に
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
仮
説
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
回
視

察
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
の

ホ
テ
ル
も
そ
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
（
海
士

町
のE

n
tô

も
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
例
だ
と

思
い
ま
す
）。
し
か
し
、
個
々
の
事
業
者
は

自
分
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
死
で
、
そ
こ
ま
で
は

な
か
な
か
手
が
届
き
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、

観
光
地
づ
く
り
や
観
光
地
づ
く
り
と
い
う
枠

組
み
が
個
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
外
側
に
あ
っ

て
、
個
々
の
事
業
者
の
や
っ
て
い
る
こ
と
を

地
域
に
も
つ
な
げ
よ
う
と
誰
か
が
考
え
な
い

と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
こ
そ
が
D
M
O
や
行
政
の
役
割
で
し
ょ

う
。観

光
地
づ
く
り
に
よ
る

地
域
産
業
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

川
原

　合
意
形
成
を
す
る
と
き
に
は
、
地
域

の
人
の
メ
リ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
つ
く
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
観
光
を
取
り
込

ん
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
地
域
に

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
か
を
エ
ビ
デ

ン
ス
を
持
っ
て
示
す
こ
と
も
必
要
で
す
。
ハ

ワ
イ
は
今
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
一
生
懸
命

で
す
よ
ね
。

　観
光
の
効
果
を
評
価
す
る
と
な
る
と
、
経

済
的
な
も
の
と
し
て
は
波
及
効
果
や
域
内
調

達
率
が
挙
げ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
産
業

の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど

が
行
わ
れ
た
ら
、
そ
れ
は
地
域
側
に
説
明
し

や
す
い
わ
か
り
や
す
い
効
果
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
。

内
田

　地
域
の
人
の
イ
ン
フ
ラ
向
上
に
貢
献

す
る
や
り
方
を
説
得
材
料
と
し
て
出
す
こ
と

が
実
務
的
に
も
多
い
気
が
し
ま
す
。
例
え
ば

小
樽
市
で
は
人
口
が
減
り
続
け
て
い
る
一
方

な
の
に
、
次
々
に
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
な
ど

生
活
空
間
が
潤
う
ス
ポ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
い

る
の
は
、
観
光
客
が
い
て
く
れ
る
お
か
げ
だ

と
市
民
は
自
覚
し
て
い
ま
す
。

川
原

　や
は
り
観
光
客
相
手
の
ビ
ジ
ネ
ス

が
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
に
も
生
活
の
豊

か
さ
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
見
え
る

化
さ
れ
る
デ
ー
タ
の
活
用
等
が
も
っ
と
進
む

と
良
い
で
す
ね
。
た
だ
、
や
は
り
社
会
実
験

を
通
し
て
実
体
験
と
し
て
示
し
て
い
か
な
い

と
、
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
難
し
さ

も
あ
り
ま
す
。

内
田

　現
在
國
學
院
大
學
に
お
ら
れ
る
十
代

田
朗
教
授
は
「
観
光
地
づ
く
り
（
観
光
計
画
）

と
ま
ち
づ
く
り
（
都
市
計
画
）
は
、
接
近
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
仰
っ
て

い
ま
し
た
（
十
代
田
朗
編
著
『
観
光
ま
ち
づ

く
り
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』、
2
0
1
0
）。

自
治
体
で
も
観
光
地
づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り

の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
別
々
に
あ
る
よ
う
に
、
両

者
は
別
物
と
捉
え
ら
れ
や
す
い
で
す
が
、
観

光
と
い
う
具
体
的
な
応
用
対
象
を
想
定
す
る

こ
と
で
住
民
利
害
の
相
反
問
題
に
ば
か
り
悩

ま
さ
れ
て
い
た
ま
ち
づ
く
り
の
議
論
が
建
設

的
に
な
っ
た
り
、
地
域
の
魅
力
と
い
う
明
る

い
話
題
が
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
る
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
単
体
よ
り
も
観
光
地
づ
く
り
の
考
え

方
に
立
脚
し
た
ほ
う
が
地
域
内
で
の
合
意
形

成
は
進
み
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　物
見
遊
山
的
な
観
光
が
世
の
中
の
主
流

だ
っ
た
時
代
が
終
わ
り
、
そ
の
地
域
の
文
化

を
深
く
体
験
す
る
の
が
観
光
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
が
広
く
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

現
在
、
観
光
計
画
と
都
市
計
画
は
か
な
り
近

づ
い
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

川
原

　観
光
と
い
う
地
域
の
魅
力
を
全
面
に

出
し
て
進
め
て
い
く
手
法
は
、
次
世
代
の
担

い
手
候
補
と
な
り
得
る
若
者
や
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
人
材
を
惹
き
つ
け
る
た
め
に
も
良

い
手
法
と
い
え
ま
す
ね
。

性
化
し
、
結
果
と
し
て
、
観
光
地
づ
く
り
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
不
動
産
に

関
連
す
る
研
究
と
し
て
は
、
以
前
に
、
高
級

住
宅
地
の
ブ
ラ
ン
ド
形
成
過
程
の
分
析
を
札

幌
市
円
山
地
区
に
お
い
て
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
は
1
9
2
5
年
（
大
正
14

年
）
の
宅
地
開
発
当
初
か
ら
高
級
住
宅
地
と

し
て
の
広
報
活
動
を
土
地
所
有
者
ら
が
行
っ

て
い
ま
し
た
。
特
に
教
育
の
質
を
高
く
維
持

す
る
こ
と
が
1
0
0
年
経
っ
て
も
維
持
さ
れ

て
い
て
、
い
わ
ば
口
コ
ミ
で
転
勤
族
が
円
山

地
区
を
転
居
先
に
選
ぶ
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　今
回
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
域
に
お
い
て

も
、
似
た
よ
う
な
形
で
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
は
ず
で
す
。
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
が
移
住
先
を
選
ぶ
際
に

子
ど
も
の
教
育
、
他
で
は
得
難
い
教
育
環
境

に
よ
っ
て
選
ぶ
よ
う
に
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
人
材
に
対
す
る
価
値
を
つ
く
る
こ
と
に

よ
っ
て
誘
致
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

川
原

　不
動
産
再
生
に
お
い
て
は
、
当
然
な

が
ら
そ
の
不
動
産
を
最
終
的
に
使
い
こ
な
す

人
の
早
い
段
階
で
の
参
画
が
必
要
で
す
。
そ

の
人
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
想
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て

不
動
産
再
生
に
関
わ
る
こ
と
が
一
番
シ
ン
プ

ル
で
す
。
一
方
で
ま
ち
づ
く
り
の
よ
う
に
、

面
的
に
、
あ
る
い
は
計
画
的
に
取
り
組
も
う

と
す
る
と
き
に
は
行
政
や
D
M
O
な
ど
の
公

的
機
関
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か

も
重
要
に
な
り
ま
す
。

観
光
地
づ
く
り
を

フ
ェ
ー
ズ
で
捉
え
る

川
原

　私
は
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
の

た
め
に
は
、地
域
の
環
境
や
社
会
を
意
識
し
、

ま
ち
づ
く
り
や
都
市
デ
ザ
イ
ン
等
の
公
共

性
、
公
益
性
を
重
視
す
る
手
法
と
、
経
済
面

を
意
識
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
収
益
化
で
き
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
づ
く
り
等
の
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
を
併
せ

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い

く
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
フ
ェ
ー
ズ
に
分

け
て
捉
え
る
整
理
を
し
て
き
ま
し
た
。

フ
ェ
ー
ズ
1
は
「
地
域
特
性
と
地
域
資
源
の

時
間
・
空
間
・
人
間
把
握
」、
フ
ェ
ー
ズ
2

は
「
魅
力
的
な
空
間
体
験
・
観
光
体
験
の
構

想
」
と
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
フ
ェ
ー
ズ
で

は
ま
ず
地
域
を
把
握
し
た
り
、
ゆ
る
や
か
な

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
そ
れ

を
踏
ま
え
て
フ
ェ
ー
ズ
3
は
「
フ
ロ
ー
ト
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
描
き
、
事
業
型
の
チ
ー
ム
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
を
し
ま
す
。
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン

と
い
う
の
は
、
無
理
に
行
政
計
画
に
位
置
づ

け
な
く
て
も
良
い
の
で
、
こ
の
地
域
は
こ
の

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ

た
人
た
ち
の
尖
っ
た
将
来
像
を
重
ね
な
が

ら
、
そ
れ
を
公
民
が
共
有
す
る
た
め
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ビ
ジ
ョ

ン
中
に
は
地
域
の
課
題
解
決
も
含
ま
れ
ま

す
。
フ
ェ
ー
ズ
4
、
5
は
そ
れ
を
着
実
に
実

行
し
て
い
く
事
業
の
立
ち
上
げ
方
と
そ
れ
を

持
続
的
に
支
え
る
計
画
や
仕
組
み
、
体
制
と

い
っ
た
事
業
基
盤
を
セ
ッ
ト
す
る
メ
ソ
ッ
ド

で
す
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
順
番
ど
お
り
で
あ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　例
え
ば
私
が
関
わ
っ
た
山
口
県
長
門
湯
本

温
泉
の
温
泉
街
再
生
に
お
い
て
は
、
実
際
に

は
順
番
は
こ
の
フ
ェ
ー
ズ
通
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
日

本
一
そ
ぞ
ろ
歩
き
が
楽
し
い
温
泉
街
を
目
指

す
」
と
い
っ
た
目
標
や
、
温
泉
街
の
中
央
を

流
れ
る
音
信
川
を
活
か
し
た
空
間
と
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
描
か
れ
た
絵
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
の
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
見
て
わ
く
わ
く
す
る
も
の
で
し
た
。

夢
や
イ
メ
ー
ジ
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
重
ね
て
共
有
で

き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
ど
の
よ
う

に
つ
な
が
る
か
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
地
域
が
動
き
始
め
ま
す
。（
巻
頭

言
に
あ
る
）
海
士
町
も
、
ま
さ
に
こ
れ
を
掲

げ
、
具
現
化
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

内
田

　小
樽
商
科
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
で
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
う

に
あ
た
っ
て
は
同
様
に
フ
ェ
ー
ズ
に
区
切
っ

て
考
え
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
最
初
に

行
う
作
業
が
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
の
策
定
で
す

が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
経
営
者
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

事
業
の
構
想
に
即
し
て
具
体
化
し
た
も
の
で

す
。
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
っ
て
、
そ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
の
経
営
資
源
を
集

め
、
研
究
開
発
フ
ェ
ー
ズ
や
協
力
者
を
増
や

す
パ
ー
ト
ナ
リ
ン
グ
の
フ
ェ
ー
ズ
、
海
外
に

進
出
す
る
フ
ェ
ー
ズ
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
構
想
に
応
じ
て
行
う
わ
け
で
す
が
、
い
ず

れ
の
場
面
に
お
い
て
も
、
最
初
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
協

力
者
も
資
源
も
集
ま
り
や
す
く
な
る
と
言
え

ま
す
。

不
動
産
を
使
い
こ
な
す

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
の

必
要
性

川
原

　規
模
に
か
か
わ
ら
ず
不
動
産
の
再
生

に
よ
る
地
域
づ
く
り
は
、
今
日
の
地
域
振
興

の
場
面
で
は
と
て
も
重
要
で
、
各
地
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
従
来
型
の
都
市
計
画
的
な

方
法
で
は
、
行
政
が
エ
リ
ア
の
計
画
を
描
い

て
、
そ
こ
に
民
間
事
業
者
を
誘
致
し
な
が
ら

動
か
す
再
開
発
を
し
て
い
く
動
か
し
方
が
あ

り
ま
し
た
。
一
方
、
そ
れ
は
と
て
も
時
間
が

か
か
る
の
で
、
と
に
か
く
地
域
に
思
い
の
あ

る
地
権
者
や
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
が
パ
ブ
リ
ッ
ク

マ
イ
ン
ド
を
持
ち
な
が
ら
敷
地
レ
ベ
ル
、
個

人
レ
ベ
ル
で
良
い
も
の
を
つ
く
り
、
そ
こ
に

い
ろ
い
ろ
な
人
が
引
き
寄
せ
ら
れ
、
通
り
や

エ
リ
ア
が
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
、
個
の
不

動
産
か
ら
始
ま
る
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
有
効
な
こ
と
も
多
く
の
人
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　歴
史
的
建
築
物
や
古
民
家
の
よ
う
に
、
多

く
の
人
に
と
っ
て
価
値
が
感
じ
や
す
い
建
造

物
は
、
店
舗
や
宿
泊
施
設
と
し
て
再
生
す
る

こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、

観
光
の
視
点
が
入
っ
て
く
る
の
で
、
観
光
客

と
い
う
こ
れ
ま
で
ま
ち
づ
く
り
で
は
登
場
し

な
か
っ
た
主
体
の
行
動
や
消
費
、
発
信
力
を

意
識
し
な
が
ら
不
動
産
再
生
を
一
つ
の
起
点

と
し
た「
観
光
を
手
段
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
形
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

内
田

　不
動
産
と
観
光
地
づ
く
り
と
の
関
わ

り
で
言
う
と
、
1
軒
の
古
民
家
の
改
装
、
あ

る
い
は
団
地
1
棟
の
改
装
と
い
う
小
さ
な

き
っ
か
け
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
活

パ
ッ
ケ
ー
ジ
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
本
来
は
人

や
機
械
を
通
し
て
、
顧
客
に
対
し
て
適
切
な

商
品
を
提
案
す
る
能
力
で
あ
っ
た
り
、
顧
客

か
ら
情
報
を
収
集
し
て
、
次
の
来
訪
時
に
生

か
す
た
め
の
情
報
蓄
積
機
能
を
持
た
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ

ス
業
が
本
来
備
え
て
い
る
べ
き
機
能
な
の
で

す
が
、
特
に
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
的
な
形
態
だ

と
そ
の
機
能
が
一
切
な
く
、
み
ん
な
が
同
じ

ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
同
じ
経
路
を
旅
し
て
、

個
人
が
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ
た
の
か
は

ま
る
で
分
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。

川
原

　今
ま
で
は
優
れ
た
旅
館
だ
け
が
や
っ

て
き
た
も
の
を
観
光
地
全
体
と
し
て
取
り
組

む
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
か
と
考

え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
観
光

D
X
も
役
立
て
て
い
か
な
い
と
。

今
後
の
研
究
に
向
け
て
―

不
動
産
再
生
を
活
か
す

事
業
基
盤
、
産
学
官
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

川
原

　不
動
産
再
生
と
観
光
地
域
づ
く
り
を

つ
な
ぐ
に
は
、
予
算
獲
得
や
大
規
模
投
資
を

行
う
能
力
の
あ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、
自
分
の

施
設
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
地
域
全
体
の
視

点
に
立
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

力
の
あ
る
旅
館
、
D
M
O
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
果

た
せ
る
役
割
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

具
体
的
に
何
に
投
資
す
る
べ
き
な
の
か
は
意

外
と
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

内
田

　観
光
の
場
合
、
単
独
の
事
業
者
だ
け

が
儲
か
る
仕
組
み
で
は
な
く
、
旅
館
、
飲
食

店
、
体
験
事
業
者
、
こ
の
ほ
か
様
々
な
不
随

す
る
サ
ー
ビ
ス
と
、
い
ろ
い
ろ
な
会
社
と
協

力
し
て
み
ん
な
が
儲
か
る
仕
組
み
を
考
え
る

こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

川
原

　地
域
内
の
様
々
な
立
場
の
人
が
実
感

を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
む
た
め
に
は
、
先
ほ

ど
話
し
た
通
り
、「
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、
行
政
計
画
で
は
な
く

て
も
目
指
す
目
標
や
絵
姿
が
共
有
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え

て
仕
組
み
を
作
る
こ
と
も
事
業
者
に
と
っ
て

は
す
ご
く
大
事
に
な
る
。
不
動
産
を
生
か
せ

る
事
業
基
盤
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
る
か
が
観

光
地
づ
く
り
の
一
つ
の
肝
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
う
し
た
事
業
基
盤
整
備
は
行
政
が

最
も
得
意
と
す
る
分
野
で
あ
り
、
ま
た
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
民
間
事
業
者
と

の
連
携
も
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。
愛
媛
県
大
洲

市
で
は
、
中
心
市
街
地
に
あ
る
歴
史
的
建
築

物
や
古
民
家
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

う
形
で
1
年
間
貸

し
出
し
て
い
ま

す
。
旅
館
を
通
じ

て
地
域
に
入
っ
た

I
T
系
外
部
人
材

が
、
窯
元
と
出

会
っ
て
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
や
販
路

開
拓
に
協
力
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
な

ど
、
旅
館
が
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

機
能
を
持
つ
と
い

う
興
味
深
い
こ
と

が
起
き
て
い
ま

す
。

が
、
こ
の
事
例
で
も
事
業
基
盤
整
備
は
公
民

連
携
で
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

内
田

　産
学
官
の
誰
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
る
か
と
い
う
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
の
観

光
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
ぜ
ひ
整
理
し
て
み
た
い
で

す
ね
。

川
原

　チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
成
功
例
が

蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な
体
制

を
取
る
か
に
限
ら
ず
、
参
照
で
き
る
事
例
は

増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

対談「不動産再生による観光地づくり」をどう見るか まちづくりとサービスマーケティングの視点から4

地域の基盤となる資源を所有する
資源の管理にかかわる権限を持つ

地域の基盤となる資源を所有しない
資源の管理にかかわる権限を持たない

地
域
活
動
に
主
体
的
に
か
か
わ
る

地
域
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す
る

地
域
活
動
に
か
か
わ
ら
な
い

地
域
サ
ー
ビ
ス
を
消
費
す
る

G

L
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A B
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図 2 地域外関係者のかかわりの類型化モデルから見た
釧路長期滞在者のかかわりの変容

出典：森重昌之、内田純一他（2020）「地域外関係者のかかわりの類型化によるまちづくりの実践 観光研究32巻」よリ

が
地
域
の
中
に
ど
の
よ
う
に
あ
る
の
か
を
把

握
す
る
、と
言
い
換
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

観
光
資
源
と
し
て
物
的
な
資
源
や
文
化
財
の

洗
い
出
し
も
行
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
活
用
す

る
な
ら
、
物
的
資
源
は
所
有
者
や
そ
れ
を
大

切
に
し
て
い
る
人
と
い
っ
た
、「
人
」
に
紐

付
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
ね
。

ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
る
こ
と
が
地
域
と

地
域
が
求
め
る
人
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

川
原

　ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
を
観
光
に

当
て
は
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
や
は
り
地
域

と
い
う
場
所
に
結
び
付
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
と
考
え
ま
す
。す
な
わ
ち
、地
域
に
根
ざ
し
、

地
域
に
責
任
を
持
つ
よ
う
な
こ
と
で
す
。
ト

リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
で
い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
空
間
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
と
き
に
外
の

事
業
者
、
外
部
人
材
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
彼

ら
が
地
域
の
中
の
人
に
な
っ
て
い
く
と
か
、
地

域
の
中
の
人
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
な

こ
と
が
理
想
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
合
意
形

成
を
す
る
に
も
地
域
の
人
、
事
業
者
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
彼
ら
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、

そ
れ
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
ね
。

内
田

　2
0
2
0
年
に
釧
路
市
の
長
期
滞
在

事
業
を
事
例
に
、
ど
の
よ
う
な
人
が
地
域
の

中
に
入
っ
て
き
て
住
民
型
と
我
々
が
呼
ぶ
関

わ
り
方
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
研

究
を
発
表
し
ま
し
た
。
単
な
る
労
働
者
と
し

て
地
域
に
入
っ
て
く
る
わ
け
で
は
な
く
、
自

分
の
持
っ
て
い
る
ス
キ
ル
や
才
能
、
趣
味
が

満
足
で
き
る
な
ど
の
き
っ
か
け
が
重
要
と
な

る
と
い
う
研
究
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
地
域
側
と
し
て
は
、
長
期
滞
在
者
が

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
創
出
に
関
わ
れ
る
よ
う

な
機
会
を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が

移
住
促
進
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

川
原

　面
白
い
で
す
ね
！
似
た
よ
う
な
発
想

が
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造
成
す
る
場
面
で
も

着
目
で
き
ま
す
。
今
年
、
研
究
室
の
学
生
が

地
域
産
業
と
連
携
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を

造
成
す
る
た
め
の
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に

着
目
し
た
研
究
を
し
ま
し
た
。
ど
の
人
に
ど

の
ス
キ
ル
を
持
つ
こ
と
を
期
待
し
て
、
ど
の

よ
う
な
人
材
が
地
域
内
外
か
ら
集
結
し
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
ほ
ど
の
ト
リ

プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
の
解
像
度
を
上
げ
た
も

の
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
を
造
成
す
る
と
い
う
経
験
で
ど
う
い

う
ス
キ
ル
が
地
域
に
育
成
さ
れ
た
り
、
外
部

人
材
の
ス
キ
ル
が
受
け
継
が
れ
る
の
か
が
わ

か
れ
ば
、
今
後
地
域
に
ど
う
い
う
人
的
ス
キ

ル
が
足
り
な
く
て
、
ど
う
獲
得
す
る
か
と

い
っ
た
戦
略
が
、
こ
う
い
う
分
析
か
ら
立
て

ら
れ
る
と
い
い
の
で
は
と
考
え
た
の
で
す
。

内
田

　地
域
の
人
が
欲
し
い
人
材
と
、
そ
こ

に
移
住
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
材
が
持
っ

て
い
る
ス
キ
ル
像
は
ず
れ
て
い
た
り
す
る
の

で
す
よ
ね
。
で
も
、
そ
れ
を
最
大
限
合
っ
て

い
る
方
向
に
導
く
の
が
地
域
と
し
て
の
ビ

ジ
ョ
ン
や
観
光
地
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
そ
れ
が
き
ち
ん
と
打
ち
出
さ
れ
て
い
る

地
域
で
は
、
お
互
い
に
求
め
る
ス
キ
ル
と
、

こ
ち
ら
が
持
っ
て
い
る
ス
キ
ル
の
マ
ッ
チ
ン

グ
は
う
ま
く
い
き
ま
す
。

不
動
産
を
活
か
す

ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す

理
論

内
田

　都
市
計
画
や
地
域
振
興
の
分
野
で
は

民
間
主
導
、
あ
る
い
は
官
主
導
と
い
う
区
分

だ
け
で
な
く
、
官
民
連
携
と
い
う
考
え
方
も

あ
り
ま
す
。

　た
く
さ
ん
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
い
る
観
光
地

は
複
雑
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
異
な
る

セ
ク
タ
ー
を
調
整
す
る
中
で
互
い
が
我
が
事

の
よ
う
に
思
え
る
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
よ
ね
。

川
原

　沢
山
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
関
係
主
体
が

い
る
の
が
観
光
地
づ
く
り
の
難
し
さ
で
す
ね
。

例
え
ば
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
も
、
企

業
や
商
品
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
だ
と
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
で
き
た
と
し
て
も
多
様
な
水
平
関

係
の
主
体
が
い
る
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
は
そ
れ
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

企
業
で
や
っ
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
地

域
に
置
き
換
え
て
い
く
か
と
い
う
発
想
は
常

に
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
適
用
で
き

な
い
こ
と
が
多
い
で
す
よ
ね
。
最
終
的
に
は

地
域
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
に
し
て
も
、

多
様
な
主
体
が
い
る
地
域
の
中
で
、
そ
の
地

域
の
主
体
に
応
援
さ
れ
た
り
、
波
及
効
果
を

生
む
工
夫
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

古
民
家
は
単
な
る
建
物
で
な
く
、
地
域
や
そ

の
所
有
者
一
族
の
思
い
も
詰
ま
っ
た
地
域
の

資
産
で
あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
そ
う
し

た
古
民
家
を
活
用
し
た
宿
泊
施
設
な
ど
の
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
そ
う

し
た
こ
と
に
も
配
慮
し
な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
な
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
田

　14
年
ほ
ど
前
に
、
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ

ク
ス
と
い
う
産
学
官
連
携
に
関
す
る
理
論
書

を
翻
訳
し
ま
し
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
自
分
が
対
象
と

す
る
空
間
や
地
域
の
中
に
、
産
業
界
、
官
界
、

学
界
の
協
働
・
相
互
作
用
を
誘
発
す
る
た
め

の
場
と
し
て
、
3
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
が
必
要
だ

と
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
で
は
考
え
ま

す
。
ま
ず
知
識
を
つ
く
る
層
の
プ
ー
ル
が
な

け
れ
ば
何
も
は
じ
ま
ら
な
い
の
で
、
最
初
の

段
階
で
は
人
材
の
育
成
・
誘
致
に
集
中
す
る

知
識
空
間
（
セ
ク
シ
ョ
ン
）
を
想
定
し
、
次

に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
合
意
）
形
成
を
は
か
る

空
間
を
用
意
す
る
フ
ェ
ー
ズ
に
移
り
ま
す
。

こ
れ
は
地
域
の
中
で
1
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

集
中
す
る
た
め
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
す

る
ね
ら
い
が
あ
り
、
例
え
ば
委
員
会
を
設
立

し
て
、
答
申
案
を
作
り
市
長
に
提
案
書
を
出

し
た
り
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
そ
し
て
最
終

的
に
は
そ
れ
を
何
ら
か
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
実
現
さ
せ
て
い
く
空
間
、
す
な
わ
ち
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
空
間
が
必
要
で
、
こ
の
段
階
に

な
る
と
戦
略
的
に
産
業
を
誘
致
す
る
と
い
っ

た
動
き
に
も
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。

　た
だ
、こ
れ
を
機
械
的
に
あ
て
は
め
て
も
、

地
域
に
よ
っ
て
事
情
は
全
く
異
な
る
の
で
簡

単
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
地
方
政
府
と
し
て
の

自
治
体
が
強
い
地
域
、産
業
界
が
強
い
地
域
、

企
業
城
下
町
の
よ
う
に
一
企
業
が
突
出
し
て

強
い
地
域
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
地
域
が
あ
り
、

反
対
に
大
学
等
高
等
教
育
機
関
が
存
在
し
な

か
っ
た
り
、
観
光
業
以
外
に
め
ぼ
し
い
産
業

が
全
く
な
い
地
域
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
場
合
に
よ
っ
て
は
、
あ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー

が
別
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
役
割
を
補
完
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
不
動
産
再
生
に
も
、
町
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
場
合
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
る
外
部
企
業
を
誘
致
す
る
場

合
、
あ
る
い
は
地
元
の
中
に
そ
の
よ
う
な
企

業
が
あ
る
場
合
と
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
の
提
唱

者
は
、
政
府
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
主
導
し

た
地
域
、
大
学
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
主
導

し
た
地
域
、
産
業
界
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

主
導
し
た
地
域
等
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
が

あ
る
も
の
の
、
足
り
な
い
部
門
を
補
い
な
が

ら
三
段
階
の
空
間
を
遷
移
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
時
間
の
変
遷
と
と
も
に
き
ち
ん
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
い
く
と
し
て

い
ま
す
。

川
原

　例
え
ば
先
ほ
ど
の
フ
ェ
ー
ズ
1
を
ト

リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
で
考
え
る
と
、
知
識

空
間
を
持
つ
よ
う
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

ど
の
よ
う
に
創
っ
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
の
緩
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た

観
光
地
づ
く
り
の
変
化

川
原

　コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
観
光
と
地
域
と

の
つ
な
が
り
が
よ
り
深
く
意
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
振
り
返
り
も
あ
っ
て
、
よ
う
や
く

観
光
地
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

内
田

　北
海
道
で
も
、
特
に
定
山
渓
な
ど
札

幌
近
郊
の
温
泉
宿
で
は
、
宿
泊
人
数
を
絞
っ

て
部
屋
の
サ
イ
ズ
を
大
き
く
す
る
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
化
の
流
れ
を
意
識
し
、
量
で
は

な
く
質
重
視
へ
切
り
替
え
、
大
胆
に
富
裕
層

に
シ
フ
ト
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
の
表

れ
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
以

前
か
ら
実
現
し
た
か
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

へ
の
チ
ェ
ン
ジ
に
踏
み
切
っ
た
形
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
が
な
か
っ
た
ら
こ
れ
ほ
ど
一
挙
に
進

ま
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
地

以
外
の
自
治
体
が
長
期
滞
在
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
事
業
に
参
画
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
大
き
な
変

化
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
多
く
の
地
域
が
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
誘
致
に
取
り
組
む
中
で
、
競
争

に
勝
つ
た
め
地
域
の
特
色
を
打
ち
出
す
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
原

　日
常
圏
内
で
の
余
暇
活
動
も
観
光
の

範
疇
で
あ
る
と
い
う
社
会
認
識
が
広
ま
っ
た

こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。

観
光
と
日
常
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
が
進
ん
だ

こ
と
で
、
今
ま
で
は
余
暇
と
さ
れ
て
い
た
も

の
も
観
光
と
位
置
付
け
て
行
政
が
施
策
を
打

て
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
ブ
レ
ジ
ャ
ー
需
要
を
取
り
込
ん
で
高
付
加

価
値
化
を
図
る
旅
館
も
増
え
ま
し
た
。
佐
賀

県
の
と
あ
る
旅
館
で
は
、
客
室
1
つ
を
東
京

の
I
T
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
い

不
動
産
再
生
が

生
み
出
す

地
域
の
象
徴
空
間

川
原

　古
民
家
再
生
で
も
旅
館
再
生
で
も
、

観
光
地
づ
く
り
の
視
点
を
打
ち
出
す
な
ら

ば
、
地
域
の
将
来
像
と
の
関
係
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
場
や
機
会
が
必
要
で
す
。ま
た
、

観
光
に
は
人
的
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
要
素
が
欠

か
せ
な
い
。
旅
館
を
例
に
挙
げ
る
と
、
建
物

と
い
う
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
は
な
く
、
仲
居
さ

ん
や
女
将
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
不
動
産

再
生
と
観
光
地
づ
く
り
を
結
び
付
け
る
に

は
、
場
や
そ
こ
に
い
る
人
が
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
に
も
着
目
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
田

　道
の
駅
の
よ
う
な
情
報
発
信
空
間
が

あ
る
地
域
で
は
、
そ
こ
に
地
域
の
物
産
情
報

が
集
ま
り
、
象
徴
空
間
と
し
て
機
能
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
象
徴
的
な
施
設

が
な
い
地
域
で
は
宿
泊
拠
点
の
役
割
は
非
常

に
重
要
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
宿
泊
施
設
の

中
の
お
土
産
コ
ー
ナ
ー
が
地
域
の
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
と
し
て
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　一
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視

点
か
ら
見
る
と
、
観
光
を
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス

川
原

　話
は
戻
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
人

を
引
き
寄
せ
る
た
め
に
も
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
掲

げ
方
が
す
ご
く
大
事
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
企
業
で
あ
れ
ば
企
業
な
り
の
人
材
の
集

め
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
観
光

地
域
づ
く
り
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
め
ば

良
い
の
か
。
恐
ら
く
外
部
人
材
の
引
き
つ
け

方
、
あ
る
い
は
移
住
、
関
係
人
口
の
話
に
も

つ
な
が
る
気
が
し
ま
す
し
、
そ
の
入
り
口
と

し
て
観
光
は
役
立
て
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

不
動
産
再
生
が

発
信
す
る
地
域
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

川
原

　不
動
産
は
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
場

所
と
し
て
の
役
割
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特

に
旅
館
な
ど
は
、
地
域
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と

も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
が
目
指
し
て
い

る
も
の
や
地
域
の
資
源
を
ま
と
ま
っ
て
見
せ

る
こ
と
が
で
き
る
場
と
し
て
、
非
常
に
重
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
力
の
あ
る
旅
館
は
各
地
域
に
1
つ
か

2
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
旅
館

が
地
域
の
代
表
選
手
と
し
て
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。
私

は
観
光
地
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
旅
館
が
非

常
に
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
仮
説
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
回
視

察
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
の

ホ
テ
ル
も
そ
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
（
海
士

町
のE

n
tô

も
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
例
だ
と

思
い
ま
す
）。
し
か
し
、
個
々
の
事
業
者
は

自
分
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
死
で
、
そ
こ
ま
で
は

な
か
な
か
手
が
届
き
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、

観
光
地
づ
く
り
や
観
光
地
づ
く
り
と
い
う
枠

組
み
が
個
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
外
側
に
あ
っ

て
、
個
々
の
事
業
者
の
や
っ
て
い
る
こ
と
を

地
域
に
も
つ
な
げ
よ
う
と
誰
か
が
考
え
な
い

と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
こ
そ
が
D
M
O
や
行
政
の
役
割
で
し
ょ

う
。観

光
地
づ
く
り
に
よ
る

地
域
産
業
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

川
原

　合
意
形
成
を
す
る
と
き
に
は
、
地
域

の
人
の
メ
リ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
つ
く
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
観
光
を
取
り
込

ん
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
地
域
に

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
か
を
エ
ビ
デ

ン
ス
を
持
っ
て
示
す
こ
と
も
必
要
で
す
。
ハ

ワ
イ
は
今
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
一
生
懸
命

で
す
よ
ね
。

　観
光
の
効
果
を
評
価
す
る
と
な
る
と
、
経

済
的
な
も
の
と
し
て
は
波
及
効
果
や
域
内
調

達
率
が
挙
げ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
産
業

の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど

が
行
わ
れ
た
ら
、
そ
れ
は
地
域
側
に
説
明
し

や
す
い
わ
か
り
や
す
い
効
果
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
。

内
田

　地
域
の
人
の
イ
ン
フ
ラ
向
上
に
貢
献

す
る
や
り
方
を
説
得
材
料
と
し
て
出
す
こ
と

が
実
務
的
に
も
多
い
気
が
し
ま
す
。
例
え
ば

小
樽
市
で
は
人
口
が
減
り
続
け
て
い
る
一
方

な
の
に
、
次
々
に
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
な
ど

生
活
空
間
が
潤
う
ス
ポ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
い

る
の
は
、
観
光
客
が
い
て
く
れ
る
お
か
げ
だ

と
市
民
は
自
覚
し
て
い
ま
す
。

川
原

　や
は
り
観
光
客
相
手
の
ビ
ジ
ネ
ス

が
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
に
も
生
活
の
豊

か
さ
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
見
え
る

化
さ
れ
る
デ
ー
タ
の
活
用
等
が
も
っ
と
進
む

と
良
い
で
す
ね
。
た
だ
、
や
は
り
社
会
実
験

を
通
し
て
実
体
験
と
し
て
示
し
て
い
か
な
い

と
、
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
難
し
さ

も
あ
り
ま
す
。

内
田

　現
在
國
學
院
大
學
に
お
ら
れ
る
十
代

田
朗
教
授
は
「
観
光
地
づ
く
り
（
観
光
計
画
）

と
ま
ち
づ
く
り
（
都
市
計
画
）
は
、
接
近
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
仰
っ
て

い
ま
し
た
（
十
代
田
朗
編
著
『
観
光
ま
ち
づ

く
り
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』、
2
0
1
0
）。

自
治
体
で
も
観
光
地
づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り

の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
別
々
に
あ
る
よ
う
に
、
両

者
は
別
物
と
捉
え
ら
れ
や
す
い
で
す
が
、
観

光
と
い
う
具
体
的
な
応
用
対
象
を
想
定
す
る

こ
と
で
住
民
利
害
の
相
反
問
題
に
ば
か
り
悩

ま
さ
れ
て
い
た
ま
ち
づ
く
り
の
議
論
が
建
設

的
に
な
っ
た
り
、
地
域
の
魅
力
と
い
う
明
る

い
話
題
が
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
る
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
単
体
よ
り
も
観
光
地
づ
く
り
の
考
え

方
に
立
脚
し
た
ほ
う
が
地
域
内
で
の
合
意
形

成
は
進
み
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　物
見
遊
山
的
な
観
光
が
世
の
中
の
主
流

だ
っ
た
時
代
が
終
わ
り
、
そ
の
地
域
の
文
化

を
深
く
体
験
す
る
の
が
観
光
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
が
広
く
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

現
在
、
観
光
計
画
と
都
市
計
画
は
か
な
り
近

づ
い
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

川
原

　観
光
と
い
う
地
域
の
魅
力
を
全
面
に

出
し
て
進
め
て
い
く
手
法
は
、
次
世
代
の
担

い
手
候
補
と
な
り
得
る
若
者
や
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
人
材
を
惹
き
つ
け
る
た
め
に
も
良

い
手
法
と
い
え
ま
す
ね
。

性
化
し
、
結
果
と
し
て
、
観
光
地
づ
く
り
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
不
動
産
に

関
連
す
る
研
究
と
し
て
は
、
以
前
に
、
高
級

住
宅
地
の
ブ
ラ
ン
ド
形
成
過
程
の
分
析
を
札

幌
市
円
山
地
区
に
お
い
て
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
は
1
9
2
5
年
（
大
正
14

年
）
の
宅
地
開
発
当
初
か
ら
高
級
住
宅
地
と

し
て
の
広
報
活
動
を
土
地
所
有
者
ら
が
行
っ

て
い
ま
し
た
。
特
に
教
育
の
質
を
高
く
維
持

す
る
こ
と
が
1
0
0
年
経
っ
て
も
維
持
さ
れ

て
い
て
、
い
わ
ば
口
コ
ミ
で
転
勤
族
が
円
山

地
区
を
転
居
先
に
選
ぶ
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　今
回
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
域
に
お
い
て

も
、
似
た
よ
う
な
形
で
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
は
ず
で
す
。
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
が
移
住
先
を
選
ぶ
際
に

子
ど
も
の
教
育
、
他
で
は
得
難
い
教
育
環
境

に
よ
っ
て
選
ぶ
よ
う
に
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
人
材
に
対
す
る
価
値
を
つ
く
る
こ
と
に

よ
っ
て
誘
致
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

川
原

　不
動
産
再
生
に
お
い
て
は
、
当
然
な

が
ら
そ
の
不
動
産
を
最
終
的
に
使
い
こ
な
す

人
の
早
い
段
階
で
の
参
画
が
必
要
で
す
。
そ

の
人
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
想
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て

不
動
産
再
生
に
関
わ
る
こ
と
が
一
番
シ
ン
プ

ル
で
す
。
一
方
で
ま
ち
づ
く
り
の
よ
う
に
、

面
的
に
、
あ
る
い
は
計
画
的
に
取
り
組
も
う

と
す
る
と
き
に
は
行
政
や
D
M
O
な
ど
の
公

的
機
関
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か

も
重
要
に
な
り
ま
す
。

観
光
地
づ
く
り
を

フ
ェ
ー
ズ
で
捉
え
る

川
原

　私
は
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
の

た
め
に
は
、地
域
の
環
境
や
社
会
を
意
識
し
、

ま
ち
づ
く
り
や
都
市
デ
ザ
イ
ン
等
の
公
共

性
、
公
益
性
を
重
視
す
る
手
法
と
、
経
済
面

を
意
識
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
収
益
化
で
き
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
づ
く
り
等
の
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
を
併
せ

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い

く
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
フ
ェ
ー
ズ
に
分

け
て
捉
え
る
整
理
を
し
て
き
ま
し
た
。

フ
ェ
ー
ズ
1
は
「
地
域
特
性
と
地
域
資
源
の

時
間
・
空
間
・
人
間
把
握
」、
フ
ェ
ー
ズ
2

は
「
魅
力
的
な
空
間
体
験
・
観
光
体
験
の
構

想
」
と
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
フ
ェ
ー
ズ
で

は
ま
ず
地
域
を
把
握
し
た
り
、
ゆ
る
や
か
な

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
そ
れ

を
踏
ま
え
て
フ
ェ
ー
ズ
3
は
「
フ
ロ
ー
ト
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
描
き
、
事
業
型
の
チ
ー
ム
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
を
し
ま
す
。
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン

と
い
う
の
は
、
無
理
に
行
政
計
画
に
位
置
づ

け
な
く
て
も
良
い
の
で
、
こ
の
地
域
は
こ
の

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ

た
人
た
ち
の
尖
っ
た
将
来
像
を
重
ね
な
が

ら
、
そ
れ
を
公
民
が
共
有
す
る
た
め
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ビ
ジ
ョ

ン
中
に
は
地
域
の
課
題
解
決
も
含
ま
れ
ま

す
。
フ
ェ
ー
ズ
4
、
5
は
そ
れ
を
着
実
に
実

行
し
て
い
く
事
業
の
立
ち
上
げ
方
と
そ
れ
を

持
続
的
に
支
え
る
計
画
や
仕
組
み
、
体
制
と

い
っ
た
事
業
基
盤
を
セ
ッ
ト
す
る
メ
ソ
ッ
ド

で
す
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
順
番
ど
お
り
で
あ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　例
え
ば
私
が
関
わ
っ
た
山
口
県
長
門
湯
本

温
泉
の
温
泉
街
再
生
に
お
い
て
は
、
実
際
に

は
順
番
は
こ
の
フ
ェ
ー
ズ
通
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
日

本
一
そ
ぞ
ろ
歩
き
が
楽
し
い
温
泉
街
を
目
指

す
」
と
い
っ
た
目
標
や
、
温
泉
街
の
中
央
を

流
れ
る
音
信
川
を
活
か
し
た
空
間
と
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
描
か
れ
た
絵
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
の
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
見
て
わ
く
わ
く
す
る
も
の
で
し
た
。

夢
や
イ
メ
ー
ジ
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
重
ね
て
共
有
で

き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
ど
の
よ
う

に
つ
な
が
る
か
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
地
域
が
動
き
始
め
ま
す
。（
巻
頭

言
に
あ
る
）
海
士
町
も
、
ま
さ
に
こ
れ
を
掲

げ
、
具
現
化
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

内
田

　小
樽
商
科
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
で
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
う

に
あ
た
っ
て
は
同
様
に
フ
ェ
ー
ズ
に
区
切
っ

て
考
え
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
最
初
に

行
う
作
業
が
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
の
策
定
で
す

が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
経
営
者
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

事
業
の
構
想
に
即
し
て
具
体
化
し
た
も
の
で

す
。
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
っ
て
、
そ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
の
経
営
資
源
を
集

め
、
研
究
開
発
フ
ェ
ー
ズ
や
協
力
者
を
増
や

す
パ
ー
ト
ナ
リ
ン
グ
の
フ
ェ
ー
ズ
、
海
外
に

進
出
す
る
フ
ェ
ー
ズ
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
構
想
に
応
じ
て
行
う
わ
け
で
す
が
、
い
ず

れ
の
場
面
に
お
い
て
も
、
最
初
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
協

力
者
も
資
源
も
集
ま
り
や
す
く
な
る
と
言
え

ま
す
。

不
動
産
を
使
い
こ
な
す

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
の

必
要
性

川
原

　規
模
に
か
か
わ
ら
ず
不
動
産
の
再
生

に
よ
る
地
域
づ
く
り
は
、
今
日
の
地
域
振
興

の
場
面
で
は
と
て
も
重
要
で
、
各
地
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
従
来
型
の
都
市
計
画
的
な

方
法
で
は
、
行
政
が
エ
リ
ア
の
計
画
を
描
い

て
、
そ
こ
に
民
間
事
業
者
を
誘
致
し
な
が
ら

動
か
す
再
開
発
を
し
て
い
く
動
か
し
方
が
あ

り
ま
し
た
。
一
方
、
そ
れ
は
と
て
も
時
間
が

か
か
る
の
で
、
と
に
か
く
地
域
に
思
い
の
あ

る
地
権
者
や
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
が
パ
ブ
リ
ッ
ク

マ
イ
ン
ド
を
持
ち
な
が
ら
敷
地
レ
ベ
ル
、
個

人
レ
ベ
ル
で
良
い
も
の
を
つ
く
り
、
そ
こ
に

い
ろ
い
ろ
な
人
が
引
き
寄
せ
ら
れ
、
通
り
や

エ
リ
ア
が
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
、
個
の
不

動
産
か
ら
始
ま
る
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
有
効
な
こ
と
も
多
く
の
人
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　歴
史
的
建
築
物
や
古
民
家
の
よ
う
に
、
多

く
の
人
に
と
っ
て
価
値
が
感
じ
や
す
い
建
造

物
は
、
店
舗
や
宿
泊
施
設
と
し
て
再
生
す
る

こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、

観
光
の
視
点
が
入
っ
て
く
る
の
で
、
観
光
客

と
い
う
こ
れ
ま
で
ま
ち
づ
く
り
で
は
登
場
し

な
か
っ
た
主
体
の
行
動
や
消
費
、
発
信
力
を

意
識
し
な
が
ら
不
動
産
再
生
を
一
つ
の
起
点

と
し
た「
観
光
を
手
段
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
形
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

内
田

　不
動
産
と
観
光
地
づ
く
り
と
の
関
わ

り
で
言
う
と
、
1
軒
の
古
民
家
の
改
装
、
あ

る
い
は
団
地
1
棟
の
改
装
と
い
う
小
さ
な

き
っ
か
け
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
活

パ
ッ
ケ
ー
ジ
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
本
来
は
人

や
機
械
を
通
し
て
、
顧
客
に
対
し
て
適
切
な

商
品
を
提
案
す
る
能
力
で
あ
っ
た
り
、
顧
客

か
ら
情
報
を
収
集
し
て
、
次
の
来
訪
時
に
生

か
す
た
め
の
情
報
蓄
積
機
能
を
持
た
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ

ス
業
が
本
来
備
え
て
い
る
べ
き
機
能
な
の
で

す
が
、
特
に
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
的
な
形
態
だ

と
そ
の
機
能
が
一
切
な
く
、
み
ん
な
が
同
じ

ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
同
じ
経
路
を
旅
し
て
、

個
人
が
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ
た
の
か
は

ま
る
で
分
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。

川
原

　今
ま
で
は
優
れ
た
旅
館
だ
け
が
や
っ

て
き
た
も
の
を
観
光
地
全
体
と
し
て
取
り
組

む
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
か
と
考

え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
観
光

D
X
も
役
立
て
て
い
か
な
い
と
。

今
後
の
研
究
に
向
け
て
―

不
動
産
再
生
を
活
か
す

事
業
基
盤
、
産
学
官
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

川
原

　不
動
産
再
生
と
観
光
地
域
づ
く
り
を

つ
な
ぐ
に
は
、
予
算
獲
得
や
大
規
模
投
資
を

行
う
能
力
の
あ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、
自
分
の

施
設
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
地
域
全
体
の
視

点
に
立
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

力
の
あ
る
旅
館
、
D
M
O
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
果

た
せ
る
役
割
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

具
体
的
に
何
に
投
資
す
る
べ
き
な
の
か
は
意

外
と
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

内
田

　観
光
の
場
合
、
単
独
の
事
業
者
だ
け

が
儲
か
る
仕
組
み
で
は
な
く
、
旅
館
、
飲
食

店
、
体
験
事
業
者
、
こ
の
ほ
か
様
々
な
不
随

す
る
サ
ー
ビ
ス
と
、
い
ろ
い
ろ
な
会
社
と
協

力
し
て
み
ん
な
が
儲
か
る
仕
組
み
を
考
え
る

こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

川
原

　地
域
内
の
様
々
な
立
場
の
人
が
実
感

を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
む
た
め
に
は
、
先
ほ

ど
話
し
た
通
り
、「
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、
行
政
計
画
で
は
な
く

て
も
目
指
す
目
標
や
絵
姿
が
共
有
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え

て
仕
組
み
を
作
る
こ
と
も
事
業
者
に
と
っ
て

は
す
ご
く
大
事
に
な
る
。
不
動
産
を
生
か
せ

る
事
業
基
盤
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
る
か
が
観

光
地
づ
く
り
の
一
つ
の
肝
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
う
し
た
事
業
基
盤
整
備
は
行
政
が

最
も
得
意
と
す
る
分
野
で
あ
り
、
ま
た
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
民
間
事
業
者
と

の
連
携
も
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。
愛
媛
県
大
洲

市
で
は
、
中
心
市
街
地
に
あ
る
歴
史
的
建
築

物
や
古
民
家
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

う
形
で
1
年
間
貸

し
出
し
て
い
ま

す
。
旅
館
を
通
じ

て
地
域
に
入
っ
た

I
T
系
外
部
人
材

が
、
窯
元
と
出

会
っ
て
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
や
販
路

開
拓
に
協
力
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
な

ど
、
旅
館
が
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

機
能
を
持
つ
と
い

う
興
味
深
い
こ
と

が
起
き
て
い
ま

す
。

が
、
こ
の
事
例
で
も
事
業
基
盤
整
備
は
公
民

連
携
で
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

内
田

　産
学
官
の
誰
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
る
か
と
い
う
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
の
観

光
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
ぜ
ひ
整
理
し
て
み
た
い
で

す
ね
。

川
原

　チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
成
功
例
が

蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な
体
制

を
取
る
か
に
限
ら
ず
、
参
照
で
き
る
事
例
は

増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

対談「不動産再生による観光地づくり」をどう見るか まちづくりとサービスマーケティングの視点から4

地域の基盤となる資源を所有する
資源の管理にかかわる権限を持つ

地域の基盤となる資源を所有しない
資源の管理にかかわる権限を持たない

地
域
活
動
に
主
体
的
に
か
か
わ
る

地
域
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す
る

地
域
活
動
に
か
か
わ
ら
な
い

地
域
サ
ー
ビ
ス
を
消
費
す
る
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図 3 一連のツーリズムシステムの中でボーダレス化をみる４つの拡張状況（仮説）

出典： 川原晋・西川亮他（2020）「日本建築学会持続可能な観光地形成小委員会検討資料」

が
地
域
の
中
に
ど
の
よ
う
に
あ
る
の
か
を
把

握
す
る
、と
言
い
換
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

観
光
資
源
と
し
て
物
的
な
資
源
や
文
化
財
の

洗
い
出
し
も
行
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
活
用
す

る
な
ら
、
物
的
資
源
は
所
有
者
や
そ
れ
を
大

切
に
し
て
い
る
人
と
い
っ
た
、「
人
」
に
紐

付
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
ね
。

ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
る
こ
と
が
地
域
と

地
域
が
求
め
る
人
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

川
原

　ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
を
観
光
に

当
て
は
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
や
は
り
地
域

と
い
う
場
所
に
結
び
付
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
と
考
え
ま
す
。す
な
わ
ち
、地
域
に
根
ざ
し
、

地
域
に
責
任
を
持
つ
よ
う
な
こ
と
で
す
。
ト

リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
で
い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
空
間
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
と
き
に
外
の

事
業
者
、
外
部
人
材
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
彼

ら
が
地
域
の
中
の
人
に
な
っ
て
い
く
と
か
、
地

域
の
中
の
人
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
な

こ
と
が
理
想
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
合
意
形

成
を
す
る
に
も
地
域
の
人
、
事
業
者
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
彼
ら
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、

そ
れ
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
ね
。

内
田

　2
0
2
0
年
に
釧
路
市
の
長
期
滞
在

事
業
を
事
例
に
、
ど
の
よ
う
な
人
が
地
域
の

中
に
入
っ
て
き
て
住
民
型
と
我
々
が
呼
ぶ
関

わ
り
方
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
研

究
を
発
表
し
ま
し
た
。
単
な
る
労
働
者
と
し

て
地
域
に
入
っ
て
く
る
わ
け
で
は
な
く
、
自

分
の
持
っ
て
い
る
ス
キ
ル
や
才
能
、
趣
味
が

満
足
で
き
る
な
ど
の
き
っ
か
け
が
重
要
と
な

る
と
い
う
研
究
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
地
域
側
と
し
て
は
、
長
期
滞
在
者
が

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
創
出
に
関
わ
れ
る
よ
う

な
機
会
を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が

移
住
促
進
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

川
原

　面
白
い
で
す
ね
！
似
た
よ
う
な
発
想

が
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造
成
す
る
場
面
で
も

着
目
で
き
ま
す
。
今
年
、
研
究
室
の
学
生
が

地
域
産
業
と
連
携
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を

造
成
す
る
た
め
の
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に

着
目
し
た
研
究
を
し
ま
し
た
。
ど
の
人
に
ど

の
ス
キ
ル
を
持
つ
こ
と
を
期
待
し
て
、
ど
の

よ
う
な
人
材
が
地
域
内
外
か
ら
集
結
し
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
ほ
ど
の
ト
リ

プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
の
解
像
度
を
上
げ
た
も

の
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
を
造
成
す
る
と
い
う
経
験
で
ど
う
い

う
ス
キ
ル
が
地
域
に
育
成
さ
れ
た
り
、
外
部

人
材
の
ス
キ
ル
が
受
け
継
が
れ
る
の
か
が
わ

か
れ
ば
、
今
後
地
域
に
ど
う
い
う
人
的
ス
キ

ル
が
足
り
な
く
て
、
ど
う
獲
得
す
る
か
と

い
っ
た
戦
略
が
、
こ
う
い
う
分
析
か
ら
立
て

ら
れ
る
と
い
い
の
で
は
と
考
え
た
の
で
す
。

内
田

　地
域
の
人
が
欲
し
い
人
材
と
、
そ
こ

に
移
住
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
材
が
持
っ

て
い
る
ス
キ
ル
像
は
ず
れ
て
い
た
り
す
る
の

で
す
よ
ね
。
で
も
、
そ
れ
を
最
大
限
合
っ
て

い
る
方
向
に
導
く
の
が
地
域
と
し
て
の
ビ

ジ
ョ
ン
や
観
光
地
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
そ
れ
が
き
ち
ん
と
打
ち
出
さ
れ
て
い
る

地
域
で
は
、
お
互
い
に
求
め
る
ス
キ
ル
と
、

こ
ち
ら
が
持
っ
て
い
る
ス
キ
ル
の
マ
ッ
チ
ン

グ
は
う
ま
く
い
き
ま
す
。

不
動
産
を
活
か
す

ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す

理
論

内
田

　都
市
計
画
や
地
域
振
興
の
分
野
で
は

民
間
主
導
、
あ
る
い
は
官
主
導
と
い
う
区
分

だ
け
で
な
く
、
官
民
連
携
と
い
う
考
え
方
も

あ
り
ま
す
。

　た
く
さ
ん
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
い
る
観
光
地

は
複
雑
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
異
な
る

セ
ク
タ
ー
を
調
整
す
る
中
で
互
い
が
我
が
事

の
よ
う
に
思
え
る
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
よ
ね
。

川
原

　沢
山
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
関
係
主
体
が

い
る
の
が
観
光
地
づ
く
り
の
難
し
さ
で
す
ね
。

例
え
ば
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
も
、
企

業
や
商
品
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
だ
と
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
で
き
た
と
し
て
も
多
様
な
水
平
関

係
の
主
体
が
い
る
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
は
そ
れ
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

企
業
で
や
っ
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
地

域
に
置
き
換
え
て
い
く
か
と
い
う
発
想
は
常

に
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
適
用
で
き

な
い
こ
と
が
多
い
で
す
よ
ね
。
最
終
的
に
は

地
域
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
に
し
て
も
、

多
様
な
主
体
が
い
る
地
域
の
中
で
、
そ
の
地

域
の
主
体
に
応
援
さ
れ
た
り
、
波
及
効
果
を

生
む
工
夫
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

古
民
家
は
単
な
る
建
物
で
な
く
、
地
域
や
そ

の
所
有
者
一
族
の
思
い
も
詰
ま
っ
た
地
域
の

資
産
で
あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
そ
う
し

た
古
民
家
を
活
用
し
た
宿
泊
施
設
な
ど
の
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
そ
う

し
た
こ
と
に
も
配
慮
し
な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
な
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
田

　14
年
ほ
ど
前
に
、
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ

ク
ス
と
い
う
産
学
官
連
携
に
関
す
る
理
論
書

を
翻
訳
し
ま
し
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
自
分
が
対
象
と

す
る
空
間
や
地
域
の
中
に
、
産
業
界
、
官
界
、

学
界
の
協
働
・
相
互
作
用
を
誘
発
す
る
た
め

の
場
と
し
て
、
3
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
が
必
要
だ

と
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
で
は
考
え
ま

す
。
ま
ず
知
識
を
つ
く
る
層
の
プ
ー
ル
が
な

け
れ
ば
何
も
は
じ
ま
ら
な
い
の
で
、
最
初
の

段
階
で
は
人
材
の
育
成
・
誘
致
に
集
中
す
る

知
識
空
間
（
セ
ク
シ
ョ
ン
）
を
想
定
し
、
次

に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
合
意
）
形
成
を
は
か
る

空
間
を
用
意
す
る
フ
ェ
ー
ズ
に
移
り
ま
す
。

こ
れ
は
地
域
の
中
で
1
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

集
中
す
る
た
め
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
す

る
ね
ら
い
が
あ
り
、
例
え
ば
委
員
会
を
設
立

し
て
、
答
申
案
を
作
り
市
長
に
提
案
書
を
出

し
た
り
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
そ
し
て
最
終

的
に
は
そ
れ
を
何
ら
か
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
実
現
さ
せ
て
い
く
空
間
、
す
な
わ
ち
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
空
間
が
必
要
で
、
こ
の
段
階
に

な
る
と
戦
略
的
に
産
業
を
誘
致
す
る
と
い
っ

た
動
き
に
も
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。

　た
だ
、こ
れ
を
機
械
的
に
あ
て
は
め
て
も
、

地
域
に
よ
っ
て
事
情
は
全
く
異
な
る
の
で
簡

単
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
地
方
政
府
と
し
て
の

自
治
体
が
強
い
地
域
、産
業
界
が
強
い
地
域
、

企
業
城
下
町
の
よ
う
に
一
企
業
が
突
出
し
て

強
い
地
域
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
地
域
が
あ
り
、

反
対
に
大
学
等
高
等
教
育
機
関
が
存
在
し
な

か
っ
た
り
、
観
光
業
以
外
に
め
ぼ
し
い
産
業

が
全
く
な
い
地
域
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
場
合
に
よ
っ
て
は
、
あ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー

が
別
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
役
割
を
補
完
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
不
動
産
再
生
に
も
、
町
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
場
合
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
る
外
部
企
業
を
誘
致
す
る
場

合
、
あ
る
い
は
地
元
の
中
に
そ
の
よ
う
な
企

業
が
あ
る
場
合
と
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
の
提
唱

者
は
、
政
府
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
主
導
し

た
地
域
、
大
学
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
主
導

し
た
地
域
、
産
業
界
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

主
導
し
た
地
域
等
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
が

あ
る
も
の
の
、
足
り
な
い
部
門
を
補
い
な
が

ら
三
段
階
の
空
間
を
遷
移
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
時
間
の
変
遷
と
と
も
に
き
ち
ん
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
い
く
と
し
て

い
ま
す
。

川
原

　例
え
ば
先
ほ
ど
の
フ
ェ
ー
ズ
1
を
ト

リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
で
考
え
る
と
、
知
識

空
間
を
持
つ
よ
う
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

ど
の
よ
う
に
創
っ
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
の
緩
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た

観
光
地
づ
く
り
の
変
化

川
原

　コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
観
光
と
地
域
と

の
つ
な
が
り
が
よ
り
深
く
意
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
振
り
返
り
も
あ
っ
て
、
よ
う
や
く

観
光
地
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

内
田

　北
海
道
で
も
、
特
に
定
山
渓
な
ど
札

幌
近
郊
の
温
泉
宿
で
は
、
宿
泊
人
数
を
絞
っ

て
部
屋
の
サ
イ
ズ
を
大
き
く
す
る
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
化
の
流
れ
を
意
識
し
、
量
で
は

な
く
質
重
視
へ
切
り
替
え
、
大
胆
に
富
裕
層

に
シ
フ
ト
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
の
表

れ
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
以

前
か
ら
実
現
し
た
か
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

へ
の
チ
ェ
ン
ジ
に
踏
み
切
っ
た
形
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
が
な
か
っ
た
ら
こ
れ
ほ
ど
一
挙
に
進

ま
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
地

以
外
の
自
治
体
が
長
期
滞
在
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
事
業
に
参
画
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
大
き
な
変

化
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
多
く
の
地
域
が
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
誘
致
に
取
り
組
む
中
で
、
競
争

に
勝
つ
た
め
地
域
の
特
色
を
打
ち
出
す
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
原

　日
常
圏
内
で
の
余
暇
活
動
も
観
光
の

範
疇
で
あ
る
と
い
う
社
会
認
識
が
広
ま
っ
た

こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。

観
光
と
日
常
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
が
進
ん
だ

こ
と
で
、
今
ま
で
は
余
暇
と
さ
れ
て
い
た
も

の
も
観
光
と
位
置
付
け
て
行
政
が
施
策
を
打

て
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
ブ
レ
ジ
ャ
ー
需
要
を
取
り
込
ん
で
高
付
加

価
値
化
を
図
る
旅
館
も
増
え
ま
し
た
。
佐
賀

県
の
と
あ
る
旅
館
で
は
、
客
室
1
つ
を
東
京

の
I
T
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
い

不
動
産
再
生
が

生
み
出
す

地
域
の
象
徴
空
間

川
原

　古
民
家
再
生
で
も
旅
館
再
生
で
も
、

観
光
地
づ
く
り
の
視
点
を
打
ち
出
す
な
ら

ば
、
地
域
の
将
来
像
と
の
関
係
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
場
や
機
会
が
必
要
で
す
。ま
た
、

観
光
に
は
人
的
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
要
素
が
欠

か
せ
な
い
。
旅
館
を
例
に
挙
げ
る
と
、
建
物

と
い
う
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
は
な
く
、
仲
居
さ

ん
や
女
将
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
不
動
産

再
生
と
観
光
地
づ
く
り
を
結
び
付
け
る
に

は
、
場
や
そ
こ
に
い
る
人
が
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
に
も
着
目
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
田

　道
の
駅
の
よ
う
な
情
報
発
信
空
間
が

あ
る
地
域
で
は
、
そ
こ
に
地
域
の
物
産
情
報

が
集
ま
り
、
象
徴
空
間
と
し
て
機
能
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
象
徴
的
な
施
設

が
な
い
地
域
で
は
宿
泊
拠
点
の
役
割
は
非
常

に
重
要
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
宿
泊
施
設
の

中
の
お
土
産
コ
ー
ナ
ー
が
地
域
の
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
と
し
て
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　一
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視

点
か
ら
見
る
と
、
観
光
を
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス

川
原

　話
は
戻
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
人

を
引
き
寄
せ
る
た
め
に
も
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
掲

げ
方
が
す
ご
く
大
事
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
企
業
で
あ
れ
ば
企
業
な
り
の
人
材
の
集

め
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
観
光

地
域
づ
く
り
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
め
ば

良
い
の
か
。
恐
ら
く
外
部
人
材
の
引
き
つ
け

方
、
あ
る
い
は
移
住
、
関
係
人
口
の
話
に
も

つ
な
が
る
気
が
し
ま
す
し
、
そ
の
入
り
口
と

し
て
観
光
は
役
立
て
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

不
動
産
再
生
が

発
信
す
る
地
域
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

川
原

　不
動
産
は
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
場

所
と
し
て
の
役
割
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特

に
旅
館
な
ど
は
、
地
域
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と

も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
が
目
指
し
て
い

る
も
の
や
地
域
の
資
源
を
ま
と
ま
っ
て
見
せ

る
こ
と
が
で
き
る
場
と
し
て
、
非
常
に
重
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
力
の
あ
る
旅
館
は
各
地
域
に
1
つ
か

2
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
旅
館

が
地
域
の
代
表
選
手
と
し
て
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。
私

は
観
光
地
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
旅
館
が
非

常
に
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
仮
説
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
回
視

察
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
の

ホ
テ
ル
も
そ
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
（
海
士

町
のE

n
tô

も
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
例
だ
と

思
い
ま
す
）。
し
か
し
、
個
々
の
事
業
者
は

自
分
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
死
で
、
そ
こ
ま
で
は

な
か
な
か
手
が
届
き
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、

観
光
地
づ
く
り
や
観
光
地
づ
く
り
と
い
う
枠

組
み
が
個
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
外
側
に
あ
っ

て
、
個
々
の
事
業
者
の
や
っ
て
い
る
こ
と
を

地
域
に
も
つ
な
げ
よ
う
と
誰
か
が
考
え
な
い

と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
こ
そ
が
D
M
O
や
行
政
の
役
割
で
し
ょ

う
。観

光
地
づ
く
り
に
よ
る

地
域
産
業
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

川
原

　合
意
形
成
を
す
る
と
き
に
は
、
地
域

の
人
の
メ
リ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
つ
く
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
観
光
を
取
り
込

ん
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
地
域
に

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
か
を
エ
ビ
デ

ン
ス
を
持
っ
て
示
す
こ
と
も
必
要
で
す
。
ハ

ワ
イ
は
今
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
一
生
懸
命

で
す
よ
ね
。

　観
光
の
効
果
を
評
価
す
る
と
な
る
と
、
経

済
的
な
も
の
と
し
て
は
波
及
効
果
や
域
内
調

達
率
が
挙
げ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
産
業

の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど

が
行
わ
れ
た
ら
、
そ
れ
は
地
域
側
に
説
明
し

や
す
い
わ
か
り
や
す
い
効
果
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
。

内
田

　地
域
の
人
の
イ
ン
フ
ラ
向
上
に
貢
献

す
る
や
り
方
を
説
得
材
料
と
し
て
出
す
こ
と

が
実
務
的
に
も
多
い
気
が
し
ま
す
。
例
え
ば

小
樽
市
で
は
人
口
が
減
り
続
け
て
い
る
一
方

な
の
に
、
次
々
に
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
な
ど

生
活
空
間
が
潤
う
ス
ポ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
い

る
の
は
、
観
光
客
が
い
て
く
れ
る
お
か
げ
だ

と
市
民
は
自
覚
し
て
い
ま
す
。

川
原

　や
は
り
観
光
客
相
手
の
ビ
ジ
ネ
ス

が
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
に
も
生
活
の
豊

か
さ
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
見
え
る

化
さ
れ
る
デ
ー
タ
の
活
用
等
が
も
っ
と
進
む

と
良
い
で
す
ね
。
た
だ
、
や
は
り
社
会
実
験

を
通
し
て
実
体
験
と
し
て
示
し
て
い
か
な
い

と
、
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
難
し
さ

も
あ
り
ま
す
。

内
田

　現
在
國
學
院
大
學
に
お
ら
れ
る
十
代

田
朗
教
授
は
「
観
光
地
づ
く
り
（
観
光
計
画
）

と
ま
ち
づ
く
り
（
都
市
計
画
）
は
、
接
近
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
仰
っ
て

い
ま
し
た
（
十
代
田
朗
編
著
『
観
光
ま
ち
づ

く
り
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』、
2
0
1
0
）。

自
治
体
で
も
観
光
地
づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り

の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
別
々
に
あ
る
よ
う
に
、
両

者
は
別
物
と
捉
え
ら
れ
や
す
い
で
す
が
、
観

光
と
い
う
具
体
的
な
応
用
対
象
を
想
定
す
る

こ
と
で
住
民
利
害
の
相
反
問
題
に
ば
か
り
悩

ま
さ
れ
て
い
た
ま
ち
づ
く
り
の
議
論
が
建
設

的
に
な
っ
た
り
、
地
域
の
魅
力
と
い
う
明
る

い
話
題
が
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
る
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
単
体
よ
り
も
観
光
地
づ
く
り
の
考
え

方
に
立
脚
し
た
ほ
う
が
地
域
内
で
の
合
意
形

成
は
進
み
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　物
見
遊
山
的
な
観
光
が
世
の
中
の
主
流

だ
っ
た
時
代
が
終
わ
り
、
そ
の
地
域
の
文
化

を
深
く
体
験
す
る
の
が
観
光
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
が
広
く
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

現
在
、
観
光
計
画
と
都
市
計
画
は
か
な
り
近

づ
い
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

川
原

　観
光
と
い
う
地
域
の
魅
力
を
全
面
に

出
し
て
進
め
て
い
く
手
法
は
、
次
世
代
の
担

い
手
候
補
と
な
り
得
る
若
者
や
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
人
材
を
惹
き
つ
け
る
た
め
に
も
良

い
手
法
と
い
え
ま
す
ね
。

性
化
し
、
結
果
と
し
て
、
観
光
地
づ
く
り
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
不
動
産
に

関
連
す
る
研
究
と
し
て
は
、
以
前
に
、
高
級

住
宅
地
の
ブ
ラ
ン
ド
形
成
過
程
の
分
析
を
札

幌
市
円
山
地
区
に
お
い
て
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
は
1
9
2
5
年
（
大
正
14

年
）
の
宅
地
開
発
当
初
か
ら
高
級
住
宅
地
と

し
て
の
広
報
活
動
を
土
地
所
有
者
ら
が
行
っ

て
い
ま
し
た
。
特
に
教
育
の
質
を
高
く
維
持

す
る
こ
と
が
1
0
0
年
経
っ
て
も
維
持
さ
れ

て
い
て
、
い
わ
ば
口
コ
ミ
で
転
勤
族
が
円
山

地
区
を
転
居
先
に
選
ぶ
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　今
回
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
域
に
お
い
て

も
、
似
た
よ
う
な
形
で
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
は
ず
で
す
。
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
が
移
住
先
を
選
ぶ
際
に

子
ど
も
の
教
育
、
他
で
は
得
難
い
教
育
環
境

に
よ
っ
て
選
ぶ
よ
う
に
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
人
材
に
対
す
る
価
値
を
つ
く
る
こ
と
に

よ
っ
て
誘
致
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

川
原

　不
動
産
再
生
に
お
い
て
は
、
当
然
な

が
ら
そ
の
不
動
産
を
最
終
的
に
使
い
こ
な
す

人
の
早
い
段
階
で
の
参
画
が
必
要
で
す
。
そ

の
人
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
想
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て

不
動
産
再
生
に
関
わ
る
こ
と
が
一
番
シ
ン
プ

ル
で
す
。
一
方
で
ま
ち
づ
く
り
の
よ
う
に
、

面
的
に
、
あ
る
い
は
計
画
的
に
取
り
組
も
う

と
す
る
と
き
に
は
行
政
や
D
M
O
な
ど
の
公

的
機
関
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か

も
重
要
に
な
り
ま
す
。

観
光
地
づ
く
り
を

フ
ェ
ー
ズ
で
捉
え
る

川
原

　私
は
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
の

た
め
に
は
、地
域
の
環
境
や
社
会
を
意
識
し
、

ま
ち
づ
く
り
や
都
市
デ
ザ
イ
ン
等
の
公
共

性
、
公
益
性
を
重
視
す
る
手
法
と
、
経
済
面

を
意
識
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
収
益
化
で
き
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
づ
く
り
等
の
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
を
併
せ

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い

く
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
フ
ェ
ー
ズ
に
分

け
て
捉
え
る
整
理
を
し
て
き
ま
し
た
。

フ
ェ
ー
ズ
1
は
「
地
域
特
性
と
地
域
資
源
の

時
間
・
空
間
・
人
間
把
握
」、
フ
ェ
ー
ズ
2

は
「
魅
力
的
な
空
間
体
験
・
観
光
体
験
の
構

想
」
と
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
フ
ェ
ー
ズ
で

は
ま
ず
地
域
を
把
握
し
た
り
、
ゆ
る
や
か
な

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
そ
れ

を
踏
ま
え
て
フ
ェ
ー
ズ
3
は
「
フ
ロ
ー
ト
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
描
き
、
事
業
型
の
チ
ー
ム
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
を
し
ま
す
。
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン

と
い
う
の
は
、
無
理
に
行
政
計
画
に
位
置
づ

け
な
く
て
も
良
い
の
で
、
こ
の
地
域
は
こ
の

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ

た
人
た
ち
の
尖
っ
た
将
来
像
を
重
ね
な
が

ら
、
そ
れ
を
公
民
が
共
有
す
る
た
め
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ビ
ジ
ョ

ン
中
に
は
地
域
の
課
題
解
決
も
含
ま
れ
ま

す
。
フ
ェ
ー
ズ
4
、
5
は
そ
れ
を
着
実
に
実

行
し
て
い
く
事
業
の
立
ち
上
げ
方
と
そ
れ
を

持
続
的
に
支
え
る
計
画
や
仕
組
み
、
体
制
と

い
っ
た
事
業
基
盤
を
セ
ッ
ト
す
る
メ
ソ
ッ
ド

で
す
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
順
番
ど
お
り
で
あ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　例
え
ば
私
が
関
わ
っ
た
山
口
県
長
門
湯
本

温
泉
の
温
泉
街
再
生
に
お
い
て
は
、
実
際
に

は
順
番
は
こ
の
フ
ェ
ー
ズ
通
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
日

本
一
そ
ぞ
ろ
歩
き
が
楽
し
い
温
泉
街
を
目
指

す
」
と
い
っ
た
目
標
や
、
温
泉
街
の
中
央
を

流
れ
る
音
信
川
を
活
か
し
た
空
間
と
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
描
か
れ
た
絵
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
の
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
見
て
わ
く
わ
く
す
る
も
の
で
し
た
。

夢
や
イ
メ
ー
ジ
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
重
ね
て
共
有
で

き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
ど
の
よ
う

に
つ
な
が
る
か
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
地
域
が
動
き
始
め
ま
す
。（
巻
頭

言
に
あ
る
）
海
士
町
も
、
ま
さ
に
こ
れ
を
掲

げ
、
具
現
化
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

内
田

　小
樽
商
科
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
で
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
う

に
あ
た
っ
て
は
同
様
に
フ
ェ
ー
ズ
に
区
切
っ

て
考
え
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
最
初
に

行
う
作
業
が
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
の
策
定
で
す

が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
経
営
者
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

事
業
の
構
想
に
即
し
て
具
体
化
し
た
も
の
で

す
。
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
っ
て
、
そ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
の
経
営
資
源
を
集

め
、
研
究
開
発
フ
ェ
ー
ズ
や
協
力
者
を
増
や

す
パ
ー
ト
ナ
リ
ン
グ
の
フ
ェ
ー
ズ
、
海
外
に

進
出
す
る
フ
ェ
ー
ズ
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
構
想
に
応
じ
て
行
う
わ
け
で
す
が
、
い
ず

れ
の
場
面
に
お
い
て
も
、
最
初
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
協

力
者
も
資
源
も
集
ま
り
や
す
く
な
る
と
言
え

ま
す
。

不
動
産
を
使
い
こ
な
す

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
の

必
要
性

川
原

　規
模
に
か
か
わ
ら
ず
不
動
産
の
再
生

に
よ
る
地
域
づ
く
り
は
、
今
日
の
地
域
振
興

の
場
面
で
は
と
て
も
重
要
で
、
各
地
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
従
来
型
の
都
市
計
画
的
な

方
法
で
は
、
行
政
が
エ
リ
ア
の
計
画
を
描
い

て
、
そ
こ
に
民
間
事
業
者
を
誘
致
し
な
が
ら

動
か
す
再
開
発
を
し
て
い
く
動
か
し
方
が
あ

り
ま
し
た
。
一
方
、
そ
れ
は
と
て
も
時
間
が

か
か
る
の
で
、
と
に
か
く
地
域
に
思
い
の
あ

る
地
権
者
や
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
が
パ
ブ
リ
ッ
ク

マ
イ
ン
ド
を
持
ち
な
が
ら
敷
地
レ
ベ
ル
、
個

人
レ
ベ
ル
で
良
い
も
の
を
つ
く
り
、
そ
こ
に

い
ろ
い
ろ
な
人
が
引
き
寄
せ
ら
れ
、
通
り
や

エ
リ
ア
が
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
、
個
の
不

動
産
か
ら
始
ま
る
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
有
効
な
こ
と
も
多
く
の
人
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　歴
史
的
建
築
物
や
古
民
家
の
よ
う
に
、
多

く
の
人
に
と
っ
て
価
値
が
感
じ
や
す
い
建
造

物
は
、
店
舗
や
宿
泊
施
設
と
し
て
再
生
す
る

こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、

観
光
の
視
点
が
入
っ
て
く
る
の
で
、
観
光
客

と
い
う
こ
れ
ま
で
ま
ち
づ
く
り
で
は
登
場
し

な
か
っ
た
主
体
の
行
動
や
消
費
、
発
信
力
を

意
識
し
な
が
ら
不
動
産
再
生
を
一
つ
の
起
点

と
し
た「
観
光
を
手
段
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
形
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

内
田

　不
動
産
と
観
光
地
づ
く
り
と
の
関
わ

り
で
言
う
と
、
1
軒
の
古
民
家
の
改
装
、
あ

る
い
は
団
地
1
棟
の
改
装
と
い
う
小
さ
な

き
っ
か
け
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
活

パ
ッ
ケ
ー
ジ
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
本
来
は
人

や
機
械
を
通
し
て
、
顧
客
に
対
し
て
適
切
な

商
品
を
提
案
す
る
能
力
で
あ
っ
た
り
、
顧
客

か
ら
情
報
を
収
集
し
て
、
次
の
来
訪
時
に
生

か
す
た
め
の
情
報
蓄
積
機
能
を
持
た
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ

ス
業
が
本
来
備
え
て
い
る
べ
き
機
能
な
の
で

す
が
、
特
に
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
的
な
形
態
だ

と
そ
の
機
能
が
一
切
な
く
、
み
ん
な
が
同
じ

ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
同
じ
経
路
を
旅
し
て
、

個
人
が
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ
た
の
か
は

ま
る
で
分
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。

川
原

　今
ま
で
は
優
れ
た
旅
館
だ
け
が
や
っ

て
き
た
も
の
を
観
光
地
全
体
と
し
て
取
り
組

む
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
か
と
考

え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
観
光

D
X
も
役
立
て
て
い
か
な
い
と
。

今
後
の
研
究
に
向
け
て
―

不
動
産
再
生
を
活
か
す

事
業
基
盤
、
産
学
官
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

川
原

　不
動
産
再
生
と
観
光
地
域
づ
く
り
を

つ
な
ぐ
に
は
、
予
算
獲
得
や
大
規
模
投
資
を

行
う
能
力
の
あ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、
自
分
の

施
設
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
地
域
全
体
の
視

点
に
立
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

力
の
あ
る
旅
館
、
D
M
O
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
果

た
せ
る
役
割
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

具
体
的
に
何
に
投
資
す
る
べ
き
な
の
か
は
意

外
と
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

内
田

　観
光
の
場
合
、
単
独
の
事
業
者
だ
け

が
儲
か
る
仕
組
み
で
は
な
く
、
旅
館
、
飲
食

店
、
体
験
事
業
者
、
こ
の
ほ
か
様
々
な
不
随

す
る
サ
ー
ビ
ス
と
、
い
ろ
い
ろ
な
会
社
と
協

力
し
て
み
ん
な
が
儲
か
る
仕
組
み
を
考
え
る

こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

川
原

　地
域
内
の
様
々
な
立
場
の
人
が
実
感

を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
む
た
め
に
は
、
先
ほ

ど
話
し
た
通
り
、「
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、
行
政
計
画
で
は
な
く

て
も
目
指
す
目
標
や
絵
姿
が
共
有
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え

て
仕
組
み
を
作
る
こ
と
も
事
業
者
に
と
っ
て

は
す
ご
く
大
事
に
な
る
。
不
動
産
を
生
か
せ

る
事
業
基
盤
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
る
か
が
観

光
地
づ
く
り
の
一
つ
の
肝
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
う
し
た
事
業
基
盤
整
備
は
行
政
が

最
も
得
意
と
す
る
分
野
で
あ
り
、
ま
た
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
民
間
事
業
者
と

の
連
携
も
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。
愛
媛
県
大
洲

市
で
は
、
中
心
市
街
地
に
あ
る
歴
史
的
建
築

物
や
古
民
家
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

う
形
で
1
年
間
貸

し
出
し
て
い
ま

す
。
旅
館
を
通
じ

て
地
域
に
入
っ
た

I
T
系
外
部
人
材

が
、
窯
元
と
出

会
っ
て
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
や
販
路

開
拓
に
協
力
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
な

ど
、
旅
館
が
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

機
能
を
持
つ
と
い

う
興
味
深
い
こ
と

が
起
き
て
い
ま

す
。

が
、
こ
の
事
例
で
も
事
業
基
盤
整
備
は
公
民

連
携
で
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

内
田

　産
学
官
の
誰
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
る
か
と
い
う
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
の
観

光
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
ぜ
ひ
整
理
し
て
み
た
い
で

す
ね
。

川
原

　チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
成
功
例
が

蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な
体
制

を
取
る
か
に
限
ら
ず
、
参
照
で
き
る
事
例
は

増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

対談「不動産再生による観光地づくり」をどう見るか まちづくりとサービスマーケティングの視点から4

旅前 旅中 旅後
旅の時間軸

日
常
圏

非
日
常
圏

（
従
来
の
観
光
地
）

旅
の
空
間
軸

オンラインツアー
バーチャル観光
＠自宅、日常圏拠点
（アンテナショップ等）」

移
動

移
動

移動移動

注）ここでの都市居住者とは、観光目的地の外で生活している人を指す。

従来の観光
観光地側からの
アプローチ

コロナ禍で顕在化
した新たな状況例

オンラインツアー
バーチャル観光
＠自宅、日常圏拠点
（アンテナショップ等）」

③都市住居者が
日常圏で観光地
との強い接点を
持つ行動への拡
張状況

①都市住居者が日常生活圏で観光的な非日常を見出す意識・行動への拡張状況

日常圏での非日常的行動
（マイクロツーリズム）

非日常圏での日常的行動
ワーケーションなど

②都市住居者が非日常圏（観光地）で日常行動を行う拡張状況
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図 3 一連のツーリズムシステムの中でボーダレス化をみる４つの拡張状況（仮説）

出典： 川原晋・西川亮他（2020）「日本建築学会持続可能な観光地形成小委員会検討資料」

が
地
域
の
中
に
ど
の
よ
う
に
あ
る
の
か
を
把

握
す
る
、と
言
い
換
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

観
光
資
源
と
し
て
物
的
な
資
源
や
文
化
財
の

洗
い
出
し
も
行
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
活
用
す

る
な
ら
、
物
的
資
源
は
所
有
者
や
そ
れ
を
大

切
に
し
て
い
る
人
と
い
っ
た
、「
人
」
に
紐

付
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
ね
。

ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
る
こ
と
が
地
域
と

地
域
が
求
め
る
人
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

川
原

　ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
を
観
光
に

当
て
は
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
や
は
り
地
域

と
い
う
場
所
に
結
び
付
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
と
考
え
ま
す
。す
な
わ
ち
、地
域
に
根
ざ
し
、

地
域
に
責
任
を
持
つ
よ
う
な
こ
と
で
す
。
ト

リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
で
い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
空
間
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
と
き
に
外
の

事
業
者
、
外
部
人
材
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
彼

ら
が
地
域
の
中
の
人
に
な
っ
て
い
く
と
か
、
地

域
の
中
の
人
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
な

こ
と
が
理
想
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
合
意
形

成
を
す
る
に
も
地
域
の
人
、
事
業
者
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
彼
ら
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、

そ
れ
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
ね
。

内
田

　2
0
2
0
年
に
釧
路
市
の
長
期
滞
在

事
業
を
事
例
に
、
ど
の
よ
う
な
人
が
地
域
の

中
に
入
っ
て
き
て
住
民
型
と
我
々
が
呼
ぶ
関

わ
り
方
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
研

究
を
発
表
し
ま
し
た
。
単
な
る
労
働
者
と
し

て
地
域
に
入
っ
て
く
る
わ
け
で
は
な
く
、
自

分
の
持
っ
て
い
る
ス
キ
ル
や
才
能
、
趣
味
が

満
足
で
き
る
な
ど
の
き
っ
か
け
が
重
要
と
な

る
と
い
う
研
究
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
地
域
側
と
し
て
は
、
長
期
滞
在
者
が

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
創
出
に
関
わ
れ
る
よ
う

な
機
会
を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が

移
住
促
進
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

川
原

　面
白
い
で
す
ね
！
似
た
よ
う
な
発
想

が
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造
成
す
る
場
面
で
も

着
目
で
き
ま
す
。
今
年
、
研
究
室
の
学
生
が

地
域
産
業
と
連
携
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を

造
成
す
る
た
め
の
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に

着
目
し
た
研
究
を
し
ま
し
た
。
ど
の
人
に
ど

の
ス
キ
ル
を
持
つ
こ
と
を
期
待
し
て
、
ど
の

よ
う
な
人
材
が
地
域
内
外
か
ら
集
結
し
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
ほ
ど
の
ト
リ

プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
の
解
像
度
を
上
げ
た
も

の
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
を
造
成
す
る
と
い
う
経
験
で
ど
う
い

う
ス
キ
ル
が
地
域
に
育
成
さ
れ
た
り
、
外
部

人
材
の
ス
キ
ル
が
受
け
継
が
れ
る
の
か
が
わ

か
れ
ば
、
今
後
地
域
に
ど
う
い
う
人
的
ス
キ

ル
が
足
り
な
く
て
、
ど
う
獲
得
す
る
か
と

い
っ
た
戦
略
が
、
こ
う
い
う
分
析
か
ら
立
て

ら
れ
る
と
い
い
の
で
は
と
考
え
た
の
で
す
。

内
田

　地
域
の
人
が
欲
し
い
人
材
と
、
そ
こ

に
移
住
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
材
が
持
っ

て
い
る
ス
キ
ル
像
は
ず
れ
て
い
た
り
す
る
の

で
す
よ
ね
。
で
も
、
そ
れ
を
最
大
限
合
っ
て

い
る
方
向
に
導
く
の
が
地
域
と
し
て
の
ビ

ジ
ョ
ン
や
観
光
地
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
そ
れ
が
き
ち
ん
と
打
ち
出
さ
れ
て
い
る

地
域
で
は
、
お
互
い
に
求
め
る
ス
キ
ル
と
、

こ
ち
ら
が
持
っ
て
い
る
ス
キ
ル
の
マ
ッ
チ
ン

グ
は
う
ま
く
い
き
ま
す
。

不
動
産
を
活
か
す

ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す

理
論

内
田

　都
市
計
画
や
地
域
振
興
の
分
野
で
は

民
間
主
導
、
あ
る
い
は
官
主
導
と
い
う
区
分

だ
け
で
な
く
、
官
民
連
携
と
い
う
考
え
方
も

あ
り
ま
す
。

　た
く
さ
ん
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
い
る
観
光
地

は
複
雑
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
異
な
る

セ
ク
タ
ー
を
調
整
す
る
中
で
互
い
が
我
が
事

の
よ
う
に
思
え
る
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
よ
ね
。

川
原

　沢
山
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
関
係
主
体
が

い
る
の
が
観
光
地
づ
く
り
の
難
し
さ
で
す
ね
。

例
え
ば
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
も
、
企

業
や
商
品
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
だ
と
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
で
き
た
と
し
て
も
多
様
な
水
平
関

係
の
主
体
が
い
る
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
は
そ
れ
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

企
業
で
や
っ
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
地

域
に
置
き
換
え
て
い
く
か
と
い
う
発
想
は
常

に
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
適
用
で
き

な
い
こ
と
が
多
い
で
す
よ
ね
。
最
終
的
に
は

地
域
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
に
し
て
も
、

多
様
な
主
体
が
い
る
地
域
の
中
で
、
そ
の
地

域
の
主
体
に
応
援
さ
れ
た
り
、
波
及
効
果
を

生
む
工
夫
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

古
民
家
は
単
な
る
建
物
で
な
く
、
地
域
や
そ

の
所
有
者
一
族
の
思
い
も
詰
ま
っ
た
地
域
の

資
産
で
あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
そ
う
し

た
古
民
家
を
活
用
し
た
宿
泊
施
設
な
ど
の
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
そ
う

し
た
こ
と
に
も
配
慮
し
な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
な
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
田

　14
年
ほ
ど
前
に
、
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ

ク
ス
と
い
う
産
学
官
連
携
に
関
す
る
理
論
書

を
翻
訳
し
ま
し
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
自
分
が
対
象
と

す
る
空
間
や
地
域
の
中
に
、
産
業
界
、
官
界
、

学
界
の
協
働
・
相
互
作
用
を
誘
発
す
る
た
め

の
場
と
し
て
、
3
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
が
必
要
だ

と
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
で
は
考
え
ま

す
。
ま
ず
知
識
を
つ
く
る
層
の
プ
ー
ル
が
な

け
れ
ば
何
も
は
じ
ま
ら
な
い
の
で
、
最
初
の

段
階
で
は
人
材
の
育
成
・
誘
致
に
集
中
す
る

知
識
空
間
（
セ
ク
シ
ョ
ン
）
を
想
定
し
、
次

に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
合
意
）
形
成
を
は
か
る

空
間
を
用
意
す
る
フ
ェ
ー
ズ
に
移
り
ま
す
。

こ
れ
は
地
域
の
中
で
1
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

集
中
す
る
た
め
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
す

る
ね
ら
い
が
あ
り
、
例
え
ば
委
員
会
を
設
立

し
て
、
答
申
案
を
作
り
市
長
に
提
案
書
を
出

し
た
り
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
そ
し
て
最
終

的
に
は
そ
れ
を
何
ら
か
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
実
現
さ
せ
て
い
く
空
間
、
す
な
わ
ち
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
空
間
が
必
要
で
、
こ
の
段
階
に

な
る
と
戦
略
的
に
産
業
を
誘
致
す
る
と
い
っ

た
動
き
に
も
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。

　た
だ
、こ
れ
を
機
械
的
に
あ
て
は
め
て
も
、

地
域
に
よ
っ
て
事
情
は
全
く
異
な
る
の
で
簡

単
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
地
方
政
府
と
し
て
の

自
治
体
が
強
い
地
域
、産
業
界
が
強
い
地
域
、

企
業
城
下
町
の
よ
う
に
一
企
業
が
突
出
し
て

強
い
地
域
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
地
域
が
あ
り
、

反
対
に
大
学
等
高
等
教
育
機
関
が
存
在
し
な

か
っ
た
り
、
観
光
業
以
外
に
め
ぼ
し
い
産
業

が
全
く
な
い
地
域
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
場
合
に
よ
っ
て
は
、
あ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー

が
別
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
役
割
を
補
完
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
不
動
産
再
生
に
も
、
町
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
場
合
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
る
外
部
企
業
を
誘
致
す
る
場

合
、
あ
る
い
は
地
元
の
中
に
そ
の
よ
う
な
企

業
が
あ
る
場
合
と
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
の
提
唱

者
は
、
政
府
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
主
導
し

た
地
域
、
大
学
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
主
導

し
た
地
域
、
産
業
界
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

主
導
し
た
地
域
等
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
が

あ
る
も
の
の
、
足
り
な
い
部
門
を
補
い
な
が

ら
三
段
階
の
空
間
を
遷
移
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
時
間
の
変
遷
と
と
も
に
き
ち
ん
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
い
く
と
し
て

い
ま
す
。

川
原

　例
え
ば
先
ほ
ど
の
フ
ェ
ー
ズ
1
を
ト

リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
論
で
考
え
る
と
、
知
識

空
間
を
持
つ
よ
う
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

ど
の
よ
う
に
創
っ
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
の
緩
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た

観
光
地
づ
く
り
の
変
化

川
原

　コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
観
光
と
地
域
と

の
つ
な
が
り
が
よ
り
深
く
意
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
振
り
返
り
も
あ
っ
て
、
よ
う
や
く

観
光
地
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

内
田

　北
海
道
で
も
、
特
に
定
山
渓
な
ど
札

幌
近
郊
の
温
泉
宿
で
は
、
宿
泊
人
数
を
絞
っ

て
部
屋
の
サ
イ
ズ
を
大
き
く
す
る
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
化
の
流
れ
を
意
識
し
、
量
で
は

な
く
質
重
視
へ
切
り
替
え
、
大
胆
に
富
裕
層

に
シ
フ
ト
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
の
表

れ
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
以

前
か
ら
実
現
し
た
か
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

へ
の
チ
ェ
ン
ジ
に
踏
み
切
っ
た
形
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
が
な
か
っ
た
ら
こ
れ
ほ
ど
一
挙
に
進

ま
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
地

以
外
の
自
治
体
が
長
期
滞
在
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
事
業
に
参
画
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
大
き
な
変

化
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
多
く
の
地
域
が
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
誘
致
に
取
り
組
む
中
で
、
競
争

に
勝
つ
た
め
地
域
の
特
色
を
打
ち
出
す
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
原

　日
常
圏
内
で
の
余
暇
活
動
も
観
光
の

範
疇
で
あ
る
と
い
う
社
会
認
識
が
広
ま
っ
た

こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。

観
光
と
日
常
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
が
進
ん
だ

こ
と
で
、
今
ま
で
は
余
暇
と
さ
れ
て
い
た
も

の
も
観
光
と
位
置
付
け
て
行
政
が
施
策
を
打

て
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
ブ
レ
ジ
ャ
ー
需
要
を
取
り
込
ん
で
高
付
加

価
値
化
を
図
る
旅
館
も
増
え
ま
し
た
。
佐
賀

県
の
と
あ
る
旅
館
で
は
、
客
室
1
つ
を
東
京

の
I
T
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
い

不
動
産
再
生
が

生
み
出
す

地
域
の
象
徴
空
間

川
原

　古
民
家
再
生
で
も
旅
館
再
生
で
も
、

観
光
地
づ
く
り
の
視
点
を
打
ち
出
す
な
ら

ば
、
地
域
の
将
来
像
と
の
関
係
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
場
や
機
会
が
必
要
で
す
。ま
た
、

観
光
に
は
人
的
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
要
素
が
欠

か
せ
な
い
。
旅
館
を
例
に
挙
げ
る
と
、
建
物

と
い
う
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
は
な
く
、
仲
居
さ

ん
や
女
将
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
不
動
産

再
生
と
観
光
地
づ
く
り
を
結
び
付
け
る
に

は
、
場
や
そ
こ
に
い
る
人
が
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
に
も
着
目
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
田

　道
の
駅
の
よ
う
な
情
報
発
信
空
間
が

あ
る
地
域
で
は
、
そ
こ
に
地
域
の
物
産
情
報

が
集
ま
り
、
象
徴
空
間
と
し
て
機
能
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
象
徴
的
な
施
設

が
な
い
地
域
で
は
宿
泊
拠
点
の
役
割
は
非
常

に
重
要
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
宿
泊
施
設
の

中
の
お
土
産
コ
ー
ナ
ー
が
地
域
の
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
と
し
て
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　一
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視

点
か
ら
見
る
と
、
観
光
を
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス

川
原

　話
は
戻
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
人

を
引
き
寄
せ
る
た
め
に
も
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
掲

げ
方
が
す
ご
く
大
事
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
企
業
で
あ
れ
ば
企
業
な
り
の
人
材
の
集

め
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
観
光

地
域
づ
く
り
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
め
ば

良
い
の
か
。
恐
ら
く
外
部
人
材
の
引
き
つ
け

方
、
あ
る
い
は
移
住
、
関
係
人
口
の
話
に
も

つ
な
が
る
気
が
し
ま
す
し
、
そ
の
入
り
口
と

し
て
観
光
は
役
立
て
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

不
動
産
再
生
が

発
信
す
る
地
域
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

川
原

　不
動
産
は
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
場

所
と
し
て
の
役
割
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特

に
旅
館
な
ど
は
、
地
域
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と

も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
が
目
指
し
て
い

る
も
の
や
地
域
の
資
源
を
ま
と
ま
っ
て
見
せ

る
こ
と
が
で
き
る
場
と
し
て
、
非
常
に
重
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
力
の
あ
る
旅
館
は
各
地
域
に
1
つ
か

2
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
旅
館

が
地
域
の
代
表
選
手
と
し
て
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。
私

は
観
光
地
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
旅
館
が
非

常
に
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
仮
説
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
回
視

察
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
の

ホ
テ
ル
も
そ
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
（
海
士

町
のE

n
tô

も
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
例
だ
と

思
い
ま
す
）。
し
か
し
、
個
々
の
事
業
者
は

自
分
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
死
で
、
そ
こ
ま
で
は

な
か
な
か
手
が
届
き
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、

観
光
地
づ
く
り
や
観
光
地
づ
く
り
と
い
う
枠

組
み
が
個
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
外
側
に
あ
っ

て
、
個
々
の
事
業
者
の
や
っ
て
い
る
こ
と
を

地
域
に
も
つ
な
げ
よ
う
と
誰
か
が
考
え
な
い

と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
こ
そ
が
D
M
O
や
行
政
の
役
割
で
し
ょ

う
。観

光
地
づ
く
り
に
よ
る

地
域
産
業
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

川
原

　合
意
形
成
を
す
る
と
き
に
は
、
地
域

の
人
の
メ
リ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
つ
く
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
観
光
を
取
り
込

ん
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
地
域
に

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
か
を
エ
ビ
デ

ン
ス
を
持
っ
て
示
す
こ
と
も
必
要
で
す
。
ハ

ワ
イ
は
今
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
一
生
懸
命

で
す
よ
ね
。

　観
光
の
効
果
を
評
価
す
る
と
な
る
と
、
経

済
的
な
も
の
と
し
て
は
波
及
効
果
や
域
内
調

達
率
が
挙
げ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
産
業

の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど

が
行
わ
れ
た
ら
、
そ
れ
は
地
域
側
に
説
明
し

や
す
い
わ
か
り
や
す
い
効
果
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
。

内
田

　地
域
の
人
の
イ
ン
フ
ラ
向
上
に
貢
献

す
る
や
り
方
を
説
得
材
料
と
し
て
出
す
こ
と

が
実
務
的
に
も
多
い
気
が
し
ま
す
。
例
え
ば

小
樽
市
で
は
人
口
が
減
り
続
け
て
い
る
一
方

な
の
に
、
次
々
に
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
な
ど

生
活
空
間
が
潤
う
ス
ポ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
い

る
の
は
、
観
光
客
が
い
て
く
れ
る
お
か
げ
だ

と
市
民
は
自
覚
し
て
い
ま
す
。

川
原

　や
は
り
観
光
客
相
手
の
ビ
ジ
ネ
ス

が
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
に
も
生
活
の
豊

か
さ
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
見
え
る

化
さ
れ
る
デ
ー
タ
の
活
用
等
が
も
っ
と
進
む

と
良
い
で
す
ね
。
た
だ
、
や
は
り
社
会
実
験

を
通
し
て
実
体
験
と
し
て
示
し
て
い
か
な
い

と
、
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
難
し
さ

も
あ
り
ま
す
。

内
田

　現
在
國
學
院
大
學
に
お
ら
れ
る
十
代

田
朗
教
授
は
「
観
光
地
づ
く
り
（
観
光
計
画
）

と
ま
ち
づ
く
り
（
都
市
計
画
）
は
、
接
近
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
仰
っ
て

い
ま
し
た
（
十
代
田
朗
編
著
『
観
光
ま
ち
づ

く
り
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』、
2
0
1
0
）。

自
治
体
で
も
観
光
地
づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り

の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
別
々
に
あ
る
よ
う
に
、
両

者
は
別
物
と
捉
え
ら
れ
や
す
い
で
す
が
、
観

光
と
い
う
具
体
的
な
応
用
対
象
を
想
定
す
る

こ
と
で
住
民
利
害
の
相
反
問
題
に
ば
か
り
悩

ま
さ
れ
て
い
た
ま
ち
づ
く
り
の
議
論
が
建
設

的
に
な
っ
た
り
、
地
域
の
魅
力
と
い
う
明
る

い
話
題
が
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
る
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
単
体
よ
り
も
観
光
地
づ
く
り
の
考
え

方
に
立
脚
し
た
ほ
う
が
地
域
内
で
の
合
意
形

成
は
進
み
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　物
見
遊
山
的
な
観
光
が
世
の
中
の
主
流

だ
っ
た
時
代
が
終
わ
り
、
そ
の
地
域
の
文
化

を
深
く
体
験
す
る
の
が
観
光
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
が
広
く
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

現
在
、
観
光
計
画
と
都
市
計
画
は
か
な
り
近

づ
い
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

川
原

　観
光
と
い
う
地
域
の
魅
力
を
全
面
に

出
し
て
進
め
て
い
く
手
法
は
、
次
世
代
の
担

い
手
候
補
と
な
り
得
る
若
者
や
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
人
材
を
惹
き
つ
け
る
た
め
に
も
良

い
手
法
と
い
え
ま
す
ね
。

性
化
し
、
結
果
と
し
て
、
観
光
地
づ
く
り
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
不
動
産
に

関
連
す
る
研
究
と
し
て
は
、
以
前
に
、
高
級

住
宅
地
の
ブ
ラ
ン
ド
形
成
過
程
の
分
析
を
札

幌
市
円
山
地
区
に
お
い
て
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
は
1
9
2
5
年
（
大
正
14

年
）
の
宅
地
開
発
当
初
か
ら
高
級
住
宅
地
と

し
て
の
広
報
活
動
を
土
地
所
有
者
ら
が
行
っ

て
い
ま
し
た
。
特
に
教
育
の
質
を
高
く
維
持

す
る
こ
と
が
1
0
0
年
経
っ
て
も
維
持
さ
れ

て
い
て
、
い
わ
ば
口
コ
ミ
で
転
勤
族
が
円
山

地
区
を
転
居
先
に
選
ぶ
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　今
回
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
域
に
お
い
て

も
、
似
た
よ
う
な
形
で
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
は
ず
で
す
。
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
が
移
住
先
を
選
ぶ
際
に

子
ど
も
の
教
育
、
他
で
は
得
難
い
教
育
環
境

に
よ
っ
て
選
ぶ
よ
う
に
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
人
材
に
対
す
る
価
値
を
つ
く
る
こ
と
に

よ
っ
て
誘
致
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

川
原

　不
動
産
再
生
に
お
い
て
は
、
当
然
な

が
ら
そ
の
不
動
産
を
最
終
的
に
使
い
こ
な
す

人
の
早
い
段
階
で
の
参
画
が
必
要
で
す
。
そ

の
人
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
想
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て

不
動
産
再
生
に
関
わ
る
こ
と
が
一
番
シ
ン
プ

ル
で
す
。
一
方
で
ま
ち
づ
く
り
の
よ
う
に
、

面
的
に
、
あ
る
い
は
計
画
的
に
取
り
組
も
う

と
す
る
と
き
に
は
行
政
や
D
M
O
な
ど
の
公

的
機
関
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か

も
重
要
に
な
り
ま
す
。

観
光
地
づ
く
り
を

フ
ェ
ー
ズ
で
捉
え
る

川
原

　私
は
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
の

た
め
に
は
、地
域
の
環
境
や
社
会
を
意
識
し
、

ま
ち
づ
く
り
や
都
市
デ
ザ
イ
ン
等
の
公
共

性
、
公
益
性
を
重
視
す
る
手
法
と
、
経
済
面

を
意
識
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
収
益
化
で
き
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
づ
く
り
等
の
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
を
併
せ

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い

く
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
フ
ェ
ー
ズ
に
分

け
て
捉
え
る
整
理
を
し
て
き
ま
し
た
。

フ
ェ
ー
ズ
1
は
「
地
域
特
性
と
地
域
資
源
の

時
間
・
空
間
・
人
間
把
握
」、
フ
ェ
ー
ズ
2

は
「
魅
力
的
な
空
間
体
験
・
観
光
体
験
の
構

想
」
と
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
フ
ェ
ー
ズ
で

は
ま
ず
地
域
を
把
握
し
た
り
、
ゆ
る
や
か
な

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
そ
れ

を
踏
ま
え
て
フ
ェ
ー
ズ
3
は
「
フ
ロ
ー
ト
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
描
き
、
事
業
型
の
チ
ー
ム
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
を
し
ま
す
。
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン

と
い
う
の
は
、
無
理
に
行
政
計
画
に
位
置
づ

け
な
く
て
も
良
い
の
で
、
こ
の
地
域
は
こ
の

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ

た
人
た
ち
の
尖
っ
た
将
来
像
を
重
ね
な
が

ら
、
そ
れ
を
公
民
が
共
有
す
る
た
め
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ビ
ジ
ョ

ン
中
に
は
地
域
の
課
題
解
決
も
含
ま
れ
ま

す
。
フ
ェ
ー
ズ
4
、
5
は
そ
れ
を
着
実
に
実

行
し
て
い
く
事
業
の
立
ち
上
げ
方
と
そ
れ
を

持
続
的
に
支
え
る
計
画
や
仕
組
み
、
体
制
と

い
っ
た
事
業
基
盤
を
セ
ッ
ト
す
る
メ
ソ
ッ
ド

で
す
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
順
番
ど
お
り
で
あ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　例
え
ば
私
が
関
わ
っ
た
山
口
県
長
門
湯
本

温
泉
の
温
泉
街
再
生
に
お
い
て
は
、
実
際
に

は
順
番
は
こ
の
フ
ェ
ー
ズ
通
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
日

本
一
そ
ぞ
ろ
歩
き
が
楽
し
い
温
泉
街
を
目
指

す
」
と
い
っ
た
目
標
や
、
温
泉
街
の
中
央
を

流
れ
る
音
信
川
を
活
か
し
た
空
間
と
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
描
か
れ
た
絵
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
の
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
見
て
わ
く
わ
く
す
る
も
の
で
し
た
。

夢
や
イ
メ
ー
ジ
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
重
ね
て
共
有
で

き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
ど
の
よ
う

に
つ
な
が
る
か
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
地
域
が
動
き
始
め
ま
す
。（
巻
頭

言
に
あ
る
）
海
士
町
も
、
ま
さ
に
こ
れ
を
掲

げ
、
具
現
化
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

内
田

　小
樽
商
科
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
で
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
う

に
あ
た
っ
て
は
同
様
に
フ
ェ
ー
ズ
に
区
切
っ

て
考
え
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
最
初
に

行
う
作
業
が
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
の
策
定
で
す

が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
経
営
者
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

事
業
の
構
想
に
即
し
て
具
体
化
し
た
も
の
で

す
。
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
っ
て
、
そ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
の
経
営
資
源
を
集

め
、
研
究
開
発
フ
ェ
ー
ズ
や
協
力
者
を
増
や

す
パ
ー
ト
ナ
リ
ン
グ
の
フ
ェ
ー
ズ
、
海
外
に

進
出
す
る
フ
ェ
ー
ズ
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
構
想
に
応
じ
て
行
う
わ
け
で
す
が
、
い
ず

れ
の
場
面
に
お
い
て
も
、
最
初
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
協

力
者
も
資
源
も
集
ま
り
や
す
く
な
る
と
言
え

ま
す
。

不
動
産
を
使
い
こ
な
す

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
の

必
要
性

川
原

　規
模
に
か
か
わ
ら
ず
不
動
産
の
再
生

に
よ
る
地
域
づ
く
り
は
、
今
日
の
地
域
振
興

の
場
面
で
は
と
て
も
重
要
で
、
各
地
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
従
来
型
の
都
市
計
画
的
な

方
法
で
は
、
行
政
が
エ
リ
ア
の
計
画
を
描
い

て
、
そ
こ
に
民
間
事
業
者
を
誘
致
し
な
が
ら

動
か
す
再
開
発
を
し
て
い
く
動
か
し
方
が
あ

り
ま
し
た
。
一
方
、
そ
れ
は
と
て
も
時
間
が

か
か
る
の
で
、
と
に
か
く
地
域
に
思
い
の
あ

る
地
権
者
や
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
が
パ
ブ
リ
ッ
ク

マ
イ
ン
ド
を
持
ち
な
が
ら
敷
地
レ
ベ
ル
、
個

人
レ
ベ
ル
で
良
い
も
の
を
つ
く
り
、
そ
こ
に

い
ろ
い
ろ
な
人
が
引
き
寄
せ
ら
れ
、
通
り
や

エ
リ
ア
が
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
、
個
の
不

動
産
か
ら
始
ま
る
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
有
効
な
こ
と
も
多
く
の
人
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　歴
史
的
建
築
物
や
古
民
家
の
よ
う
に
、
多

く
の
人
に
と
っ
て
価
値
が
感
じ
や
す
い
建
造

物
は
、
店
舗
や
宿
泊
施
設
と
し
て
再
生
す
る

こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、

観
光
の
視
点
が
入
っ
て
く
る
の
で
、
観
光
客

と
い
う
こ
れ
ま
で
ま
ち
づ
く
り
で
は
登
場
し

な
か
っ
た
主
体
の
行
動
や
消
費
、
発
信
力
を

意
識
し
な
が
ら
不
動
産
再
生
を
一
つ
の
起
点

と
し
た「
観
光
を
手
段
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
形
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

内
田

　不
動
産
と
観
光
地
づ
く
り
と
の
関
わ

り
で
言
う
と
、
1
軒
の
古
民
家
の
改
装
、
あ

る
い
は
団
地
1
棟
の
改
装
と
い
う
小
さ
な

き
っ
か
け
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
活

パ
ッ
ケ
ー
ジ
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
本
来
は
人

や
機
械
を
通
し
て
、
顧
客
に
対
し
て
適
切
な

商
品
を
提
案
す
る
能
力
で
あ
っ
た
り
、
顧
客

か
ら
情
報
を
収
集
し
て
、
次
の
来
訪
時
に
生

か
す
た
め
の
情
報
蓄
積
機
能
を
持
た
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ

ス
業
が
本
来
備
え
て
い
る
べ
き
機
能
な
の
で

す
が
、
特
に
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
的
な
形
態
だ

と
そ
の
機
能
が
一
切
な
く
、
み
ん
な
が
同
じ

ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
同
じ
経
路
を
旅
し
て
、

個
人
が
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ
た
の
か
は

ま
る
で
分
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。

川
原

　今
ま
で
は
優
れ
た
旅
館
だ
け
が
や
っ

て
き
た
も
の
を
観
光
地
全
体
と
し
て
取
り
組

む
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
か
と
考

え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
観
光

D
X
も
役
立
て
て
い
か
な
い
と
。

今
後
の
研
究
に
向
け
て
―

不
動
産
再
生
を
活
か
す

事
業
基
盤
、
産
学
官
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

川
原

　不
動
産
再
生
と
観
光
地
域
づ
く
り
を

つ
な
ぐ
に
は
、
予
算
獲
得
や
大
規
模
投
資
を

行
う
能
力
の
あ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、
自
分
の

施
設
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
地
域
全
体
の
視

点
に
立
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

力
の
あ
る
旅
館
、
D
M
O
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
果

た
せ
る
役
割
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

具
体
的
に
何
に
投
資
す
る
べ
き
な
の
か
は
意

外
と
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

内
田

　観
光
の
場
合
、
単
独
の
事
業
者
だ
け

が
儲
か
る
仕
組
み
で
は
な
く
、
旅
館
、
飲
食

店
、
体
験
事
業
者
、
こ
の
ほ
か
様
々
な
不
随

す
る
サ
ー
ビ
ス
と
、
い
ろ
い
ろ
な
会
社
と
協

力
し
て
み
ん
な
が
儲
か
る
仕
組
み
を
考
え
る

こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

川
原

　地
域
内
の
様
々
な
立
場
の
人
が
実
感

を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
む
た
め
に
は
、
先
ほ

ど
話
し
た
通
り
、「
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、
行
政
計
画
で
は
な
く

て
も
目
指
す
目
標
や
絵
姿
が
共
有
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え

て
仕
組
み
を
作
る
こ
と
も
事
業
者
に
と
っ
て

は
す
ご
く
大
事
に
な
る
。
不
動
産
を
生
か
せ

る
事
業
基
盤
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
る
か
が
観

光
地
づ
く
り
の
一
つ
の
肝
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
う
し
た
事
業
基
盤
整
備
は
行
政
が

最
も
得
意
と
す
る
分
野
で
あ
り
、
ま
た
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
民
間
事
業
者
と

の
連
携
も
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。
愛
媛
県
大
洲

市
で
は
、
中
心
市
街
地
に
あ
る
歴
史
的
建
築

物
や
古
民
家
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

う
形
で
1
年
間
貸

し
出
し
て
い
ま

す
。
旅
館
を
通
じ

て
地
域
に
入
っ
た

I
T
系
外
部
人
材

が
、
窯
元
と
出

会
っ
て
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
や
販
路

開
拓
に
協
力
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
な

ど
、
旅
館
が
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

機
能
を
持
つ
と
い

う
興
味
深
い
こ
と

が
起
き
て
い
ま

す
。

が
、
こ
の
事
例
で
も
事
業
基
盤
整
備
は
公
民

連
携
で
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

内
田

　産
学
官
の
誰
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
る
か
と
い
う
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
の
観

光
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
ぜ
ひ
整
理
し
て
み
た
い
で

す
ね
。

川
原

　チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
成
功
例
が

蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な
体
制

を
取
る
か
に
限
ら
ず
、
参
照
で
き
る
事
例
は

増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

対談「不動産再生による観光地づくり」をどう見るか まちづくりとサービスマーケティングの視点から4

旅前 旅中 旅後
旅の時間軸

日
常
圏

非
日
常
圏

（
従
来
の
観
光
地
）

旅
の
空
間
軸

オンラインツアー
バーチャル観光
＠自宅、日常圏拠点
（アンテナショップ等）」

移
動

移
動

移動移動

注）ここでの都市居住者とは、観光目的地の外で生活している人を指す。

従来の観光
観光地側からの
アプローチ

コロナ禍で顕在化
した新たな状況例

オンラインツアー
バーチャル観光
＠自宅、日常圏拠点
（アンテナショップ等）」

③都市住居者が
日常圏で観光地
との強い接点を
持つ行動への拡
張状況

①都市住居者が日常生活圏で観光的な非日常を見出す意識・行動への拡張状況

日常圏での非日常的行動
（マイクロツーリズム）

非日常圏での日常的行動
ワーケーションなど

②都市住居者が非日常圏（観光地）で日常行動を行う拡張状況

第256号 February 202337



図 1 不動産再生が3者を結びつける観光地づくり

　
観
光
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
に
注
目
が

集
ま
る
中
で
、
本
特
集
で
は
「
不
動
産
再
生

に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
4
つ

の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
、
海
外
事
例
調
査
、
専

門
家
に
よ
る
対
談
を
紹
介
し
て
き
た
。

　
本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
基
に
、
不
動
産
再
生

に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
に
つ
い
て
改
め
て
整

理
・
考
察
し
た
い
。

不
動
産
再
生
に
お
け
る
ハ
ー
ド
や
事
業
・

サ
ー
ビ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
の
重
要
性

　
ま
ず
、ハ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
で
も
あ
る
「
福

住
」、
都
市
近
郊
の
路
地
や
漁
港
の
風
情
が

今
な
お
残
る
「
用
宗
」、
織
物
業
の
ま
ち
と

し
て
栄
え
た
「
富
士
吉
田
市
」
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
歴
史
を
残
す
建
造
物
を
、
そ
の
デ
ザ
イ

ン
性
を
含
め
て
再
生
さ
せ
る
こ
と
で
、
宿
泊

施
設
、
飲
食
施
設
、
カ
フ
ェ
等
の
事
業
が
生

ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
ホ
テ
ル

を
再
生
さ
せ
た
「
海
士
町
」
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
の
最
も
象
徴
的
な
場
所
に
位
置
す
る
ホ

テ
ル
を
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
自
然
を
体
感
で
き

る
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
事
例
に
お
け
る
、「
不
動
産
を

再
生
さ
せ
る
意
義
」
は
、「
地
域
と
来
訪
者

が
共
感
す
る
デ
ザ
イ
ン
」
が
各
事
例
に
お
い

て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
歴
史
・
文
化

的
ス
ト
ー
リ
ー
と
と
も
に
不
動
産
を
再
生
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
観
光
客
に
対
し
て「
共
感
」

を
起
こ
す
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ

と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
不
動
産
再
生
の
意
義
は

ハ
ー
ド
面
に
限
ら
ず
、
再
生
し
た
ハ
ー
ド
に

お
い
て
営
ま
れ
る
事
業
、
サ
ー
ビ
ス
面
に
も

色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　「
地
域
と
来
訪
者
が
共
感
す
る
デ
ザ
イ
ン
」

は
、
事
業
の
面
に
も
表
れ
て
い
る
。
不
動
産

再
生
に
よ
る
宿
泊
施
設
、飲
食
店
、生
産
品
は
、

地
域
内
あ
る
い
は
競
合
地
域
と
比
較
し
て
も
、

高
価
格
帯
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は「
職

人
が
納
得
し
て
提
供
す
る
作
品（
福
住
）」に

対
す
る
価
格
設
定
で
あ
る
と
と
も
に
、「
不
動

産
を
再
生
し
た
地
域
、
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
に

共
感
す
る
顧
客
」と
し
て
設
定
さ
れ
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
多
数
の
顧

客
も
集
め
る
も
の
で
は
な
い
。
特
定
の
顧
客

を
対
象
に
し
た
結
果
、「
事
業
計
画
を
遥
か
に

上
回
る
数
字
が
出
て
い
る（
海
士
町
）」等
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
効
果
を
示
し

て
い
る
。

不
動
産
再
生
の
地
域
波
及
に
お
け
る

マ
ッ
チ
ン
グ
の
重
要
性

　
観
光
地
づ
く
り
に
向
け
て
、
ま
た
観
光
を

通
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
、
不

動
産
再
生
を
単
体
の
施
設
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
に
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
4
つ
の

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
お
い
て
そ
の
過
程
は
2

つ
の
側
面
が
見
ら
れ
た
。

　
一
つ
は
地
域
の
空
き
家
が
次
々
と
再
生
さ

れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
、
そ
の
地
域
で
事

業
を
始
め
た
い
人
材
（
移
住
者
等
）
や
外
部

事
業
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
で
あ
る
。
福
住
に
お

い
て
10
年
で
35
件
の
開
業
に
至
る
プ
ロ
セ
ス

で
は
安
達
氏
が
、
富
士
吉
田
市
に
お
い
て
は

地
域
と
地
域
に
集
ま
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

人
々
を
つ
な
ぐ
赤
松
氏
が
、
用
宗
に
お
い
て

地
元
不
動
産
事
業
者
と
し
て
不
動
産
再
生
と

地
域
外
事
業
者
を
つ
な
ぐ
C
S
K
不
動
産
の

小
島
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
空
き
家
を
預

か
り
つ
つ
、
そ
こ
で
事
業
を
始
め
た
い
人
材

や
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
に
お
い

て
は
、
地
域
の
不
動
産
再
生
に
お
け
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
あ
る
い
は
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共

有
で
き
る
か
が
重
視
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
福

住
に
お
い
て
は
、「
福
住
が
残
し
て
き
た
町

並
み
、
古
民
家
を
大
事
に
で
き
る
か
」「
福

住
で
ど
ん
な
価
値
を
生
み
出
せ
る
の
か
」
が

重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
ビ
ジ
ョ
ン

が
共
有
で
き
る
人
材
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に

よ
っ
て
、
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く

り
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
維
持
し
、
ひ
い
て
は
地

域
の
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
に
つ
な
が
る
側
面
も

あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
事
業
を
担
う
人
材
の
育
成
や

事
業
支
援
で
あ
る
。
特
に
福
住
に
お
け
る「
福

住
事
業
組
合
」
や
海
士
町
に
お
け
る

「E
n
tô

」
を
含
め
た
町
ぐ
る
み
の
「
働
き
方
の

デ
ザ
イ
ン
」の
仕
組
み
は
、
地
域
に「
稼
ぐ
力
」

を
生
み
出
し
続
け
る
仕
掛
け
と
も
な
っ
て
い

る
。
不
動
産
再
生
が
地
域
活
性
化
の
手
段
・

装
置
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
活
か
す
人
材

育
成
を
も
視
野
に
入
れ
た
取
組
み
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
島
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
強
く
打
ち
出
し
、
島
の
シ
ン
ボ
ル
、
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
形
で
再
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
の
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
を
事
業
と
し
て
も
活
か
す
た
め
に
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
施
設
を
併
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
を
学
ぶ
企
業
研
修
や
教
育

旅
行
と
い
っ
た
M
I
C
E
需
要
を
生
み
出

し
、
通
年
で
の
高
稼
働
率
を
維
持
す
る
と
と

も
に
、
島
の
課
題
で
あ
る
閑
散
期
の
宿
泊
需

要
の
創
出
に
も
貢
献
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
前
述
の
4
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
同
様

に
、
ハ
ー
ド
面
の
再
生
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ

に
込
め
ら
れ
た
地
域
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
新

し
い
事
業
を
生
み
出
し
、
さ
ら
に
地
域
経
済

に
貢
献
す
る
事
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
4
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
海
外
事
例
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
川
原
教
授
、
内
田
教
授
に

よ
る
対
談
を
振
り
返
る
と
、
不
動
産
再
生
と

観
光
地
づ
く
り
、
あ
る
い
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の

社
会
変
化
を
見
据
え
た
こ
れ
か
ら
の
観
光
地

づ
く
り
に
つ
い
て
、
今
後
の
研
究
の
方
向
性

や
課
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

不
動
産
を
使
い
こ
な
す

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材
の
必
要
性

　
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
、近
年
で
は「
不

動
産
を
再
生
す
る
こ
と
が
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
る
」、
サ
ー
ビ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

お
い
て
も
「
高
級
住
宅
地
の
ブ
ラ
ン
ド
形
成

事
例
（
移
住
先
と
し
て
の
価
値
形
成
）」
等
、

類
似
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
両

者
に
お
い
て
「
不
動
産
を
使
い
こ
な
す
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材
に
対
す
る
価
値
構
築
」

の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
に
お
け
る
「
共
感
す
る
人
材
（
移

住
者
・
事
業
者
）」
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
。

観
光
地
づ
く
り
を
フ
ェ
ー
ズ
で
捉
え
る

　
ま
ち
づ
く
り
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
両
者
に
お
い
て
、
そ
の
過
程
を
フ
ェ
ー
ズ
と

し
て
捉
え
る
手
法
が
示
さ
れ
た
。
本
事
例
に

お
い
て
は
明
確
な
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
る
に
は

至
っ
て
い
な
い
が
、
10
年
ほ
ど
経
過
し
て
い
る

福
住
や
富
士
吉
田
市
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、

初
動
段
階
、
ビ
ジ
ョ
ン
構
築
段
階
、
再
生
・
事

業
創
出
段
階
、
波
及
段
階
等
の
フ
ェ
ー
ズ
を

想
定
し
た
整
理
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

不
動
産
を
活
か
す

ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
理
論

　
不
動
産
再
生
を
サ
ー
ビ
ス
事
業
創
出
と
捉

え
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
に

お
け
る
「
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
（
三
重
ら

せ
ん
）概
念
」が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
産
・

官
・
学
の
3
者
が
新
た
な
事
業
創
出
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
及
び
普
及
に
向
け
て
、
段
階
に

応
じ
た
役
割
と
相
互
の
関
係
を
論
じ
る
も
の

で
あ
り
、
不
動
産
を
活
か
す
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
示

唆
し
て
い
る
。

　
4
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
お
い
て
も
、

地
域
と
「
共
感
す
る
人
材
（
移
住
者
・
事
業

者
）」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
相
互
作
用
が
随

所
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
述
の
フ
ェ
ー

ズ
の
整
理
と
合
わ
せ
た
産
・
官
・
学
、
あ
る

い
は
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
役
割
や
相
互
作
用
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
動
産
再

生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
を
よ
り
理
論
化
す

る
こ
と
も
試
み
た
い
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
る
こ
と
が
地
域
と

地
域
が
求
め
る
人
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

　
各
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
地
域
と
地
域
が

求
め
る
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
共
通
点
と
し

て
見
出
さ
れ
た
が
、
観
光
地
づ
く
り
に
お
け

る
地
域
が
求
め
る
人
材
（
移
住
者
・
事
業
者
）

を
呼
び
寄
せ
る
た
め
に
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
重
要

性
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
移
住
、
関
係

人
口
に
も
つ
な
が
る
考
え
方
で
あ
り
、
そ
の

入
り
口
と
し
て
の
観
光
地
づ
く
り
の
役
割
が

示
唆
さ
れ
た
。一
方
、各
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、

必
ず
し
も
初
め
か
ら
ビ
ジ
ョ
ン
が
掲
げ
ら
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
動
き
な
が
ら
、
議

論
を
し
な
が
ら
徐
々
に
ビ
ジ
ョ
ン
（
フ
ロ
ー

ト
ビ
ジ
ョ
ン
）
が
形
成
さ
れ
る
、
そ
う
し
た

プ
ロ
セ
ス
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

不
動
産
再
生
が
発
信
す
る

地
域
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

観
光
地
づ
く
り
に
よ
る
地
域
産
業
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
地
域
の
象
徴
空
間

　
不
動
産
再
生
の
意
義
と
し
て
、
地
域
の

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
し
て
の
役
割
、
住
民
、
観

光
客
双
方
が
集
い
楽
し
む
象
徴
的
な
空
間
の

形
成
が
あ
げ
ら
れ
た
。
一
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
は
、
顧
客
に
対
し

て
適
切
な
商
品
を
提
案
す
る
能
力
、
顧
客
か

ら
情
報
を
収
集
・
蓄
積
す
る
機
能
と
い
っ
た
、

本
来
サ
ー
ビ
ス
業
が
備
え
る
べ
き
機
能
を
、

住
民
と
事
業
者
、
観
光
客
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
等
に

よ
っ
て
備
え
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
特

に
、
地
域
の
文
化
を
深
く
体
験
す
る
観
光
が

広
く
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
に
お

い
て
、
観
光
地
づ
く
り
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た

観
光
地
づ
く
り
の
変
化
、

今
後
の
研
究
に
向
け
て

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
観
光
地
に
お
い
て

は
低
価
格
・
大
量
販
売
か
ら
高
価
格
・
少
量

販
売
へ
と
シ
フ
ト
す
る
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
変
革
が
進
み
、
さ
ら
に
競
争
に
勝

つ
た
め
地
域
の
特
色
を
打
ち
出
す
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
観
光
と
日
常
の

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
、
観
光
地
づ
く
り

と
地
域
づ
く
り
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
接
近
し

て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
う
し

た
社
会
変
化
に
お
い
て
、
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ

ン
（
行
政
計
画
で
は
な
く
目
指
す
目
標
や
将

来
像
の
共
有
）
の
重
要
性
、
不
動
産
を
活
か

せ
る
事
業
基
盤
が
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て

提
示
さ
れ
た
。

　
本
特
集
は
、
４
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を

基
に
、
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り

に
つ
い
て
、
課
題
や
可
能
性
を
見
出
す
こ
と

を
試
み
た
。
各
ケ
ー
ス
か
ら
は
、
不
動
産
と

い
う
ハ
ー
ド
面
の
再
生
に
込
め
ら
れ
た
強
い

地
域
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
で
、
そ
こ

に
共
感
す
る
人（
移
住
者
・
事
業
者
）を
集
め
、

事
業
創
出
が
波
及
す
る
可
能
性
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
・
サ
ー

ビ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
既
存
の
研
究
を

ベ
ー
ス
に
、
こ
う
し
た
観
光
地
づ
く
り
を
さ

ら
に
理
論
化
す
る
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
、

観
光
へ
の
意
識
の
変
化
は
、
観
光
地
づ
く
り

と
地
域
づ
く
り
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
接
近
を

示
唆
し
て
お
り
、
住
民
、
観
光
客
、
そ
し
て

地
域
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
人
材
（
移
住
者
・

事
業
者
）
を
も
活
か
す
観
光
地
づ
く
り
、
そ

の
基
盤
と
し
て
の
不
動
産
活
用
の
可
能
性
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

　
福
住
、
富
士
吉
田
市
、
用
宗
、
海
士
町
の

皆
さ
ま
か
ら
、
具
体
的
な
取
組
み
を
基
に
し

た
示
唆
に
富
む
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
対
談
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

川
原
教
授
、
内
田
教
授
に
は
専
門
的
な
視
点

か
ら
今
後
の
研
究
課
題
を
含
め
多
く
の
示
唆

を
い
た
だ
い
た
（
川
原
教
授
に
は
ご
多
忙
の

折
、
海
外
事
例
の
執
筆
も
い
た
だ
い
た
）。

あ
ら
た
め
て
、
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
本
特
集
が
、
地
域
の
活
性
化
の
柱
と
し
て

観
光
地
づ
く
り
に
取
組
む
地
域
の
方
々
に

と
っ
て
、
少
し
で
も
お
役
に
立
つ
も
の
で
あ

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

不
動
産
再
生
か
ら

観
光
地
づ
く
り
を
考
え
る

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
政
策
研
究
部

活
性
化
推
進
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員

中
野
文
彦

1.
4
つ
の

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を

3
つ
の
視
点
で

整
理
す
る

2.
海
外
事
例

ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島

ホ
テ
ル
G
S
H

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
の

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
し
て
の

不
動
産
再
生

不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
の

評
価
・
支
持
の
重
要
性

　
4
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
お
け
る
不
動

産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
で
は
、
観
光

客
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
住
民
、
さ
ら

に
は
地
域
で
事
業
を
始
め
た
い
移
住
者
・
事

業
者
等
の
地
域
に
集
ま
る
人
材
の
た
め
の
観

光
地
づ
く
り
と
な
っ
て
い
る
点
も
重
要
で
あ

る
。

　
観
光
客
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ケ
ー
ス
で
は
従
来
の
「
都
市
部
住
民
」「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
」
と
い
っ
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
重
視

し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
は
な
く
、
た
と
え
少
数

で
あ
っ
て
も
「
こ
の
地
域
を
好
き
に
な
っ
て

く
れ
る
」
と
い
っ
た
地
域
と
共
感
で
き
る
こ

と
を
重
視
し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
像
を
明
確
に
し

て
い
る
。
不
動
産
再
生
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
誰
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
価
値
を
提

供
し
た
い
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
付
加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ン
テ

ン
ツ
に
対
す
る
期
待
と
満
足
度
を
高
め
て
い

る
。

　
住
民
に
対
し
て
は
、
福
住
に
お
け
る
地
域

住
民
と
事
業
者
（
移
住
者
）
が
集
ま
る
イ
ベ

ン
ト
、
自
治
会
等
と
の
連
携
を
は
じ
め
、
海

士
町
に
お
け
る
町
ぐ
る
み
の
議
論
等
、
初
期

の
信
頼
関
係
の
構
築
が
各
ケ
ー
ス
に
共
通
し

て
い
る
。
ま
た
、
不
動
産
再
生
や
そ
こ
で
の

事
業
・
サ
ー
ビ
ス
を
形
に
す
る
こ
と
、
そ
の

事
業
に
よ
っ
て
地
域
に
賑
わ
い
が
生
ま
れ
る

姿
、
住
民
に
対
し
て
も
開
か
れ
た
場
を
生
み

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
内
の
理
解
、
賛

同
者
が
増
え
て
い
く
と
い
っ
た
過
程
も
各

ケ
ー
ス
か
ら
う
か
が
え
る
共
通
点
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
「
地
域
に
集

ま
る
人
材
」に
つ
い
て
も
、
観
光
地
づ
く
り
の

中
で
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
福
住

に
お
い
て
は
古
民
家
・
空
き
家
等
で
事
業
に

取
組
み
た
い
職
人
、
富
士
吉
田
市
で
は
ま
ち

の
た
め
に
活
動
し
た
い
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
材
、
用
宗
で
は
こ
の
地

で
事
業
を
行
い
た
い
外
部
企
業
、
海
士
町
で

は
「E

n
tô

」で
働
く
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
。
福

住
で
は
「
職
人
に
と
っ
て
の
働
き
や
す
い
、
創

作
し
や
す
い
環
境
を
提
供
す
る
」こ
と
、
海

士
町
で
は
「
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
後
押
し
す
る
こ
と
」
等
、
不
動
産
再
生

を
き
っ
か
け
に
地
域
に
集
ま
る
人
材
に
と
っ

て
の
観
光
地
づ
く
り
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
と

は
、
ハ
ー
ド
面
の
再
生
ば
か
り
で
は
な
い
。

再
生
し
た
不
動
産
が
地
域
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

体
現
し
、
住
民
、
共
感
す
る
観
光
客
、
共
感

す
る
人
材
（
移
住
者
・
事
業
者
）
を
結
び
つ

け
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
欧
州
で
最
も
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
島
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
（
デ
ン

マ
ー
ク
）
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

「H
o
te
l G
re
e
n
 S
o
lu
tio
n
 H
o
u
se

（H
o
tel G

S
H

）」
の
事
例
は
、
既
存
ホ
テ
ル

を
事
業
承
継
し
、
そ
の
空
間
と
経
営
に
「
サ

不動産再生が
3者を結びつける
観光地づくり住民

観光客

地域に
集まる人材

（移住者・事業者
等）

そ
の
可
能
性
と
課
題

不動産再生から観光地づくりを考える その可能性と課題視座

視座
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図 1 不動産再生が3者を結びつける観光地づくり

　
観
光
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
に
注
目
が

集
ま
る
中
で
、
本
特
集
で
は
「
不
動
産
再
生

に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
4
つ

の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
、
海
外
事
例
調
査
、
専

門
家
に
よ
る
対
談
を
紹
介
し
て
き
た
。

　
本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
基
に
、
不
動
産
再
生

に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
に
つ
い
て
改
め
て
整

理
・
考
察
し
た
い
。

不
動
産
再
生
に
お
け
る
ハ
ー
ド
や
事
業
・

サ
ー
ビ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
の
重
要
性

　
ま
ず
、ハ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
で
も
あ
る
「
福

住
」、
都
市
近
郊
の
路
地
や
漁
港
の
風
情
が

今
な
お
残
る
「
用
宗
」、
織
物
業
の
ま
ち
と

し
て
栄
え
た
「
富
士
吉
田
市
」
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
歴
史
を
残
す
建
造
物
を
、
そ
の
デ
ザ
イ

ン
性
を
含
め
て
再
生
さ
せ
る
こ
と
で
、
宿
泊

施
設
、
飲
食
施
設
、
カ
フ
ェ
等
の
事
業
が
生

ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
ホ
テ
ル

を
再
生
さ
せ
た
「
海
士
町
」
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
の
最
も
象
徴
的
な
場
所
に
位
置
す
る
ホ

テ
ル
を
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
自
然
を
体
感
で
き

る
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
事
例
に
お
け
る
、「
不
動
産
を

再
生
さ
せ
る
意
義
」
は
、「
地
域
と
来
訪
者

が
共
感
す
る
デ
ザ
イ
ン
」
が
各
事
例
に
お
い

て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
歴
史
・
文
化

的
ス
ト
ー
リ
ー
と
と
も
に
不
動
産
を
再
生
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
観
光
客
に
対
し
て「
共
感
」

を
起
こ
す
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ

と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
不
動
産
再
生
の
意
義
は

ハ
ー
ド
面
に
限
ら
ず
、
再
生
し
た
ハ
ー
ド
に

お
い
て
営
ま
れ
る
事
業
、
サ
ー
ビ
ス
面
に
も

色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　「
地
域
と
来
訪
者
が
共
感
す
る
デ
ザ
イ
ン
」

は
、
事
業
の
面
に
も
表
れ
て
い
る
。
不
動
産

再
生
に
よ
る
宿
泊
施
設
、飲
食
店
、生
産
品
は
、

地
域
内
あ
る
い
は
競
合
地
域
と
比
較
し
て
も
、

高
価
格
帯
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は「
職

人
が
納
得
し
て
提
供
す
る
作
品（
福
住
）」に

対
す
る
価
格
設
定
で
あ
る
と
と
も
に
、「
不
動

産
を
再
生
し
た
地
域
、
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
に

共
感
す
る
顧
客
」と
し
て
設
定
さ
れ
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
多
数
の
顧

客
も
集
め
る
も
の
で
は
な
い
。
特
定
の
顧
客

を
対
象
に
し
た
結
果
、「
事
業
計
画
を
遥
か
に

上
回
る
数
字
が
出
て
い
る（
海
士
町
）」等
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
効
果
を
示
し

て
い
る
。

不
動
産
再
生
の
地
域
波
及
に
お
け
る

マ
ッ
チ
ン
グ
の
重
要
性

　
観
光
地
づ
く
り
に
向
け
て
、
ま
た
観
光
を

通
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
、
不

動
産
再
生
を
単
体
の
施
設
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
に
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
4
つ
の

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
お
い
て
そ
の
過
程
は
2

つ
の
側
面
が
見
ら
れ
た
。

　
一
つ
は
地
域
の
空
き
家
が
次
々
と
再
生
さ

れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
、
そ
の
地
域
で
事

業
を
始
め
た
い
人
材
（
移
住
者
等
）
や
外
部

事
業
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
で
あ
る
。
福
住
に
お

い
て
10
年
で
35
件
の
開
業
に
至
る
プ
ロ
セ
ス

で
は
安
達
氏
が
、
富
士
吉
田
市
に
お
い
て
は

地
域
と
地
域
に
集
ま
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

人
々
を
つ
な
ぐ
赤
松
氏
が
、
用
宗
に
お
い
て

地
元
不
動
産
事
業
者
と
し
て
不
動
産
再
生
と

地
域
外
事
業
者
を
つ
な
ぐ
C
S
K
不
動
産
の

小
島
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
空
き
家
を
預

か
り
つ
つ
、
そ
こ
で
事
業
を
始
め
た
い
人
材

や
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
に
お
い

て
は
、
地
域
の
不
動
産
再
生
に
お
け
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
あ
る
い
は
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共

有
で
き
る
か
が
重
視
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
福

住
に
お
い
て
は
、「
福
住
が
残
し
て
き
た
町

並
み
、
古
民
家
を
大
事
に
で
き
る
か
」「
福

住
で
ど
ん
な
価
値
を
生
み
出
せ
る
の
か
」
が

重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
ビ
ジ
ョ
ン

が
共
有
で
き
る
人
材
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に

よ
っ
て
、
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く

り
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
維
持
し
、
ひ
い
て
は
地

域
の
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
に
つ
な
が
る
側
面
も

あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
事
業
を
担
う
人
材
の
育
成
や

事
業
支
援
で
あ
る
。
特
に
福
住
に
お
け
る「
福

住
事
業
組
合
」
や
海
士
町
に
お
け
る

「E
n
tô

」
を
含
め
た
町
ぐ
る
み
の
「
働
き
方
の

デ
ザ
イ
ン
」の
仕
組
み
は
、
地
域
に「
稼
ぐ
力
」

を
生
み
出
し
続
け
る
仕
掛
け
と
も
な
っ
て
い

る
。
不
動
産
再
生
が
地
域
活
性
化
の
手
段
・

装
置
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
活
か
す
人
材

育
成
を
も
視
野
に
入
れ
た
取
組
み
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
島
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
強
く
打
ち
出
し
、
島
の
シ
ン
ボ
ル
、
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
形
で
再
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
の
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
を
事
業
と
し
て
も
活
か
す
た
め
に
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
施
設
を
併
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
を
学
ぶ
企
業
研
修
や
教
育

旅
行
と
い
っ
た
M
I
C
E
需
要
を
生
み
出

し
、
通
年
で
の
高
稼
働
率
を
維
持
す
る
と
と

も
に
、
島
の
課
題
で
あ
る
閑
散
期
の
宿
泊
需

要
の
創
出
に
も
貢
献
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
前
述
の
4
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
同
様

に
、
ハ
ー
ド
面
の
再
生
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ

に
込
め
ら
れ
た
地
域
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
新

し
い
事
業
を
生
み
出
し
、
さ
ら
に
地
域
経
済

に
貢
献
す
る
事
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
4
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
海
外
事
例
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
川
原
教
授
、
内
田
教
授
に

よ
る
対
談
を
振
り
返
る
と
、
不
動
産
再
生
と

観
光
地
づ
く
り
、
あ
る
い
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の

社
会
変
化
を
見
据
え
た
こ
れ
か
ら
の
観
光
地

づ
く
り
に
つ
い
て
、
今
後
の
研
究
の
方
向
性

や
課
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

不
動
産
を
使
い
こ
な
す

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材
の
必
要
性

　
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
、近
年
で
は「
不

動
産
を
再
生
す
る
こ
と
が
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
る
」、
サ
ー
ビ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

お
い
て
も
「
高
級
住
宅
地
の
ブ
ラ
ン
ド
形
成

事
例
（
移
住
先
と
し
て
の
価
値
形
成
）」
等
、

類
似
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
両

者
に
お
い
て
「
不
動
産
を
使
い
こ
な
す
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材
に
対
す
る
価
値
構
築
」

の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
に
お
け
る
「
共
感
す
る
人
材
（
移

住
者
・
事
業
者
）」
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
。

観
光
地
づ
く
り
を
フ
ェ
ー
ズ
で
捉
え
る

　
ま
ち
づ
く
り
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
両
者
に
お
い
て
、
そ
の
過
程
を
フ
ェ
ー
ズ
と

し
て
捉
え
る
手
法
が
示
さ
れ
た
。
本
事
例
に

お
い
て
は
明
確
な
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
る
に
は

至
っ
て
い
な
い
が
、
10
年
ほ
ど
経
過
し
て
い
る

福
住
や
富
士
吉
田
市
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、

初
動
段
階
、
ビ
ジ
ョ
ン
構
築
段
階
、
再
生
・
事

業
創
出
段
階
、
波
及
段
階
等
の
フ
ェ
ー
ズ
を

想
定
し
た
整
理
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

不
動
産
を
活
か
す

ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
理
論

　
不
動
産
再
生
を
サ
ー
ビ
ス
事
業
創
出
と
捉

え
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
に

お
け
る
「
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
（
三
重
ら

せ
ん
）概
念
」が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
産
・

官
・
学
の
3
者
が
新
た
な
事
業
創
出
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
及
び
普
及
に
向
け
て
、
段
階
に

応
じ
た
役
割
と
相
互
の
関
係
を
論
じ
る
も
の

で
あ
り
、
不
動
産
を
活
か
す
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
示

唆
し
て
い
る
。

　
4
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
お
い
て
も
、

地
域
と
「
共
感
す
る
人
材
（
移
住
者
・
事
業

者
）」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
相
互
作
用
が
随

所
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
述
の
フ
ェ
ー

ズ
の
整
理
と
合
わ
せ
た
産
・
官
・
学
、
あ
る

い
は
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
役
割
や
相
互
作
用
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
動
産
再

生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
を
よ
り
理
論
化
す

る
こ
と
も
試
み
た
い
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
る
こ
と
が
地
域
と

地
域
が
求
め
る
人
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

　
各
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
地
域
と
地
域
が

求
め
る
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
共
通
点
と
し

て
見
出
さ
れ
た
が
、
観
光
地
づ
く
り
に
お
け

る
地
域
が
求
め
る
人
材
（
移
住
者
・
事
業
者
）

を
呼
び
寄
せ
る
た
め
に
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
重
要

性
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
移
住
、
関
係

人
口
に
も
つ
な
が
る
考
え
方
で
あ
り
、
そ
の

入
り
口
と
し
て
の
観
光
地
づ
く
り
の
役
割
が

示
唆
さ
れ
た
。一
方
、各
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、

必
ず
し
も
初
め
か
ら
ビ
ジ
ョ
ン
が
掲
げ
ら
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
動
き
な
が
ら
、
議

論
を
し
な
が
ら
徐
々
に
ビ
ジ
ョ
ン
（
フ
ロ
ー

ト
ビ
ジ
ョ
ン
）
が
形
成
さ
れ
る
、
そ
う
し
た

プ
ロ
セ
ス
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

不
動
産
再
生
が
発
信
す
る

地
域
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

観
光
地
づ
く
り
に
よ
る
地
域
産
業
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
地
域
の
象
徴
空
間

　
不
動
産
再
生
の
意
義
と
し
て
、
地
域
の

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
し
て
の
役
割
、
住
民
、
観

光
客
双
方
が
集
い
楽
し
む
象
徴
的
な
空
間
の

形
成
が
あ
げ
ら
れ
た
。
一
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
は
、
顧
客
に
対
し

て
適
切
な
商
品
を
提
案
す
る
能
力
、
顧
客
か

ら
情
報
を
収
集
・
蓄
積
す
る
機
能
と
い
っ
た
、

本
来
サ
ー
ビ
ス
業
が
備
え
る
べ
き
機
能
を
、

住
民
と
事
業
者
、
観
光
客
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
等
に

よ
っ
て
備
え
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
特

に
、
地
域
の
文
化
を
深
く
体
験
す
る
観
光
が

広
く
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
に
お

い
て
、
観
光
地
づ
く
り
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た

観
光
地
づ
く
り
の
変
化
、

今
後
の
研
究
に
向
け
て

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
観
光
地
に
お
い
て

は
低
価
格
・
大
量
販
売
か
ら
高
価
格
・
少
量

販
売
へ
と
シ
フ
ト
す
る
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
変
革
が
進
み
、
さ
ら
に
競
争
に
勝

つ
た
め
地
域
の
特
色
を
打
ち
出
す
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
観
光
と
日
常
の

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
、
観
光
地
づ
く
り

と
地
域
づ
く
り
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
接
近
し

て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
う
し

た
社
会
変
化
に
お
い
て
、
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ

ン
（
行
政
計
画
で
は
な
く
目
指
す
目
標
や
将

来
像
の
共
有
）
の
重
要
性
、
不
動
産
を
活
か

せ
る
事
業
基
盤
が
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て

提
示
さ
れ
た
。

　
本
特
集
は
、
４
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を

基
に
、
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り

に
つ
い
て
、
課
題
や
可
能
性
を
見
出
す
こ
と

を
試
み
た
。
各
ケ
ー
ス
か
ら
は
、
不
動
産
と

い
う
ハ
ー
ド
面
の
再
生
に
込
め
ら
れ
た
強
い

地
域
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
で
、
そ
こ

に
共
感
す
る
人（
移
住
者
・
事
業
者
）を
集
め
、

事
業
創
出
が
波
及
す
る
可
能
性
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
・
サ
ー

ビ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
既
存
の
研
究
を

ベ
ー
ス
に
、
こ
う
し
た
観
光
地
づ
く
り
を
さ

ら
に
理
論
化
す
る
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
、

観
光
へ
の
意
識
の
変
化
は
、
観
光
地
づ
く
り

と
地
域
づ
く
り
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
接
近
を

示
唆
し
て
お
り
、
住
民
、
観
光
客
、
そ
し
て

地
域
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
人
材
（
移
住
者
・

事
業
者
）
を
も
活
か
す
観
光
地
づ
く
り
、
そ

の
基
盤
と
し
て
の
不
動
産
活
用
の
可
能
性
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

　
福
住
、
富
士
吉
田
市
、
用
宗
、
海
士
町
の

皆
さ
ま
か
ら
、
具
体
的
な
取
組
み
を
基
に
し

た
示
唆
に
富
む
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
対
談
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

川
原
教
授
、
内
田
教
授
に
は
専
門
的
な
視
点

か
ら
今
後
の
研
究
課
題
を
含
め
多
く
の
示
唆

を
い
た
だ
い
た
（
川
原
教
授
に
は
ご
多
忙
の

折
、
海
外
事
例
の
執
筆
も
い
た
だ
い
た
）。

あ
ら
た
め
て
、
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
本
特
集
が
、
地
域
の
活
性
化
の
柱
と
し
て

観
光
地
づ
く
り
に
取
組
む
地
域
の
方
々
に

と
っ
て
、
少
し
で
も
お
役
に
立
つ
も
の
で
あ

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

不
動
産
再
生
か
ら

観
光
地
づ
く
り
を
考
え
る

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
政
策
研
究
部

活
性
化
推
進
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員

中
野
文
彦

1.
4
つ
の

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を

3
つ
の
視
点
で

整
理
す
る

2.
海
外
事
例

ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島

ホ
テ
ル
G
S
H

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
の

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
し
て
の

不
動
産
再
生

不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
の

評
価
・
支
持
の
重
要
性

　
4
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
お
け
る
不
動

産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
で
は
、
観
光

客
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
住
民
、
さ
ら

に
は
地
域
で
事
業
を
始
め
た
い
移
住
者
・
事

業
者
等
の
地
域
に
集
ま
る
人
材
の
た
め
の
観

光
地
づ
く
り
と
な
っ
て
い
る
点
も
重
要
で
あ

る
。

　
観
光
客
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ケ
ー
ス
で
は
従
来
の
「
都
市
部
住
民
」「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
」
と
い
っ
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
重
視

し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
は
な
く
、
た
と
え
少
数

で
あ
っ
て
も
「
こ
の
地
域
を
好
き
に
な
っ
て

く
れ
る
」
と
い
っ
た
地
域
と
共
感
で
き
る
こ

と
を
重
視
し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
像
を
明
確
に
し

て
い
る
。
不
動
産
再
生
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
誰
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
価
値
を
提

供
し
た
い
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
付
加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ン
テ

ン
ツ
に
対
す
る
期
待
と
満
足
度
を
高
め
て
い

る
。

　
住
民
に
対
し
て
は
、
福
住
に
お
け
る
地
域

住
民
と
事
業
者
（
移
住
者
）
が
集
ま
る
イ
ベ

ン
ト
、
自
治
会
等
と
の
連
携
を
は
じ
め
、
海

士
町
に
お
け
る
町
ぐ
る
み
の
議
論
等
、
初
期

の
信
頼
関
係
の
構
築
が
各
ケ
ー
ス
に
共
通
し

て
い
る
。
ま
た
、
不
動
産
再
生
や
そ
こ
で
の

事
業
・
サ
ー
ビ
ス
を
形
に
す
る
こ
と
、
そ
の

事
業
に
よ
っ
て
地
域
に
賑
わ
い
が
生
ま
れ
る

姿
、
住
民
に
対
し
て
も
開
か
れ
た
場
を
生
み

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
内
の
理
解
、
賛

同
者
が
増
え
て
い
く
と
い
っ
た
過
程
も
各

ケ
ー
ス
か
ら
う
か
が
え
る
共
通
点
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
「
地
域
に
集

ま
る
人
材
」に
つ
い
て
も
、
観
光
地
づ
く
り
の

中
で
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
福
住

に
お
い
て
は
古
民
家
・
空
き
家
等
で
事
業
に

取
組
み
た
い
職
人
、
富
士
吉
田
市
で
は
ま
ち

の
た
め
に
活
動
し
た
い
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
材
、
用
宗
で
は
こ
の
地

で
事
業
を
行
い
た
い
外
部
企
業
、
海
士
町
で

は
「E

n
tô

」で
働
く
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
。
福

住
で
は
「
職
人
に
と
っ
て
の
働
き
や
す
い
、
創

作
し
や
す
い
環
境
を
提
供
す
る
」こ
と
、
海

士
町
で
は
「
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
後
押
し
す
る
こ
と
」
等
、
不
動
産
再
生

を
き
っ
か
け
に
地
域
に
集
ま
る
人
材
に
と
っ

て
の
観
光
地
づ
く
り
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
と

は
、
ハ
ー
ド
面
の
再
生
ば
か
り
で
は
な
い
。

再
生
し
た
不
動
産
が
地
域
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

体
現
し
、
住
民
、
共
感
す
る
観
光
客
、
共
感

す
る
人
材
（
移
住
者
・
事
業
者
）
を
結
び
つ

け
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
欧
州
で
最
も
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
島
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
（
デ
ン

マ
ー
ク
）
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

「H
o
te
l G
re
e
n
 S
o
lu
tio
n
 H
o
u
se

（H
o
tel G

S
H

）」
の
事
例
は
、
既
存
ホ
テ
ル

を
事
業
承
継
し
、
そ
の
空
間
と
経
営
に
「
サ

不動産再生が
3者を結びつける
観光地づくり住民

観光客

地域に
集まる人材

（移住者・事業者
等）

そ
の
可
能
性
と
課
題

不動産再生から観光地づくりを考える その可能性と課題視座

視座
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観
光
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
に
注
目
が

集
ま
る
中
で
、
本
特
集
で
は
「
不
動
産
再
生

に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
4
つ

の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
、
海
外
事
例
調
査
、
専

門
家
に
よ
る
対
談
を
紹
介
し
て
き
た
。

　
本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
基
に
、
不
動
産
再
生

に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
に
つ
い
て
改
め
て
整

理
・
考
察
し
た
い
。

不
動
産
再
生
に
お
け
る
ハ
ー
ド
や
事
業
・

サ
ー
ビ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
の
重
要
性

　
ま
ず
、ハ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
で
も
あ
る
「
福

住
」、
都
市
近
郊
の
路
地
や
漁
港
の
風
情
が

今
な
お
残
る
「
用
宗
」、
織
物
業
の
ま
ち
と

し
て
栄
え
た
「
富
士
吉
田
市
」
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
歴
史
を
残
す
建
造
物
を
、
そ
の
デ
ザ
イ

ン
性
を
含
め
て
再
生
さ
せ
る
こ
と
で
、
宿
泊

施
設
、
飲
食
施
設
、
カ
フ
ェ
等
の
事
業
が
生

ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
ホ
テ
ル

を
再
生
さ
せ
た
「
海
士
町
」
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
の
最
も
象
徴
的
な
場
所
に
位
置
す
る
ホ

テ
ル
を
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
自
然
を
体
感
で
き

る
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
事
例
に
お
け
る
、「
不
動
産
を

再
生
さ
せ
る
意
義
」
は
、「
地
域
と
来
訪
者

が
共
感
す
る
デ
ザ
イ
ン
」
が
各
事
例
に
お
い

て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
歴
史
・
文
化

的
ス
ト
ー
リ
ー
と
と
も
に
不
動
産
を
再
生
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
観
光
客
に
対
し
て「
共
感
」

を
起
こ
す
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ

と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
不
動
産
再
生
の
意
義
は

ハ
ー
ド
面
に
限
ら
ず
、
再
生
し
た
ハ
ー
ド
に

お
い
て
営
ま
れ
る
事
業
、
サ
ー
ビ
ス
面
に
も

色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　「
地
域
と
来
訪
者
が
共
感
す
る
デ
ザ
イ
ン
」

は
、
事
業
の
面
に
も
表
れ
て
い
る
。
不
動
産

再
生
に
よ
る
宿
泊
施
設
、飲
食
店
、生
産
品
は
、

地
域
内
あ
る
い
は
競
合
地
域
と
比
較
し
て
も
、

高
価
格
帯
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は「
職

人
が
納
得
し
て
提
供
す
る
作
品（
福
住
）」に

対
す
る
価
格
設
定
で
あ
る
と
と
も
に
、「
不
動

産
を
再
生
し
た
地
域
、
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
に

共
感
す
る
顧
客
」と
し
て
設
定
さ
れ
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
多
数
の
顧

客
も
集
め
る
も
の
で
は
な
い
。
特
定
の
顧
客

を
対
象
に
し
た
結
果
、「
事
業
計
画
を
遥
か
に

上
回
る
数
字
が
出
て
い
る（
海
士
町
）」等
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
効
果
を
示
し

て
い
る
。

不
動
産
再
生
の
地
域
波
及
に
お
け
る

マ
ッ
チ
ン
グ
の
重
要
性

　
観
光
地
づ
く
り
に
向
け
て
、
ま
た
観
光
を

通
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
、
不

動
産
再
生
を
単
体
の
施
設
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
に
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
4
つ
の

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
お
い
て
そ
の
過
程
は
2

つ
の
側
面
が
見
ら
れ
た
。

　
一
つ
は
地
域
の
空
き
家
が
次
々
と
再
生
さ

れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
、
そ
の
地
域
で
事

業
を
始
め
た
い
人
材
（
移
住
者
等
）
や
外
部

事
業
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
で
あ
る
。
福
住
に
お

い
て
10
年
で
35
件
の
開
業
に
至
る
プ
ロ
セ
ス

で
は
安
達
氏
が
、
富
士
吉
田
市
に
お
い
て
は

地
域
と
地
域
に
集
ま
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

人
々
を
つ
な
ぐ
赤
松
氏
が
、
用
宗
に
お
い
て

地
元
不
動
産
事
業
者
と
し
て
不
動
産
再
生
と

地
域
外
事
業
者
を
つ
な
ぐ
C
S
K
不
動
産
の

小
島
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
空
き
家
を
預

か
り
つ
つ
、
そ
こ
で
事
業
を
始
め
た
い
人
材

や
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
に
お
い

て
は
、
地
域
の
不
動
産
再
生
に
お
け
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
あ
る
い
は
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共

有
で
き
る
か
が
重
視
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
福

住
に
お
い
て
は
、「
福
住
が
残
し
て
き
た
町

並
み
、
古
民
家
を
大
事
に
で
き
る
か
」「
福

住
で
ど
ん
な
価
値
を
生
み
出
せ
る
の
か
」
が

重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
ビ
ジ
ョ
ン

が
共
有
で
き
る
人
材
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に

よ
っ
て
、
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く

り
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
維
持
し
、
ひ
い
て
は
地

域
の
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
に
つ
な
が
る
側
面
も

あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
事
業
を
担
う
人
材
の
育
成
や

事
業
支
援
で
あ
る
。
特
に
福
住
に
お
け
る「
福

住
事
業
組
合
」
や
海
士
町
に
お
け
る

「E
n
tô

」
を
含
め
た
町
ぐ
る
み
の
「
働
き
方
の

デ
ザ
イ
ン
」の
仕
組
み
は
、
地
域
に「
稼
ぐ
力
」

を
生
み
出
し
続
け
る
仕
掛
け
と
も
な
っ
て
い

る
。
不
動
産
再
生
が
地
域
活
性
化
の
手
段
・

装
置
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
活
か
す
人
材

育
成
を
も
視
野
に
入
れ
た
取
組
み
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
島
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
強
く
打
ち
出
し
、
島
の
シ
ン
ボ
ル
、
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
形
で
再
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
の
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
を
事
業
と
し
て
も
活
か
す
た
め
に
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
施
設
を
併
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
を
学
ぶ
企
業
研
修
や
教
育

旅
行
と
い
っ
た
M
I
C
E
需
要
を
生
み
出

し
、
通
年
で
の
高
稼
働
率
を
維
持
す
る
と
と

も
に
、
島
の
課
題
で
あ
る
閑
散
期
の
宿
泊
需

要
の
創
出
に
も
貢
献
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
前
述
の
4
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
同
様

に
、
ハ
ー
ド
面
の
再
生
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ

に
込
め
ら
れ
た
地
域
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
新

し
い
事
業
を
生
み
出
し
、
さ
ら
に
地
域
経
済

に
貢
献
す
る
事
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
4
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
海
外
事
例
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
川
原
教
授
、
内
田
教
授
に

よ
る
対
談
を
振
り
返
る
と
、
不
動
産
再
生
と

観
光
地
づ
く
り
、
あ
る
い
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の

社
会
変
化
を
見
据
え
た
こ
れ
か
ら
の
観
光
地

づ
く
り
に
つ
い
て
、
今
後
の
研
究
の
方
向
性

や
課
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

不
動
産
を
使
い
こ
な
す

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材
の
必
要
性

　
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
、近
年
で
は「
不

動
産
を
再
生
す
る
こ
と
が
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
る
」、
サ
ー
ビ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

お
い
て
も
「
高
級
住
宅
地
の
ブ
ラ
ン
ド
形
成

事
例
（
移
住
先
と
し
て
の
価
値
形
成
）」
等
、

類
似
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
両

者
に
お
い
て
「
不
動
産
を
使
い
こ
な
す
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材
に
対
す
る
価
値
構
築
」

の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
に
お
け
る
「
共
感
す
る
人
材
（
移

住
者
・
事
業
者
）」
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
。

観
光
地
づ
く
り
を
フ
ェ
ー
ズ
で
捉
え
る

　
ま
ち
づ
く
り
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
両
者
に
お
い
て
、
そ
の
過
程
を
フ
ェ
ー
ズ
と

し
て
捉
え
る
手
法
が
示
さ
れ
た
。
本
事
例
に

お
い
て
は
明
確
な
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
る
に
は

至
っ
て
い
な
い
が
、
10
年
ほ
ど
経
過
し
て
い
る

福
住
や
富
士
吉
田
市
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、

初
動
段
階
、
ビ
ジ
ョ
ン
構
築
段
階
、
再
生
・
事

業
創
出
段
階
、
波
及
段
階
等
の
フ
ェ
ー
ズ
を

想
定
し
た
整
理
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

不
動
産
を
活
か
す

ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
理
論

　
不
動
産
再
生
を
サ
ー
ビ
ス
事
業
創
出
と
捉

え
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
に

お
け
る
「
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
（
三
重
ら

せ
ん
）概
念
」が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
産
・

官
・
学
の
3
者
が
新
た
な
事
業
創
出
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
及
び
普
及
に
向
け
て
、
段
階
に

応
じ
た
役
割
と
相
互
の
関
係
を
論
じ
る
も
の

で
あ
り
、
不
動
産
を
活
か
す
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
示

唆
し
て
い
る
。

　
4
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
お
い
て
も
、

地
域
と
「
共
感
す
る
人
材
（
移
住
者
・
事
業

者
）」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
相
互
作
用
が
随

所
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
述
の
フ
ェ
ー

ズ
の
整
理
と
合
わ
せ
た
産
・
官
・
学
、
あ
る

い
は
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
役
割
や
相
互
作
用
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
動
産
再

生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
を
よ
り
理
論
化
す

る
こ
と
も
試
み
た
い
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
る
こ
と
が
地
域
と

地
域
が
求
め
る
人
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

　
各
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
地
域
と
地
域
が

求
め
る
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
共
通
点
と
し

て
見
出
さ
れ
た
が
、
観
光
地
づ
く
り
に
お
け

る
地
域
が
求
め
る
人
材
（
移
住
者
・
事
業
者
）

を
呼
び
寄
せ
る
た
め
に
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
重
要

性
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
移
住
、
関
係

人
口
に
も
つ
な
が
る
考
え
方
で
あ
り
、
そ
の

入
り
口
と
し
て
の
観
光
地
づ
く
り
の
役
割
が

示
唆
さ
れ
た
。一
方
、各
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、

必
ず
し
も
初
め
か
ら
ビ
ジ
ョ
ン
が
掲
げ
ら
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
動
き
な
が
ら
、
議

論
を
し
な
が
ら
徐
々
に
ビ
ジ
ョ
ン
（
フ
ロ
ー

ト
ビ
ジ
ョ
ン
）
が
形
成
さ
れ
る
、
そ
う
し
た

プ
ロ
セ
ス
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

不
動
産
再
生
が
発
信
す
る

地
域
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

観
光
地
づ
く
り
に
よ
る
地
域
産
業
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
地
域
の
象
徴
空
間

　
不
動
産
再
生
の
意
義
と
し
て
、
地
域
の

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
し
て
の
役
割
、
住
民
、
観

光
客
双
方
が
集
い
楽
し
む
象
徴
的
な
空
間
の

形
成
が
あ
げ
ら
れ
た
。
一
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
は
、
顧
客
に
対
し

て
適
切
な
商
品
を
提
案
す
る
能
力
、
顧
客
か

ら
情
報
を
収
集
・
蓄
積
す
る
機
能
と
い
っ
た
、

本
来
サ
ー
ビ
ス
業
が
備
え
る
べ
き
機
能
を
、

住
民
と
事
業
者
、
観
光
客
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
等
に

よ
っ
て
備
え
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
特

に
、
地
域
の
文
化
を
深
く
体
験
す
る
観
光
が

広
く
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
に
お

い
て
、
観
光
地
づ
く
り
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た

観
光
地
づ
く
り
の
変
化
、

今
後
の
研
究
に
向
け
て

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
観
光
地
に
お
い
て

は
低
価
格
・
大
量
販
売
か
ら
高
価
格
・
少
量

販
売
へ
と
シ
フ
ト
す
る
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
変
革
が
進
み
、
さ
ら
に
競
争
に
勝

つ
た
め
地
域
の
特
色
を
打
ち
出
す
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
観
光
と
日
常
の

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
、
観
光
地
づ
く
り

と
地
域
づ
く
り
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
接
近
し

て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
う
し

た
社
会
変
化
に
お
い
て
、
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ

ン
（
行
政
計
画
で
は
な
く
目
指
す
目
標
や
将

来
像
の
共
有
）
の
重
要
性
、
不
動
産
を
活
か

せ
る
事
業
基
盤
が
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て

提
示
さ
れ
た
。

　
本
特
集
は
、
４
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を

基
に
、
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り

に
つ
い
て
、
課
題
や
可
能
性
を
見
出
す
こ
と

を
試
み
た
。
各
ケ
ー
ス
か
ら
は
、
不
動
産
と

い
う
ハ
ー
ド
面
の
再
生
に
込
め
ら
れ
た
強
い

地
域
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
で
、
そ
こ

に
共
感
す
る
人（
移
住
者
・
事
業
者
）を
集
め
、

事
業
創
出
が
波
及
す
る
可
能
性
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
・
サ
ー

ビ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
既
存
の
研
究
を

ベ
ー
ス
に
、
こ
う
し
た
観
光
地
づ
く
り
を
さ

ら
に
理
論
化
す
る
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
、

観
光
へ
の
意
識
の
変
化
は
、
観
光
地
づ
く
り

と
地
域
づ
く
り
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
接
近
を

示
唆
し
て
お
り
、
住
民
、
観
光
客
、
そ
し
て

地
域
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
人
材
（
移
住
者
・

事
業
者
）
を
も
活
か
す
観
光
地
づ
く
り
、
そ

の
基
盤
と
し
て
の
不
動
産
活
用
の
可
能
性
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

　
福
住
、
富
士
吉
田
市
、
用
宗
、
海
士
町
の

皆
さ
ま
か
ら
、
具
体
的
な
取
組
み
を
基
に
し

た
示
唆
に
富
む
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
対
談
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

川
原
教
授
、
内
田
教
授
に
は
専
門
的
な
視
点

か
ら
今
後
の
研
究
課
題
を
含
め
多
く
の
示
唆

を
い
た
だ
い
た
（
川
原
教
授
に
は
ご
多
忙
の

折
、
海
外
事
例
の
執
筆
も
い
た
だ
い
た
）。

あ
ら
た
め
て
、
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
本
特
集
が
、
地
域
の
活
性
化
の
柱
と
し
て

観
光
地
づ
く
り
に
取
組
む
地
域
の
方
々
に

と
っ
て
、
少
し
で
も
お
役
に
立
つ
も
の
で
あ

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

3.
ま
ち
づ
く
り
と

サ
ー
ビ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
視
点
を
踏
ま
え
た

今
後
の
研
究
課
題

4.
結
び

不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
の

評
価
・
支
持
の
重
要
性

　
4
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
お
け
る
不
動

産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
で
は
、
観
光

客
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
住
民
、
さ
ら

に
は
地
域
で
事
業
を
始
め
た
い
移
住
者
・
事

業
者
等
の
地
域
に
集
ま
る
人
材
の
た
め
の
観

光
地
づ
く
り
と
な
っ
て
い
る
点
も
重
要
で
あ

る
。

　
観
光
客
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ケ
ー
ス
で
は
従
来
の
「
都
市
部
住
民
」「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
」
と
い
っ
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
重
視

し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
は
な
く
、
た
と
え
少
数

で
あ
っ
て
も
「
こ
の
地
域
を
好
き
に
な
っ
て

く
れ
る
」
と
い
っ
た
地
域
と
共
感
で
き
る
こ

と
を
重
視
し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
像
を
明
確
に
し

て
い
る
。
不
動
産
再
生
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
誰
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
価
値
を
提

供
し
た
い
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
付
加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ン
テ

ン
ツ
に
対
す
る
期
待
と
満
足
度
を
高
め
て
い

る
。

　
住
民
に
対
し
て
は
、
福
住
に
お
け
る
地
域

住
民
と
事
業
者
（
移
住
者
）
が
集
ま
る
イ
ベ

ン
ト
、
自
治
会
等
と
の
連
携
を
は
じ
め
、
海

士
町
に
お
け
る
町
ぐ
る
み
の
議
論
等
、
初
期

の
信
頼
関
係
の
構
築
が
各
ケ
ー
ス
に
共
通
し

て
い
る
。
ま
た
、
不
動
産
再
生
や
そ
こ
で
の

事
業
・
サ
ー
ビ
ス
を
形
に
す
る
こ
と
、
そ
の

事
業
に
よ
っ
て
地
域
に
賑
わ
い
が
生
ま
れ
る

姿
、
住
民
に
対
し
て
も
開
か
れ
た
場
を
生
み

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
内
の
理
解
、
賛

同
者
が
増
え
て
い
く
と
い
っ
た
過
程
も
各

ケ
ー
ス
か
ら
う
か
が
え
る
共
通
点
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
「
地
域
に
集

ま
る
人
材
」に
つ
い
て
も
、
観
光
地
づ
く
り
の

中
で
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
福
住

に
お
い
て
は
古
民
家
・
空
き
家
等
で
事
業
に

取
組
み
た
い
職
人
、
富
士
吉
田
市
で
は
ま
ち

の
た
め
に
活
動
し
た
い
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
材
、
用
宗
で
は
こ
の
地

で
事
業
を
行
い
た
い
外
部
企
業
、
海
士
町
で

は
「E

n
tô

」で
働
く
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
。
福

住
で
は
「
職
人
に
と
っ
て
の
働
き
や
す
い
、
創

作
し
や
す
い
環
境
を
提
供
す
る
」こ
と
、
海

士
町
で
は
「
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
後
押
し
す
る
こ
と
」
等
、
不
動
産
再
生

を
き
っ
か
け
に
地
域
に
集
ま
る
人
材
に
と
っ

て
の
観
光
地
づ
く
り
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
と

は
、
ハ
ー
ド
面
の
再
生
ば
か
り
で
は
な
い
。

再
生
し
た
不
動
産
が
地
域
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

体
現
し
、
住
民
、
共
感
す
る
観
光
客
、
共
感

す
る
人
材
（
移
住
者
・
事
業
者
）
を
結
び
つ

け
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
欧
州
で
最
も
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
島
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
（
デ
ン

マ
ー
ク
）
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

「H
o
te
l G
re
e
n
 S
o
lu
tio
n
 H
o
u
se

（H
o
tel G

S
H

）」
の
事
例
は
、
既
存
ホ
テ
ル

を
事
業
承
継
し
、
そ
の
空
間
と
経
営
に
「
サ

不動産再生から観光地づくりを考える その可能性と課題視座

図 2 不動産再生と観光地づくりの研究課題

初期仮説
（観光地づくりへの
ステップと課題）

地域の課題解決・
可能性の創出

地域の自然、歴史・文化、
地理特性
地域の産業（農林漁業、製造業）

不動産の再生

魅力の創出と競争力のある施設、
サービスの創出

魅力ある地域の形成
（観光地づくり）

人々が集まり、賑わう空間、
サービスの集積
事業再生、起業機会の創出

地域の活性化

宿泊客・観光客の来訪・消費の
促進、ファン、リピーターの獲得、
関係人口の増大、移住者の増大

今後の研究課題

福住

富士吉田市

用宗

海士町

4
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
ディ

宿場の町並み
生産の場
空き家の増加

町唯一のホテルの老朽化
ジオパーク認定

都市近郊の静かな漁港
空き家の拡大

織物の町として
賑わった町の記憶
生活と観光の両立

古民家を再生した
出店開始

ホテル再生への
まちぐるみ議論

古民家を再生した
一棟貸ホテル

空き家を再生した
シェアスペース・
ゲストハウス

移住希望者のマッチング
住民と職人（移住者）の
信頼関係醸成

島の魅力を詰め込んだ
ホテルへの再生

住民、観光客双方が
楽しめる飲食、温泉等

住民、観光客
双方の交流

創造的な職人が
集まる環境整備

島での交流と
体験の入り口の象徴と

なるホテル

地域の空き家対策への貢献、
外部企業等との連携

集まるクリエイティブな
人材との協働

職人（移住者）の
事業強化支援

まちぐるみの移住者・
短期滞在者への
人材育成

「地域の意思を発信する」
不動産再生の支援

町並み・職人（移住者）の
作品に共感する来訪者・
移住希望者の増加

口コミ、リピーターの創出
就業希望者の増加

旅慣れた旅行者
（インバウンド）が
訪れたいまちへ

「郡内織物」をテーマにした
滞在・イベント、
移住希望者の増加

事業強化、創出の可能性 地域内の合意形成、体制づくり
統一的なコンセプトやデザインの検討

観光客からの評価・支持
住民や地域産業からの評価・支持
関係人口・移住者からの評価・支持

海外事例
観光地としてのボーンホルム島
（閑散期対策の課題）

サスティナブルな島への取組み
地元産品の活用

閑散期のMICE需要創出
サスティナブルな島の象徴となるホテルへの再生

サスティナブルな島でのMICEの促進

不動産再生と観光地づくりの研究課題

観光地づくりをフェーズで捉える

コロナ禍がもたらした観光地づくりの変化

不動産を活かすビジネスを生み出す理論

不動産を使いこなすクリエイティブな人材の必要性

不動産再生が発信する地域のメッセージ、観光地づくりによる
地域産業のブランディング、地域の象徴的な空間の形成

ビジョンを掲げることが地域と地域が求める人をマッチングさせる
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観
光
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
に
注
目
が

集
ま
る
中
で
、
本
特
集
で
は
「
不
動
産
再
生

に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
4
つ

の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
、
海
外
事
例
調
査
、
専

門
家
に
よ
る
対
談
を
紹
介
し
て
き
た
。

　
本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
基
に
、
不
動
産
再
生

に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
に
つ
い
て
改
め
て
整

理
・
考
察
し
た
い
。

不
動
産
再
生
に
お
け
る
ハ
ー
ド
や
事
業
・

サ
ー
ビ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
の
重
要
性

　
ま
ず
、ハ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
で
も
あ
る
「
福

住
」、
都
市
近
郊
の
路
地
や
漁
港
の
風
情
が

今
な
お
残
る
「
用
宗
」、
織
物
業
の
ま
ち
と

し
て
栄
え
た
「
富
士
吉
田
市
」
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
歴
史
を
残
す
建
造
物
を
、
そ
の
デ
ザ
イ

ン
性
を
含
め
て
再
生
さ
せ
る
こ
と
で
、
宿
泊

施
設
、
飲
食
施
設
、
カ
フ
ェ
等
の
事
業
が
生

ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
ホ
テ
ル

を
再
生
さ
せ
た
「
海
士
町
」
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
の
最
も
象
徴
的
な
場
所
に
位
置
す
る
ホ

テ
ル
を
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
自
然
を
体
感
で
き

る
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
事
例
に
お
け
る
、「
不
動
産
を

再
生
さ
せ
る
意
義
」
は
、「
地
域
と
来
訪
者

が
共
感
す
る
デ
ザ
イ
ン
」
が
各
事
例
に
お
い

て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
歴
史
・
文
化

的
ス
ト
ー
リ
ー
と
と
も
に
不
動
産
を
再
生
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
観
光
客
に
対
し
て「
共
感
」

を
起
こ
す
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ

と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
不
動
産
再
生
の
意
義
は

ハ
ー
ド
面
に
限
ら
ず
、
再
生
し
た
ハ
ー
ド
に

お
い
て
営
ま
れ
る
事
業
、
サ
ー
ビ
ス
面
に
も

色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　「
地
域
と
来
訪
者
が
共
感
す
る
デ
ザ
イ
ン
」

は
、
事
業
の
面
に
も
表
れ
て
い
る
。
不
動
産

再
生
に
よ
る
宿
泊
施
設
、飲
食
店
、生
産
品
は
、

地
域
内
あ
る
い
は
競
合
地
域
と
比
較
し
て
も
、

高
価
格
帯
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は「
職

人
が
納
得
し
て
提
供
す
る
作
品（
福
住
）」に

対
す
る
価
格
設
定
で
あ
る
と
と
も
に
、「
不
動

産
を
再
生
し
た
地
域
、
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
に

共
感
す
る
顧
客
」と
し
て
設
定
さ
れ
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
多
数
の
顧

客
も
集
め
る
も
の
で
は
な
い
。
特
定
の
顧
客

を
対
象
に
し
た
結
果
、「
事
業
計
画
を
遥
か
に

上
回
る
数
字
が
出
て
い
る（
海
士
町
）」等
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
効
果
を
示
し

て
い
る
。

不
動
産
再
生
の
地
域
波
及
に
お
け
る

マ
ッ
チ
ン
グ
の
重
要
性

　
観
光
地
づ
く
り
に
向
け
て
、
ま
た
観
光
を

通
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
、
不

動
産
再
生
を
単
体
の
施
設
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
に
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
4
つ
の

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
お
い
て
そ
の
過
程
は
2

つ
の
側
面
が
見
ら
れ
た
。

　
一
つ
は
地
域
の
空
き
家
が
次
々
と
再
生
さ

れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
、
そ
の
地
域
で
事

業
を
始
め
た
い
人
材
（
移
住
者
等
）
や
外
部

事
業
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
で
あ
る
。
福
住
に
お

い
て
10
年
で
35
件
の
開
業
に
至
る
プ
ロ
セ
ス

で
は
安
達
氏
が
、
富
士
吉
田
市
に
お
い
て
は

地
域
と
地
域
に
集
ま
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

人
々
を
つ
な
ぐ
赤
松
氏
が
、
用
宗
に
お
い
て

地
元
不
動
産
事
業
者
と
し
て
不
動
産
再
生
と

地
域
外
事
業
者
を
つ
な
ぐ
C
S
K
不
動
産
の

小
島
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
空
き
家
を
預

か
り
つ
つ
、
そ
こ
で
事
業
を
始
め
た
い
人
材

や
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
に
お
い

て
は
、
地
域
の
不
動
産
再
生
に
お
け
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
あ
る
い
は
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共

有
で
き
る
か
が
重
視
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
福

住
に
お
い
て
は
、「
福
住
が
残
し
て
き
た
町

並
み
、
古
民
家
を
大
事
に
で
き
る
か
」「
福

住
で
ど
ん
な
価
値
を
生
み
出
せ
る
の
か
」
が

重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
ビ
ジ
ョ
ン

が
共
有
で
き
る
人
材
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に

よ
っ
て
、
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く

り
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
維
持
し
、
ひ
い
て
は
地

域
の
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
に
つ
な
が
る
側
面
も

あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
事
業
を
担
う
人
材
の
育
成
や

事
業
支
援
で
あ
る
。
特
に
福
住
に
お
け
る「
福

住
事
業
組
合
」
や
海
士
町
に
お
け
る

「E
n
tô

」
を
含
め
た
町
ぐ
る
み
の
「
働
き
方
の

デ
ザ
イ
ン
」の
仕
組
み
は
、
地
域
に「
稼
ぐ
力
」

を
生
み
出
し
続
け
る
仕
掛
け
と
も
な
っ
て
い

る
。
不
動
産
再
生
が
地
域
活
性
化
の
手
段
・

装
置
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
活
か
す
人
材

育
成
を
も
視
野
に
入
れ
た
取
組
み
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
島
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
強
く
打
ち
出
し
、
島
の
シ
ン
ボ
ル
、
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
形
で
再
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
の
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
を
事
業
と
し
て
も
活
か
す
た
め
に
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
施
設
を
併
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
を
学
ぶ
企
業
研
修
や
教
育

旅
行
と
い
っ
た
M
I
C
E
需
要
を
生
み
出

し
、
通
年
で
の
高
稼
働
率
を
維
持
す
る
と
と

も
に
、
島
の
課
題
で
あ
る
閑
散
期
の
宿
泊
需

要
の
創
出
に
も
貢
献
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
前
述
の
4
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
同
様

に
、
ハ
ー
ド
面
の
再
生
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ

に
込
め
ら
れ
た
地
域
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
新

し
い
事
業
を
生
み
出
し
、
さ
ら
に
地
域
経
済

に
貢
献
す
る
事
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
4
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
海
外
事
例
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
川
原
教
授
、
内
田
教
授
に

よ
る
対
談
を
振
り
返
る
と
、
不
動
産
再
生
と

観
光
地
づ
く
り
、
あ
る
い
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の

社
会
変
化
を
見
据
え
た
こ
れ
か
ら
の
観
光
地

づ
く
り
に
つ
い
て
、
今
後
の
研
究
の
方
向
性

や
課
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

不
動
産
を
使
い
こ
な
す

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材
の
必
要
性

　
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
、近
年
で
は「
不

動
産
を
再
生
す
る
こ
と
が
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
る
」、
サ
ー
ビ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

お
い
て
も
「
高
級
住
宅
地
の
ブ
ラ
ン
ド
形
成

事
例
（
移
住
先
と
し
て
の
価
値
形
成
）」
等
、

類
似
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
両

者
に
お
い
て
「
不
動
産
を
使
い
こ
な
す
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材
に
対
す
る
価
値
構
築
」

の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
に
お
け
る
「
共
感
す
る
人
材
（
移

住
者
・
事
業
者
）」
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
。

観
光
地
づ
く
り
を
フ
ェ
ー
ズ
で
捉
え
る

　
ま
ち
づ
く
り
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
両
者
に
お
い
て
、
そ
の
過
程
を
フ
ェ
ー
ズ
と

し
て
捉
え
る
手
法
が
示
さ
れ
た
。
本
事
例
に

お
い
て
は
明
確
な
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
る
に
は

至
っ
て
い
な
い
が
、
10
年
ほ
ど
経
過
し
て
い
る

福
住
や
富
士
吉
田
市
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、

初
動
段
階
、
ビ
ジ
ョ
ン
構
築
段
階
、
再
生
・
事

業
創
出
段
階
、
波
及
段
階
等
の
フ
ェ
ー
ズ
を

想
定
し
た
整
理
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

不
動
産
を
活
か
す

ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
理
論

　
不
動
産
再
生
を
サ
ー
ビ
ス
事
業
創
出
と
捉

え
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
に

お
け
る
「
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
（
三
重
ら

せ
ん
）概
念
」が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
産
・

官
・
学
の
3
者
が
新
た
な
事
業
創
出
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
及
び
普
及
に
向
け
て
、
段
階
に

応
じ
た
役
割
と
相
互
の
関
係
を
論
じ
る
も
の

で
あ
り
、
不
動
産
を
活
か
す
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
示

唆
し
て
い
る
。

　
4
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
お
い
て
も
、

地
域
と
「
共
感
す
る
人
材
（
移
住
者
・
事
業

者
）」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
相
互
作
用
が
随

所
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
述
の
フ
ェ
ー

ズ
の
整
理
と
合
わ
せ
た
産
・
官
・
学
、
あ
る

い
は
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
役
割
や
相
互
作
用
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
動
産
再

生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
を
よ
り
理
論
化
す

る
こ
と
も
試
み
た
い
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
る
こ
と
が
地
域
と

地
域
が
求
め
る
人
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

　
各
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
地
域
と
地
域
が

求
め
る
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
共
通
点
と
し

て
見
出
さ
れ
た
が
、
観
光
地
づ
く
り
に
お
け

る
地
域
が
求
め
る
人
材
（
移
住
者
・
事
業
者
）

を
呼
び
寄
せ
る
た
め
に
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
重
要

性
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
移
住
、
関
係

人
口
に
も
つ
な
が
る
考
え
方
で
あ
り
、
そ
の

入
り
口
と
し
て
の
観
光
地
づ
く
り
の
役
割
が

示
唆
さ
れ
た
。一
方
、各
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、

必
ず
し
も
初
め
か
ら
ビ
ジ
ョ
ン
が
掲
げ
ら
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
動
き
な
が
ら
、
議

論
を
し
な
が
ら
徐
々
に
ビ
ジ
ョ
ン
（
フ
ロ
ー

ト
ビ
ジ
ョ
ン
）
が
形
成
さ
れ
る
、
そ
う
し
た

プ
ロ
セ
ス
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

不
動
産
再
生
が
発
信
す
る

地
域
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

観
光
地
づ
く
り
に
よ
る
地
域
産
業
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
地
域
の
象
徴
空
間

　
不
動
産
再
生
の
意
義
と
し
て
、
地
域
の

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
し
て
の
役
割
、
住
民
、
観

光
客
双
方
が
集
い
楽
し
む
象
徴
的
な
空
間
の

形
成
が
あ
げ
ら
れ
た
。
一
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
は
、
顧
客
に
対
し

て
適
切
な
商
品
を
提
案
す
る
能
力
、
顧
客
か

ら
情
報
を
収
集
・
蓄
積
す
る
機
能
と
い
っ
た
、

本
来
サ
ー
ビ
ス
業
が
備
え
る
べ
き
機
能
を
、

住
民
と
事
業
者
、
観
光
客
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
等
に

よ
っ
て
備
え
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
特

に
、
地
域
の
文
化
を
深
く
体
験
す
る
観
光
が

広
く
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
に
お

い
て
、
観
光
地
づ
く
り
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た

観
光
地
づ
く
り
の
変
化
、

今
後
の
研
究
に
向
け
て

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
観
光
地
に
お
い
て

は
低
価
格
・
大
量
販
売
か
ら
高
価
格
・
少
量

販
売
へ
と
シ
フ
ト
す
る
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
変
革
が
進
み
、
さ
ら
に
競
争
に
勝

つ
た
め
地
域
の
特
色
を
打
ち
出
す
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
観
光
と
日
常
の

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
、
観
光
地
づ
く
り

と
地
域
づ
く
り
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
接
近
し

て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
う
し

た
社
会
変
化
に
お
い
て
、
フ
ロ
ー
ト
ビ
ジ
ョ

ン
（
行
政
計
画
で
は
な
く
目
指
す
目
標
や
将

来
像
の
共
有
）
の
重
要
性
、
不
動
産
を
活
か

せ
る
事
業
基
盤
が
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て

提
示
さ
れ
た
。

　
本
特
集
は
、
４
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を

基
に
、
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り

に
つ
い
て
、
課
題
や
可
能
性
を
見
出
す
こ
と

を
試
み
た
。
各
ケ
ー
ス
か
ら
は
、
不
動
産
と

い
う
ハ
ー
ド
面
の
再
生
に
込
め
ら
れ
た
強
い

地
域
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
で
、
そ
こ

に
共
感
す
る
人（
移
住
者
・
事
業
者
）を
集
め
、

事
業
創
出
が
波
及
す
る
可
能
性
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
・
サ
ー

ビ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
既
存
の
研
究
を

ベ
ー
ス
に
、
こ
う
し
た
観
光
地
づ
く
り
を
さ

ら
に
理
論
化
す
る
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
、

観
光
へ
の
意
識
の
変
化
は
、
観
光
地
づ
く
り

と
地
域
づ
く
り
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
接
近
を

示
唆
し
て
お
り
、
住
民
、
観
光
客
、
そ
し
て

地
域
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
人
材
（
移
住
者
・

事
業
者
）
を
も
活
か
す
観
光
地
づ
く
り
、
そ

の
基
盤
と
し
て
の
不
動
産
活
用
の
可
能
性
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

　
福
住
、
富
士
吉
田
市
、
用
宗
、
海
士
町
の

皆
さ
ま
か
ら
、
具
体
的
な
取
組
み
を
基
に
し

た
示
唆
に
富
む
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
対
談
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

川
原
教
授
、
内
田
教
授
に
は
専
門
的
な
視
点

か
ら
今
後
の
研
究
課
題
を
含
め
多
く
の
示
唆

を
い
た
だ
い
た
（
川
原
教
授
に
は
ご
多
忙
の

折
、
海
外
事
例
の
執
筆
も
い
た
だ
い
た
）。

あ
ら
た
め
て
、
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
本
特
集
が
、
地
域
の
活
性
化
の
柱
と
し
て

観
光
地
づ
く
り
に
取
組
む
地
域
の
方
々
に

と
っ
て
、
少
し
で
も
お
役
に
立
つ
も
の
で
あ

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

3.
ま
ち
づ
く
り
と

サ
ー
ビ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
視
点
を
踏
ま
え
た

今
後
の
研
究
課
題

4.
結
び

不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
の

評
価
・
支
持
の
重
要
性

　
4
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
お
け
る
不
動

産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
で
は
、
観
光

客
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
住
民
、
さ
ら

に
は
地
域
で
事
業
を
始
め
た
い
移
住
者
・
事

業
者
等
の
地
域
に
集
ま
る
人
材
の
た
め
の
観

光
地
づ
く
り
と
な
っ
て
い
る
点
も
重
要
で
あ

る
。

　
観
光
客
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ケ
ー
ス
で
は
従
来
の
「
都
市
部
住
民
」「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
」
と
い
っ
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
重
視

し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
は
な
く
、
た
と
え
少
数

で
あ
っ
て
も
「
こ
の
地
域
を
好
き
に
な
っ
て

く
れ
る
」
と
い
っ
た
地
域
と
共
感
で
き
る
こ

と
を
重
視
し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
像
を
明
確
に
し

て
い
る
。
不
動
産
再
生
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
誰
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
価
値
を
提

供
し
た
い
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
付
加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ン
テ

ン
ツ
に
対
す
る
期
待
と
満
足
度
を
高
め
て
い

る
。

　
住
民
に
対
し
て
は
、
福
住
に
お
け
る
地
域

住
民
と
事
業
者
（
移
住
者
）
が
集
ま
る
イ
ベ

ン
ト
、
自
治
会
等
と
の
連
携
を
は
じ
め
、
海

士
町
に
お
け
る
町
ぐ
る
み
の
議
論
等
、
初
期

の
信
頼
関
係
の
構
築
が
各
ケ
ー
ス
に
共
通
し

て
い
る
。
ま
た
、
不
動
産
再
生
や
そ
こ
で
の

事
業
・
サ
ー
ビ
ス
を
形
に
す
る
こ
と
、
そ
の

事
業
に
よ
っ
て
地
域
に
賑
わ
い
が
生
ま
れ
る

姿
、
住
民
に
対
し
て
も
開
か
れ
た
場
を
生
み

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
内
の
理
解
、
賛

同
者
が
増
え
て
い
く
と
い
っ
た
過
程
も
各

ケ
ー
ス
か
ら
う
か
が
え
る
共
通
点
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
「
地
域
に
集

ま
る
人
材
」に
つ
い
て
も
、
観
光
地
づ
く
り
の

中
で
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
福
住

に
お
い
て
は
古
民
家
・
空
き
家
等
で
事
業
に

取
組
み
た
い
職
人
、
富
士
吉
田
市
で
は
ま
ち

の
た
め
に
活
動
し
た
い
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
材
、
用
宗
で
は
こ
の
地

で
事
業
を
行
い
た
い
外
部
企
業
、
海
士
町
で

は
「E

n
tô

」で
働
く
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
。
福

住
で
は
「
職
人
に
と
っ
て
の
働
き
や
す
い
、
創

作
し
や
す
い
環
境
を
提
供
す
る
」こ
と
、
海

士
町
で
は
「
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
後
押
し
す
る
こ
と
」
等
、
不
動
産
再
生

を
き
っ
か
け
に
地
域
に
集
ま
る
人
材
に
と
っ

て
の
観
光
地
づ
く
り
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
不
動
産
再
生
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
と

は
、
ハ
ー
ド
面
の
再
生
ば
か
り
で
は
な
い
。

再
生
し
た
不
動
産
が
地
域
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

体
現
し
、
住
民
、
共
感
す
る
観
光
客
、
共
感

す
る
人
材
（
移
住
者
・
事
業
者
）
を
結
び
つ

け
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
欧
州
で
最
も
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
島
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
（
デ
ン

マ
ー
ク
）
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

「H
o
te
l G
re
e
n
 S
o
lu
tio
n
 H
o
u
se

（H
o
tel G

S
H

）」
の
事
例
は
、
既
存
ホ
テ
ル

を
事
業
承
継
し
、
そ
の
空
間
と
経
営
に
「
サ

不動産再生から観光地づくりを考える その可能性と課題視座

図 2 不動産再生と観光地づくりの研究課題

初期仮説
（観光地づくりへの
ステップと課題）

地域の課題解決・
可能性の創出

地域の自然、歴史・文化、
地理特性
地域の産業（農林漁業、製造業）

不動産の再生

魅力の創出と競争力のある施設、
サービスの創出

魅力ある地域の形成
（観光地づくり）

人々が集まり、賑わう空間、
サービスの集積
事業再生、起業機会の創出

地域の活性化

宿泊客・観光客の来訪・消費の
促進、ファン、リピーターの獲得、
関係人口の増大、移住者の増大

今後の研究課題

福住

富士吉田市

用宗

海士町

4
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
ディ

宿場の町並み
生産の場
空き家の増加

町唯一のホテルの老朽化
ジオパーク認定

都市近郊の静かな漁港
空き家の拡大

織物の町として
賑わった町の記憶
生活と観光の両立

古民家を再生した
出店開始

ホテル再生への
まちぐるみ議論

古民家を再生した
一棟貸ホテル

空き家を再生した
シェアスペース・
ゲストハウス

移住希望者のマッチング
住民と職人（移住者）の
信頼関係醸成

島の魅力を詰め込んだ
ホテルへの再生

住民、観光客双方が
楽しめる飲食、温泉等

住民、観光客
双方の交流

創造的な職人が
集まる環境整備

島での交流と
体験の入り口の象徴と

なるホテル

地域の空き家対策への貢献、
外部企業等との連携

集まるクリエイティブな
人材との協働

職人（移住者）の
事業強化支援

まちぐるみの移住者・
短期滞在者への
人材育成

「地域の意思を発信する」
不動産再生の支援

町並み・職人（移住者）の
作品に共感する来訪者・
移住希望者の増加

口コミ、リピーターの創出
就業希望者の増加

旅慣れた旅行者
（インバウンド）が
訪れたいまちへ

「郡内織物」をテーマにした
滞在・イベント、
移住希望者の増加

事業強化、創出の可能性 地域内の合意形成、体制づくり
統一的なコンセプトやデザインの検討

観光客からの評価・支持
住民や地域産業からの評価・支持
関係人口・移住者からの評価・支持

海外事例
観光地としてのボーンホルム島
（閑散期対策の課題）

サスティナブルな島への取組み
地元産品の活用

閑散期のMICE需要創出
サスティナブルな島の象徴となるホテルへの再生

サスティナブルな島でのMICEの促進

不動産再生と観光地づくりの研究課題

観光地づくりをフェーズで捉える

コロナ禍がもたらした観光地づくりの変化

不動産を活かすビジネスを生み出す理論

不動産を使いこなすクリエイティブな人材の必要性

不動産再生が発信する地域のメッセージ、観光地づくりによる
地域産業のブランディング、地域の象徴的な空間の形成

ビジョンを掲げることが地域と地域が求める人をマッチングさせる
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ま
ち
の
風
景
を
切
り
取
っ
た
写
真
コ
ラ
ム
を

活
用
す
る
な
ど
）
と
い
っ
た
構
成
に
し
て
お

り
、
編
集
者
が
そ
の
地
で
何
を
見
せ
た
い
か

が
垣
間
見
え
る
よ
う
な
構
成
に
し
て
い
る
。

写
真
に
こ
だ
わ
る

●
写
真
を
効
果
的
に
使
う
こ
と
で
、
編
集
者

の
伝
え
た
い
こ
と
の
半
分
以
上
が
伝
わ
る
と

考
え
て
い
る
。
写
真
は
、
証
明
写
真
の
よ
う

な
も
の
で
は
な
く
、
場
所
の
空
気
感
や
雰
囲

気
を
伝
え
る
よ
う
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
る
。

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
写
真
の
特
徴
は
、①
自

然
光
②
切
り
取
る
③
過
剰
な
演
出
は
し
な
い

こ
と
で
あ
る
。
自
然
光
で
そ
の
場
の
雰
囲
気

を
伝
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
背
景
の

映
し
方
や
ぼ
か
し
方
な
ど
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と

の
協
力
・
意
思
疎
通
も
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、

読
者
が
実
際
に
現
地
に
行
っ
た
と
き
に
同
じ

よ
う
に
撮
影
で
き
る
よ
う
に
色
味
補
正
は
過

剰
に
せ
ず
、一
人
旅
・
友
達
と
の
旅
を
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
よ
う
に
大
量
の
料
理
を
並
べ
な

い
な
ど
を
意
識
し
て
い
る
。

「
か
わ
い
く
」「
や
さ
し
く
」

「
や
わ
ら
か
く
」

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
特
徴
は
「
か
わ
い
く
」

「
や
さ
し
く
」「
や
わ
ら
か
く
」
の
3
つ
。
こ

れ
は
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
文
章
や
掲
載

箇
所
選
び
な
ど
、
す
べ
て
に
言
え
る
こ
と
で

あ
る
。
誰
も
が
か
わ
い
い
と
思
う
お
店
を
選

び
、
や
さ
し
い
・
や
わ
ら
か
い
雰
囲
気
の
写

真
や
誌
面
、
言
葉
遣
い
な
ど
、
特
に
意
識
し

て
作
り
込
ん
で
い
る
。

●
こ
の
3
つ
に
あ
わ
せ
て
、
非
日
常
や
と
き

め
き
、
癒
や
し
、
地
域
性
や
普
遍
的
な
も
の

を
そ
っ
と
伝
え
、
読
者
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や

雑
誌
を
眺
め
る
だ
け
で
旅
し
た
気
分
に
な
っ

て
ほ
し
い
。

W
E
B
と
雑
誌
の
使
い
分
け

●『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
は
、
読
者
の
嗜

好
に
よ
っ
て
読
ま
せ
る
記
事
よ
り
写
真
で
見

せ
る
記
事
が
多
い
が
、『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ

ジ
ン
』
で
は
ス
ト
ー
リ
ー
を
深
掘
り
し
て
紹

介
す
る
記
事
を
書
い
て
い
る
。そ
し
て
、ウ
ェ

ブ
で
は
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
を
意
識
し
記
事
に
す

る
こ
と
を
た
め
ら
う
よ
う
な
記
事（
例
え
ば
、

2
0
2
2
年
秋
号
の
『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ

ン
』
で
は
防
災
グ
ッ
ズ
な
ど
の
旅
と
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
つ
な
が
る
よ
う
な
企
画
記
事
）

を
実
験
的
に
掲
載
し
て
い
る
。

ウ
ェ
ブ
を
活
用
す
る
に

あ
た
っ
て
の
課
題

●『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
で
は
、
毎
日
4

〜
5
記
事
を
配
信
し
て
お
り
、
既
に
書
籍
で

掲
載
し
た
記
事
の
流
用
や
企
業
や
自
治
体
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
記
事
、
新
た
に
取
材
を
し

た
記
事
な
ど
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
た
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

記
事
内
の
情
報
は
毎
日
公
開
し
た
時
点
で
劣

化
し
て
い
く
と
感
じ
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
記
事

の
鮮
度
は
配
信
直
後
が
一
番
新
鮮
で
、
1
日

〜
2
週
間
程
度
で
劣
化
し
て
し
ま
う
と
考
え

て
い
る
。

●
ウ
ェ
ブ
記
事
は
長
文
に
な
る
と
読
ん
で
も

ら
え
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
季
節
や
テ
ー

マ
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
エ
リ
ア
全
体
の
紹
介
な
ど
の
複
数
の

テ
ー
マ
の
記
事
は
１
つ
の
記
事
に
ま
と
め
る

こ
と
が
難
し
い
。

●
ウ
ェ
ブ
記
事
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
他
社
を
含

め
て
平
均
化
さ
れ
て
お
り
、
他
メ
デ
ィ
ア
と

の
差
別
化
が
難
し
く
、『
こ
と
り
っ
ぷ

W
E
B
』
の
特
徴
を
出
し
づ
ら
い
。

●
ウ
ェ
ブ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ

る
が
、
分
単
位
で
記
事
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
が

わ
か
る
た
め
、
読
者
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う

な
記
事
が
好
ま
れ
る
の
か
が
わ
か
る
。
そ
の

た
め
、他
社
や
S
N
S
等
の
動
向
を
注
視
し
、

読
者
に
人
気
の
テ
ー
マ
や
好
ま
れ
る
・
必
要

と
さ
れ
て
い
る
情
報
を
集
め
る
必
要
が
あ

る
。
ウ
ェ
ブ
で
は
自
分
た
ち
が
書
き
た
い
記

事
を
出
し
続
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ

の
よ
う
な
流
行
し
て
い
る
情
報
を
集
め
、
記

事
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
で
ア
ク
セ
ス
数
の

増
加
に
つ
な
げ
て
い
る
。
結
果
的
に
タ
イ

ア
ッ
プ
や
広
告
と
し
て
の
効
果
も
あ
る
が

『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
個
性
が
出
し
づ
ら
く
、

ら
し
さ
を
ど
う
提
案
す
る
か
常
に
模
索
し
続

け
る
と
と
も
に
、
課
題
だ
と
感
じ
て
い
る
。

参
加
者
…『
こ
と
り
っ
ぷ 

京
都
』を
拝
見
し
、

と
て
も
感
覚
的
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
だ
と
思
っ

た
。
今
日
の
話
を
伺
い
、
中
山
氏
の
一
貫
し

た
理
念
や
哲
学
が
感
じ
ら
れ
、
読
者
の
感
覚

に
訴
え
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。
そ
の
よ
う
な
理
解
で
あ
っ
て
い

る
か
。

中
山
氏
…
ぱ
っ
と
見
た
と
き
の「
か
わ
い
い
」

と
い
う
感
覚
は
大
事
だ
と
感
じ
て
い
る
。
そ

の
感
覚
で
ま
ず
人
を
引
き
付
け
、
よ
り
知
識

を
深
掘
り
し
た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
仕
掛

あ
る
。
他
誌
の
よ
う
に
華
や
か
で
「
い
か
に

も
旅
行
し
て
い
ま
す
」
と
自
分
か
ら
P
R
す

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
旅
行
中
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
落
ち
着
い
た
色
と

柄
で
表
現
し
て
い
る
。

●
表
紙
の
絵
柄
は
そ
の
土
地
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
も
の
に
し
て
お
り
、
分
か
り
や
す
い
モ

チ
ー
フ
か
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
ま

で
あ
る
。
イ
ラ
ス
ト
の
方
向
性
は
多
岐
に
わ

た
る
が
、
創
刊
当
時
の
そ
の
エ
リ
ア
の
織
物

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
柄
か
ら
、
今
で
は
箸
置

き
や
寄
せ
木
、
た
ま
ね
ぎ
な
ど
ご
当
地
の
特

産
品
や
工
芸
品
も
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
表
紙
の
帯
写
真
も
合
わ
せ
て
検

討
し
て
い
る
。
こ
の
帯
を
付
け
、
表
紙
の
絵

柄
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
編
集
者
が
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
エ
リ
ア
像
を
示
し
て
い
る
。
帯
を

外
す
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
の
で
、
外
し
た

場
合
と
付
け
た
場
合
の
両
方
を
考
え
、
絵
柄

と
写
真
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
編
集
部
全
体
で

検
討
し
て
い
る
。

●
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
、
女
性
が
よ
く
持
つ
小

さ
め
の
バ
ッ
グ
に
収
納
し
や
す
い
こ
と
が
特

徴
。
持
っ
て
い
る
と
タ
イ
ト
ル
を
隠
す
こ
と

も
で
き
、
ノ
ー
ト
や
手
帳
の
よ
う
に
見
え
る

の
で
、
旅
先
で
歩
き
な
が
ら
、
ま
た
、
お
し
ゃ

れ
な
カ
フ
ェ
で
見
て
い
て
も
周
囲
に
マ
ッ
チ

す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。

 

現
実
的
な
2
泊
3
日
の
プ
ラ
ン

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
語
源
と
な
る
「
小
さ
な

旅
（co

-T
rip

）」
は
、
働
く
女
性
が
週
末
に

2
泊
3
日
で
行
く
旅
を
想
定
し
て
い
る
た

め
、
必
ず
2
泊
3
日
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
掲

載
し
て
い
る
。
読
者
に
は
旅
行
の
計
画
や
地

図
を
見
る
こ
と
が
苦
手
で
、
友
人
と
旅
行
の

計
画
を
立
て
る
と
き
も
自
分
の
意
見
を
主
張

し
づ
ら
い
と
い
う
女
性
が
多
い
。『
こ
と
り
っ

ぷ
』
愛
読
者
の

場
合
、
こ
の
プ

ラ
ン
を
そ
の
ま

ま
な
ぞ
っ
て
実

際
に
旅
行
す
る

方
が
多
い
と
聞

い
て
い
る
。
そ

の
た
め
時
間
配

分
な
ど
細
か
い

部
分
に
も
気
を

遣
っ
て
プ
ラ
ン

を
組
ん
で
い

る
。

●
地
域
の
特
性

を
見
極
め
、
ど

こ
に
行
き
た
い

か
目
標
設
定
が

で
き
る
よ
う

す
く
し
て
い
る
。
ペ
ー
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
編

集
者
の
意
図
や
地
域
の
特
性
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
地
域
ご
と
に
章
立
て
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
が
、
例
え
ば
、
い
わ
て
版
の

場
合
は
、
こ
と
り
っ
ぷ
読
者
に
い
ま
行
っ
て

ほ
し
い
場
所
の
記
事
を
前
に
す
る
、
一
般
的

な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
あ
ま
り
掲
載
し
て
い

な
い
特
別
な
場
所
や
体
験
を
紹
介
す
る
、
定

番
観
光
地
の
紹
介
の
仕
方
に
こ
だ
わ
る
（
岩

手
県
の
場
合
、盛
岡
三
大
麺
よ
り
宮
沢
賢
治
、

「
W
E
B
･
ア
プ
リ
」、
旅
先
や
地
域
の
魅
力

を
紹
介
す
る
季
刊
誌
「
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ

ン
」、
国
内
海
外
1
2
2
タ
イ
ト
ル
、
累
計

発
行
部
数
1
8
0
0
万
部
超
の
旅
行
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
「
こ
と
り
っ
ぷ
」、
イ
ベ
ン
ト
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
旅
す

る
女
性
を
し
あ
わ
せ
に
す
る
手
伝
い
を
し
て

い
る
。

●
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
は
、

働
く
女
性
が
週
末
に
行
く
小
さ
な
旅
を
提
案

す
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
国
内
版
69
点
、

海
外
版
44
点
、
海
外
会
話
帖
9
点
と
幅
広
く

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
制
作
（
2
0
2
2
年
9
月

26
日
時
点
）。

●『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』
は
、
街
の
い

い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
旅
の
き
っ
か
け
マ
ガ

ジ
ン
。
季
節
ご
と
に
（
年
4
回
）
発
行
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
で
行
き
た
く
な
る
す
て
き

な
街
、
旅
の
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
幅
広

い
テ
ー
マ
で
、
あ
た
ら
し
い
旅
先
を
紹
介
。

●『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
で
は
、
季
節
に

あ
わ
せ
て
最
新
の
ス
ポ
ッ
ト
や
週
末
行
き
た

い
旅
先
を
紹
介
。
記
事
の
多
く
は
各
地
に
い

る
ラ
イ
タ
ー
が
独
自
取
材
の
も
と
制
作
し
て

お
り
、
毎
日
4
〜
5
記
事
を
投
稿
。
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
版
と
ア
プ
リ
版
の
2
種
あ
る
。
ア
プ

リ
版
で
は
、
ア
プ
リ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
記

事
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
購
入
し
た
書
籍

の
電
子
書
籍
版
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
機

能
、
旅
好
き
の
読
者
が
交
流
で
き
る
写
真
投

稿
機
能
を
搭
載
。

●
S
N
S
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
旅
の

情
報
や
こ
と
り
っ
ぷ
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

を
毎
日
発
信
。
ほ
か
旅
メ
デ
ィ
ア
と
比
較
し

て
も
圧
倒
的
な
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
を
誇
り
、

T
w
itter

、Facebook

、In
stagram

、
あ

わ
せ
て
1
0
0
万
人
超
。

●
こ
と
り
っ
ぷ
で
は
、
女
性
の
誘
客
に
取
り

組
む
自
治
体
や
交
通
関
連
、
流
通
関
連
、
飲

食
店
、
女
性
向
け
商
品
の
メ
ー
カ
ー
な
ど
幅

広
い
法
人
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
持
つ
旅
メ
デ
ィ
ア

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
媒
体
ご
と
の
特
色
を
生

か
し
た
販
促
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
様
々

な
自
治
体
や
民
間
企
業
か
ら
小
冊
子
を
受
注

は
し
て
い
る
が
、
自
治
体
の
中
に
は
、
さ
ら

に
多
言
語
化
に
取
り
組
む
地
域
や
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
と
す
る
地
域
な
ど
、
小
冊
子

を
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ

る
。
ま
た
、『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』や『
こ

と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
で
も
タ
イ
ア
ッ
プ
記
事

を
作
成
し
、
紙
だ
け
で
な
く
、
W
E
B
の
記

事
を
流
用
す
る
形
で
抜
き
刷
り
冊
子
の
制

作
、
マ
ガ
ジ
ン
の
記
事
を
流
用
す
る
か
た
ち

で
『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
へ
掲
載
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
発
信
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
特
色

を
生
か
し
た
Ｐ
Ｒ
方
法
を
あ
わ
せ
て
提
案

し
、
発
信
し
て
い
る
。

●
こ
の
ほ
か
、
2
0
2
0
年
末
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
こ
と
り
っ
ぷ
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
」

で
は
、
書
籍
や
マ
ガ
ジ
ン
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
や
コ
ラ
ボ
商
品
の
販
売
を
し
て
い
る
。
ま

た
、オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
と『
こ
と
り
っ

ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』
を
セ
ッ
ト
に
し
た
商
品
や
こ

と
り
っ
ぷ
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
た
専
用
の

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
等
、
こ
こ
で
し
か
出
会
え
な

い
商
品
、
日
本
の
い
い
も
の
を
セ
レ
ク
ト
し

た
食
品
や
雑
貨
な
ど
、
旅
好
き
な
人
が
オ
ン

ラ
イ
ン
ス
ト
ア
を
の
ぞ
く
だ
け
で
旅
し
た
気

分
に
な
る
商
品
を
多
数
展
開
し
て
い
る
。

読
者
層

●
創
刊
時
（
2
0
0
8
年
）
は
、
20
〜
30
代

の
働
く
未
婚
の
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

意
識
し
て
い
た
。
現
在
も
女
性
が
9
割
以
上

を
占
め
て
お
り
、
20
〜
30
代
は
6
割
を
超
え

て
い
る
。

●
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
ど
ん
な
旅
が
し
た

い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
癒
や
さ
れ
る
旅
」「
非

日
常
を
感
じ
る
旅
」
を
求
め
て
い
る
読
者
が

多
く
、
具
体
的
に
は
「
自
然
の
絶
景
」「
グ
ル

メ
」「
宿
」「
寺
社
仏
閣
」「
ア
ー
ト
」「
温
泉
」

な
ど
を
目
当
て
に
旅
す
る
方
が
多
い
傾
向
。

ま
た
、『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
好
き
な
と
こ
ろ

に
つ
い
て
は
、
特
徴
的
な
「
サ
イ
ズ
」
や
「
誌

面
デ
ザ
イ
ン
」
が
主
に
あ
げ
ら
れ
、
編
集
の

こ
だ
わ
り
が
反
映
さ
れ
た
結
果
と
な
っ
た
。

持
ち
歩
き
や
す
い
デ
ザ
イ
ン

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
こ
だ
わ
り
は
表
紙
。

表
紙
柄
に
は
、
そ
の
エ
リ
ア
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
よ
う
な
柄
を
入
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で

　
2
0
2
2
年
9
月
26
日
（
月
）、「
紙
だ
か

ら
こ
そ
の
魅
力
〜
旅
好
き
女
性
を
引
き
付
け

る
旅
行
雑
誌
と
は
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
29

回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
か
つ
て
、
旅
行
の
情
報
収
集
の
主
流
だ
っ

た
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
近
年
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
S
N
S
の
発
達
に
よ
っ
て
紙
離
れ

が
進
み
、
旅
行
雑
誌
の
発
行
部
数
も
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
、

求
め
ら
れ
て
い
る
情
報
は
何
な
の
か
、
そ
し

て
、
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
併
用
、
相
乗
効
果
を

生
む
手
法
は
な
い
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
20
〜
30
代
女
性
を
中
心
に
人
気

を
集
め
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
こ
と
り
っ

ぷ
』
の
編
集
長
を
務
め
る
中
山
優
子
氏
を
お

招
き
し
、
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
持
つ
魅
力

や
紙
だ
か
ら
こ
そ
の
良
さ
、
紙
媒
体
・
デ
ジ

タ
ル
媒
体
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
し
た
活

用
方
法
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　『
こ
と
り
っ
ぷ
』
で
は
、「
魅
力
の
再
発
見
」

を
大
切
に
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
伝
え
る
た
め
の
情
報
発
信
の
方
法
や
見

せ
方
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
方
自
治
体
等
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
抜
き
刷

り
冊
子
の
配
布
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
S
N
S

で
の
情
報
発
信
、
旅
行
に
役
立
つ
ア
イ
テ
ム

な
ど
の
コ
ラ
ボ
商
品
開
発
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
紙
媒
体
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、

紙
媒
体
に
留
ま
ら
ず
に
地
域
の
新
た
な
一
面

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し

て
の
現
状
・
今
後
に
つ
い
て
も
伺
い
ま
し
た
。

『
こ
と
り
っ
ぷ
』
と
は

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
は
、
2
0
0
8
年
に
国

内
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
創
刊
し
、

2
0
2
3
年
2
月
末
に
15
年
を
迎
え
る
、
旅

す
る
す
べ
て
の
女
性
を
応
援
す
る
旅
メ
デ
ィ

ア
。
旅
先
の
情
報
を
毎
日
発
信
す
る

「
W
E
B
マ
ガ
ジ
ン
」
で
は
、
ス
ク
ロ
ー
ル

を
使
用
し
て
記
事
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
さ
ん
ぽ
や
旅
行
時
の
ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ
な

ど
を
特
集
し
、『
こ
と
り
っ
ぷ
』
だ
け
の
ス

タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
誌
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
カ
フ
ェ

や
料
理
、
風
景
な
ど
が
素
敵
な
写
真
で
、
食

べ
て
み
た
い
、
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
印
象

は
受
け
た
が
、
従
業
員
な
ど
現
地
で
対
応
し

て
く
れ
る
方
の
姿
に
は
あ
ま
り
フ
ォ
ー
カ
ス

さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
な

の
か
。

中
山
氏
…
撮
影
の
際
に
、
枠
内
に
人
を
入
れ

て
も
顔
を
出
さ
な
い
・
目
線
を
外
す
な
ど
、

人
気
（
ひ
と
け
）
を
感
じ
る
誌
面
作
り
を
積

極
的
に
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。し
か
し
、テ
ー

マ
に
合
い
つ
つ
、
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る

方
や
新
た
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
方
の
一

部
は
、
編
集
者
の
意
図
で
顔
出
し
を
し
て
も

ら
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
読
者
が
20
〜
40

代
で
あ
る
た
め
、
同
年
代
が
共
感
を
持
て
る

よ
う
な
方
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
多
い
。

参
加
者
…
ど
の
よ
う
に
記
事
の
ネ
タ
を
拾
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
方
（
例

え
ば
専
属
の
ラ
イ
タ
ー
や
地
元
の
方
）
に
書

い
て
も
ら
っ
て
い
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
記
事
を
作
ら
れ
て
い
る
の

か
を
知
り
た
い
。

中
山
氏
…
各
地
に
数
名
ず
つ
ラ
イ
タ
ー
が
い

る
。
京
都
を
取
り
上
げ
る
場
合
は
、
京
都
の

ラ
イ
タ
ー
に
相
談
す
る
が
、
相
談
し
つ
つ
、

編
集
者
自
身
も
S
N
S
や
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

収
集
を
通
じ
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
テ
ー
マ

に
ひ
も
付
く
も
の
を
発
掘
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
外
か
ら
の
目
線
も
と
て
も
重
要
だ
と

思
っ
て
い
る
た
め
だ
。
テ
ー
マ
設
定
と
い
う

脈
絡
で
は
、
ま
ず
、「
○
○
が
買
え
る
と
こ

ろ
は
な
い
か
な
」「
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
ら
い
い
な
」
と
い
っ
た
想
像
や
仮
定
を
自

分
の
中
で
思
い
描
い
て
ま
ち
を
歩
く
。
想
像

を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
新
た
な
も
の
も
見
つ

け
、
自
分
の
理
想
と
な
る
台
割
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
。
想
定
し
て
い
る
も
の
が
違
っ
た

方
向
の
も
の
で
あ
れ
ば
方
向
転
換
し
、
想
定

し
て
い
た
も
の
が
な
け
れ
ば
探
し
直
し
も
す

る
。

　
編
集
者
自
身
が
探
す
、
ラ
イ
タ
ー
と
意
見

交
換
を
す
る
、
更
に
想
像
を
膨
ら
ま
せ
新
た

に
仮
定
し
見
つ
け
て
い
く
と
い
っ
た
3
つ
を

意
識
し
、
丁
寧
に
取
材
を
し
な
が
ら
記
事
の

内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

参
加
者
…
「
あ
ま
り
デ
ィ
ー
プ
に
な
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の

線
引
き
は
編
集
長
の
中
山
氏
が
担
っ
て
い
る

の
か
。

中
山
氏
…
そ
の
エ
リ
ア
を
担
当
す
る
編
集
者

と
ラ
イ
タ
ー
で
意
見
交
換
、
そ
の
後
、
編
集

者
の
意
見
を
確
認
し
、
外
部
の
目
線
と
し
て

私
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
伝
え
意
見
交
換
を
し

な
が
ら
、
最
終
の
ペ
ー
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
決

定
、
線
引
き
を
し
て
い
る
。

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
読
者
が
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
場
所
と
新
し
い
場
所
・
も
の
を

掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
新
し
い
も
の
に
興

味
が
移
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
個

人
的
に
は
そ
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
、
深

す
ぎ
る
内
容
に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
て
い

る
。『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』で
は
、ス
ト
ー

リ
ー
を
紹
介
で
き
る
本
文
も
掲
載
で
き
る
た

め
、
読
者
が
ち
ょ
っ
と
知
っ
た
気
分
に
な
っ

て
も
ら
え
る
程
度
の
内
容
を
心
が
け
て
い

る
。
旅
は
癒
や
し
を
感
じ
る
も
の
だ
と
考
え

て
い
る
た
め
、
深
す
ぎ
る
内
容
は
旅
か
ら
遠

の
い
て
し
ま
う
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
メ
デ
ィ
ア
の

着
眼
点
を
聞
け
た
こ
と
が
大
変
良
か
っ
た
」、

「『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
特
徴
や
編
集
の
工
夫
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
、
大
変

参
考
に
な
っ
た
。
主
た
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
若

い
女
性
と
の
こ
と
だ
が
、
男
性
に
と
っ
て
も

役
に
立
つ
旅
行
誌
と
感
じ
た
」
と
い
っ
た
ご

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
お
話
か
ら
、
紙
媒
体
は
、
内
容
が

流
行
や
P
V
数
に
左
右
さ
れ
る
ウ
ェ
ブ
と

違
っ
て
編
集
者
の
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
こ
と

が
で
き
、
地
域
を
深
掘
り
し
て
伝
え
る
ツ
ー

ル
と
し
て
ま
だ
ま
だ
活
用
で
き
る
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
見
せ
方
に
も
た
く
さ
ん
の

工
夫
が
さ
れ
て
い
て
、
ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ

ク
す
る
、
旅
を
し
た
く
な
る
気
持
ち
に
さ
せ

る
こ
と
が
人
気
の
秘
訣
な
の
だ
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

　「
旅
す
る
人
に
小
さ
な
し
あ
わ
せ
を
届
け

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
情
報
を
発
信
し
て

い
る『
こ
と
り
っ
ぷ
』。誌
面
を
作
る
中
で
も
、

地
域
の
方
々
の
思
い
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

魅
力
の
磨
き
上
げ
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。『
こ
と
り
っ
ぷ
』
が
持
つ
か
わ
い
ら
し

さ
の
秘
訣
や
編
集
者
の
思
い
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
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け
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
そ
れ
は
、
創
刊
時
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
若
い
女
性
に
定
め
た
か
ら
な
の
か
。

中
山
氏
…
創
刊
時
か
ら
携
わ
っ
て
は
い
な
い

が
、「
か
わ
い
い
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、

創
刊
当
初
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。

そ
の
後
、『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』
の
創

刊
や
『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
の
公
開
が
始

ま
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
か
わ

い
い
」
に
磨
き
が
か
か
っ
て
き
て
い
る
。

参
加
者
…
お
話
を
聞
い
て
、
取
材
を
丁
寧
に

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。
写
真
も
撮
り
お
ろ

し
と
聞
い
た
が
、採
算
が
取
れ
て
い
る
の
か
。

中
山
氏
…
採
算
は
な
ん
と
か
取
れ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
、
海
外
版

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
売
れ
行
き
も
良
か
っ
た

が
、
現
状
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
各

自
治
体
の
宣
伝
を
し
た
い
と
い
う
意
欲
は
今

ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。『
こ
と

り
っ
ぷ
』
に
も
タ
イ
ア
ッ
プ
の
受
注
が
増
え

て
い
て
、
そ
の
お
か
げ
で
収
益
が
保
た
れ
て

い
る
状
況
だ
。
そ
の
た
め
、
タ
イ
ア
ッ
プ
で

は
、
そ
の
地
域
に
つ
い
て
深
掘
り
し
た
も
の

を
掲
載
す
る
よ
う
に
努
め
て
お
り
、
小
冊
子

を
作
る
場
合
は
、
次
年
度
以
降
再
版
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
も
の
を
目
指
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
紙
代
が
値
上
が
り
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、『
こ
と
り
っ
ぷ
』
や
『
こ
と
り
っ
ぷ

マ
ガ
ジ
ン
』も
値
上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

今
ま
で
手
に
取
り
や
す
い
価
格
だ
っ
た
も
の

が
そ
う
で
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
い
う
懸
念
が
あ
る
。

参
加
者
…
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
特
徴
で
あ
る

小
さ
な
サ
イ
ズ
が
コ
ラ
ボ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

な
る
こ
と
が
多
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ

の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
き
た
い
。

中
山
氏
…
創
刊
時
も
ど
れ
く
ら
い
の
大
き
さ

が
女
性
の
バ
ッ
グ
に
入
る
大
き
さ
な
の
か
、

た
だ
小
さ
す
ぎ
て
も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て

の
情
報
量
が
足
り
な
い
な
ど
、
書
籍
の
サ
イ

ズ
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
。
A
5
判
よ
り

や
や
小
さ
い
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
サ
イ
ズ
は
、

バ
ッ
グ
に
入
る
大
き
さ
と
掲
載
す
る
べ
き
情

報
量
の
両
方
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
旅
行
時

に
ト
ラ
ベ
ル
用
の
バ
ッ
グ
を
新
調
す
る
女
性

は
多
い
の
で
、
バ
ッ
グ
に
『
こ
と
り
っ
ぷ
』

が
す
っ
ぽ
り
入
る
よ
う
な
サ
イ
ズ
の
ポ
ケ
ッ

ト
を
付
け
る
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
商
品

を
販
売
す
る
こ
と
は
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
と
の

コ
ラ
ボ
で
し
か
で
き
な
い
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

が
大
き
い
と
、
バ
ッ
グ
も
大
き
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
女
性
向
け
に
特
化
し
た
小
さ
な

サ
イ
ズ
は
多
く
の
コ
ラ
ボ
商
品
が
生
ま
れ
る

要
因
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
ウ
ェ
ブ
の
場
合
は
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー

数
（
以
下
、
P
V
）
が
稼
げ
る
よ
う
な
テ
ー

マ
に
集
中
し
や
す
い
一
方
で
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
場
合
は
編
集
者
の
意
図
を
反
映
さ
せ
や

す
い
と
の
お
話
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な

違
い
が
よ
り
出
て
く
る
の
は
な
ぜ
か
。

中
山
氏
…
ウ
ェ
ブ
の
場
合
は
、
1
本
記
事
単

位
で
P
V
数
が
測
れ
て
し
ま
う
。
P
V
数
が

多
い
方
が
広
告
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

で
、
ウ
ェ
ブ
全
体
の
P
V
数
の
底
上
げ
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
、
よ
り
読
者
に
読
ま
れ
る
記
事
を
作
っ
て

い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
タ
イ
ア
ッ
プ
時

に
は
P
V
保
証
を
し
て
い
る
た
め
、
保
証
さ

れ
て
い
る
数
値
に
到
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
、
広
告
を
出
す
な
ど
の
対

策
を
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
対
策
を

す
る
前
に
、
た
く
さ
ん
の
読
者
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
記
事
を
作
れ

ば
よ
い
の
か
を
、
今
ま
で
の
経
験
値
か
ら
考

え
導
き
出
し
て
い
る
。

　
書
籍
に
お
い
て
も
、
当
然
売
り
上
げ
を
気

に
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
書
籍
で
は
、

全
体
的
に
1
冊
の
本
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い

た
ら
問
題
な
い
と
い
う
考
え
も
あ
る
た
め
、

新
し
い
魅
力
を
紹
介
し
た
い
と
い
っ
た
編
集

者
の
意
図
を
汲
ん
だ
記
事
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
。

参
加
者
…
今
後
も
紙
媒
体
の
低
迷
が
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
ウ
ェ
ブ
に
さ
ら
に
力

を
入
れ
て
い
く
と
い
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

中
山
氏
…
ま
さ
に
そ
れ
を
今
見
極
め
て
い
る

段
階
か
も
し
れ
な
い
。
元
々
は
紙
の
編
集
を

し
て
い
る
の
で
、
紙
に
対
す
る
編
集
目
線
を

ウ
ェ
ブ
に
入
れ
込
み
、
紙
と
ウ
ェ
ブ
の
融
合

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ウ
ェ
ブ
広
告
の
売
り

上
げ
が
大
き
な
収
益
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

ウ
ェ
ブ
へ
シ
フ
ト
す
る
可
能
性
は
あ
る
と
思

う
。
実
際
に
、
ウ
ェ
ブ
は
行
政
か
ら
の
関
心

も
高
い
。
こ
れ
は
、
世
間
的
に
ウ
ェ
ブ
を
重

視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
現
れ
だ
と
思

う
。

参
加
者
…
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
書
籍
に
つ

い
て
だ
が
、
現
状
見
開
き
1
ペ
ー
ジ
に
1
つ

の
テ
ー
マ
と
伺
っ
た
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
縦
型
画
面
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
る
と
半

ペ
ー
ジ
し
か
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

ウ
ェ
ブ
で
の
公
開
に
向
け
て
、
見
開
き
半

ペ
ー
ジ
に
1
つ
の
テ
ー
マ
に
す
る
方
針
は
検

討
し
て
い
な
い
か
。

中
山
氏
…
今
後
、
新
刊
を
出
す
際
に
は
検
討

し
て
い
く
べ
き
こ
と
だ
と
思
う
。
た
だ
し
、

現
状
と
し
て
は
書
籍
を
そ
の
ま
ま
持
ち
運
べ

る
と
い
う
点
を
重
視
し
て
い
る
の
で
、
今
す

ぐ
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
の
縦
型
構
成
は

考
え
て
い
な
い
。
書
籍
で
は
な
く
記
事
に
な

る
が
、『
こ
と
り
っ
ぷ
ア
プ
リ
』
内
の

「たびとしょCafe」

29回第

「
紙
だ
か
ら
こ
そ
の
魅
力

〜
旅
好
き
女
性
を
引
き
付
け
る

 

旅
行
雑
誌
と
は
〜
」を
開
催

中
山
優
子
氏（
な
か
や
ま
・
ゆ
う
こ
）

岩
手
県
久
慈
市
出
身
。

立
正
大
学
文
学
部
地
理
学
科（
当
時
）を
卒
業
後
、昭
文
社
に
入
社
し
、

地
図・ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
制
作
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
力
を
生
か
し
た
、

各
企
業・自
治
体
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト・ノ
ベル
ティ
グ
ッ
ズ
な
ど
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ツ
ー
ル
の
企
画
編
集
を
担
当
。

2
0
1
5
年
、こ
と
り
っ
ぷ
編
集
チ
ー
ム
に
異
動
後
は
、

こ
と
り
っ
ぷ
書
籍・こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B・こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
の
編
集
、

コ
ラ
ボ
商
品
の
監
修
な
ど
を
行
う
。

2
0
1
8
年
よ
り『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』編
集
長
、

2
0
2
0
年
よ
り『
こ
と
り
っ
ぷ
』編
集
長
。

G
u
est sp

ea
ker

【
第
1
部
】

話
題
提
供

活 動 報 告

に
、
誌
面
上
の
掲
載
件
数
を
あ
る
程
度
絞
っ

て
い
る
。
ま
た
、
読
者
の
行
き
た
い
場
所
を

入
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
実
現
可
能
な
プ

ラ
ン
で
、
み
ど
こ
ろ
・
休
憩
を
は
さ
み
な
が

ら
、
編
集
者
が
読
者
に
対
し
て
今
行
っ
て
ほ

し
い
地
域
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
を
独

自
目
線
で
提
案
し
て
い
る
。

●
地
域
の
こ
と
が
視
覚
的
に
わ
か
る
目
次
機

能
を
入
れ
て
お
り
、
写
真
と
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
入
れ
る
こ
と
で
、
旅
の
目
的
を
定
め
や

旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
作
る
う
え
で
の

工
夫

（
2
） は

じ
め
に

（
1
）
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ま
ち
の
風
景
を
切
り
取
っ
た
写
真
コ
ラ
ム
を

活
用
す
る
な
ど
）
と
い
っ
た
構
成
に
し
て
お

り
、
編
集
者
が
そ
の
地
で
何
を
見
せ
た
い
か

が
垣
間
見
え
る
よ
う
な
構
成
に
し
て
い
る
。

写
真
に
こ
だ
わ
る

●
写
真
を
効
果
的
に
使
う
こ
と
で
、
編
集
者

の
伝
え
た
い
こ
と
の
半
分
以
上
が
伝
わ
る
と

考
え
て
い
る
。
写
真
は
、
証
明
写
真
の
よ
う

な
も
の
で
は
な
く
、
場
所
の
空
気
感
や
雰
囲

気
を
伝
え
る
よ
う
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
る
。

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
写
真
の
特
徴
は
、①
自

然
光
②
切
り
取
る
③
過
剰
な
演
出
は
し
な
い

こ
と
で
あ
る
。
自
然
光
で
そ
の
場
の
雰
囲
気

を
伝
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
背
景
の

映
し
方
や
ぼ
か
し
方
な
ど
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と

の
協
力
・
意
思
疎
通
も
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、

読
者
が
実
際
に
現
地
に
行
っ
た
と
き
に
同
じ

よ
う
に
撮
影
で
き
る
よ
う
に
色
味
補
正
は
過

剰
に
せ
ず
、一
人
旅
・
友
達
と
の
旅
を
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
よ
う
に
大
量
の
料
理
を
並
べ
な

い
な
ど
を
意
識
し
て
い
る
。

「
か
わ
い
く
」「
や
さ
し
く
」

「
や
わ
ら
か
く
」

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
特
徴
は
「
か
わ
い
く
」

「
や
さ
し
く
」「
や
わ
ら
か
く
」
の
3
つ
。
こ

れ
は
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
文
章
や
掲
載

箇
所
選
び
な
ど
、
す
べ
て
に
言
え
る
こ
と
で

あ
る
。
誰
も
が
か
わ
い
い
と
思
う
お
店
を
選

び
、
や
さ
し
い
・
や
わ
ら
か
い
雰
囲
気
の
写

真
や
誌
面
、
言
葉
遣
い
な
ど
、
特
に
意
識
し

て
作
り
込
ん
で
い
る
。

●
こ
の
3
つ
に
あ
わ
せ
て
、
非
日
常
や
と
き

め
き
、
癒
や
し
、
地
域
性
や
普
遍
的
な
も
の

を
そ
っ
と
伝
え
、
読
者
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や

雑
誌
を
眺
め
る
だ
け
で
旅
し
た
気
分
に
な
っ

て
ほ
し
い
。

W
E
B
と
雑
誌
の
使
い
分
け

●『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
は
、
読
者
の
嗜

好
に
よ
っ
て
読
ま
せ
る
記
事
よ
り
写
真
で
見

せ
る
記
事
が
多
い
が
、『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ

ジ
ン
』
で
は
ス
ト
ー
リ
ー
を
深
掘
り
し
て
紹

介
す
る
記
事
を
書
い
て
い
る
。そ
し
て
、ウ
ェ

ブ
で
は
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
を
意
識
し
記
事
に
す

る
こ
と
を
た
め
ら
う
よ
う
な
記
事（
例
え
ば
、

2
0
2
2
年
秋
号
の
『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ

ン
』
で
は
防
災
グ
ッ
ズ
な
ど
の
旅
と
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
つ
な
が
る
よ
う
な
企
画
記
事
）

を
実
験
的
に
掲
載
し
て
い
る
。

ウ
ェ
ブ
を
活
用
す
る
に

あ
た
っ
て
の
課
題

●『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
で
は
、
毎
日
4

〜
5
記
事
を
配
信
し
て
お
り
、
既
に
書
籍
で

掲
載
し
た
記
事
の
流
用
や
企
業
や
自
治
体
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
記
事
、
新
た
に
取
材
を
し

た
記
事
な
ど
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
た
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

記
事
内
の
情
報
は
毎
日
公
開
し
た
時
点
で
劣

化
し
て
い
く
と
感
じ
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
記
事

の
鮮
度
は
配
信
直
後
が
一
番
新
鮮
で
、
1
日

〜
2
週
間
程
度
で
劣
化
し
て
し
ま
う
と
考
え

て
い
る
。

●
ウ
ェ
ブ
記
事
は
長
文
に
な
る
と
読
ん
で
も

ら
え
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
季
節
や
テ
ー

マ
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
エ
リ
ア
全
体
の
紹
介
な
ど
の
複
数
の

テ
ー
マ
の
記
事
は
１
つ
の
記
事
に
ま
と
め
る

こ
と
が
難
し
い
。

●
ウ
ェ
ブ
記
事
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
他
社
を
含

め
て
平
均
化
さ
れ
て
お
り
、
他
メ
デ
ィ
ア
と

の
差
別
化
が
難
し
く
、『
こ
と
り
っ
ぷ

W
E
B
』
の
特
徴
を
出
し
づ
ら
い
。

●
ウ
ェ
ブ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ

る
が
、
分
単
位
で
記
事
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
が

わ
か
る
た
め
、
読
者
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う

な
記
事
が
好
ま
れ
る
の
か
が
わ
か
る
。
そ
の

た
め
、他
社
や
S
N
S
等
の
動
向
を
注
視
し
、

読
者
に
人
気
の
テ
ー
マ
や
好
ま
れ
る
・
必
要

と
さ
れ
て
い
る
情
報
を
集
め
る
必
要
が
あ

る
。
ウ
ェ
ブ
で
は
自
分
た
ち
が
書
き
た
い
記

事
を
出
し
続
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ

の
よ
う
な
流
行
し
て
い
る
情
報
を
集
め
、
記

事
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
で
ア
ク
セ
ス
数
の

増
加
に
つ
な
げ
て
い
る
。
結
果
的
に
タ
イ

ア
ッ
プ
や
広
告
と
し
て
の
効
果
も
あ
る
が

『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
個
性
が
出
し
づ
ら
く
、

ら
し
さ
を
ど
う
提
案
す
る
か
常
に
模
索
し
続

け
る
と
と
も
に
、
課
題
だ
と
感
じ
て
い
る
。

参
加
者
…『
こ
と
り
っ
ぷ 

京
都
』を
拝
見
し
、

と
て
も
感
覚
的
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
だ
と
思
っ

た
。
今
日
の
話
を
伺
い
、
中
山
氏
の
一
貫
し

た
理
念
や
哲
学
が
感
じ
ら
れ
、
読
者
の
感
覚

に
訴
え
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。
そ
の
よ
う
な
理
解
で
あ
っ
て
い

る
か
。

中
山
氏
…
ぱ
っ
と
見
た
と
き
の「
か
わ
い
い
」

と
い
う
感
覚
は
大
事
だ
と
感
じ
て
い
る
。
そ

の
感
覚
で
ま
ず
人
を
引
き
付
け
、
よ
り
知
識

を
深
掘
り
し
た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
仕
掛

あ
る
。
他
誌
の
よ
う
に
華
や
か
で
「
い
か
に

も
旅
行
し
て
い
ま
す
」
と
自
分
か
ら
P
R
す

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
旅
行
中
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
落
ち
着
い
た
色
と

柄
で
表
現
し
て
い
る
。

●
表
紙
の
絵
柄
は
そ
の
土
地
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
も
の
に
し
て
お
り
、
分
か
り
や
す
い
モ

チ
ー
フ
か
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
ま

で
あ
る
。
イ
ラ
ス
ト
の
方
向
性
は
多
岐
に
わ

た
る
が
、
創
刊
当
時
の
そ
の
エ
リ
ア
の
織
物

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
柄
か
ら
、
今
で
は
箸
置

き
や
寄
せ
木
、
た
ま
ね
ぎ
な
ど
ご
当
地
の
特

産
品
や
工
芸
品
も
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
表
紙
の
帯
写
真
も
合
わ
せ
て
検

討
し
て
い
る
。
こ
の
帯
を
付
け
、
表
紙
の
絵

柄
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
編
集
者
が
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
エ
リ
ア
像
を
示
し
て
い
る
。
帯
を

外
す
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
の
で
、
外
し
た

場
合
と
付
け
た
場
合
の
両
方
を
考
え
、
絵
柄

と
写
真
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
編
集
部
全
体
で

検
討
し
て
い
る
。

●
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
、
女
性
が
よ
く
持
つ
小

さ
め
の
バ
ッ
グ
に
収
納
し
や
す
い
こ
と
が
特

徴
。
持
っ
て
い
る
と
タ
イ
ト
ル
を
隠
す
こ
と

も
で
き
、
ノ
ー
ト
や
手
帳
の
よ
う
に
見
え
る

の
で
、
旅
先
で
歩
き
な
が
ら
、
ま
た
、
お
し
ゃ

れ
な
カ
フ
ェ
で
見
て
い
て
も
周
囲
に
マ
ッ
チ

す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。

 

現
実
的
な
2
泊
3
日
の
プ
ラ
ン

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
語
源
と
な
る
「
小
さ
な

旅
（co

-T
rip

）」
は
、
働
く
女
性
が
週
末
に

2
泊
3
日
で
行
く
旅
を
想
定
し
て
い
る
た

め
、
必
ず
2
泊
3
日
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
掲

載
し
て
い
る
。
読
者
に
は
旅
行
の
計
画
や
地

図
を
見
る
こ
と
が
苦
手
で
、
友
人
と
旅
行
の

計
画
を
立
て
る
と
き
も
自
分
の
意
見
を
主
張

し
づ
ら
い
と
い
う
女
性
が
多
い
。『
こ
と
り
っ

ぷ
』
愛
読
者
の

場
合
、
こ
の
プ

ラ
ン
を
そ
の
ま

ま
な
ぞ
っ
て
実

際
に
旅
行
す
る

方
が
多
い
と
聞

い
て
い
る
。
そ

の
た
め
時
間
配

分
な
ど
細
か
い

部
分
に
も
気
を

遣
っ
て
プ
ラ
ン

を
組
ん
で
い

る
。

●
地
域
の
特
性

を
見
極
め
、
ど

こ
に
行
き
た
い

か
目
標
設
定
が

で
き
る
よ
う

す
く
し
て
い
る
。
ペ
ー
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
編

集
者
の
意
図
や
地
域
の
特
性
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
地
域
ご
と
に
章
立
て
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
が
、
例
え
ば
、
い
わ
て
版
の

場
合
は
、
こ
と
り
っ
ぷ
読
者
に
い
ま
行
っ
て

ほ
し
い
場
所
の
記
事
を
前
に
す
る
、
一
般
的

な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
あ
ま
り
掲
載
し
て
い

な
い
特
別
な
場
所
や
体
験
を
紹
介
す
る
、
定

番
観
光
地
の
紹
介
の
仕
方
に
こ
だ
わ
る
（
岩

手
県
の
場
合
、盛
岡
三
大
麺
よ
り
宮
沢
賢
治
、

「
W
E
B
･
ア
プ
リ
」、
旅
先
や
地
域
の
魅
力

を
紹
介
す
る
季
刊
誌
「
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ

ン
」、
国
内
海
外
1
2
2
タ
イ
ト
ル
、
累
計

発
行
部
数
1
8
0
0
万
部
超
の
旅
行
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
「
こ
と
り
っ
ぷ
」、
イ
ベ
ン
ト
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
旅
す

る
女
性
を
し
あ
わ
せ
に
す
る
手
伝
い
を
し
て

い
る
。

●
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
は
、

働
く
女
性
が
週
末
に
行
く
小
さ
な
旅
を
提
案

す
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
国
内
版
69
点
、

海
外
版
44
点
、
海
外
会
話
帖
9
点
と
幅
広
く

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
制
作
（
2
0
2
2
年
9
月

26
日
時
点
）。

●『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』
は
、
街
の
い

い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
旅
の
き
っ
か
け
マ
ガ

ジ
ン
。
季
節
ご
と
に
（
年
4
回
）
発
行
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
で
行
き
た
く
な
る
す
て
き

な
街
、
旅
の
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
幅
広

い
テ
ー
マ
で
、
あ
た
ら
し
い
旅
先
を
紹
介
。

●『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
で
は
、
季
節
に

あ
わ
せ
て
最
新
の
ス
ポ
ッ
ト
や
週
末
行
き
た

い
旅
先
を
紹
介
。
記
事
の
多
く
は
各
地
に
い

る
ラ
イ
タ
ー
が
独
自
取
材
の
も
と
制
作
し
て

お
り
、
毎
日
4
〜
5
記
事
を
投
稿
。
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
版
と
ア
プ
リ
版
の
2
種
あ
る
。
ア
プ

リ
版
で
は
、
ア
プ
リ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
記

事
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
購
入
し
た
書
籍

の
電
子
書
籍
版
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
機

能
、
旅
好
き
の
読
者
が
交
流
で
き
る
写
真
投

稿
機
能
を
搭
載
。

●
S
N
S
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
旅
の

情
報
や
こ
と
り
っ
ぷ
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

を
毎
日
発
信
。
ほ
か
旅
メ
デ
ィ
ア
と
比
較
し

て
も
圧
倒
的
な
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
を
誇
り
、

T
w
itter

、Facebook

、In
stagram

、
あ

わ
せ
て
1
0
0
万
人
超
。

●
こ
と
り
っ
ぷ
で
は
、
女
性
の
誘
客
に
取
り

組
む
自
治
体
や
交
通
関
連
、
流
通
関
連
、
飲

食
店
、
女
性
向
け
商
品
の
メ
ー
カ
ー
な
ど
幅

広
い
法
人
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
持
つ
旅
メ
デ
ィ
ア

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
媒
体
ご
と
の
特
色
を
生

か
し
た
販
促
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
様
々

な
自
治
体
や
民
間
企
業
か
ら
小
冊
子
を
受
注

は
し
て
い
る
が
、
自
治
体
の
中
に
は
、
さ
ら

に
多
言
語
化
に
取
り
組
む
地
域
や
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
と
す
る
地
域
な
ど
、
小
冊
子

を
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ

る
。
ま
た
、『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』や『
こ

と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
で
も
タ
イ
ア
ッ
プ
記
事

を
作
成
し
、
紙
だ
け
で
な
く
、
W
E
B
の
記

事
を
流
用
す
る
形
で
抜
き
刷
り
冊
子
の
制

作
、
マ
ガ
ジ
ン
の
記
事
を
流
用
す
る
か
た
ち

で
『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
へ
掲
載
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
発
信
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
特
色

を
生
か
し
た
Ｐ
Ｒ
方
法
を
あ
わ
せ
て
提
案

し
、
発
信
し
て
い
る
。

●
こ
の
ほ
か
、
2
0
2
0
年
末
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
こ
と
り
っ
ぷ
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
」

で
は
、
書
籍
や
マ
ガ
ジ
ン
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
や
コ
ラ
ボ
商
品
の
販
売
を
し
て
い
る
。
ま

た
、オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
と『
こ
と
り
っ

ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』
を
セ
ッ
ト
に
し
た
商
品
や
こ

と
り
っ
ぷ
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
た
専
用
の

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
等
、
こ
こ
で
し
か
出
会
え
な

い
商
品
、
日
本
の
い
い
も
の
を
セ
レ
ク
ト
し

た
食
品
や
雑
貨
な
ど
、
旅
好
き
な
人
が
オ
ン

ラ
イ
ン
ス
ト
ア
を
の
ぞ
く
だ
け
で
旅
し
た
気

分
に
な
る
商
品
を
多
数
展
開
し
て
い
る
。

読
者
層

●
創
刊
時
（
2
0
0
8
年
）
は
、
20
〜
30
代

の
働
く
未
婚
の
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

意
識
し
て
い
た
。
現
在
も
女
性
が
9
割
以
上

を
占
め
て
お
り
、
20
〜
30
代
は
6
割
を
超
え

て
い
る
。

●
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
ど
ん
な
旅
が
し
た

い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
癒
や
さ
れ
る
旅
」「
非

日
常
を
感
じ
る
旅
」
を
求
め
て
い
る
読
者
が

多
く
、
具
体
的
に
は
「
自
然
の
絶
景
」「
グ
ル

メ
」「
宿
」「
寺
社
仏
閣
」「
ア
ー
ト
」「
温
泉
」

な
ど
を
目
当
て
に
旅
す
る
方
が
多
い
傾
向
。

ま
た
、『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
好
き
な
と
こ
ろ

に
つ
い
て
は
、
特
徴
的
な
「
サ
イ
ズ
」
や
「
誌

面
デ
ザ
イ
ン
」
が
主
に
あ
げ
ら
れ
、
編
集
の

こ
だ
わ
り
が
反
映
さ
れ
た
結
果
と
な
っ
た
。

持
ち
歩
き
や
す
い
デ
ザ
イ
ン

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
こ
だ
わ
り
は
表
紙
。

表
紙
柄
に
は
、
そ
の
エ
リ
ア
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
よ
う
な
柄
を
入
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で

　
2
0
2
2
年
9
月
26
日
（
月
）、「
紙
だ
か

ら
こ
そ
の
魅
力
〜
旅
好
き
女
性
を
引
き
付
け

る
旅
行
雑
誌
と
は
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
29

回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
か
つ
て
、
旅
行
の
情
報
収
集
の
主
流
だ
っ

た
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
近
年
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
S
N
S
の
発
達
に
よ
っ
て
紙
離
れ

が
進
み
、
旅
行
雑
誌
の
発
行
部
数
も
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
、

求
め
ら
れ
て
い
る
情
報
は
何
な
の
か
、
そ
し

て
、
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
併
用
、
相
乗
効
果
を

生
む
手
法
は
な
い
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
20
〜
30
代
女
性
を
中
心
に
人
気

を
集
め
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
こ
と
り
っ

ぷ
』
の
編
集
長
を
務
め
る
中
山
優
子
氏
を
お

招
き
し
、
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
持
つ
魅
力

や
紙
だ
か
ら
こ
そ
の
良
さ
、
紙
媒
体
・
デ
ジ

タ
ル
媒
体
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
し
た
活

用
方
法
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　『
こ
と
り
っ
ぷ
』
で
は
、「
魅
力
の
再
発
見
」

を
大
切
に
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
伝
え
る
た
め
の
情
報
発
信
の
方
法
や
見

せ
方
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
方
自
治
体
等
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
抜
き
刷

り
冊
子
の
配
布
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
S
N
S

で
の
情
報
発
信
、
旅
行
に
役
立
つ
ア
イ
テ
ム

な
ど
の
コ
ラ
ボ
商
品
開
発
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
紙
媒
体
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、

紙
媒
体
に
留
ま
ら
ず
に
地
域
の
新
た
な
一
面

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し

て
の
現
状
・
今
後
に
つ
い
て
も
伺
い
ま
し
た
。

『
こ
と
り
っ
ぷ
』
と
は

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
は
、
2
0
0
8
年
に
国

内
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
創
刊
し
、

2
0
2
3
年
2
月
末
に
15
年
を
迎
え
る
、
旅

す
る
す
べ
て
の
女
性
を
応
援
す
る
旅
メ
デ
ィ

ア
。
旅
先
の
情
報
を
毎
日
発
信
す
る

「
W
E
B
マ
ガ
ジ
ン
」
で
は
、
ス
ク
ロ
ー
ル

を
使
用
し
て
記
事
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
さ
ん
ぽ
や
旅
行
時
の
ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ
な

ど
を
特
集
し
、『
こ
と
り
っ
ぷ
』
だ
け
の
ス

タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
誌
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
カ
フ
ェ

や
料
理
、
風
景
な
ど
が
素
敵
な
写
真
で
、
食

べ
て
み
た
い
、
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
印
象

は
受
け
た
が
、
従
業
員
な
ど
現
地
で
対
応
し

て
く
れ
る
方
の
姿
に
は
あ
ま
り
フ
ォ
ー
カ
ス

さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
な

の
か
。

中
山
氏
…
撮
影
の
際
に
、
枠
内
に
人
を
入
れ

て
も
顔
を
出
さ
な
い
・
目
線
を
外
す
な
ど
、

人
気
（
ひ
と
け
）
を
感
じ
る
誌
面
作
り
を
積

極
的
に
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。し
か
し
、テ
ー

マ
に
合
い
つ
つ
、
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る

方
や
新
た
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
方
の
一

部
は
、
編
集
者
の
意
図
で
顔
出
し
を
し
て
も

ら
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
読
者
が
20
〜
40

代
で
あ
る
た
め
、
同
年
代
が
共
感
を
持
て
る

よ
う
な
方
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
多
い
。

参
加
者
…
ど
の
よ
う
に
記
事
の
ネ
タ
を
拾
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
方
（
例

え
ば
専
属
の
ラ
イ
タ
ー
や
地
元
の
方
）
に
書

い
て
も
ら
っ
て
い
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
記
事
を
作
ら
れ
て
い
る
の

か
を
知
り
た
い
。

中
山
氏
…
各
地
に
数
名
ず
つ
ラ
イ
タ
ー
が
い

る
。
京
都
を
取
り
上
げ
る
場
合
は
、
京
都
の

ラ
イ
タ
ー
に
相
談
す
る
が
、
相
談
し
つ
つ
、

編
集
者
自
身
も
S
N
S
や
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

収
集
を
通
じ
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
テ
ー
マ

に
ひ
も
付
く
も
の
を
発
掘
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
外
か
ら
の
目
線
も
と
て
も
重
要
だ
と

思
っ
て
い
る
た
め
だ
。
テ
ー
マ
設
定
と
い
う

脈
絡
で
は
、
ま
ず
、「
○
○
が
買
え
る
と
こ

ろ
は
な
い
か
な
」「
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
ら
い
い
な
」
と
い
っ
た
想
像
や
仮
定
を
自

分
の
中
で
思
い
描
い
て
ま
ち
を
歩
く
。
想
像

を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
新
た
な
も
の
も
見
つ

け
、
自
分
の
理
想
と
な
る
台
割
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
。
想
定
し
て
い
る
も
の
が
違
っ
た

方
向
の
も
の
で
あ
れ
ば
方
向
転
換
し
、
想
定

し
て
い
た
も
の
が
な
け
れ
ば
探
し
直
し
も
す

る
。

　
編
集
者
自
身
が
探
す
、
ラ
イ
タ
ー
と
意
見

交
換
を
す
る
、
更
に
想
像
を
膨
ら
ま
せ
新
た

に
仮
定
し
見
つ
け
て
い
く
と
い
っ
た
3
つ
を

意
識
し
、
丁
寧
に
取
材
を
し
な
が
ら
記
事
の

内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

参
加
者
…
「
あ
ま
り
デ
ィ
ー
プ
に
な
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の

線
引
き
は
編
集
長
の
中
山
氏
が
担
っ
て
い
る

の
か
。

中
山
氏
…
そ
の
エ
リ
ア
を
担
当
す
る
編
集
者

と
ラ
イ
タ
ー
で
意
見
交
換
、
そ
の
後
、
編
集

者
の
意
見
を
確
認
し
、
外
部
の
目
線
と
し
て

私
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
伝
え
意
見
交
換
を
し

な
が
ら
、
最
終
の
ペ
ー
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
決

定
、
線
引
き
を
し
て
い
る
。

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
読
者
が
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
場
所
と
新
し
い
場
所
・
も
の
を

掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
新
し
い
も
の
に
興

味
が
移
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
個

人
的
に
は
そ
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
、
深

す
ぎ
る
内
容
に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
て
い

る
。『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』で
は
、ス
ト
ー

リ
ー
を
紹
介
で
き
る
本
文
も
掲
載
で
き
る
た

め
、
読
者
が
ち
ょ
っ
と
知
っ
た
気
分
に
な
っ

て
も
ら
え
る
程
度
の
内
容
を
心
が
け
て
い

る
。
旅
は
癒
や
し
を
感
じ
る
も
の
だ
と
考
え

て
い
る
た
め
、
深
す
ぎ
る
内
容
は
旅
か
ら
遠

の
い
て
し
ま
う
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
メ
デ
ィ
ア
の

着
眼
点
を
聞
け
た
こ
と
が
大
変
良
か
っ
た
」、

「『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
特
徴
や
編
集
の
工
夫
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
、
大
変

参
考
に
な
っ
た
。
主
た
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
若

い
女
性
と
の
こ
と
だ
が
、
男
性
に
と
っ
て
も

役
に
立
つ
旅
行
誌
と
感
じ
た
」
と
い
っ
た
ご

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
お
話
か
ら
、
紙
媒
体
は
、
内
容
が

流
行
や
P
V
数
に
左
右
さ
れ
る
ウ
ェ
ブ
と

違
っ
て
編
集
者
の
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
こ
と

が
で
き
、
地
域
を
深
掘
り
し
て
伝
え
る
ツ
ー

ル
と
し
て
ま
だ
ま
だ
活
用
で
き
る
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
見
せ
方
に
も
た
く
さ
ん
の

工
夫
が
さ
れ
て
い
て
、
ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ

ク
す
る
、
旅
を
し
た
く
な
る
気
持
ち
に
さ
せ

る
こ
と
が
人
気
の
秘
訣
な
の
だ
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

　「
旅
す
る
人
に
小
さ
な
し
あ
わ
せ
を
届
け

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
情
報
を
発
信
し
て

い
る『
こ
と
り
っ
ぷ
』。誌
面
を
作
る
中
で
も
、

地
域
の
方
々
の
思
い
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

魅
力
の
磨
き
上
げ
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。『
こ
と
り
っ
ぷ
』
が
持
つ
か
わ
い
ら
し

さ
の
秘
訣
や
編
集
者
の
思
い
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
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け
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
そ
れ
は
、
創
刊
時
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
若
い
女
性
に
定
め
た
か
ら
な
の
か
。

中
山
氏
…
創
刊
時
か
ら
携
わ
っ
て
は
い
な
い

が
、「
か
わ
い
い
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、

創
刊
当
初
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。

そ
の
後
、『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』
の
創

刊
や
『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
の
公
開
が
始

ま
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
か
わ

い
い
」
に
磨
き
が
か
か
っ
て
き
て
い
る
。

参
加
者
…
お
話
を
聞
い
て
、
取
材
を
丁
寧
に

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。
写
真
も
撮
り
お
ろ

し
と
聞
い
た
が
、採
算
が
取
れ
て
い
る
の
か
。

中
山
氏
…
採
算
は
な
ん
と
か
取
れ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
、
海
外
版

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
売
れ
行
き
も
良
か
っ
た

が
、
現
状
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
各

自
治
体
の
宣
伝
を
し
た
い
と
い
う
意
欲
は
今

ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。『
こ
と

り
っ
ぷ
』
に
も
タ
イ
ア
ッ
プ
の
受
注
が
増
え

て
い
て
、
そ
の
お
か
げ
で
収
益
が
保
た
れ
て

い
る
状
況
だ
。
そ
の
た
め
、
タ
イ
ア
ッ
プ
で

は
、
そ
の
地
域
に
つ
い
て
深
掘
り
し
た
も
の

を
掲
載
す
る
よ
う
に
努
め
て
お
り
、
小
冊
子

を
作
る
場
合
は
、
次
年
度
以
降
再
版
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
も
の
を
目
指
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
紙
代
が
値
上
が
り
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、『
こ
と
り
っ
ぷ
』
や
『
こ
と
り
っ
ぷ

マ
ガ
ジ
ン
』も
値
上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

今
ま
で
手
に
取
り
や
す
い
価
格
だ
っ
た
も
の

が
そ
う
で
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
い
う
懸
念
が
あ
る
。

参
加
者
…
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
特
徴
で
あ
る

小
さ
な
サ
イ
ズ
が
コ
ラ
ボ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

な
る
こ
と
が
多
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ

の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
き
た
い
。

中
山
氏
…
創
刊
時
も
ど
れ
く
ら
い
の
大
き
さ

が
女
性
の
バ
ッ
グ
に
入
る
大
き
さ
な
の
か
、

た
だ
小
さ
す
ぎ
て
も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て

の
情
報
量
が
足
り
な
い
な
ど
、
書
籍
の
サ
イ

ズ
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
。
A
5
判
よ
り

や
や
小
さ
い
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
サ
イ
ズ
は
、

バ
ッ
グ
に
入
る
大
き
さ
と
掲
載
す
る
べ
き
情

報
量
の
両
方
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
旅
行
時

に
ト
ラ
ベ
ル
用
の
バ
ッ
グ
を
新
調
す
る
女
性

は
多
い
の
で
、
バ
ッ
グ
に
『
こ
と
り
っ
ぷ
』

が
す
っ
ぽ
り
入
る
よ
う
な
サ
イ
ズ
の
ポ
ケ
ッ

ト
を
付
け
る
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
商
品

を
販
売
す
る
こ
と
は
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
と
の

コ
ラ
ボ
で
し
か
で
き
な
い
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

が
大
き
い
と
、
バ
ッ
グ
も
大
き
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
女
性
向
け
に
特
化
し
た
小
さ
な

サ
イ
ズ
は
多
く
の
コ
ラ
ボ
商
品
が
生
ま
れ
る

要
因
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
ウ
ェ
ブ
の
場
合
は
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー

数
（
以
下
、
P
V
）
が
稼
げ
る
よ
う
な
テ
ー

マ
に
集
中
し
や
す
い
一
方
で
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
場
合
は
編
集
者
の
意
図
を
反
映
さ
せ
や

す
い
と
の
お
話
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な

違
い
が
よ
り
出
て
く
る
の
は
な
ぜ
か
。

中
山
氏
…
ウ
ェ
ブ
の
場
合
は
、
1
本
記
事
単

位
で
P
V
数
が
測
れ
て
し
ま
う
。
P
V
数
が

多
い
方
が
広
告
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

で
、
ウ
ェ
ブ
全
体
の
P
V
数
の
底
上
げ
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
、
よ
り
読
者
に
読
ま
れ
る
記
事
を
作
っ
て

い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
タ
イ
ア
ッ
プ
時

に
は
P
V
保
証
を
し
て
い
る
た
め
、
保
証
さ

れ
て
い
る
数
値
に
到
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
、
広
告
を
出
す
な
ど
の
対

策
を
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
対
策
を

す
る
前
に
、
た
く
さ
ん
の
読
者
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
記
事
を
作
れ

ば
よ
い
の
か
を
、
今
ま
で
の
経
験
値
か
ら
考

え
導
き
出
し
て
い
る
。

　
書
籍
に
お
い
て
も
、
当
然
売
り
上
げ
を
気

に
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
書
籍
で
は
、

全
体
的
に
1
冊
の
本
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い

た
ら
問
題
な
い
と
い
う
考
え
も
あ
る
た
め
、

新
し
い
魅
力
を
紹
介
し
た
い
と
い
っ
た
編
集

者
の
意
図
を
汲
ん
だ
記
事
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
。

参
加
者
…
今
後
も
紙
媒
体
の
低
迷
が
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
ウ
ェ
ブ
に
さ
ら
に
力

を
入
れ
て
い
く
と
い
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

中
山
氏
…
ま
さ
に
そ
れ
を
今
見
極
め
て
い
る

段
階
か
も
し
れ
な
い
。
元
々
は
紙
の
編
集
を

し
て
い
る
の
で
、
紙
に
対
す
る
編
集
目
線
を

ウ
ェ
ブ
に
入
れ
込
み
、
紙
と
ウ
ェ
ブ
の
融
合

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ウ
ェ
ブ
広
告
の
売
り

上
げ
が
大
き
な
収
益
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

ウ
ェ
ブ
へ
シ
フ
ト
す
る
可
能
性
は
あ
る
と
思

う
。
実
際
に
、
ウ
ェ
ブ
は
行
政
か
ら
の
関
心

も
高
い
。
こ
れ
は
、
世
間
的
に
ウ
ェ
ブ
を
重

視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
現
れ
だ
と
思

う
。

参
加
者
…
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
書
籍
に
つ

い
て
だ
が
、
現
状
見
開
き
1
ペ
ー
ジ
に
1
つ

の
テ
ー
マ
と
伺
っ
た
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
縦
型
画
面
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
る
と
半

ペ
ー
ジ
し
か
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

ウ
ェ
ブ
で
の
公
開
に
向
け
て
、
見
開
き
半

ペ
ー
ジ
に
1
つ
の
テ
ー
マ
に
す
る
方
針
は
検

討
し
て
い
な
い
か
。

中
山
氏
…
今
後
、
新
刊
を
出
す
際
に
は
検
討

し
て
い
く
べ
き
こ
と
だ
と
思
う
。
た
だ
し
、

現
状
と
し
て
は
書
籍
を
そ
の
ま
ま
持
ち
運
べ

る
と
い
う
点
を
重
視
し
て
い
る
の
で
、
今
す

ぐ
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
の
縦
型
構
成
は

考
え
て
い
な
い
。
書
籍
で
は
な
く
記
事
に
な

る
が
、『
こ
と
り
っ
ぷ
ア
プ
リ
』
内
の

「たびとしょCafe」

29回第

「
紙
だ
か
ら
こ
そ
の
魅
力

〜
旅
好
き
女
性
を
引
き
付
け
る

 

旅
行
雑
誌
と
は
〜
」を
開
催

中
山
優
子
氏（
な
か
や
ま
・
ゆ
う
こ
）

岩
手
県
久
慈
市
出
身
。

立
正
大
学
文
学
部
地
理
学
科（
当
時
）を
卒
業
後
、昭
文
社
に
入
社
し
、

地
図・ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
制
作
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
力
を
生
か
し
た
、

各
企
業・自
治
体
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト・ノ
ベル
ティ
グ
ッ
ズ
な
ど
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ツ
ー
ル
の
企
画
編
集
を
担
当
。

2
0
1
5
年
、こ
と
り
っ
ぷ
編
集
チ
ー
ム
に
異
動
後
は
、

こ
と
り
っ
ぷ
書
籍・こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B・こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
の
編
集
、

コ
ラ
ボ
商
品
の
監
修
な
ど
を
行
う
。

2
0
1
8
年
よ
り『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』編
集
長
、

2
0
2
0
年
よ
り『
こ
と
り
っ
ぷ
』編
集
長
。

G
u
est sp

ea
ker

【
第
1
部
】

話
題
提
供

活 動 報 告

に
、
誌
面
上
の
掲
載
件
数
を
あ
る
程
度
絞
っ

て
い
る
。
ま
た
、
読
者
の
行
き
た
い
場
所
を

入
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
実
現
可
能
な
プ

ラ
ン
で
、
み
ど
こ
ろ
・
休
憩
を
は
さ
み
な
が

ら
、
編
集
者
が
読
者
に
対
し
て
今
行
っ
て
ほ

し
い
地
域
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
を
独

自
目
線
で
提
案
し
て
い
る
。

●
地
域
の
こ
と
が
視
覚
的
に
わ
か
る
目
次
機

能
を
入
れ
て
お
り
、
写
真
と
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
入
れ
る
こ
と
で
、
旅
の
目
的
を
定
め
や

旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
作
る
う
え
で
の

工
夫

（
2
） は

じ
め
に

（
1
）
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ま
ち
の
風
景
を
切
り
取
っ
た
写
真
コ
ラ
ム
を

活
用
す
る
な
ど
）
と
い
っ
た
構
成
に
し
て
お

り
、
編
集
者
が
そ
の
地
で
何
を
見
せ
た
い
か

が
垣
間
見
え
る
よ
う
な
構
成
に
し
て
い
る
。

写
真
に
こ
だ
わ
る

●
写
真
を
効
果
的
に
使
う
こ
と
で
、
編
集
者

の
伝
え
た
い
こ
と
の
半
分
以
上
が
伝
わ
る
と

考
え
て
い
る
。
写
真
は
、
証
明
写
真
の
よ
う

な
も
の
で
は
な
く
、
場
所
の
空
気
感
や
雰
囲

気
を
伝
え
る
よ
う
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
る
。

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
写
真
の
特
徴
は
、①
自

然
光
②
切
り
取
る
③
過
剰
な
演
出
は
し
な
い

こ
と
で
あ
る
。
自
然
光
で
そ
の
場
の
雰
囲
気

を
伝
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
背
景
の

映
し
方
や
ぼ
か
し
方
な
ど
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と

の
協
力
・
意
思
疎
通
も
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、

読
者
が
実
際
に
現
地
に
行
っ
た
と
き
に
同
じ

よ
う
に
撮
影
で
き
る
よ
う
に
色
味
補
正
は
過

剰
に
せ
ず
、一
人
旅
・
友
達
と
の
旅
を
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
よ
う
に
大
量
の
料
理
を
並
べ
な

い
な
ど
を
意
識
し
て
い
る
。

「
か
わ
い
く
」「
や
さ
し
く
」

「
や
わ
ら
か
く
」

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
特
徴
は
「
か
わ
い
く
」

「
や
さ
し
く
」「
や
わ
ら
か
く
」
の
3
つ
。
こ

れ
は
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
文
章
や
掲
載

箇
所
選
び
な
ど
、
す
べ
て
に
言
え
る
こ
と
で

あ
る
。
誰
も
が
か
わ
い
い
と
思
う
お
店
を
選

び
、
や
さ
し
い
・
や
わ
ら
か
い
雰
囲
気
の
写

真
や
誌
面
、
言
葉
遣
い
な
ど
、
特
に
意
識
し

て
作
り
込
ん
で
い
る
。

●
こ
の
3
つ
に
あ
わ
せ
て
、
非
日
常
や
と
き

め
き
、
癒
や
し
、
地
域
性
や
普
遍
的
な
も
の

を
そ
っ
と
伝
え
、
読
者
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や

雑
誌
を
眺
め
る
だ
け
で
旅
し
た
気
分
に
な
っ

て
ほ
し
い
。

W
E
B
と
雑
誌
の
使
い
分
け

●『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
は
、
読
者
の
嗜

好
に
よ
っ
て
読
ま
せ
る
記
事
よ
り
写
真
で
見

せ
る
記
事
が
多
い
が
、『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ

ジ
ン
』
で
は
ス
ト
ー
リ
ー
を
深
掘
り
し
て
紹

介
す
る
記
事
を
書
い
て
い
る
。そ
し
て
、ウ
ェ

ブ
で
は
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
を
意
識
し
記
事
に
す

る
こ
と
を
た
め
ら
う
よ
う
な
記
事（
例
え
ば
、

2
0
2
2
年
秋
号
の
『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ

ン
』
で
は
防
災
グ
ッ
ズ
な
ど
の
旅
と
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
つ
な
が
る
よ
う
な
企
画
記
事
）

を
実
験
的
に
掲
載
し
て
い
る
。

ウ
ェ
ブ
を
活
用
す
る
に

あ
た
っ
て
の
課
題

●『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
で
は
、
毎
日
4

〜
5
記
事
を
配
信
し
て
お
り
、
既
に
書
籍
で

掲
載
し
た
記
事
の
流
用
や
企
業
や
自
治
体
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
記
事
、
新
た
に
取
材
を
し

た
記
事
な
ど
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
た
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

記
事
内
の
情
報
は
毎
日
公
開
し
た
時
点
で
劣

化
し
て
い
く
と
感
じ
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
記
事

の
鮮
度
は
配
信
直
後
が
一
番
新
鮮
で
、
1
日

〜
2
週
間
程
度
で
劣
化
し
て
し
ま
う
と
考
え

て
い
る
。

●
ウ
ェ
ブ
記
事
は
長
文
に
な
る
と
読
ん
で
も

ら
え
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
季
節
や
テ
ー

マ
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
エ
リ
ア
全
体
の
紹
介
な
ど
の
複
数
の

テ
ー
マ
の
記
事
は
１
つ
の
記
事
に
ま
と
め
る

こ
と
が
難
し
い
。

●
ウ
ェ
ブ
記
事
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
他
社
を
含

め
て
平
均
化
さ
れ
て
お
り
、
他
メ
デ
ィ
ア
と

の
差
別
化
が
難
し
く
、『
こ
と
り
っ
ぷ

W
E
B
』
の
特
徴
を
出
し
づ
ら
い
。

●
ウ
ェ
ブ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ

る
が
、
分
単
位
で
記
事
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
が

わ
か
る
た
め
、
読
者
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う

な
記
事
が
好
ま
れ
る
の
か
が
わ
か
る
。
そ
の

た
め
、他
社
や
S
N
S
等
の
動
向
を
注
視
し
、

読
者
に
人
気
の
テ
ー
マ
や
好
ま
れ
る
・
必
要

と
さ
れ
て
い
る
情
報
を
集
め
る
必
要
が
あ

る
。
ウ
ェ
ブ
で
は
自
分
た
ち
が
書
き
た
い
記

事
を
出
し
続
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ

の
よ
う
な
流
行
し
て
い
る
情
報
を
集
め
、
記

事
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
で
ア
ク
セ
ス
数
の

増
加
に
つ
な
げ
て
い
る
。
結
果
的
に
タ
イ

ア
ッ
プ
や
広
告
と
し
て
の
効
果
も
あ
る
が

『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
個
性
が
出
し
づ
ら
く
、

ら
し
さ
を
ど
う
提
案
す
る
か
常
に
模
索
し
続

け
る
と
と
も
に
、
課
題
だ
と
感
じ
て
い
る
。

参
加
者
…『
こ
と
り
っ
ぷ 

京
都
』を
拝
見
し
、

と
て
も
感
覚
的
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
だ
と
思
っ

た
。
今
日
の
話
を
伺
い
、
中
山
氏
の
一
貫
し

た
理
念
や
哲
学
が
感
じ
ら
れ
、
読
者
の
感
覚

に
訴
え
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。
そ
の
よ
う
な
理
解
で
あ
っ
て
い

る
か
。

中
山
氏
…
ぱ
っ
と
見
た
と
き
の「
か
わ
い
い
」

と
い
う
感
覚
は
大
事
だ
と
感
じ
て
い
る
。
そ

の
感
覚
で
ま
ず
人
を
引
き
付
け
、
よ
り
知
識

を
深
掘
り
し
た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
仕
掛

あ
る
。
他
誌
の
よ
う
に
華
や
か
で
「
い
か
に

も
旅
行
し
て
い
ま
す
」
と
自
分
か
ら
P
R
す

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
旅
行
中
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
落
ち
着
い
た
色
と

柄
で
表
現
し
て
い
る
。

●
表
紙
の
絵
柄
は
そ
の
土
地
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
も
の
に
し
て
お
り
、
分
か
り
や
す
い
モ

チ
ー
フ
か
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
ま

で
あ
る
。
イ
ラ
ス
ト
の
方
向
性
は
多
岐
に
わ

た
る
が
、
創
刊
当
時
の
そ
の
エ
リ
ア
の
織
物

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
柄
か
ら
、
今
で
は
箸
置

き
や
寄
せ
木
、
た
ま
ね
ぎ
な
ど
ご
当
地
の
特

産
品
や
工
芸
品
も
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
表
紙
の
帯
写
真
も
合
わ
せ
て
検

討
し
て
い
る
。
こ
の
帯
を
付
け
、
表
紙
の
絵

柄
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
編
集
者
が
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
エ
リ
ア
像
を
示
し
て
い
る
。
帯
を

外
す
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
の
で
、
外
し
た

場
合
と
付
け
た
場
合
の
両
方
を
考
え
、
絵
柄

と
写
真
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
編
集
部
全
体
で

検
討
し
て
い
る
。

●
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
、
女
性
が
よ
く
持
つ
小

さ
め
の
バ
ッ
グ
に
収
納
し
や
す
い
こ
と
が
特

徴
。
持
っ
て
い
る
と
タ
イ
ト
ル
を
隠
す
こ
と

も
で
き
、
ノ
ー
ト
や
手
帳
の
よ
う
に
見
え
る

の
で
、
旅
先
で
歩
き
な
が
ら
、
ま
た
、
お
し
ゃ

れ
な
カ
フ
ェ
で
見
て
い
て
も
周
囲
に
マ
ッ
チ

す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。

 

現
実
的
な
2
泊
3
日
の
プ
ラ
ン

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
語
源
と
な
る
「
小
さ
な

旅
（co

-T
rip

）」
は
、
働
く
女
性
が
週
末
に

2
泊
3
日
で
行
く
旅
を
想
定
し
て
い
る
た

め
、
必
ず
2
泊
3
日
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
掲

載
し
て
い
る
。
読
者
に
は
旅
行
の
計
画
や
地

図
を
見
る
こ
と
が
苦
手
で
、
友
人
と
旅
行
の

計
画
を
立
て
る
と
き
も
自
分
の
意
見
を
主
張

し
づ
ら
い
と
い
う
女
性
が
多
い
。『
こ
と
り
っ

ぷ
』
愛
読
者
の

場
合
、
こ
の
プ

ラ
ン
を
そ
の
ま

ま
な
ぞ
っ
て
実

際
に
旅
行
す
る

方
が
多
い
と
聞

い
て
い
る
。
そ

の
た
め
時
間
配

分
な
ど
細
か
い

部
分
に
も
気
を

遣
っ
て
プ
ラ
ン

を
組
ん
で
い

る
。

●
地
域
の
特
性

を
見
極
め
、
ど

こ
に
行
き
た
い

か
目
標
設
定
が

で
き
る
よ
う

す
く
し
て
い
る
。
ペ
ー
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
編

集
者
の
意
図
や
地
域
の
特
性
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
地
域
ご
と
に
章
立
て
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
が
、
例
え
ば
、
い
わ
て
版
の

場
合
は
、
こ
と
り
っ
ぷ
読
者
に
い
ま
行
っ
て

ほ
し
い
場
所
の
記
事
を
前
に
す
る
、
一
般
的

な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
あ
ま
り
掲
載
し
て
い

な
い
特
別
な
場
所
や
体
験
を
紹
介
す
る
、
定

番
観
光
地
の
紹
介
の
仕
方
に
こ
だ
わ
る
（
岩

手
県
の
場
合
、盛
岡
三
大
麺
よ
り
宮
沢
賢
治
、

「
W
E
B
･
ア
プ
リ
」、
旅
先
や
地
域
の
魅
力

を
紹
介
す
る
季
刊
誌
「
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ

ン
」、
国
内
海
外
1
2
2
タ
イ
ト
ル
、
累
計

発
行
部
数
1
8
0
0
万
部
超
の
旅
行
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
「
こ
と
り
っ
ぷ
」、
イ
ベ
ン
ト
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
旅
す

る
女
性
を
し
あ
わ
せ
に
す
る
手
伝
い
を
し
て

い
る
。

●
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
は
、

働
く
女
性
が
週
末
に
行
く
小
さ
な
旅
を
提
案

す
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
国
内
版
69
点
、

海
外
版
44
点
、
海
外
会
話
帖
9
点
と
幅
広
く

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
制
作
（
2
0
2
2
年
9
月

26
日
時
点
）。

●『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』
は
、
街
の
い

い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
旅
の
き
っ
か
け
マ
ガ

ジ
ン
。
季
節
ご
と
に
（
年
4
回
）
発
行
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
で
行
き
た
く
な
る
す
て
き

な
街
、
旅
の
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
幅
広

い
テ
ー
マ
で
、
あ
た
ら
し
い
旅
先
を
紹
介
。

●『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
で
は
、
季
節
に

あ
わ
せ
て
最
新
の
ス
ポ
ッ
ト
や
週
末
行
き
た

い
旅
先
を
紹
介
。
記
事
の
多
く
は
各
地
に
い

る
ラ
イ
タ
ー
が
独
自
取
材
の
も
と
制
作
し
て

お
り
、
毎
日
4
〜
5
記
事
を
投
稿
。
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
版
と
ア
プ
リ
版
の
2
種
あ
る
。
ア
プ

リ
版
で
は
、
ア
プ
リ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
記

事
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
購
入
し
た
書
籍

の
電
子
書
籍
版
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
機

能
、
旅
好
き
の
読
者
が
交
流
で
き
る
写
真
投

稿
機
能
を
搭
載
。

●
S
N
S
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
旅
の

情
報
や
こ
と
り
っ
ぷ
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

を
毎
日
発
信
。
ほ
か
旅
メ
デ
ィ
ア
と
比
較
し

て
も
圧
倒
的
な
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
を
誇
り
、

T
w
itter

、Facebook

、In
stagram

、
あ

わ
せ
て
1
0
0
万
人
超
。

●
こ
と
り
っ
ぷ
で
は
、
女
性
の
誘
客
に
取
り

組
む
自
治
体
や
交
通
関
連
、
流
通
関
連
、
飲

食
店
、
女
性
向
け
商
品
の
メ
ー
カ
ー
な
ど
幅

広
い
法
人
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
持
つ
旅
メ
デ
ィ
ア

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
媒
体
ご
と
の
特
色
を
生

か
し
た
販
促
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
様
々

な
自
治
体
や
民
間
企
業
か
ら
小
冊
子
を
受
注

は
し
て
い
る
が
、
自
治
体
の
中
に
は
、
さ
ら

に
多
言
語
化
に
取
り
組
む
地
域
や
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
と
す
る
地
域
な
ど
、
小
冊
子

を
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ

る
。
ま
た
、『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』や『
こ

と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
で
も
タ
イ
ア
ッ
プ
記
事

を
作
成
し
、
紙
だ
け
で
な
く
、
W
E
B
の
記

事
を
流
用
す
る
形
で
抜
き
刷
り
冊
子
の
制

作
、
マ
ガ
ジ
ン
の
記
事
を
流
用
す
る
か
た
ち

で
『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
へ
掲
載
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
発
信
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
特
色

を
生
か
し
た
Ｐ
Ｒ
方
法
を
あ
わ
せ
て
提
案

し
、
発
信
し
て
い
る
。

●
こ
の
ほ
か
、
2
0
2
0
年
末
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
こ
と
り
っ
ぷ
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
」

で
は
、
書
籍
や
マ
ガ
ジ
ン
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
や
コ
ラ
ボ
商
品
の
販
売
を
し
て
い
る
。
ま

た
、オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
と『
こ
と
り
っ

ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』
を
セ
ッ
ト
に
し
た
商
品
や
こ

と
り
っ
ぷ
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
た
専
用
の

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
等
、
こ
こ
で
し
か
出
会
え
な

い
商
品
、
日
本
の
い
い
も
の
を
セ
レ
ク
ト
し

た
食
品
や
雑
貨
な
ど
、
旅
好
き
な
人
が
オ
ン

ラ
イ
ン
ス
ト
ア
を
の
ぞ
く
だ
け
で
旅
し
た
気

分
に
な
る
商
品
を
多
数
展
開
し
て
い
る
。

読
者
層

●
創
刊
時
（
2
0
0
8
年
）
は
、
20
〜
30
代

の
働
く
未
婚
の
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

意
識
し
て
い
た
。
現
在
も
女
性
が
9
割
以
上

を
占
め
て
お
り
、
20
〜
30
代
は
6
割
を
超
え

て
い
る
。

●
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
ど
ん
な
旅
が
し
た

い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
癒
や
さ
れ
る
旅
」「
非

日
常
を
感
じ
る
旅
」
を
求
め
て
い
る
読
者
が

多
く
、
具
体
的
に
は
「
自
然
の
絶
景
」「
グ
ル

メ
」「
宿
」「
寺
社
仏
閣
」「
ア
ー
ト
」「
温
泉
」

な
ど
を
目
当
て
に
旅
す
る
方
が
多
い
傾
向
。

ま
た
、『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
好
き
な
と
こ
ろ

に
つ
い
て
は
、
特
徴
的
な
「
サ
イ
ズ
」
や
「
誌

面
デ
ザ
イ
ン
」
が
主
に
あ
げ
ら
れ
、
編
集
の

こ
だ
わ
り
が
反
映
さ
れ
た
結
果
と
な
っ
た
。

持
ち
歩
き
や
す
い
デ
ザ
イ
ン

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
こ
だ
わ
り
は
表
紙
。

表
紙
柄
に
は
、
そ
の
エ
リ
ア
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
よ
う
な
柄
を
入
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で

　
2
0
2
2
年
9
月
26
日
（
月
）、「
紙
だ
か

ら
こ
そ
の
魅
力
〜
旅
好
き
女
性
を
引
き
付
け

る
旅
行
雑
誌
と
は
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
29

回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
か
つ
て
、
旅
行
の
情
報
収
集
の
主
流
だ
っ

た
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
近
年
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
S
N
S
の
発
達
に
よ
っ
て
紙
離
れ

が
進
み
、
旅
行
雑
誌
の
発
行
部
数
も
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
、

求
め
ら
れ
て
い
る
情
報
は
何
な
の
か
、
そ
し

て
、
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
併
用
、
相
乗
効
果
を

生
む
手
法
は
な
い
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
20
〜
30
代
女
性
を
中
心
に
人
気

を
集
め
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
こ
と
り
っ

ぷ
』
の
編
集
長
を
務
め
る
中
山
優
子
氏
を
お

招
き
し
、
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
持
つ
魅
力

や
紙
だ
か
ら
こ
そ
の
良
さ
、
紙
媒
体
・
デ
ジ

タ
ル
媒
体
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
し
た
活

用
方
法
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　『
こ
と
り
っ
ぷ
』
で
は
、「
魅
力
の
再
発
見
」

を
大
切
に
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
伝
え
る
た
め
の
情
報
発
信
の
方
法
や
見

せ
方
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
方
自
治
体
等
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
抜
き
刷

り
冊
子
の
配
布
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
S
N
S

で
の
情
報
発
信
、
旅
行
に
役
立
つ
ア
イ
テ
ム

な
ど
の
コ
ラ
ボ
商
品
開
発
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
紙
媒
体
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、

紙
媒
体
に
留
ま
ら
ず
に
地
域
の
新
た
な
一
面

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し

て
の
現
状
・
今
後
に
つ
い
て
も
伺
い
ま
し
た
。

『
こ
と
り
っ
ぷ
』
と
は

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
は
、
2
0
0
8
年
に
国

内
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
創
刊
し
、

2
0
2
3
年
2
月
末
に
15
年
を
迎
え
る
、
旅

す
る
す
べ
て
の
女
性
を
応
援
す
る
旅
メ
デ
ィ

ア
。
旅
先
の
情
報
を
毎
日
発
信
す
る

「
W
E
B
マ
ガ
ジ
ン
」
で
は
、
ス
ク
ロ
ー
ル

を
使
用
し
て
記
事
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
さ
ん
ぽ
や
旅
行
時
の
ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ
な

ど
を
特
集
し
、『
こ
と
り
っ
ぷ
』
だ
け
の
ス

タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
誌
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
カ
フ
ェ

や
料
理
、
風
景
な
ど
が
素
敵
な
写
真
で
、
食

べ
て
み
た
い
、
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
印
象

は
受
け
た
が
、
従
業
員
な
ど
現
地
で
対
応
し

て
く
れ
る
方
の
姿
に
は
あ
ま
り
フ
ォ
ー
カ
ス

さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
な

の
か
。

中
山
氏
…
撮
影
の
際
に
、
枠
内
に
人
を
入
れ

て
も
顔
を
出
さ
な
い
・
目
線
を
外
す
な
ど
、

人
気
（
ひ
と
け
）
を
感
じ
る
誌
面
作
り
を
積

極
的
に
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。し
か
し
、テ
ー

マ
に
合
い
つ
つ
、
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る

方
や
新
た
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
方
の
一

部
は
、
編
集
者
の
意
図
で
顔
出
し
を
し
て
も

ら
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
読
者
が
20
〜
40

代
で
あ
る
た
め
、
同
年
代
が
共
感
を
持
て
る

よ
う
な
方
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
多
い
。

参
加
者
…
ど
の
よ
う
に
記
事
の
ネ
タ
を
拾
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
方
（
例

え
ば
専
属
の
ラ
イ
タ
ー
や
地
元
の
方
）
に
書

い
て
も
ら
っ
て
い
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
記
事
を
作
ら
れ
て
い
る
の

か
を
知
り
た
い
。

中
山
氏
…
各
地
に
数
名
ず
つ
ラ
イ
タ
ー
が
い

る
。
京
都
を
取
り
上
げ
る
場
合
は
、
京
都
の

ラ
イ
タ
ー
に
相
談
す
る
が
、
相
談
し
つ
つ
、

編
集
者
自
身
も
S
N
S
や
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

収
集
を
通
じ
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
テ
ー
マ

に
ひ
も
付
く
も
の
を
発
掘
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
外
か
ら
の
目
線
も
と
て
も
重
要
だ
と

思
っ
て
い
る
た
め
だ
。
テ
ー
マ
設
定
と
い
う

脈
絡
で
は
、
ま
ず
、「
○
○
が
買
え
る
と
こ

ろ
は
な
い
か
な
」「
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
ら
い
い
な
」
と
い
っ
た
想
像
や
仮
定
を
自

分
の
中
で
思
い
描
い
て
ま
ち
を
歩
く
。
想
像

を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
新
た
な
も
の
も
見
つ

け
、
自
分
の
理
想
と
な
る
台
割
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
。
想
定
し
て
い
る
も
の
が
違
っ
た

方
向
の
も
の
で
あ
れ
ば
方
向
転
換
し
、
想
定

し
て
い
た
も
の
が
な
け
れ
ば
探
し
直
し
も
す

る
。

　
編
集
者
自
身
が
探
す
、
ラ
イ
タ
ー
と
意
見

交
換
を
す
る
、
更
に
想
像
を
膨
ら
ま
せ
新
た

に
仮
定
し
見
つ
け
て
い
く
と
い
っ
た
3
つ
を

意
識
し
、
丁
寧
に
取
材
を
し
な
が
ら
記
事
の

内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

参
加
者
…
「
あ
ま
り
デ
ィ
ー
プ
に
な
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の

線
引
き
は
編
集
長
の
中
山
氏
が
担
っ
て
い
る

の
か
。

中
山
氏
…
そ
の
エ
リ
ア
を
担
当
す
る
編
集
者

と
ラ
イ
タ
ー
で
意
見
交
換
、
そ
の
後
、
編
集

者
の
意
見
を
確
認
し
、
外
部
の
目
線
と
し
て

私
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
伝
え
意
見
交
換
を
し

な
が
ら
、
最
終
の
ペ
ー
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
決

定
、
線
引
き
を
し
て
い
る
。

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
読
者
が
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
場
所
と
新
し
い
場
所
・
も
の
を

掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
新
し
い
も
の
に
興

味
が
移
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
個

人
的
に
は
そ
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
、
深

す
ぎ
る
内
容
に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
て
い

る
。『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』で
は
、ス
ト
ー

リ
ー
を
紹
介
で
き
る
本
文
も
掲
載
で
き
る
た

め
、
読
者
が
ち
ょ
っ
と
知
っ
た
気
分
に
な
っ

て
も
ら
え
る
程
度
の
内
容
を
心
が
け
て
い

る
。
旅
は
癒
や
し
を
感
じ
る
も
の
だ
と
考
え

て
い
る
た
め
、
深
す
ぎ
る
内
容
は
旅
か
ら
遠

の
い
て
し
ま
う
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
メ
デ
ィ
ア
の

着
眼
点
を
聞
け
た
こ
と
が
大
変
良
か
っ
た
」、

「『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
特
徴
や
編
集
の
工
夫
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
、
大
変

参
考
に
な
っ
た
。
主
た
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
若

い
女
性
と
の
こ
と
だ
が
、
男
性
に
と
っ
て
も

役
に
立
つ
旅
行
誌
と
感
じ
た
」
と
い
っ
た
ご

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
お
話
か
ら
、
紙
媒
体
は
、
内
容
が

流
行
や
P
V
数
に
左
右
さ
れ
る
ウ
ェ
ブ
と

違
っ
て
編
集
者
の
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
こ
と

が
で
き
、
地
域
を
深
掘
り
し
て
伝
え
る
ツ
ー

ル
と
し
て
ま
だ
ま
だ
活
用
で
き
る
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
見
せ
方
に
も
た
く
さ
ん
の

工
夫
が
さ
れ
て
い
て
、
ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ

ク
す
る
、
旅
を
し
た
く
な
る
気
持
ち
に
さ
せ

る
こ
と
が
人
気
の
秘
訣
な
の
だ
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

　「
旅
す
る
人
に
小
さ
な
し
あ
わ
せ
を
届
け

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
情
報
を
発
信
し
て

い
る『
こ
と
り
っ
ぷ
』。誌
面
を
作
る
中
で
も
、

地
域
の
方
々
の
思
い
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

魅
力
の
磨
き
上
げ
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。『
こ
と
り
っ
ぷ
』
が
持
つ
か
わ
い
ら
し

さ
の
秘
訣
や
編
集
者
の
思
い
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
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け
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
そ
れ
は
、
創
刊
時
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
若
い
女
性
に
定
め
た
か
ら
な
の
か
。

中
山
氏
…
創
刊
時
か
ら
携
わ
っ
て
は
い
な
い

が
、「
か
わ
い
い
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、

創
刊
当
初
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。

そ
の
後
、『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』
の
創

刊
や
『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
の
公
開
が
始

ま
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
か
わ

い
い
」
に
磨
き
が
か
か
っ
て
き
て
い
る
。

参
加
者
…
お
話
を
聞
い
て
、
取
材
を
丁
寧
に

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。
写
真
も
撮
り
お
ろ

し
と
聞
い
た
が
、採
算
が
取
れ
て
い
る
の
か
。

中
山
氏
…
採
算
は
な
ん
と
か
取
れ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
、
海
外
版

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
売
れ
行
き
も
良
か
っ
た

が
、
現
状
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
各

自
治
体
の
宣
伝
を
し
た
い
と
い
う
意
欲
は
今

ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。『
こ
と

り
っ
ぷ
』
に
も
タ
イ
ア
ッ
プ
の
受
注
が
増
え

て
い
て
、
そ
の
お
か
げ
で
収
益
が
保
た
れ
て

い
る
状
況
だ
。
そ
の
た
め
、
タ
イ
ア
ッ
プ
で

は
、
そ
の
地
域
に
つ
い
て
深
掘
り
し
た
も
の

を
掲
載
す
る
よ
う
に
努
め
て
お
り
、
小
冊
子

を
作
る
場
合
は
、
次
年
度
以
降
再
版
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
も
の
を
目
指
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
紙
代
が
値
上
が
り
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、『
こ
と
り
っ
ぷ
』
や
『
こ
と
り
っ
ぷ

マ
ガ
ジ
ン
』も
値
上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

今
ま
で
手
に
取
り
や
す
い
価
格
だ
っ
た
も
の

が
そ
う
で
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
い
う
懸
念
が
あ
る
。

参
加
者
…
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
特
徴
で
あ
る

小
さ
な
サ
イ
ズ
が
コ
ラ
ボ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

な
る
こ
と
が
多
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ

の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
き
た
い
。

中
山
氏
…
創
刊
時
も
ど
れ
く
ら
い
の
大
き
さ

が
女
性
の
バ
ッ
グ
に
入
る
大
き
さ
な
の
か
、

た
だ
小
さ
す
ぎ
て
も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て

の
情
報
量
が
足
り
な
い
な
ど
、
書
籍
の
サ
イ

ズ
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
。
A
5
判
よ
り

や
や
小
さ
い
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
サ
イ
ズ
は
、

バ
ッ
グ
に
入
る
大
き
さ
と
掲
載
す
る
べ
き
情

報
量
の
両
方
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
旅
行
時

に
ト
ラ
ベ
ル
用
の
バ
ッ
グ
を
新
調
す
る
女
性

は
多
い
の
で
、
バ
ッ
グ
に
『
こ
と
り
っ
ぷ
』

が
す
っ
ぽ
り
入
る
よ
う
な
サ
イ
ズ
の
ポ
ケ
ッ

ト
を
付
け
る
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
商
品

を
販
売
す
る
こ
と
は
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
と
の

コ
ラ
ボ
で
し
か
で
き
な
い
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

が
大
き
い
と
、
バ
ッ
グ
も
大
き
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
女
性
向
け
に
特
化
し
た
小
さ
な

サ
イ
ズ
は
多
く
の
コ
ラ
ボ
商
品
が
生
ま
れ
る

要
因
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
ウ
ェ
ブ
の
場
合
は
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー

数
（
以
下
、
P
V
）
が
稼
げ
る
よ
う
な
テ
ー

マ
に
集
中
し
や
す
い
一
方
で
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
場
合
は
編
集
者
の
意
図
を
反
映
さ
せ
や

す
い
と
の
お
話
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な

違
い
が
よ
り
出
て
く
る
の
は
な
ぜ
か
。

中
山
氏
…
ウ
ェ
ブ
の
場
合
は
、
1
本
記
事
単

位
で
P
V
数
が
測
れ
て
し
ま
う
。
P
V
数
が

多
い
方
が
広
告
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

で
、
ウ
ェ
ブ
全
体
の
P
V
数
の
底
上
げ
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
、
よ
り
読
者
に
読
ま
れ
る
記
事
を
作
っ
て

い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
タ
イ
ア
ッ
プ
時

に
は
P
V
保
証
を
し
て
い
る
た
め
、
保
証
さ

れ
て
い
る
数
値
に
到
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
、
広
告
を
出
す
な
ど
の
対

策
を
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
対
策
を

す
る
前
に
、
た
く
さ
ん
の
読
者
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
記
事
を
作
れ

ば
よ
い
の
か
を
、
今
ま
で
の
経
験
値
か
ら
考

え
導
き
出
し
て
い
る
。

　
書
籍
に
お
い
て
も
、
当
然
売
り
上
げ
を
気

に
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
書
籍
で
は
、

全
体
的
に
1
冊
の
本
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い

た
ら
問
題
な
い
と
い
う
考
え
も
あ
る
た
め
、

新
し
い
魅
力
を
紹
介
し
た
い
と
い
っ
た
編
集

者
の
意
図
を
汲
ん
だ
記
事
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
。

参
加
者
…
今
後
も
紙
媒
体
の
低
迷
が
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
ウ
ェ
ブ
に
さ
ら
に
力

を
入
れ
て
い
く
と
い
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

中
山
氏
…
ま
さ
に
そ
れ
を
今
見
極
め
て
い
る

段
階
か
も
し
れ
な
い
。
元
々
は
紙
の
編
集
を

し
て
い
る
の
で
、
紙
に
対
す
る
編
集
目
線
を

ウ
ェ
ブ
に
入
れ
込
み
、
紙
と
ウ
ェ
ブ
の
融
合

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ウ
ェ
ブ
広
告
の
売
り

上
げ
が
大
き
な
収
益
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

ウ
ェ
ブ
へ
シ
フ
ト
す
る
可
能
性
は
あ
る
と
思

う
。
実
際
に
、
ウ
ェ
ブ
は
行
政
か
ら
の
関
心

も
高
い
。
こ
れ
は
、
世
間
的
に
ウ
ェ
ブ
を
重

視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
現
れ
だ
と
思

う
。

参
加
者
…
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
書
籍
に
つ

い
て
だ
が
、
現
状
見
開
き
1
ペ
ー
ジ
に
1
つ

の
テ
ー
マ
と
伺
っ
た
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
縦
型
画
面
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
る
と
半

ペ
ー
ジ
し
か
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

ウ
ェ
ブ
で
の
公
開
に
向
け
て
、
見
開
き
半

ペ
ー
ジ
に
1
つ
の
テ
ー
マ
に
す
る
方
針
は
検

討
し
て
い
な
い
か
。

中
山
氏
…
今
後
、
新
刊
を
出
す
際
に
は
検
討

し
て
い
く
べ
き
こ
と
だ
と
思
う
。
た
だ
し
、

現
状
と
し
て
は
書
籍
を
そ
の
ま
ま
持
ち
運
べ

る
と
い
う
点
を
重
視
し
て
い
る
の
で
、
今
す

ぐ
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
の
縦
型
構
成
は

考
え
て
い
な
い
。
書
籍
で
は
な
く
記
事
に
な

る
が
、『
こ
と
り
っ
ぷ
ア
プ
リ
』
内
の

【
第
2
部
】

意
見
交
換

に
、
誌
面
上
の
掲
載
件
数
を
あ
る
程
度
絞
っ

て
い
る
。
ま
た
、
読
者
の
行
き
た
い
場
所
を

入
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
実
現
可
能
な
プ

ラ
ン
で
、
み
ど
こ
ろ
・
休
憩
を
は
さ
み
な
が

ら
、
編
集
者
が
読
者
に
対
し
て
今
行
っ
て
ほ

し
い
地
域
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
を
独

自
目
線
で
提
案
し
て
い
る
。

●
地
域
の
こ
と
が
視
覚
的
に
わ
か
る
目
次
機

能
を
入
れ
て
お
り
、
写
真
と
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
入
れ
る
こ
と
で
、
旅
の
目
的
を
定
め
や

そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体
の

良
さ
を
生
か
し
た

活
用
方
法
と
課
題

（
3
）
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ま
ち
の
風
景
を
切
り
取
っ
た
写
真
コ
ラ
ム
を

活
用
す
る
な
ど
）
と
い
っ
た
構
成
に
し
て
お

り
、
編
集
者
が
そ
の
地
で
何
を
見
せ
た
い
か

が
垣
間
見
え
る
よ
う
な
構
成
に
し
て
い
る
。

写
真
に
こ
だ
わ
る

●
写
真
を
効
果
的
に
使
う
こ
と
で
、
編
集
者

の
伝
え
た
い
こ
と
の
半
分
以
上
が
伝
わ
る
と

考
え
て
い
る
。
写
真
は
、
証
明
写
真
の
よ
う

な
も
の
で
は
な
く
、
場
所
の
空
気
感
や
雰
囲

気
を
伝
え
る
よ
う
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
る
。

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
写
真
の
特
徴
は
、①
自

然
光
②
切
り
取
る
③
過
剰
な
演
出
は
し
な
い

こ
と
で
あ
る
。
自
然
光
で
そ
の
場
の
雰
囲
気

を
伝
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
背
景
の

映
し
方
や
ぼ
か
し
方
な
ど
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と

の
協
力
・
意
思
疎
通
も
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、

読
者
が
実
際
に
現
地
に
行
っ
た
と
き
に
同
じ

よ
う
に
撮
影
で
き
る
よ
う
に
色
味
補
正
は
過

剰
に
せ
ず
、一
人
旅
・
友
達
と
の
旅
を
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
よ
う
に
大
量
の
料
理
を
並
べ
な

い
な
ど
を
意
識
し
て
い
る
。

「
か
わ
い
く
」「
や
さ
し
く
」

「
や
わ
ら
か
く
」

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
特
徴
は
「
か
わ
い
く
」

「
や
さ
し
く
」「
や
わ
ら
か
く
」
の
3
つ
。
こ

れ
は
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
文
章
や
掲
載

箇
所
選
び
な
ど
、
す
べ
て
に
言
え
る
こ
と
で

あ
る
。
誰
も
が
か
わ
い
い
と
思
う
お
店
を
選

び
、
や
さ
し
い
・
や
わ
ら
か
い
雰
囲
気
の
写

真
や
誌
面
、
言
葉
遣
い
な
ど
、
特
に
意
識
し

て
作
り
込
ん
で
い
る
。

●
こ
の
3
つ
に
あ
わ
せ
て
、
非
日
常
や
と
き

め
き
、
癒
や
し
、
地
域
性
や
普
遍
的
な
も
の

を
そ
っ
と
伝
え
、
読
者
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や

雑
誌
を
眺
め
る
だ
け
で
旅
し
た
気
分
に
な
っ

て
ほ
し
い
。

W
E
B
と
雑
誌
の
使
い
分
け

●『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
は
、
読
者
の
嗜

好
に
よ
っ
て
読
ま
せ
る
記
事
よ
り
写
真
で
見

せ
る
記
事
が
多
い
が
、『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ

ジ
ン
』
で
は
ス
ト
ー
リ
ー
を
深
掘
り
し
て
紹

介
す
る
記
事
を
書
い
て
い
る
。そ
し
て
、ウ
ェ

ブ
で
は
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
を
意
識
し
記
事
に
す

る
こ
と
を
た
め
ら
う
よ
う
な
記
事（
例
え
ば
、

2
0
2
2
年
秋
号
の
『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ

ン
』
で
は
防
災
グ
ッ
ズ
な
ど
の
旅
と
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
つ
な
が
る
よ
う
な
企
画
記
事
）

を
実
験
的
に
掲
載
し
て
い
る
。

ウ
ェ
ブ
を
活
用
す
る
に

あ
た
っ
て
の
課
題

●『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
で
は
、
毎
日
4

〜
5
記
事
を
配
信
し
て
お
り
、
既
に
書
籍
で

掲
載
し
た
記
事
の
流
用
や
企
業
や
自
治
体
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
記
事
、
新
た
に
取
材
を
し

た
記
事
な
ど
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
た
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

記
事
内
の
情
報
は
毎
日
公
開
し
た
時
点
で
劣

化
し
て
い
く
と
感
じ
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
記
事

の
鮮
度
は
配
信
直
後
が
一
番
新
鮮
で
、
1
日

〜
2
週
間
程
度
で
劣
化
し
て
し
ま
う
と
考
え

て
い
る
。

●
ウ
ェ
ブ
記
事
は
長
文
に
な
る
と
読
ん
で
も

ら
え
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
季
節
や
テ
ー

マ
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
エ
リ
ア
全
体
の
紹
介
な
ど
の
複
数
の

テ
ー
マ
の
記
事
は
１
つ
の
記
事
に
ま
と
め
る

こ
と
が
難
し
い
。

●
ウ
ェ
ブ
記
事
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
他
社
を
含

め
て
平
均
化
さ
れ
て
お
り
、
他
メ
デ
ィ
ア
と

の
差
別
化
が
難
し
く
、『
こ
と
り
っ
ぷ

W
E
B
』
の
特
徴
を
出
し
づ
ら
い
。

●
ウ
ェ
ブ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ

る
が
、
分
単
位
で
記
事
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
が

わ
か
る
た
め
、
読
者
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う

な
記
事
が
好
ま
れ
る
の
か
が
わ
か
る
。
そ
の

た
め
、他
社
や
S
N
S
等
の
動
向
を
注
視
し
、

読
者
に
人
気
の
テ
ー
マ
や
好
ま
れ
る
・
必
要

と
さ
れ
て
い
る
情
報
を
集
め
る
必
要
が
あ

る
。
ウ
ェ
ブ
で
は
自
分
た
ち
が
書
き
た
い
記

事
を
出
し
続
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ

の
よ
う
な
流
行
し
て
い
る
情
報
を
集
め
、
記

事
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
で
ア
ク
セ
ス
数
の

増
加
に
つ
な
げ
て
い
る
。
結
果
的
に
タ
イ

ア
ッ
プ
や
広
告
と
し
て
の
効
果
も
あ
る
が

『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
個
性
が
出
し
づ
ら
く
、

ら
し
さ
を
ど
う
提
案
す
る
か
常
に
模
索
し
続

け
る
と
と
も
に
、
課
題
だ
と
感
じ
て
い
る
。

参
加
者
…『
こ
と
り
っ
ぷ 

京
都
』を
拝
見
し
、

と
て
も
感
覚
的
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
だ
と
思
っ

た
。
今
日
の
話
を
伺
い
、
中
山
氏
の
一
貫
し

た
理
念
や
哲
学
が
感
じ
ら
れ
、
読
者
の
感
覚

に
訴
え
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。
そ
の
よ
う
な
理
解
で
あ
っ
て
い

る
か
。

中
山
氏
…
ぱ
っ
と
見
た
と
き
の「
か
わ
い
い
」

と
い
う
感
覚
は
大
事
だ
と
感
じ
て
い
る
。
そ

の
感
覚
で
ま
ず
人
を
引
き
付
け
、
よ
り
知
識

を
深
掘
り
し
た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
仕
掛

あ
る
。
他
誌
の
よ
う
に
華
や
か
で
「
い
か
に

も
旅
行
し
て
い
ま
す
」
と
自
分
か
ら
P
R
す

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
旅
行
中
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
落
ち
着
い
た
色
と

柄
で
表
現
し
て
い
る
。

●
表
紙
の
絵
柄
は
そ
の
土
地
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
も
の
に
し
て
お
り
、
分
か
り
や
す
い
モ

チ
ー
フ
か
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
ま

で
あ
る
。
イ
ラ
ス
ト
の
方
向
性
は
多
岐
に
わ

た
る
が
、
創
刊
当
時
の
そ
の
エ
リ
ア
の
織
物

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
柄
か
ら
、
今
で
は
箸
置

き
や
寄
せ
木
、
た
ま
ね
ぎ
な
ど
ご
当
地
の
特

産
品
や
工
芸
品
も
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
表
紙
の
帯
写
真
も
合
わ
せ
て
検

討
し
て
い
る
。
こ
の
帯
を
付
け
、
表
紙
の
絵

柄
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
編
集
者
が
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
エ
リ
ア
像
を
示
し
て
い
る
。
帯
を

外
す
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
の
で
、
外
し
た

場
合
と
付
け
た
場
合
の
両
方
を
考
え
、
絵
柄

と
写
真
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
編
集
部
全
体
で

検
討
し
て
い
る
。

●
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
、
女
性
が
よ
く
持
つ
小

さ
め
の
バ
ッ
グ
に
収
納
し
や
す
い
こ
と
が
特

徴
。
持
っ
て
い
る
と
タ
イ
ト
ル
を
隠
す
こ
と

も
で
き
、
ノ
ー
ト
や
手
帳
の
よ
う
に
見
え
る

の
で
、
旅
先
で
歩
き
な
が
ら
、
ま
た
、
お
し
ゃ

れ
な
カ
フ
ェ
で
見
て
い
て
も
周
囲
に
マ
ッ
チ

す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。

 

現
実
的
な
2
泊
3
日
の
プ
ラ
ン

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
語
源
と
な
る
「
小
さ
な

旅
（co

-T
rip

）」
は
、
働
く
女
性
が
週
末
に

2
泊
3
日
で
行
く
旅
を
想
定
し
て
い
る
た

め
、
必
ず
2
泊
3
日
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
掲

載
し
て
い
る
。
読
者
に
は
旅
行
の
計
画
や
地

図
を
見
る
こ
と
が
苦
手
で
、
友
人
と
旅
行
の

計
画
を
立
て
る
と
き
も
自
分
の
意
見
を
主
張

し
づ
ら
い
と
い
う
女
性
が
多
い
。『
こ
と
り
っ

ぷ
』
愛
読
者
の

場
合
、
こ
の
プ

ラ
ン
を
そ
の
ま

ま
な
ぞ
っ
て
実

際
に
旅
行
す
る

方
が
多
い
と
聞

い
て
い
る
。
そ

の
た
め
時
間
配

分
な
ど
細
か
い

部
分
に
も
気
を

遣
っ
て
プ
ラ
ン

を
組
ん
で
い

る
。

●
地
域
の
特
性

を
見
極
め
、
ど

こ
に
行
き
た
い

か
目
標
設
定
が

で
き
る
よ
う

す
く
し
て
い
る
。
ペ
ー
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
編

集
者
の
意
図
や
地
域
の
特
性
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
地
域
ご
と
に
章
立
て
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
が
、
例
え
ば
、
い
わ
て
版
の

場
合
は
、
こ
と
り
っ
ぷ
読
者
に
い
ま
行
っ
て

ほ
し
い
場
所
の
記
事
を
前
に
す
る
、
一
般
的

な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
あ
ま
り
掲
載
し
て
い

な
い
特
別
な
場
所
や
体
験
を
紹
介
す
る
、
定

番
観
光
地
の
紹
介
の
仕
方
に
こ
だ
わ
る
（
岩

手
県
の
場
合
、盛
岡
三
大
麺
よ
り
宮
沢
賢
治
、

「
W
E
B
･
ア
プ
リ
」、
旅
先
や
地
域
の
魅
力

を
紹
介
す
る
季
刊
誌
「
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ

ン
」、
国
内
海
外
1
2
2
タ
イ
ト
ル
、
累
計

発
行
部
数
1
8
0
0
万
部
超
の
旅
行
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
「
こ
と
り
っ
ぷ
」、
イ
ベ
ン
ト
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
旅
す

る
女
性
を
し
あ
わ
せ
に
す
る
手
伝
い
を
し
て

い
る
。

●
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
は
、

働
く
女
性
が
週
末
に
行
く
小
さ
な
旅
を
提
案

す
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
国
内
版
69
点
、

海
外
版
44
点
、
海
外
会
話
帖
9
点
と
幅
広
く

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
制
作
（
2
0
2
2
年
9
月

26
日
時
点
）。

●『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』
は
、
街
の
い

い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
旅
の
き
っ
か
け
マ
ガ

ジ
ン
。
季
節
ご
と
に
（
年
4
回
）
発
行
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
で
行
き
た
く
な
る
す
て
き

な
街
、
旅
の
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
幅
広

い
テ
ー
マ
で
、
あ
た
ら
し
い
旅
先
を
紹
介
。

●『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
で
は
、
季
節
に

あ
わ
せ
て
最
新
の
ス
ポ
ッ
ト
や
週
末
行
き
た

い
旅
先
を
紹
介
。
記
事
の
多
く
は
各
地
に
い

る
ラ
イ
タ
ー
が
独
自
取
材
の
も
と
制
作
し
て

お
り
、
毎
日
4
〜
5
記
事
を
投
稿
。
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
版
と
ア
プ
リ
版
の
2
種
あ
る
。
ア
プ

リ
版
で
は
、
ア
プ
リ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
記

事
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
購
入
し
た
書
籍

の
電
子
書
籍
版
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
機

能
、
旅
好
き
の
読
者
が
交
流
で
き
る
写
真
投

稿
機
能
を
搭
載
。

●
S
N
S
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
旅
の

情
報
や
こ
と
り
っ
ぷ
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

を
毎
日
発
信
。
ほ
か
旅
メ
デ
ィ
ア
と
比
較
し

て
も
圧
倒
的
な
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
を
誇
り
、

T
w
itter

、Facebook

、In
stagram

、
あ

わ
せ
て
1
0
0
万
人
超
。

●
こ
と
り
っ
ぷ
で
は
、
女
性
の
誘
客
に
取
り

組
む
自
治
体
や
交
通
関
連
、
流
通
関
連
、
飲

食
店
、
女
性
向
け
商
品
の
メ
ー
カ
ー
な
ど
幅

広
い
法
人
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
持
つ
旅
メ
デ
ィ
ア

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
媒
体
ご
と
の
特
色
を
生

か
し
た
販
促
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
様
々

な
自
治
体
や
民
間
企
業
か
ら
小
冊
子
を
受
注

は
し
て
い
る
が
、
自
治
体
の
中
に
は
、
さ
ら

に
多
言
語
化
に
取
り
組
む
地
域
や
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
と
す
る
地
域
な
ど
、
小
冊
子

を
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ

る
。
ま
た
、『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』や『
こ

と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
で
も
タ
イ
ア
ッ
プ
記
事

を
作
成
し
、
紙
だ
け
で
な
く
、
W
E
B
の
記

事
を
流
用
す
る
形
で
抜
き
刷
り
冊
子
の
制

作
、
マ
ガ
ジ
ン
の
記
事
を
流
用
す
る
か
た
ち

で
『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
へ
掲
載
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
発
信
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
特
色

を
生
か
し
た
Ｐ
Ｒ
方
法
を
あ
わ
せ
て
提
案

し
、
発
信
し
て
い
る
。

●
こ
の
ほ
か
、
2
0
2
0
年
末
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
こ
と
り
っ
ぷ
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
」

で
は
、
書
籍
や
マ
ガ
ジ
ン
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
や
コ
ラ
ボ
商
品
の
販
売
を
し
て
い
る
。
ま

た
、オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
と『
こ
と
り
っ

ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』
を
セ
ッ
ト
に
し
た
商
品
や
こ

と
り
っ
ぷ
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
た
専
用
の

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
等
、
こ
こ
で
し
か
出
会
え
な

い
商
品
、
日
本
の
い
い
も
の
を
セ
レ
ク
ト
し

た
食
品
や
雑
貨
な
ど
、
旅
好
き
な
人
が
オ
ン

ラ
イ
ン
ス
ト
ア
を
の
ぞ
く
だ
け
で
旅
し
た
気

分
に
な
る
商
品
を
多
数
展
開
し
て
い
る
。

読
者
層

●
創
刊
時
（
2
0
0
8
年
）
は
、
20
〜
30
代

の
働
く
未
婚
の
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

意
識
し
て
い
た
。
現
在
も
女
性
が
9
割
以
上

を
占
め
て
お
り
、
20
〜
30
代
は
6
割
を
超
え

て
い
る
。

●
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
ど
ん
な
旅
が
し
た

い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
癒
や
さ
れ
る
旅
」「
非

日
常
を
感
じ
る
旅
」
を
求
め
て
い
る
読
者
が

多
く
、
具
体
的
に
は
「
自
然
の
絶
景
」「
グ
ル

メ
」「
宿
」「
寺
社
仏
閣
」「
ア
ー
ト
」「
温
泉
」

な
ど
を
目
当
て
に
旅
す
る
方
が
多
い
傾
向
。

ま
た
、『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
好
き
な
と
こ
ろ

に
つ
い
て
は
、
特
徴
的
な
「
サ
イ
ズ
」
や
「
誌

面
デ
ザ
イ
ン
」
が
主
に
あ
げ
ら
れ
、
編
集
の

こ
だ
わ
り
が
反
映
さ
れ
た
結
果
と
な
っ
た
。

持
ち
歩
き
や
す
い
デ
ザ
イ
ン

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
こ
だ
わ
り
は
表
紙
。

表
紙
柄
に
は
、
そ
の
エ
リ
ア
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
よ
う
な
柄
を
入
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で

　
2
0
2
2
年
9
月
26
日
（
月
）、「
紙
だ
か

ら
こ
そ
の
魅
力
〜
旅
好
き
女
性
を
引
き
付
け

る
旅
行
雑
誌
と
は
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
29

回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
か
つ
て
、
旅
行
の
情
報
収
集
の
主
流
だ
っ

た
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
近
年
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
S
N
S
の
発
達
に
よ
っ
て
紙
離
れ

が
進
み
、
旅
行
雑
誌
の
発
行
部
数
も
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
、

求
め
ら
れ
て
い
る
情
報
は
何
な
の
か
、
そ
し

て
、
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
併
用
、
相
乗
効
果
を

生
む
手
法
は
な
い
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
20
〜
30
代
女
性
を
中
心
に
人
気

を
集
め
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
こ
と
り
っ

ぷ
』
の
編
集
長
を
務
め
る
中
山
優
子
氏
を
お

招
き
し
、
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
持
つ
魅
力

や
紙
だ
か
ら
こ
そ
の
良
さ
、
紙
媒
体
・
デ
ジ

タ
ル
媒
体
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
し
た
活

用
方
法
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　『
こ
と
り
っ
ぷ
』
で
は
、「
魅
力
の
再
発
見
」

を
大
切
に
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
伝
え
る
た
め
の
情
報
発
信
の
方
法
や
見

せ
方
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
方
自
治
体
等
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
抜
き
刷

り
冊
子
の
配
布
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
S
N
S

で
の
情
報
発
信
、
旅
行
に
役
立
つ
ア
イ
テ
ム

な
ど
の
コ
ラ
ボ
商
品
開
発
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
紙
媒
体
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、

紙
媒
体
に
留
ま
ら
ず
に
地
域
の
新
た
な
一
面

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し

て
の
現
状
・
今
後
に
つ
い
て
も
伺
い
ま
し
た
。

『
こ
と
り
っ
ぷ
』
と
は

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
は
、
2
0
0
8
年
に
国

内
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
創
刊
し
、

2
0
2
3
年
2
月
末
に
15
年
を
迎
え
る
、
旅

す
る
す
べ
て
の
女
性
を
応
援
す
る
旅
メ
デ
ィ

ア
。
旅
先
の
情
報
を
毎
日
発
信
す
る

「
W
E
B
マ
ガ
ジ
ン
」
で
は
、
ス
ク
ロ
ー
ル

を
使
用
し
て
記
事
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
さ
ん
ぽ
や
旅
行
時
の
ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ
な

ど
を
特
集
し
、『
こ
と
り
っ
ぷ
』
だ
け
の
ス

タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
誌
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
カ
フ
ェ

や
料
理
、
風
景
な
ど
が
素
敵
な
写
真
で
、
食

べ
て
み
た
い
、
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
印
象

は
受
け
た
が
、
従
業
員
な
ど
現
地
で
対
応
し

て
く
れ
る
方
の
姿
に
は
あ
ま
り
フ
ォ
ー
カ
ス

さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
な

の
か
。

中
山
氏
…
撮
影
の
際
に
、
枠
内
に
人
を
入
れ

て
も
顔
を
出
さ
な
い
・
目
線
を
外
す
な
ど
、

人
気
（
ひ
と
け
）
を
感
じ
る
誌
面
作
り
を
積

極
的
に
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。し
か
し
、テ
ー

マ
に
合
い
つ
つ
、
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る

方
や
新
た
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
方
の
一

部
は
、
編
集
者
の
意
図
で
顔
出
し
を
し
て
も

ら
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
読
者
が
20
〜
40

代
で
あ
る
た
め
、
同
年
代
が
共
感
を
持
て
る

よ
う
な
方
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
多
い
。

参
加
者
…
ど
の
よ
う
に
記
事
の
ネ
タ
を
拾
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
方
（
例

え
ば
専
属
の
ラ
イ
タ
ー
や
地
元
の
方
）
に
書

い
て
も
ら
っ
て
い
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
記
事
を
作
ら
れ
て
い
る
の

か
を
知
り
た
い
。

中
山
氏
…
各
地
に
数
名
ず
つ
ラ
イ
タ
ー
が
い

る
。
京
都
を
取
り
上
げ
る
場
合
は
、
京
都
の

ラ
イ
タ
ー
に
相
談
す
る
が
、
相
談
し
つ
つ
、

編
集
者
自
身
も
S
N
S
や
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

収
集
を
通
じ
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
テ
ー
マ

に
ひ
も
付
く
も
の
を
発
掘
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
外
か
ら
の
目
線
も
と
て
も
重
要
だ
と

思
っ
て
い
る
た
め
だ
。
テ
ー
マ
設
定
と
い
う

脈
絡
で
は
、
ま
ず
、「
○
○
が
買
え
る
と
こ

ろ
は
な
い
か
な
」「
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
ら
い
い
な
」
と
い
っ
た
想
像
や
仮
定
を
自

分
の
中
で
思
い
描
い
て
ま
ち
を
歩
く
。
想
像

を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
新
た
な
も
の
も
見
つ

け
、
自
分
の
理
想
と
な
る
台
割
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
。
想
定
し
て
い
る
も
の
が
違
っ
た

方
向
の
も
の
で
あ
れ
ば
方
向
転
換
し
、
想
定

し
て
い
た
も
の
が
な
け
れ
ば
探
し
直
し
も
す

る
。

　
編
集
者
自
身
が
探
す
、
ラ
イ
タ
ー
と
意
見

交
換
を
す
る
、
更
に
想
像
を
膨
ら
ま
せ
新
た

に
仮
定
し
見
つ
け
て
い
く
と
い
っ
た
3
つ
を

意
識
し
、
丁
寧
に
取
材
を
し
な
が
ら
記
事
の

内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

参
加
者
…
「
あ
ま
り
デ
ィ
ー
プ
に
な
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の

線
引
き
は
編
集
長
の
中
山
氏
が
担
っ
て
い
る

の
か
。

中
山
氏
…
そ
の
エ
リ
ア
を
担
当
す
る
編
集
者

と
ラ
イ
タ
ー
で
意
見
交
換
、
そ
の
後
、
編
集

者
の
意
見
を
確
認
し
、
外
部
の
目
線
と
し
て

私
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
伝
え
意
見
交
換
を
し

な
が
ら
、
最
終
の
ペ
ー
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
決

定
、
線
引
き
を
し
て
い
る
。

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
読
者
が
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
場
所
と
新
し
い
場
所
・
も
の
を

掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
新
し
い
も
の
に
興

味
が
移
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
個

人
的
に
は
そ
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
、
深

す
ぎ
る
内
容
に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
て
い

る
。『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』で
は
、ス
ト
ー

リ
ー
を
紹
介
で
き
る
本
文
も
掲
載
で
き
る
た

め
、
読
者
が
ち
ょ
っ
と
知
っ
た
気
分
に
な
っ

て
も
ら
え
る
程
度
の
内
容
を
心
が
け
て
い

る
。
旅
は
癒
や
し
を
感
じ
る
も
の
だ
と
考
え

て
い
る
た
め
、
深
す
ぎ
る
内
容
は
旅
か
ら
遠

の
い
て
し
ま
う
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
メ
デ
ィ
ア
の

着
眼
点
を
聞
け
た
こ
と
が
大
変
良
か
っ
た
」、

「『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
特
徴
や
編
集
の
工
夫
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
、
大
変

参
考
に
な
っ
た
。
主
た
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
若

い
女
性
と
の
こ
と
だ
が
、
男
性
に
と
っ
て
も

役
に
立
つ
旅
行
誌
と
感
じ
た
」
と
い
っ
た
ご

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
お
話
か
ら
、
紙
媒
体
は
、
内
容
が

流
行
や
P
V
数
に
左
右
さ
れ
る
ウ
ェ
ブ
と

違
っ
て
編
集
者
の
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
こ
と

が
で
き
、
地
域
を
深
掘
り
し
て
伝
え
る
ツ
ー

ル
と
し
て
ま
だ
ま
だ
活
用
で
き
る
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
見
せ
方
に
も
た
く
さ
ん
の

工
夫
が
さ
れ
て
い
て
、
ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ

ク
す
る
、
旅
を
し
た
く
な
る
気
持
ち
に
さ
せ

る
こ
と
が
人
気
の
秘
訣
な
の
だ
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

　「
旅
す
る
人
に
小
さ
な
し
あ
わ
せ
を
届
け

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
情
報
を
発
信
し
て

い
る『
こ
と
り
っ
ぷ
』。誌
面
を
作
る
中
で
も
、

地
域
の
方
々
の
思
い
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

魅
力
の
磨
き
上
げ
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。『
こ
と
り
っ
ぷ
』
が
持
つ
か
わ
い
ら
し

さ
の
秘
訣
や
編
集
者
の
思
い
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
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け
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
そ
れ
は
、
創
刊
時
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
若
い
女
性
に
定
め
た
か
ら
な
の
か
。

中
山
氏
…
創
刊
時
か
ら
携
わ
っ
て
は
い
な
い

が
、「
か
わ
い
い
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、

創
刊
当
初
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。

そ
の
後
、『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』
の
創

刊
や
『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
の
公
開
が
始

ま
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
か
わ

い
い
」
に
磨
き
が
か
か
っ
て
き
て
い
る
。

参
加
者
…
お
話
を
聞
い
て
、
取
材
を
丁
寧
に

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。
写
真
も
撮
り
お
ろ

し
と
聞
い
た
が
、採
算
が
取
れ
て
い
る
の
か
。

中
山
氏
…
採
算
は
な
ん
と
か
取
れ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
、
海
外
版

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
売
れ
行
き
も
良
か
っ
た

が
、
現
状
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
各

自
治
体
の
宣
伝
を
し
た
い
と
い
う
意
欲
は
今

ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。『
こ
と

り
っ
ぷ
』
に
も
タ
イ
ア
ッ
プ
の
受
注
が
増
え

て
い
て
、
そ
の
お
か
げ
で
収
益
が
保
た
れ
て

い
る
状
況
だ
。
そ
の
た
め
、
タ
イ
ア
ッ
プ
で

は
、
そ
の
地
域
に
つ
い
て
深
掘
り
し
た
も
の

を
掲
載
す
る
よ
う
に
努
め
て
お
り
、
小
冊
子

を
作
る
場
合
は
、
次
年
度
以
降
再
版
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
も
の
を
目
指
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
紙
代
が
値
上
が
り
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、『
こ
と
り
っ
ぷ
』
や
『
こ
と
り
っ
ぷ

マ
ガ
ジ
ン
』も
値
上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

今
ま
で
手
に
取
り
や
す
い
価
格
だ
っ
た
も
の

が
そ
う
で
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
い
う
懸
念
が
あ
る
。

参
加
者
…
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
特
徴
で
あ
る

小
さ
な
サ
イ
ズ
が
コ
ラ
ボ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

な
る
こ
と
が
多
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ

の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
き
た
い
。

中
山
氏
…
創
刊
時
も
ど
れ
く
ら
い
の
大
き
さ

が
女
性
の
バ
ッ
グ
に
入
る
大
き
さ
な
の
か
、

た
だ
小
さ
す
ぎ
て
も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て

の
情
報
量
が
足
り
な
い
な
ど
、
書
籍
の
サ
イ

ズ
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
。
A
5
判
よ
り

や
や
小
さ
い
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
サ
イ
ズ
は
、

バ
ッ
グ
に
入
る
大
き
さ
と
掲
載
す
る
べ
き
情

報
量
の
両
方
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
旅
行
時

に
ト
ラ
ベ
ル
用
の
バ
ッ
グ
を
新
調
す
る
女
性

は
多
い
の
で
、
バ
ッ
グ
に
『
こ
と
り
っ
ぷ
』

が
す
っ
ぽ
り
入
る
よ
う
な
サ
イ
ズ
の
ポ
ケ
ッ

ト
を
付
け
る
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
商
品

を
販
売
す
る
こ
と
は
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
と
の

コ
ラ
ボ
で
し
か
で
き
な
い
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

が
大
き
い
と
、
バ
ッ
グ
も
大
き
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
女
性
向
け
に
特
化
し
た
小
さ
な

サ
イ
ズ
は
多
く
の
コ
ラ
ボ
商
品
が
生
ま
れ
る

要
因
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
ウ
ェ
ブ
の
場
合
は
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー

数
（
以
下
、
P
V
）
が
稼
げ
る
よ
う
な
テ
ー

マ
に
集
中
し
や
す
い
一
方
で
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
場
合
は
編
集
者
の
意
図
を
反
映
さ
せ
や

す
い
と
の
お
話
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な

違
い
が
よ
り
出
て
く
る
の
は
な
ぜ
か
。

中
山
氏
…
ウ
ェ
ブ
の
場
合
は
、
1
本
記
事
単

位
で
P
V
数
が
測
れ
て
し
ま
う
。
P
V
数
が

多
い
方
が
広
告
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

で
、
ウ
ェ
ブ
全
体
の
P
V
数
の
底
上
げ
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
、
よ
り
読
者
に
読
ま
れ
る
記
事
を
作
っ
て

い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
タ
イ
ア
ッ
プ
時

に
は
P
V
保
証
を
し
て
い
る
た
め
、
保
証
さ

れ
て
い
る
数
値
に
到
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
、
広
告
を
出
す
な
ど
の
対

策
を
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
対
策
を

す
る
前
に
、
た
く
さ
ん
の
読
者
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
記
事
を
作
れ

ば
よ
い
の
か
を
、
今
ま
で
の
経
験
値
か
ら
考

え
導
き
出
し
て
い
る
。

　
書
籍
に
お
い
て
も
、
当
然
売
り
上
げ
を
気

に
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
書
籍
で
は
、

全
体
的
に
1
冊
の
本
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い

た
ら
問
題
な
い
と
い
う
考
え
も
あ
る
た
め
、

新
し
い
魅
力
を
紹
介
し
た
い
と
い
っ
た
編
集

者
の
意
図
を
汲
ん
だ
記
事
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
。

参
加
者
…
今
後
も
紙
媒
体
の
低
迷
が
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
ウ
ェ
ブ
に
さ
ら
に
力

を
入
れ
て
い
く
と
い
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

中
山
氏
…
ま
さ
に
そ
れ
を
今
見
極
め
て
い
る

段
階
か
も
し
れ
な
い
。
元
々
は
紙
の
編
集
を

し
て
い
る
の
で
、
紙
に
対
す
る
編
集
目
線
を

ウ
ェ
ブ
に
入
れ
込
み
、
紙
と
ウ
ェ
ブ
の
融
合

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ウ
ェ
ブ
広
告
の
売
り

上
げ
が
大
き
な
収
益
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

ウ
ェ
ブ
へ
シ
フ
ト
す
る
可
能
性
は
あ
る
と
思

う
。
実
際
に
、
ウ
ェ
ブ
は
行
政
か
ら
の
関
心

も
高
い
。
こ
れ
は
、
世
間
的
に
ウ
ェ
ブ
を
重

視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
現
れ
だ
と
思

う
。

参
加
者
…
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
書
籍
に
つ

い
て
だ
が
、
現
状
見
開
き
1
ペ
ー
ジ
に
1
つ

の
テ
ー
マ
と
伺
っ
た
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
縦
型
画
面
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
る
と
半

ペ
ー
ジ
し
か
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

ウ
ェ
ブ
で
の
公
開
に
向
け
て
、
見
開
き
半

ペ
ー
ジ
に
1
つ
の
テ
ー
マ
に
す
る
方
針
は
検

討
し
て
い
な
い
か
。

中
山
氏
…
今
後
、
新
刊
を
出
す
際
に
は
検
討

し
て
い
く
べ
き
こ
と
だ
と
思
う
。
た
だ
し
、

現
状
と
し
て
は
書
籍
を
そ
の
ま
ま
持
ち
運
べ

る
と
い
う
点
を
重
視
し
て
い
る
の
で
、
今
す

ぐ
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
の
縦
型
構
成
は

考
え
て
い
な
い
。
書
籍
で
は
な
く
記
事
に
な

る
が
、『
こ
と
り
っ
ぷ
ア
プ
リ
』
内
の

【
第
2
部
】

意
見
交
換

に
、
誌
面
上
の
掲
載
件
数
を
あ
る
程
度
絞
っ

て
い
る
。
ま
た
、
読
者
の
行
き
た
い
場
所
を

入
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
実
現
可
能
な
プ

ラ
ン
で
、
み
ど
こ
ろ
・
休
憩
を
は
さ
み
な
が

ら
、
編
集
者
が
読
者
に
対
し
て
今
行
っ
て
ほ

し
い
地
域
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
を
独

自
目
線
で
提
案
し
て
い
る
。

●
地
域
の
こ
と
が
視
覚
的
に
わ
か
る
目
次
機

能
を
入
れ
て
お
り
、
写
真
と
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
入
れ
る
こ
と
で
、
旅
の
目
的
を
定
め
や

そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体
の

良
さ
を
生
か
し
た

活
用
方
法
と
課
題

（
3
）
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ま
ち
の
風
景
を
切
り
取
っ
た
写
真
コ
ラ
ム
を

活
用
す
る
な
ど
）
と
い
っ
た
構
成
に
し
て
お

り
、
編
集
者
が
そ
の
地
で
何
を
見
せ
た
い
か

が
垣
間
見
え
る
よ
う
な
構
成
に
し
て
い
る
。

写
真
に
こ
だ
わ
る

●
写
真
を
効
果
的
に
使
う
こ
と
で
、
編
集
者

の
伝
え
た
い
こ
と
の
半
分
以
上
が
伝
わ
る
と

考
え
て
い
る
。
写
真
は
、
証
明
写
真
の
よ
う

な
も
の
で
は
な
く
、
場
所
の
空
気
感
や
雰
囲

気
を
伝
え
る
よ
う
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
る
。

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
写
真
の
特
徴
は
、①
自

然
光
②
切
り
取
る
③
過
剰
な
演
出
は
し
な
い

こ
と
で
あ
る
。
自
然
光
で
そ
の
場
の
雰
囲
気

を
伝
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
背
景
の

映
し
方
や
ぼ
か
し
方
な
ど
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と

の
協
力
・
意
思
疎
通
も
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、

読
者
が
実
際
に
現
地
に
行
っ
た
と
き
に
同
じ

よ
う
に
撮
影
で
き
る
よ
う
に
色
味
補
正
は
過

剰
に
せ
ず
、一
人
旅
・
友
達
と
の
旅
を
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
よ
う
に
大
量
の
料
理
を
並
べ
な

い
な
ど
を
意
識
し
て
い
る
。

「
か
わ
い
く
」「
や
さ
し
く
」

「
や
わ
ら
か
く
」

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
特
徴
は
「
か
わ
い
く
」

「
や
さ
し
く
」「
や
わ
ら
か
く
」
の
3
つ
。
こ

れ
は
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
文
章
や
掲
載

箇
所
選
び
な
ど
、
す
べ
て
に
言
え
る
こ
と
で

あ
る
。
誰
も
が
か
わ
い
い
と
思
う
お
店
を
選

び
、
や
さ
し
い
・
や
わ
ら
か
い
雰
囲
気
の
写

真
や
誌
面
、
言
葉
遣
い
な
ど
、
特
に
意
識
し

て
作
り
込
ん
で
い
る
。

●
こ
の
3
つ
に
あ
わ
せ
て
、
非
日
常
や
と
き

め
き
、
癒
や
し
、
地
域
性
や
普
遍
的
な
も
の

を
そ
っ
と
伝
え
、
読
者
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や

雑
誌
を
眺
め
る
だ
け
で
旅
し
た
気
分
に
な
っ

て
ほ
し
い
。

W
E
B
と
雑
誌
の
使
い
分
け

●『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
は
、
読
者
の
嗜

好
に
よ
っ
て
読
ま
せ
る
記
事
よ
り
写
真
で
見

せ
る
記
事
が
多
い
が
、『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ

ジ
ン
』
で
は
ス
ト
ー
リ
ー
を
深
掘
り
し
て
紹

介
す
る
記
事
を
書
い
て
い
る
。そ
し
て
、ウ
ェ

ブ
で
は
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
を
意
識
し
記
事
に
す

る
こ
と
を
た
め
ら
う
よ
う
な
記
事（
例
え
ば
、

2
0
2
2
年
秋
号
の
『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ

ン
』
で
は
防
災
グ
ッ
ズ
な
ど
の
旅
と
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
つ
な
が
る
よ
う
な
企
画
記
事
）

を
実
験
的
に
掲
載
し
て
い
る
。

ウ
ェ
ブ
を
活
用
す
る
に

あ
た
っ
て
の
課
題

●『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
で
は
、
毎
日
4

〜
5
記
事
を
配
信
し
て
お
り
、
既
に
書
籍
で

掲
載
し
た
記
事
の
流
用
や
企
業
や
自
治
体
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
記
事
、
新
た
に
取
材
を
し

た
記
事
な
ど
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
た
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

記
事
内
の
情
報
は
毎
日
公
開
し
た
時
点
で
劣

化
し
て
い
く
と
感
じ
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
記
事

の
鮮
度
は
配
信
直
後
が
一
番
新
鮮
で
、
1
日

〜
2
週
間
程
度
で
劣
化
し
て
し
ま
う
と
考
え

て
い
る
。

●
ウ
ェ
ブ
記
事
は
長
文
に
な
る
と
読
ん
で
も

ら
え
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
季
節
や
テ
ー

マ
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
エ
リ
ア
全
体
の
紹
介
な
ど
の
複
数
の

テ
ー
マ
の
記
事
は
１
つ
の
記
事
に
ま
と
め
る

こ
と
が
難
し
い
。

●
ウ
ェ
ブ
記
事
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
他
社
を
含

め
て
平
均
化
さ
れ
て
お
り
、
他
メ
デ
ィ
ア
と

の
差
別
化
が
難
し
く
、『
こ
と
り
っ
ぷ

W
E
B
』
の
特
徴
を
出
し
づ
ら
い
。

●
ウ
ェ
ブ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ

る
が
、
分
単
位
で
記
事
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
が

わ
か
る
た
め
、
読
者
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う

な
記
事
が
好
ま
れ
る
の
か
が
わ
か
る
。
そ
の

た
め
、他
社
や
S
N
S
等
の
動
向
を
注
視
し
、

読
者
に
人
気
の
テ
ー
マ
や
好
ま
れ
る
・
必
要

と
さ
れ
て
い
る
情
報
を
集
め
る
必
要
が
あ

る
。
ウ
ェ
ブ
で
は
自
分
た
ち
が
書
き
た
い
記

事
を
出
し
続
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ

の
よ
う
な
流
行
し
て
い
る
情
報
を
集
め
、
記

事
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
で
ア
ク
セ
ス
数
の

増
加
に
つ
な
げ
て
い
る
。
結
果
的
に
タ
イ

ア
ッ
プ
や
広
告
と
し
て
の
効
果
も
あ
る
が

『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
個
性
が
出
し
づ
ら
く
、

ら
し
さ
を
ど
う
提
案
す
る
か
常
に
模
索
し
続

け
る
と
と
も
に
、
課
題
だ
と
感
じ
て
い
る
。

参
加
者
…『
こ
と
り
っ
ぷ 

京
都
』を
拝
見
し
、

と
て
も
感
覚
的
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
だ
と
思
っ

た
。
今
日
の
話
を
伺
い
、
中
山
氏
の
一
貫
し

た
理
念
や
哲
学
が
感
じ
ら
れ
、
読
者
の
感
覚

に
訴
え
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。
そ
の
よ
う
な
理
解
で
あ
っ
て
い

る
か
。

中
山
氏
…
ぱ
っ
と
見
た
と
き
の「
か
わ
い
い
」

と
い
う
感
覚
は
大
事
だ
と
感
じ
て
い
る
。
そ

の
感
覚
で
ま
ず
人
を
引
き
付
け
、
よ
り
知
識

を
深
掘
り
し
た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
仕
掛

あ
る
。
他
誌
の
よ
う
に
華
や
か
で
「
い
か
に

も
旅
行
し
て
い
ま
す
」
と
自
分
か
ら
P
R
す

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
旅
行
中
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
落
ち
着
い
た
色
と

柄
で
表
現
し
て
い
る
。

●
表
紙
の
絵
柄
は
そ
の
土
地
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
も
の
に
し
て
お
り
、
分
か
り
や
す
い
モ

チ
ー
フ
か
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
ま

で
あ
る
。
イ
ラ
ス
ト
の
方
向
性
は
多
岐
に
わ

た
る
が
、
創
刊
当
時
の
そ
の
エ
リ
ア
の
織
物

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
柄
か
ら
、
今
で
は
箸
置

き
や
寄
せ
木
、
た
ま
ね
ぎ
な
ど
ご
当
地
の
特

産
品
や
工
芸
品
も
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
表
紙
の
帯
写
真
も
合
わ
せ
て
検

討
し
て
い
る
。
こ
の
帯
を
付
け
、
表
紙
の
絵

柄
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
編
集
者
が
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
エ
リ
ア
像
を
示
し
て
い
る
。
帯
を

外
す
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
の
で
、
外
し
た

場
合
と
付
け
た
場
合
の
両
方
を
考
え
、
絵
柄

と
写
真
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
編
集
部
全
体
で

検
討
し
て
い
る
。

●
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
、
女
性
が
よ
く
持
つ
小

さ
め
の
バ
ッ
グ
に
収
納
し
や
す
い
こ
と
が
特

徴
。
持
っ
て
い
る
と
タ
イ
ト
ル
を
隠
す
こ
と

も
で
き
、
ノ
ー
ト
や
手
帳
の
よ
う
に
見
え
る

の
で
、
旅
先
で
歩
き
な
が
ら
、
ま
た
、
お
し
ゃ

れ
な
カ
フ
ェ
で
見
て
い
て
も
周
囲
に
マ
ッ
チ

す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。

 

現
実
的
な
2
泊
3
日
の
プ
ラ
ン

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
語
源
と
な
る
「
小
さ
な

旅
（co

-T
rip

）」
は
、
働
く
女
性
が
週
末
に

2
泊
3
日
で
行
く
旅
を
想
定
し
て
い
る
た

め
、
必
ず
2
泊
3
日
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
掲

載
し
て
い
る
。
読
者
に
は
旅
行
の
計
画
や
地

図
を
見
る
こ
と
が
苦
手
で
、
友
人
と
旅
行
の

計
画
を
立
て
る
と
き
も
自
分
の
意
見
を
主
張

し
づ
ら
い
と
い
う
女
性
が
多
い
。『
こ
と
り
っ

ぷ
』
愛
読
者
の

場
合
、
こ
の
プ

ラ
ン
を
そ
の
ま

ま
な
ぞ
っ
て
実

際
に
旅
行
す
る

方
が
多
い
と
聞

い
て
い
る
。
そ

の
た
め
時
間
配

分
な
ど
細
か
い

部
分
に
も
気
を

遣
っ
て
プ
ラ
ン

を
組
ん
で
い

る
。

●
地
域
の
特
性

を
見
極
め
、
ど

こ
に
行
き
た
い

か
目
標
設
定
が

で
き
る
よ
う

す
く
し
て
い
る
。
ペ
ー
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
編

集
者
の
意
図
や
地
域
の
特
性
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
地
域
ご
と
に
章
立
て
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
が
、
例
え
ば
、
い
わ
て
版
の

場
合
は
、
こ
と
り
っ
ぷ
読
者
に
い
ま
行
っ
て

ほ
し
い
場
所
の
記
事
を
前
に
す
る
、
一
般
的

な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
あ
ま
り
掲
載
し
て
い

な
い
特
別
な
場
所
や
体
験
を
紹
介
す
る
、
定

番
観
光
地
の
紹
介
の
仕
方
に
こ
だ
わ
る
（
岩

手
県
の
場
合
、盛
岡
三
大
麺
よ
り
宮
沢
賢
治
、

「
W
E
B
･
ア
プ
リ
」、
旅
先
や
地
域
の
魅
力

を
紹
介
す
る
季
刊
誌
「
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ

ン
」、
国
内
海
外
1
2
2
タ
イ
ト
ル
、
累
計

発
行
部
数
1
8
0
0
万
部
超
の
旅
行
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
「
こ
と
り
っ
ぷ
」、
イ
ベ
ン
ト
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
旅
す

る
女
性
を
し
あ
わ
せ
に
す
る
手
伝
い
を
し
て

い
る
。

●
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
は
、

働
く
女
性
が
週
末
に
行
く
小
さ
な
旅
を
提
案

す
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
国
内
版
69
点
、

海
外
版
44
点
、
海
外
会
話
帖
9
点
と
幅
広
く

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
制
作
（
2
0
2
2
年
9
月

26
日
時
点
）。

●『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』
は
、
街
の
い

い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
旅
の
き
っ
か
け
マ
ガ

ジ
ン
。
季
節
ご
と
に
（
年
4
回
）
発
行
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
で
行
き
た
く
な
る
す
て
き

な
街
、
旅
の
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
幅
広

い
テ
ー
マ
で
、
あ
た
ら
し
い
旅
先
を
紹
介
。

●『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
で
は
、
季
節
に

あ
わ
せ
て
最
新
の
ス
ポ
ッ
ト
や
週
末
行
き
た

い
旅
先
を
紹
介
。
記
事
の
多
く
は
各
地
に
い

る
ラ
イ
タ
ー
が
独
自
取
材
の
も
と
制
作
し
て

お
り
、
毎
日
4
〜
5
記
事
を
投
稿
。
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
版
と
ア
プ
リ
版
の
2
種
あ
る
。
ア
プ

リ
版
で
は
、
ア
プ
リ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
記

事
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
購
入
し
た
書
籍

の
電
子
書
籍
版
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
機

能
、
旅
好
き
の
読
者
が
交
流
で
き
る
写
真
投

稿
機
能
を
搭
載
。

●
S
N
S
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
旅
の

情
報
や
こ
と
り
っ
ぷ
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

を
毎
日
発
信
。
ほ
か
旅
メ
デ
ィ
ア
と
比
較
し

て
も
圧
倒
的
な
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
を
誇
り
、

T
w
itter

、Facebook

、In
stagram

、
あ

わ
せ
て
1
0
0
万
人
超
。

●
こ
と
り
っ
ぷ
で
は
、
女
性
の
誘
客
に
取
り

組
む
自
治
体
や
交
通
関
連
、
流
通
関
連
、
飲

食
店
、
女
性
向
け
商
品
の
メ
ー
カ
ー
な
ど
幅

広
い
法
人
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
持
つ
旅
メ
デ
ィ
ア

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
媒
体
ご
と
の
特
色
を
生

か
し
た
販
促
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
様
々

な
自
治
体
や
民
間
企
業
か
ら
小
冊
子
を
受
注

は
し
て
い
る
が
、
自
治
体
の
中
に
は
、
さ
ら

に
多
言
語
化
に
取
り
組
む
地
域
や
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
と
す
る
地
域
な
ど
、
小
冊
子

を
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ

る
。
ま
た
、『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』や『
こ

と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
で
も
タ
イ
ア
ッ
プ
記
事

を
作
成
し
、
紙
だ
け
で
な
く
、
W
E
B
の
記

事
を
流
用
す
る
形
で
抜
き
刷
り
冊
子
の
制

作
、
マ
ガ
ジ
ン
の
記
事
を
流
用
す
る
か
た
ち

で
『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
へ
掲
載
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
発
信
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
特
色

を
生
か
し
た
Ｐ
Ｒ
方
法
を
あ
わ
せ
て
提
案

し
、
発
信
し
て
い
る
。

●
こ
の
ほ
か
、
2
0
2
0
年
末
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
こ
と
り
っ
ぷ
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
」

で
は
、
書
籍
や
マ
ガ
ジ
ン
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
や
コ
ラ
ボ
商
品
の
販
売
を
し
て
い
る
。
ま

た
、オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
と『
こ
と
り
っ

ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』
を
セ
ッ
ト
に
し
た
商
品
や
こ

と
り
っ
ぷ
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
た
専
用
の

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
等
、
こ
こ
で
し
か
出
会
え
な

い
商
品
、
日
本
の
い
い
も
の
を
セ
レ
ク
ト
し

た
食
品
や
雑
貨
な
ど
、
旅
好
き
な
人
が
オ
ン

ラ
イ
ン
ス
ト
ア
を
の
ぞ
く
だ
け
で
旅
し
た
気

分
に
な
る
商
品
を
多
数
展
開
し
て
い
る
。

読
者
層

●
創
刊
時
（
2
0
0
8
年
）
は
、
20
〜
30
代

の
働
く
未
婚
の
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

意
識
し
て
い
た
。
現
在
も
女
性
が
9
割
以
上

を
占
め
て
お
り
、
20
〜
30
代
は
6
割
を
超
え

て
い
る
。

●
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
ど
ん
な
旅
が
し
た

い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
癒
や
さ
れ
る
旅
」「
非

日
常
を
感
じ
る
旅
」
を
求
め
て
い
る
読
者
が

多
く
、
具
体
的
に
は
「
自
然
の
絶
景
」「
グ
ル

メ
」「
宿
」「
寺
社
仏
閣
」「
ア
ー
ト
」「
温
泉
」

な
ど
を
目
当
て
に
旅
す
る
方
が
多
い
傾
向
。

ま
た
、『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
好
き
な
と
こ
ろ

に
つ
い
て
は
、
特
徴
的
な
「
サ
イ
ズ
」
や
「
誌

面
デ
ザ
イ
ン
」
が
主
に
あ
げ
ら
れ
、
編
集
の

こ
だ
わ
り
が
反
映
さ
れ
た
結
果
と
な
っ
た
。

持
ち
歩
き
や
す
い
デ
ザ
イ
ン

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
こ
だ
わ
り
は
表
紙
。

表
紙
柄
に
は
、
そ
の
エ
リ
ア
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
よ
う
な
柄
を
入
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で

　
2
0
2
2
年
9
月
26
日
（
月
）、「
紙
だ
か

ら
こ
そ
の
魅
力
〜
旅
好
き
女
性
を
引
き
付
け

る
旅
行
雑
誌
と
は
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
29

回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
か
つ
て
、
旅
行
の
情
報
収
集
の
主
流
だ
っ

た
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
近
年
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
S
N
S
の
発
達
に
よ
っ
て
紙
離
れ

が
進
み
、
旅
行
雑
誌
の
発
行
部
数
も
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
、

求
め
ら
れ
て
い
る
情
報
は
何
な
の
か
、
そ
し

て
、
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
併
用
、
相
乗
効
果
を

生
む
手
法
は
な
い
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
20
〜
30
代
女
性
を
中
心
に
人
気

を
集
め
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
こ
と
り
っ

ぷ
』
の
編
集
長
を
務
め
る
中
山
優
子
氏
を
お

招
き
し
、
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
持
つ
魅
力

や
紙
だ
か
ら
こ
そ
の
良
さ
、
紙
媒
体
・
デ
ジ

タ
ル
媒
体
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
し
た
活

用
方
法
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　『
こ
と
り
っ
ぷ
』
で
は
、「
魅
力
の
再
発
見
」

を
大
切
に
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
伝
え
る
た
め
の
情
報
発
信
の
方
法
や
見

せ
方
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
方
自
治
体
等
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
抜
き
刷

り
冊
子
の
配
布
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
S
N
S

で
の
情
報
発
信
、
旅
行
に
役
立
つ
ア
イ
テ
ム

な
ど
の
コ
ラ
ボ
商
品
開
発
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
紙
媒
体
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、

紙
媒
体
に
留
ま
ら
ず
に
地
域
の
新
た
な
一
面

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し

て
の
現
状
・
今
後
に
つ
い
て
も
伺
い
ま
し
た
。

『
こ
と
り
っ
ぷ
』
と
は

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
は
、
2
0
0
8
年
に
国

内
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
創
刊
し
、

2
0
2
3
年
2
月
末
に
15
年
を
迎
え
る
、
旅

す
る
す
べ
て
の
女
性
を
応
援
す
る
旅
メ
デ
ィ

ア
。
旅
先
の
情
報
を
毎
日
発
信
す
る

「
W
E
B
マ
ガ
ジ
ン
」
で
は
、
ス
ク
ロ
ー
ル

を
使
用
し
て
記
事
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
さ
ん
ぽ
や
旅
行
時
の
ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ
な

ど
を
特
集
し
、『
こ
と
り
っ
ぷ
』
だ
け
の
ス

タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
誌
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
カ
フ
ェ

や
料
理
、
風
景
な
ど
が
素
敵
な
写
真
で
、
食

べ
て
み
た
い
、
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
印
象

は
受
け
た
が
、
従
業
員
な
ど
現
地
で
対
応
し

て
く
れ
る
方
の
姿
に
は
あ
ま
り
フ
ォ
ー
カ
ス

さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
な

の
か
。

中
山
氏
…
撮
影
の
際
に
、
枠
内
に
人
を
入
れ

て
も
顔
を
出
さ
な
い
・
目
線
を
外
す
な
ど
、

人
気
（
ひ
と
け
）
を
感
じ
る
誌
面
作
り
を
積

極
的
に
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。し
か
し
、テ
ー

マ
に
合
い
つ
つ
、
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る

方
や
新
た
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
方
の
一

部
は
、
編
集
者
の
意
図
で
顔
出
し
を
し
て
も

ら
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
読
者
が
20
〜
40

代
で
あ
る
た
め
、
同
年
代
が
共
感
を
持
て
る

よ
う
な
方
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
多
い
。

参
加
者
…
ど
の
よ
う
に
記
事
の
ネ
タ
を
拾
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
方
（
例

え
ば
専
属
の
ラ
イ
タ
ー
や
地
元
の
方
）
に
書

い
て
も
ら
っ
て
い
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
記
事
を
作
ら
れ
て
い
る
の

か
を
知
り
た
い
。

中
山
氏
…
各
地
に
数
名
ず
つ
ラ
イ
タ
ー
が
い

る
。
京
都
を
取
り
上
げ
る
場
合
は
、
京
都
の

ラ
イ
タ
ー
に
相
談
す
る
が
、
相
談
し
つ
つ
、

編
集
者
自
身
も
S
N
S
や
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

収
集
を
通
じ
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
テ
ー
マ

に
ひ
も
付
く
も
の
を
発
掘
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
外
か
ら
の
目
線
も
と
て
も
重
要
だ
と

思
っ
て
い
る
た
め
だ
。
テ
ー
マ
設
定
と
い
う

脈
絡
で
は
、
ま
ず
、「
○
○
が
買
え
る
と
こ

ろ
は
な
い
か
な
」「
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
ら
い
い
な
」
と
い
っ
た
想
像
や
仮
定
を
自

分
の
中
で
思
い
描
い
て
ま
ち
を
歩
く
。
想
像

を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
新
た
な
も
の
も
見
つ

け
、
自
分
の
理
想
と
な
る
台
割
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
。
想
定
し
て
い
る
も
の
が
違
っ
た

方
向
の
も
の
で
あ
れ
ば
方
向
転
換
し
、
想
定

し
て
い
た
も
の
が
な
け
れ
ば
探
し
直
し
も
す

る
。

　
編
集
者
自
身
が
探
す
、
ラ
イ
タ
ー
と
意
見

交
換
を
す
る
、
更
に
想
像
を
膨
ら
ま
せ
新
た

に
仮
定
し
見
つ
け
て
い
く
と
い
っ
た
3
つ
を

意
識
し
、
丁
寧
に
取
材
を
し
な
が
ら
記
事
の

内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

参
加
者
…
「
あ
ま
り
デ
ィ
ー
プ
に
な
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の

線
引
き
は
編
集
長
の
中
山
氏
が
担
っ
て
い
る

の
か
。

中
山
氏
…
そ
の
エ
リ
ア
を
担
当
す
る
編
集
者

と
ラ
イ
タ
ー
で
意
見
交
換
、
そ
の
後
、
編
集

者
の
意
見
を
確
認
し
、
外
部
の
目
線
と
し
て

私
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
伝
え
意
見
交
換
を
し

な
が
ら
、
最
終
の
ペ
ー
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
決

定
、
線
引
き
を
し
て
い
る
。

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
読
者
が
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
場
所
と
新
し
い
場
所
・
も
の
を

掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
新
し
い
も
の
に
興

味
が
移
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
個

人
的
に
は
そ
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
、
深

す
ぎ
る
内
容
に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
て
い

る
。『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』で
は
、ス
ト
ー

リ
ー
を
紹
介
で
き
る
本
文
も
掲
載
で
き
る
た

め
、
読
者
が
ち
ょ
っ
と
知
っ
た
気
分
に
な
っ

て
も
ら
え
る
程
度
の
内
容
を
心
が
け
て
い

る
。
旅
は
癒
や
し
を
感
じ
る
も
の
だ
と
考
え

て
い
る
た
め
、
深
す
ぎ
る
内
容
は
旅
か
ら
遠

の
い
て
し
ま
う
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
メ
デ
ィ
ア
の

着
眼
点
を
聞
け
た
こ
と
が
大
変
良
か
っ
た
」、

「『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
特
徴
や
編
集
の
工
夫
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
、
大
変

参
考
に
な
っ
た
。
主
た
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
若

い
女
性
と
の
こ
と
だ
が
、
男
性
に
と
っ
て
も

役
に
立
つ
旅
行
誌
と
感
じ
た
」
と
い
っ
た
ご

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
お
話
か
ら
、
紙
媒
体
は
、
内
容
が

流
行
や
P
V
数
に
左
右
さ
れ
る
ウ
ェ
ブ
と

違
っ
て
編
集
者
の
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
こ
と

が
で
き
、
地
域
を
深
掘
り
し
て
伝
え
る
ツ
ー

ル
と
し
て
ま
だ
ま
だ
活
用
で
き
る
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
見
せ
方
に
も
た
く
さ
ん
の

工
夫
が
さ
れ
て
い
て
、
ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ

ク
す
る
、
旅
を
し
た
く
な
る
気
持
ち
に
さ
せ

る
こ
と
が
人
気
の
秘
訣
な
の
だ
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

　「
旅
す
る
人
に
小
さ
な
し
あ
わ
せ
を
届
け

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
情
報
を
発
信
し
て

い
る『
こ
と
り
っ
ぷ
』。誌
面
を
作
る
中
で
も
、

地
域
の
方
々
の
思
い
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

魅
力
の
磨
き
上
げ
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。『
こ
と
り
っ
ぷ
』
が
持
つ
か
わ
い
ら
し

さ
の
秘
訣
や
編
集
者
の
思
い
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
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け
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
そ
れ
は
、
創
刊
時
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
若
い
女
性
に
定
め
た
か
ら
な
の
か
。

中
山
氏
…
創
刊
時
か
ら
携
わ
っ
て
は
い
な
い

が
、「
か
わ
い
い
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、

創
刊
当
初
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。

そ
の
後
、『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』
の
創

刊
や
『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
の
公
開
が
始

ま
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
か
わ

い
い
」
に
磨
き
が
か
か
っ
て
き
て
い
る
。

参
加
者
…
お
話
を
聞
い
て
、
取
材
を
丁
寧
に

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。
写
真
も
撮
り
お
ろ

し
と
聞
い
た
が
、採
算
が
取
れ
て
い
る
の
か
。

中
山
氏
…
採
算
は
な
ん
と
か
取
れ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
、
海
外
版

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
売
れ
行
き
も
良
か
っ
た

が
、
現
状
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
各

自
治
体
の
宣
伝
を
し
た
い
と
い
う
意
欲
は
今

ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。『
こ
と

り
っ
ぷ
』
に
も
タ
イ
ア
ッ
プ
の
受
注
が
増
え

て
い
て
、
そ
の
お
か
げ
で
収
益
が
保
た
れ
て

い
る
状
況
だ
。
そ
の
た
め
、
タ
イ
ア
ッ
プ
で

は
、
そ
の
地
域
に
つ
い
て
深
掘
り
し
た
も
の

を
掲
載
す
る
よ
う
に
努
め
て
お
り
、
小
冊
子

を
作
る
場
合
は
、
次
年
度
以
降
再
版
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
も
の
を
目
指
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
紙
代
が
値
上
が
り
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、『
こ
と
り
っ
ぷ
』
や
『
こ
と
り
っ
ぷ

マ
ガ
ジ
ン
』も
値
上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

今
ま
で
手
に
取
り
や
す
い
価
格
だ
っ
た
も
の

が
そ
う
で
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
い
う
懸
念
が
あ
る
。

参
加
者
…
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
特
徴
で
あ
る

小
さ
な
サ
イ
ズ
が
コ
ラ
ボ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

な
る
こ
と
が
多
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ

の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
き
た
い
。

中
山
氏
…
創
刊
時
も
ど
れ
く
ら
い
の
大
き
さ

が
女
性
の
バ
ッ
グ
に
入
る
大
き
さ
な
の
か
、

た
だ
小
さ
す
ぎ
て
も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て

の
情
報
量
が
足
り
な
い
な
ど
、
書
籍
の
サ
イ

ズ
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
。
A
5
判
よ
り

や
や
小
さ
い
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
サ
イ
ズ
は
、

バ
ッ
グ
に
入
る
大
き
さ
と
掲
載
す
る
べ
き
情

報
量
の
両
方
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
旅
行
時

に
ト
ラ
ベ
ル
用
の
バ
ッ
グ
を
新
調
す
る
女
性

は
多
い
の
で
、
バ
ッ
グ
に
『
こ
と
り
っ
ぷ
』

が
す
っ
ぽ
り
入
る
よ
う
な
サ
イ
ズ
の
ポ
ケ
ッ

ト
を
付
け
る
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
商
品

を
販
売
す
る
こ
と
は
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
と
の

コ
ラ
ボ
で
し
か
で
き
な
い
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

が
大
き
い
と
、
バ
ッ
グ
も
大
き
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
女
性
向
け
に
特
化
し
た
小
さ
な

サ
イ
ズ
は
多
く
の
コ
ラ
ボ
商
品
が
生
ま
れ
る

要
因
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
ウ
ェ
ブ
の
場
合
は
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー

数
（
以
下
、
P
V
）
が
稼
げ
る
よ
う
な
テ
ー

マ
に
集
中
し
や
す
い
一
方
で
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
場
合
は
編
集
者
の
意
図
を
反
映
さ
せ
や

す
い
と
の
お
話
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な

違
い
が
よ
り
出
て
く
る
の
は
な
ぜ
か
。

中
山
氏
…
ウ
ェ
ブ
の
場
合
は
、
1
本
記
事
単

位
で
P
V
数
が
測
れ
て
し
ま
う
。
P
V
数
が

多
い
方
が
広
告
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

で
、
ウ
ェ
ブ
全
体
の
P
V
数
の
底
上
げ
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
、
よ
り
読
者
に
読
ま
れ
る
記
事
を
作
っ
て

い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
タ
イ
ア
ッ
プ
時

に
は
P
V
保
証
を
し
て
い
る
た
め
、
保
証
さ

れ
て
い
る
数
値
に
到
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
、
広
告
を
出
す
な
ど
の
対

策
を
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
対
策
を

す
る
前
に
、
た
く
さ
ん
の
読
者
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
記
事
を
作
れ

ば
よ
い
の
か
を
、
今
ま
で
の
経
験
値
か
ら
考

え
導
き
出
し
て
い
る
。

　
書
籍
に
お
い
て
も
、
当
然
売
り
上
げ
を
気

に
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
書
籍
で
は
、

全
体
的
に
1
冊
の
本
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い

た
ら
問
題
な
い
と
い
う
考
え
も
あ
る
た
め
、

新
し
い
魅
力
を
紹
介
し
た
い
と
い
っ
た
編
集

者
の
意
図
を
汲
ん
だ
記
事
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
。

参
加
者
…
今
後
も
紙
媒
体
の
低
迷
が
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
ウ
ェ
ブ
に
さ
ら
に
力

を
入
れ
て
い
く
と
い
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

中
山
氏
…
ま
さ
に
そ
れ
を
今
見
極
め
て
い
る

段
階
か
も
し
れ
な
い
。
元
々
は
紙
の
編
集
を

し
て
い
る
の
で
、
紙
に
対
す
る
編
集
目
線
を

ウ
ェ
ブ
に
入
れ
込
み
、
紙
と
ウ
ェ
ブ
の
融
合

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ウ
ェ
ブ
広
告
の
売
り

上
げ
が
大
き
な
収
益
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

ウ
ェ
ブ
へ
シ
フ
ト
す
る
可
能
性
は
あ
る
と
思

う
。
実
際
に
、
ウ
ェ
ブ
は
行
政
か
ら
の
関
心

も
高
い
。
こ
れ
は
、
世
間
的
に
ウ
ェ
ブ
を
重

視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
現
れ
だ
と
思

う
。

参
加
者
…
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
書
籍
に
つ

い
て
だ
が
、
現
状
見
開
き
1
ペ
ー
ジ
に
1
つ

の
テ
ー
マ
と
伺
っ
た
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
縦
型
画
面
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
る
と
半

ペ
ー
ジ
し
か
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

ウ
ェ
ブ
で
の
公
開
に
向
け
て
、
見
開
き
半

ペ
ー
ジ
に
1
つ
の
テ
ー
マ
に
す
る
方
針
は
検

討
し
て
い
な
い
か
。

中
山
氏
…
今
後
、
新
刊
を
出
す
際
に
は
検
討

し
て
い
く
べ
き
こ
と
だ
と
思
う
。
た
だ
し
、

現
状
と
し
て
は
書
籍
を
そ
の
ま
ま
持
ち
運
べ

る
と
い
う
点
を
重
視
し
て
い
る
の
で
、
今
す

ぐ
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
の
縦
型
構
成
は

考
え
て
い
な
い
。
書
籍
で
は
な
く
記
事
に
な

る
が
、『
こ
と
り
っ
ぷ
ア
プ
リ
』
内
の

に
、
誌
面
上
の
掲
載
件
数
を
あ
る
程
度
絞
っ

て
い
る
。
ま
た
、
読
者
の
行
き
た
い
場
所
を

入
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
実
現
可
能
な
プ

ラ
ン
で
、
み
ど
こ
ろ
・
休
憩
を
は
さ
み
な
が

ら
、
編
集
者
が
読
者
に
対
し
て
今
行
っ
て
ほ

し
い
地
域
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
を
独

自
目
線
で
提
案
し
て
い
る
。

●
地
域
の
こ
と
が
視
覚
的
に
わ
か
る
目
次
機

能
を
入
れ
て
お
り
、
写
真
と
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
入
れ
る
こ
と
で
、
旅
の
目
的
を
定
め
や
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ま
ち
の
風
景
を
切
り
取
っ
た
写
真
コ
ラ
ム
を

活
用
す
る
な
ど
）
と
い
っ
た
構
成
に
し
て
お

り
、
編
集
者
が
そ
の
地
で
何
を
見
せ
た
い
か

が
垣
間
見
え
る
よ
う
な
構
成
に
し
て
い
る
。

写
真
に
こ
だ
わ
る

●
写
真
を
効
果
的
に
使
う
こ
と
で
、
編
集
者

の
伝
え
た
い
こ
と
の
半
分
以
上
が
伝
わ
る
と

考
え
て
い
る
。
写
真
は
、
証
明
写
真
の
よ
う

な
も
の
で
は
な
く
、
場
所
の
空
気
感
や
雰
囲

気
を
伝
え
る
よ
う
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
る
。

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
写
真
の
特
徴
は
、①
自

然
光
②
切
り
取
る
③
過
剰
な
演
出
は
し
な
い

こ
と
で
あ
る
。
自
然
光
で
そ
の
場
の
雰
囲
気

を
伝
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
背
景
の

映
し
方
や
ぼ
か
し
方
な
ど
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と

の
協
力
・
意
思
疎
通
も
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、

読
者
が
実
際
に
現
地
に
行
っ
た
と
き
に
同
じ

よ
う
に
撮
影
で
き
る
よ
う
に
色
味
補
正
は
過

剰
に
せ
ず
、一
人
旅
・
友
達
と
の
旅
を
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
よ
う
に
大
量
の
料
理
を
並
べ
な

い
な
ど
を
意
識
し
て
い
る
。

「
か
わ
い
く
」「
や
さ
し
く
」

「
や
わ
ら
か
く
」

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
特
徴
は
「
か
わ
い
く
」

「
や
さ
し
く
」「
や
わ
ら
か
く
」
の
3
つ
。
こ

れ
は
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
文
章
や
掲
載

箇
所
選
び
な
ど
、
す
べ
て
に
言
え
る
こ
と
で

あ
る
。
誰
も
が
か
わ
い
い
と
思
う
お
店
を
選

び
、
や
さ
し
い
・
や
わ
ら
か
い
雰
囲
気
の
写

真
や
誌
面
、
言
葉
遣
い
な
ど
、
特
に
意
識
し

て
作
り
込
ん
で
い
る
。

●
こ
の
3
つ
に
あ
わ
せ
て
、
非
日
常
や
と
き

め
き
、
癒
や
し
、
地
域
性
や
普
遍
的
な
も
の

を
そ
っ
と
伝
え
、
読
者
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や

雑
誌
を
眺
め
る
だ
け
で
旅
し
た
気
分
に
な
っ

て
ほ
し
い
。

W
E
B
と
雑
誌
の
使
い
分
け

●『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
は
、
読
者
の
嗜

好
に
よ
っ
て
読
ま
せ
る
記
事
よ
り
写
真
で
見

せ
る
記
事
が
多
い
が
、『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ

ジ
ン
』
で
は
ス
ト
ー
リ
ー
を
深
掘
り
し
て
紹

介
す
る
記
事
を
書
い
て
い
る
。そ
し
て
、ウ
ェ

ブ
で
は
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
を
意
識
し
記
事
に
す

る
こ
と
を
た
め
ら
う
よ
う
な
記
事（
例
え
ば
、

2
0
2
2
年
秋
号
の
『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ

ン
』
で
は
防
災
グ
ッ
ズ
な
ど
の
旅
と
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
つ
な
が
る
よ
う
な
企
画
記
事
）

を
実
験
的
に
掲
載
し
て
い
る
。

ウ
ェ
ブ
を
活
用
す
る
に

あ
た
っ
て
の
課
題

●『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
で
は
、
毎
日
4

〜
5
記
事
を
配
信
し
て
お
り
、
既
に
書
籍
で

掲
載
し
た
記
事
の
流
用
や
企
業
や
自
治
体
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
記
事
、
新
た
に
取
材
を
し

た
記
事
な
ど
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
た
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

記
事
内
の
情
報
は
毎
日
公
開
し
た
時
点
で
劣

化
し
て
い
く
と
感
じ
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
記
事

の
鮮
度
は
配
信
直
後
が
一
番
新
鮮
で
、
1
日

〜
2
週
間
程
度
で
劣
化
し
て
し
ま
う
と
考
え

て
い
る
。

●
ウ
ェ
ブ
記
事
は
長
文
に
な
る
と
読
ん
で
も

ら
え
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
季
節
や
テ
ー

マ
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
エ
リ
ア
全
体
の
紹
介
な
ど
の
複
数
の

テ
ー
マ
の
記
事
は
１
つ
の
記
事
に
ま
と
め
る

こ
と
が
難
し
い
。

●
ウ
ェ
ブ
記
事
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
他
社
を
含

め
て
平
均
化
さ
れ
て
お
り
、
他
メ
デ
ィ
ア
と

の
差
別
化
が
難
し
く
、『
こ
と
り
っ
ぷ

W
E
B
』
の
特
徴
を
出
し
づ
ら
い
。

●
ウ
ェ
ブ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ

る
が
、
分
単
位
で
記
事
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
が

わ
か
る
た
め
、
読
者
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う

な
記
事
が
好
ま
れ
る
の
か
が
わ
か
る
。
そ
の

た
め
、他
社
や
S
N
S
等
の
動
向
を
注
視
し
、

読
者
に
人
気
の
テ
ー
マ
や
好
ま
れ
る
・
必
要

と
さ
れ
て
い
る
情
報
を
集
め
る
必
要
が
あ

る
。
ウ
ェ
ブ
で
は
自
分
た
ち
が
書
き
た
い
記

事
を
出
し
続
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ

の
よ
う
な
流
行
し
て
い
る
情
報
を
集
め
、
記

事
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
で
ア
ク
セ
ス
数
の

増
加
に
つ
な
げ
て
い
る
。
結
果
的
に
タ
イ

ア
ッ
プ
や
広
告
と
し
て
の
効
果
も
あ
る
が

『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
個
性
が
出
し
づ
ら
く
、

ら
し
さ
を
ど
う
提
案
す
る
か
常
に
模
索
し
続

け
る
と
と
も
に
、
課
題
だ
と
感
じ
て
い
る
。

参
加
者
…『
こ
と
り
っ
ぷ 

京
都
』を
拝
見
し
、

と
て
も
感
覚
的
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
だ
と
思
っ

た
。
今
日
の
話
を
伺
い
、
中
山
氏
の
一
貫
し

た
理
念
や
哲
学
が
感
じ
ら
れ
、
読
者
の
感
覚

に
訴
え
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。
そ
の
よ
う
な
理
解
で
あ
っ
て
い

る
か
。

中
山
氏
…
ぱ
っ
と
見
た
と
き
の「
か
わ
い
い
」

と
い
う
感
覚
は
大
事
だ
と
感
じ
て
い
る
。
そ

の
感
覚
で
ま
ず
人
を
引
き
付
け
、
よ
り
知
識

を
深
掘
り
し
た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
仕
掛

あ
る
。
他
誌
の
よ
う
に
華
や
か
で
「
い
か
に

も
旅
行
し
て
い
ま
す
」
と
自
分
か
ら
P
R
す

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
旅
行
中
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
落
ち
着
い
た
色
と

柄
で
表
現
し
て
い
る
。

●
表
紙
の
絵
柄
は
そ
の
土
地
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
も
の
に
し
て
お
り
、
分
か
り
や
す
い
モ

チ
ー
フ
か
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
ま

で
あ
る
。
イ
ラ
ス
ト
の
方
向
性
は
多
岐
に
わ

た
る
が
、
創
刊
当
時
の
そ
の
エ
リ
ア
の
織
物

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
柄
か
ら
、
今
で
は
箸
置

き
や
寄
せ
木
、
た
ま
ね
ぎ
な
ど
ご
当
地
の
特

産
品
や
工
芸
品
も
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
表
紙
の
帯
写
真
も
合
わ
せ
て
検

討
し
て
い
る
。
こ
の
帯
を
付
け
、
表
紙
の
絵

柄
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
編
集
者
が
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
エ
リ
ア
像
を
示
し
て
い
る
。
帯
を

外
す
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
の
で
、
外
し
た

場
合
と
付
け
た
場
合
の
両
方
を
考
え
、
絵
柄

と
写
真
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
編
集
部
全
体
で

検
討
し
て
い
る
。

●
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
、
女
性
が
よ
く
持
つ
小

さ
め
の
バ
ッ
グ
に
収
納
し
や
す
い
こ
と
が
特

徴
。
持
っ
て
い
る
と
タ
イ
ト
ル
を
隠
す
こ
と

も
で
き
、
ノ
ー
ト
や
手
帳
の
よ
う
に
見
え
る

の
で
、
旅
先
で
歩
き
な
が
ら
、
ま
た
、
お
し
ゃ

れ
な
カ
フ
ェ
で
見
て
い
て
も
周
囲
に
マ
ッ
チ

す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。

 

現
実
的
な
2
泊
3
日
の
プ
ラ
ン

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
語
源
と
な
る
「
小
さ
な

旅
（co

-T
rip

）」
は
、
働
く
女
性
が
週
末
に

2
泊
3
日
で
行
く
旅
を
想
定
し
て
い
る
た

め
、
必
ず
2
泊
3
日
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
掲

載
し
て
い
る
。
読
者
に
は
旅
行
の
計
画
や
地

図
を
見
る
こ
と
が
苦
手
で
、
友
人
と
旅
行
の

計
画
を
立
て
る
と
き
も
自
分
の
意
見
を
主
張

し
づ
ら
い
と
い
う
女
性
が
多
い
。『
こ
と
り
っ

ぷ
』
愛
読
者
の

場
合
、
こ
の
プ

ラ
ン
を
そ
の
ま

ま
な
ぞ
っ
て
実

際
に
旅
行
す
る

方
が
多
い
と
聞

い
て
い
る
。
そ

の
た
め
時
間
配

分
な
ど
細
か
い

部
分
に
も
気
を

遣
っ
て
プ
ラ
ン

を
組
ん
で
い

る
。

●
地
域
の
特
性

を
見
極
め
、
ど

こ
に
行
き
た
い

か
目
標
設
定
が

で
き
る
よ
う

す
く
し
て
い
る
。
ペ
ー
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
編

集
者
の
意
図
や
地
域
の
特
性
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
地
域
ご
と
に
章
立
て
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
が
、
例
え
ば
、
い
わ
て
版
の

場
合
は
、
こ
と
り
っ
ぷ
読
者
に
い
ま
行
っ
て

ほ
し
い
場
所
の
記
事
を
前
に
す
る
、
一
般
的

な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
あ
ま
り
掲
載
し
て
い

な
い
特
別
な
場
所
や
体
験
を
紹
介
す
る
、
定

番
観
光
地
の
紹
介
の
仕
方
に
こ
だ
わ
る
（
岩

手
県
の
場
合
、盛
岡
三
大
麺
よ
り
宮
沢
賢
治
、

「
W
E
B
･
ア
プ
リ
」、
旅
先
や
地
域
の
魅
力

を
紹
介
す
る
季
刊
誌
「
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ

ン
」、
国
内
海
外
1
2
2
タ
イ
ト
ル
、
累
計

発
行
部
数
1
8
0
0
万
部
超
の
旅
行
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
「
こ
と
り
っ
ぷ
」、
イ
ベ
ン
ト
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
旅
す

る
女
性
を
し
あ
わ
せ
に
す
る
手
伝
い
を
し
て

い
る
。

●
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
は
、

働
く
女
性
が
週
末
に
行
く
小
さ
な
旅
を
提
案

す
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
国
内
版
69
点
、

海
外
版
44
点
、
海
外
会
話
帖
9
点
と
幅
広
く

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
制
作
（
2
0
2
2
年
9
月

26
日
時
点
）。

●『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』
は
、
街
の
い

い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
旅
の
き
っ
か
け
マ
ガ

ジ
ン
。
季
節
ご
と
に
（
年
4
回
）
発
行
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
で
行
き
た
く
な
る
す
て
き

な
街
、
旅
の
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
幅
広

い
テ
ー
マ
で
、
あ
た
ら
し
い
旅
先
を
紹
介
。

●『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
で
は
、
季
節
に

あ
わ
せ
て
最
新
の
ス
ポ
ッ
ト
や
週
末
行
き
た

い
旅
先
を
紹
介
。
記
事
の
多
く
は
各
地
に
い

る
ラ
イ
タ
ー
が
独
自
取
材
の
も
と
制
作
し
て

お
り
、
毎
日
4
〜
5
記
事
を
投
稿
。
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
版
と
ア
プ
リ
版
の
2
種
あ
る
。
ア
プ

リ
版
で
は
、
ア
プ
リ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
記

事
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
購
入
し
た
書
籍

の
電
子
書
籍
版
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
機

能
、
旅
好
き
の
読
者
が
交
流
で
き
る
写
真
投

稿
機
能
を
搭
載
。

●
S
N
S
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
旅
の

情
報
や
こ
と
り
っ
ぷ
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

を
毎
日
発
信
。
ほ
か
旅
メ
デ
ィ
ア
と
比
較
し

て
も
圧
倒
的
な
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
を
誇
り
、

T
w
itter

、Facebook

、In
stagram

、
あ

わ
せ
て
1
0
0
万
人
超
。

●
こ
と
り
っ
ぷ
で
は
、
女
性
の
誘
客
に
取
り

組
む
自
治
体
や
交
通
関
連
、
流
通
関
連
、
飲

食
店
、
女
性
向
け
商
品
の
メ
ー
カ
ー
な
ど
幅

広
い
法
人
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
持
つ
旅
メ
デ
ィ
ア

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
媒
体
ご
と
の
特
色
を
生

か
し
た
販
促
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
様
々

な
自
治
体
や
民
間
企
業
か
ら
小
冊
子
を
受
注

は
し
て
い
る
が
、
自
治
体
の
中
に
は
、
さ
ら

に
多
言
語
化
に
取
り
組
む
地
域
や
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
と
す
る
地
域
な
ど
、
小
冊
子

を
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ

る
。
ま
た
、『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』や『
こ

と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
で
も
タ
イ
ア
ッ
プ
記
事

を
作
成
し
、
紙
だ
け
で
な
く
、
W
E
B
の
記

事
を
流
用
す
る
形
で
抜
き
刷
り
冊
子
の
制

作
、
マ
ガ
ジ
ン
の
記
事
を
流
用
す
る
か
た
ち

で
『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
へ
掲
載
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
発
信
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
特
色

を
生
か
し
た
Ｐ
Ｒ
方
法
を
あ
わ
せ
て
提
案

し
、
発
信
し
て
い
る
。

●
こ
の
ほ
か
、
2
0
2
0
年
末
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
こ
と
り
っ
ぷ
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
」

で
は
、
書
籍
や
マ
ガ
ジ
ン
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
や
コ
ラ
ボ
商
品
の
販
売
を
し
て
い
る
。
ま

た
、オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
と『
こ
と
り
っ

ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』
を
セ
ッ
ト
に
し
た
商
品
や
こ

と
り
っ
ぷ
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
た
専
用
の

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
等
、
こ
こ
で
し
か
出
会
え
な

い
商
品
、
日
本
の
い
い
も
の
を
セ
レ
ク
ト
し

た
食
品
や
雑
貨
な
ど
、
旅
好
き
な
人
が
オ
ン

ラ
イ
ン
ス
ト
ア
を
の
ぞ
く
だ
け
で
旅
し
た
気

分
に
な
る
商
品
を
多
数
展
開
し
て
い
る
。

読
者
層

●
創
刊
時
（
2
0
0
8
年
）
は
、
20
〜
30
代

の
働
く
未
婚
の
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

意
識
し
て
い
た
。
現
在
も
女
性
が
9
割
以
上

を
占
め
て
お
り
、
20
〜
30
代
は
6
割
を
超
え

て
い
る
。

●
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
ど
ん
な
旅
が
し
た

い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
癒
や
さ
れ
る
旅
」「
非

日
常
を
感
じ
る
旅
」
を
求
め
て
い
る
読
者
が

多
く
、
具
体
的
に
は
「
自
然
の
絶
景
」「
グ
ル

メ
」「
宿
」「
寺
社
仏
閣
」「
ア
ー
ト
」「
温
泉
」

な
ど
を
目
当
て
に
旅
す
る
方
が
多
い
傾
向
。

ま
た
、『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
好
き
な
と
こ
ろ

に
つ
い
て
は
、
特
徴
的
な
「
サ
イ
ズ
」
や
「
誌

面
デ
ザ
イ
ン
」
が
主
に
あ
げ
ら
れ
、
編
集
の

こ
だ
わ
り
が
反
映
さ
れ
た
結
果
と
な
っ
た
。

持
ち
歩
き
や
す
い
デ
ザ
イ
ン

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
こ
だ
わ
り
は
表
紙
。

表
紙
柄
に
は
、
そ
の
エ
リ
ア
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
よ
う
な
柄
を
入
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で

　
2
0
2
2
年
9
月
26
日
（
月
）、「
紙
だ
か

ら
こ
そ
の
魅
力
〜
旅
好
き
女
性
を
引
き
付
け

る
旅
行
雑
誌
と
は
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
29

回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
か
つ
て
、
旅
行
の
情
報
収
集
の
主
流
だ
っ

た
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
近
年
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
S
N
S
の
発
達
に
よ
っ
て
紙
離
れ

が
進
み
、
旅
行
雑
誌
の
発
行
部
数
も
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
、

求
め
ら
れ
て
い
る
情
報
は
何
な
の
か
、
そ
し

て
、
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
併
用
、
相
乗
効
果
を

生
む
手
法
は
な
い
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
20
〜
30
代
女
性
を
中
心
に
人
気

を
集
め
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
こ
と
り
っ

ぷ
』
の
編
集
長
を
務
め
る
中
山
優
子
氏
を
お

招
き
し
、
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
持
つ
魅
力

や
紙
だ
か
ら
こ
そ
の
良
さ
、
紙
媒
体
・
デ
ジ

タ
ル
媒
体
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
し
た
活

用
方
法
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　『
こ
と
り
っ
ぷ
』
で
は
、「
魅
力
の
再
発
見
」

を
大
切
に
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
伝
え
る
た
め
の
情
報
発
信
の
方
法
や
見

せ
方
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
方
自
治
体
等
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
抜
き
刷

り
冊
子
の
配
布
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
S
N
S

で
の
情
報
発
信
、
旅
行
に
役
立
つ
ア
イ
テ
ム

な
ど
の
コ
ラ
ボ
商
品
開
発
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
紙
媒
体
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、

紙
媒
体
に
留
ま
ら
ず
に
地
域
の
新
た
な
一
面

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し

て
の
現
状
・
今
後
に
つ
い
て
も
伺
い
ま
し
た
。

『
こ
と
り
っ
ぷ
』
と
は

●『
こ
と
り
っ
ぷ
』
は
、
2
0
0
8
年
に
国

内
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
創
刊
し
、

2
0
2
3
年
2
月
末
に
15
年
を
迎
え
る
、
旅

す
る
す
べ
て
の
女
性
を
応
援
す
る
旅
メ
デ
ィ

ア
。
旅
先
の
情
報
を
毎
日
発
信
す
る

「
W
E
B
マ
ガ
ジ
ン
」
で
は
、
ス
ク
ロ
ー
ル

を
使
用
し
て
記
事
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
さ
ん
ぽ
や
旅
行
時
の
ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ
な

ど
を
特
集
し
、『
こ
と
り
っ
ぷ
』
だ
け
の
ス

タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
誌
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
カ
フ
ェ

や
料
理
、
風
景
な
ど
が
素
敵
な
写
真
で
、
食

べ
て
み
た
い
、
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
印
象

は
受
け
た
が
、
従
業
員
な
ど
現
地
で
対
応
し

て
く
れ
る
方
の
姿
に
は
あ
ま
り
フ
ォ
ー
カ
ス

さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
な

の
か
。

中
山
氏
…
撮
影
の
際
に
、
枠
内
に
人
を
入
れ

て
も
顔
を
出
さ
な
い
・
目
線
を
外
す
な
ど
、

人
気
（
ひ
と
け
）
を
感
じ
る
誌
面
作
り
を
積

極
的
に
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。し
か
し
、テ
ー

マ
に
合
い
つ
つ
、
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る

方
や
新
た
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
方
の
一

部
は
、
編
集
者
の
意
図
で
顔
出
し
を
し
て
も

ら
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
読
者
が
20
〜
40

代
で
あ
る
た
め
、
同
年
代
が
共
感
を
持
て
る

よ
う
な
方
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
多
い
。

参
加
者
…
ど
の
よ
う
に
記
事
の
ネ
タ
を
拾
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
方
（
例

え
ば
専
属
の
ラ
イ
タ
ー
や
地
元
の
方
）
に
書

い
て
も
ら
っ
て
い
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
記
事
を
作
ら
れ
て
い
る
の

か
を
知
り
た
い
。

中
山
氏
…
各
地
に
数
名
ず
つ
ラ
イ
タ
ー
が
い

る
。
京
都
を
取
り
上
げ
る
場
合
は
、
京
都
の

ラ
イ
タ
ー
に
相
談
す
る
が
、
相
談
し
つ
つ
、

編
集
者
自
身
も
S
N
S
や
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

収
集
を
通
じ
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
テ
ー
マ

に
ひ
も
付
く
も
の
を
発
掘
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
外
か
ら
の
目
線
も
と
て
も
重
要
だ
と

思
っ
て
い
る
た
め
だ
。
テ
ー
マ
設
定
と
い
う

脈
絡
で
は
、
ま
ず
、「
○
○
が
買
え
る
と
こ

ろ
は
な
い
か
な
」「
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
ら
い
い
な
」
と
い
っ
た
想
像
や
仮
定
を
自

分
の
中
で
思
い
描
い
て
ま
ち
を
歩
く
。
想
像

を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
新
た
な
も
の
も
見
つ

け
、
自
分
の
理
想
と
な
る
台
割
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
。
想
定
し
て
い
る
も
の
が
違
っ
た

方
向
の
も
の
で
あ
れ
ば
方
向
転
換
し
、
想
定

し
て
い
た
も
の
が
な
け
れ
ば
探
し
直
し
も
す

る
。

　
編
集
者
自
身
が
探
す
、
ラ
イ
タ
ー
と
意
見

交
換
を
す
る
、
更
に
想
像
を
膨
ら
ま
せ
新
た

に
仮
定
し
見
つ
け
て
い
く
と
い
っ
た
3
つ
を

意
識
し
、
丁
寧
に
取
材
を
し
な
が
ら
記
事
の

内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

参
加
者
…
「
あ
ま
り
デ
ィ
ー
プ
に
な
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の

線
引
き
は
編
集
長
の
中
山
氏
が
担
っ
て
い
る

の
か
。

中
山
氏
…
そ
の
エ
リ
ア
を
担
当
す
る
編
集
者

と
ラ
イ
タ
ー
で
意
見
交
換
、
そ
の
後
、
編
集

者
の
意
見
を
確
認
し
、
外
部
の
目
線
と
し
て

私
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
伝
え
意
見
交
換
を
し

な
が
ら
、
最
終
の
ペ
ー
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
決

定
、
線
引
き
を
し
て
い
る
。

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
読
者
が
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
場
所
と
新
し
い
場
所
・
も
の
を

掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
新
し
い
も
の
に
興

味
が
移
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
個

人
的
に
は
そ
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
、
深

す
ぎ
る
内
容
に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
て
い

る
。『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』で
は
、ス
ト
ー

リ
ー
を
紹
介
で
き
る
本
文
も
掲
載
で
き
る
た

め
、
読
者
が
ち
ょ
っ
と
知
っ
た
気
分
に
な
っ

て
も
ら
え
る
程
度
の
内
容
を
心
が
け
て
い

る
。
旅
は
癒
や
し
を
感
じ
る
も
の
だ
と
考
え

て
い
る
た
め
、
深
す
ぎ
る
内
容
は
旅
か
ら
遠

の
い
て
し
ま
う
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
メ
デ
ィ
ア
の

着
眼
点
を
聞
け
た
こ
と
が
大
変
良
か
っ
た
」、

「『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
特
徴
や
編
集
の
工
夫
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
、
大
変

参
考
に
な
っ
た
。
主
た
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
若

い
女
性
と
の
こ
と
だ
が
、
男
性
に
と
っ
て
も

役
に
立
つ
旅
行
誌
と
感
じ
た
」
と
い
っ
た
ご

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
お
話
か
ら
、
紙
媒
体
は
、
内
容
が

流
行
や
P
V
数
に
左
右
さ
れ
る
ウ
ェ
ブ
と

違
っ
て
編
集
者
の
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
こ
と

が
で
き
、
地
域
を
深
掘
り
し
て
伝
え
る
ツ
ー

ル
と
し
て
ま
だ
ま
だ
活
用
で
き
る
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
見
せ
方
に
も
た
く
さ
ん
の

工
夫
が
さ
れ
て
い
て
、
ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ

ク
す
る
、
旅
を
し
た
く
な
る
気
持
ち
に
さ
せ

る
こ
と
が
人
気
の
秘
訣
な
の
だ
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

　「
旅
す
る
人
に
小
さ
な
し
あ
わ
せ
を
届
け

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
情
報
を
発
信
し
て

い
る『
こ
と
り
っ
ぷ
』。誌
面
を
作
る
中
で
も
、

地
域
の
方
々
の
思
い
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

魅
力
の
磨
き
上
げ
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。『
こ
と
り
っ
ぷ
』
が
持
つ
か
わ
い
ら
し

さ
の
秘
訣
や
編
集
者
の
思
い
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室
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け
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
そ
れ
は
、
創
刊
時
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
若
い
女
性
に
定
め
た
か
ら
な
の
か
。

中
山
氏
…
創
刊
時
か
ら
携
わ
っ
て
は
い
な
い

が
、「
か
わ
い
い
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、

創
刊
当
初
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。

そ
の
後
、『
こ
と
り
っ
ぷ
マ
ガ
ジ
ン
』
の
創

刊
や
『
こ
と
り
っ
ぷ
W
E
B
』
の
公
開
が
始

ま
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
か
わ

い
い
」
に
磨
き
が
か
か
っ
て
き
て
い
る
。

参
加
者
…
お
話
を
聞
い
て
、
取
材
を
丁
寧
に

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。
写
真
も
撮
り
お
ろ

し
と
聞
い
た
が
、採
算
が
取
れ
て
い
る
の
か
。

中
山
氏
…
採
算
は
な
ん
と
か
取
れ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
、
海
外
版

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
売
れ
行
き
も
良
か
っ
た

が
、
現
状
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
各

自
治
体
の
宣
伝
を
し
た
い
と
い
う
意
欲
は
今

ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。『
こ
と

り
っ
ぷ
』
に
も
タ
イ
ア
ッ
プ
の
受
注
が
増
え

て
い
て
、
そ
の
お
か
げ
で
収
益
が
保
た
れ
て

い
る
状
況
だ
。
そ
の
た
め
、
タ
イ
ア
ッ
プ
で

は
、
そ
の
地
域
に
つ
い
て
深
掘
り
し
た
も
の

を
掲
載
す
る
よ
う
に
努
め
て
お
り
、
小
冊
子

を
作
る
場
合
は
、
次
年
度
以
降
再
版
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
も
の
を
目
指
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
紙
代
が
値
上
が
り
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、『
こ
と
り
っ
ぷ
』
や
『
こ
と
り
っ
ぷ

マ
ガ
ジ
ン
』も
値
上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

今
ま
で
手
に
取
り
や
す
い
価
格
だ
っ
た
も
の

が
そ
う
で
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
い
う
懸
念
が
あ
る
。

参
加
者
…
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
特
徴
で
あ
る

小
さ
な
サ
イ
ズ
が
コ
ラ
ボ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

な
る
こ
と
が
多
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ

の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
き
た
い
。

中
山
氏
…
創
刊
時
も
ど
れ
く
ら
い
の
大
き
さ

が
女
性
の
バ
ッ
グ
に
入
る
大
き
さ
な
の
か
、

た
だ
小
さ
す
ぎ
て
も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て

の
情
報
量
が
足
り
な
い
な
ど
、
書
籍
の
サ
イ

ズ
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
。
A
5
判
よ
り

や
や
小
さ
い
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
の
サ
イ
ズ
は
、

バ
ッ
グ
に
入
る
大
き
さ
と
掲
載
す
る
べ
き
情

報
量
の
両
方
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
旅
行
時

に
ト
ラ
ベ
ル
用
の
バ
ッ
グ
を
新
調
す
る
女
性

は
多
い
の
で
、
バ
ッ
グ
に
『
こ
と
り
っ
ぷ
』

が
す
っ
ぽ
り
入
る
よ
う
な
サ
イ
ズ
の
ポ
ケ
ッ

ト
を
付
け
る
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
商
品

を
販
売
す
る
こ
と
は
『
こ
と
り
っ
ぷ
』
と
の

コ
ラ
ボ
で
し
か
で
き
な
い
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

が
大
き
い
と
、
バ
ッ
グ
も
大
き
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
女
性
向
け
に
特
化
し
た
小
さ
な

サ
イ
ズ
は
多
く
の
コ
ラ
ボ
商
品
が
生
ま
れ
る

要
因
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
ウ
ェ
ブ
の
場
合
は
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー

数
（
以
下
、
P
V
）
が
稼
げ
る
よ
う
な
テ
ー

マ
に
集
中
し
や
す
い
一
方
で
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
場
合
は
編
集
者
の
意
図
を
反
映
さ
せ
や

す
い
と
の
お
話
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な

違
い
が
よ
り
出
て
く
る
の
は
な
ぜ
か
。

中
山
氏
…
ウ
ェ
ブ
の
場
合
は
、
1
本
記
事
単

位
で
P
V
数
が
測
れ
て
し
ま
う
。
P
V
数
が

多
い
方
が
広
告
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

で
、
ウ
ェ
ブ
全
体
の
P
V
数
の
底
上
げ
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
、
よ
り
読
者
に
読
ま
れ
る
記
事
を
作
っ
て

い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
タ
イ
ア
ッ
プ
時

に
は
P
V
保
証
を
し
て
い
る
た
め
、
保
証
さ

れ
て
い
る
数
値
に
到
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
、
広
告
を
出
す
な
ど
の
対

策
を
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
対
策
を

す
る
前
に
、
た
く
さ
ん
の
読
者
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
記
事
を
作
れ

ば
よ
い
の
か
を
、
今
ま
で
の
経
験
値
か
ら
考

え
導
き
出
し
て
い
る
。

　
書
籍
に
お
い
て
も
、
当
然
売
り
上
げ
を
気

に
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
書
籍
で
は
、

全
体
的
に
1
冊
の
本
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い

た
ら
問
題
な
い
と
い
う
考
え
も
あ
る
た
め
、

新
し
い
魅
力
を
紹
介
し
た
い
と
い
っ
た
編
集

者
の
意
図
を
汲
ん
だ
記
事
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
。

参
加
者
…
今
後
も
紙
媒
体
の
低
迷
が
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
ウ
ェ
ブ
に
さ
ら
に
力

を
入
れ
て
い
く
と
い
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

中
山
氏
…
ま
さ
に
そ
れ
を
今
見
極
め
て
い
る

段
階
か
も
し
れ
な
い
。
元
々
は
紙
の
編
集
を

し
て
い
る
の
で
、
紙
に
対
す
る
編
集
目
線
を

ウ
ェ
ブ
に
入
れ
込
み
、
紙
と
ウ
ェ
ブ
の
融
合

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ウ
ェ
ブ
広
告
の
売
り

上
げ
が
大
き
な
収
益
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

ウ
ェ
ブ
へ
シ
フ
ト
す
る
可
能
性
は
あ
る
と
思

う
。
実
際
に
、
ウ
ェ
ブ
は
行
政
か
ら
の
関
心

も
高
い
。
こ
れ
は
、
世
間
的
に
ウ
ェ
ブ
を
重

視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
現
れ
だ
と
思

う
。

参
加
者
…
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
書
籍
に
つ

い
て
だ
が
、
現
状
見
開
き
1
ペ
ー
ジ
に
1
つ

の
テ
ー
マ
と
伺
っ
た
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
縦
型
画
面
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
る
と
半

ペ
ー
ジ
し
か
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

ウ
ェ
ブ
で
の
公
開
に
向
け
て
、
見
開
き
半

ペ
ー
ジ
に
1
つ
の
テ
ー
マ
に
す
る
方
針
は
検

討
し
て
い
な
い
か
。

中
山
氏
…
今
後
、
新
刊
を
出
す
際
に
は
検
討

し
て
い
く
べ
き
こ
と
だ
と
思
う
。
た
だ
し
、

現
状
と
し
て
は
書
籍
を
そ
の
ま
ま
持
ち
運
べ

る
と
い
う
点
を
重
視
し
て
い
る
の
で
、
今
す

ぐ
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
の
縦
型
構
成
は

考
え
て
い
な
い
。
書
籍
で
は
な
く
記
事
に
な

る
が
、『
こ
と
り
っ
ぷ
ア
プ
リ
』
内
の

に
、
誌
面
上
の
掲
載
件
数
を
あ
る
程
度
絞
っ

て
い
る
。
ま
た
、
読
者
の
行
き
た
い
場
所
を

入
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
実
現
可
能
な
プ

ラ
ン
で
、
み
ど
こ
ろ
・
休
憩
を
は
さ
み
な
が

ら
、
編
集
者
が
読
者
に
対
し
て
今
行
っ
て
ほ

し
い
地
域
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
を
独

自
目
線
で
提
案
し
て
い
る
。

●
地
域
の
こ
と
が
視
覚
的
に
わ
か
る
目
次
機

能
を
入
れ
て
お
り
、
写
真
と
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
入
れ
る
こ
と
で
、
旅
の
目
的
を
定
め
や
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業
を
ど
の
よ
う

に
活
性
化
し
て

い
け
ば
よ
い

か
、
条
例
や
規

定
の
強
化
も
含

め
、
様
々
な
意

見
交
換
が
盛
ん

に
行
わ
れ
た
。

○
そ
の
結
果
、ハ

ワ
イ
州
観
光
局

（
以
下
、H
T
A
）

は
、〝
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
〞、〝
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
〞へ
と
方
針
を
転
換
、
啓
蒙
活
動
を

通
じ
た
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
な
旅
行
者
の
誘

致
、
関
連
機
関
と
協
力
し
た
住
民
参
画
型
の

観
光
の
展
開
な
ど
を
目
指
し
、
島
ご
と
に
3

か
年
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
以
下
、
D
M
A
P
）

を
策
定
し
た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
協
議
を
何
度
も
重
ね

た
。

○
新
し
く
策
定
し
た
D
M
A
P
で
は
、
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
で
意
識
し
て
い
た
思
い
を
さ
ら

に
強
め
、
我
々
の
大
切
な
資
源
を
5
世
代
先

の
世
代
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
意
識
し

た〝
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
再

生
型
観
光
）
〞を
掲
げ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

ボ
ラ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
）に

よ
る
地
域
住
民
と
訪
問
者
が
相
互
に
交
流
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、m

ade in
 H
aw
aii

の

も
の
を
買
う
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
資
源
が

還
元
さ
れ
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
様
々

な
取
り
組
み
を
島
ご
と
に
検
討
し
、
実
施
し
て

い
る
。

○
ま
た
、
K
P
I
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

の
内
容
も
大
き
く
転
換
し
た
。こ
れ
ま
で「
訪

問
者
数
」
や
「
滞
在
日
数
」
を
重
視
し
て
い

た
が
、「
訪
問
者
の
満
足
度
」
や
「
訪
問
者
の

消
費
額
」
を
追
加
し
た
だ
け
で
な
く
、「
住

民
の
満
足
度
」
も
指
標
に
加
え
た
。

○
そ
れ
ぞ
れ
の
島
に
は
プ
レ
ッ
ジ
（
地
域
住

民
が
守
り
、
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
）
が
あ

り
、
そ
の
内
容
を
地
域
住
民
が
直
接
伝
え
る

ス
ト
ー
リ
ー
ビ
デ
オ
を
H
T
A
が
制
作
、
公

開
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
旅
行
者
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
繋
げ
る
た
め
に
宿
泊
税
の
一

部
を
地
域
団
体
に
還
元
し
、
H
T
A
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
自
然
保

護
や
文
化
継
承
、
地
域
主
催
イ
ベ
ン
ト
の
サ

ポ
ー
ト
、
次
世
代
教
育
に
関
す
る
支
援
に
繋

げ
て
い
る
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
守
り
た
い
も
の
を
、
ど

の
よ
う
に
旅
行
者
と
一
緒
に
守
っ
て
い
け
る

か
。
そ
の
た
め
に
は
長
期
的
に
マ
ラ
マ
ハ
ワ

イ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
し
続
け
、
旅
行
者
に

　観
光
地
編
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
起

動
に
あ
た
り
不
可
欠
な
観
点
で
あ
る
「
地
域

社
会
と
調
和
す
る
観
光
」
に
焦
点
を
当
て
、

観
光
地
の
現
在
の
観
光
事
情
を
報
告
す
る
と

と
も
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら

今
後
の
観
光
地
の
在
り
方
を
考
え
ま
し
た
。

＊

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点

で
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

定
義
・
系
譜
に
触
れ
な
が
ら
参
加
動
機
（
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
）
に
つ
い
て
事
例
を
交
え
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
視
点

を
整
理
し
ま
し
た
。

○
1
9
8
7
年
の
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世

界
委
員
会
で
は
、
初
め
て
持
続
可
能
な
開
発

の
定
義
が
さ
れ
た
。
以
降
、
社
会
全
体
の
持

組
む
べ
き
内
容
の
濃
淡
・
バ
ラ
ン
ス
は
、
地

域
の
状
況
・
課
題
に
よ
っ
て
異
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
地
域
に
よ
っ
て
同
じ
取
り
組
み
に

は
な
ら
な
い
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

＊

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
欧
州
観
光
事
情

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
い
ち
早
く
国
際
的

な
往
来
を
再
開
し
た
欧
州
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
再
起
動
に
向
け
た
観
光
戦
略
や
実

際
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
9
月
末
か
ら
10

月
初
め
に
か
け
て
実
施
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
視

察
の
様
子
を
紹
介
し
な
が
ら
報
告
し
ま
し
た
。

○
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
・
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
で

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
不
使
用
の
既
製
品
が
主

流
で
、
自
転
車
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
普
及

し
て
い
る
様
子
か
ら
み
て
も
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
が
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
た
。ま
た
、

消
費
者
が
環
境
配
慮
商
品
を
選
択
で
き
る
よ

う
品
揃
え
も
豊
富
だ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て

も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
環
境
対
策
）
は
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
、
社
会
全
体
に
確
実
に

訪
れ
る
大
き
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と

な
る
。
観
光
も
そ
の
よ
う
な
社
会
を
見
据
え

る
必
要
が
あ
る
。

○V
isit

D
e
n
m
a
rk

、D
e
stin

a
tio
n
 

B
o
rn
h
o
lm

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
は
、

彼
ら
の
役
割
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
に
お
い

て
観
光
に
よ
っ
て
地
域
を
成
長
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ

ン
で
は
な
く
閑
散
期
の
集
客
、
市
民
生
活
へ

の
配
慮
や
地
域
の
中
小
企
業
支
援
に
注
力
し

な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
っ
て
持

続
可
能
な
地
域
と
す
る
こ
と
が
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
は
訪
れ

る
理
由
に
は
な
ら
な
い
が
、
再
び
訪
れ
る
理

由
と
し
て
重
要
に
な
る
と
い
う
点
か
ら
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
北
欧

や
ド
イ
ツ
な
ど
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
先
進
国
市

場
に
対
し
て
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
×
本
来
の

魅
力
、
滞
在
の
魅
力
（
経
験
価
値
）」
を
ブ
ラ

ン
ド
化
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
地
産
地

消
や
滞
在
（
散
策
・
ロ
ー
カ
ル
な
体
験
等
）、

地
場
産
業
と
連
携
し
た
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン

ト
、
企
業
研
修
・
会
議
等
は
顧
客
の
経
験
価

値
と
し
て
も
大
切
で
あ
る
。

○
観
光
客
に
向
け
て
環
境
に
や
さ
し
く
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
観
光
を
発
信
し
、
楽
し

め
る
・
選
択
で
き
る
と
い
っ
た
伝
え
方
や
見

せ
方
が
必
要
。
観
光
客
が
住
民
や
地
場
産
業

と
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と

で
、
質
の
高
い
新
た
な
体
験
を
生
み
出
す
こ

と
に
繋
が
る
。

＊

M
ālam

a H
aw
ai‘ i

：
マ
ラ
マ
ハ

ワ
イ
〜
ハ
ワ
イ
が
問
い
か
け
る
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
の
視
点
〜
で
は
、
ハ
ワ
イ
州

観
光
局
日
本
支
局
長 

ミ
ツ
エ
・
ヴ
ァ
ー
レ

イ
氏
か
ら
、
自
然
や
文
化
、
地
域
に
「
マ
ラ

マ

　思
い
や
り
の
心
」
を
持
っ
て
接
す
る
レ

ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
な
観
光
地
を
目
指
す
考
え
方

に
つ
い
て
、
事
例
や
動
画
を
用
い
て
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
中
、
ハ
ワ
イ
州
で
は
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
な
ど
に
よ
っ
て
観
光
業
が
大
打

撃
を
受
け
た
一
方
で
、
観
光
客
の
減
少
に
よ

っ
て
ハ
ナ
ウ
マ
湾
の
透
明
度
が
目
に
見
え
て

上
が
る
な
ど
自
然
環
境
の
改
善
も
見
ら
れ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
住
民
の
意
識
に
も

変
化
を
与
え
、
自
然
回
帰
へ
の
意
識
が
高
ま

る
こ
と
と
な
っ
た
。そ
の
よ
う
な
中
で
、今
後
、

経
済
と
環
境
保
全
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う

に
保
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
、
観
光
以
外
の
産

ハ
ワ
イ
の
方
向
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ
や
来
島
前
の
エ

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
啓
蒙
活
動
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
を
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、
地

元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
対
話
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
続
け
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

〜
お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
の
活

動
を
通
じ
て
〜
で
は
、
関
連
用
語
の
整
理

と
沖
縄
の〝
ち
む
ぐ
く
る
〞を
感
じ
ら
れ
る
取

り
組
み
事
例
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
契
機
と
し

た
意
識
の
変
化
を
土
台
に
、
コ
ロ
ナ
禍
後
に

国
内
で
求
め
ら
れ
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
し
た
。

○
沖
縄
県
で
は
、「
や
さ
し
く
て
、
あ
た
ら

し
い
島
の
旅
」
を
テ
ー
マ
に
お
き
な
わ
エ
シ

カ
ル
ス
タ
イ
ル
を
推
奨
し
て
お
り
、
様
々
な

分
野
で
の
エ
シ
カ
ル
な
楽
し
み
方
を
紹
介
し

て
い
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
一
方
で
、
現
場
レ
ベ
ル
で
は
空
港
構
内

で
の
レ
ン
タ
カ
ー
の
違
法
貸
出
や
ダ
イ
ビ
ン

グ
で
の
餌
付
け
な
ど
、
問
題
点
を
抱
え
た
ま

ま
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

問
題
を
抱
え
た
ま
ま
対
外
的
に
ビ
ジ
ョ
ン
を

標
榜
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
、
理
想
（
ビ
ジ

ョ
ン
）
と
現
実
（
問
題
）
の
ジ
レ
ン
マ
が
発

生
し
て
い
る
。

○
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
（
責
任
）
と
い
う
単
語
は
、

大
き
くR

esp
o
n
sibility

（
遂
行
責
任
）、

A
cco
u
n
tability

（
説
明
責
任
）、Liability

（
賠
償
責
任
）
の
3
つ
の
意
味
に
分
け
ら
れ

る
。
前
述
の
理
想
と
現
実
の
ジ
レ
ン
マ
が
発

生
し
て
い
る
場
合
は
、
説
明
責
任
を
果
た
せ

て
い
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
短
期
的
な
問
題

解
決
に
取
り
組
む
「
問
題
解
決
型
」
で
は
、

受
動
的
で
と
に
か
く
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
賠
償
責
任
に
基
づ
い
て
取
り
組
む

も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
地
域
が
能
動
的
・

自
発
的
に
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
遂
行
責
任

を
果
た
す
場
合
は
、「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」

で
あ
る
と
い
え
る
。
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
の
取

り
組
み
は
、
想
い
や
信
念
、
覚
悟
が
な
け
れ

ば
持
続
し
な
い
た
め
、
根
本
的
な
目
的
・
姿

勢
が
地
域
側
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
欧
州
や
ハ
ワ
イ
の
取
り
組
み
を
見
て
も
、

先
行
し
て
取
り
組
む
地
域
が
拡
大
す
る
こ
と

で
市
場
意
識
も
変
化
し
て
い
る
。
加
え
て
、

脱
炭
素
化
・
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
台
頭
も
含

め
て
、社
会
全
体
の
意
識
も
変
化
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
日
本
は
、
ま
だ
進
ん
で
い
る
と
は

言
い
づ
ら
い
状
況
か
も
し
れ
な
い
が
、
着
実

に
動
い
て
き
て
い
る
こ
と
が
市
場
意
識
の
変

化
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

の
回
復
状
況
や
変
化
、
本
格
的
な
受
け
入
れ

に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
事
項
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。

○
水
際
対
策
の
大
幅
緩
和
に
よ
り
、
欧
米
豪

を
中
心
に
海
外
旅
行
先
か
ら
除
外
さ
れ
て
い

た
日
本
の
海
外
旅
行
先
と
し
て
の
人
気
回
復

が
期
待
さ
れ
る
。
欧
米
豪
市
場
は
、
既
に

2
0
2
2
年
の
夏
の
休
暇
は
終
わ
っ
て
い
る

段
階
に
あ
り
、
2
0
2
3
年
の
夏
に
焦
点
を

当
て
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
受
入
体
制
の
整

備
が
必
要
と
な
る
。

○
本
格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回

復
の
観
点
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
市
場

の
7
割
以
上
を
占
め
て
い
た
東
ア
ジ
ア
の
動

向
に
注
目
。
台
湾
や
香
港
等
を
は
じ
め
と
す

る
高
い
訪
日
意
向
が
訪
日
需
要
に
結
び
つ
く

の
か
、
ま
た
、
訪
日
需
要
の
本
格
的
な
回
復

と
い
う
観
点
で
は
、
人
数
、
消
費
額
と
も
に

訪
日
市
場
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
中
国

市
場
が
い
つ
海
外
旅
行
を
再
開
し
、
訪
日
需

要
が
回
復
す
る
の
か
と
い
う
点
を
注
視
す
る

必
要
が
あ
る
。

○
円
安
は
、
訪
日
需
要
の
追
い
風
と
な
っ
て

い
る
。
特
に
、
国
籍
・
地
域
関
係
な
く
期
待

が
高
い
日
本
食
、
東
ア
ジ
ア
の
訪
日
リ
ピ
ー

タ
ー
を
中
心
に
期
待
が
大
き
い
買
い
物
等
を

フ
ッ
ク
に
し
た
消
費
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
旅
行
者
の
嗜
好

が
変
化
し
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
例
え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
旅
行
や
ア
ウ

ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
一
層

高
く
な
っ
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
雪
、
植
物
、
フ
ル
ー
ツ
、

動
物
、
星
空
、
農
山
漁
村
等
、
ア
ジ
ア
で
は

地
方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
で
き
る
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
い
。
コ
ロ
ナ
禍

以
前
か
ら
高
い
地
方
部
へ
の
訪
問
意
向
を
実

際
の
来
訪
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
こ
う
し
た

嗜
好
は
地
方
部
誘
客
の
機
会
と
な
り
得
る
。

○
東
ア
ジ
ア
で
は
台
湾
や
香
港
を
中
心
に
日

本
の
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
が
拡
充
さ
れ
、
訪
日

せ
ず
と
も
、幅
広
い
分
野
で
質
の
高
い
モ
ノ
・

サ
ー
ビ
ス
を
消
費
で
き
る
環
境
が
コ
ロ
ナ
禍

で
進
ん
だ
。訪
日
需
要
が
再
開
し
た
際
に
は
、

こ
う
し
た
消
費
環
境
の
変
化
を
念
頭
に
置

き
、
日
本
だ
か
ら
こ
そ〝
購
入
で
き
る
〞〝
体

験
で
き
る
〞価
値
を
わ
か
り
や
す
く
提
供
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

1
日
目
総
括

　コ
ロ
ナ
禍
で
長
期
に
わ
た
り
一
度
途
絶
え
た

移
動
と
い
う
習
慣
が
元
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
観
光
が
我
々
の
生
活
に
深
く
根
差

し
て
い
て
、
重
要
な
生
活
上
の
価
値
を
生
み
出

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。
そ
こ
に
関
係
す

る
我
々
は
、
い
ま
、
よ
り
よ
い
観
光
を
生
み
出

し
て
い
く
取
り
組
み
を
再
び
始
め
る
タ
イ
ミ
ン

グ
に
あ
る
。
エ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
世
界
で
は
、
過

去
を
振
り
返
っ
た
う
え
で
、
賢
く
、
観
光
を
再

起
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

活 動 報 告
32 回第

旅
行
動
向

シン
ポ
ジ
ウム
を

開
催

1
日
目（
市
場
編
）

プログラム

1
．with

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
世
界
・
日
本
の
観
光
動
向

2
．with
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
日
本
人
旅
行
者
の
動
向
・
意
識

3
．with
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
・
意
識

4
．総
括

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

菅
野
正
洋

企
画
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

五
木
田
玲
子

主
任
研
究
員 

柿
島
あ
か
ね

理
事
／
観
光
政
策
研
究
部
長 

山
田
雄
一

10
27

 

市
場
編

木

1
．サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点

2
．ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
欧
州
観
光
事
情

3
．Mālam

a H
aw
ai‘ i

：
マ
ラ
マ
ハ
ワ
イ

4
．サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

5
．総
括

環
境
計
画
室
長 

兼 

沖
縄
事
務
所
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

中
島 

泰

活
性
化
推
進
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

中
野
文
彦

ハ
ワ
イ
州
観
光
局 

日
本
支
局
長 

ミ
ツ
エ
･
ヴ
ァ
ー
レ
イ
氏

環
境
計
画
室
長 

兼 

沖
縄
事
務
所
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

中
島 

泰

常
務
理
事
／
観
光
地
域
研
究
部
長 

寺
崎
竜
雄

10
28

 

観
光
地
編
〜
地
域
社
会
と
調
和
す
る
観
光
〜

金

テ
ー
マ
…
…

開
催
日
時
…

開
催
方
法
…

参
加
者
数
…

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
起
動
に
向
け
て

2
0
2
2
年
10
月
27
日（
木
） 

14
：
00
〜
16
：
30

2
0
2
2
年
10
月
28
日（
金
） 

14
：
00
〜
16
：
30

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

1
日
目
…
1
6
7
名
、2
日
目
…
1
4
3
名

「
第
32
回

旅
行
動
向

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

開
催
概
要

　市
場
編
で
は
、
当
財
団
が
継
続
的
に
実

施
し
て
い
る
独
自
調
査
の
結
果
な
ど
を
も

と
に
、「w

ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
世
界
・
日

本
の
観
光
の
い
ま
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

＊

w
ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
世
界
・
日

本
の
観
光
動
向
で
は
、
様
々
な
デ
ー

タ
や
独
自
調
査
「
都
道
府
県
・
市
町
村
の
観

光
政
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結

果
を
活
用
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
動
向
や
旅
行
・
観
光
の
動
向
、
そ
し

て
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
諸
外
国
・
国
内
の
対
応

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

○
世
界
的
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
、

重
症
化
リ
ス
ク
の
低
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出

現
に
よ
り
、
感
染
は
す
る
が
重
症
化
し
な
い

（
死
者
数
は
少
な
い
）
と
い
う
状
況
へ
移
行

し
つ
つ
あ
る
。

○O
xC
G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
国
際
的

な
渡
航
に
関
す
る
規
制
」
指
標
か
ら
は
、
入

国
に
関
す
る
規
制
の
撤
廃
・
緩
和
に
関
し
て
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
特
に
慎
重
な
対
応

を
取
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

○
独
自
調
査
「
都
道
府
県
・
市
町
村
の
観
光

政
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果

か
ら
は
、我
が
国
の
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
、

地
域
政
策
と
し
て
の
観
光
振
興
は
引
き
続
き

重
要
度
が
高
い
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

る
。

○
さ
ら
に
、
全
国
を
対
象
と
し
た
需
要
喚
起

策
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
個
人
旅
行
受
け
入
れ

が
始
ま
っ
た
こ
と
で
、
観
光
の
再
起
動
が
期

待
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

＊

w
ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
日
本
人
旅

行
者
の
動
向
・
意
識
で
は
、
当
財

団
の
独
自
調
査
で
あ
る
「
J
T
B
F
旅
行
実

態
調
査
」「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
な
ど

を
も
と
に
、
日
本
人
の
旅
行
実
施
状
況
や
旅

行
内
容
の
変
化
、
今
後
の
旅
行
意
向
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
が
国

内
旅
行
実
施
に
与
え
る
影
響
は
徐
々
に
弱
ま

っ
て
い
る
。
自
粛
要
請
が
国
内
旅
行
の
実
施

に
与
え
る
影
響
は
大
き
か
っ
た
が
、
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
の
影
響
は
限
定
的
で
あ
っ

た
。
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
不
安
も
徐
々
に
減
少

し
て
お
り
、
2
0
2
1
年
末
を
転
機
と
し
て

国
内
旅
行
市
場
は
回
復
期
に
移
行
し
た
。

○
旅
行
の
動
機
は「
日
常
生
活
か
ら
の
解
放
」

が
増
加
し
、
10
年
ぶ
り
に
最
大
の
動
機
と
な

っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
と
も
な
い
、

そ
ろ
そ
ろ
解
放
さ
れ
た
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
旅
行

の
内
容
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
特
徴
で
あ
っ
た〝
密

や
接
触
を
避
け
、
短
期
間
・
同
居
の
家
族
と
〞

は
徐
々
に
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

〝
域
内
旅
行
、
分
散
し
て
柔
軟
に
行
動
で
き
る

形
態
〞は
一
定
程
度
定
着
し
、
活
動
の
厳
選

は
続
く
。

○
今
後
の
旅
行
意
向
は
、
徐
々
に
増
加
し
て

い
る
も
の
の
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
特
に
70

代
女
性
で
慎
重
な
姿
勢
で
あ
っ
た
。
行
っ
て

み
た
い
旅
行
先
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
も
「
温

泉
・
自
然
」
の
人
気
が
高
か
っ
た
。

○
海
外
旅
行
意
向
は
、
次
第
に
高
ま
っ
て
い

る
も
の
の
未
だ
に
低
調
で
、
円
安
な
ど
コ
ロ

ナ
以
外
の
影
響
も
大
き
い
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
の
長
期
化
に
よ
り
、
海
外
旅
行
へ
の
意
識

低
下
の
可
能
性
も
あ
り
、
海
外
旅
行
か
ら
国

内
旅
行
へ
の
シ
フ
ト
は
今
後
も
し
ば
ら
く
続

く
と
考
え
ら
れ
る
。

○
コ
ロ
ナ
禍
で
進
ん
だ
「
旅
行
に
行
く
人
は

よ
り
行
く
、
行
か
な
い
人
は
行
か
な
い
」
と

い
っ
た
旅
行
市
場
の
二
極
化
の
さ
ら
な
る
進

行
が
懸
念
さ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
起

動
に
向
け
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光
以
外
に

充
て
ら
れ
て
い
た
時
間
と
お
金
を
固
定
化
さ

せ
ず
に
観
光
に
再
び
振
り
向
け
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
観
光
に
対

す
る
思
い
も
大
切
に
し
、
地
域
社
会
と
観
光

を
調
和
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

＊

w
ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
の
動
向
・
意
識
で
は
、（
株
）

日
本
政
策
投
資
銀
行
と
共
同
で
実
施
し
て
い

る
「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米

豪

　訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
」
な

ど
を
も
と
に
、
外
国
人
旅
行
者
の
海
外
旅
行

　2
0
2
2
年
10
月
27
日
（
木
）・
28
日
（
金
）

の
2
日
間
に
わ
た
り
、
第
32
回
旅
行
動
向
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　2
0
2
2
年
は
、
10
月
か
ら
訪
日
外
国
人

旅
行
客
の
個
人
旅
行
解
禁
や
ビ
ザ
免
除
措
置

の
再
開
、
国
内
旅
行
の
需
要
喚
起
策
で
あ
る

全
国
旅
行
支
援
の
開
始
と
い
っ
た
動
き
が
あ

り
、
観
光
の
再
起
動
に
対
す
る
期
待
が
高
ま

り
つ
つ
あ
る
中
で
、
テ
ー
マ
を
「
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
の
再
起
動
に
向
け
て
」
と
し
て
、
現
在

の
旅
行
動
向
を
市
場
編
と
観
光
地
編
に
分
け

て
報
告
し
ま
し
た
。

　オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
年
も
多
く
の
お
申
込
み
を
い
た
だ

き
、
2
日
間
で
延
べ
3
1
0
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
可
能
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
光
分
野
で
も

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
定
義

づ
け
が
さ
れ
て
き
た
。
2
0
2
0
年
に
は
、

「
観
光
地
向
け
の
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際

基
準
（
G
S
T
C
‐
D
）」
に
準
拠
し
た
「
日

本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
J
S
T
S
‐
D
）」
を
制
定
し
た
。

○
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
参
加
動
機

で
は
、〝
何
を
持
続
さ
せ
る
の
か
〞と〝
取
り
組

み
の
時
間
軸
〞が
主
な
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
。〝
何
を
持
続
さ
せ
る

の
か
〞で
は
、ト
リ
プ
ル
・
ボ
ト
ム
・
ラ
イ
ン（
環

境
、
社
会
、
経
済
）
の
3
つ
に
、〝
取
り
組
み

の
時
間
軸
〞に
は
、
中
長
期
的
な
視
点
に
基

づ
く
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
と
短
期
的
な
問

題
解
決
に
取
り
組
む
「
問
題
解
決
型
」
の
2

つ
に
分
類
で
き
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
で
、
計

6
つ
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
分
類
で
き
る
。

○
タ
イ
の
マ
ヤ
ビ
ー
チ
で
は
、
観
光
客
の
増

加
に
よ
っ
て
サ
ン
ゴ
礁
や
海
洋
生
物
の
環
境

が
悪
化
し
た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。
タ
イ
政

府
は
こ
れ
に
対
し
2
0
1
8
年
か
ら
2
0
2
1

年
ま
で
観
光
客
の
立
ち
入
り
を
禁
止
し
て
い

た
。
こ
れ
は
、
短
期
的
収
入
よ
り
も
一
定
の

資
源
回
復
を
優
先
し
た
ケ
ー
ス
と
し
て
、
環

境
×
問
題
解
決
型
に
分
類
で
き
る
。

○
世
界
で
最
も
高
い
炭
素
税
を
導
入
し
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
事
例
で
は
、
炭
素
排
出
量
の

減
少
と
安
定
し
た
経
済
成
長
の
両
立
に
成
功

し
て
お
り
、
環
境
・
経
済
×
ビ
ジ
ョ
ン
追
求

型
の
ケ
ー
ス
と
い
え
る
。
ま
た
、
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
地
域
観
光
な
ど
の
持

続
可
能
な
観
光
戦
略
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
民
の
環
境
意
識
の
高
さ
も
特
徴

で
あ
る
。

○
様
々
な
取
組
事
例
が
あ
る
が
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
は
幅
広
く
、
取
り

〜
お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ

の
活
動
を
通
じ
て
〜

〜
ハ
ワ
イ
が
問
い
か
け
る

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
の
視
点
〜

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

2．

3．

1．○
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
王
道
は
な

い
。
地
域
の
現
況
と
課
題
に
よ
っ
て
、
何
か

ら
取
り
組
む
の
か
、
何
を
目
指
す
か
は
異
な

る
た
め
、
す
べ
て
同
じ
取
り
組
み
に
な
ら
な

い
か
ら
だ
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

お
い
て
、
地
域
内
外
の
環
境
分
析
と
優
先
順

位
の
位
置
づ
け
が
必
要
で
あ
る
。
短
期
的
な

問
題
解
決
型
の
取
り
組
み
は
、
対
処
療
法
と

し
て
早
急
に
必
要
だ
が
、
中
・
長
期
的
な
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
た
め
に
は
、
中
・
長
期

を
視
野
に
入
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
の
取
り

組
み
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
沖
縄
県
の
ち
む
ぐ
く
る
（
人
の
心
に
宿
る

深
い
思
い
）
を
感
じ
る
取
り
組
み
で
は
、
く

る
ち
の
杜
1
0
0
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ガ
ン

ガ
ラ
ー
の
谷
の
事
例
を
紹
介
し
た
。
沖
縄
に

は
「
ぴ
と
ぅ
る
ぴ
き
む
ー
る
ぴ
き
」
と
い
う

「
一
人
が
立
ち
上
が
れ
ば
、
み
ん
な
も
立
ち

上
が
る
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
が
あ
り
、
実

施
し
て
い
る
ひ
と
か
ら
動
き
出
そ
う
と
の
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
誰
か
が
動
き
出
せ

ば
変
化
す
る
・
仲
間
が
増
え
る
と
い
う
意
図

で
あ
る
。
そ
の
際
に
重
要
な
の
は
、
実
践
者

を
正
当
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
体
の

質
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
特
に

国
内
で
は
、
責
任
あ
る
旅
行
者
を
呼
び
込
む

前
提
と
し
て
、
良
い
取
り
組
み
を
広
げ
て
外

部
の
共
感
に
繋
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
地
域

側
の
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
や
覚
悟
、
遂
行
責
任

能
力
の
向
上
が
、
い
ま
非
常
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。

2
日
目
総
括

　地
域
社
会
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い

け
ば
よ
い
か
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
は
、
観

光
は
そ
こ
で
の
暮
ら
し
に
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
し
て
地
域
の
中
で
広
く
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
観
光
事

業
者
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
が
話
し
合
う

場
を
つ
く
り
信
頼
関
係
を
生
み
出
し
、
協
働

で
諸
課
題
に
対
応
す
る
と
い
う
枠
組
み
を
つ

く
り
、
保
ち
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
し
て
、
す
べ
て
の
人
々
が
豊
か
な
人
生
を

送
る
に
は
観
光
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
思
い
を
新
た
に
し
、
観
光
に
携
わ
る
私
た

ち
一
人
一
人
が
誇
り
を
持
っ
て
自
分
の
仕
事

に
取
り
組
む
と
い
う
意
識
が
大
切
で
あ
り
、

そ
れ
こ
そ
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

礎
に
な
る
。

　以
上
を
も
っ
て
2
0
2
2
年
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
当
財
団
は
、
今

後
も
旅
行
・
観
光
分
野
の
実
践
的
な
学
術
研

究
機
関
と
し
て
時
代
を
見
据
え
た
調
査
研
究

に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
社
会
に
発
信
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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業
を
ど
の
よ
う

に
活
性
化
し
て

い
け
ば
よ
い

か
、
条
例
や
規

定
の
強
化
も
含

め
、
様
々
な
意

見
交
換
が
盛
ん

に
行
わ
れ
た
。

○
そ
の
結
果
、ハ

ワ
イ
州
観
光
局

（
以
下
、H
T
A
）

は
、〝
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
〞、〝
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
〞へ
と
方
針
を
転
換
、
啓
蒙
活
動
を

通
じ
た
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
な
旅
行
者
の
誘

致
、
関
連
機
関
と
協
力
し
た
住
民
参
画
型
の

観
光
の
展
開
な
ど
を
目
指
し
、
島
ご
と
に
3

か
年
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
以
下
、
D
M
A
P
）

を
策
定
し
た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
協
議
を
何
度
も
重
ね

た
。

○
新
し
く
策
定
し
た
D
M
A
P
で
は
、
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
で
意
識
し
て
い
た
思
い
を
さ
ら

に
強
め
、
我
々
の
大
切
な
資
源
を
5
世
代
先

の
世
代
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
意
識
し

た〝
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
再

生
型
観
光
）
〞を
掲
げ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

ボ
ラ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
）に

よ
る
地
域
住
民
と
訪
問
者
が
相
互
に
交
流
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、m

ade in
 H
aw
aii

の

も
の
を
買
う
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
資
源
が

還
元
さ
れ
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
様
々

な
取
り
組
み
を
島
ご
と
に
検
討
し
、
実
施
し
て

い
る
。

○
ま
た
、
K
P
I
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

の
内
容
も
大
き
く
転
換
し
た
。こ
れ
ま
で「
訪

問
者
数
」
や
「
滞
在
日
数
」
を
重
視
し
て
い

た
が
、「
訪
問
者
の
満
足
度
」
や
「
訪
問
者
の

消
費
額
」
を
追
加
し
た
だ
け
で
な
く
、「
住

民
の
満
足
度
」
も
指
標
に
加
え
た
。

○
そ
れ
ぞ
れ
の
島
に
は
プ
レ
ッ
ジ
（
地
域
住

民
が
守
り
、
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
）
が
あ

り
、
そ
の
内
容
を
地
域
住
民
が
直
接
伝
え
る

ス
ト
ー
リ
ー
ビ
デ
オ
を
H
T
A
が
制
作
、
公

開
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
旅
行
者
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
繋
げ
る
た
め
に
宿
泊
税
の
一

部
を
地
域
団
体
に
還
元
し
、
H
T
A
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
自
然
保

護
や
文
化
継
承
、
地
域
主
催
イ
ベ
ン
ト
の
サ

ポ
ー
ト
、
次
世
代
教
育
に
関
す
る
支
援
に
繋

げ
て
い
る
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
守
り
た
い
も
の
を
、
ど

の
よ
う
に
旅
行
者
と
一
緒
に
守
っ
て
い
け
る

か
。
そ
の
た
め
に
は
長
期
的
に
マ
ラ
マ
ハ
ワ

イ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
し
続
け
、
旅
行
者
に

　観
光
地
編
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
起

動
に
あ
た
り
不
可
欠
な
観
点
で
あ
る
「
地
域

社
会
と
調
和
す
る
観
光
」
に
焦
点
を
当
て
、

観
光
地
の
現
在
の
観
光
事
情
を
報
告
す
る
と

と
も
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら

今
後
の
観
光
地
の
在
り
方
を
考
え
ま
し
た
。

＊

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点

で
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

定
義
・
系
譜
に
触
れ
な
が
ら
参
加
動
機
（
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
）
に
つ
い
て
事
例
を
交
え
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
視
点

を
整
理
し
ま
し
た
。

○
1
9
8
7
年
の
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世

界
委
員
会
で
は
、
初
め
て
持
続
可
能
な
開
発

の
定
義
が
さ
れ
た
。
以
降
、
社
会
全
体
の
持

組
む
べ
き
内
容
の
濃
淡
・
バ
ラ
ン
ス
は
、
地

域
の
状
況
・
課
題
に
よ
っ
て
異
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
地
域
に
よ
っ
て
同
じ
取
り
組
み
に

は
な
ら
な
い
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

＊

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
欧
州
観
光
事
情

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
い
ち
早
く
国
際
的

な
往
来
を
再
開
し
た
欧
州
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
再
起
動
に
向
け
た
観
光
戦
略
や
実

際
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
9
月
末
か
ら
10

月
初
め
に
か
け
て
実
施
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
視

察
の
様
子
を
紹
介
し
な
が
ら
報
告
し
ま
し
た
。

○
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
・
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
で

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
不
使
用
の
既
製
品
が
主

流
で
、
自
転
車
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
普
及

し
て
い
る
様
子
か
ら
み
て
も
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
が
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
た
。ま
た
、

消
費
者
が
環
境
配
慮
商
品
を
選
択
で
き
る
よ

う
品
揃
え
も
豊
富
だ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て

も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
環
境
対
策
）
は
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
、
社
会
全
体
に
確
実
に

訪
れ
る
大
き
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と

な
る
。
観
光
も
そ
の
よ
う
な
社
会
を
見
据
え

る
必
要
が
あ
る
。

○V
isit

D
e
n
m
a
rk

、D
e
stin

a
tio
n
 

B
o
rn
h
o
lm

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
は
、

彼
ら
の
役
割
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
に
お
い

て
観
光
に
よ
っ
て
地
域
を
成
長
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ

ン
で
は
な
く
閑
散
期
の
集
客
、
市
民
生
活
へ

の
配
慮
や
地
域
の
中
小
企
業
支
援
に
注
力
し

な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
っ
て
持

続
可
能
な
地
域
と
す
る
こ
と
が
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
は
訪
れ

る
理
由
に
は
な
ら
な
い
が
、
再
び
訪
れ
る
理

由
と
し
て
重
要
に
な
る
と
い
う
点
か
ら
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
北
欧

や
ド
イ
ツ
な
ど
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
先
進
国
市

場
に
対
し
て
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
×
本
来
の

魅
力
、
滞
在
の
魅
力
（
経
験
価
値
）」
を
ブ
ラ

ン
ド
化
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
地
産
地

消
や
滞
在
（
散
策
・
ロ
ー
カ
ル
な
体
験
等
）、

地
場
産
業
と
連
携
し
た
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン

ト
、
企
業
研
修
・
会
議
等
は
顧
客
の
経
験
価

値
と
し
て
も
大
切
で
あ
る
。

○
観
光
客
に
向
け
て
環
境
に
や
さ
し
く
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
観
光
を
発
信
し
、
楽
し

め
る
・
選
択
で
き
る
と
い
っ
た
伝
え
方
や
見

せ
方
が
必
要
。
観
光
客
が
住
民
や
地
場
産
業

と
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と

で
、
質
の
高
い
新
た
な
体
験
を
生
み
出
す
こ

と
に
繋
が
る
。

＊

M
ālam

a H
aw
ai‘ i

：
マ
ラ
マ
ハ

ワ
イ
〜
ハ
ワ
イ
が
問
い
か
け
る
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
の
視
点
〜
で
は
、
ハ
ワ
イ
州

観
光
局
日
本
支
局
長 

ミ
ツ
エ
・
ヴ
ァ
ー
レ

イ
氏
か
ら
、
自
然
や
文
化
、
地
域
に
「
マ
ラ

マ

　思
い
や
り
の
心
」
を
持
っ
て
接
す
る
レ

ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
な
観
光
地
を
目
指
す
考
え
方

に
つ
い
て
、
事
例
や
動
画
を
用
い
て
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
中
、
ハ
ワ
イ
州
で
は
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
な
ど
に
よ
っ
て
観
光
業
が
大
打

撃
を
受
け
た
一
方
で
、
観
光
客
の
減
少
に
よ

っ
て
ハ
ナ
ウ
マ
湾
の
透
明
度
が
目
に
見
え
て

上
が
る
な
ど
自
然
環
境
の
改
善
も
見
ら
れ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
住
民
の
意
識
に
も

変
化
を
与
え
、
自
然
回
帰
へ
の
意
識
が
高
ま

る
こ
と
と
な
っ
た
。そ
の
よ
う
な
中
で
、今
後
、

経
済
と
環
境
保
全
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う

に
保
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
、
観
光
以
外
の
産

ハ
ワ
イ
の
方
向
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ
や
来
島
前
の
エ

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
啓
蒙
活
動
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
を
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、
地

元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
対
話
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
続
け
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

〜
お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
の
活

動
を
通
じ
て
〜
で
は
、
関
連
用
語
の
整
理

と
沖
縄
の〝
ち
む
ぐ
く
る
〞を
感
じ
ら
れ
る
取

り
組
み
事
例
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
契
機
と
し

た
意
識
の
変
化
を
土
台
に
、
コ
ロ
ナ
禍
後
に

国
内
で
求
め
ら
れ
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
し
た
。

○
沖
縄
県
で
は
、「
や
さ
し
く
て
、
あ
た
ら

し
い
島
の
旅
」
を
テ
ー
マ
に
お
き
な
わ
エ
シ

カ
ル
ス
タ
イ
ル
を
推
奨
し
て
お
り
、
様
々
な

分
野
で
の
エ
シ
カ
ル
な
楽
し
み
方
を
紹
介
し

て
い
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
一
方
で
、
現
場
レ
ベ
ル
で
は
空
港
構
内

で
の
レ
ン
タ
カ
ー
の
違
法
貸
出
や
ダ
イ
ビ
ン

グ
で
の
餌
付
け
な
ど
、
問
題
点
を
抱
え
た
ま

ま
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

問
題
を
抱
え
た
ま
ま
対
外
的
に
ビ
ジ
ョ
ン
を

標
榜
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
、
理
想
（
ビ
ジ

ョ
ン
）
と
現
実
（
問
題
）
の
ジ
レ
ン
マ
が
発

生
し
て
い
る
。

○
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
（
責
任
）
と
い
う
単
語
は
、

大
き
くR

esp
o
n
sibility

（
遂
行
責
任
）、

A
cco
u
n
tability

（
説
明
責
任
）、Liability

（
賠
償
責
任
）
の
3
つ
の
意
味
に
分
け
ら
れ

る
。
前
述
の
理
想
と
現
実
の
ジ
レ
ン
マ
が
発

生
し
て
い
る
場
合
は
、
説
明
責
任
を
果
た
せ

て
い
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
短
期
的
な
問
題

解
決
に
取
り
組
む
「
問
題
解
決
型
」
で
は
、

受
動
的
で
と
に
か
く
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
賠
償
責
任
に
基
づ
い
て
取
り
組
む

も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
地
域
が
能
動
的
・

自
発
的
に
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
遂
行
責
任

を
果
た
す
場
合
は
、「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」

で
あ
る
と
い
え
る
。
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
の
取

り
組
み
は
、
想
い
や
信
念
、
覚
悟
が
な
け
れ

ば
持
続
し
な
い
た
め
、
根
本
的
な
目
的
・
姿

勢
が
地
域
側
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
欧
州
や
ハ
ワ
イ
の
取
り
組
み
を
見
て
も
、

先
行
し
て
取
り
組
む
地
域
が
拡
大
す
る
こ
と

で
市
場
意
識
も
変
化
し
て
い
る
。
加
え
て
、

脱
炭
素
化
・
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
台
頭
も
含

め
て
、社
会
全
体
の
意
識
も
変
化
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
日
本
は
、
ま
だ
進
ん
で
い
る
と
は

言
い
づ
ら
い
状
況
か
も
し
れ
な
い
が
、
着
実

に
動
い
て
き
て
い
る
こ
と
が
市
場
意
識
の
変

化
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

の
回
復
状
況
や
変
化
、
本
格
的
な
受
け
入
れ

に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
事
項
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。

○
水
際
対
策
の
大
幅
緩
和
に
よ
り
、
欧
米
豪

を
中
心
に
海
外
旅
行
先
か
ら
除
外
さ
れ
て
い

た
日
本
の
海
外
旅
行
先
と
し
て
の
人
気
回
復

が
期
待
さ
れ
る
。
欧
米
豪
市
場
は
、
既
に

2
0
2
2
年
の
夏
の
休
暇
は
終
わ
っ
て
い
る

段
階
に
あ
り
、
2
0
2
3
年
の
夏
に
焦
点
を

当
て
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
受
入
体
制
の
整

備
が
必
要
と
な
る
。

○
本
格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回

復
の
観
点
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
市
場

の
7
割
以
上
を
占
め
て
い
た
東
ア
ジ
ア
の
動

向
に
注
目
。
台
湾
や
香
港
等
を
は
じ
め
と
す

る
高
い
訪
日
意
向
が
訪
日
需
要
に
結
び
つ
く

の
か
、
ま
た
、
訪
日
需
要
の
本
格
的
な
回
復

と
い
う
観
点
で
は
、
人
数
、
消
費
額
と
も
に

訪
日
市
場
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
中
国

市
場
が
い
つ
海
外
旅
行
を
再
開
し
、
訪
日
需

要
が
回
復
す
る
の
か
と
い
う
点
を
注
視
す
る

必
要
が
あ
る
。

○
円
安
は
、
訪
日
需
要
の
追
い
風
と
な
っ
て

い
る
。
特
に
、
国
籍
・
地
域
関
係
な
く
期
待

が
高
い
日
本
食
、
東
ア
ジ
ア
の
訪
日
リ
ピ
ー

タ
ー
を
中
心
に
期
待
が
大
き
い
買
い
物
等
を

フ
ッ
ク
に
し
た
消
費
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
旅
行
者
の
嗜
好

が
変
化
し
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
例
え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
旅
行
や
ア
ウ

ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
一
層

高
く
な
っ
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
雪
、
植
物
、
フ
ル
ー
ツ
、

動
物
、
星
空
、
農
山
漁
村
等
、
ア
ジ
ア
で
は

地
方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
で
き
る
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
い
。
コ
ロ
ナ
禍

以
前
か
ら
高
い
地
方
部
へ
の
訪
問
意
向
を
実

際
の
来
訪
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
こ
う
し
た

嗜
好
は
地
方
部
誘
客
の
機
会
と
な
り
得
る
。

○
東
ア
ジ
ア
で
は
台
湾
や
香
港
を
中
心
に
日

本
の
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
が
拡
充
さ
れ
、
訪
日

せ
ず
と
も
、幅
広
い
分
野
で
質
の
高
い
モ
ノ
・

サ
ー
ビ
ス
を
消
費
で
き
る
環
境
が
コ
ロ
ナ
禍

で
進
ん
だ
。訪
日
需
要
が
再
開
し
た
際
に
は
、

こ
う
し
た
消
費
環
境
の
変
化
を
念
頭
に
置

き
、
日
本
だ
か
ら
こ
そ〝
購
入
で
き
る
〞〝
体

験
で
き
る
〞価
値
を
わ
か
り
や
す
く
提
供
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

1
日
目
総
括

　コ
ロ
ナ
禍
で
長
期
に
わ
た
り
一
度
途
絶
え
た

移
動
と
い
う
習
慣
が
元
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
観
光
が
我
々
の
生
活
に
深
く
根
差

し
て
い
て
、
重
要
な
生
活
上
の
価
値
を
生
み
出

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。
そ
こ
に
関
係
す

る
我
々
は
、
い
ま
、
よ
り
よ
い
観
光
を
生
み
出

し
て
い
く
取
り
組
み
を
再
び
始
め
る
タ
イ
ミ
ン

グ
に
あ
る
。
エ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
世
界
で
は
、
過

去
を
振
り
返
っ
た
う
え
で
、
賢
く
、
観
光
を
再

起
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

活 動 報 告
32 回第

旅
行
動
向

シン
ポ
ジ
ウム
を

開
催

1
日
目（
市
場
編
）

プログラム

1
．with

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
世
界
・
日
本
の
観
光
動
向

2
．with

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
日
本
人
旅
行
者
の
動
向
・
意
識

3
．with

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
・
意
識

4
．総
括

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

菅
野
正
洋

企
画
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

五
木
田
玲
子

主
任
研
究
員 

柿
島
あ
か
ね

理
事
／
観
光
政
策
研
究
部
長 

山
田
雄
一

10
27

 

市
場
編

木

1
．サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点

2
．ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
欧
州
観
光
事
情

3
．Mālam

a H
aw
ai‘ i

：
マ
ラ
マ
ハ
ワ
イ

4
．サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

5
．総
括

環
境
計
画
室
長 

兼 

沖
縄
事
務
所
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

中
島 

泰

活
性
化
推
進
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

中
野
文
彦

ハ
ワ
イ
州
観
光
局 

日
本
支
局
長 

ミ
ツ
エ
･
ヴ
ァ
ー
レ
イ
氏

環
境
計
画
室
長 

兼 

沖
縄
事
務
所
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

中
島 

泰

常
務
理
事
／
観
光
地
域
研
究
部
長 

寺
崎
竜
雄

10
28

 

観
光
地
編
〜
地
域
社
会
と
調
和
す
る
観
光
〜

金

テ
ー
マ
…
…

開
催
日
時
…

開
催
方
法
…

参
加
者
数
…

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
起
動
に
向
け
て

2
0
2
2
年
10
月
27
日（
木
） 

14
：
00
〜
16
：
30

2
0
2
2
年
10
月
28
日（
金
） 

14
：
00
〜
16
：
30

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

1
日
目
…
1
6
7
名
、2
日
目
…
1
4
3
名

「
第
32
回

旅
行
動
向

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

開
催
概
要

　市
場
編
で
は
、
当
財
団
が
継
続
的
に
実

施
し
て
い
る
独
自
調
査
の
結
果
な
ど
を
も

と
に
、「w

ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
世
界
・
日

本
の
観
光
の
い
ま
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

＊

w
ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
世
界
・
日

本
の
観
光
動
向
で
は
、
様
々
な
デ
ー

タ
や
独
自
調
査
「
都
道
府
県
・
市
町
村
の
観

光
政
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結

果
を
活
用
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
動
向
や
旅
行
・
観
光
の
動
向
、
そ
し

て
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
諸
外
国
・
国
内
の
対
応

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

○
世
界
的
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
、

重
症
化
リ
ス
ク
の
低
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出

現
に
よ
り
、
感
染
は
す
る
が
重
症
化
し
な
い

（
死
者
数
は
少
な
い
）
と
い
う
状
況
へ
移
行

し
つ
つ
あ
る
。

○O
xC
G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
国
際
的

な
渡
航
に
関
す
る
規
制
」
指
標
か
ら
は
、
入

国
に
関
す
る
規
制
の
撤
廃
・
緩
和
に
関
し
て
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
特
に
慎
重
な
対
応

を
取
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

○
独
自
調
査
「
都
道
府
県
・
市
町
村
の
観
光

政
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果

か
ら
は
、我
が
国
の
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
、

地
域
政
策
と
し
て
の
観
光
振
興
は
引
き
続
き

重
要
度
が
高
い
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

る
。

○
さ
ら
に
、
全
国
を
対
象
と
し
た
需
要
喚
起

策
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
個
人
旅
行
受
け
入
れ

が
始
ま
っ
た
こ
と
で
、
観
光
の
再
起
動
が
期

待
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

＊

w
ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
日
本
人
旅

行
者
の
動
向
・
意
識
で
は
、
当
財

団
の
独
自
調
査
で
あ
る
「
J
T
B
F
旅
行
実

態
調
査
」「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
な
ど

を
も
と
に
、
日
本
人
の
旅
行
実
施
状
況
や
旅

行
内
容
の
変
化
、
今
後
の
旅
行
意
向
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
が
国

内
旅
行
実
施
に
与
え
る
影
響
は
徐
々
に
弱
ま

っ
て
い
る
。
自
粛
要
請
が
国
内
旅
行
の
実
施

に
与
え
る
影
響
は
大
き
か
っ
た
が
、
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
の
影
響
は
限
定
的
で
あ
っ

た
。
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
不
安
も
徐
々
に
減
少

し
て
お
り
、
2
0
2
1
年
末
を
転
機
と
し
て

国
内
旅
行
市
場
は
回
復
期
に
移
行
し
た
。

○
旅
行
の
動
機
は「
日
常
生
活
か
ら
の
解
放
」

が
増
加
し
、
10
年
ぶ
り
に
最
大
の
動
機
と
な

っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
と
も
な
い
、

そ
ろ
そ
ろ
解
放
さ
れ
た
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
旅
行

の
内
容
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
特
徴
で
あ
っ
た〝
密

や
接
触
を
避
け
、
短
期
間
・
同
居
の
家
族
と
〞

は
徐
々
に
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

〝
域
内
旅
行
、
分
散
し
て
柔
軟
に
行
動
で
き
る

形
態
〞は
一
定
程
度
定
着
し
、
活
動
の
厳
選

は
続
く
。

○
今
後
の
旅
行
意
向
は
、
徐
々
に
増
加
し
て

い
る
も
の
の
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
特
に
70

代
女
性
で
慎
重
な
姿
勢
で
あ
っ
た
。
行
っ
て

み
た
い
旅
行
先
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
も
「
温

泉
・
自
然
」
の
人
気
が
高
か
っ
た
。

○
海
外
旅
行
意
向
は
、
次
第
に
高
ま
っ
て
い

る
も
の
の
未
だ
に
低
調
で
、
円
安
な
ど
コ
ロ

ナ
以
外
の
影
響
も
大
き
い
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
の
長
期
化
に
よ
り
、
海
外
旅
行
へ
の
意
識

低
下
の
可
能
性
も
あ
り
、
海
外
旅
行
か
ら
国

内
旅
行
へ
の
シ
フ
ト
は
今
後
も
し
ば
ら
く
続

く
と
考
え
ら
れ
る
。

○
コ
ロ
ナ
禍
で
進
ん
だ
「
旅
行
に
行
く
人
は

よ
り
行
く
、
行
か
な
い
人
は
行
か
な
い
」
と

い
っ
た
旅
行
市
場
の
二
極
化
の
さ
ら
な
る
進

行
が
懸
念
さ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
起

動
に
向
け
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光
以
外
に

充
て
ら
れ
て
い
た
時
間
と
お
金
を
固
定
化
さ

せ
ず
に
観
光
に
再
び
振
り
向
け
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
観
光
に
対

す
る
思
い
も
大
切
に
し
、
地
域
社
会
と
観
光

を
調
和
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

＊

w
ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
の
動
向
・
意
識
で
は
、（
株
）

日
本
政
策
投
資
銀
行
と
共
同
で
実
施
し
て
い

る
「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米

豪

　訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
」
な

ど
を
も
と
に
、
外
国
人
旅
行
者
の
海
外
旅
行

　2
0
2
2
年
10
月
27
日
（
木
）・
28
日
（
金
）

の
2
日
間
に
わ
た
り
、
第
32
回
旅
行
動
向
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　2
0
2
2
年
は
、
10
月
か
ら
訪
日
外
国
人

旅
行
客
の
個
人
旅
行
解
禁
や
ビ
ザ
免
除
措
置

の
再
開
、
国
内
旅
行
の
需
要
喚
起
策
で
あ
る

全
国
旅
行
支
援
の
開
始
と
い
っ
た
動
き
が
あ

り
、
観
光
の
再
起
動
に
対
す
る
期
待
が
高
ま

り
つ
つ
あ
る
中
で
、
テ
ー
マ
を
「
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
の
再
起
動
に
向
け
て
」
と
し
て
、
現
在

の
旅
行
動
向
を
市
場
編
と
観
光
地
編
に
分
け

て
報
告
し
ま
し
た
。

　オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
年
も
多
く
の
お
申
込
み
を
い
た
だ

き
、
2
日
間
で
延
べ
3
1
0
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
可
能
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
光
分
野
で
も

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
定
義

づ
け
が
さ
れ
て
き
た
。
2
0
2
0
年
に
は
、

「
観
光
地
向
け
の
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際

基
準
（
G
S
T
C
‐
D
）」
に
準
拠
し
た
「
日

本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
J
S
T
S
‐
D
）」
を
制
定
し
た
。

○
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
参
加
動
機

で
は
、〝
何
を
持
続
さ
せ
る
の
か
〞と〝
取
り
組

み
の
時
間
軸
〞が
主
な
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
。〝
何
を
持
続
さ
せ
る

の
か
〞で
は
、ト
リ
プ
ル
・
ボ
ト
ム
・
ラ
イ
ン（
環

境
、
社
会
、
経
済
）
の
3
つ
に
、〝
取
り
組
み

の
時
間
軸
〞に
は
、
中
長
期
的
な
視
点
に
基

づ
く
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
と
短
期
的
な
問

題
解
決
に
取
り
組
む
「
問
題
解
決
型
」
の
2

つ
に
分
類
で
き
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
で
、
計

6
つ
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
分
類
で
き
る
。

○
タ
イ
の
マ
ヤ
ビ
ー
チ
で
は
、
観
光
客
の
増

加
に
よ
っ
て
サ
ン
ゴ
礁
や
海
洋
生
物
の
環
境

が
悪
化
し
た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。
タ
イ
政

府
は
こ
れ
に
対
し
2
0
1
8
年
か
ら
2
0
2
1

年
ま
で
観
光
客
の
立
ち
入
り
を
禁
止
し
て
い

た
。
こ
れ
は
、
短
期
的
収
入
よ
り
も
一
定
の

資
源
回
復
を
優
先
し
た
ケ
ー
ス
と
し
て
、
環

境
×
問
題
解
決
型
に
分
類
で
き
る
。

○
世
界
で
最
も
高
い
炭
素
税
を
導
入
し
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
事
例
で
は
、
炭
素
排
出
量
の

減
少
と
安
定
し
た
経
済
成
長
の
両
立
に
成
功

し
て
お
り
、
環
境
・
経
済
×
ビ
ジ
ョ
ン
追
求

型
の
ケ
ー
ス
と
い
え
る
。
ま
た
、
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
地
域
観
光
な
ど
の
持

続
可
能
な
観
光
戦
略
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
民
の
環
境
意
識
の
高
さ
も
特
徴

で
あ
る
。

○
様
々
な
取
組
事
例
が
あ
る
が
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
は
幅
広
く
、
取
り

〜
お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ

の
活
動
を
通
じ
て
〜

〜
ハ
ワ
イ
が
問
い
か
け
る

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
の
視
点
〜

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

2．

3．

1．○
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
王
道
は
な

い
。
地
域
の
現
況
と
課
題
に
よ
っ
て
、
何
か

ら
取
り
組
む
の
か
、
何
を
目
指
す
か
は
異
な

る
た
め
、
す
べ
て
同
じ
取
り
組
み
に
な
ら
な

い
か
ら
だ
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

お
い
て
、
地
域
内
外
の
環
境
分
析
と
優
先
順

位
の
位
置
づ
け
が
必
要
で
あ
る
。
短
期
的
な

問
題
解
決
型
の
取
り
組
み
は
、
対
処
療
法
と

し
て
早
急
に
必
要
だ
が
、
中
・
長
期
的
な
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
た
め
に
は
、
中
・
長
期

を
視
野
に
入
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
の
取
り

組
み
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
沖
縄
県
の
ち
む
ぐ
く
る
（
人
の
心
に
宿
る

深
い
思
い
）
を
感
じ
る
取
り
組
み
で
は
、
く

る
ち
の
杜
1
0
0
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ガ
ン

ガ
ラ
ー
の
谷
の
事
例
を
紹
介
し
た
。
沖
縄
に

は
「
ぴ
と
ぅ
る
ぴ
き
む
ー
る
ぴ
き
」
と
い
う

「
一
人
が
立
ち
上
が
れ
ば
、
み
ん
な
も
立
ち

上
が
る
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
が
あ
り
、
実

施
し
て
い
る
ひ
と
か
ら
動
き
出
そ
う
と
の
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
誰
か
が
動
き
出
せ

ば
変
化
す
る
・
仲
間
が
増
え
る
と
い
う
意
図

で
あ
る
。
そ
の
際
に
重
要
な
の
は
、
実
践
者

を
正
当
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
体
の

質
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
特
に

国
内
で
は
、
責
任
あ
る
旅
行
者
を
呼
び
込
む

前
提
と
し
て
、
良
い
取
り
組
み
を
広
げ
て
外

部
の
共
感
に
繋
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
地
域

側
の
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
や
覚
悟
、
遂
行
責
任

能
力
の
向
上
が
、
い
ま
非
常
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。

2
日
目
総
括

　地
域
社
会
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い

け
ば
よ
い
か
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
は
、
観

光
は
そ
こ
で
の
暮
ら
し
に
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
し
て
地
域
の
中
で
広
く
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
観
光
事

業
者
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
が
話
し
合
う

場
を
つ
く
り
信
頼
関
係
を
生
み
出
し
、
協
働

で
諸
課
題
に
対
応
す
る
と
い
う
枠
組
み
を
つ

く
り
、
保
ち
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
し
て
、
す
べ
て
の
人
々
が
豊
か
な
人
生
を

送
る
に
は
観
光
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
思
い
を
新
た
に
し
、
観
光
に
携
わ
る
私
た

ち
一
人
一
人
が
誇
り
を
持
っ
て
自
分
の
仕
事

に
取
り
組
む
と
い
う
意
識
が
大
切
で
あ
り
、

そ
れ
こ
そ
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

礎
に
な
る
。

　以
上
を
も
っ
て
2
0
2
2
年
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
当
財
団
は
、
今

後
も
旅
行
・
観
光
分
野
の
実
践
的
な
学
術
研

究
機
関
と
し
て
時
代
を
見
据
え
た
調
査
研
究

に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
社
会
に
発
信
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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業
を
ど
の
よ
う

に
活
性
化
し
て

い
け
ば
よ
い

か
、
条
例
や
規

定
の
強
化
も
含

め
、
様
々
な
意

見
交
換
が
盛
ん

に
行
わ
れ
た
。

○
そ
の
結
果
、ハ

ワ
イ
州
観
光
局

（
以
下
、H
T
A
）

は
、〝
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
〞、〝
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
〞へ
と
方
針
を
転
換
、
啓
蒙
活
動
を

通
じ
た
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
な
旅
行
者
の
誘

致
、
関
連
機
関
と
協
力
し
た
住
民
参
画
型
の

観
光
の
展
開
な
ど
を
目
指
し
、
島
ご
と
に
3

か
年
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
以
下
、
D
M
A
P
）

を
策
定
し
た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
協
議
を
何
度
も
重
ね

た
。

○
新
し
く
策
定
し
た
D
M
A
P
で
は
、
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
で
意
識
し
て
い
た
思
い
を
さ
ら

に
強
め
、
我
々
の
大
切
な
資
源
を
5
世
代
先

の
世
代
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
意
識
し

た〝
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
再

生
型
観
光
）
〞を
掲
げ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

ボ
ラ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
）に

よ
る
地
域
住
民
と
訪
問
者
が
相
互
に
交
流
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、m

ade in
 H
aw
aii

の

も
の
を
買
う
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
資
源
が

還
元
さ
れ
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
様
々

な
取
り
組
み
を
島
ご
と
に
検
討
し
、
実
施
し
て

い
る
。

○
ま
た
、
K
P
I
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

の
内
容
も
大
き
く
転
換
し
た
。こ
れ
ま
で「
訪

問
者
数
」
や
「
滞
在
日
数
」
を
重
視
し
て
い

た
が
、「
訪
問
者
の
満
足
度
」
や
「
訪
問
者
の

消
費
額
」
を
追
加
し
た
だ
け
で
な
く
、「
住

民
の
満
足
度
」
も
指
標
に
加
え
た
。

○
そ
れ
ぞ
れ
の
島
に
は
プ
レ
ッ
ジ
（
地
域
住

民
が
守
り
、
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
）
が
あ

り
、
そ
の
内
容
を
地
域
住
民
が
直
接
伝
え
る

ス
ト
ー
リ
ー
ビ
デ
オ
を
H
T
A
が
制
作
、
公

開
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
旅
行
者
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
繋
げ
る
た
め
に
宿
泊
税
の
一

部
を
地
域
団
体
に
還
元
し
、
H
T
A
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
自
然
保

護
や
文
化
継
承
、
地
域
主
催
イ
ベ
ン
ト
の
サ

ポ
ー
ト
、
次
世
代
教
育
に
関
す
る
支
援
に
繋

げ
て
い
る
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
守
り
た
い
も
の
を
、
ど

の
よ
う
に
旅
行
者
と
一
緒
に
守
っ
て
い
け
る

か
。
そ
の
た
め
に
は
長
期
的
に
マ
ラ
マ
ハ
ワ

イ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
し
続
け
、
旅
行
者
に

　観
光
地
編
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
起

動
に
あ
た
り
不
可
欠
な
観
点
で
あ
る
「
地
域

社
会
と
調
和
す
る
観
光
」
に
焦
点
を
当
て
、

観
光
地
の
現
在
の
観
光
事
情
を
報
告
す
る
と

と
も
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら

今
後
の
観
光
地
の
在
り
方
を
考
え
ま
し
た
。

＊

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点

で
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

定
義
・
系
譜
に
触
れ
な
が
ら
参
加
動
機
（
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
）
に
つ
い
て
事
例
を
交
え
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
視
点

を
整
理
し
ま
し
た
。

○
1
9
8
7
年
の
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世

界
委
員
会
で
は
、
初
め
て
持
続
可
能
な
開
発

の
定
義
が
さ
れ
た
。
以
降
、
社
会
全
体
の
持

組
む
べ
き
内
容
の
濃
淡
・
バ
ラ
ン
ス
は
、
地

域
の
状
況
・
課
題
に
よ
っ
て
異
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
地
域
に
よ
っ
て
同
じ
取
り
組
み
に

は
な
ら
な
い
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

＊

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
欧
州
観
光
事
情

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
い
ち
早
く
国
際
的

な
往
来
を
再
開
し
た
欧
州
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
再
起
動
に
向
け
た
観
光
戦
略
や
実

際
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
9
月
末
か
ら
10

月
初
め
に
か
け
て
実
施
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
視

察
の
様
子
を
紹
介
し
な
が
ら
報
告
し
ま
し
た
。

○
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
・
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
で

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
不
使
用
の
既
製
品
が
主

流
で
、
自
転
車
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
普
及

し
て
い
る
様
子
か
ら
み
て
も
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
が
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
た
。ま
た
、

消
費
者
が
環
境
配
慮
商
品
を
選
択
で
き
る
よ

う
品
揃
え
も
豊
富
だ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て

も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
環
境
対
策
）
は
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
、
社
会
全
体
に
確
実
に

訪
れ
る
大
き
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と

な
る
。
観
光
も
そ
の
よ
う
な
社
会
を
見
据
え

る
必
要
が
あ
る
。

○V
isit

D
e
n
m
a
rk

、D
e
stin

a
tio
n
 

B
o
rn
h
o
lm

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
は
、

彼
ら
の
役
割
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
に
お
い

て
観
光
に
よ
っ
て
地
域
を
成
長
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ

ン
で
は
な
く
閑
散
期
の
集
客
、
市
民
生
活
へ

の
配
慮
や
地
域
の
中
小
企
業
支
援
に
注
力
し

な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
っ
て
持

続
可
能
な
地
域
と
す
る
こ
と
が
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
は
訪
れ

る
理
由
に
は
な
ら
な
い
が
、
再
び
訪
れ
る
理

由
と
し
て
重
要
に
な
る
と
い
う
点
か
ら
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
北
欧

や
ド
イ
ツ
な
ど
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
先
進
国
市

場
に
対
し
て
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
×
本
来
の

魅
力
、
滞
在
の
魅
力
（
経
験
価
値
）」
を
ブ
ラ

ン
ド
化
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
地
産
地

消
や
滞
在
（
散
策
・
ロ
ー
カ
ル
な
体
験
等
）、

地
場
産
業
と
連
携
し
た
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン

ト
、
企
業
研
修
・
会
議
等
は
顧
客
の
経
験
価

値
と
し
て
も
大
切
で
あ
る
。

○
観
光
客
に
向
け
て
環
境
に
や
さ
し
く
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
観
光
を
発
信
し
、
楽
し

め
る
・
選
択
で
き
る
と
い
っ
た
伝
え
方
や
見

せ
方
が
必
要
。
観
光
客
が
住
民
や
地
場
産
業

と
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と

で
、
質
の
高
い
新
た
な
体
験
を
生
み
出
す
こ

と
に
繋
が
る
。

＊

M
ālam

a H
aw
ai‘ i

：
マ
ラ
マ
ハ

ワ
イ
〜
ハ
ワ
イ
が
問
い
か
け
る
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
の
視
点
〜
で
は
、
ハ
ワ
イ
州

観
光
局
日
本
支
局
長 

ミ
ツ
エ
・
ヴ
ァ
ー
レ

イ
氏
か
ら
、
自
然
や
文
化
、
地
域
に
「
マ
ラ

マ

　思
い
や
り
の
心
」
を
持
っ
て
接
す
る
レ

ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
な
観
光
地
を
目
指
す
考
え
方

に
つ
い
て
、
事
例
や
動
画
を
用
い
て
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
中
、
ハ
ワ
イ
州
で
は
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
な
ど
に
よ
っ
て
観
光
業
が
大
打

撃
を
受
け
た
一
方
で
、
観
光
客
の
減
少
に
よ

っ
て
ハ
ナ
ウ
マ
湾
の
透
明
度
が
目
に
見
え
て

上
が
る
な
ど
自
然
環
境
の
改
善
も
見
ら
れ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
住
民
の
意
識
に
も

変
化
を
与
え
、
自
然
回
帰
へ
の
意
識
が
高
ま

る
こ
と
と
な
っ
た
。そ
の
よ
う
な
中
で
、今
後
、

経
済
と
環
境
保
全
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う

に
保
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
、
観
光
以
外
の
産

ハ
ワ
イ
の
方
向
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ
や
来
島
前
の
エ

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
啓
蒙
活
動
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
を
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、
地

元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
対
話
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
続
け
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

〜
お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
の
活

動
を
通
じ
て
〜
で
は
、
関
連
用
語
の
整
理

と
沖
縄
の〝
ち
む
ぐ
く
る
〞を
感
じ
ら
れ
る
取

り
組
み
事
例
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
契
機
と
し

た
意
識
の
変
化
を
土
台
に
、
コ
ロ
ナ
禍
後
に

国
内
で
求
め
ら
れ
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
し
た
。

○
沖
縄
県
で
は
、「
や
さ
し
く
て
、
あ
た
ら

し
い
島
の
旅
」
を
テ
ー
マ
に
お
き
な
わ
エ
シ

カ
ル
ス
タ
イ
ル
を
推
奨
し
て
お
り
、
様
々
な

分
野
で
の
エ
シ
カ
ル
な
楽
し
み
方
を
紹
介
し

て
い
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
一
方
で
、
現
場
レ
ベ
ル
で
は
空
港
構
内

で
の
レ
ン
タ
カ
ー
の
違
法
貸
出
や
ダ
イ
ビ
ン

グ
で
の
餌
付
け
な
ど
、
問
題
点
を
抱
え
た
ま

ま
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

問
題
を
抱
え
た
ま
ま
対
外
的
に
ビ
ジ
ョ
ン
を

標
榜
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
、
理
想
（
ビ
ジ

ョ
ン
）
と
現
実
（
問
題
）
の
ジ
レ
ン
マ
が
発

生
し
て
い
る
。

○
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
（
責
任
）
と
い
う
単
語
は
、

大
き
くR

esp
o
n
sibility

（
遂
行
責
任
）、

A
cco
u
n
tability

（
説
明
責
任
）、Liability

（
賠
償
責
任
）
の
3
つ
の
意
味
に
分
け
ら
れ

る
。
前
述
の
理
想
と
現
実
の
ジ
レ
ン
マ
が
発

生
し
て
い
る
場
合
は
、
説
明
責
任
を
果
た
せ

て
い
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
短
期
的
な
問
題

解
決
に
取
り
組
む
「
問
題
解
決
型
」
で
は
、

受
動
的
で
と
に
か
く
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
賠
償
責
任
に
基
づ
い
て
取
り
組
む

も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
地
域
が
能
動
的
・

自
発
的
に
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
遂
行
責
任

を
果
た
す
場
合
は
、「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」

で
あ
る
と
い
え
る
。
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
の
取

り
組
み
は
、
想
い
や
信
念
、
覚
悟
が
な
け
れ

ば
持
続
し
な
い
た
め
、
根
本
的
な
目
的
・
姿

勢
が
地
域
側
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
欧
州
や
ハ
ワ
イ
の
取
り
組
み
を
見
て
も
、

先
行
し
て
取
り
組
む
地
域
が
拡
大
す
る
こ
と

で
市
場
意
識
も
変
化
し
て
い
る
。
加
え
て
、

脱
炭
素
化
・
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
台
頭
も
含

め
て
、社
会
全
体
の
意
識
も
変
化
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
日
本
は
、
ま
だ
進
ん
で
い
る
と
は

言
い
づ
ら
い
状
況
か
も
し
れ
な
い
が
、
着
実

に
動
い
て
き
て
い
る
こ
と
が
市
場
意
識
の
変

化
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

の
回
復
状
況
や
変
化
、
本
格
的
な
受
け
入
れ

に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
事
項
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。

○
水
際
対
策
の
大
幅
緩
和
に
よ
り
、
欧
米
豪

を
中
心
に
海
外
旅
行
先
か
ら
除
外
さ
れ
て
い

た
日
本
の
海
外
旅
行
先
と
し
て
の
人
気
回
復

が
期
待
さ
れ
る
。
欧
米
豪
市
場
は
、
既
に

2
0
2
2
年
の
夏
の
休
暇
は
終
わ
っ
て
い
る

段
階
に
あ
り
、
2
0
2
3
年
の
夏
に
焦
点
を

当
て
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
受
入
体
制
の
整

備
が
必
要
と
な
る
。

○
本
格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回

復
の
観
点
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
市
場

の
7
割
以
上
を
占
め
て
い
た
東
ア
ジ
ア
の
動

向
に
注
目
。
台
湾
や
香
港
等
を
は
じ
め
と
す

る
高
い
訪
日
意
向
が
訪
日
需
要
に
結
び
つ
く

の
か
、
ま
た
、
訪
日
需
要
の
本
格
的
な
回
復

と
い
う
観
点
で
は
、
人
数
、
消
費
額
と
も
に

訪
日
市
場
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
中
国

市
場
が
い
つ
海
外
旅
行
を
再
開
し
、
訪
日
需

要
が
回
復
す
る
の
か
と
い
う
点
を
注
視
す
る

必
要
が
あ
る
。

○
円
安
は
、
訪
日
需
要
の
追
い
風
と
な
っ
て

い
る
。
特
に
、
国
籍
・
地
域
関
係
な
く
期
待

が
高
い
日
本
食
、
東
ア
ジ
ア
の
訪
日
リ
ピ
ー

タ
ー
を
中
心
に
期
待
が
大
き
い
買
い
物
等
を

フ
ッ
ク
に
し
た
消
費
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
旅
行
者
の
嗜
好

が
変
化
し
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
例
え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
旅
行
や
ア
ウ

ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
一
層

高
く
な
っ
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
雪
、
植
物
、
フ
ル
ー
ツ
、

動
物
、
星
空
、
農
山
漁
村
等
、
ア
ジ
ア
で
は

地
方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
で
き
る
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
い
。
コ
ロ
ナ
禍

以
前
か
ら
高
い
地
方
部
へ
の
訪
問
意
向
を
実

際
の
来
訪
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
こ
う
し
た

嗜
好
は
地
方
部
誘
客
の
機
会
と
な
り
得
る
。

○
東
ア
ジ
ア
で
は
台
湾
や
香
港
を
中
心
に
日

本
の
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
が
拡
充
さ
れ
、
訪
日

せ
ず
と
も
、幅
広
い
分
野
で
質
の
高
い
モ
ノ
・

サ
ー
ビ
ス
を
消
費
で
き
る
環
境
が
コ
ロ
ナ
禍

で
進
ん
だ
。訪
日
需
要
が
再
開
し
た
際
に
は
、

こ
う
し
た
消
費
環
境
の
変
化
を
念
頭
に
置

き
、
日
本
だ
か
ら
こ
そ〝
購
入
で
き
る
〞〝
体

験
で
き
る
〞価
値
を
わ
か
り
や
す
く
提
供
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

1
日
目
総
括

　コ
ロ
ナ
禍
で
長
期
に
わ
た
り
一
度
途
絶
え
た

移
動
と
い
う
習
慣
が
元
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
観
光
が
我
々
の
生
活
に
深
く
根
差

し
て
い
て
、
重
要
な
生
活
上
の
価
値
を
生
み
出

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。
そ
こ
に
関
係
す

る
我
々
は
、
い
ま
、
よ
り
よ
い
観
光
を
生
み
出

し
て
い
く
取
り
組
み
を
再
び
始
め
る
タ
イ
ミ
ン

グ
に
あ
る
。
エ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
世
界
で
は
、
過

去
を
振
り
返
っ
た
う
え
で
、
賢
く
、
観
光
を
再

起
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

2
日
目（
観
光
地
編
〜
地
域
社
会
と
調
和
す
る
観
光
〜
）

　市
場
編
で
は
、
当
財
団
が
継
続
的
に
実

施
し
て
い
る
独
自
調
査
の
結
果
な
ど
を
も

と
に
、「w

ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
世
界
・
日

本
の
観
光
の
い
ま
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

＊

w
ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
世
界
・
日

本
の
観
光
動
向
で
は
、
様
々
な
デ
ー

タ
や
独
自
調
査
「
都
道
府
県
・
市
町
村
の
観

光
政
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結

果
を
活
用
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
動
向
や
旅
行
・
観
光
の
動
向
、
そ
し

て
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
諸
外
国
・
国
内
の
対
応

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

○
世
界
的
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
、

重
症
化
リ
ス
ク
の
低
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出

現
に
よ
り
、
感
染
は
す
る
が
重
症
化
し
な
い

（
死
者
数
は
少
な
い
）
と
い
う
状
況
へ
移
行

し
つ
つ
あ
る
。

○O
xC
G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
国
際
的

な
渡
航
に
関
す
る
規
制
」
指
標
か
ら
は
、
入

国
に
関
す
る
規
制
の
撤
廃
・
緩
和
に
関
し
て
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
特
に
慎
重
な
対
応

を
取
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

○
独
自
調
査
「
都
道
府
県
・
市
町
村
の
観
光

政
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果

か
ら
は
、我
が
国
の
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
、

地
域
政
策
と
し
て
の
観
光
振
興
は
引
き
続
き

重
要
度
が
高
い
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

る
。

○
さ
ら
に
、
全
国
を
対
象
と
し
た
需
要
喚
起

策
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
個
人
旅
行
受
け
入
れ

が
始
ま
っ
た
こ
と
で
、
観
光
の
再
起
動
が
期

待
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

＊

w
ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
日
本
人
旅

行
者
の
動
向
・
意
識
で
は
、
当
財

団
の
独
自
調
査
で
あ
る
「
J
T
B
F
旅
行
実

態
調
査
」「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
な
ど

を
も
と
に
、
日
本
人
の
旅
行
実
施
状
況
や
旅

行
内
容
の
変
化
、
今
後
の
旅
行
意
向
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
が
国

内
旅
行
実
施
に
与
え
る
影
響
は
徐
々
に
弱
ま

っ
て
い
る
。
自
粛
要
請
が
国
内
旅
行
の
実
施

に
与
え
る
影
響
は
大
き
か
っ
た
が
、
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
の
影
響
は
限
定
的
で
あ
っ

た
。
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
不
安
も
徐
々
に
減
少

し
て
お
り
、
2
0
2
1
年
末
を
転
機
と
し
て

国
内
旅
行
市
場
は
回
復
期
に
移
行
し
た
。

○
旅
行
の
動
機
は「
日
常
生
活
か
ら
の
解
放
」

が
増
加
し
、
10
年
ぶ
り
に
最
大
の
動
機
と
な

っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
と
も
な
い
、

そ
ろ
そ
ろ
解
放
さ
れ
た
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
旅
行

の
内
容
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
特
徴
で
あ
っ
た〝
密

や
接
触
を
避
け
、
短
期
間
・
同
居
の
家
族
と
〞

は
徐
々
に
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

〝
域
内
旅
行
、
分
散
し
て
柔
軟
に
行
動
で
き
る

形
態
〞は
一
定
程
度
定
着
し
、
活
動
の
厳
選

は
続
く
。

○
今
後
の
旅
行
意
向
は
、
徐
々
に
増
加
し
て

い
る
も
の
の
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
特
に
70

代
女
性
で
慎
重
な
姿
勢
で
あ
っ
た
。
行
っ
て

み
た
い
旅
行
先
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
も
「
温

泉
・
自
然
」
の
人
気
が
高
か
っ
た
。

○
海
外
旅
行
意
向
は
、
次
第
に
高
ま
っ
て
い

る
も
の
の
未
だ
に
低
調
で
、
円
安
な
ど
コ
ロ

ナ
以
外
の
影
響
も
大
き
い
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
の
長
期
化
に
よ
り
、
海
外
旅
行
へ
の
意
識

低
下
の
可
能
性
も
あ
り
、
海
外
旅
行
か
ら
国

内
旅
行
へ
の
シ
フ
ト
は
今
後
も
し
ば
ら
く
続

く
と
考
え
ら
れ
る
。

○
コ
ロ
ナ
禍
で
進
ん
だ
「
旅
行
に
行
く
人
は

よ
り
行
く
、
行
か
な
い
人
は
行
か
な
い
」
と

い
っ
た
旅
行
市
場
の
二
極
化
の
さ
ら
な
る
進

行
が
懸
念
さ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
起

動
に
向
け
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光
以
外
に

充
て
ら
れ
て
い
た
時
間
と
お
金
を
固
定
化
さ

せ
ず
に
観
光
に
再
び
振
り
向
け
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
観
光
に
対

す
る
思
い
も
大
切
に
し
、
地
域
社
会
と
観
光

を
調
和
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

＊

w
ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
の
動
向
・
意
識
で
は
、（
株
）

日
本
政
策
投
資
銀
行
と
共
同
で
実
施
し
て
い

る
「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米

豪

　訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
」
な

ど
を
も
と
に
、
外
国
人
旅
行
者
の
海
外
旅
行

続
可
能
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
光
分
野
で
も

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
定
義

づ
け
が
さ
れ
て
き
た
。
2
0
2
0
年
に
は
、

「
観
光
地
向
け
の
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際

基
準
（
G
S
T
C
‐
D
）」
に
準
拠
し
た
「
日

本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
J
S
T
S
‐
D
）」
を
制
定
し
た
。

○
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
参
加
動
機

で
は
、〝
何
を
持
続
さ
せ
る
の
か
〞と〝
取
り
組

み
の
時
間
軸
〞が
主
な
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
。〝
何
を
持
続
さ
せ
る

の
か
〞で
は
、ト
リ
プ
ル
・
ボ
ト
ム
・
ラ
イ
ン（
環

境
、
社
会
、
経
済
）
の
3
つ
に
、〝
取
り
組
み

の
時
間
軸
〞に
は
、
中
長
期
的
な
視
点
に
基

づ
く
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
と
短
期
的
な
問

題
解
決
に
取
り
組
む
「
問
題
解
決
型
」
の
2

つ
に
分
類
で
き
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
で
、
計

6
つ
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
分
類
で
き
る
。

○
タ
イ
の
マ
ヤ
ビ
ー
チ
で
は
、
観
光
客
の
増

加
に
よ
っ
て
サ
ン
ゴ
礁
や
海
洋
生
物
の
環
境

が
悪
化
し
た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。
タ
イ
政

府
は
こ
れ
に
対
し
2
0
1
8
年
か
ら
2
0
2
1

年
ま
で
観
光
客
の
立
ち
入
り
を
禁
止
し
て
い

た
。
こ
れ
は
、
短
期
的
収
入
よ
り
も
一
定
の

資
源
回
復
を
優
先
し
た
ケ
ー
ス
と
し
て
、
環

境
×
問
題
解
決
型
に
分
類
で
き
る
。

○
世
界
で
最
も
高
い
炭
素
税
を
導
入
し
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
事
例
で
は
、
炭
素
排
出
量
の

減
少
と
安
定
し
た
経
済
成
長
の
両
立
に
成
功

し
て
お
り
、
環
境
・
経
済
×
ビ
ジ
ョ
ン
追
求

型
の
ケ
ー
ス
と
い
え
る
。
ま
た
、
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
地
域
観
光
な
ど
の
持

続
可
能
な
観
光
戦
略
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
民
の
環
境
意
識
の
高
さ
も
特
徴

で
あ
る
。

○
様
々
な
取
組
事
例
が
あ
る
が
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
は
幅
広
く
、
取
り

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

1．

2．

3．

○
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
王
道
は
な

い
。
地
域
の
現
況
と
課
題
に
よ
っ
て
、
何
か

ら
取
り
組
む
の
か
、
何
を
目
指
す
か
は
異
な

る
た
め
、
す
べ
て
同
じ
取
り
組
み
に
な
ら
な

い
か
ら
だ
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

お
い
て
、
地
域
内
外
の
環
境
分
析
と
優
先
順

位
の
位
置
づ
け
が
必
要
で
あ
る
。
短
期
的
な

問
題
解
決
型
の
取
り
組
み
は
、
対
処
療
法
と

し
て
早
急
に
必
要
だ
が
、
中
・
長
期
的
な
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
た
め
に
は
、
中
・
長
期

を
視
野
に
入
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
の
取
り

組
み
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
沖
縄
県
の
ち
む
ぐ
く
る
（
人
の
心
に
宿
る

深
い
思
い
）
を
感
じ
る
取
り
組
み
で
は
、
く

る
ち
の
杜
1
0
0
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ガ
ン

ガ
ラ
ー
の
谷
の
事
例
を
紹
介
し
た
。
沖
縄
に

は
「
ぴ
と
ぅ
る
ぴ
き
む
ー
る
ぴ
き
」
と
い
う

「
一
人
が
立
ち
上
が
れ
ば
、
み
ん
な
も
立
ち

上
が
る
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
が
あ
り
、
実

施
し
て
い
る
ひ
と
か
ら
動
き
出
そ
う
と
の
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
誰
か
が
動
き
出
せ

ば
変
化
す
る
・
仲
間
が
増
え
る
と
い
う
意
図

で
あ
る
。
そ
の
際
に
重
要
な
の
は
、
実
践
者

を
正
当
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
体
の

質
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
特
に

国
内
で
は
、
責
任
あ
る
旅
行
者
を
呼
び
込
む

前
提
と
し
て
、
良
い
取
り
組
み
を
広
げ
て
外

部
の
共
感
に
繋
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
地
域

側
の
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
や
覚
悟
、
遂
行
責
任

能
力
の
向
上
が
、
い
ま
非
常
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。

2
日
目
総
括

　地
域
社
会
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い

け
ば
よ
い
か
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
は
、
観

光
は
そ
こ
で
の
暮
ら
し
に
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
し
て
地
域
の
中
で
広
く
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
観
光
事

業
者
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
が
話
し
合
う

場
を
つ
く
り
信
頼
関
係
を
生
み
出
し
、
協
働

で
諸
課
題
に
対
応
す
る
と
い
う
枠
組
み
を
つ

く
り
、
保
ち
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
し
て
、
す
べ
て
の
人
々
が
豊
か
な
人
生
を

送
る
に
は
観
光
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
思
い
を
新
た
に
し
、
観
光
に
携
わ
る
私
た

ち
一
人
一
人
が
誇
り
を
持
っ
て
自
分
の
仕
事

に
取
り
組
む
と
い
う
意
識
が
大
切
で
あ
り
、

そ
れ
こ
そ
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

礎
に
な
る
。

　以
上
を
も
っ
て
2
0
2
2
年
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
当
財
団
は
、
今

後
も
旅
行
・
観
光
分
野
の
実
践
的
な
学
術
研

究
機
関
と
し
て
時
代
を
見
据
え
た
調
査
研
究

に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
社
会
に
発
信
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

50



業
を
ど
の
よ
う

に
活
性
化
し
て

い
け
ば
よ
い

か
、
条
例
や
規

定
の
強
化
も
含

め
、
様
々
な
意

見
交
換
が
盛
ん

に
行
わ
れ
た
。

○
そ
の
結
果
、ハ

ワ
イ
州
観
光
局

（
以
下
、H
T
A
）

は
、〝
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
〞、〝
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
〞へ
と
方
針
を
転
換
、
啓
蒙
活
動
を

通
じ
た
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
な
旅
行
者
の
誘

致
、
関
連
機
関
と
協
力
し
た
住
民
参
画
型
の

観
光
の
展
開
な
ど
を
目
指
し
、
島
ご
と
に
3

か
年
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
以
下
、
D
M
A
P
）

を
策
定
し
た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
協
議
を
何
度
も
重
ね

た
。

○
新
し
く
策
定
し
た
D
M
A
P
で
は
、
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
で
意
識
し
て
い
た
思
い
を
さ
ら

に
強
め
、
我
々
の
大
切
な
資
源
を
5
世
代
先

の
世
代
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
意
識
し

た〝
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
再

生
型
観
光
）
〞を
掲
げ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

ボ
ラ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
）に

よ
る
地
域
住
民
と
訪
問
者
が
相
互
に
交
流
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、m

ade in
 H
aw
aii

の

も
の
を
買
う
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
資
源
が

還
元
さ
れ
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
様
々

な
取
り
組
み
を
島
ご
と
に
検
討
し
、
実
施
し
て

い
る
。

○
ま
た
、
K
P
I
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

の
内
容
も
大
き
く
転
換
し
た
。こ
れ
ま
で「
訪

問
者
数
」
や
「
滞
在
日
数
」
を
重
視
し
て
い

た
が
、「
訪
問
者
の
満
足
度
」
や
「
訪
問
者
の

消
費
額
」
を
追
加
し
た
だ
け
で
な
く
、「
住

民
の
満
足
度
」
も
指
標
に
加
え
た
。

○
そ
れ
ぞ
れ
の
島
に
は
プ
レ
ッ
ジ
（
地
域
住

民
が
守
り
、
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
）
が
あ

り
、
そ
の
内
容
を
地
域
住
民
が
直
接
伝
え
る

ス
ト
ー
リ
ー
ビ
デ
オ
を
H
T
A
が
制
作
、
公

開
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
旅
行
者
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
繋
げ
る
た
め
に
宿
泊
税
の
一

部
を
地
域
団
体
に
還
元
し
、
H
T
A
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
自
然
保

護
や
文
化
継
承
、
地
域
主
催
イ
ベ
ン
ト
の
サ

ポ
ー
ト
、
次
世
代
教
育
に
関
す
る
支
援
に
繋

げ
て
い
る
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
守
り
た
い
も
の
を
、
ど

の
よ
う
に
旅
行
者
と
一
緒
に
守
っ
て
い
け
る

か
。
そ
の
た
め
に
は
長
期
的
に
マ
ラ
マ
ハ
ワ

イ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
し
続
け
、
旅
行
者
に

　観
光
地
編
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
起

動
に
あ
た
り
不
可
欠
な
観
点
で
あ
る
「
地
域

社
会
と
調
和
す
る
観
光
」
に
焦
点
を
当
て
、

観
光
地
の
現
在
の
観
光
事
情
を
報
告
す
る
と

と
も
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら

今
後
の
観
光
地
の
在
り
方
を
考
え
ま
し
た
。

＊

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点

で
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

定
義
・
系
譜
に
触
れ
な
が
ら
参
加
動
機
（
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
）
に
つ
い
て
事
例
を
交
え
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
視
点

を
整
理
し
ま
し
た
。

○
1
9
8
7
年
の
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世

界
委
員
会
で
は
、
初
め
て
持
続
可
能
な
開
発

の
定
義
が
さ
れ
た
。
以
降
、
社
会
全
体
の
持

組
む
べ
き
内
容
の
濃
淡
・
バ
ラ
ン
ス
は
、
地

域
の
状
況
・
課
題
に
よ
っ
て
異
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
地
域
に
よ
っ
て
同
じ
取
り
組
み
に

は
な
ら
な
い
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

＊

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
欧
州
観
光
事
情

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
い
ち
早
く
国
際
的

な
往
来
を
再
開
し
た
欧
州
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
再
起
動
に
向
け
た
観
光
戦
略
や
実

際
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
9
月
末
か
ら
10

月
初
め
に
か
け
て
実
施
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
視

察
の
様
子
を
紹
介
し
な
が
ら
報
告
し
ま
し
た
。

○
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
・
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
で

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
不
使
用
の
既
製
品
が
主

流
で
、
自
転
車
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
普
及

し
て
い
る
様
子
か
ら
み
て
も
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
が
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
た
。ま
た
、

消
費
者
が
環
境
配
慮
商
品
を
選
択
で
き
る
よ

う
品
揃
え
も
豊
富
だ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て

も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
環
境
対
策
）
は
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
、
社
会
全
体
に
確
実
に

訪
れ
る
大
き
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と

な
る
。
観
光
も
そ
の
よ
う
な
社
会
を
見
据
え

る
必
要
が
あ
る
。

○V
isit

D
e
n
m
a
rk

、D
e
stin

a
tio
n
 

B
o
rn
h
o
lm

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
は
、

彼
ら
の
役
割
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
に
お
い

て
観
光
に
よ
っ
て
地
域
を
成
長
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ

ン
で
は
な
く
閑
散
期
の
集
客
、
市
民
生
活
へ

の
配
慮
や
地
域
の
中
小
企
業
支
援
に
注
力
し

な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
っ
て
持

続
可
能
な
地
域
と
す
る
こ
と
が
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
は
訪
れ

る
理
由
に
は
な
ら
な
い
が
、
再
び
訪
れ
る
理

由
と
し
て
重
要
に
な
る
と
い
う
点
か
ら
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
北
欧

や
ド
イ
ツ
な
ど
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
先
進
国
市

場
に
対
し
て
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
×
本
来
の

魅
力
、
滞
在
の
魅
力
（
経
験
価
値
）」
を
ブ
ラ

ン
ド
化
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
地
産
地

消
や
滞
在
（
散
策
・
ロ
ー
カ
ル
な
体
験
等
）、

地
場
産
業
と
連
携
し
た
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン

ト
、
企
業
研
修
・
会
議
等
は
顧
客
の
経
験
価

値
と
し
て
も
大
切
で
あ
る
。

○
観
光
客
に
向
け
て
環
境
に
や
さ
し
く
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
観
光
を
発
信
し
、
楽
し

め
る
・
選
択
で
き
る
と
い
っ
た
伝
え
方
や
見

せ
方
が
必
要
。
観
光
客
が
住
民
や
地
場
産
業

と
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と

で
、
質
の
高
い
新
た
な
体
験
を
生
み
出
す
こ

と
に
繋
が
る
。

＊

M
ālam

a H
aw
ai‘ i

：
マ
ラ
マ
ハ

ワ
イ
〜
ハ
ワ
イ
が
問
い
か
け
る
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
の
視
点
〜
で
は
、
ハ
ワ
イ
州

観
光
局
日
本
支
局
長 

ミ
ツ
エ
・
ヴ
ァ
ー
レ

イ
氏
か
ら
、
自
然
や
文
化
、
地
域
に
「
マ
ラ

マ

　思
い
や
り
の
心
」
を
持
っ
て
接
す
る
レ

ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
な
観
光
地
を
目
指
す
考
え
方

に
つ
い
て
、
事
例
や
動
画
を
用
い
て
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
中
、
ハ
ワ
イ
州
で
は
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
な
ど
に
よ
っ
て
観
光
業
が
大
打

撃
を
受
け
た
一
方
で
、
観
光
客
の
減
少
に
よ

っ
て
ハ
ナ
ウ
マ
湾
の
透
明
度
が
目
に
見
え
て

上
が
る
な
ど
自
然
環
境
の
改
善
も
見
ら
れ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
住
民
の
意
識
に
も

変
化
を
与
え
、
自
然
回
帰
へ
の
意
識
が
高
ま

る
こ
と
と
な
っ
た
。そ
の
よ
う
な
中
で
、今
後
、

経
済
と
環
境
保
全
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う

に
保
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
、
観
光
以
外
の
産

ハ
ワ
イ
の
方
向
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ
や
来
島
前
の
エ

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
啓
蒙
活
動
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
を
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、
地

元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
対
話
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
続
け
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

〜
お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
の
活

動
を
通
じ
て
〜
で
は
、
関
連
用
語
の
整
理

と
沖
縄
の〝
ち
む
ぐ
く
る
〞を
感
じ
ら
れ
る
取

り
組
み
事
例
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
契
機
と
し

た
意
識
の
変
化
を
土
台
に
、
コ
ロ
ナ
禍
後
に

国
内
で
求
め
ら
れ
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
し
た
。

○
沖
縄
県
で
は
、「
や
さ
し
く
て
、
あ
た
ら

し
い
島
の
旅
」
を
テ
ー
マ
に
お
き
な
わ
エ
シ

カ
ル
ス
タ
イ
ル
を
推
奨
し
て
お
り
、
様
々
な

分
野
で
の
エ
シ
カ
ル
な
楽
し
み
方
を
紹
介
し

て
い
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
一
方
で
、
現
場
レ
ベ
ル
で
は
空
港
構
内

で
の
レ
ン
タ
カ
ー
の
違
法
貸
出
や
ダ
イ
ビ
ン

グ
で
の
餌
付
け
な
ど
、
問
題
点
を
抱
え
た
ま

ま
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

問
題
を
抱
え
た
ま
ま
対
外
的
に
ビ
ジ
ョ
ン
を

標
榜
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
、
理
想
（
ビ
ジ

ョ
ン
）
と
現
実
（
問
題
）
の
ジ
レ
ン
マ
が
発

生
し
て
い
る
。

○
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
（
責
任
）
と
い
う
単
語
は
、

大
き
くR

esp
o
n
sibility

（
遂
行
責
任
）、

A
cco
u
n
tability

（
説
明
責
任
）、Liability

（
賠
償
責
任
）
の
3
つ
の
意
味
に
分
け
ら
れ

る
。
前
述
の
理
想
と
現
実
の
ジ
レ
ン
マ
が
発

生
し
て
い
る
場
合
は
、
説
明
責
任
を
果
た
せ

て
い
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
短
期
的
な
問
題

解
決
に
取
り
組
む
「
問
題
解
決
型
」
で
は
、

受
動
的
で
と
に
か
く
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
賠
償
責
任
に
基
づ
い
て
取
り
組
む

も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
地
域
が
能
動
的
・

自
発
的
に
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
遂
行
責
任

を
果
た
す
場
合
は
、「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」

で
あ
る
と
い
え
る
。
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
の
取

り
組
み
は
、
想
い
や
信
念
、
覚
悟
が
な
け
れ

ば
持
続
し
な
い
た
め
、
根
本
的
な
目
的
・
姿

勢
が
地
域
側
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
欧
州
や
ハ
ワ
イ
の
取
り
組
み
を
見
て
も
、

先
行
し
て
取
り
組
む
地
域
が
拡
大
す
る
こ
と

で
市
場
意
識
も
変
化
し
て
い
る
。
加
え
て
、

脱
炭
素
化
・
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
台
頭
も
含

め
て
、社
会
全
体
の
意
識
も
変
化
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
日
本
は
、
ま
だ
進
ん
で
い
る
と
は

言
い
づ
ら
い
状
況
か
も
し
れ
な
い
が
、
着
実

に
動
い
て
き
て
い
る
こ
と
が
市
場
意
識
の
変

化
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

の
回
復
状
況
や
変
化
、
本
格
的
な
受
け
入
れ

に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
事
項
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。

○
水
際
対
策
の
大
幅
緩
和
に
よ
り
、
欧
米
豪

を
中
心
に
海
外
旅
行
先
か
ら
除
外
さ
れ
て
い

た
日
本
の
海
外
旅
行
先
と
し
て
の
人
気
回
復

が
期
待
さ
れ
る
。
欧
米
豪
市
場
は
、
既
に

2
0
2
2
年
の
夏
の
休
暇
は
終
わ
っ
て
い
る

段
階
に
あ
り
、
2
0
2
3
年
の
夏
に
焦
点
を

当
て
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
受
入
体
制
の
整

備
が
必
要
と
な
る
。

○
本
格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回

復
の
観
点
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
市
場

の
7
割
以
上
を
占
め
て
い
た
東
ア
ジ
ア
の
動

向
に
注
目
。
台
湾
や
香
港
等
を
は
じ
め
と
す

る
高
い
訪
日
意
向
が
訪
日
需
要
に
結
び
つ
く

の
か
、
ま
た
、
訪
日
需
要
の
本
格
的
な
回
復

と
い
う
観
点
で
は
、
人
数
、
消
費
額
と
も
に

訪
日
市
場
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
中
国

市
場
が
い
つ
海
外
旅
行
を
再
開
し
、
訪
日
需

要
が
回
復
す
る
の
か
と
い
う
点
を
注
視
す
る

必
要
が
あ
る
。

○
円
安
は
、
訪
日
需
要
の
追
い
風
と
な
っ
て

い
る
。
特
に
、
国
籍
・
地
域
関
係
な
く
期
待

が
高
い
日
本
食
、
東
ア
ジ
ア
の
訪
日
リ
ピ
ー

タ
ー
を
中
心
に
期
待
が
大
き
い
買
い
物
等
を

フ
ッ
ク
に
し
た
消
費
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
旅
行
者
の
嗜
好

が
変
化
し
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
例
え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
旅
行
や
ア
ウ

ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
一
層

高
く
な
っ
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
雪
、
植
物
、
フ
ル
ー
ツ
、

動
物
、
星
空
、
農
山
漁
村
等
、
ア
ジ
ア
で
は

地
方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
で
き
る
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
い
。
コ
ロ
ナ
禍

以
前
か
ら
高
い
地
方
部
へ
の
訪
問
意
向
を
実

際
の
来
訪
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
こ
う
し
た

嗜
好
は
地
方
部
誘
客
の
機
会
と
な
り
得
る
。

○
東
ア
ジ
ア
で
は
台
湾
や
香
港
を
中
心
に
日

本
の
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
が
拡
充
さ
れ
、
訪
日

せ
ず
と
も
、幅
広
い
分
野
で
質
の
高
い
モ
ノ
・

サ
ー
ビ
ス
を
消
費
で
き
る
環
境
が
コ
ロ
ナ
禍

で
進
ん
だ
。訪
日
需
要
が
再
開
し
た
際
に
は
、

こ
う
し
た
消
費
環
境
の
変
化
を
念
頭
に
置

き
、
日
本
だ
か
ら
こ
そ〝
購
入
で
き
る
〞〝
体

験
で
き
る
〞価
値
を
わ
か
り
や
す
く
提
供
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

1
日
目
総
括

　コ
ロ
ナ
禍
で
長
期
に
わ
た
り
一
度
途
絶
え
た

移
動
と
い
う
習
慣
が
元
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
観
光
が
我
々
の
生
活
に
深
く
根
差

し
て
い
て
、
重
要
な
生
活
上
の
価
値
を
生
み
出

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。
そ
こ
に
関
係
す

る
我
々
は
、
い
ま
、
よ
り
よ
い
観
光
を
生
み
出

し
て
い
く
取
り
組
み
を
再
び
始
め
る
タ
イ
ミ
ン

グ
に
あ
る
。
エ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
世
界
で
は
、
過

去
を
振
り
返
っ
た
う
え
で
、
賢
く
、
観
光
を
再

起
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

2
日
目（
観
光
地
編
〜
地
域
社
会
と
調
和
す
る
観
光
〜
）

　市
場
編
で
は
、
当
財
団
が
継
続
的
に
実

施
し
て
い
る
独
自
調
査
の
結
果
な
ど
を
も

と
に
、「w

ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
世
界
・
日

本
の
観
光
の
い
ま
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

＊

w
ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
世
界
・
日

本
の
観
光
動
向
で
は
、
様
々
な
デ
ー

タ
や
独
自
調
査
「
都
道
府
県
・
市
町
村
の
観

光
政
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結

果
を
活
用
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
動
向
や
旅
行
・
観
光
の
動
向
、
そ
し

て
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
諸
外
国
・
国
内
の
対
応

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

○
世
界
的
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
、

重
症
化
リ
ス
ク
の
低
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出

現
に
よ
り
、
感
染
は
す
る
が
重
症
化
し
な
い

（
死
者
数
は
少
な
い
）
と
い
う
状
況
へ
移
行

し
つ
つ
あ
る
。

○O
xC
G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
国
際
的

な
渡
航
に
関
す
る
規
制
」
指
標
か
ら
は
、
入

国
に
関
す
る
規
制
の
撤
廃
・
緩
和
に
関
し
て
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
特
に
慎
重
な
対
応

を
取
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

○
独
自
調
査
「
都
道
府
県
・
市
町
村
の
観
光

政
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果

か
ら
は
、我
が
国
の
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
、

地
域
政
策
と
し
て
の
観
光
振
興
は
引
き
続
き

重
要
度
が
高
い
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

る
。

○
さ
ら
に
、
全
国
を
対
象
と
し
た
需
要
喚
起

策
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
個
人
旅
行
受
け
入
れ

が
始
ま
っ
た
こ
と
で
、
観
光
の
再
起
動
が
期

待
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

＊

w
ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
日
本
人
旅

行
者
の
動
向
・
意
識
で
は
、
当
財

団
の
独
自
調
査
で
あ
る
「
J
T
B
F
旅
行
実

態
調
査
」「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
な
ど

を
も
と
に
、
日
本
人
の
旅
行
実
施
状
況
や
旅

行
内
容
の
変
化
、
今
後
の
旅
行
意
向
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
が
国

内
旅
行
実
施
に
与
え
る
影
響
は
徐
々
に
弱
ま

っ
て
い
る
。
自
粛
要
請
が
国
内
旅
行
の
実
施

に
与
え
る
影
響
は
大
き
か
っ
た
が
、
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
の
影
響
は
限
定
的
で
あ
っ

た
。
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
不
安
も
徐
々
に
減
少

し
て
お
り
、
2
0
2
1
年
末
を
転
機
と
し
て

国
内
旅
行
市
場
は
回
復
期
に
移
行
し
た
。

○
旅
行
の
動
機
は「
日
常
生
活
か
ら
の
解
放
」

が
増
加
し
、
10
年
ぶ
り
に
最
大
の
動
機
と
な

っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
と
も
な
い
、

そ
ろ
そ
ろ
解
放
さ
れ
た
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
旅
行

の
内
容
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
特
徴
で
あ
っ
た〝
密

や
接
触
を
避
け
、
短
期
間
・
同
居
の
家
族
と
〞

は
徐
々
に
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

〝
域
内
旅
行
、
分
散
し
て
柔
軟
に
行
動
で
き
る

形
態
〞は
一
定
程
度
定
着
し
、
活
動
の
厳
選

は
続
く
。

○
今
後
の
旅
行
意
向
は
、
徐
々
に
増
加
し
て

い
る
も
の
の
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
特
に
70

代
女
性
で
慎
重
な
姿
勢
で
あ
っ
た
。
行
っ
て

み
た
い
旅
行
先
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
も
「
温

泉
・
自
然
」
の
人
気
が
高
か
っ
た
。

○
海
外
旅
行
意
向
は
、
次
第
に
高
ま
っ
て
い

る
も
の
の
未
だ
に
低
調
で
、
円
安
な
ど
コ
ロ

ナ
以
外
の
影
響
も
大
き
い
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
の
長
期
化
に
よ
り
、
海
外
旅
行
へ
の
意
識

低
下
の
可
能
性
も
あ
り
、
海
外
旅
行
か
ら
国

内
旅
行
へ
の
シ
フ
ト
は
今
後
も
し
ば
ら
く
続

く
と
考
え
ら
れ
る
。

○
コ
ロ
ナ
禍
で
進
ん
だ
「
旅
行
に
行
く
人
は

よ
り
行
く
、
行
か
な
い
人
は
行
か
な
い
」
と

い
っ
た
旅
行
市
場
の
二
極
化
の
さ
ら
な
る
進

行
が
懸
念
さ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
起

動
に
向
け
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光
以
外
に

充
て
ら
れ
て
い
た
時
間
と
お
金
を
固
定
化
さ

せ
ず
に
観
光
に
再
び
振
り
向
け
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
観
光
に
対

す
る
思
い
も
大
切
に
し
、
地
域
社
会
と
観
光

を
調
和
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

＊

w
ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
の
動
向
・
意
識
で
は
、（
株
）

日
本
政
策
投
資
銀
行
と
共
同
で
実
施
し
て
い

る
「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米

豪

　訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
」
な

ど
を
も
と
に
、
外
国
人
旅
行
者
の
海
外
旅
行

続
可
能
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
光
分
野
で
も

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
定
義

づ
け
が
さ
れ
て
き
た
。
2
0
2
0
年
に
は
、

「
観
光
地
向
け
の
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際

基
準
（
G
S
T
C
‐
D
）」
に
準
拠
し
た
「
日

本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
J
S
T
S
‐
D
）」
を
制
定
し
た
。

○
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
参
加
動
機

で
は
、〝
何
を
持
続
さ
せ
る
の
か
〞と〝
取
り
組

み
の
時
間
軸
〞が
主
な
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
。〝
何
を
持
続
さ
せ
る

の
か
〞で
は
、ト
リ
プ
ル
・
ボ
ト
ム
・
ラ
イ
ン（
環

境
、
社
会
、
経
済
）
の
3
つ
に
、〝
取
り
組
み

の
時
間
軸
〞に
は
、
中
長
期
的
な
視
点
に
基

づ
く
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
と
短
期
的
な
問

題
解
決
に
取
り
組
む
「
問
題
解
決
型
」
の
2

つ
に
分
類
で
き
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
で
、
計

6
つ
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
分
類
で
き
る
。

○
タ
イ
の
マ
ヤ
ビ
ー
チ
で
は
、
観
光
客
の
増

加
に
よ
っ
て
サ
ン
ゴ
礁
や
海
洋
生
物
の
環
境

が
悪
化
し
た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。
タ
イ
政

府
は
こ
れ
に
対
し
2
0
1
8
年
か
ら
2
0
2
1

年
ま
で
観
光
客
の
立
ち
入
り
を
禁
止
し
て
い

た
。
こ
れ
は
、
短
期
的
収
入
よ
り
も
一
定
の

資
源
回
復
を
優
先
し
た
ケ
ー
ス
と
し
て
、
環

境
×
問
題
解
決
型
に
分
類
で
き
る
。

○
世
界
で
最
も
高
い
炭
素
税
を
導
入
し
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
事
例
で
は
、
炭
素
排
出
量
の

減
少
と
安
定
し
た
経
済
成
長
の
両
立
に
成
功

し
て
お
り
、
環
境
・
経
済
×
ビ
ジ
ョ
ン
追
求

型
の
ケ
ー
ス
と
い
え
る
。
ま
た
、
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
地
域
観
光
な
ど
の
持

続
可
能
な
観
光
戦
略
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
民
の
環
境
意
識
の
高
さ
も
特
徴

で
あ
る
。

○
様
々
な
取
組
事
例
が
あ
る
が
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
は
幅
広
く
、
取
り

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

1．

2．

3．

○
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
王
道
は
な

い
。
地
域
の
現
況
と
課
題
に
よ
っ
て
、
何
か

ら
取
り
組
む
の
か
、
何
を
目
指
す
か
は
異
な

る
た
め
、
す
べ
て
同
じ
取
り
組
み
に
な
ら
な

い
か
ら
だ
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

お
い
て
、
地
域
内
外
の
環
境
分
析
と
優
先
順

位
の
位
置
づ
け
が
必
要
で
あ
る
。
短
期
的
な

問
題
解
決
型
の
取
り
組
み
は
、
対
処
療
法
と

し
て
早
急
に
必
要
だ
が
、
中
・
長
期
的
な
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
た
め
に
は
、
中
・
長
期

を
視
野
に
入
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
の
取
り

組
み
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
沖
縄
県
の
ち
む
ぐ
く
る
（
人
の
心
に
宿
る

深
い
思
い
）
を
感
じ
る
取
り
組
み
で
は
、
く

る
ち
の
杜
1
0
0
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ガ
ン

ガ
ラ
ー
の
谷
の
事
例
を
紹
介
し
た
。
沖
縄
に

は
「
ぴ
と
ぅ
る
ぴ
き
む
ー
る
ぴ
き
」
と
い
う

「
一
人
が
立
ち
上
が
れ
ば
、
み
ん
な
も
立
ち

上
が
る
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
が
あ
り
、
実

施
し
て
い
る
ひ
と
か
ら
動
き
出
そ
う
と
の
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
誰
か
が
動
き
出
せ

ば
変
化
す
る
・
仲
間
が
増
え
る
と
い
う
意
図

で
あ
る
。
そ
の
際
に
重
要
な
の
は
、
実
践
者

を
正
当
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
体
の

質
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
特
に

国
内
で
は
、
責
任
あ
る
旅
行
者
を
呼
び
込
む

前
提
と
し
て
、
良
い
取
り
組
み
を
広
げ
て
外

部
の
共
感
に
繋
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
地
域

側
の
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
や
覚
悟
、
遂
行
責
任

能
力
の
向
上
が
、
い
ま
非
常
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。

2
日
目
総
括

　地
域
社
会
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い

け
ば
よ
い
か
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
は
、
観

光
は
そ
こ
で
の
暮
ら
し
に
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
し
て
地
域
の
中
で
広
く
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
観
光
事

業
者
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
が
話
し
合
う

場
を
つ
く
り
信
頼
関
係
を
生
み
出
し
、
協
働

で
諸
課
題
に
対
応
す
る
と
い
う
枠
組
み
を
つ

く
り
、
保
ち
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
し
て
、
す
べ
て
の
人
々
が
豊
か
な
人
生
を

送
る
に
は
観
光
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
思
い
を
新
た
に
し
、
観
光
に
携
わ
る
私
た

ち
一
人
一
人
が
誇
り
を
持
っ
て
自
分
の
仕
事

に
取
り
組
む
と
い
う
意
識
が
大
切
で
あ
り
、

そ
れ
こ
そ
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

礎
に
な
る
。

　以
上
を
も
っ
て
2
0
2
2
年
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
当
財
団
は
、
今

後
も
旅
行
・
観
光
分
野
の
実
践
的
な
学
術
研

究
機
関
と
し
て
時
代
を
見
据
え
た
調
査
研
究

に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
社
会
に
発
信
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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業
を
ど
の
よ
う

に
活
性
化
し
て

い
け
ば
よ
い

か
、
条
例
や
規

定
の
強
化
も
含

め
、
様
々
な
意

見
交
換
が
盛
ん

に
行
わ
れ
た
。

○
そ
の
結
果
、ハ

ワ
イ
州
観
光
局

（
以
下
、H
T
A
）

は
、〝
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
〞、〝
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
〞へ
と
方
針
を
転
換
、
啓
蒙
活
動
を

通
じ
た
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
な
旅
行
者
の
誘

致
、
関
連
機
関
と
協
力
し
た
住
民
参
画
型
の

観
光
の
展
開
な
ど
を
目
指
し
、
島
ご
と
に
3

か
年
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
以
下
、
D
M
A
P
）

を
策
定
し
た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
協
議
を
何
度
も
重
ね

た
。

○
新
し
く
策
定
し
た
D
M
A
P
で
は
、
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
で
意
識
し
て
い
た
思
い
を
さ
ら

に
強
め
、
我
々
の
大
切
な
資
源
を
5
世
代
先

の
世
代
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
意
識
し

た〝
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
再

生
型
観
光
）
〞を
掲
げ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

ボ
ラ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
）に

よ
る
地
域
住
民
と
訪
問
者
が
相
互
に
交
流
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、m

ade in
 H
aw
aii

の

も
の
を
買
う
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
資
源
が

還
元
さ
れ
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
様
々

な
取
り
組
み
を
島
ご
と
に
検
討
し
、
実
施
し
て

い
る
。

○
ま
た
、
K
P
I
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

の
内
容
も
大
き
く
転
換
し
た
。こ
れ
ま
で「
訪

問
者
数
」
や
「
滞
在
日
数
」
を
重
視
し
て
い

た
が
、「
訪
問
者
の
満
足
度
」
や
「
訪
問
者
の

消
費
額
」
を
追
加
し
た
だ
け
で
な
く
、「
住

民
の
満
足
度
」
も
指
標
に
加
え
た
。

○
そ
れ
ぞ
れ
の
島
に
は
プ
レ
ッ
ジ
（
地
域
住

民
が
守
り
、
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
）
が
あ

り
、
そ
の
内
容
を
地
域
住
民
が
直
接
伝
え
る

ス
ト
ー
リ
ー
ビ
デ
オ
を
H
T
A
が
制
作
、
公

開
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
旅
行
者
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
繋
げ
る
た
め
に
宿
泊
税
の
一

部
を
地
域
団
体
に
還
元
し
、
H
T
A
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
自
然
保

護
や
文
化
継
承
、
地
域
主
催
イ
ベ
ン
ト
の
サ

ポ
ー
ト
、
次
世
代
教
育
に
関
す
る
支
援
に
繋

げ
て
い
る
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
守
り
た
い
も
の
を
、
ど

の
よ
う
に
旅
行
者
と
一
緒
に
守
っ
て
い
け
る

か
。
そ
の
た
め
に
は
長
期
的
に
マ
ラ
マ
ハ
ワ

イ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
し
続
け
、
旅
行
者
に

　観
光
地
編
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
起

動
に
あ
た
り
不
可
欠
な
観
点
で
あ
る
「
地
域

社
会
と
調
和
す
る
観
光
」
に
焦
点
を
当
て
、

観
光
地
の
現
在
の
観
光
事
情
を
報
告
す
る
と

と
も
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら

今
後
の
観
光
地
の
在
り
方
を
考
え
ま
し
た
。

＊

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点

で
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

定
義
・
系
譜
に
触
れ
な
が
ら
参
加
動
機
（
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
）
に
つ
い
て
事
例
を
交
え
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
視
点

を
整
理
し
ま
し
た
。

○
1
9
8
7
年
の
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世

界
委
員
会
で
は
、
初
め
て
持
続
可
能
な
開
発

の
定
義
が
さ
れ
た
。
以
降
、
社
会
全
体
の
持

組
む
べ
き
内
容
の
濃
淡
・
バ
ラ
ン
ス
は
、
地

域
の
状
況
・
課
題
に
よ
っ
て
異
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
地
域
に
よ
っ
て
同
じ
取
り
組
み
に

は
な
ら
な
い
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

＊

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
欧
州
観
光
事
情

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
い
ち
早
く
国
際
的

な
往
来
を
再
開
し
た
欧
州
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
再
起
動
に
向
け
た
観
光
戦
略
や
実

際
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
9
月
末
か
ら
10

月
初
め
に
か
け
て
実
施
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
視

察
の
様
子
を
紹
介
し
な
が
ら
報
告
し
ま
し
た
。

○
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
・
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
で

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
不
使
用
の
既
製
品
が
主

流
で
、
自
転
車
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
普
及

し
て
い
る
様
子
か
ら
み
て
も
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
が
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
た
。ま
た
、

消
費
者
が
環
境
配
慮
商
品
を
選
択
で
き
る
よ

う
品
揃
え
も
豊
富
だ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て

も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
環
境
対
策
）
は
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
、
社
会
全
体
に
確
実
に

訪
れ
る
大
き
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と

な
る
。
観
光
も
そ
の
よ
う
な
社
会
を
見
据
え

る
必
要
が
あ
る
。

○V
isit

D
e
n
m
a
rk

、D
e
stin

a
tio
n
 

B
o
rn
h
o
lm

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
は
、

彼
ら
の
役
割
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
に
お
い

て
観
光
に
よ
っ
て
地
域
を
成
長
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ

ン
で
は
な
く
閑
散
期
の
集
客
、
市
民
生
活
へ

の
配
慮
や
地
域
の
中
小
企
業
支
援
に
注
力
し

な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
っ
て
持

続
可
能
な
地
域
と
す
る
こ
と
が
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
は
訪
れ

る
理
由
に
は
な
ら
な
い
が
、
再
び
訪
れ
る
理

由
と
し
て
重
要
に
な
る
と
い
う
点
か
ら
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
北
欧

や
ド
イ
ツ
な
ど
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
先
進
国
市

場
に
対
し
て
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
×
本
来
の

魅
力
、
滞
在
の
魅
力
（
経
験
価
値
）」
を
ブ
ラ

ン
ド
化
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
地
産
地

消
や
滞
在
（
散
策
・
ロ
ー
カ
ル
な
体
験
等
）、

地
場
産
業
と
連
携
し
た
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン

ト
、
企
業
研
修
・
会
議
等
は
顧
客
の
経
験
価

値
と
し
て
も
大
切
で
あ
る
。

○
観
光
客
に
向
け
て
環
境
に
や
さ
し
く
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
観
光
を
発
信
し
、
楽
し

め
る
・
選
択
で
き
る
と
い
っ
た
伝
え
方
や
見

せ
方
が
必
要
。
観
光
客
が
住
民
や
地
場
産
業

と
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と

で
、
質
の
高
い
新
た
な
体
験
を
生
み
出
す
こ

と
に
繋
が
る
。

＊

M
ālam

a H
aw
ai‘ i

：
マ
ラ
マ
ハ

ワ
イ
〜
ハ
ワ
イ
が
問
い
か
け
る
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
の
視
点
〜
で
は
、
ハ
ワ
イ
州

観
光
局
日
本
支
局
長 

ミ
ツ
エ
・
ヴ
ァ
ー
レ

イ
氏
か
ら
、
自
然
や
文
化
、
地
域
に
「
マ
ラ

マ

　思
い
や
り
の
心
」
を
持
っ
て
接
す
る
レ

ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
な
観
光
地
を
目
指
す
考
え
方

に
つ
い
て
、
事
例
や
動
画
を
用
い
て
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
中
、
ハ
ワ
イ
州
で
は
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
な
ど
に
よ
っ
て
観
光
業
が
大
打

撃
を
受
け
た
一
方
で
、
観
光
客
の
減
少
に
よ

っ
て
ハ
ナ
ウ
マ
湾
の
透
明
度
が
目
に
見
え
て

上
が
る
な
ど
自
然
環
境
の
改
善
も
見
ら
れ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
住
民
の
意
識
に
も

変
化
を
与
え
、
自
然
回
帰
へ
の
意
識
が
高
ま

る
こ
と
と
な
っ
た
。そ
の
よ
う
な
中
で
、今
後
、

経
済
と
環
境
保
全
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う

に
保
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
、
観
光
以
外
の
産

ハ
ワ
イ
の
方
向
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ
や
来
島
前
の
エ

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
啓
蒙
活
動
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
を
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、
地

元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
対
話
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
続
け
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

〜
お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
の
活

動
を
通
じ
て
〜
で
は
、
関
連
用
語
の
整
理

と
沖
縄
の〝
ち
む
ぐ
く
る
〞を
感
じ
ら
れ
る
取

り
組
み
事
例
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
契
機
と
し

た
意
識
の
変
化
を
土
台
に
、
コ
ロ
ナ
禍
後
に

国
内
で
求
め
ら
れ
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
し
た
。

○
沖
縄
県
で
は
、「
や
さ
し
く
て
、
あ
た
ら

し
い
島
の
旅
」
を
テ
ー
マ
に
お
き
な
わ
エ
シ

カ
ル
ス
タ
イ
ル
を
推
奨
し
て
お
り
、
様
々
な

分
野
で
の
エ
シ
カ
ル
な
楽
し
み
方
を
紹
介
し

て
い
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
一
方
で
、
現
場
レ
ベ
ル
で
は
空
港
構
内

で
の
レ
ン
タ
カ
ー
の
違
法
貸
出
や
ダ
イ
ビ
ン

グ
で
の
餌
付
け
な
ど
、
問
題
点
を
抱
え
た
ま

ま
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

問
題
を
抱
え
た
ま
ま
対
外
的
に
ビ
ジ
ョ
ン
を

標
榜
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
、
理
想
（
ビ
ジ

ョ
ン
）
と
現
実
（
問
題
）
の
ジ
レ
ン
マ
が
発

生
し
て
い
る
。

○
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
（
責
任
）
と
い
う
単
語
は
、

大
き
くR

esp
o
n
sibility

（
遂
行
責
任
）、

A
cco
u
n
tability

（
説
明
責
任
）、Liability

（
賠
償
責
任
）
の
3
つ
の
意
味
に
分
け
ら
れ

る
。
前
述
の
理
想
と
現
実
の
ジ
レ
ン
マ
が
発

生
し
て
い
る
場
合
は
、
説
明
責
任
を
果
た
せ

て
い
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
短
期
的
な
問
題

解
決
に
取
り
組
む
「
問
題
解
決
型
」
で
は
、

受
動
的
で
と
に
か
く
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
賠
償
責
任
に
基
づ
い
て
取
り
組
む

も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
地
域
が
能
動
的
・

自
発
的
に
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
遂
行
責
任

を
果
た
す
場
合
は
、「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」

で
あ
る
と
い
え
る
。
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
の
取

り
組
み
は
、
想
い
や
信
念
、
覚
悟
が
な
け
れ

ば
持
続
し
な
い
た
め
、
根
本
的
な
目
的
・
姿

勢
が
地
域
側
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
欧
州
や
ハ
ワ
イ
の
取
り
組
み
を
見
て
も
、

先
行
し
て
取
り
組
む
地
域
が
拡
大
す
る
こ
と

で
市
場
意
識
も
変
化
し
て
い
る
。
加
え
て
、

脱
炭
素
化
・
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
台
頭
も
含

め
て
、社
会
全
体
の
意
識
も
変
化
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
日
本
は
、
ま
だ
進
ん
で
い
る
と
は

言
い
づ
ら
い
状
況
か
も
し
れ
な
い
が
、
着
実

に
動
い
て
き
て
い
る
こ
と
が
市
場
意
識
の
変

化
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

の
回
復
状
況
や
変
化
、
本
格
的
な
受
け
入
れ

に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
事
項
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。

○
水
際
対
策
の
大
幅
緩
和
に
よ
り
、
欧
米
豪

を
中
心
に
海
外
旅
行
先
か
ら
除
外
さ
れ
て
い

た
日
本
の
海
外
旅
行
先
と
し
て
の
人
気
回
復

が
期
待
さ
れ
る
。
欧
米
豪
市
場
は
、
既
に

2
0
2
2
年
の
夏
の
休
暇
は
終
わ
っ
て
い
る

段
階
に
あ
り
、
2
0
2
3
年
の
夏
に
焦
点
を

当
て
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
受
入
体
制
の
整

備
が
必
要
と
な
る
。

○
本
格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回

復
の
観
点
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
市
場

の
7
割
以
上
を
占
め
て
い
た
東
ア
ジ
ア
の
動

向
に
注
目
。
台
湾
や
香
港
等
を
は
じ
め
と
す

る
高
い
訪
日
意
向
が
訪
日
需
要
に
結
び
つ
く

の
か
、
ま
た
、
訪
日
需
要
の
本
格
的
な
回
復

と
い
う
観
点
で
は
、
人
数
、
消
費
額
と
も
に

訪
日
市
場
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
中
国

市
場
が
い
つ
海
外
旅
行
を
再
開
し
、
訪
日
需

要
が
回
復
す
る
の
か
と
い
う
点
を
注
視
す
る

必
要
が
あ
る
。

○
円
安
は
、
訪
日
需
要
の
追
い
風
と
な
っ
て

い
る
。
特
に
、
国
籍
・
地
域
関
係
な
く
期
待

が
高
い
日
本
食
、
東
ア
ジ
ア
の
訪
日
リ
ピ
ー

タ
ー
を
中
心
に
期
待
が
大
き
い
買
い
物
等
を

フ
ッ
ク
に
し
た
消
費
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
旅
行
者
の
嗜
好

が
変
化
し
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
例
え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
旅
行
や
ア
ウ

ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
一
層

高
く
な
っ
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
雪
、
植
物
、
フ
ル
ー
ツ
、

動
物
、
星
空
、
農
山
漁
村
等
、
ア
ジ
ア
で
は

地
方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
で
き
る
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
い
。
コ
ロ
ナ
禍

以
前
か
ら
高
い
地
方
部
へ
の
訪
問
意
向
を
実

際
の
来
訪
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
こ
う
し
た

嗜
好
は
地
方
部
誘
客
の
機
会
と
な
り
得
る
。

○
東
ア
ジ
ア
で
は
台
湾
や
香
港
を
中
心
に
日

本
の
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
が
拡
充
さ
れ
、
訪
日

せ
ず
と
も
、幅
広
い
分
野
で
質
の
高
い
モ
ノ
・

サ
ー
ビ
ス
を
消
費
で
き
る
環
境
が
コ
ロ
ナ
禍

で
進
ん
だ
。訪
日
需
要
が
再
開
し
た
際
に
は
、

こ
う
し
た
消
費
環
境
の
変
化
を
念
頭
に
置

き
、
日
本
だ
か
ら
こ
そ〝
購
入
で
き
る
〞〝
体

験
で
き
る
〞価
値
を
わ
か
り
や
す
く
提
供
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

1
日
目
総
括

　コ
ロ
ナ
禍
で
長
期
に
わ
た
り
一
度
途
絶
え
た

移
動
と
い
う
習
慣
が
元
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
観
光
が
我
々
の
生
活
に
深
く
根
差

し
て
い
て
、
重
要
な
生
活
上
の
価
値
を
生
み
出

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。
そ
こ
に
関
係
す

る
我
々
は
、
い
ま
、
よ
り
よ
い
観
光
を
生
み
出

し
て
い
く
取
り
組
み
を
再
び
始
め
る
タ
イ
ミ
ン

グ
に
あ
る
。
エ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
世
界
で
は
、
過

去
を
振
り
返
っ
た
う
え
で
、
賢
く
、
観
光
を
再

起
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　市
場
編
で
は
、
当
財
団
が
継
続
的
に
実

施
し
て
い
る
独
自
調
査
の
結
果
な
ど
を
も

と
に
、「w

ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
世
界
・
日

本
の
観
光
の
い
ま
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

＊

w
ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
世
界
・
日

本
の
観
光
動
向
で
は
、
様
々
な
デ
ー

タ
や
独
自
調
査
「
都
道
府
県
・
市
町
村
の
観

光
政
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結

果
を
活
用
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
動
向
や
旅
行
・
観
光
の
動
向
、
そ
し

て
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
諸
外
国
・
国
内
の
対
応

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

○
世
界
的
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
、

重
症
化
リ
ス
ク
の
低
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出

現
に
よ
り
、
感
染
は
す
る
が
重
症
化
し
な
い

（
死
者
数
は
少
な
い
）
と
い
う
状
況
へ
移
行

し
つ
つ
あ
る
。

○O
xC
G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
国
際
的

な
渡
航
に
関
す
る
規
制
」
指
標
か
ら
は
、
入

国
に
関
す
る
規
制
の
撤
廃
・
緩
和
に
関
し
て
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
特
に
慎
重
な
対
応

を
取
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

○
独
自
調
査
「
都
道
府
県
・
市
町
村
の
観
光

政
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果

か
ら
は
、我
が
国
の
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
、

地
域
政
策
と
し
て
の
観
光
振
興
は
引
き
続
き

重
要
度
が
高
い
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

る
。

○
さ
ら
に
、
全
国
を
対
象
と
し
た
需
要
喚
起

策
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
個
人
旅
行
受
け
入
れ

が
始
ま
っ
た
こ
と
で
、
観
光
の
再
起
動
が
期

待
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

＊

w
ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
日
本
人
旅

行
者
の
動
向
・
意
識
で
は
、
当
財

団
の
独
自
調
査
で
あ
る
「
J
T
B
F
旅
行
実

態
調
査
」「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
な
ど

を
も
と
に
、
日
本
人
の
旅
行
実
施
状
況
や
旅

行
内
容
の
変
化
、
今
後
の
旅
行
意
向
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
が
国

内
旅
行
実
施
に
与
え
る
影
響
は
徐
々
に
弱
ま

っ
て
い
る
。
自
粛
要
請
が
国
内
旅
行
の
実
施

に
与
え
る
影
響
は
大
き
か
っ
た
が
、
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
の
影
響
は
限
定
的
で
あ
っ

た
。
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
不
安
も
徐
々
に
減
少

し
て
お
り
、
2
0
2
1
年
末
を
転
機
と
し
て

国
内
旅
行
市
場
は
回
復
期
に
移
行
し
た
。

○
旅
行
の
動
機
は「
日
常
生
活
か
ら
の
解
放
」

が
増
加
し
、
10
年
ぶ
り
に
最
大
の
動
機
と
な

っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
と
も
な
い
、

そ
ろ
そ
ろ
解
放
さ
れ
た
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
旅
行

の
内
容
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
特
徴
で
あ
っ
た〝
密

や
接
触
を
避
け
、
短
期
間
・
同
居
の
家
族
と
〞

は
徐
々
に
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

〝
域
内
旅
行
、
分
散
し
て
柔
軟
に
行
動
で
き
る

形
態
〞は
一
定
程
度
定
着
し
、
活
動
の
厳
選

は
続
く
。

○
今
後
の
旅
行
意
向
は
、
徐
々
に
増
加
し
て

い
る
も
の
の
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
特
に
70

代
女
性
で
慎
重
な
姿
勢
で
あ
っ
た
。
行
っ
て

み
た
い
旅
行
先
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
も
「
温

泉
・
自
然
」
の
人
気
が
高
か
っ
た
。

○
海
外
旅
行
意
向
は
、
次
第
に
高
ま
っ
て
い

る
も
の
の
未
だ
に
低
調
で
、
円
安
な
ど
コ
ロ

ナ
以
外
の
影
響
も
大
き
い
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
の
長
期
化
に
よ
り
、
海
外
旅
行
へ
の
意
識

低
下
の
可
能
性
も
あ
り
、
海
外
旅
行
か
ら
国

内
旅
行
へ
の
シ
フ
ト
は
今
後
も
し
ば
ら
く
続

く
と
考
え
ら
れ
る
。

○
コ
ロ
ナ
禍
で
進
ん
だ
「
旅
行
に
行
く
人
は

よ
り
行
く
、
行
か
な
い
人
は
行
か
な
い
」
と

い
っ
た
旅
行
市
場
の
二
極
化
の
さ
ら
な
る
進

行
が
懸
念
さ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
起

動
に
向
け
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光
以
外
に

充
て
ら
れ
て
い
た
時
間
と
お
金
を
固
定
化
さ

せ
ず
に
観
光
に
再
び
振
り
向
け
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
観
光
に
対

す
る
思
い
も
大
切
に
し
、
地
域
社
会
と
観
光

を
調
和
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

＊

w
ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
の
動
向
・
意
識
で
は
、（
株
）

日
本
政
策
投
資
銀
行
と
共
同
で
実
施
し
て
い

る
「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米

豪

　訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
」
な

ど
を
も
と
に
、
外
国
人
旅
行
者
の
海
外
旅
行

続
可
能
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
光
分
野
で
も

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
定
義

づ
け
が
さ
れ
て
き
た
。
2
0
2
0
年
に
は
、

「
観
光
地
向
け
の
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際

基
準
（
G
S
T
C
‐
D
）」
に
準
拠
し
た
「
日

本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
J
S
T
S
‐
D
）」
を
制
定
し
た
。

○
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
参
加
動
機

で
は
、〝
何
を
持
続
さ
せ
る
の
か
〞と〝
取
り
組

み
の
時
間
軸
〞が
主
な
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
。〝
何
を
持
続
さ
せ
る

の
か
〞で
は
、ト
リ
プ
ル
・
ボ
ト
ム
・
ラ
イ
ン（
環

境
、
社
会
、
経
済
）
の
3
つ
に
、〝
取
り
組
み

の
時
間
軸
〞に
は
、
中
長
期
的
な
視
点
に
基

づ
く
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
と
短
期
的
な
問

題
解
決
に
取
り
組
む
「
問
題
解
決
型
」
の
2

つ
に
分
類
で
き
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
で
、
計

6
つ
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
分
類
で
き
る
。

○
タ
イ
の
マ
ヤ
ビ
ー
チ
で
は
、
観
光
客
の
増

加
に
よ
っ
て
サ
ン
ゴ
礁
や
海
洋
生
物
の
環
境

が
悪
化
し
た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。
タ
イ
政

府
は
こ
れ
に
対
し
2
0
1
8
年
か
ら
2
0
2
1

年
ま
で
観
光
客
の
立
ち
入
り
を
禁
止
し
て
い

た
。
こ
れ
は
、
短
期
的
収
入
よ
り
も
一
定
の

資
源
回
復
を
優
先
し
た
ケ
ー
ス
と
し
て
、
環

境
×
問
題
解
決
型
に
分
類
で
き
る
。

○
世
界
で
最
も
高
い
炭
素
税
を
導
入
し
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
事
例
で
は
、
炭
素
排
出
量
の

減
少
と
安
定
し
た
経
済
成
長
の
両
立
に
成
功

し
て
お
り
、
環
境
・
経
済
×
ビ
ジ
ョ
ン
追
求

型
の
ケ
ー
ス
と
い
え
る
。
ま
た
、
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
地
域
観
光
な
ど
の
持

続
可
能
な
観
光
戦
略
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
民
の
環
境
意
識
の
高
さ
も
特
徴

で
あ
る
。

○
様
々
な
取
組
事
例
が
あ
る
が
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
は
幅
広
く
、
取
り

※第32回旅行動向シンポジウムプログラム・講演資料
https://www.jtb.or.jp/seminar-symposium/doukou2022/
『旅行年報2022』（公財）日本交通公社2022年
https://www.jtb.or.jp/publication-symposium/book/annual-report/annual-report-2022/
報告：観光文化振興部 企画室
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○
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
王
道
は
な

い
。
地
域
の
現
況
と
課
題
に
よ
っ
て
、
何
か

ら
取
り
組
む
の
か
、
何
を
目
指
す
か
は
異
な

る
た
め
、
す
べ
て
同
じ
取
り
組
み
に
な
ら
な

い
か
ら
だ
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

お
い
て
、
地
域
内
外
の
環
境
分
析
と
優
先
順

位
の
位
置
づ
け
が
必
要
で
あ
る
。
短
期
的
な

問
題
解
決
型
の
取
り
組
み
は
、
対
処
療
法
と

し
て
早
急
に
必
要
だ
が
、
中
・
長
期
的
な
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
た
め
に
は
、
中
・
長
期

を
視
野
に
入
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
の
取
り

組
み
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
沖
縄
県
の
ち
む
ぐ
く
る
（
人
の
心
に
宿
る

深
い
思
い
）
を
感
じ
る
取
り
組
み
で
は
、
く

る
ち
の
杜
1
0
0
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ガ
ン

ガ
ラ
ー
の
谷
の
事
例
を
紹
介
し
た
。
沖
縄
に

は
「
ぴ
と
ぅ
る
ぴ
き
む
ー
る
ぴ
き
」
と
い
う

「
一
人
が
立
ち
上
が
れ
ば
、
み
ん
な
も
立
ち

上
が
る
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
が
あ
り
、
実

施
し
て
い
る
ひ
と
か
ら
動
き
出
そ
う
と
の
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
誰
か
が
動
き
出
せ

ば
変
化
す
る
・
仲
間
が
増
え
る
と
い
う
意
図

で
あ
る
。
そ
の
際
に
重
要
な
の
は
、
実
践
者

を
正
当
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
体
の

質
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
特
に

国
内
で
は
、
責
任
あ
る
旅
行
者
を
呼
び
込
む

前
提
と
し
て
、
良
い
取
り
組
み
を
広
げ
て
外

部
の
共
感
に
繋
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
地
域

側
の
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
や
覚
悟
、
遂
行
責
任

能
力
の
向
上
が
、
い
ま
非
常
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。

2
日
目
総
括

　地
域
社
会
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い

け
ば
よ
い
か
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
は
、
観

光
は
そ
こ
で
の
暮
ら
し
に
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
し
て
地
域
の
中
で
広
く
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
観
光
事

業
者
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
が
話
し
合
う

場
を
つ
く
り
信
頼
関
係
を
生
み
出
し
、
協
働

で
諸
課
題
に
対
応
す
る
と
い
う
枠
組
み
を
つ

く
り
、
保
ち
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
し
て
、
す
べ
て
の
人
々
が
豊
か
な
人
生
を

送
る
に
は
観
光
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
思
い
を
新
た
に
し
、
観
光
に
携
わ
る
私
た

ち
一
人
一
人
が
誇
り
を
持
っ
て
自
分
の
仕
事

に
取
り
組
む
と
い
う
意
識
が
大
切
で
あ
り
、

そ
れ
こ
そ
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

礎
に
な
る
。

　以
上
を
も
っ
て
2
0
2
2
年
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
当
財
団
は
、
今

後
も
旅
行
・
観
光
分
野
の
実
践
的
な
学
術
研

究
機
関
と
し
て
時
代
を
見
据
え
た
調
査
研
究

に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
社
会
に
発
信
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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業
を
ど
の
よ
う

に
活
性
化
し
て

い
け
ば
よ
い

か
、
条
例
や
規

定
の
強
化
も
含

め
、
様
々
な
意

見
交
換
が
盛
ん

に
行
わ
れ
た
。

○
そ
の
結
果
、ハ

ワ
イ
州
観
光
局

（
以
下
、H
T
A
）

は
、〝
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
〞、〝
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
〞へ
と
方
針
を
転
換
、
啓
蒙
活
動
を

通
じ
た
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
な
旅
行
者
の
誘

致
、
関
連
機
関
と
協
力
し
た
住
民
参
画
型
の

観
光
の
展
開
な
ど
を
目
指
し
、
島
ご
と
に
3

か
年
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
以
下
、
D
M
A
P
）

を
策
定
し
た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
協
議
を
何
度
も
重
ね

た
。

○
新
し
く
策
定
し
た
D
M
A
P
で
は
、
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
で
意
識
し
て
い
た
思
い
を
さ
ら

に
強
め
、
我
々
の
大
切
な
資
源
を
5
世
代
先

の
世
代
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
意
識
し

た〝
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
再

生
型
観
光
）
〞を
掲
げ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

ボ
ラ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
）に

よ
る
地
域
住
民
と
訪
問
者
が
相
互
に
交
流
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、m

ade in
 H
aw
aii

の

も
の
を
買
う
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
資
源
が

還
元
さ
れ
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
様
々

な
取
り
組
み
を
島
ご
と
に
検
討
し
、
実
施
し
て

い
る
。

○
ま
た
、
K
P
I
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

の
内
容
も
大
き
く
転
換
し
た
。こ
れ
ま
で「
訪

問
者
数
」
や
「
滞
在
日
数
」
を
重
視
し
て
い

た
が
、「
訪
問
者
の
満
足
度
」
や
「
訪
問
者
の

消
費
額
」
を
追
加
し
た
だ
け
で
な
く
、「
住

民
の
満
足
度
」
も
指
標
に
加
え
た
。

○
そ
れ
ぞ
れ
の
島
に
は
プ
レ
ッ
ジ
（
地
域
住

民
が
守
り
、
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
）
が
あ

り
、
そ
の
内
容
を
地
域
住
民
が
直
接
伝
え
る

ス
ト
ー
リ
ー
ビ
デ
オ
を
H
T
A
が
制
作
、
公

開
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
旅
行
者
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
繋
げ
る
た
め
に
宿
泊
税
の
一

部
を
地
域
団
体
に
還
元
し
、
H
T
A
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
自
然
保

護
や
文
化
継
承
、
地
域
主
催
イ
ベ
ン
ト
の
サ

ポ
ー
ト
、
次
世
代
教
育
に
関
す
る
支
援
に
繋

げ
て
い
る
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
守
り
た
い
も
の
を
、
ど

の
よ
う
に
旅
行
者
と
一
緒
に
守
っ
て
い
け
る

か
。
そ
の
た
め
に
は
長
期
的
に
マ
ラ
マ
ハ
ワ

イ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
し
続
け
、
旅
行
者
に

　観
光
地
編
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
起

動
に
あ
た
り
不
可
欠
な
観
点
で
あ
る
「
地
域

社
会
と
調
和
す
る
観
光
」
に
焦
点
を
当
て
、

観
光
地
の
現
在
の
観
光
事
情
を
報
告
す
る
と

と
も
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら

今
後
の
観
光
地
の
在
り
方
を
考
え
ま
し
た
。

＊

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点

で
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

定
義
・
系
譜
に
触
れ
な
が
ら
参
加
動
機
（
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
）
に
つ
い
て
事
例
を
交
え
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
視
点

を
整
理
し
ま
し
た
。

○
1
9
8
7
年
の
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世

界
委
員
会
で
は
、
初
め
て
持
続
可
能
な
開
発

の
定
義
が
さ
れ
た
。
以
降
、
社
会
全
体
の
持

組
む
べ
き
内
容
の
濃
淡
・
バ
ラ
ン
ス
は
、
地

域
の
状
況
・
課
題
に
よ
っ
て
異
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
地
域
に
よ
っ
て
同
じ
取
り
組
み
に

は
な
ら
な
い
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

＊

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
欧
州
観
光
事
情

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
い
ち
早
く
国
際
的

な
往
来
を
再
開
し
た
欧
州
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
再
起
動
に
向
け
た
観
光
戦
略
や
実

際
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
9
月
末
か
ら
10

月
初
め
に
か
け
て
実
施
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
視

察
の
様
子
を
紹
介
し
な
が
ら
報
告
し
ま
し
た
。

○
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
・
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
島
で

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
不
使
用
の
既
製
品
が
主

流
で
、
自
転
車
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
普
及

し
て
い
る
様
子
か
ら
み
て
も
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
が
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
た
。ま
た
、

消
費
者
が
環
境
配
慮
商
品
を
選
択
で
き
る
よ

う
品
揃
え
も
豊
富
だ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て

も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
環
境
対
策
）
は
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
、
社
会
全
体
に
確
実
に

訪
れ
る
大
き
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と

な
る
。
観
光
も
そ
の
よ
う
な
社
会
を
見
据
え

る
必
要
が
あ
る
。

○V
isit

D
e
n
m
a
rk

、D
e
stin

a
tio
n
 

B
o
rn
h
o
lm

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
は
、

彼
ら
の
役
割
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
に
お
い

て
観
光
に
よ
っ
て
地
域
を
成
長
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ

ン
で
は
な
く
閑
散
期
の
集
客
、
市
民
生
活
へ

の
配
慮
や
地
域
の
中
小
企
業
支
援
に
注
力
し

な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
っ
て
持

続
可
能
な
地
域
と
す
る
こ
と
が
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
は
訪
れ

る
理
由
に
は
な
ら
な
い
が
、
再
び
訪
れ
る
理

由
と
し
て
重
要
に
な
る
と
い
う
点
か
ら
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
北
欧

や
ド
イ
ツ
な
ど
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
先
進
国
市

場
に
対
し
て
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
×
本
来
の

魅
力
、
滞
在
の
魅
力
（
経
験
価
値
）」
を
ブ
ラ

ン
ド
化
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
地
産
地

消
や
滞
在
（
散
策
・
ロ
ー
カ
ル
な
体
験
等
）、

地
場
産
業
と
連
携
し
た
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン

ト
、
企
業
研
修
・
会
議
等
は
顧
客
の
経
験
価

値
と
し
て
も
大
切
で
あ
る
。

○
観
光
客
に
向
け
て
環
境
に
や
さ
し
く
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
観
光
を
発
信
し
、
楽
し

め
る
・
選
択
で
き
る
と
い
っ
た
伝
え
方
や
見

せ
方
が
必
要
。
観
光
客
が
住
民
や
地
場
産
業

と
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と

で
、
質
の
高
い
新
た
な
体
験
を
生
み
出
す
こ

と
に
繋
が
る
。

＊

M
ālam

a H
aw
ai‘ i

：
マ
ラ
マ
ハ

ワ
イ
〜
ハ
ワ
イ
が
問
い
か
け
る
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
の
視
点
〜
で
は
、
ハ
ワ
イ
州

観
光
局
日
本
支
局
長 

ミ
ツ
エ
・
ヴ
ァ
ー
レ

イ
氏
か
ら
、
自
然
や
文
化
、
地
域
に
「
マ
ラ

マ

　思
い
や
り
の
心
」
を
持
っ
て
接
す
る
レ

ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
な
観
光
地
を
目
指
す
考
え
方

に
つ
い
て
、
事
例
や
動
画
を
用
い
て
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
中
、
ハ
ワ
イ
州
で
は
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
な
ど
に
よ
っ
て
観
光
業
が
大
打

撃
を
受
け
た
一
方
で
、
観
光
客
の
減
少
に
よ

っ
て
ハ
ナ
ウ
マ
湾
の
透
明
度
が
目
に
見
え
て

上
が
る
な
ど
自
然
環
境
の
改
善
も
見
ら
れ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
住
民
の
意
識
に
も

変
化
を
与
え
、
自
然
回
帰
へ
の
意
識
が
高
ま

る
こ
と
と
な
っ
た
。そ
の
よ
う
な
中
で
、今
後
、

経
済
と
環
境
保
全
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う

に
保
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
、
観
光
以
外
の
産

ハ
ワ
イ
の
方
向
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ
や
来
島
前
の
エ

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
啓
蒙
活
動
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
を
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、
地

元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
対
話
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
続
け
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

〜
お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
の
活

動
を
通
じ
て
〜
で
は
、
関
連
用
語
の
整
理

と
沖
縄
の〝
ち
む
ぐ
く
る
〞を
感
じ
ら
れ
る
取

り
組
み
事
例
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
契
機
と
し

た
意
識
の
変
化
を
土
台
に
、
コ
ロ
ナ
禍
後
に

国
内
で
求
め
ら
れ
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
し
た
。

○
沖
縄
県
で
は
、「
や
さ
し
く
て
、
あ
た
ら

し
い
島
の
旅
」
を
テ
ー
マ
に
お
き
な
わ
エ
シ

カ
ル
ス
タ
イ
ル
を
推
奨
し
て
お
り
、
様
々
な

分
野
で
の
エ
シ
カ
ル
な
楽
し
み
方
を
紹
介
し

て
い
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
一
方
で
、
現
場
レ
ベ
ル
で
は
空
港
構
内

で
の
レ
ン
タ
カ
ー
の
違
法
貸
出
や
ダ
イ
ビ
ン

グ
で
の
餌
付
け
な
ど
、
問
題
点
を
抱
え
た
ま

ま
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

問
題
を
抱
え
た
ま
ま
対
外
的
に
ビ
ジ
ョ
ン
を

標
榜
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
、
理
想
（
ビ
ジ

ョ
ン
）
と
現
実
（
問
題
）
の
ジ
レ
ン
マ
が
発

生
し
て
い
る
。

○
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
（
責
任
）
と
い
う
単
語
は
、

大
き
くR

esp
o
n
sibility

（
遂
行
責
任
）、

A
cco
u
n
tability

（
説
明
責
任
）、Liability

（
賠
償
責
任
）
の
3
つ
の
意
味
に
分
け
ら
れ

る
。
前
述
の
理
想
と
現
実
の
ジ
レ
ン
マ
が
発

生
し
て
い
る
場
合
は
、
説
明
責
任
を
果
た
せ

て
い
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
短
期
的
な
問
題

解
決
に
取
り
組
む
「
問
題
解
決
型
」
で
は
、

受
動
的
で
と
に
か
く
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
賠
償
責
任
に
基
づ
い
て
取
り
組
む

も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
地
域
が
能
動
的
・

自
発
的
に
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
遂
行
責
任

を
果
た
す
場
合
は
、「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」

で
あ
る
と
い
え
る
。
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
の
取

り
組
み
は
、
想
い
や
信
念
、
覚
悟
が
な
け
れ

ば
持
続
し
な
い
た
め
、
根
本
的
な
目
的
・
姿

勢
が
地
域
側
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
欧
州
や
ハ
ワ
イ
の
取
り
組
み
を
見
て
も
、

先
行
し
て
取
り
組
む
地
域
が
拡
大
す
る
こ
と

で
市
場
意
識
も
変
化
し
て
い
る
。
加
え
て
、

脱
炭
素
化
・
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
台
頭
も
含

め
て
、社
会
全
体
の
意
識
も
変
化
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
日
本
は
、
ま
だ
進
ん
で
い
る
と
は

言
い
づ
ら
い
状
況
か
も
し
れ
な
い
が
、
着
実

に
動
い
て
き
て
い
る
こ
と
が
市
場
意
識
の
変

化
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

の
回
復
状
況
や
変
化
、
本
格
的
な
受
け
入
れ

に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
事
項
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。

○
水
際
対
策
の
大
幅
緩
和
に
よ
り
、
欧
米
豪

を
中
心
に
海
外
旅
行
先
か
ら
除
外
さ
れ
て
い

た
日
本
の
海
外
旅
行
先
と
し
て
の
人
気
回
復

が
期
待
さ
れ
る
。
欧
米
豪
市
場
は
、
既
に

2
0
2
2
年
の
夏
の
休
暇
は
終
わ
っ
て
い
る

段
階
に
あ
り
、
2
0
2
3
年
の
夏
に
焦
点
を

当
て
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
受
入
体
制
の
整

備
が
必
要
と
な
る
。

○
本
格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回

復
の
観
点
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
市
場

の
7
割
以
上
を
占
め
て
い
た
東
ア
ジ
ア
の
動

向
に
注
目
。
台
湾
や
香
港
等
を
は
じ
め
と
す

る
高
い
訪
日
意
向
が
訪
日
需
要
に
結
び
つ
く

の
か
、
ま
た
、
訪
日
需
要
の
本
格
的
な
回
復

と
い
う
観
点
で
は
、
人
数
、
消
費
額
と
も
に

訪
日
市
場
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
中
国

市
場
が
い
つ
海
外
旅
行
を
再
開
し
、
訪
日
需

要
が
回
復
す
る
の
か
と
い
う
点
を
注
視
す
る

必
要
が
あ
る
。

○
円
安
は
、
訪
日
需
要
の
追
い
風
と
な
っ
て

い
る
。
特
に
、
国
籍
・
地
域
関
係
な
く
期
待

が
高
い
日
本
食
、
東
ア
ジ
ア
の
訪
日
リ
ピ
ー

タ
ー
を
中
心
に
期
待
が
大
き
い
買
い
物
等
を

フ
ッ
ク
に
し
た
消
費
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
旅
行
者
の
嗜
好

が
変
化
し
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
例
え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
旅
行
や
ア
ウ

ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
一
層

高
く
な
っ
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
雪
、
植
物
、
フ
ル
ー
ツ
、

動
物
、
星
空
、
農
山
漁
村
等
、
ア
ジ
ア
で
は

地
方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
で
き
る
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
い
。
コ
ロ
ナ
禍

以
前
か
ら
高
い
地
方
部
へ
の
訪
問
意
向
を
実

際
の
来
訪
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
こ
う
し
た

嗜
好
は
地
方
部
誘
客
の
機
会
と
な
り
得
る
。

○
東
ア
ジ
ア
で
は
台
湾
や
香
港
を
中
心
に
日

本
の
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
が
拡
充
さ
れ
、
訪
日

せ
ず
と
も
、幅
広
い
分
野
で
質
の
高
い
モ
ノ
・

サ
ー
ビ
ス
を
消
費
で
き
る
環
境
が
コ
ロ
ナ
禍

で
進
ん
だ
。訪
日
需
要
が
再
開
し
た
際
に
は
、

こ
う
し
た
消
費
環
境
の
変
化
を
念
頭
に
置

き
、
日
本
だ
か
ら
こ
そ〝
購
入
で
き
る
〞〝
体

験
で
き
る
〞価
値
を
わ
か
り
や
す
く
提
供
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

1
日
目
総
括

　コ
ロ
ナ
禍
で
長
期
に
わ
た
り
一
度
途
絶
え
た

移
動
と
い
う
習
慣
が
元
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
観
光
が
我
々
の
生
活
に
深
く
根
差

し
て
い
て
、
重
要
な
生
活
上
の
価
値
を
生
み
出

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。
そ
こ
に
関
係
す

る
我
々
は
、
い
ま
、
よ
り
よ
い
観
光
を
生
み
出

し
て
い
く
取
り
組
み
を
再
び
始
め
る
タ
イ
ミ
ン

グ
に
あ
る
。
エ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
世
界
で
は
、
過

去
を
振
り
返
っ
た
う
え
で
、
賢
く
、
観
光
を
再

起
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　市
場
編
で
は
、
当
財
団
が
継
続
的
に
実

施
し
て
い
る
独
自
調
査
の
結
果
な
ど
を
も

と
に
、「w

ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
世
界
・
日

本
の
観
光
の
い
ま
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

＊

w
ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
世
界
・
日

本
の
観
光
動
向
で
は
、
様
々
な
デ
ー

タ
や
独
自
調
査
「
都
道
府
県
・
市
町
村
の
観

光
政
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結

果
を
活
用
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
動
向
や
旅
行
・
観
光
の
動
向
、
そ
し

て
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
諸
外
国
・
国
内
の
対
応

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

○
世
界
的
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
、

重
症
化
リ
ス
ク
の
低
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出

現
に
よ
り
、
感
染
は
す
る
が
重
症
化
し
な
い

（
死
者
数
は
少
な
い
）
と
い
う
状
況
へ
移
行

し
つ
つ
あ
る
。

○O
xC
G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
国
際
的

な
渡
航
に
関
す
る
規
制
」
指
標
か
ら
は
、
入

国
に
関
す
る
規
制
の
撤
廃
・
緩
和
に
関
し
て
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
特
に
慎
重
な
対
応

を
取
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

○
独
自
調
査
「
都
道
府
県
・
市
町
村
の
観
光

政
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果

か
ら
は
、我
が
国
の
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
、

地
域
政
策
と
し
て
の
観
光
振
興
は
引
き
続
き

重
要
度
が
高
い
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

る
。

○
さ
ら
に
、
全
国
を
対
象
と
し
た
需
要
喚
起

策
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
個
人
旅
行
受
け
入
れ

が
始
ま
っ
た
こ
と
で
、
観
光
の
再
起
動
が
期

待
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

＊

w
ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
日
本
人
旅

行
者
の
動
向
・
意
識
で
は
、
当
財

団
の
独
自
調
査
で
あ
る
「
J
T
B
F
旅
行
実

態
調
査
」「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
な
ど

を
も
と
に
、
日
本
人
の
旅
行
実
施
状
況
や
旅

行
内
容
の
変
化
、
今
後
の
旅
行
意
向
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
が
国

内
旅
行
実
施
に
与
え
る
影
響
は
徐
々
に
弱
ま

っ
て
い
る
。
自
粛
要
請
が
国
内
旅
行
の
実
施

に
与
え
る
影
響
は
大
き
か
っ
た
が
、
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
の
影
響
は
限
定
的
で
あ
っ

た
。
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
不
安
も
徐
々
に
減
少

し
て
お
り
、
2
0
2
1
年
末
を
転
機
と
し
て

国
内
旅
行
市
場
は
回
復
期
に
移
行
し
た
。

○
旅
行
の
動
機
は「
日
常
生
活
か
ら
の
解
放
」

が
増
加
し
、
10
年
ぶ
り
に
最
大
の
動
機
と
な

っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
と
も
な
い
、

そ
ろ
そ
ろ
解
放
さ
れ
た
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
旅
行

の
内
容
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
特
徴
で
あ
っ
た〝
密

や
接
触
を
避
け
、
短
期
間
・
同
居
の
家
族
と
〞

は
徐
々
に
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

〝
域
内
旅
行
、
分
散
し
て
柔
軟
に
行
動
で
き
る

形
態
〞は
一
定
程
度
定
着
し
、
活
動
の
厳
選

は
続
く
。

○
今
後
の
旅
行
意
向
は
、
徐
々
に
増
加
し
て

い
る
も
の
の
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
特
に
70

代
女
性
で
慎
重
な
姿
勢
で
あ
っ
た
。
行
っ
て

み
た
い
旅
行
先
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
も
「
温

泉
・
自
然
」
の
人
気
が
高
か
っ
た
。

○
海
外
旅
行
意
向
は
、
次
第
に
高
ま
っ
て
い

る
も
の
の
未
だ
に
低
調
で
、
円
安
な
ど
コ
ロ

ナ
以
外
の
影
響
も
大
き
い
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
の
長
期
化
に
よ
り
、
海
外
旅
行
へ
の
意
識

低
下
の
可
能
性
も
あ
り
、
海
外
旅
行
か
ら
国

内
旅
行
へ
の
シ
フ
ト
は
今
後
も
し
ば
ら
く
続

く
と
考
え
ら
れ
る
。

○
コ
ロ
ナ
禍
で
進
ん
だ
「
旅
行
に
行
く
人
は

よ
り
行
く
、
行
か
な
い
人
は
行
か
な
い
」
と

い
っ
た
旅
行
市
場
の
二
極
化
の
さ
ら
な
る
進

行
が
懸
念
さ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
起

動
に
向
け
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光
以
外
に

充
て
ら
れ
て
い
た
時
間
と
お
金
を
固
定
化
さ

せ
ず
に
観
光
に
再
び
振
り
向
け
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
観
光
に
対

す
る
思
い
も
大
切
に
し
、
地
域
社
会
と
観
光

を
調
和
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

＊

w
ith

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
の
動
向
・
意
識
で
は
、（
株
）

日
本
政
策
投
資
銀
行
と
共
同
で
実
施
し
て
い

る
「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米

豪

　訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
」
な

ど
を
も
と
に
、
外
国
人
旅
行
者
の
海
外
旅
行

続
可
能
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
光
分
野
で
も

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
定
義

づ
け
が
さ
れ
て
き
た
。
2
0
2
0
年
に
は
、

「
観
光
地
向
け
の
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際

基
準
（
G
S
T
C
‐
D
）」
に
準
拠
し
た
「
日

本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
J
S
T
S
‐
D
）」
を
制
定
し
た
。

○
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
参
加
動
機

で
は
、〝
何
を
持
続
さ
せ
る
の
か
〞と〝
取
り
組

み
の
時
間
軸
〞が
主
な
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
。〝
何
を
持
続
さ
せ
る

の
か
〞で
は
、ト
リ
プ
ル
・
ボ
ト
ム
・
ラ
イ
ン（
環

境
、
社
会
、
経
済
）
の
3
つ
に
、〝
取
り
組
み

の
時
間
軸
〞に
は
、
中
長
期
的
な
視
点
に
基

づ
く
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
と
短
期
的
な
問

題
解
決
に
取
り
組
む
「
問
題
解
決
型
」
の
2

つ
に
分
類
で
き
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
で
、
計

6
つ
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
分
類
で
き
る
。

○
タ
イ
の
マ
ヤ
ビ
ー
チ
で
は
、
観
光
客
の
増

加
に
よ
っ
て
サ
ン
ゴ
礁
や
海
洋
生
物
の
環
境

が
悪
化
し
た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。
タ
イ
政

府
は
こ
れ
に
対
し
2
0
1
8
年
か
ら
2
0
2
1

年
ま
で
観
光
客
の
立
ち
入
り
を
禁
止
し
て
い

た
。
こ
れ
は
、
短
期
的
収
入
よ
り
も
一
定
の

資
源
回
復
を
優
先
し
た
ケ
ー
ス
と
し
て
、
環

境
×
問
題
解
決
型
に
分
類
で
き
る
。

○
世
界
で
最
も
高
い
炭
素
税
を
導
入
し
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
事
例
で
は
、
炭
素
排
出
量
の

減
少
と
安
定
し
た
経
済
成
長
の
両
立
に
成
功

し
て
お
り
、
環
境
・
経
済
×
ビ
ジ
ョ
ン
追
求

型
の
ケ
ー
ス
と
い
え
る
。
ま
た
、
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
地
域
観
光
な
ど
の
持

続
可
能
な
観
光
戦
略
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
民
の
環
境
意
識
の
高
さ
も
特
徴

で
あ
る
。

○
様
々
な
取
組
事
例
が
あ
る
が
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
は
幅
広
く
、
取
り
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○
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
王
道
は
な

い
。
地
域
の
現
況
と
課
題
に
よ
っ
て
、
何
か

ら
取
り
組
む
の
か
、
何
を
目
指
す
か
は
異
な

る
た
め
、
す
べ
て
同
じ
取
り
組
み
に
な
ら
な

い
か
ら
だ
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

お
い
て
、
地
域
内
外
の
環
境
分
析
と
優
先
順

位
の
位
置
づ
け
が
必
要
で
あ
る
。
短
期
的
な

問
題
解
決
型
の
取
り
組
み
は
、
対
処
療
法
と

し
て
早
急
に
必
要
だ
が
、
中
・
長
期
的
な
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
た
め
に
は
、
中
・
長
期

を
視
野
に
入
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
の
取
り

組
み
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
沖
縄
県
の
ち
む
ぐ
く
る
（
人
の
心
に
宿
る

深
い
思
い
）
を
感
じ
る
取
り
組
み
で
は
、
く

る
ち
の
杜
1
0
0
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ガ
ン

ガ
ラ
ー
の
谷
の
事
例
を
紹
介
し
た
。
沖
縄
に

は
「
ぴ
と
ぅ
る
ぴ
き
む
ー
る
ぴ
き
」
と
い
う

「
一
人
が
立
ち
上
が
れ
ば
、
み
ん
な
も
立
ち

上
が
る
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
が
あ
り
、
実

施
し
て
い
る
ひ
と
か
ら
動
き
出
そ
う
と
の
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
誰
か
が
動
き
出
せ

ば
変
化
す
る
・
仲
間
が
増
え
る
と
い
う
意
図

で
あ
る
。
そ
の
際
に
重
要
な
の
は
、
実
践
者

を
正
当
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
体
の

質
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
特
に

国
内
で
は
、
責
任
あ
る
旅
行
者
を
呼
び
込
む

前
提
と
し
て
、
良
い
取
り
組
み
を
広
げ
て
外

部
の
共
感
に
繋
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
地
域

側
の
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
や
覚
悟
、
遂
行
責
任

能
力
の
向
上
が
、
い
ま
非
常
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。

2
日
目
総
括

　地
域
社
会
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い

け
ば
よ
い
か
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
は
、
観

光
は
そ
こ
で
の
暮
ら
し
に
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
し
て
地
域
の
中
で
広
く
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
観
光
事

業
者
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
が
話
し
合
う

場
を
つ
く
り
信
頼
関
係
を
生
み
出
し
、
協
働

で
諸
課
題
に
対
応
す
る
と
い
う
枠
組
み
を
つ

く
り
、
保
ち
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
し
て
、
す
べ
て
の
人
々
が
豊
か
な
人
生
を

送
る
に
は
観
光
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
思
い
を
新
た
に
し
、
観
光
に
携
わ
る
私
た

ち
一
人
一
人
が
誇
り
を
持
っ
て
自
分
の
仕
事

に
取
り
組
む
と
い
う
意
識
が
大
切
で
あ
り
、

そ
れ
こ
そ
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

礎
に
な
る
。

　以
上
を
も
っ
て
2
0
2
2
年
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
当
財
団
は
、
今

後
も
旅
行
・
観
光
分
野
の
実
践
的
な
学
術
研

究
機
関
と
し
て
時
代
を
見
据
え
た
調
査
研
究

に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
社
会
に
発
信
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

東
洋
大
学
国
際
観
光
学
部
国
際
観
光
学
科

内
田
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

16
回

第

内
田 

彩（
う
ち
だ・あ
や
）

東
洋
大
学
国
際
観
光
学
部
国
際
観
光
学
科 

准
教
授
。

専
門
分
野 

観
光
歴
史
学
、観
光
行
動
論
。温
泉
地
の
歴
史・文
化
な

ど
を
研
究
。立
教
大
学
大
学
院
観
光
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期

課
程
修
了
。博
士（
観
光
学
）。大
阪
観
光
大
学
、千
葉
商
科
大
学
を

経
て
2
0
1
9
年
よ
り
現
職
。お
も
な
著
書
に
、共
著「
滞
在
型
観
光
」（
橋
本
俊
哉
編

『
観
光
学
全
集
観
光
行
動
論
』）、「
宿
泊
産
業
」（
飯
嶋
好
彦
編『
ホ
ス
ピ
タ
リ
ティ
産

業
論
』）な
ど
。日
本
観
光
研
究
学
会
理
事
、日
本
温
泉
地
域
学
会
常
務
理
事
な
ど
を

歴
任
。

過
去
と
現
在
の
対
話
を
通
し
て
観
光
の
未
来
を
紐
解
く

│ 

観
光
を
研
究
す
る
楽
し
さ
を
伝
え
た
い 

│

何
の
た
め
に
学
び
、

ど
こ
に
返
し
て
い
く
の
か

　研
究
活
動
を
行
う
う
え
で
、研
究
の
意
義
、

そ
し
て
研
究
成
果
の
社
会
還
元
は
重
要
な
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
学
生
の
現
地

調
査
も
ま
た
、
単
な
る
視
察
、
観
光
に
終
わ

ら
な
い
位
置
づ
け
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　2
0
2
0
年
度
、
2
0
2
1
年
度
は
現
地

調
査
が
す
べ
て
中
止
に
な
っ
た
た
め
、
本
年

度
は
、
改
め
て
現
地
調
査
の
意
義
を
問
い
直

し
、
3
つ
に
分
類
し
て
再
構
築
し
た
。

①
温
泉
資
源
を
学
ぶ

　秋
田
県
湯
沢
市
の
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
カ

レ
ッ
ジ
を
訪
れ
、
地
域
資
源
の
視
察
（
写
真

①
）、
産
業
体
験
（
実
習
）
を
済
ま
せ
た
う
え

で
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
と
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
（
写
真
②
）。

本
ゼ
ミ
は
別
名
「
温
泉
ゼ
ミ
」
と
も
い
わ
れ

る
が
、
温
泉
が
地
中
か
ら
湧
く
限
り
あ
る
自

然
資
源
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
々
の
営
み
の
中

で
、
観
光
資
源
化
し
て
利
用
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
文
献
か
ら
知
っ
て
も
、
実
感
と
し
て
そ

れ
を
学
ぶ
こ
と
は
難
し
い
側
面
が
あ
る
。
湯

沢
は
温
泉
資
源
を
生
か
し
た
ジ
オ
パ
ー
ク
カ

レ
ッ
ジ
を
運
営
し
て
い
る
た
め
、
ゼ
ミ
の
趣

旨
を
理
解
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
温
泉
と
い

う
自
然
資
源
の
特
徴
、
そ
し
て
温
泉
を
取
り

巻
く
産
業
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
温
泉
地
と

は
何
か
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　地
域
の
課
題
を
学
び
、

②
課
題
解
決
に
取
り
組
む

　地
域
の
課
題
を
文
献
・
現
地
調
査
で
発
見

し
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
創
造
し
、
企
画
化
す
る
た
め
に
、
学
内
外

集
・
選
抜
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
就

職
希
望
も
含
め
温
泉
地
・
リ
ゾ
ー
ト
で
の
宿

泊
業
に
興
味
を
持
つ
学
生
が
多
い
特
徴
が
あ

る
。
ゼ
ミ
の
雰
囲
気
は
、
学
生
か
ら
「
ほ
の

ぼ
の
ゼ
ミ
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ゼ

ミ
で
切
磋
琢
磨
し
て
何
か
を
成
し
遂
げ
た
い

と
い
う
学
生
よ
り
、
観
光
を
通
し
て
視
野
を

広
げ
、
ゼ
ミ
活
動
で
成
長
し
た
い
と
い
う
学

生
が
多
い
印
象
が
あ
る
。

　ゼ
ミ
は
座
学
と
現
地
調
査
に
分
け
ら
れ
、

座
学
で
は
、
社
会
現
象
と
し
て
の
観
光
を
資

料
か
ら
読
み
解
く
方
法
を
文
献
輪
読
・
資
料

調
査
な
ど
か
ら
、
理
解
し
た
う
え
で
、
各
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
地
域
、
宿
泊
業
の
歴

史
、
現
状
、
課
題
を
学
び
、
4
年
間
の
集
大

成
と
し
て
卒
論
を
執
筆
す
る
こ
と
を
目
的
に

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
現
地
調
査
は
、
後
述

す
る
よ
う
に
各
学
年
に
よ
り
テ
ー
マ
を
持
ち

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
人
は
持
っ
て
い
る
知
識
か
ら
し
か

モ
ノ
・
コ
ト
が
見
え
な
い
」か
ら
こ
そ
、

現
地
へ

　私
自
身
、
大
学
・
大
学
院
を
通
し
て
、
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、「
人
は
持
っ
て
い

る
知
識
か
ら
し
か
モ
ノ
が
見
え
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、
観
光
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様
々
な
世

界
に
触
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」、「
何
の

た
め
に
学
び
、
ど
こ
に
返
し
て
い
く
の
か
を

考
え
て
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
」、「
歴
史
か

ら
観
光
の
現
状
と
課
題
を
読
み
解
い
て
み

る
」
と
い
う
言
葉
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　現
在
で
は
、
I
T
環
境
が
整
備
さ
れ
、
研

究
関
連
の
資
料
・
文
献
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は

飛
躍
的
に
進
歩
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
パ
ソ

コ
ン
の
前
で
、ボ
タ
ン
を
操
作
す
る
だ
け
で
、

過
去
、
現
在
の
情
報
を
瞬
く
間
に
得
る
こ
と

が
で
き
る
。
特
に
図
書
館
へ
も
入
場
制
限
が

あ
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ゼ
ミ
で
も
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
は

　ゼ
ミ
と
は
何
か
。
私
自
身
、
学
部
で
は
史

料
・
文
献
か
ら
歴
史
学
を
学
ん
で
い
た
た
め
、

大
学
院
で
観
光
学
に
転
学
し
た
際
、
ゼ
ミ
活

動
の
多
様
性
に
驚
か
さ
れ
た
。
一
方
、
異
な

る
学
問
分
野
に
お
い
て
も
ゼ
ミ
で
共
通
し
て

得
た
こ
と
は
「
研
究
す
る
楽
し
さ
」
で
あ
っ

た
。
以
後
、
史
料
・
文
献
と
現
地
調
査
と
い

う
両
輪
が
、
自
ら
の
研
究
に
お
い
て
も
、
ゼ

ミ
指
導
に
お
い
て
も
、「
当
た
り
前
」
に
存

在
し
て
い
た
。

　し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
こ
の
両
輪
の
一

つ
が
動
か
な
く
な
り
、
様
々
な
代
替
え
を
模

索
し
な
が
ら
、
新
た
に
得
た
も
の
、
そ
し
て

失
っ
た
も
の
の
大
き
さ
を
感
じ
た
日
々
で
あ

っ
た
。
2
0
2
2
年
は
、
ゆ
っ
く
り
で
は
あ

る
が
再
び
両
輪
が
そ
ろ
い
動
き
出
し
た
一
年

で
あ
り
、
ま
た
、
改
め
て
ゼ
ミ
活
動
を
再
考

す
る
一
年
と
も
な
っ
た
。

　本
学
部
は
観
光
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た

1
9
6
3
年
に
文
部
科
学
省
に
認
可
さ
れ

た
。
2
0
0
1
年
に
4
年
制
の
「
国
際
地
域

学
部 

国
際
観
光
学
科
」
へ
と
発
展
、
17
年

に
は
「
国
際
観
光
学
部
」
に
改
組
、
18
年
に

は
大
学
院
に
国
際
観
光
学
研
究
科
国
際
観
光

学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
、
博
士
後
期
課
程
）

を
開
設
し
た
。

　学
部
に
は
1
学
年
3
7
0
名
程
度
の
学
生

が
在
籍
し
、
1
年
次
に
観
光
学
に
関
す
る
基

礎
的
な
理
論
を
身
に
付
け
た
う
え
で
、
2
年

次
か
ら
よ
り
専
門
的
な
二
つ
の
学
問
領
域

（
観
光
政
策
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
系
領
域
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
系
領
域
）
に
分
か
れ
る
が
、
ゼ

ミ
に
関
し
て
は
ど
の
領
域
か
ら
で
も
参
加
可

能
で
あ
る
。
ゼ
ミ
は
2
年
次
秋
学
期
か
ら
必

修
科
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
年

度
に
よ
り
異
な
る
が
、
20
数
名
の
教
員
に
1

学
年
17
名
前
後
の
学
生
が
在
籍
す
る
。
学
際

的
な
学
部
の
特
色
と
し
て
、
指
導
教
員
の
専

門
性
に
基
づ
く
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

温
泉
地
の
温
故
知
新

過
去
か
ら
地
域
と
宿
泊
業
の

未
来
を
紐
解
く

　本
学
部
は
観
光
系
学
部
の
た
め
、
観
光
に

関
連
す
る
多
様
な
専
門
性
を
持
つ
教
員
が
在

籍
し
て
お
り
、
各
ゼ
ミ
は
、
指
導
教
員
の
専

門
性
を
色
濃
く
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
本
ゼ
ミ
は
、
主
に
温
泉
地
を
対
象
に
、

地
域
の
形
成
過
程
及
び
宿
泊
業
の
展
開
を
調

査
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
温
泉
地
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
学
ぶ
場
と
位
置
づ
け
て
、
募

で
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
本
年
度
は
東
洋
大
学
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
が

（
写
真
③
）、「
ほ
の
ぼ
の
ゼ
ミ
」
な
の
で
、

結
果
は
求
め
て
い
な
い
。
学
生
自
身
が
各
テ

ー
マ
に
あ
わ
せ
た
課
題
を
見
つ
け
、
そ
れ
を

解
決
す
る
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、
各
自

が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ

で
取
り
組
む
こ
と
が
中
心
で
あ
る
。
事
前
に

地
域
の
文
献
な
ど
を
調
べ
た
う
え
で
案
を
考

え
て
も
、
実
際
に
現
地
に
行
く
と
、
自
分
た

ち
が
「
知
ら
な
か
っ
た
」
こ
と
を
知
る
（
写

真
④
）。
こ
れ
を
通
し
て
現
地
調
査
と
文
献

調
査
の
両
方
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、そ
し
て
、

地
域
・
施
設
に
何
を
返
せ
る
の
か
を
考
え
て

研
究
に
取
り
組
み
こ
と
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ

必
要
不
可
欠
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ボ
タ
ン

一
つ
で
動
か
な
い
世
界
が
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
現
地
に
行
か
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
歴

史
・
文
化
が
あ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
伝

え
る
の
が
、
本
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
で
は
な
い
か

と
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

③
卒
論
に
取
り
組
む

　卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
際
に
は
、
対
象
に

つ
い
て
詳
細
に
調
査
す
る
と
と
も
に
、
俯
瞰

で
自
ら
の
研
究
を
見
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。そ
の
2
つ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

2
0
2
2
年
度
か
ら
新
た
な
活
動
を
取
り
入

れ
た
。3
年
次
に
旅
の
図
書
館
を
訪
問
し（
写

真
⑤
）、
観
光
に
関
す
る
テ
ー
マ
の
多
様
性
、

多
彩
な
研
究
方
法
、
そ
し
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

な
ど
の
古
書
を
調
査
資
料
に
で
き
る
こ
と
を

理
解
す
る
と
と
も
に
、
観
光
研
究
の
楽
し
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　ま
た
、
4
年
生
は
ゼ
ミ
の
特
徴
と
し
て
、

温
泉
地
・
リ
ゾ
ー
ト
、
宿
泊
業
を
卒
論
の
テ

ー
マ
に
す
る
学
生
が
多
い
た
め
、
希
望
者
の

み
で
草
津
温
泉
、
都
内
の
ホ
テ
ル
な
ど
に
行

き
、
調
査
を
行
っ
た
（
写
真
⑥
）。
3
年
次

ま
で
に
現
地
調
査
に
行
く
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
こ
の
学
年
は
、
狭
い
世
界
か
ら
特
定
の

課
題
に
だ
け
ネ
ッ
ト
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ

う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
例
年
に
な
く
、
指

導
の
難
し
さ
を
感
じ
る
日
々
だ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
調
査
を
通
し
て
、
学
生
の
視
野
の

広
が
り
と
成
長
過
程
を
見
ら
れ
た
こ
と
は
、

改
め
て
現
地
調
査
の
重
要
性
を
感
じ
る
で
き

ご
と
だ
っ
た
。

　

　
　卒
業
式
で
「
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。
い
つ

で
も
訪
ね
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
い
わ
れ
た

と
き
、
学
生
が
大
学
で
戻
る
場
所
、
戻
り
た

く
な
る
場
所
は
ど
こ
に
な
る
か
。
そ
の
一
つ

が
「
ゼ
ミ
で
過
ご
し
た
時
間
で
あ
り
、
そ
の

思
い
を
共
有
で
き
る
人
で
あ
り
、
ま
た
常
に

そ
こ
に
あ
る
場
」な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ゼ
ミ
は
、
彼
ら
が
卒
業
し
た
あ
と
も
、
共
通

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
る
。
特
に
本
ゼ

ミ
の
よ
う
に
宿
泊
業
を
目
指
し
、
そ
の
分
野

に
就
職
す
る
学
生
が
一
定
数
存
在
す
る
ゼ
ミ

は
、
将
来
に
わ
た
り
関
係
性
が
持
続
す
る
だ

ろ
う
。

　教
員
の
専
門
性
の
も
と
で
、
独
自
の
教
育

を
少
人
数
で
長
期
間
に
わ
た
り
行
う
ゼ
ミ

は
、
変
化
を
恐
れ
ず
挑
戦
す
る
こ
と
、
広
い

視
野
で
多
様
な
交
流
を
持
ち
、
観
光
を
学
ぶ

方
法
と
姿
勢
を
学
べ
る
場
で
も
あ
る
。
そ
こ

に
学
生
た
ち
の
「
観
光
を
研
究
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
」
が
あ
る
よ
う
、
今
後
も
ゼ
ミ
指
導

を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

2
．
ゼ
ミ
の
特
徴
と

テ
ー
マ

1
．
東
洋
大
学

国
際
観
光
学
部

に
お
け
る

ゼ
ミ
の
位
置
づ
け
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ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

東
洋
大
学
国
際
観
光
学
部
国
際
観
光
学
科

内
田
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

16
回

第

内
田 

彩（
う
ち
だ・あ
や
）

東
洋
大
学
国
際
観
光
学
部
国
際
観
光
学
科 

准
教
授
。

専
門
分
野 

観
光
歴
史
学
、観
光
行
動
論
。温
泉
地
の
歴
史・文
化
な

ど
を
研
究
。立
教
大
学
大
学
院
観
光
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期

課
程
修
了
。博
士（
観
光
学
）。大
阪
観
光
大
学
、千
葉
商
科
大
学
を

経
て
2
0
1
9
年
よ
り
現
職
。お
も
な
著
書
に
、共
著「
滞
在
型
観
光
」（
橋
本
俊
哉
編

『
観
光
学
全
集
観
光
行
動
論
』）、「
宿
泊
産
業
」（
飯
嶋
好
彦
編『
ホ
ス
ピ
タ
リ
ティ
産

業
論
』）な
ど
。日
本
観
光
研
究
学
会
理
事
、日
本
温
泉
地
域
学
会
常
務
理
事
な
ど
を

歴
任
。

過
去
と
現
在
の
対
話
を
通
し
て
観
光
の
未
来
を
紐
解
く

│ 

観
光
を
研
究
す
る
楽
し
さ
を
伝
え
た
い 

│

何
の
た
め
に
学
び
、

ど
こ
に
返
し
て
い
く
の
か

　研
究
活
動
を
行
う
う
え
で
、研
究
の
意
義
、

そ
し
て
研
究
成
果
の
社
会
還
元
は
重
要
な
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
学
生
の
現
地

調
査
も
ま
た
、
単
な
る
視
察
、
観
光
に
終
わ

ら
な
い
位
置
づ
け
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　2
0
2
0
年
度
、
2
0
2
1
年
度
は
現
地

調
査
が
す
べ
て
中
止
に
な
っ
た
た
め
、
本
年

度
は
、
改
め
て
現
地
調
査
の
意
義
を
問
い
直

し
、
3
つ
に
分
類
し
て
再
構
築
し
た
。

①
温
泉
資
源
を
学
ぶ

　秋
田
県
湯
沢
市
の
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
カ

レ
ッ
ジ
を
訪
れ
、
地
域
資
源
の
視
察
（
写
真

①
）、
産
業
体
験
（
実
習
）
を
済
ま
せ
た
う
え

で
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
と
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
（
写
真
②
）。

本
ゼ
ミ
は
別
名
「
温
泉
ゼ
ミ
」
と
も
い
わ
れ

る
が
、
温
泉
が
地
中
か
ら
湧
く
限
り
あ
る
自

然
資
源
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
々
の
営
み
の
中

で
、
観
光
資
源
化
し
て
利
用
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
文
献
か
ら
知
っ
て
も
、
実
感
と
し
て
そ

れ
を
学
ぶ
こ
と
は
難
し
い
側
面
が
あ
る
。
湯

沢
は
温
泉
資
源
を
生
か
し
た
ジ
オ
パ
ー
ク
カ

レ
ッ
ジ
を
運
営
し
て
い
る
た
め
、
ゼ
ミ
の
趣

旨
を
理
解
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
温
泉
と
い

う
自
然
資
源
の
特
徴
、
そ
し
て
温
泉
を
取
り

巻
く
産
業
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
温
泉
地
と

は
何
か
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　地
域
の
課
題
を
学
び
、

②
課
題
解
決
に
取
り
組
む

　地
域
の
課
題
を
文
献
・
現
地
調
査
で
発
見

し
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
創
造
し
、
企
画
化
す
る
た
め
に
、
学
内
外

集
・
選
抜
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
就

職
希
望
も
含
め
温
泉
地
・
リ
ゾ
ー
ト
で
の
宿

泊
業
に
興
味
を
持
つ
学
生
が
多
い
特
徴
が
あ

る
。
ゼ
ミ
の
雰
囲
気
は
、
学
生
か
ら
「
ほ
の

ぼ
の
ゼ
ミ
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ゼ

ミ
で
切
磋
琢
磨
し
て
何
か
を
成
し
遂
げ
た
い

と
い
う
学
生
よ
り
、
観
光
を
通
し
て
視
野
を

広
げ
、
ゼ
ミ
活
動
で
成
長
し
た
い
と
い
う
学

生
が
多
い
印
象
が
あ
る
。

　ゼ
ミ
は
座
学
と
現
地
調
査
に
分
け
ら
れ
、

座
学
で
は
、
社
会
現
象
と
し
て
の
観
光
を
資

料
か
ら
読
み
解
く
方
法
を
文
献
輪
読
・
資
料

調
査
な
ど
か
ら
、
理
解
し
た
う
え
で
、
各
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
地
域
、
宿
泊
業
の
歴

史
、
現
状
、
課
題
を
学
び
、
4
年
間
の
集
大

成
と
し
て
卒
論
を
執
筆
す
る
こ
と
を
目
的
に

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
現
地
調
査
は
、
後
述

す
る
よ
う
に
各
学
年
に
よ
り
テ
ー
マ
を
持
ち

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
人
は
持
っ
て
い
る
知
識
か
ら
し
か

モ
ノ
・
コ
ト
が
見
え
な
い
」か
ら
こ
そ
、

現
地
へ

　私
自
身
、
大
学
・
大
学
院
を
通
し
て
、
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、「
人
は
持
っ
て
い

る
知
識
か
ら
し
か
モ
ノ
が
見
え
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、
観
光
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様
々
な
世

界
に
触
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」、「
何
の

た
め
に
学
び
、
ど
こ
に
返
し
て
い
く
の
か
を

考
え
て
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
」、「
歴
史
か

ら
観
光
の
現
状
と
課
題
を
読
み
解
い
て
み

る
」
と
い
う
言
葉
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　現
在
で
は
、
I
T
環
境
が
整
備
さ
れ
、
研

究
関
連
の
資
料
・
文
献
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は

飛
躍
的
に
進
歩
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
パ
ソ

コ
ン
の
前
で
、ボ
タ
ン
を
操
作
す
る
だ
け
で
、

過
去
、
現
在
の
情
報
を
瞬
く
間
に
得
る
こ
と

が
で
き
る
。
特
に
図
書
館
へ
も
入
場
制
限
が

あ
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ゼ
ミ
で
も
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
は

　ゼ
ミ
と
は
何
か
。
私
自
身
、
学
部
で
は
史

料
・
文
献
か
ら
歴
史
学
を
学
ん
で
い
た
た
め
、

大
学
院
で
観
光
学
に
転
学
し
た
際
、
ゼ
ミ
活

動
の
多
様
性
に
驚
か
さ
れ
た
。
一
方
、
異
な

る
学
問
分
野
に
お
い
て
も
ゼ
ミ
で
共
通
し
て

得
た
こ
と
は
「
研
究
す
る
楽
し
さ
」
で
あ
っ

た
。
以
後
、
史
料
・
文
献
と
現
地
調
査
と
い

う
両
輪
が
、
自
ら
の
研
究
に
お
い
て
も
、
ゼ

ミ
指
導
に
お
い
て
も
、「
当
た
り
前
」
に
存

在
し
て
い
た
。

　し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
こ
の
両
輪
の
一

つ
が
動
か
な
く
な
り
、
様
々
な
代
替
え
を
模

索
し
な
が
ら
、
新
た
に
得
た
も
の
、
そ
し
て

失
っ
た
も
の
の
大
き
さ
を
感
じ
た
日
々
で
あ

っ
た
。
2
0
2
2
年
は
、
ゆ
っ
く
り
で
は
あ

る
が
再
び
両
輪
が
そ
ろ
い
動
き
出
し
た
一
年

で
あ
り
、
ま
た
、
改
め
て
ゼ
ミ
活
動
を
再
考

す
る
一
年
と
も
な
っ
た
。

　本
学
部
は
観
光
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た

1
9
6
3
年
に
文
部
科
学
省
に
認
可
さ
れ

た
。
2
0
0
1
年
に
4
年
制
の
「
国
際
地
域

学
部 

国
際
観
光
学
科
」
へ
と
発
展
、
17
年

に
は
「
国
際
観
光
学
部
」
に
改
組
、
18
年
に

は
大
学
院
に
国
際
観
光
学
研
究
科
国
際
観
光

学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
、
博
士
後
期
課
程
）

を
開
設
し
た
。

　学
部
に
は
1
学
年
3
7
0
名
程
度
の
学
生

が
在
籍
し
、
1
年
次
に
観
光
学
に
関
す
る
基

礎
的
な
理
論
を
身
に
付
け
た
う
え
で
、
2
年

次
か
ら
よ
り
専
門
的
な
二
つ
の
学
問
領
域

（
観
光
政
策
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
系
領
域
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
系
領
域
）
に
分
か
れ
る
が
、
ゼ

ミ
に
関
し
て
は
ど
の
領
域
か
ら
で
も
参
加
可

能
で
あ
る
。
ゼ
ミ
は
2
年
次
秋
学
期
か
ら
必

修
科
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
年

度
に
よ
り
異
な
る
が
、
20
数
名
の
教
員
に
1

学
年
17
名
前
後
の
学
生
が
在
籍
す
る
。
学
際

的
な
学
部
の
特
色
と
し
て
、
指
導
教
員
の
専

門
性
に
基
づ
く
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

温
泉
地
の
温
故
知
新

過
去
か
ら
地
域
と
宿
泊
業
の

未
来
を
紐
解
く

　本
学
部
は
観
光
系
学
部
の
た
め
、
観
光
に

関
連
す
る
多
様
な
専
門
性
を
持
つ
教
員
が
在

籍
し
て
お
り
、
各
ゼ
ミ
は
、
指
導
教
員
の
専

門
性
を
色
濃
く
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
本
ゼ
ミ
は
、
主
に
温
泉
地
を
対
象
に
、

地
域
の
形
成
過
程
及
び
宿
泊
業
の
展
開
を
調

査
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
温
泉
地
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
学
ぶ
場
と
位
置
づ
け
て
、
募

で
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
本
年
度
は
東
洋
大
学
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
が

（
写
真
③
）、「
ほ
の
ぼ
の
ゼ
ミ
」
な
の
で
、

結
果
は
求
め
て
い
な
い
。
学
生
自
身
が
各
テ

ー
マ
に
あ
わ
せ
た
課
題
を
見
つ
け
、
そ
れ
を

解
決
す
る
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、
各
自

が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ

で
取
り
組
む
こ
と
が
中
心
で
あ
る
。
事
前
に

地
域
の
文
献
な
ど
を
調
べ
た
う
え
で
案
を
考

え
て
も
、
実
際
に
現
地
に
行
く
と
、
自
分
た

ち
が
「
知
ら
な
か
っ
た
」
こ
と
を
知
る
（
写

真
④
）。
こ
れ
を
通
し
て
現
地
調
査
と
文
献

調
査
の
両
方
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、そ
し
て
、

地
域
・
施
設
に
何
を
返
せ
る
の
か
を
考
え
て

研
究
に
取
り
組
み
こ
と
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ

必
要
不
可
欠
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ボ
タ
ン

一
つ
で
動
か
な
い
世
界
が
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
現
地
に
行
か
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
歴

史
・
文
化
が
あ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
伝

え
る
の
が
、
本
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
で
は
な
い
か

と
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

③
卒
論
に
取
り
組
む

　卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
際
に
は
、
対
象
に

つ
い
て
詳
細
に
調
査
す
る
と
と
も
に
、
俯
瞰

で
自
ら
の
研
究
を
見
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。そ
の
2
つ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

2
0
2
2
年
度
か
ら
新
た
な
活
動
を
取
り
入

れ
た
。3
年
次
に
旅
の
図
書
館
を
訪
問
し（
写

真
⑤
）、
観
光
に
関
す
る
テ
ー
マ
の
多
様
性
、

多
彩
な
研
究
方
法
、
そ
し
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

な
ど
の
古
書
を
調
査
資
料
に
で
き
る
こ
と
を

理
解
す
る
と
と
も
に
、
観
光
研
究
の
楽
し
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　ま
た
、
4
年
生
は
ゼ
ミ
の
特
徴
と
し
て
、

温
泉
地
・
リ
ゾ
ー
ト
、
宿
泊
業
を
卒
論
の
テ

ー
マ
に
す
る
学
生
が
多
い
た
め
、
希
望
者
の

み
で
草
津
温
泉
、
都
内
の
ホ
テ
ル
な
ど
に
行

き
、
調
査
を
行
っ
た
（
写
真
⑥
）。
3
年
次

ま
で
に
現
地
調
査
に
行
く
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
こ
の
学
年
は
、
狭
い
世
界
か
ら
特
定
の

課
題
に
だ
け
ネ
ッ
ト
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ

う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
例
年
に
な
く
、
指

導
の
難
し
さ
を
感
じ
る
日
々
だ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
調
査
を
通
し
て
、
学
生
の
視
野
の

広
が
り
と
成
長
過
程
を
見
ら
れ
た
こ
と
は
、

改
め
て
現
地
調
査
の
重
要
性
を
感
じ
る
で
き

ご
と
だ
っ
た
。

　

　
　卒
業
式
で
「
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。
い
つ

で
も
訪
ね
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
い
わ
れ
た

と
き
、
学
生
が
大
学
で
戻
る
場
所
、
戻
り
た

く
な
る
場
所
は
ど
こ
に
な
る
か
。
そ
の
一
つ

が
「
ゼ
ミ
で
過
ご
し
た
時
間
で
あ
り
、
そ
の

思
い
を
共
有
で
き
る
人
で
あ
り
、
ま
た
常
に

そ
こ
に
あ
る
場
」な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ゼ
ミ
は
、
彼
ら
が
卒
業
し
た
あ
と
も
、
共
通

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
る
。
特
に
本
ゼ

ミ
の
よ
う
に
宿
泊
業
を
目
指
し
、
そ
の
分
野

に
就
職
す
る
学
生
が
一
定
数
存
在
す
る
ゼ
ミ

は
、
将
来
に
わ
た
り
関
係
性
が
持
続
す
る
だ

ろ
う
。

　教
員
の
専
門
性
の
も
と
で
、
独
自
の
教
育

を
少
人
数
で
長
期
間
に
わ
た
り
行
う
ゼ
ミ

は
、
変
化
を
恐
れ
ず
挑
戦
す
る
こ
と
、
広
い

視
野
で
多
様
な
交
流
を
持
ち
、
観
光
を
学
ぶ

方
法
と
姿
勢
を
学
べ
る
場
で
も
あ
る
。
そ
こ

に
学
生
た
ち
の
「
観
光
を
研
究
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
」
が
あ
る
よ
う
、
今
後
も
ゼ
ミ
指
導

を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

2
．
ゼ
ミ
の
特
徴
と

テ
ー
マ

1
．
東
洋
大
学

国
際
観
光
学
部

に
お
け
る

ゼ
ミ
の
位
置
づ
け

何
の
た
め
に
学
び
、

ど
こ
に
返
し
て
い
く
の
か

　研
究
活
動
を
行
う
う
え
で
、研
究
の
意
義
、

そ
し
て
研
究
成
果
の
社
会
還
元
は
重
要
な
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
学
生
の
現
地

調
査
も
ま
た
、
単
な
る
視
察
、
観
光
に
終
わ

ら
な
い
位
置
づ
け
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　2
0
2
0
年
度
、
2
0
2
1
年
度
は
現
地

調
査
が
す
べ
て
中
止
に
な
っ
た
た
め
、
本
年

度
は
、
改
め
て
現
地
調
査
の
意
義
を
問
い
直

し
、
3
つ
に
分
類
し
て
再
構
築
し
た
。

①
温
泉
資
源
を
学
ぶ

　秋
田
県
湯
沢
市
の
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
カ

レ
ッ
ジ
を
訪
れ
、
地
域
資
源
の
視
察
（
写
真

①
）、
産
業
体
験
（
実
習
）
を
済
ま
せ
た
う
え

で
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
と
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
（
写
真
②
）。

本
ゼ
ミ
は
別
名
「
温
泉
ゼ
ミ
」
と
も
い
わ
れ

る
が
、
温
泉
が
地
中
か
ら
湧
く
限
り
あ
る
自

然
資
源
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
々
の
営
み
の
中

で
、
観
光
資
源
化
し
て
利
用
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
文
献
か
ら
知
っ
て
も
、
実
感
と
し
て
そ

れ
を
学
ぶ
こ
と
は
難
し
い
側
面
が
あ
る
。
湯

沢
は
温
泉
資
源
を
生
か
し
た
ジ
オ
パ
ー
ク
カ

レ
ッ
ジ
を
運
営
し
て
い
る
た
め
、
ゼ
ミ
の
趣

旨
を
理
解
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
温
泉
と
い

う
自
然
資
源
の
特
徴
、
そ
し
て
温
泉
を
取
り

巻
く
産
業
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
温
泉
地
と

は
何
か
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　地
域
の
課
題
を
学
び
、

②
課
題
解
決
に
取
り
組
む

　地
域
の
課
題
を
文
献
・
現
地
調
査
で
発
見

し
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
創
造
し
、
企
画
化
す
る
た
め
に
、
学
内
外

集
・
選
抜
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
就

職
希
望
も
含
め
温
泉
地
・
リ
ゾ
ー
ト
で
の
宿

泊
業
に
興
味
を
持
つ
学
生
が
多
い
特
徴
が
あ

る
。
ゼ
ミ
の
雰
囲
気
は
、
学
生
か
ら
「
ほ
の

ぼ
の
ゼ
ミ
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ゼ

ミ
で
切
磋
琢
磨
し
て
何
か
を
成
し
遂
げ
た
い

と
い
う
学
生
よ
り
、
観
光
を
通
し
て
視
野
を

広
げ
、
ゼ
ミ
活
動
で
成
長
し
た
い
と
い
う
学

生
が
多
い
印
象
が
あ
る
。

　ゼ
ミ
は
座
学
と
現
地
調
査
に
分
け
ら
れ
、

座
学
で
は
、
社
会
現
象
と
し
て
の
観
光
を
資

料
か
ら
読
み
解
く
方
法
を
文
献
輪
読
・
資
料

調
査
な
ど
か
ら
、
理
解
し
た
う
え
で
、
各
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
地
域
、
宿
泊
業
の
歴

史
、
現
状
、
課
題
を
学
び
、
4
年
間
の
集
大

成
と
し
て
卒
論
を
執
筆
す
る
こ
と
を
目
的
に

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
現
地
調
査
は
、
後
述

す
る
よ
う
に
各
学
年
に
よ
り
テ
ー
マ
を
持
ち

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
人
は
持
っ
て
い
る
知
識
か
ら
し
か

モ
ノ
・
コ
ト
が
見
え
な
い
」か
ら
こ
そ
、

現
地
へ

　私
自
身
、
大
学
・
大
学
院
を
通
し
て
、
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、「
人
は
持
っ
て
い

る
知
識
か
ら
し
か
モ
ノ
が
見
え
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、
観
光
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様
々
な
世

界
に
触
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」、「
何
の

た
め
に
学
び
、
ど
こ
に
返
し
て
い
く
の
か
を

考
え
て
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
」、「
歴
史
か

ら
観
光
の
現
状
と
課
題
を
読
み
解
い
て
み

る
」
と
い
う
言
葉
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　現
在
で
は
、
I
T
環
境
が
整
備
さ
れ
、
研

究
関
連
の
資
料
・
文
献
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は

飛
躍
的
に
進
歩
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
パ
ソ

コ
ン
の
前
で
、ボ
タ
ン
を
操
作
す
る
だ
け
で
、

過
去
、
現
在
の
情
報
を
瞬
く
間
に
得
る
こ
と

が
で
き
る
。
特
に
図
書
館
へ
も
入
場
制
限
が

あ
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ゼ
ミ
で
も
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
は

　ゼ
ミ
と
は
何
か
。
私
自
身
、
学
部
で
は
史

料
・
文
献
か
ら
歴
史
学
を
学
ん
で
い
た
た
め
、

大
学
院
で
観
光
学
に
転
学
し
た
際
、
ゼ
ミ
活

動
の
多
様
性
に
驚
か
さ
れ
た
。
一
方
、
異
な

る
学
問
分
野
に
お
い
て
も
ゼ
ミ
で
共
通
し
て

得
た
こ
と
は
「
研
究
す
る
楽
し
さ
」
で
あ
っ

た
。
以
後
、
史
料
・
文
献
と
現
地
調
査
と
い

う
両
輪
が
、
自
ら
の
研
究
に
お
い
て
も
、
ゼ

ミ
指
導
に
お
い
て
も
、「
当
た
り
前
」
に
存

在
し
て
い
た
。

　し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
こ
の
両
輪
の
一

つ
が
動
か
な
く
な
り
、
様
々
な
代
替
え
を
模

索
し
な
が
ら
、
新
た
に
得
た
も
の
、
そ
し
て

失
っ
た
も
の
の
大
き
さ
を
感
じ
た
日
々
で
あ

っ
た
。
2
0
2
2
年
は
、
ゆ
っ
く
り
で
は
あ

る
が
再
び
両
輪
が
そ
ろ
い
動
き
出
し
た
一
年

で
あ
り
、
ま
た
、
改
め
て
ゼ
ミ
活
動
を
再
考

す
る
一
年
と
も
な
っ
た
。

　本
学
部
は
観
光
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た

1
9
6
3
年
に
文
部
科
学
省
に
認
可
さ
れ

た
。
2
0
0
1
年
に
4
年
制
の
「
国
際
地
域

学
部 

国
際
観
光
学
科
」
へ
と
発
展
、
17
年

に
は
「
国
際
観
光
学
部
」
に
改
組
、
18
年
に

は
大
学
院
に
国
際
観
光
学
研
究
科
国
際
観
光

学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
、
博
士
後
期
課
程
）

を
開
設
し
た
。

　学
部
に
は
1
学
年
3
7
0
名
程
度
の
学
生

が
在
籍
し
、
1
年
次
に
観
光
学
に
関
す
る
基

礎
的
な
理
論
を
身
に
付
け
た
う
え
で
、
2
年

次
か
ら
よ
り
専
門
的
な
二
つ
の
学
問
領
域

（
観
光
政
策
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
系
領
域
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
系
領
域
）
に
分
か
れ
る
が
、
ゼ

ミ
に
関
し
て
は
ど
の
領
域
か
ら
で
も
参
加
可

能
で
あ
る
。
ゼ
ミ
は
2
年
次
秋
学
期
か
ら
必

修
科
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
年

度
に
よ
り
異
な
る
が
、
20
数
名
の
教
員
に
1

学
年
17
名
前
後
の
学
生
が
在
籍
す
る
。
学
際

的
な
学
部
の
特
色
と
し
て
、
指
導
教
員
の
専

門
性
に
基
づ
く
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

温
泉
地
の
温
故
知
新

過
去
か
ら
地
域
と
宿
泊
業
の

未
来
を
紐
解
く

　本
学
部
は
観
光
系
学
部
の
た
め
、
観
光
に

関
連
す
る
多
様
な
専
門
性
を
持
つ
教
員
が
在

籍
し
て
お
り
、
各
ゼ
ミ
は
、
指
導
教
員
の
専

門
性
を
色
濃
く
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
本
ゼ
ミ
は
、
主
に
温
泉
地
を
対
象
に
、

地
域
の
形
成
過
程
及
び
宿
泊
業
の
展
開
を
調

査
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
温
泉
地
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
学
ぶ
場
と
位
置
づ
け
て
、
募

で
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
本
年
度
は
東
洋
大
学
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
が

（
写
真
③
）、「
ほ
の
ぼ
の
ゼ
ミ
」
な
の
で
、

結
果
は
求
め
て
い
な
い
。
学
生
自
身
が
各
テ

ー
マ
に
あ
わ
せ
た
課
題
を
見
つ
け
、
そ
れ
を

解
決
す
る
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、
各
自

が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ

で
取
り
組
む
こ
と
が
中
心
で
あ
る
。
事
前
に

地
域
の
文
献
な
ど
を
調
べ
た
う
え
で
案
を
考

え
て
も
、
実
際
に
現
地
に
行
く
と
、
自
分
た

ち
が
「
知
ら
な
か
っ
た
」
こ
と
を
知
る
（
写

真
④
）。
こ
れ
を
通
し
て
現
地
調
査
と
文
献

調
査
の
両
方
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、そ
し
て
、

地
域
・
施
設
に
何
を
返
せ
る
の
か
を
考
え
て

研
究
に
取
り
組
み
こ
と
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ

写真① 温泉はどこから湧くのか、天然の足湯を自らスコップで掘る
（川原の湯っこにて撮影）

写真② ジオガイドとグループワークを行い発表し、関係者との質疑応答をする
（湯沢市にて撮影）

写真③ 2年生は歴史的観光地の活性化を学ぶ。山梨県の身延町観光課、身延山観光協会、
久遠寺学芸員、旅館の方から話を聞き、企画を立案した（東洋大学にて）

写真④ 3年生は、温泉地の活性化を学ぶ。静岡県の焼津温泉で地域関係者や、静岡県温泉
協会、博物館、温泉施設のスタッフなどから話を聞く（元湯 なかむら館にて撮影）。

必
要
不
可
欠
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ボ
タ
ン

一
つ
で
動
か
な
い
世
界
が
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
現
地
に
行
か
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
歴

史
・
文
化
が
あ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
伝

え
る
の
が
、
本
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
で
は
な
い
か

と
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

③
卒
論
に
取
り
組
む

　卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
際
に
は
、
対
象
に

つ
い
て
詳
細
に
調
査
す
る
と
と
も
に
、
俯
瞰

で
自
ら
の
研
究
を
見
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。そ
の
2
つ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

2
0
2
2
年
度
か
ら
新
た
な
活
動
を
取
り
入

れ
た
。3
年
次
に
旅
の
図
書
館
を
訪
問
し（
写

真
⑤
）、
観
光
に
関
す
る
テ
ー
マ
の
多
様
性
、

多
彩
な
研
究
方
法
、
そ
し
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

な
ど
の
古
書
を
調
査
資
料
に
で
き
る
こ
と
を

理
解
す
る
と
と
も
に
、
観
光
研
究
の
楽
し
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　ま
た
、
4
年
生
は
ゼ
ミ
の
特
徴
と
し
て
、

温
泉
地
・
リ
ゾ
ー
ト
、
宿
泊
業
を
卒
論
の
テ

ー
マ
に
す
る
学
生
が
多
い
た
め
、
希
望
者
の

み
で
草
津
温
泉
、
都
内
の
ホ
テ
ル
な
ど
に
行

き
、
調
査
を
行
っ
た
（
写
真
⑥
）。
3
年
次

ま
で
に
現
地
調
査
に
行
く
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
こ
の
学
年
は
、
狭
い
世
界
か
ら
特
定
の

課
題
に
だ
け
ネ
ッ
ト
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ

う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
例
年
に
な
く
、
指

導
の
難
し
さ
を
感
じ
る
日
々
だ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
調
査
を
通
し
て
、
学
生
の
視
野
の

広
が
り
と
成
長
過
程
を
見
ら
れ
た
こ
と
は
、

改
め
て
現
地
調
査
の
重
要
性
を
感
じ
る
で
き

ご
と
だ
っ
た
。

　

　
　卒
業
式
で
「
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。
い
つ

で
も
訪
ね
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
い
わ
れ
た

と
き
、
学
生
が
大
学
で
戻
る
場
所
、
戻
り
た

く
な
る
場
所
は
ど
こ
に
な
る
か
。
そ
の
一
つ

が
「
ゼ
ミ
で
過
ご
し
た
時
間
で
あ
り
、
そ
の

思
い
を
共
有
で
き
る
人
で
あ
り
、
ま
た
常
に

そ
こ
に
あ
る
場
」な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ゼ
ミ
は
、
彼
ら
が
卒
業
し
た
あ
と
も
、
共
通

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
る
。
特
に
本
ゼ

ミ
の
よ
う
に
宿
泊
業
を
目
指
し
、
そ
の
分
野

に
就
職
す
る
学
生
が
一
定
数
存
在
す
る
ゼ
ミ

は
、
将
来
に
わ
た
り
関
係
性
が
持
続
す
る
だ

ろ
う
。

　教
員
の
専
門
性
の
も
と
で
、
独
自
の
教
育

を
少
人
数
で
長
期
間
に
わ
た
り
行
う
ゼ
ミ

は
、
変
化
を
恐
れ
ず
挑
戦
す
る
こ
と
、
広
い

視
野
で
多
様
な
交
流
を
持
ち
、
観
光
を
学
ぶ

方
法
と
姿
勢
を
学
べ
る
場
で
も
あ
る
。
そ
こ

に
学
生
た
ち
の
「
観
光
を
研
究
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
」
が
あ
る
よ
う
、
今
後
も
ゼ
ミ
指
導

を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

3
．
ゼ
ミ
の
活
動

現
地
に
行
く
か
ら
こ
そ

出
会
え
る
世
界
が
あ
る
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何
の
た
め
に
学
び
、

ど
こ
に
返
し
て
い
く
の
か

　研
究
活
動
を
行
う
う
え
で
、研
究
の
意
義
、

そ
し
て
研
究
成
果
の
社
会
還
元
は
重
要
な
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
学
生
の
現
地

調
査
も
ま
た
、
単
な
る
視
察
、
観
光
に
終
わ

ら
な
い
位
置
づ
け
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　2
0
2
0
年
度
、
2
0
2
1
年
度
は
現
地

調
査
が
す
べ
て
中
止
に
な
っ
た
た
め
、
本
年

度
は
、
改
め
て
現
地
調
査
の
意
義
を
問
い
直

し
、
3
つ
に
分
類
し
て
再
構
築
し
た
。

①
温
泉
資
源
を
学
ぶ

　秋
田
県
湯
沢
市
の
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
カ

レ
ッ
ジ
を
訪
れ
、
地
域
資
源
の
視
察
（
写
真

①
）、
産
業
体
験
（
実
習
）
を
済
ま
せ
た
う
え

で
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
と
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
（
写
真
②
）。

本
ゼ
ミ
は
別
名
「
温
泉
ゼ
ミ
」
と
も
い
わ
れ

る
が
、
温
泉
が
地
中
か
ら
湧
く
限
り
あ
る
自

然
資
源
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
々
の
営
み
の
中

で
、
観
光
資
源
化
し
て
利
用
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
文
献
か
ら
知
っ
て
も
、
実
感
と
し
て
そ

れ
を
学
ぶ
こ
と
は
難
し
い
側
面
が
あ
る
。
湯

沢
は
温
泉
資
源
を
生
か
し
た
ジ
オ
パ
ー
ク
カ

レ
ッ
ジ
を
運
営
し
て
い
る
た
め
、
ゼ
ミ
の
趣

旨
を
理
解
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
温
泉
と
い

う
自
然
資
源
の
特
徴
、
そ
し
て
温
泉
を
取
り

巻
く
産
業
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
温
泉
地
と

は
何
か
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　地
域
の
課
題
を
学
び
、

②
課
題
解
決
に
取
り
組
む

　地
域
の
課
題
を
文
献
・
現
地
調
査
で
発
見

し
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
創
造
し
、
企
画
化
す
る
た
め
に
、
学
内
外

集
・
選
抜
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
就

職
希
望
も
含
め
温
泉
地
・
リ
ゾ
ー
ト
で
の
宿

泊
業
に
興
味
を
持
つ
学
生
が
多
い
特
徴
が
あ

る
。
ゼ
ミ
の
雰
囲
気
は
、
学
生
か
ら
「
ほ
の

ぼ
の
ゼ
ミ
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ゼ

ミ
で
切
磋
琢
磨
し
て
何
か
を
成
し
遂
げ
た
い

と
い
う
学
生
よ
り
、
観
光
を
通
し
て
視
野
を

広
げ
、
ゼ
ミ
活
動
で
成
長
し
た
い
と
い
う
学

生
が
多
い
印
象
が
あ
る
。

　ゼ
ミ
は
座
学
と
現
地
調
査
に
分
け
ら
れ
、

座
学
で
は
、
社
会
現
象
と
し
て
の
観
光
を
資

料
か
ら
読
み
解
く
方
法
を
文
献
輪
読
・
資
料

調
査
な
ど
か
ら
、
理
解
し
た
う
え
で
、
各
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
地
域
、
宿
泊
業
の
歴

史
、
現
状
、
課
題
を
学
び
、
4
年
間
の
集
大

成
と
し
て
卒
論
を
執
筆
す
る
こ
と
を
目
的
に

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
現
地
調
査
は
、
後
述

す
る
よ
う
に
各
学
年
に
よ
り
テ
ー
マ
を
持
ち

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
人
は
持
っ
て
い
る
知
識
か
ら
し
か

モ
ノ
・
コ
ト
が
見
え
な
い
」か
ら
こ
そ
、

現
地
へ

　私
自
身
、
大
学
・
大
学
院
を
通
し
て
、
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、「
人
は
持
っ
て
い

る
知
識
か
ら
し
か
モ
ノ
が
見
え
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、
観
光
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様
々
な
世

界
に
触
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」、「
何
の

た
め
に
学
び
、
ど
こ
に
返
し
て
い
く
の
か
を

考
え
て
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
」、「
歴
史
か

ら
観
光
の
現
状
と
課
題
を
読
み
解
い
て
み

る
」
と
い
う
言
葉
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　現
在
で
は
、
I
T
環
境
が
整
備
さ
れ
、
研

究
関
連
の
資
料
・
文
献
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は

飛
躍
的
に
進
歩
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
パ
ソ

コ
ン
の
前
で
、ボ
タ
ン
を
操
作
す
る
だ
け
で
、

過
去
、
現
在
の
情
報
を
瞬
く
間
に
得
る
こ
と

が
で
き
る
。
特
に
図
書
館
へ
も
入
場
制
限
が

あ
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ゼ
ミ
で
も
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
は

　ゼ
ミ
と
は
何
か
。
私
自
身
、
学
部
で
は
史

料
・
文
献
か
ら
歴
史
学
を
学
ん
で
い
た
た
め
、

大
学
院
で
観
光
学
に
転
学
し
た
際
、
ゼ
ミ
活

動
の
多
様
性
に
驚
か
さ
れ
た
。
一
方
、
異
な

る
学
問
分
野
に
お
い
て
も
ゼ
ミ
で
共
通
し
て

得
た
こ
と
は
「
研
究
す
る
楽
し
さ
」
で
あ
っ

た
。
以
後
、
史
料
・
文
献
と
現
地
調
査
と
い

う
両
輪
が
、
自
ら
の
研
究
に
お
い
て
も
、
ゼ

ミ
指
導
に
お
い
て
も
、「
当
た
り
前
」
に
存

在
し
て
い
た
。

　し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
こ
の
両
輪
の
一

つ
が
動
か
な
く
な
り
、
様
々
な
代
替
え
を
模

索
し
な
が
ら
、
新
た
に
得
た
も
の
、
そ
し
て

失
っ
た
も
の
の
大
き
さ
を
感
じ
た
日
々
で
あ

っ
た
。
2
0
2
2
年
は
、
ゆ
っ
く
り
で
は
あ

る
が
再
び
両
輪
が
そ
ろ
い
動
き
出
し
た
一
年

で
あ
り
、
ま
た
、
改
め
て
ゼ
ミ
活
動
を
再
考

す
る
一
年
と
も
な
っ
た
。

　本
学
部
は
観
光
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た

1
9
6
3
年
に
文
部
科
学
省
に
認
可
さ
れ

た
。
2
0
0
1
年
に
4
年
制
の
「
国
際
地
域

学
部 

国
際
観
光
学
科
」
へ
と
発
展
、
17
年

に
は
「
国
際
観
光
学
部
」
に
改
組
、
18
年
に

は
大
学
院
に
国
際
観
光
学
研
究
科
国
際
観
光

学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
、
博
士
後
期
課
程
）

を
開
設
し
た
。

　学
部
に
は
1
学
年
3
7
0
名
程
度
の
学
生

が
在
籍
し
、
1
年
次
に
観
光
学
に
関
す
る
基

礎
的
な
理
論
を
身
に
付
け
た
う
え
で
、
2
年

次
か
ら
よ
り
専
門
的
な
二
つ
の
学
問
領
域

（
観
光
政
策
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
系
領
域
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
系
領
域
）
に
分
か
れ
る
が
、
ゼ

ミ
に
関
し
て
は
ど
の
領
域
か
ら
で
も
参
加
可

能
で
あ
る
。
ゼ
ミ
は
2
年
次
秋
学
期
か
ら
必

修
科
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
年

度
に
よ
り
異
な
る
が
、
20
数
名
の
教
員
に
1

学
年
17
名
前
後
の
学
生
が
在
籍
す
る
。
学
際

的
な
学
部
の
特
色
と
し
て
、
指
導
教
員
の
専

門
性
に
基
づ
く
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

温
泉
地
の
温
故
知
新

過
去
か
ら
地
域
と
宿
泊
業
の

未
来
を
紐
解
く

　本
学
部
は
観
光
系
学
部
の
た
め
、
観
光
に

関
連
す
る
多
様
な
専
門
性
を
持
つ
教
員
が
在

籍
し
て
お
り
、
各
ゼ
ミ
は
、
指
導
教
員
の
専

門
性
を
色
濃
く
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
本
ゼ
ミ
は
、
主
に
温
泉
地
を
対
象
に
、

地
域
の
形
成
過
程
及
び
宿
泊
業
の
展
開
を
調

査
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
温
泉
地
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
学
ぶ
場
と
位
置
づ
け
て
、
募

で
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
本
年
度
は
東
洋
大
学
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
が

（
写
真
③
）、「
ほ
の
ぼ
の
ゼ
ミ
」
な
の
で
、

結
果
は
求
め
て
い
な
い
。
学
生
自
身
が
各
テ

ー
マ
に
あ
わ
せ
た
課
題
を
見
つ
け
、
そ
れ
を

解
決
す
る
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、
各
自

が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ

で
取
り
組
む
こ
と
が
中
心
で
あ
る
。
事
前
に

地
域
の
文
献
な
ど
を
調
べ
た
う
え
で
案
を
考

え
て
も
、
実
際
に
現
地
に
行
く
と
、
自
分
た

ち
が
「
知
ら
な
か
っ
た
」
こ
と
を
知
る
（
写

真
④
）。
こ
れ
を
通
し
て
現
地
調
査
と
文
献

調
査
の
両
方
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、そ
し
て
、

地
域
・
施
設
に
何
を
返
せ
る
の
か
を
考
え
て

研
究
に
取
り
組
み
こ
と
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ

写真① 温泉はどこから湧くのか、天然の足湯を自らスコップで掘る
（川原の湯っこにて撮影）

写真② ジオガイドとグループワークを行い発表し、関係者との質疑応答をする
（湯沢市にて撮影）

写真③ 2年生は歴史的観光地の活性化を学ぶ。山梨県の身延町観光課、身延山観光協会、
久遠寺学芸員、旅館の方から話を聞き、企画を立案した（東洋大学にて）

写真④ 3年生は、温泉地の活性化を学ぶ。静岡県の焼津温泉で地域関係者や、静岡県温泉
協会、博物館、温泉施設のスタッフなどから話を聞く（元湯 なかむら館にて撮影）。

必
要
不
可
欠
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ボ
タ
ン

一
つ
で
動
か
な
い
世
界
が
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
現
地
に
行
か
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
歴

史
・
文
化
が
あ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
伝

え
る
の
が
、
本
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
で
は
な
い
か

と
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

③
卒
論
に
取
り
組
む

　卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
際
に
は
、
対
象
に

つ
い
て
詳
細
に
調
査
す
る
と
と
も
に
、
俯
瞰

で
自
ら
の
研
究
を
見
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。そ
の
2
つ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

2
0
2
2
年
度
か
ら
新
た
な
活
動
を
取
り
入

れ
た
。3
年
次
に
旅
の
図
書
館
を
訪
問
し（
写

真
⑤
）、
観
光
に
関
す
る
テ
ー
マ
の
多
様
性
、

多
彩
な
研
究
方
法
、
そ
し
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

な
ど
の
古
書
を
調
査
資
料
に
で
き
る
こ
と
を

理
解
す
る
と
と
も
に
、
観
光
研
究
の
楽
し
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　ま
た
、
4
年
生
は
ゼ
ミ
の
特
徴
と
し
て
、

温
泉
地
・
リ
ゾ
ー
ト
、
宿
泊
業
を
卒
論
の
テ

ー
マ
に
す
る
学
生
が
多
い
た
め
、
希
望
者
の

み
で
草
津
温
泉
、
都
内
の
ホ
テ
ル
な
ど
に
行

き
、
調
査
を
行
っ
た
（
写
真
⑥
）。
3
年
次

ま
で
に
現
地
調
査
に
行
く
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
こ
の
学
年
は
、
狭
い
世
界
か
ら
特
定
の

課
題
に
だ
け
ネ
ッ
ト
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ

う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
例
年
に
な
く
、
指

導
の
難
し
さ
を
感
じ
る
日
々
だ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
調
査
を
通
し
て
、
学
生
の
視
野
の

広
が
り
と
成
長
過
程
を
見
ら
れ
た
こ
と
は
、

改
め
て
現
地
調
査
の
重
要
性
を
感
じ
る
で
き

ご
と
だ
っ
た
。

　

　
　卒
業
式
で
「
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。
い
つ

で
も
訪
ね
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
い
わ
れ
た

と
き
、
学
生
が
大
学
で
戻
る
場
所
、
戻
り
た

く
な
る
場
所
は
ど
こ
に
な
る
か
。
そ
の
一
つ

が
「
ゼ
ミ
で
過
ご
し
た
時
間
で
あ
り
、
そ
の

思
い
を
共
有
で
き
る
人
で
あ
り
、
ま
た
常
に

そ
こ
に
あ
る
場
」な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ゼ
ミ
は
、
彼
ら
が
卒
業
し
た
あ
と
も
、
共
通

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
る
。
特
に
本
ゼ

ミ
の
よ
う
に
宿
泊
業
を
目
指
し
、
そ
の
分
野

に
就
職
す
る
学
生
が
一
定
数
存
在
す
る
ゼ
ミ

は
、
将
来
に
わ
た
り
関
係
性
が
持
続
す
る
だ

ろ
う
。

　教
員
の
専
門
性
の
も
と
で
、
独
自
の
教
育

を
少
人
数
で
長
期
間
に
わ
た
り
行
う
ゼ
ミ

は
、
変
化
を
恐
れ
ず
挑
戦
す
る
こ
と
、
広
い

視
野
で
多
様
な
交
流
を
持
ち
、
観
光
を
学
ぶ

方
法
と
姿
勢
を
学
べ
る
場
で
も
あ
る
。
そ
こ

に
学
生
た
ち
の
「
観
光
を
研
究
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
」
が
あ
る
よ
う
、
今
後
も
ゼ
ミ
指
導

を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

3
．
ゼ
ミ
の
活
動

現
地
に
行
く
か
ら
こ
そ

出
会
え
る
世
界
が
あ
る
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何
の
た
め
に
学
び
、

ど
こ
に
返
し
て
い
く
の
か

　研
究
活
動
を
行
う
う
え
で
、研
究
の
意
義
、

そ
し
て
研
究
成
果
の
社
会
還
元
は
重
要
な
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
学
生
の
現
地

調
査
も
ま
た
、
単
な
る
視
察
、
観
光
に
終
わ

ら
な
い
位
置
づ
け
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　2
0
2
0
年
度
、
2
0
2
1
年
度
は
現
地

調
査
が
す
べ
て
中
止
に
な
っ
た
た
め
、
本
年

度
は
、
改
め
て
現
地
調
査
の
意
義
を
問
い
直

し
、
3
つ
に
分
類
し
て
再
構
築
し
た
。

①
温
泉
資
源
を
学
ぶ

　秋
田
県
湯
沢
市
の
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
カ

レ
ッ
ジ
を
訪
れ
、
地
域
資
源
の
視
察
（
写
真

①
）、
産
業
体
験
（
実
習
）
を
済
ま
せ
た
う
え

で
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
と
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
（
写
真
②
）。

本
ゼ
ミ
は
別
名
「
温
泉
ゼ
ミ
」
と
も
い
わ
れ

る
が
、
温
泉
が
地
中
か
ら
湧
く
限
り
あ
る
自

然
資
源
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
々
の
営
み
の
中

で
、
観
光
資
源
化
し
て
利
用
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
文
献
か
ら
知
っ
て
も
、
実
感
と
し
て
そ

れ
を
学
ぶ
こ
と
は
難
し
い
側
面
が
あ
る
。
湯

沢
は
温
泉
資
源
を
生
か
し
た
ジ
オ
パ
ー
ク
カ

レ
ッ
ジ
を
運
営
し
て
い
る
た
め
、
ゼ
ミ
の
趣

旨
を
理
解
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
温
泉
と
い

う
自
然
資
源
の
特
徴
、
そ
し
て
温
泉
を
取
り

巻
く
産
業
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
温
泉
地
と

は
何
か
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　地
域
の
課
題
を
学
び
、

②
課
題
解
決
に
取
り
組
む

　地
域
の
課
題
を
文
献
・
現
地
調
査
で
発
見

し
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
創
造
し
、
企
画
化
す
る
た
め
に
、
学
内
外

集
・
選
抜
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
就

職
希
望
も
含
め
温
泉
地
・
リ
ゾ
ー
ト
で
の
宿

泊
業
に
興
味
を
持
つ
学
生
が
多
い
特
徴
が
あ

る
。
ゼ
ミ
の
雰
囲
気
は
、
学
生
か
ら
「
ほ
の

ぼ
の
ゼ
ミ
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ゼ

ミ
で
切
磋
琢
磨
し
て
何
か
を
成
し
遂
げ
た
い

と
い
う
学
生
よ
り
、
観
光
を
通
し
て
視
野
を

広
げ
、
ゼ
ミ
活
動
で
成
長
し
た
い
と
い
う
学

生
が
多
い
印
象
が
あ
る
。

　ゼ
ミ
は
座
学
と
現
地
調
査
に
分
け
ら
れ
、

座
学
で
は
、
社
会
現
象
と
し
て
の
観
光
を
資

料
か
ら
読
み
解
く
方
法
を
文
献
輪
読
・
資
料

調
査
な
ど
か
ら
、
理
解
し
た
う
え
で
、
各
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
地
域
、
宿
泊
業
の
歴

史
、
現
状
、
課
題
を
学
び
、
4
年
間
の
集
大

成
と
し
て
卒
論
を
執
筆
す
る
こ
と
を
目
的
に

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
現
地
調
査
は
、
後
述

す
る
よ
う
に
各
学
年
に
よ
り
テ
ー
マ
を
持
ち

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
人
は
持
っ
て
い
る
知
識
か
ら
し
か

モ
ノ
・
コ
ト
が
見
え
な
い
」か
ら
こ
そ
、

現
地
へ

　私
自
身
、
大
学
・
大
学
院
を
通
し
て
、
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、「
人
は
持
っ
て
い

る
知
識
か
ら
し
か
モ
ノ
が
見
え
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、
観
光
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様
々
な
世

界
に
触
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」、「
何
の

た
め
に
学
び
、
ど
こ
に
返
し
て
い
く
の
か
を

考
え
て
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
」、「
歴
史
か

ら
観
光
の
現
状
と
課
題
を
読
み
解
い
て
み

る
」
と
い
う
言
葉
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　現
在
で
は
、
I
T
環
境
が
整
備
さ
れ
、
研

究
関
連
の
資
料
・
文
献
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は

飛
躍
的
に
進
歩
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
パ
ソ

コ
ン
の
前
で
、ボ
タ
ン
を
操
作
す
る
だ
け
で
、

過
去
、
現
在
の
情
報
を
瞬
く
間
に
得
る
こ
と

が
で
き
る
。
特
に
図
書
館
へ
も
入
場
制
限
が

あ
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ゼ
ミ
で
も
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
は

　ゼ
ミ
と
は
何
か
。
私
自
身
、
学
部
で
は
史

料
・
文
献
か
ら
歴
史
学
を
学
ん
で
い
た
た
め
、

大
学
院
で
観
光
学
に
転
学
し
た
際
、
ゼ
ミ
活

動
の
多
様
性
に
驚
か
さ
れ
た
。
一
方
、
異
な

る
学
問
分
野
に
お
い
て
も
ゼ
ミ
で
共
通
し
て

得
た
こ
と
は
「
研
究
す
る
楽
し
さ
」
で
あ
っ

た
。
以
後
、
史
料
・
文
献
と
現
地
調
査
と
い

う
両
輪
が
、
自
ら
の
研
究
に
お
い
て
も
、
ゼ

ミ
指
導
に
お
い
て
も
、「
当
た
り
前
」
に
存

在
し
て
い
た
。

　し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
こ
の
両
輪
の
一

つ
が
動
か
な
く
な
り
、
様
々
な
代
替
え
を
模

索
し
な
が
ら
、
新
た
に
得
た
も
の
、
そ
し
て

失
っ
た
も
の
の
大
き
さ
を
感
じ
た
日
々
で
あ

っ
た
。
2
0
2
2
年
は
、
ゆ
っ
く
り
で
は
あ

る
が
再
び
両
輪
が
そ
ろ
い
動
き
出
し
た
一
年

で
あ
り
、
ま
た
、
改
め
て
ゼ
ミ
活
動
を
再
考

す
る
一
年
と
も
な
っ
た
。

　本
学
部
は
観
光
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た

1
9
6
3
年
に
文
部
科
学
省
に
認
可
さ
れ

た
。
2
0
0
1
年
に
4
年
制
の
「
国
際
地
域

学
部 

国
際
観
光
学
科
」
へ
と
発
展
、
17
年

に
は
「
国
際
観
光
学
部
」
に
改
組
、
18
年
に

は
大
学
院
に
国
際
観
光
学
研
究
科
国
際
観
光

学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
、
博
士
後
期
課
程
）

を
開
設
し
た
。

　学
部
に
は
1
学
年
3
7
0
名
程
度
の
学
生

が
在
籍
し
、
1
年
次
に
観
光
学
に
関
す
る
基

礎
的
な
理
論
を
身
に
付
け
た
う
え
で
、
2
年

次
か
ら
よ
り
専
門
的
な
二
つ
の
学
問
領
域

（
観
光
政
策
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
系
領
域
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
系
領
域
）
に
分
か
れ
る
が
、
ゼ

ミ
に
関
し
て
は
ど
の
領
域
か
ら
で
も
参
加
可

能
で
あ
る
。
ゼ
ミ
は
2
年
次
秋
学
期
か
ら
必

修
科
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
年

度
に
よ
り
異
な
る
が
、
20
数
名
の
教
員
に
1

学
年
17
名
前
後
の
学
生
が
在
籍
す
る
。
学
際

的
な
学
部
の
特
色
と
し
て
、
指
導
教
員
の
専

門
性
に
基
づ
く
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

温
泉
地
の
温
故
知
新

過
去
か
ら
地
域
と
宿
泊
業
の

未
来
を
紐
解
く

　本
学
部
は
観
光
系
学
部
の
た
め
、
観
光
に

関
連
す
る
多
様
な
専
門
性
を
持
つ
教
員
が
在

籍
し
て
お
り
、
各
ゼ
ミ
は
、
指
導
教
員
の
専

門
性
を
色
濃
く
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
本
ゼ
ミ
は
、
主
に
温
泉
地
を
対
象
に
、

地
域
の
形
成
過
程
及
び
宿
泊
業
の
展
開
を
調

査
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
温
泉
地
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
学
ぶ
場
と
位
置
づ
け
て
、
募

で
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
本
年
度
は
東
洋
大
学
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
が

（
写
真
③
）、「
ほ
の
ぼ
の
ゼ
ミ
」
な
の
で
、

結
果
は
求
め
て
い
な
い
。
学
生
自
身
が
各
テ

ー
マ
に
あ
わ
せ
た
課
題
を
見
つ
け
、
そ
れ
を

解
決
す
る
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、
各
自

が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ

で
取
り
組
む
こ
と
が
中
心
で
あ
る
。
事
前
に

地
域
の
文
献
な
ど
を
調
べ
た
う
え
で
案
を
考

え
て
も
、
実
際
に
現
地
に
行
く
と
、
自
分
た

ち
が
「
知
ら
な
か
っ
た
」
こ
と
を
知
る
（
写

真
④
）。
こ
れ
を
通
し
て
現
地
調
査
と
文
献

調
査
の
両
方
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、そ
し
て
、

地
域
・
施
設
に
何
を
返
せ
る
の
か
を
考
え
て

研
究
に
取
り
組
み
こ
と
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ

写真⑤ 館長から資料収集の方法を学ぶとともに、司書のサポートを受けて、
一冊の本から広がる知の世界に触れ、本を読む面白さを体験（旅の図書館にて撮影）

写真⑥ コロナ禍の影響を受け、卒論のテーマとしてホカンス、コンセプトルームなどが多く
見られたため、都内のアートホテルを調査（パークホテル東京にて撮影）

必
要
不
可
欠
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ボ
タ
ン

一
つ
で
動
か
な
い
世
界
が
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
現
地
に
行
か
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
歴

史
・
文
化
が
あ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
伝

え
る
の
が
、
本
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
で
は
な
い
か

と
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

③
卒
論
に
取
り
組
む

　卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
際
に
は
、
対
象
に

つ
い
て
詳
細
に
調
査
す
る
と
と
も
に
、
俯
瞰

で
自
ら
の
研
究
を
見
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。そ
の
2
つ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

2
0
2
2
年
度
か
ら
新
た
な
活
動
を
取
り
入

れ
た
。3
年
次
に
旅
の
図
書
館
を
訪
問
し（
写

真
⑤
）、
観
光
に
関
す
る
テ
ー
マ
の
多
様
性
、

多
彩
な
研
究
方
法
、
そ
し
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

な
ど
の
古
書
を
調
査
資
料
に
で
き
る
こ
と
を

理
解
す
る
と
と
も
に
、
観
光
研
究
の
楽
し
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　ま
た
、
4
年
生
は
ゼ
ミ
の
特
徴
と
し
て
、

温
泉
地
・
リ
ゾ
ー
ト
、
宿
泊
業
を
卒
論
の
テ

ー
マ
に
す
る
学
生
が
多
い
た
め
、
希
望
者
の

み
で
草
津
温
泉
、
都
内
の
ホ
テ
ル
な
ど
に
行

き
、
調
査
を
行
っ
た
（
写
真
⑥
）。
3
年
次

ま
で
に
現
地
調
査
に
行
く
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
こ
の
学
年
は
、
狭
い
世
界
か
ら
特
定
の

課
題
に
だ
け
ネ
ッ
ト
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ

う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
例
年
に
な
く
、
指

導
の
難
し
さ
を
感
じ
る
日
々
だ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
調
査
を
通
し
て
、
学
生
の
視
野
の

広
が
り
と
成
長
過
程
を
見
ら
れ
た
こ
と
は
、

改
め
て
現
地
調
査
の
重
要
性
を
感
じ
る
で
き

ご
と
だ
っ
た
。

　

　
　卒
業
式
で
「
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。
い
つ

で
も
訪
ね
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
い
わ
れ
た

と
き
、
学
生
が
大
学
で
戻
る
場
所
、
戻
り
た

く
な
る
場
所
は
ど
こ
に
な
る
か
。
そ
の
一
つ

が
「
ゼ
ミ
で
過
ご
し
た
時
間
で
あ
り
、
そ
の

思
い
を
共
有
で
き
る
人
で
あ
り
、
ま
た
常
に

そ
こ
に
あ
る
場
」な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ゼ
ミ
は
、
彼
ら
が
卒
業
し
た
あ
と
も
、
共
通

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
る
。
特
に
本
ゼ

ミ
の
よ
う
に
宿
泊
業
を
目
指
し
、
そ
の
分
野

に
就
職
す
る
学
生
が
一
定
数
存
在
す
る
ゼ
ミ

は
、
将
来
に
わ
た
り
関
係
性
が
持
続
す
る
だ

ろ
う
。

　教
員
の
専
門
性
の
も
と
で
、
独
自
の
教
育

を
少
人
数
で
長
期
間
に
わ
た
り
行
う
ゼ
ミ

は
、
変
化
を
恐
れ
ず
挑
戦
す
る
こ
と
、
広
い

視
野
で
多
様
な
交
流
を
持
ち
、
観
光
を
学
ぶ

方
法
と
姿
勢
を
学
べ
る
場
で
も
あ
る
。
そ
こ

に
学
生
た
ち
の
「
観
光
を
研
究
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
」
が
あ
る
よ
う
、
今
後
も
ゼ
ミ
指
導

を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

4
．
ま
と
め

交
流
の
場
と
し
て
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キ
リ
ン
の
首
の
骨
（
頸
椎
）
は
何
本

あ
る
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
実
は

ほ
と
ん
ど
の
哺
乳
類
の
首
は
見
た
目

の
長
さ
に
か
か
わ
ら
ず
7
個
の
頸
椎

か
ら
成
り
立
ち
ま
す
。
キ
リ
ン
の
首

の
骨
は
ヒ
ト
と
同
じ
く
7
個
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
今
か
ら
数
年

前
、
第
一
胸
椎
が
高
い
可
動
性
を
持

ち
全
部
で
8
個
の
背
骨
が
首
の
運
動

に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
正
解
は
8

個
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
キ
リ
ン
の
首
の
骨
が
7
個

で
あ
ろ
う
が
8
個
で
あ
ろ
う
が
一
般

人
と
し
て
は
ど
う
だ
っ
て
い
い
、
と

い
う
言
い
方
も
で
き
ま
す
。
一
部
の

生
物
学
者
も
し
く
は
解
剖
学
者
に

と
っ
て
は
重
要
な
発
見
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
社
会
通
念
上
、
そ
れ
が
実
社

会
に
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
の
か

考
え
て
み
る
と
甚
だ
心
も
と
な
く
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
最
近
に
な
っ
て

こ
の
第
一
胸
椎
に
よ
り
キ
リ
ン
の
首

の
上
下
の
可
動
域
が
50
㎝
も
広
が
る

構
造
を
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
や
バ
ッ
ク

ホ
ー
等
の
重
機
の
構
造
に
運
用
す
る

研
究
が
始
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
自

然
科
学
が
産
業
技
術
に
与
え
る
影
響

は
決
し
て
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
私
事
で
す
が
昨
年
齢
61
を

迎
え
知
力
・
体
力
の
衰
え
を
と
み
に

実
感
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
A
I

や
I
T
は
年
を
追
う
ご
と
に
複
雑
さ

を
増
し
、
知
力
の
衰
え
た
私
に
と
っ

て
は
用
語
レ
ベ
ル
で
す
ら
つ
い
て
い

け
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
人
生
1
0
0
年
時
代
を

迎
え
た
現
在
、
残
り
40
年
近
く
を「
わ

か
ら
な
い
」ま
ま
過
ご
す
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
良
い
の
か
自
問
自
答
し

た
末
に
心
機
一
転
、
日
本
デ
ィ
ー
プ

ラ
ー
ニ
ン
グ
協
会
が
主
催
し
て
い
る

「
G
検
定
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
当
方
根
っ
か
ら
の
文
系
で
す
が

「
G
検
定
に
は
初
級
高
校
数
学
が
必

要
」
と
言
わ
れ
焦
り
ま
く
り
「
サ
ル
で

も
わ
か
る
偏
微
分
（
高
3
レ
ベ
ル
）」
を

購
入
。
微
分
ど
こ
ろ
か
Σ
も
、
そ
う

い
え
ば
シ
グ
マ
と
読
む
の
だ
っ
た
と

い
う
レ
ベ
ル
の
超
門
外
漢
。
し
か
も

そ
の
成
り
立
ち
か
ら
か
英
語
が
バ
ン

バ
ン
出
て
き
ま
す
が
、
白
状
す
る
と

そ
ち
ら
も
門
外
漢
（
情
け
な
い
）。
危

う
く
白
旗
を
あ
げ
、
全
面
降
伏
す
る

と
こ
ろ
で
し
た
。

　
そ
の
現
状
を
救
っ
た
の
が
今
回
ご

紹
介
す
る
篠
田
裕
之
著
『
と
な
り
の

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
』。
副
題
に
は
「
自
分

で
答
え
を
出
す
た
め
の
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
思
考
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
も

そ
も
私
が
生
業
と
し
て
い
る
観
光
業

は
労
働
生
産
性
が
低
く
D
X
化
が
立

ち
遅
れ
て
い
る
産
業
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
で
は
既
存
す
る
A
I

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
機
械
的
に
当
て
は
め

わたしの１冊
28回第

『となりの
アルゴリズム』

篠田裕之・著
光文社刊

佐
藤 

勘
三
郎（
さ
と
う・か
ん
ざ
ぶ
ろ
う
）

宮
城
県
仙
台
市
秋
保
温
泉
　株
式
会
社
ホ
テ
ル
佐
勘
　代
表
取
締
役
社
長

東
北
学
院
大
学
経
済
学
部
卒
業
。1
9
8
8
年
4
月
株
式
会
社
ホ
テ
ル
佐
勘
入
社
。

1
9
9
0
年
2
月
専
務
取
締
役
就
任
。2
0
0
5
年
8
月
代
表
取
締
役
社
長
就
任
、

氏
名
を
佐
藤
善
也
か
ら
佐
藤
勘
三
郎
に
変
更（
襲
名
）現
在
に
至
る
。全
国
旅
館
ホ

テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会 

常
任
理
事
、宮
城
県
ホ
テ
ル
旅
館
生
活
衛
生
同
業
組
合 

理
事
長
、

宮
城
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

会
長
な
ど
を
務
め
る
。2
0
1
2
年
10
月
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
、

2
0
1
8
年
11
月
藍
綬
褒
章
受
章
。

る
の
で
は
な
く
、
業
界
問
題
解
決
に

向
け
た
「
考
え
方
」
を
実
装
す
る
必
要

が
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
将

棋
界
の
プ
リ
ン
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藤
井
聡
太
竜
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代
表
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れ
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ゆ
る
A
I
脳
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シ
フ
ト
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ェ
ン
ジ
す
る
必
要
が
あ
り

そ
う
で
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。

　
本
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は
様
々
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I
T
用
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れ
マ
ル
コ
フ
モ
デ
ル
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ン
テ
カ
ル

ロ
法
」「
ベ
イ
ズ
の
定
理
」「
サ
ポ
ー
ト

ベ
ク
タ
ー
マ
シ
ン
」
等
の
意
味
あ
り

げ
な
、
か
つ
初
学
者
に
と
っ
て
は
意

味
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明
な
言
葉
が
頻
出
し
ま
す
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し

か
し
当
た
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前
で
す
が
こ
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ら
の
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葉
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の
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。
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が
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。
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「観光文化」の創刊は1976年。
読者は、観光にかかわる省庁・各地方公共団体の方々が最も多く、
次いで大学等の研究機関、観光産業界、全国の大学図書館、

公立図書館の順となっています。
季刊誌として年４回の発行です。

全文公開
PDF版、WEB版

「観光文化」は発行とほぼ同時に当財団ホームページで全文公開しています。
現在、180号（2006年11月発行）以降のものをご覧いただけます。

また、241号（2019年4月発行）からは、PDF版に加えてWEB版での全文公開も開始。
スマートフォンなど小さな画面でも快適に閲覧していただけるようにしました。

https://www.jtb.or.jp/book/tourism-culture/

定期購読のご案内

当財団ホームページで全文公開している「観光文化」ですが、
「続けて冊子で読みたい」という要望をいただくことも多いため、

定期購読のお申し込みも承っております。
当財団ホームページからお申し込みください。

https://www.jtb.or.jp/book/subscription-2/

単号販売のご案内

単号での販売も行っています。
オンデマンド印刷版として、創刊号（1976年）から最新号まで、全ての号を購入いただけます。

アマゾン、楽天ブックス、三省堂書店オンデマンドでお買い求めください。
定価1,100円（税込。169号～214号は1,540円）。

全文公開と購 読 のご案 内

１年間
（年4冊。季刊）

※お申し込み時点の最新号から４回分をお送りします。開始号については変更可能です。

3,080円
（税込、4冊分。1冊あたり700円＋税＝定価の30％off。送料込分）

※途中キャンセルはできませんこと、予めご了承ください。
※お申し込みの確認がとれ次第、請求書をお送りいたします。

※お支払いは銀行振込のみとなります。※振込手数料はご負担をお願いいたします。
※自動継続としておりません。

4冊分お送りした後、次号発行の1か月前を目安に、
メールで継続の意思確認をさせていただきます。
返信いただかなければ自動解約となります。

期間

購読料

お問い合わせ

観光文化振興部編集室までお願いいたします。
TEL:03‒5770‒8364 FAX:03‒5770‒8359 E‒mail:jtbfbook@jtb.or.jp

観光文化
機関誌
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公益財団法人 日本交通公社
の

近刊

日本人やインバウンド
の旅行市場をはじめ、
観光産業、観光地、観
光政策などについて、
各種統計資料や、当財
団が実施した独自の調
査結果をもとに、直近
一年の動向を概観して
います。2014年発行分
からは、これまで発行し
てきた『旅行者動向』、
『Market Insight』で取
り扱っていた日本人の
国内旅行や海外旅行
に関する意識調査結
果を組み込んだ形でリ
ニューアルを行いまし
た。また2022年版も昨
年度に引き続き「新型

コロナウイルス感染症の流行と日本人の旅行」の章を加えました。
2021年10月発行／A4判216ページ／定価2,200円（本体2,000
円 + 税）

『旅行年報2022』（発行：2022年10月）

『温泉まちづくり　2021年度温泉まちづくり研究会
総括レポート』
（発行：2022年3月）

「温泉まちづくり研究
会」は、7つの温泉地
（北海道阿寒湖温泉、
群馬県草津温泉、三重
県鳥羽温泉郷、兵庫県
有馬温泉、愛媛県道後
温泉、大分県由布院温
泉、熊本県黒川温泉）
が、日本の温泉地、温
泉旅館が抱える課題に
ついて、共に解決の方
向性を探り、活性化に
資することを目指して
います。本書は2021年
度に「温泉まちづくり研
究会」にて議論を行っ
た結果をとりまとめたも
のです。今年度の温泉
まちづくり研究会では、

「小さな世界都市」を掲げ、世界に通用するローカルを磨く特徴的な
政策を打ち出してきた豊岡市の取り組みや、温泉×スキーという強
みを活かし、官民が一体となって国際的に認知度の高いまちづくりと
人づくりを行っている野沢温泉の取り組みなどを学びました。また、
当研究会では、コロナ禍で改めて認識した、温泉地として大切にして
いきたいことを「温泉まちづくり研究会 由布院宣言2021」として発表
しました。温泉地の方々が変化を前向きに捉え、具体的なアクション
を起こすヒントにしていただけたら幸いです。A4判100ページ／定価
1,650円（本体1,500円+税）

この一年間に発行した『観光文化』を紹介します。
バックナンバーの紹介

観光文化
機関誌

2019年末に発生した新
型コロナウイルス感染症
（COVID-19）のまん延に
より、観光全般の活動が
一種の「フリーズ」状態に
陥った。本誌では、観光
地や観光産業の現状や
対応について、過去3号
（246～248号）にわたっ
て特集を組んでいる。
248号（2021年2月）の
発刊から約1年半が経
過した現在までに、世界
的にはワクチン接種が進
展し、直近ではより踏み
込んで観光活動を再開
させようとする動きがある。

我が国においても、今後の本格的な観光の「再起動」に向けて、そ
の可能性が模索されている。今号では、「海外旅行市場」「入国制
限と緩和」「観光地」「観光政策」の各視点から2021年以降の1年
半ほどの動向を俯瞰しつつ整理することで、コロナ禍によるフリーズ
状態からの再起動について考えた。A4判64ページ／1,000円+税

255号（2022年10月発行） 
特集 フリーズ状態からの再起動を目指して
～コロナ禍での現状と課題Part4～

サステナブルツーリズ
ムが、大きな注目を集
めている。しかし、その
概念は幅広く、それぞ
れの立場・視点から語
られ、語られる側、主に
観光地や事業者側に
混乱を生んでいないだ
ろうか。サステナブル
ツーリズムの概念・現
象の整理を行い、観光
地・事業者等の主体別
に、選択的に取り組む
べきことなどがわかるよ
うに、サステナブルツー
リズム概念の再構築（リ
コンストラクション）を

試みた。A4判92ページ／1,000円+税

254号（2022年8月発行） 
特集 サステナブルツーリズム・リコンストラクション

「地域と旅行者をつなぐ
仕事」であるガイド業が、
地域経済の中で大きな
役割を果たす観光地も
でてきた。だが、その活
動が定着したのは比較
的最近のことでもあり、
ガイドやガイド業の活
動ぶりがあまりに知られ
ていない。まずは、その
ことをお知らせすること
が重要だと思った。A4
判92ページ／1,000円
+税

253号（2022年5月発行） 
特集 ガイドという仕事

コロナ禍によって、旅行
市場や観光地づくりに
おける変化がより加速
度的に進む、と想定して
います。今号の「観光文
化」では、公益財団法
人日本交通公社の研
究員が、①どのような課
題意識を持ち、②どのよ
うなフレームで研究活
動に取り組み、③現時
点で何が見えてきたの
か、また④今後の展開
などについても紹介して
います。今回の特集が、
観光に関わる方々にと
って、今後の観光振興

を考える一助になれば嬉しく思います。A4判80ページ／1,000
円+税

252号（2022年2月発行） 
特集 今後の観光文化創造に貢献する研究領域
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企画展示主な展示図書一覧

展示資料一覧
（関連図書/古書以外）

館内では、当財団の研究活動の紹介や、テーマごとに蔵書を紹介する企画展示を行っています。
ご来館いただいた際に是非ご覧ください。❶京都博覧会の開催

『京都名所双六案内』小林藤次郎、1909
❷海外のガイドブックにおける京都の紹介
『A handbook for travellers in central & northern Japan : 
being a guide to Tokio, Kioto, Ozaka, Hakodate, Nagasaki, and other cities , 
the most interesting parts of the main island, ascents of the principal mountains, 
descriptions of temples, and histrical notes and legends 2nd ed』
Ernest Mason Satow A.G.S. Hawes、John Murray、1884
❸ビューローの印刷物の嚆矢となった「京都案内」
『Map & guide of Kyoto and environs』
Japan Tourist Bureau
❹京都におけるホテルの誕生と発展
『Map of Kyoto and vicinity』
Miyako Hotel、都ホテル、1913
『京都ホテル御案内』京都ホテル
❺京都宿屋業組合の設立
『京都宿屋業組合沿革史』佐々木猛 編、
京都宿屋業組合事務所、1933
❻日本で最初となる観光課の設置
『大礼記念京都大博覧会 団体観覧の栞』
大礼記念京都大博覧会事務局、1928
❼京都生まれの吉田初三郎による鳥瞰図
『京都観光案内』京都市観光課
❽日本観光地連合会の結成
『観光連盟情報 1937（第1巻 第1号-12号）』
日本観光連盟、1937

・『京都ホテル100年ものがたり』京都ホテル、1988
・『京都観光学のススメ』井口和起、人文書院、2005
・『京都観光学 改訂版』山上徹、法律文化社、2007
・『観光京都研究叙説』杉野圀明、文理閣、2007
・『京都 今昔歩く地図帖 彩色絵はがき、古写真、古地図でくらべる（学研ビジュアル新書）』
  井口悦男 生田誠、学研パブリッシング、2011
・『固有価値の地域観光論　京都の文化政策と市民による観光創造（文化とまちづくり叢書）』
  冨本真理子、水曜社、2011
・『観光名所から1000年の流れがよくわかる! 図説 時代順 京都歩き』森谷尅久 監修、PHP研究所、2012
・『大京都モダニズム観光』橋爪紳也、芸術新聞社、2015
・『京都観光 40人の提言』三好克之、白川書院、2017
・『明治・大正・昭和初期 日本ポスター史大図鑑』
  田島奈都子 編著 函館市中央図書館 編纂協力、国書刊行会、2019
・『吉田初三郎鳥瞰図へのいざない』劉建輝　石川肇　古川綾子 編、
  人間文化研究機構国際日本文化研究センター、2019
・『観光立国政策と観光都市京都 インバウンド、新型コロナに翻弄された京都観光』広原盛明、文理閣、2020
・『日本の観光2 昭和初期観光パンフレットに見る 近畿・東海・北陸篇』谷沢明、八坂書房、2021
・『吉田初三郎 鳥瞰図集』岡田直、昭文社、2021
・『新・京都観光論』永田美江子、須田寛、交通新聞社、2022

エントランスギャラリー
脱炭素と観光の現在地
（2022年12月～2023年3月）
　今回の展示では、研究成果の一部として、交通・輸送・エネル
ギー面における脱炭素化、観光地としてカーボンニュートラルを
目指すパラオ、脱炭素化の取り組みを見える化したブルガリアの
事例など、観光や交通・運輸の分野で脱炭素に取り組む4つの
ケースを取り上げ、紹介しています。
　また、機関誌『観光文化』において独自に整理・提示した「持続
させる対象」と「取組の時間軸」の2軸からなるサステナブルツー
リズムのフレームワークに照らして、脱炭素の取り組みの位置づ
けの変遷についても考察しています。

F1

古書展示ギャラリー
古書からひもとく戦前の京都観光
（2022年12月～2023年3月）
　日本のみならず海外からも高い知名度と人気を誇る京都です
が、その歴史をみると、行政、民間、市民が連携しながらつくり上
げていったことがわかります。
　その背景となっているのが1869（明治2）年の東京遷都です。
京都は千年以上続いた都としての座を奪われたことで、人口は約
半数にまで減少し、まちは衰退していきます。そのことに危機感を持
った地元の豪商は1871（明治4年）に博覧会を企画・開催します。
　翌年には、第１回京都博覧会を開催しますが、勧業の意味合
いを強め、娯楽要素を増やしました。今でも京都の風物詩となっ
ている「都をどり」や「鴨川をどり」はこの時から始まりました。また、
当時は自由に国内を周遊することができなかった外国人の入洛
制限の解除を政府に陳情し、約700人の外国人が入場しました。
好評を博した京都博覧会は、明治・大正にかけてほぼ毎年開催
されることになります。
　また、明治以降、都市整備にも力を入れ、琵琶湖疎水の整備、
水道事業、道路の拡張、電気軌道敷設による交通網整備事業な

F1

ライブラリープラザ
「新・湯治」とその楽しみ方
（2023年1月～2023年3月）
　温泉地には、温泉だけでなく多様な自然、歴史・文化、食など
様々な魅力が詰まっています。「新・湯治」とは、2017（平成29年）
7月に「自然等の地域資源を活かした温泉地の活性化に関する
有識者会議」により提言された、現代のライフスタイルにあった
温泉地の過ごし方の提案です。「新・湯治」は、温泉地周辺の地域
資源を多くの人が楽しみ、温泉地に滞在することを通じて心身と
もにリフレッシュすること、そして温泉地を多くの人が訪れること
で、温泉地自身のにぎわいを生み出していくことを目指しています。
（環境省 HPよりhttps://www.env.go.jp/nature/onsen/spa/index-
.html）
　また温泉地の魅力向上や人々の健康増進に寄与することを
期待して、全国の温泉地では、温泉地に滞在することの療養効果
―温泉地での滞在全体がどのように心身へ影響を与えるか―を
把握する調査が長年続けられてきました。

F1

　旅の図書館では、今回その取り組みを展示でわかりやすくご案
内します。宿泊施設の資料も揃えておりますので、是非ご来館ください。

どを行ないます。インフラを整備することで伝統産業も大きく発展
しました。このように都市機能が充実したことも博覧会の見どころ
になっていきます。
　1889（明治22）年の皇室典範により、即位式や新嘗祭は京都
で開催することが定められましたが、皇室行事や、平安遷都千百
年記念祭といった周年事業など、ハレとなる機会を契機に観光
地としての整備が進んだことは京都の特徴でもあるといえます。
　このように数々の博覧会を開催し、国内外から多くの喜賓、来
訪客を受け入れてきた京都市は、1930（昭和5）年に行政として
初めて観光課を設置します。1932（昭和7）年には全国の観光協
会等とともに日本観光地連合会を結成するなど、日本の観光行
政を牽引してきました。
　京都を代表する年中行事や観光施設の中には、この時代に
整備されたものも多く存在します。近代京都の歴史をふまえて、ぜ
ひ現代の京都観光を楽しんでみてください。
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　旅の図書館は、開設以来、国内外の旅行ガイドブックから観光研
究の専門書・学術書まで、多様な利用者層に応えられる図書・資料
を幅広く収集してきました。
　このうち【古書・稀覯書】では、主に戦前を中心にした観光に関
する貴重な文献コレクション約2,700冊を所蔵しています。わが国で
最初の外客誘致・斡旋機関として発足したジャパン・ツーリスト・
ビューロー（当財団及び（株）JTBの前身）の生みの親である木
下淑夫氏が収集した国内外の貴重な資料（木下文庫）約90冊

をはじめ、1880年代～1940年代の文献からは、戦前のわが国の観
光産業やインバウンドをはじめとした観光政策、観光事業等の動きが
わかります。

　当館では、こうした
古書・稀覯書の多く
を、古書店の協力を
得て入手しています。
先日も「青羽古書店
（京都府京都市）」より
[グリフィス]『横浜ガ
イド』（1874年 横 浜
刊）という興味深いガ
イドブックを購入する
ことができました。

在日西洋人によって刊行された
記念すべき日本最初の英文ガイドブック

THE
YOKOHAMA GUIDE.

[Griffis, William Elliot]

Yokohama, F. R. Wetmore & Co, 1874. 
<AB2022113>

11.0 cm x 17.0 cm, pp.[1(Title.)-6], 7-39, 
1 folded map, 

Original paper wrappers.

　青羽古書店のホームぺージ上では、本書は次のように紹介され
ています（一部抜粋）。
　本書は、日本で刊行された最初期の英文ガイドブックと言えるも
ので、明治初期にアメリカから来日したお雇い外国人グリフィス
（William Elliot Griffis,1843‐1928）によって書かれています。幕
末から明治初期にかけて横浜や神戸といった居留地に滞在する外
国人や旅行者が急増していっていたにもかかわらず、外国人のた
めの手頃な旅行ガイドブックが刊行されていなかったことに鑑みて
刊行された、横浜とその近郊を簡便に紹介したガイドブックです。
わずか40ページ弱の小冊子ではありますが、外国人旅行者、滞
在者が利用しうる、在住者による英文ガイドブックの嚆矢として、
日本のツーリズム史において大変重要な位置を占める作品と言え
ます。（http://www.aobane.com/books/1466）

当館では
古書・稀覯書は
閉架資料のため
閲覧申請が必要ですが、
手に取って
ご覧いただけます。
是非ご来館ください。

旅の
図書館の
蔵書
から

64



観光文化
機関誌

発行日●2023年2月28日
発行所●公益財団法人日本交通公社

〒107-0062 東京都港区南青山二丁目7番29号 日本交通公社ビル
  t 03-5770-8350 https://www.jtb.or.jp

川口繁治郎（川口デザイン）
株式会社ぷれす
佐川印刷株式会社

中野文彦

光山清秀
有沢徹郎、吉澤清良
t 03-5770-8364
Mail:kankoubunka@jtb.or.jp

©2023 JTBF 禁無断転載
ISSN　0385-5554

デザイン●

校閲・校正●

制作・印刷●

企画・構成●

発行人●

編集人●

編集室●

第 号
第47巻 第 1 号 通巻 第256号

256

公益財団法人日本交通公社
および

「旅の図書館」
への

アクセス

〒107-0062
東京都港区南青山二丁目7番29号 日本交通公社ビル
東京メトロ銀座線、半蔵門線、都営大江戸線
「青山一丁目」5番出口から徒歩3分
●青山通りからお越しの方…楽天クリムゾンハウス青山のビルをくぐり、
　レストラン『NARISAWA』の前を通る公開空地を通り抜けると
　正面左側が日本交通公社ビルです。
●外苑東通りからお越しの方…コンビニエンスストア『ポプラ』の角を西に曲がり、
　2つめの交差点を越え、約10m先左側が日本交通公社ビルです。
●駐車場はございません。

NARISAWA

楽天クリムゾン
ハウス青山

ポプラ

赤坂御用地

外
苑
東通り

外
苑
東
通
り



〒107-0062 東京都港区南青山二丁目7番29号 日本交通公社ビル
TEL：03-5770-8350
https://www.jtb.or.jp

禁無断転載

ISSN 0385-5554 

第 号
第47巻 第1号 通巻 第256号

機関誌

256

 海士の未来を創る、
新たな挑戦
大江和彦（海士町長）

活動報告 ❶

不動産再生から
観光地づくりを
考える
その背景と課題
中野文彦（JTBF）

「不動産再生からの
観光地づくり」の
ケーススタディ

第29回
たびとしょCafe
「紙だから
こその魅力
～旅好き女性を
引き付ける
旅行雑誌とは～」
を開催
中山優子（昭文社）

文：仲 七重（JTBF）
ゲスト

巻頭言

特集 1

特集 2

欧州で最も
サスティナブルな島の
シンボルHotel GSHの挑戦
～ボーンホルム島の
持続可能な社会の実現に
つなげる仕掛けを読み解く～
川原 晋（東京都立大学）

特集 3

❶「創造的職人宿場町」
兵庫県丹波篠山市福住
㈱Local PR Plan
中野文彦（JTBF）
❷「生活と観光の両立
～地域への共感を生み出す
空き家活用～」
山梨県富士吉田市 合同会社OULO
門脇茉海（JTBF）
❸「世界に発信する用宗の
まちづくり」
静岡県静岡市駿河区用宗
㈱CSA不動産・㈱CSAtravel
山本奏音（JTBF）
❹「島の未来を創るホテル」
島根県海士町
㈱海士
中野文彦（JTBF）

対談
「不動産再生による
観光地づくり」を
どう見るか
まちづくりと
サービス
マーケティング
の視点から
川原 晋（東京都立大学）
内田 純一（小樽商科大学）

特集 4

視座

不動産再生から観光地づくりを考える
その可能性と課題
中野文彦（JTBF）

報告：JTBF

活動報告 ❷
第32回
旅行動向
シンポジウムを
開催

連載
観光を学ぶということ
第16回
東洋大学 
国際観光学部国際観光学科

内田ゼミ
内田 彩（東洋大学）

わたしの1冊
第28回
『となりの
アルゴリズム』
篠田裕之 著
光文社
佐藤勘三郎（ホテル佐勘）

特
集

もちむね

不
動
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再
生
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観
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地
づ
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る

不
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February
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機関誌

256
Tourism Culture

【
特
集
】不
動
産
再
生
か
ら
観
光
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づ
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考
え
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February 2023
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2
5
6

DIC
615 スミ

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2
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